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本書は、（社）情報通信技術委員会が著作権を保有しています。 

内容の一部又は全部を（社）情報通信技術委員会の許諾を得ることなく複製、転載、改変、

転用及びネットワーク上での送信、配布を行うことを禁止します。 
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＜参考＞ 
１．国際勧告との関係 

 本標準は、ITU-T 勧告 Q.2931(1995 年 2 月)に準拠し、同勧告に対する Amendment1,2,3,4 に準拠したもの

である。 

 
２．上記国際勧告等に対する追加項目等 

  (1)  ITU-T 勧告 Q.2931 におけるオプション項目のうち、TTC 標準として選択をおこなったものは以下

の項目である。 

 

   (A)  発呼手順は一括発呼手順を標準として、分割発呼手順を非標準とする。 

    JT-Q931 と同様、一括発呼手順に統一する。 

 

   (B)  着呼手順は一括着呼手順を標準として、分割着呼手順を非標準とする。 

    JT-Q931 と同様、一括着呼手順に統一する。 

 

(2) 上記以外のオプション項目を表１に示す。 

 

   (3) ITU-T Q.2931 amendment2,3,4 を付属資料 a,b,c として標準化を行っている。 

 
３．改版の履歴 
 

版 数 制  定  日 改 版 内 容 

第１版   平成６年１１月２４日   制  定 

第２版 １９９７年１１月２６日 広帯域伝達能力情報要素の定義を JT-Q2961.2 への参照

に変更。 

第 3 版 ２０００年 ４月２０日 ITU-T Q.2931 に対する Amendment2,3,4 を付属資料 a,b,c

として規定、及び誤記修正。 

 

４．工業所有権   
 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧

になれます。 

 

５．注意事項 
  (1)  ＪＴ－Ｑ９３１では、呼のクリア（clearing a call)に対し呼の切断復旧という用語を用いている。

また「切断」(DISConnect)、「解放」(RELease) 、「解放完了」(RELease COMPlete)メッセージを総

称して切断復旧メッセージと呼んでいる。 

ＪＴ－Ｑ２９３１では、呼のクリア手順がＮ－ＩＳＤＮの３信号手順から「解放」（RELease)お

よび「解放完了」（RELease COMPlete）の２信号のみを用いる手順に変更されたため、呼のクリア

手順を呼の解放、呼のクリアに用いるメッセージを総称して、呼の解放メッセージとしている。 

 

   (2)  将来拡張されたＢ－ＩＳＤＮ呼／コネクション制御をサポートする端末装置／網と、Ｂ－ＩＳＤ

Ｎ基本呼／コネクション制御をサポートする端末装置、網との間の整合性を保証するため、動作指

示表示を用いたメカニズムが導入されている。このメカニズムはメッセージと情報要素の両方に適

用されており、本標準内では各々以下の用語を用いている。 
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  メッセージの動作指示表示およびそのフィールド 

  ・メッセージ整合性動作指示表示（message compatibility instruction indicator） 

  ・メッセージ動作指示表示（message instruction indicator） 

  ・メッセージ動作指示フィールド（message instruction field） 

  ・メッセージ種別情報要素の動作指示フィールド（instruction field of a Message type information 

   element） 

 

  メッセージ動作指示表示において受信時の処理を規定するフィールド 

  ・メッセージ動作内容（message action indicator） 

  ・（メッセージ）動作内容フィールド（action indicator bits） 

  ・（メッセージ）動作内容フィールド（action indicator field） 

 

  情報要素の動作指示表示およびそのフィールド 

  ・情報要素動作指示フィールド（information element instrucion field） 

 

  情報要素動作指示表示において受信時の処理を規定するフィールド 

  ・情報要素動作内容（information element action indicator） 

  ・（情報要素）動作内容フィールド（action indicator bits） 

  ・（情報要素）動作内容フィールド（action indicator field） 

これらのフォーマットおよび使用方法の詳細は、4.4.1 節、4.5.1 節、5.6.4 節、5.7 節、5.8 節および付

録Ⅰに規定されている。 

 
(3) ITU-T Q.2931 1版と各 Amendmentは別出版となっている。Amendmendt1は要求の大きさから、JT-

Q2931 2版にて本文に盛込み済みである。Amendment2,3,4に関しては、付属資料 a,b,cとして制定を

行い、ITU-T勧告の進捗に合わせて、TTC本文への盛込みを行う予定である。
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表１  オプション項目の一覧（１／４） 

 
項番 項 目 選 択 肢 選択条件及び備考 

 （本文該当箇所） 網 ユーザ  
１ ＡＡＬﾊﾟﾗﾒｰﾀ情報要素の 

表示と交渉（3.1.7,3.2.3, 
①提供する 
 

①利用する／②利用し

ない 
 

 4.5.5,付属資料Ｆ） ②提供しない －  
２ 広帯域高位レイヤ情報要素

（3.1.7,4.5.8） 
①提供する 
 

①利用する／②利用し

ない 
 

  ②提供しない －  
３ 広帯域低位レイヤ情報の表

示と交渉（3.1.7,4.5.9,付属 
①提供する 
 

①利用する／②利用し

ない 
 

 資料Ｃ） ②提供しない －  
４ 着番号情報要素の最大長 

（3.1.7,3.2.3,3.2.7,4.5.11） 
実装に依存する －  

５ 着サブアドレス情報要素 
（3.1.7,3.2.7,4.5.12） 

①提供する 
 

①利用する／②利用し

ない 
 

  ②提供しない －  
６ 発番号情報要素の最大長 

（3.1.7,3.2.7,4.5.13） 
実装に依存する －  

７ 発サブアドレス情報要素 
（3.1.7,3.2.7,4.5.14） 

①提供する 
 

①利用する／②利用し

ない 
 

  ②提供しない －  
８ 「呼設定」(SETUP)ﾒｯｾｰｼﾞ

へのコネクション識別子情

報要素の設定（3.1.7,3.2.7, 
4.5.16,5.1.2,5.2.3） 

①設定する／②設定し

ない 
①設定する／②設定し

ない 
必須の場合あり 
（５章参照） 

９ ｴﾝﾄﾞ･ｴﾝﾄﾞ中継遅延情報要

素（3.2.3,3.2.7,4.5.17,6.2.2, 
－ ①利用する 

 
網によるサポート

は必須 

 付属資料Ｋ）  ②利用しない  
１０ 中継網選択情報要素 (3.1.7, 

3.2.7,4.5.22,5.1.9,付属資料 
①提供する 
 

①利用する／②利用し

ない 
最大長は網の実装

に依存する 

 Ｄ） ②提供しない －  
１１ OAM ﾄﾗﾋｯｸ記述子情報要素

(3.1.7,3.2.3,3.2.7,4.5.24, 
①提供する 
 

①利用する／②利用し

ない 
 

 6.2.2,付属資料Ｉ） ②提供しない －  
１２ 狭帯域高位レイヤ整合性情

報要素（3.2.1,3.2.2,3.2.5, 
①提供する 
 

①利用する／②利用し

ない 
 

 3.2.7,4.6.3） ②提供しない －  
１３ 狭帯域低位レイヤ整合性情

報要素（3.2.3,3.2.7,4.6.4） 
①提供する 
 

①利用する／②利用し

ない 
 

  ②提供しない －  
１４ 経過識別子情報要素 

（3.2.1,3.2.2,3.2.3,3.2.5, 
①提供する 
 

①利用する／②利用し

ない 
 

 3.2.6,3.2.7,4.6.5,3.2.8) ②提供しない －  
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表１  オプション項目の一覧（２／４） 

 
項番 項 目 選 択 肢 選択条件及び備考 
 （本文該当箇所） 網 ユーザ  
１５ 通知識別子情報要素の最

大長および許容される繰
り返し回数 
（3.1.1,3.1.2,3.1.3,3.1.4, 
3.1.5,3.1.7,3.1.10,3.2.1, 
3.2.2,3.2.3,3.2.5,3.2.6, 
3.2.7,3.2.8） 

網にて決定する －  

１６ メッセージ動作指示表示 
（4.4.1,付録 I） 

①明示的な指示を行う
／②明示的な指示を行
わない 

①明示的な指示を行う
／②明示的な指示を行
わない 

 

１７ 情報要素動作指示表示 
（4.5.1,付録 I） 

①明示的な指示を行う
／②明示的な指示を行
わない 

①明示的な指示を行う
／②明示的な指示を行
わない 

 

１８ 発着番号へのＮＳＡＰｱ
ﾄﾞﾚｯｼﾝｸﾞおよび私設番号 

①提供する 
 

①利用する／②利用し
ない 

詳 細 は JT-Q850 
および JT ｰ Q2610  

 計画の使用 (4.5.11,4.5.12) ②提供しない － を参照 
１９ 理由表示情報要素に対す

る診断情報の提供 (4.5.15) 
①提供する 
 

①利用する／②利用し
ない 

詳 細 は JT-Q850 
および JT ｰ Q2610  

  ②提供しない － を参照 
２０ 分離シェーピング 

（4.5.24,付属資料Ｉ） 
①提供する 
 

①利用する／②利用し
ない 

 

  ②提供しない －  
２１ ＶＰ対応シグナリング手

順（5.1.2） 
①提供する 
 

①利用する／②利用し
ない 

網とユーザの双方
の合意においての 

  ②提供しない － み使用される。 
２２ タイマＴ３０８満了時に

送信される「解放」 
①理由表示#102"ﾀｲﾏ満
了による回復”を含む 

①利用する／②利用し
ない 

 

 (REL)ﾒｯｾｰｼﾞ内の理由表
示情報要素（5.2.3,5.4.4） 

②理由表示#102"ﾀｲﾏ満
了による回復”を含ま
ない 

－  

２３ タイマＴ３１６満了時の
「初期設定」(REST)ﾒｯｾｰ
ｼﾞの再送（5.5.1.2） 

①再送する／②再送し
ない 

①再送する／②再送し
ない 

再送回数は実装に
依存する。 

２４ 「解放」(REL)､「解放完
了」(REL COMP)以外のﾒ
ｯｾｰｼﾞで、１ヶ以上の認
識されない情報要素を含
むﾒｯｾｰｼﾞを受信した場合
の「状態表示」(STATUS)
ﾒｯｾｰｼﾞの返送（5.6.8.1） 

①返送する／②返送し
ない 

①返送する／②返送し
ない 

 

２５ 「解放」(REL)､「解放完
了」(REL COMP)以外のﾒ
ｯｾｰｼﾞで１ヶ以上の無効
な情報要素を含むﾒｯｾｰｼﾞ
を受信した場合の「状態
表示」(STATUS)ﾒｯｾｰｼﾞ#
の返送（5.6.8.2） 

①返送する／②返送し
ない 

①返送する／②返送し
ない 
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表１  オプション項目の一覧（３／４） 

 
項番 項 目 選 択 肢 選択条件及び備考 

 （本文該当箇所） 網 ユーザ  
２６ 設定ﾌｪｰｽﾞの呼に対する

AAL-設定-表示ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ
による SAAL ﾘｾｯﾄが通知
された時の状態問合手順

の起動（5.6.9） 

①起動する／②起動し

ない 
①起動する／②起動し

ない 
 

２７ タイマＴ３０９満了時の
内 部 ｺ ﾈ ｸ ｼ ｮ ﾝ の 解 放

（5.6.10） 

－ ①解放する／②解放し

ない 
 

２８ タイマＴ３２２満了時の
「状態問合」(STATUS 
ENQ)ﾒｯｾｰｼﾞの再送回数
（5.6.11） 

①再送する／②再送し

ない 
①再送する／②再送し

ない 
再送回数は実装に

依存する 

２９ 状態不一致を通知する
「状態表示」(STATUS)ﾒｯ
ｾ ｰ ｼ ﾞ  受 信 時 の動作
（5.6.12） 

①呼を解放する／ 
②その他の回復動作を

とる 

①呼を解放する／ 
②その他の回復動作を

とる 

 

３０ 呼状態が一致し#96,#97, 
#99,#100,#101 のいずれか
の理由表示を含む「状態

表示」(STATUS)ﾒｯｾｰｼﾞ受
信時の動作（5.6.12） 

①呼を解放する／ 
②その他の回復動作を

とる 

①呼を解放する／ 
②その他の回復動作を

とる 

 

３１ ｸ ﾞ ﾛ ｰ ﾊ ﾞ ﾙ呼番号を含む
「状態表示」(STATUS)ﾒｯ
ｾｰｼﾞ受信時の高位ﾚｲﾔｱｸﾃ

ｨ ﾋ ﾞ ﾃ ｨによるｴ ﾗ ｰ処理

（5.6.12） 

実装に依存する 実装に依存する 「 初 期 設 定 」

(REST)ﾒ ｯｾｰｼﾞを
再送しても良い 

３２ ・「初期設定要求」「初 
期設定」状態で状態不 
一致を通知 
・「空」状態 
上記以外のｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ呼 
番号を含む｢状態表示｣ 
(STATUS)ﾒｯｾｰｼﾞ受信 
時のｴﾗｰ処理（5.6.12） 

実装に依存する 実装に依存する  

３３ 「通知」(NOTIFY)ﾒｯｾｰｼﾞ
の相手ユーザへの転送と 

①転送する ①利用する／②利用し

ない 
 

 内容の保証（5.9） ②転送しない －  
３４ N-ISDN と B-ISDN とのｲ

ﾝﾀﾜｰｸ時の矛盾するｻｰﾋﾞｽ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ間の組み合わせの

受信時の動作（6.2.5） 

①理由表示#79"その他
のｻｰﾋﾞｽ又はｵﾌﾟｼｮﾝの未

提供ｸﾗｽ" を用いて呼を
解放する 
②呼を継続する 

－ いずれでも、正規

の手順内で処理可

能 
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表１  オプション項目の一覧（４／４） 

 

項番 項 目 選 択 肢 選択条件及び備考 

 （本文該当箇所） 網 ユーザ  

３５ 発信側インタフェースで

経過内容#4"呼の ISDNへ 

①停止する 

 

－  

 の復帰"受信時のＴ３０

２､Ｔ３２２以外の網タ

イマ処理（6.6.1） 

 

②停止しない 

  

３６ 着信側インタフェースで

経過内容#4"呼の ISDNへ 

①停止する 

 

－  

 の復帰"受信時のＴ３０

１､Ｔ３０４､Ｔ３１２､

Ｔ３２２以外の網タイマ

処理（6.6.2） 

 

②停止しない 

  

３７ タイマＴ３０６満了時に

送信される「解放」 

①理由表示#102"ﾀｲﾏ満

了による回復”を含む 

①利用する／②利用し

ない 

 

 (REL)ﾒｯｾｰｼﾞ内の理由表

示情報要素（6.7.1.3） 

②理由表示#102"ﾀｲﾏ満

了による回復”を含ま

ない 

－  

３８ タイマＴ３１６ ①実装する － ﾎﾟｲﾝﾄ･ﾎﾟｲﾝﾄｱｸｾｽ 

 （7.2表 7-1） ②実装しない  構成では必須 

３９ タイマＴ３１７ ①実装する － ﾎﾟｲﾝﾄ･ﾎﾟｲﾝﾄｱｸｾｽ 

 （7.2表 7-1） ②実装しない  構成では必須 

４０ タイマＴ３０６ ①実装する － ﾄｰﾝ/ｱﾅｳﾝｽﾒﾝﾄが提 

 （7.2表 7-1） ②実装しない  供されている場合

は必須 

４１ タイマＴ３０１ － ①実装する 付属資料Ｈを実装 

 （7.2表 7-2）  ②実装しない する場合必須 

４２ タイマＴ３１６ － ①実装する ﾎﾟｲﾝﾄ･ﾎﾟｲﾝﾄｱｸｾｽ 

 （7.2表 7-2）  ②実装しない 構成では必須 

４３ タイマＴ３１７ － ①実装する ﾎﾟｲﾝﾄ･ﾎﾟｲﾝﾄｱｸｾｽ 

 （7.2表 7-2）  ②実装しない 構成では必須 

４４ 対称な呼の運用に関する

拡張（付属資料Ｈ） 

①提供する ①利用する／②利用し

ない 

 

  ②提供しない －  

４５ ｾﾐﾊﾟｰﾏﾈﾝﾄﾊﾞｰﾁｬﾙｺﾈｸｼｮﾝ

の状態監視 

①提供する ①利用する／②利用し

ない 

 

 （付録Ⅲ） ②提供しない －  
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 － 1 － ＪＴ－Ｑ２９３１ 

１．範 囲 
 本標準は、Ｂ－ＩＳＤＮユーザ・網インタフェースにおける網コネクションの設定、維持および解放の

手順について規定する。これらの手順は、交換されるメッセージに関して規定される。 

 本標準は、呼／コネクション制御に必要な特質、手順およびメッセージを規定することを目的としてい

る。 

 本標準は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ. ２０１０にて規定されるＢ－ＩＳＤＮリリース１の全体像に基づき、バ

ーチャルチャネル上のＢ－ＩＳＤＮポイント・ポイント即時呼に用いられるレイヤ３呼／コネクション状

態、メッセージ、情報要素、タイマ、手順を規定している。 

 本標準で規定される手順は、Ｂ－ＩＳＤＮ端末装置とＢ－ＩＳＤＮ公衆網間のインタフェース（ＳＢ／

ＴＢ参照点）およびＢ－ＩＳＤＮ私設網とＢ－ＩＳＤＮ公衆網間のインタフェース（即ち、ＴＢ参照点）

に適用される。 

 他の標準（または勧告）は、ＤＳＳ２の付加的な能力をサポートするために、付加的なメッセージ、

（ファシリティ情報要素を用いた）付加的な操作、付加的な情報要素および／または既存情報要素の変更

を用いうる。 

 

1.1 定義、略語と参照 

 これらは付属資料Ｊ／ＪＴ－Ｑ２９３１に示される。 

 

1.2 インタフェース構造への適用 

 レイヤ３手順は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４１３にて定義されるインタフェース構造へ適用される。これら

は、レイヤ２により提供される機能とサービスを使用する。レイヤ３手順はレイヤ２サービスを必要とし、

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２１３０にて定義されるプリミティブを用いてレイヤ２のサービスを要求したり、レ

イヤ２からの情報を受信する。これらのプリミティブは、プロトコルレイヤ間の通信を示すために用いら

れているが、インプリメンテーションを規定または強制するものではない。 

 

1.3 本標準にてサポートされる能力 

 本標準にて規定されているリリース１シグナリングにてサポートされる基本能力のリストを以下に示す。 

 

  1. 即時（交換）バーチャルチャネルコネクション 

  2. ポイント・ポイント交換チャネルコネクション 

  3. 対称または非対称帯域要求 

  4. 単一コネクション（ポイント・ポイント）呼 

  5. プロトコルメッセージ、情報要素、手順を用いた基本シグナリング機能 

  6. クラスＸ、クラスＡ、クラスＣ ＡＴＭトランスポートサービス 

  7. シグナリングパラメータ要求と表示 

  8. ＶＣＩ交渉 

  9. 全てのシグナリングメッセージに対するアウトバンドシグナリング 

  10. エラー回復 

  11. ＡＴＭ終端点識別のための公衆ＵＮＩアドレッシングフォーマット 

  12. エンド・エンド整合性パラメータ識別 

  13. Ｎ－ＩＳＤＮとのシグナリングインターワーキングとＮ－ＩＳＤＮサービスの提供 

  14. 将来への整合性 

 以下の節では各々の能力をより詳細に記述している。 
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1.3.1　即時（交換）バーチャルチャネルコネクションのサポート

　この仕様の目的は、即時（交換）チャネルコネクションのサポートである。これらのコネクションは、

シグナリング手順を用いて実時間で設定される。即時コネクションは、任意の時刻に通信中状態になりう

るが、網故障の後は自動的に再設定されない。

　反対に固定コネクションは、網が提供する機能によって設定、解除される。固定コネクションは一般的

に、長期間設定され、網故障の場合も自動的に再設定されなければならない。

1.3.2　ポイント・ポイントコネクションのサポート

　ポイント・ポイントコネクションは、２つの終端点を接続している関連するＡＴＭバーチャルチャネル

（ＶＣ）またはバーチャルパス（ＶＰ）リンクの集合である。リリース１シグナリングは、本標準にてポ

イント・ポイントバーチャルチャネル（ＶＣ）コネクションのサポートを規定している。

1.3.3　対称または非対称帯域コネクションのサポート

　リリース１シグナリングは、本標準にて、順方向と逆方向の帯域を独立に規定するポイント・ポイント

両方向コネクションのサポートを規定している。順方向は発信側から着信側方向で、逆方向は着信側から

発信側方向である。

1.3.4　呼毎単一コネクションのサポート

　リリース１シグナリングは、本標準にて呼毎に単一コネクションのサポートを規定している。

1.3.5　基本シグナリング機能をサポートするプロトコル

　シグナリングプロトコルは、ＵＮＩインタフェースにおいて以下の基本機能をサポートする。

　＊呼／コネクション設定

　　これは、異なる加入者間の呼／コネクションの設定をサポートするプロトコル機能である。これは呼

／コネクション要求と呼／コネクション応答を含む。

　＊呼／コネクション要求

　　このプロトコル機能を用いて、発信側加入者から宛先に対する呼／コネクション設定を要求すること

ができる。この要求において、発信側加入者は呼／コネクションに関連する情報を提供してもよい。

　＊呼／コネクション応答

　　このプロトコル機能を用いて、着信側加入者が着信呼／コネクション要求に対し応答することができ

る。着信加入者は、呼／コネクションに関連する情報を応答に含めてもよい。（呼／コネクション要求

の拒否は呼／コネクション解放機能の一部と考えられる）

　＊呼／コネクション解放

　　このプロトコル機能を用いて、呼／コネクションに含まれるいかなる加入者からも既に設定済み呼／

コネクションの解除を起動できる。この機能により、着信側加入者が呼／コネクションに含まれること

を拒否できる。
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　＊解放の理由

　　このプロトコル機能を用いて、解放を起動した加入者が呼／コネクションからの解除を起動した理由

を示すことができる。

　＊アウトバンドシグナリング

　　この機能は、終端加入者間のデータ情報を交換するために用いるチャネルとは異なるチャネルを呼／

コネクション制御情報に用いることを規定している。（即ち、特定のＶＰＣＩ／ＶＣＩ値を呼／コネク

ション制御シグナリングチャネルとして用いる）

1.3.6　クラスＡ、クラスＣ、クラスＸ（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ２１１参照）のサポート

　クラスＡサービスは、コネクションオリエンティッド、固定ビットレート、ＡＴＭトランスポートサー

ビスである。クラスＡサービスは、エンド・エンドタイミングが必要である。クラスＡサービスは、セル

ロス、セル遅延、セルゆらぎに対し、厳しい条件を必要とするかもしれない。ユーザは、クラスＡコネク

ションを設定するために、必要な帯域と適切なサービス品質（ＱＯＳ）を「呼設定」（SETUP）メッセー

ジにて選択する。

　クラスＣサービスは、コネクションオリエンティッド、可変ビットレート（注１）、ＡＴＭトランスポ

ートサービスである。クラスＣサービスは、エンド・エンドタイミングが不要である。ユーザは、クラス

Ｃコネクションを設定するために、必要な帯域とサービス品質（ＱＯＳ）を「呼設定」（SETUP）メッセ

ージの適切な情報要素を用いて選択する。

　注１－ベアラクラスＣの場合、網はベアラクラスＡを要求されたものとしてリソースを割り当てても良

い。

　クラスＸサービスは、ＡＡＬ、トラヒック種別（ＶＢＲまたはＣＢＲ）、タイミング要求がユーザによ

って定義されるコネクションオリエンティッドＡＴＭトランスポートサービスである。ユーザは、クラス

Ｘコネクションを設定するために、必要な帯域とサービス品質（ＱＯＳ）を「呼設定」（SETUP）メッセ

ージの適切な情報要素を用いて選択する。

1.3.7　シグナリングパラメータ要求と表示のサポート

　リリース１シグナリングは、本標準においていくつかのシグナリングパラメータ交渉のサポートを規定

している。（例、Ｂ－ＬＬＩ、ＡＡＬパラメータ）

1.3.8　ＶＰＣＩ／ＶＣＩサポート

　リリース１シグナリングは、本標準においてＶＰＣＩとＶＰＩが１対１にマッピングする条件で、ＵＮ

Ｉ上のバーチャルパスの識別方法としてＶＰＣＩのサポートを規定している。

　以下のリストは、ＶＰＣＩ、ＶＣＩを参照するリリース１シグナリング能力を記述している。

　1.　バーチャルパスコネクション（ＶＰＣＩを用いる）とバーチャルパス内のＶＣＩコネクション（ＶＣ

Ｉを用いる）の識別の提供。

　2.　ＶＣＩ交渉
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1.3.9 アウトバンドシグナリング 

 ＶＣＩ＝５は全てのＶＰＣＩに対しリリース１ポイント・ポイントシグナリング用として予約されてい

る。メタシグナリングは、リリース１ではサポートされていない。（メタシグナリングを用いないシグナ

リングエンティティ間の対応付けについてはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３１１参照）放送型シグナリングバーチ

ャルチャネルはサポートされていない。 

 

1.3.10 エラー回復のサポート 

 本標準で規定されるリリース１シグナリングのエラー回復能力を以下に示す： 

 

 1. 決定的でない（即ち、呼を強制的に解放する必要のない）エラーに遭遇した時に、シグナリングエ

ンティティからその同位エンティティへの通知のための手段を含む詳細なエラー処理手順；決定的

でないエラーの例は、メッセージフォーマットエラー、メッセージ内容エラー、手順エラー（例、

期待されない状態でのメッセージまたはメッセージ内容の受信）である。 

 

 2. シグナリングＡＡＬリセットと故障からの（更に、物理レイヤ故障または電気的な故障からの）回

復手順。 

 

 3. シグナリングエンティティ間の呼とインタフェースの状態情報の交換と不一致の場合の回復メカニ

ズム。これらの手順は、エラー条件により１で規定されるエラー回復手順に従い、どちらかのシグ

ナリングエンティティからの要求（状態問合せ）に基づき操作されなければならない。 

 

 4. 保守操作またはエラーの結果により、呼、ＶＣＣs、インタフェースを強制的に空き状態へ遷移させ

る能力。 

 

 5. 呼の解放（5.1.3 節参照）、決定的でないエラー、さらに全てのインタフェースに影響のあるエラー

からの回復に伴い発生する障害分析のための理由表示と詳細情報。 

 

 6. メッセージ紛失からの回復のためのメカニズム（例、タイマとその関連手順）。 

 

1.3.11 公衆ＵＮＩ ＡＴＭアドレスのサポート 

 リリース１シグナリングは、本標準において公衆ＵＮＩ上で用いられるＡＴＭコネクションの終端点を

明白に識別するためのいくつかのＡＴＭアドレスフォーマットを規定している。 

 

1.3.12 エンド・エンド整合性パラメータ識別のサポート 

 コネクション毎に以下のエンド・エンド整合性パラメータを規定することができる。 

 

 1. ＡＡＬタイプ（例、タイプ１、３／４、５） 

 2. プロトコル多重手順（例、ＶＣ毎のＬＬＣ）とＡＡＬパラメータ 

 3. ＶＣベースの多重化のためのカプセル化されたプロトコル 

 4. 網レイヤより上位のプロトコル 

 

1.3.13 Ｎ－ＩＳＤＮとのシグナリングインターワーキングとＮ－ＩＳＤＮサービスの提供 

 リリース１シグナリングはＮ－ＩＳＤＮとのインターワーキングをサポートする。同時に、Ｂ－ＩＳＤ
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Ｎ環境でＮ－ＩＳＤＮサービスをサポートするためのシグナリングが規定されている。

　以下に前提条件を示す。

　1.　Ｂ－ＩＳＤＮはＮ－ＩＳＤＮサービスを提供できるべきである。

　2.　発信者／発信網は、Ｎ－ＩＳＤＮサービスを要求した呼がＮ－ＩＳＤＮ網とＢ－ＩＳＤＮ網のどちら

に着信するかを知らない（例えば６４kbit/s 非制限デジタル情報等要求されたサービスのみを知り、

介在する網がサポートするプロトコルは知らない）。

　3.　シグナリングインターワーキングは、可能な限り単純でなければならない。複雑なプロトコル変換は

避けなければならない。

　結果として、Ｂ－ＩＳＤＮ環境におけるＮ－ＩＳＤＮサービスは以下の規定に従う。

　1.　エンド・エンドで定義される情報アイテムは、広帯域バージョンではなく狭帯域バージョンを用いて

示されなければならない。例：（Ｂ－ＨＬＩ、Ｂ－ＬＬＩではなく）Ｎ－ＨＬＣ、Ｎ－ＬＬＣ。

　2.　要求するサービスに関連しグローバルに定義される情報アイテムは、広帯域バージョンと狭帯域バー

ジョンの両方を用いて示されなければならない。例：Ｎ－ＢＣ、Ｂ－ＢＣ。

　６章と付属資料Ｅに、Ｎ－ＩＳＤＮサービスの提供とインターワーキング手順が示される。

1.3.14　将来への整合性

　シグナリングプロトコルにおいて将来への整合性をサポートするため、本標準では動作指示表示を用い

たメカニズムを規定している。このメカニズムは、メッセージと情報要素の両方に適用される。

２．呼／コネクション制御の概説
　本標準に於いて“着信”および“発信”の記述は、インタフェースのユーザ側から見た広帯域ＩＳＤＮ

呼／コネクションについての記述である。

　本節では、Ｂ－ＩＳＤＮ呼／コネクション制御の個々の呼の状態を規定する。

　これらの規定は、インタフェース自体の状態、接続されている機器の状態、あるいはシグナリングバー

チャルチャネルの状態には適用するものではない。何故なら、ユーザ・網インタフェースにおいては、複

数のＢ－ＩＳＤＮ呼／コネクションが同時に存在するだろうし、それぞれの呼／コネクションは各々異な

る状態にあり、インタフェース自体の状態も明白に規定できないからである。

2.1　Ｂ－ＩＳＤＮ呼／コネクションの状態

　本節ではＢ－ＩＳＤＮ呼の呼／コネクション制御の状態を規定する。

2.1.1　インタフェースのユーザ側における呼／コネクションの状態

　ユーザ・網インタフェースのユーザ側の状態を本節で規定する。

2.1.1.1　空（U0) 〔Null〕

　呼が存在しない状態。
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2.1.1.2　発呼（U1) 〔Call Initiated〕

　発信側の状態。ユーザが網へ呼設定を要求した状態。

2.1.1.3　発呼受付（U3) 〔Outgoing Call Proceeding〕

　発信側の状態。呼設定に必要なすべての情報を網が受信したことの確認（「呼設定受付」(CALL PROC)

メッセージ) をユーザが受信した状態。

2.1.1.4　呼出通知（U4) 〔Call Delivered〕

　発信側の状態。発信ユーザが着信ユーザの呼出が開始されていることの通知（「呼出」(ALERT) メッセ

ージ) を受信した状態。

2.1.1.5　着呼（U6) 〔Call Present〕

　着信側の状態。ユーザが呼設定要求を受信したが、まだなんらかの応答をしていない状態。

2.1.1.6　呼出中（U7) 〔Call Received〕

　着信側の状態。着信側ユーザが呼出（「呼出」(ALERT) メッセージ）を通知したがまだ応答していない

状態。

2.1.1.7　応答（U8) 〔Connect Request〕

　着信側の状態。ユーザが呼に応答し、応答確認を待っている状態。

2.1.1.8　着呼受付（U9) 〔Incoming Call Proceeding〕

　着信側の状態。ユーザが呼設定に必要なすべての情報を受信したことの確認応答をした状態。

2.1.1.9　通信中（U10)〔Active〕

　着信側においては応答に対する確認（「応答確認」（CONN ACK) メッセージ) を網から受信した状態。

発信側においてはリモートユーザが呼に応答したことの通知を受信した状態。

2.1.1.10　解放要求 (U11)〔Release Request〕

　ユーザが網にエンド・エンドコネクション（もし存在すれば）の解放を要求し、網からの確認を待って

いる状態。

2.1.1.11　解放通知 (U12)〔Release Indication〕

　網がエンド・エンドコネクション（もし存在すれば）を切断したことにより、ユーザが切断を通知され

た状態。

2.1.2　インタフェースの網側のおける呼／コネクションの状態

　ユーザ・網インタフェースにおける網側の状態を本節で規定する。

2.1.2.1　空（N0) 〔Null〕

　呼が存在しない状態。
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2.1.2.2　発呼（N1) 〔Call Initiated〕

　発信側の状態。網が呼設定要求を受信し、まだなんらかの応答をしていない状態。

2.1.2.3　発呼受付（N3) 〔Outgoing Call Proceeding〕

　発信側の状態。網が呼設定に必要なすべての情報を受信したことを、ユーザに確認（「呼設定受付」

（CALL PROC)メッセージ )した状態。

2.1.2.4　呼出通知（N4) 〔Call Delivered〕

　発信側の状態。網がリモートユーザの呼出が開始されていることを通知した状態。

2.1.2.5　着呼（N6) 〔Call Present〕

　着信側の状態。網が呼設定要求（「呼設定」（SETUP)メッセージ )を送出し、まだなんらかの応答を受

信していない状態。

2.1.2.6　呼出中（N7) 〔Call Received〕

　着信側の状態。網はユーザ呼出中の通知を受信したが、まだ応答を受信していない状態。

2.1.2.7　応答（N8) 〔Connecet Request〕

　着信側の状態。網は応答を受信したが、まだ呼の応答確認を送信していない状態。

2.1.2.8　着呼受付（N9) 〔Incoming Call Proceeding〕

　着信側の状態。ユーザから呼設定に必要なすべての情報を受信したことの確認応答（「呼設定受付」

（CALL PROC)メッセージ )を網が受信した状態。

2.1.2.9　通信中（N10)〔Active〕

　着信側においては網が着信ユーザへ応答確認を送出した状態。発信側においては網がリモートユーザが

呼に応答したことを通知した状態。

2.1.2.10　解放要求 (N11)〔Release Request〕

　網がユーザからのエンド・エンドコネクション（もし存在すれば）の解放要求を受信した状態。

2.1.2.11　解放通知 (N12)〔Release Indication〕

網がエンド・エンドコネクション（もし存在すれば）を切断し、ユーザ・網コネクションの切断を通知

した状態。

2.2　インタワーキング要求に関連する付加的なＢ－ＩＳＤＮ呼／コネクションの状態

　（ＴＴＣ注）分割発呼、分割着呼手順はＴＴＣ標準としては標準の対象外であるが、参考のために記述

する。

　本節は、インタワーキング要求に関連する付加的なＢ－ＩＳＤＮ呼／コネクション制御の状態を規定す

る。

2.2.1　インタフェースのユーザ側における呼／コネクションの状態

　ユーザ・網インタフェースのユーザ側の呼の状態を本項で規定する。
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2.2.1.1　分割発呼（U2) 〔Overlap Sending〕

　発信側の状態。分割モードでの追加情報送出の許可を意味する呼設定要求に対する確認（「呼設定確

認」(SETUP ACK) メッセージ )をユーザが受信した状態。

2.2.1.2　分割着呼 (U25)〔Overlap Receiving〕

　着信側の状態。ユーザが網からの呼設定要求に確認応答（「呼設定確認」(SETUP ACK) メッセージ）を

し、分割モードでの追加情報（もしあれば）の受信ができる状態。

2.2.2　インタフェースの網側における呼／コネクションの状態

　ユーザ・網インタフェースにおける網側の呼の状態を本項で規定する。

2.2.2.1　分割発呼 (N2) 〔Overlap Sending〕

　発信側の状態。呼設定要求に確認応答（「呼設定確認」(SETUP ACK) メッセージ) をし、分割モードで

の追加情報（もしあれば）の受信ができる状態。

2.2.2.2　分割着呼 (N25)〔Overlap Receiving〕

　着信側の状態。分割モードでの追加情報（もしあれば）の送出を許可する呼設定要求に対する確認

（「呼設定確認」(SETUP ACK) メッセージ）を網が受信した状態。

2.3　グローバル呼番号に対応したＢ－ＩＳＤＮ呼／コネクションの状態

　本節では、グローバル呼番号を用いるプロトコルの状態を定義する。

　「初期設定」(REST)メッセージのためのグローバル呼番号の使用手順は、5.5節に記述されている。

　各シグナリングバーチャルチャネル毎に、ただ１つのグローバル呼番号が存在する。

2.3.1　インタフェースのユーザ側における呼／コネクションの状態

　ユーザ・網インタフェースのユーザ側の状態を、本節で規定する。

2.3.1.1　空（Rest 0) 〔Null〕

　初期設定処理が存在しない状態。

2.3.1.2　初期設定要求（Rest 1) 〔Restart Request〕

　ユーザが初期設定要求を送信したが、網から確認応答を、まだ受信していない状態。

2.3.1.3　初期設定（Rest 2) 〔Restart〕

　網から初期設定の要求を受信し、すべてのローカルアクティブ呼番号から応答を、まだ受信していない

状態。

2.3.2　インタフェースの網側における呼／コネクションの状態

　ユーザ・網インタフェースの網側の状態を、本節で規定する。

2.3.2.1　空（Rest 0) 〔Null〕

　初期設定処理が存在しない状態。
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2.3.2.2　初期設定要求（Rest 1) 〔Restart Request〕

　網が初期設定要求を送信したが、ユーザから確認応答を、まだ受信していない状態。

2.3.2.3　初期設定（Rest 2) 〔Restart〕

　ユーザから初期設定の要求を受信し、すべてのローカルアクティブ呼番号から応答を、まだ受信してい

ない状態。

３．メッセージの機能定義と内容
　本章は、メッセージ構成の概要について、各メッセージの機能の定義及び内容（すなわち意味）に注目

して述べている。各規定は以下を含む。

　 (1) 　メッセージの転送方向、使用法及び定義区間の簡潔な記述を示す。定義区間としては以下のもの

が使われる。

　　 (a) 定義区間「ローカル」、すなわち、発アクセスまたは着アクセスのみに関連するもの。

　　 (b) 定義区間「アクセス」、すなわち、発アクセス及び着アクセスに関連し、網に関連しないもの。

　　 (c) 定義区間「デュアル」、すなわち、発アクセスまたは着アクセスのどちらか一方に関連し、かつ、

網に関連するもの。

　　 (d) 定義区間「グローバル」、すなわち、発アクセス及び着アクセスに関連し、かつ、網に関連する

もの。

　 (2) 　コード群０の情報要素を並べた表。各情報要素に対して、表は以下のものを示す。

　　 (a) 情報要素を規定する本勧告の節番号。

　　 (b) 情報要素が送信されうる方向。すなわち、ユーザから網（‘ｕ→ｎ’）、網からユーザ（‘ｎ→

ｕ’）、もしくは両方向。

　注－本章の「ユーザ－網」という用語は、Ｂ－ＩＳＤＮ端末装置とＢ－ＩＳＤＮ公衆網の間（ＴＥ－Ｌ

ＣＲＦ）と、Ｂ－ＩＳＤＮカスタマ網とＢ－ＩＳＤＮ公衆網の間（ＣＮ－ＬＣＲＦ）のインタフェ

ース構造を表している。ここで、ＴＥ、ＣＮ、及びＬＣＲＦという用語は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３

２７で定義されている。

　　 (c) 情報要素が必須(‘Ｍ’)、もしくはオプション(‘Ｏ’)であるか。対応する注釈は情報要素が含まれる環

境を記述する。

　　 (d) オクテット単位での情報要素の長さ（または，長さの許容範囲）。‘＊’は情報要素長の最大オ

クテット長を規定せず、網またはサービスに依存しうることを示す。

　 (3)　必要に応じた詳細な注釈

　注－全てのメッセージは、コード群４、５、６、７の情報要素と 4.5.2 節～4.5.4 節で記述されたコーデ

ィングルールに従った対応する広帯域固定シフトと広帯域一時シフト情報要素を含みうるが、これ

らは、第３章の各表には含まれていない。
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3.1 Ｂ－ＩＳＤＮ呼／コネクション制御メッセージ 

 表３－１／ＪＴ－Ｑ２９３１に、Ｂ－ＩＳＤＮ呼／コネクション制御メッセージを要約する。 

 

表３－１／ＪＴ－Ｑ２９３１ Ｂ－ＩＳＤＮ呼／コネクション制御メッセージ 

          (ITU-T Q.2931) 

 

 参 照 

呼設定メッセージ 

 呼出(ALERTing) 

 呼設定受付(CALL PROCeeding) 

 応答(CONNect) 

 応答確認(CONNect ACKnowledge) 

 呼設定(SETUP) 

 

3.1.1 

3.1.2 

3.1.3 

3.1.4 

3.1.7 

呼解放メッセージ 

 解放(RELease) 

 解放完了(RELease COMPlete) 

 

3.1.5 

3.1.6 

その他のメッセージ 

 通知(NOTIFY) 

 状態表示(STATUS) 

 状態問合(STATUS ENQuiry) 

 

3.1.10 

3.1.8 

3.1.9 
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3.1.1 「呼出」(ALERTing) 

 本メッセージは、着信ユーザの呼出が開始されたことを示すために、着信ユーザから網へ送信され、そ

して網から発信ユーザに送信される。（表３－２／ＪＴ－Ｑ２９３１参照） 

 

表３－２／ＪＴ－Ｑ２９３１ 「呼出」(ALERT)メッセージ内容 

            (ITU-T Q.2931) 

 

メッセージ種別：呼出 

定義区間   ：グローバル 

方向     ：両方向 

情報要素 参照 方向 種別 情報長 

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ 1 

呼番号 4.3 両方向 Ｍ 4 

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ 2 

メッセージ長 4.4 両方向 Ｍ 2 

コネクション識別子 4.5 両方向 Ｏ（注 1） ４～９ 

通知識別子 4.5 両方向 Ｏ（注 2） ４～＊ 

 

 注 1－付属資料Ｈがインプリメントされている場合、本メッセージが「呼設定」(SETUP)メッセージに

対する最初の応答であるならば、網からユーザへの方向において本情報要素は必須である。本メ

ッセージが「呼設定」(SETUP)メッセージへの最初の応答であり、ユーザがその「呼設定」

(SETUP)メッセージ中で指示されたコネクション識別子をそのまま受け入れる場合を除いて、ユ

ーザから網への方向において本情報要素は必須である。 

 注 2－本識別子は通知手順が適用されたときに存在しうる。通知識別子情報要素はメッセージ中で繰り

返されうる。最大長および許容される繰り返し回数は網オプションである。 
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3.1.2 「呼設定受付」(CALL PROCeeding) 

 本メッセージは、要求された呼設定が開始され、これ以上の呼設定情報は受け付けられないことを表示

するために着信ユーザから網、あるいは網から発信ユーザへ送信される。（表３－３／ＪＴ－Ｑ２９３１

参照） 

 

表３－３／ＪＴ－Ｑ２９３１ 「呼設定受付」(CALL PROC)メッセージ内容 

           (ITU-T Q.2931) 

 

メッセージ種別：呼設定受付 

定義区間   ：ローカル 

方向     ：両方向 

情報要素 参照 方向 種別 情報長 

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ 1 

呼番号 4.3 両方向 Ｍ 4 

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ 2 

メッセージ長 4.4 両方向 Ｍ 2 

コネクション識別子 4.5 両方向 Ｏ（注 1） ４～９ 

通知識別子 4.5 両方向 Ｏ（注 2） ４～＊ 

 

 注 1－網からユーザへの方向において本情報要素は必須である。付属資料Ｈがインプリメントされてい

る場合、本メッセージが「呼設定」(SETUP)メッセージへの最初の応答であるならば、網からユ

ーザへの方向において本情報要素は必須である。本メッセージが「呼設定」(SETUP)メッセージ

への最初の応答であり、ユーザがその「呼設定」(SETUP)メッセージ中で指示されたコネクショ

ン識別子をそのまま受け入れる場合を除いて、ユーザから網への方向において本情報要素は必須

である。 

 注 2－本識別子は通知手順が適用されたときに存在しうる。通知識別子情報要素はメッセージ中で繰り

返されうる。最大長および許容される繰り返し回数は網オプションである。 
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3.1.3 「応答」(CONNect) 

 本メッセージは、着信ユーザが呼を受け付けたことを通知するために着信ユーザから網へ、及び網から

発信ユーザへ送信される。（表３－４／ＪＴ－Ｑ２９３１参照） 

 

表３－４／ＪＴ－Ｑ２９３１ 「応答」(CONN)メッセージ内容 

             (ITU-T Q.2931) 

 

メッセージ種別：応答 

定義区間   ：グローバル 

方向     ：両方向 

情報要素 参照 方向 種別 情報長 

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ 1 

呼番号 4.3 両方向 Ｍ 4 

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ 2 

メッセージ長 4.4 両方向 Ｍ 2 

ＡＡＬパラメータ 4.5 両方向 Ｏ（注 1） ４～21 

広帯域低位レイヤ情報 4.5 両方向 Ｏ（注 2） ４～17 

コネクション識別子 4.5 両方向 Ｏ（注 3） ４～9 

エンド・エンド中継遅延 4.5 両方向 Ｏ（注 4） ４～10 

通知識別子 4.5 両方向 Ｏ（注 5） ４～＊ 

ＯＡＭトラヒック記述子 4.5 両方向 Ｏ（注 6） ４～６ 

 

 注 1－着信ユーザが、ＡＴＭアダプテーションレイヤパラメータ情報を発信ユーザに伝えたく，かつＡ

ＴＭアダプテーションレイヤパラメータ情報要素が「呼設定」(SETUP)メッセージ中に存在して

いた場合、ユーザから網への方向において本情報要素は本メッセージに含まれる。着信ユーザが、

ＡＴＭアダプテーションレイヤパラメータ情報要素を「応答」(CONN)メッセージ中に含めてい

た場合、網からユーザへの方向において本情報要素は本メッセージに含まれる。（付属資料Ｆ／

ＪＴ－Ｑ２９３１参照） 

 注 2－応答するユーザが、低位レイヤ情報を発信ユーザに返送したい場合に、ユーザから網への方向に

おいて本情報要素は本メッセージに含まれる。「応答」(CONN)メッセージ中に広帯域低位レイ

ヤ情報情報要素をユーザが含めた場合に、網からユーザへの方向において本情報要素は本メッセ

ージに含まれる。広帯域低位レイヤ情報交渉に対して本情報要素は本メッセージにオプションと

して含まれるが、発信ユーザに対して本情報要素を転送しない網もあり得る。（付属資料Ｃ／Ｊ

Ｔ－Ｑ２９３１参照） 

 注 3－付属資料Ｈがインプリメントされている場合、本メッセージが「呼設定」(SETUP)メッセージに

対する最初の応答であるならば、網からユーザへの方向において本情報要素は必須である。本メ

ッセージが「呼設定」(SETUP)メッセージへの最初の応答であり、ユーザがその「呼設定」

(SETUP)メッセージ中で指示されたコネクション識別子をそのまま受け入れる場合を除いて、ユ

ーザから網への方向において本情報要素は必須である。 

 注 4－応答するユーザが、「呼設定」(SETUP)メッセージ中のエンド・エンド中継遅延情報要素を受け

取った場合、ユーザから網への方向において本情報要素は本メッセージに含まれる。応答するユ

ーザが、「応答」(CONN)メッセージ中にエンド・エンド中継遅延情報要素を含めた場合、網か

らユーザへの方向において本情報要素は本メッセージに含まれる。 
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 注 5－本識別子は通知手順が適用されたときに存在しうる。通知識別子情報要素はメッセージ中で繰り

返されうる。最大長および許容される繰り返し回数は網オプションである。 

 注 6－応答するユーザが、「呼設定」(SETUP)メッセージ中のＯＡＭトラヒック記述子情報要素を受け

取った場合、ユーザから網への方向において本情報要素は本メッセージに含まれる。応答するユ

ーザが、「応答」(CONN)メッセージ中にＯＡＭトラヒック記述子情報要素を含めた場合、網か

らユーザへの方向において本情報要素は本メッセージに含まれる。 

 

3.1.4 「応答確認」(CONNect ACKnowledge) 

 本メッセージは、ユーザが呼を与えられたことを示すために網から着信ユーザへ送信される。また，対

称な呼制御手順を可能とするために発信ユーザから網に送信される。（表３－５／ＪＴ－Ｑ２９３１参

照） 

 

表３－５／ＪＴ－Ｑ２９３１ 「応答確認」(CONN ACK)メッセージ内容 

            (ITU-T Q.2931) 

 

メッセージ種別：応答確認 

定義区間   ：ローカル 

方向     ：両方向 

情報要素 参照 方向 種別 情報長 

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ 1 

呼番号 4.3 両方向 Ｍ 4 

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ 2 

メッセージ長 4.4 両方向 Ｍ 2 

通知識別子 4.5 両方向 Ｏ（注 1） ４～＊ 

 

 注 1－本識別子は通知手順が適用されたときに存在しうる。通知識別子情報要素はメッセージ中で繰り

返されうる。最大長および許容される繰り返し回数は網オプションである。 
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3.1.5 「解放」(RELease) 

 本メッセージは、エンド・エンドのコネクション（もしあれば）を解放することを網に要求するために

ユーザによって、または、エンド・エンドのコネクションを解放することを示すために網によって送信さ

れる。「解放」(REL)メッセージを受信した装置は、コネクション識別子を解放し、「解放完了」(REL 

COMP)メッセージを送信した後、呼番号値を解放する。（表３－６／ＪＴ－Ｑ２９３１参照） 

 

表３－６／ＪＴ－Ｑ２９３１ 「解放」(REL)メッセージ内容 

             (ITU-T Q.2931) 

 

メッセージ種別：解放 

定義区間   ：グローバル 

方向     ：両方向 

情報要素 参照 方向 種別 情報長 

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ 1 

呼番号 4.3 両方向 Ｍ 4 

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ 2 

メッセージ長 4.4 両方向 Ｍ 2 

理由表示 4.5 両方向 Ｍ（注 1） ６～34 

通知識別子 4.5 両方向 Ｏ（注 2） ４～＊ 

 

 注 1－本情報要素は本メッセージ中に２回まで存在しうる。 

 注 2－本識別子は通知手順が適用されたときに存在しうる。通知識別子情報要素はメッセージ中で繰り

返されうる。最大長および許容される繰り返し回数は網オプションである。 
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3.1.6 「解放完了」(RELease COMPlete) 

 本メッセージはメッセージを送信する装置が、呼番号値及び、もしあれば、コネクション識別子を解放

したことを示すために、ユーザもしくは網から送信される。コネクション識別子は解放されれば再利用が

可能となる。本メッセージを受信した装置は呼番号値を解放しなければならない。（表３－７／ＪＴ－Ｑ

２９３１参照） 

 

表３－７／ＪＴ－Ｑ２９３１ 「解放完了」(REL COMP)メッセージ内容 

           (ITU-T Q.2931) 

 

メッセージ種別：解放完了 

定義区間   ：ローカル（注 1） 

方向     ：両方向 

情報要素 参照 方向 種別 情報長 

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ 1 

呼番号 4.3 両方向 Ｍ 4 

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ 2 

メッセージ長 4.4 両方向 Ｍ 2 

理由表示 4.5 両方向 Ｏ（注 2） 4～34 

 

 注 1－本メッセージはローカルな意味を持つ。しかしながら、最初の呼解放メッセージとして使用され

る時はグローバルな意味をもつ情報を転送しうる。 

 注 2－本メッセージが最初の呼解放メッセージである場合は本情報要素は必須である。また、エラー処

理条件の結果として「解放完了」(REL COMP)メッセージが送信される場合も本情報要素は本メ

ッセージに含まれる。本情報要素は本メッセージ中に２回まで存在しうる。 
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3.1.7 「呼設定」(SETUP) 

 本メッセージは、Ｂ－ＩＳＤＮ呼／コネクション設定を開始するために、発信ユーザから網、及び網か

ら着信ユーザへ送信される。（表３－８／ＪＴ－Ｑ２９３１参照） 

 

表３－８／ＪＴ－Ｑ２９３１ 「呼設定」(SETUP)メッセージ内容 

           (ITU-T Q.2931) 

 

メッセージ種別：呼設定 

定義区間   ：グローバル 

方向     ：両方向 

情報要素 参照 方向 種別 情報長 

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ 1 

呼番号 4.3 両方向 Ｍ 4 

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ 2 

メッセージ長 4.4 両方向 Ｍ 2 

ＡＡＬパラメータ 4.5 両方向 Ｏ（注 1） 4～21 

ＡＴＭトラヒック記述子 4.5 両方向 Ｍ 12～20 

広帯域伝達能力 4.5 両方向 Ｍ 6～7 

広帯域高位レイヤ情報 4.5 両方向 Ｏ（注 2） 4～13 

広帯域繰り返し識別子 4.5 両方向 Ｏ（注 3） 4～5 

広帯域低位レイヤ情報 4.5 両方向 Ｏ（注 4） 4～17 

着番号 4.5 両方向 Ｏ（注 5） 4～＊ 

着サブアドレス 4.5 両方向 Ｏ（注 6） 4～25 

発番号 4.5 両方向 Ｏ（注 7） 4～＊ 

発サブアドレス 4.5 両方向 Ｏ（注 8） 4～25 

コネクション識別子 4.5 両方向 Ｏ（注 9） 4～9 

エンド・エンド中継遅延 4.5 両方向 Ｏ（注 10） 4～10 

通知識別子 4.5 両方向 Ｏ（注 11） 4～＊ 

ＯＡＭトラヒック記述子 4.5 両方向 Ｏ（注 12） 4～6 

ＱＯＳパラメータ 4.5 両方向 Ｍ 6 

広帯域送信完了 4.5 両方向 Ｏ（注 13） 4～5 

中継網選択 4.5 ｕ→ｎ Ｏ（注 14） 4～＊ 

 

 注 1－発信ユーザがＡＡＬ情報を着信ユーザに通知したい場合に、ユーザから網への方向において本情

報要素は本メッセージに含まれる。発信ユーザが「呼設定」(SETUP)メッセージ中にＡＡＬパラ

メータ情報要素を含めた場合に、網からユーザへの方向において本情報要素は本メッセージに含

まれる。（付属資料Ｆ／ＪＴ－Ｑ２９３１参照） 

 注 2－発信ユーザが広帯域高位レイヤ情報を着信ユーザに通知したい場合に、ユーザから網への方向に

おいて本情報要素は本メッセージに含まれる。発信ユーザが「呼設定」(SETUP)メッセージ中に

広帯域高位レイヤ情報情報要素を含めた場合に、網からユーザへの方向において本情報要素は本

メッセージに含まれる。 

 注 3－２つ以上の広帯域低位レイヤ情報情報要素が低位レイヤ情報交渉のために含められる場合に、本
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情報要素は本メッセージに含められる。最初の広帯域低位レイヤ情報情報要素の直前に、広帯域

繰り返し識別子情報要素は本メッセージに含められる。 

 注 4－発信ユーザが、広帯域低位レイヤ情報を着信ユーザに通知したい場合に、ユーザから網への方向

において本情報要素は本メッセージに含まれる。発信ユーザが、「呼設定」(SETUP)メッセージ

中に広帯域低位レイヤ情報情報要素を含めた場合に、網からユーザへの方向において本情報要素

は本メッセージに含まれる。広帯域低位レイヤ情報交渉手順が使用される場合に、優先度の高い

ものから順に、すなわち、最優先のものが最初になるよう並べられた２つあるいは３つの情報要

素が含まれうる。（付属資料Ｃ／ＪＴ－Ｑ２９３１参照） 

 注 5－着番号情報要素は、網へ着番号情報を送信するために、ユーザによって本メッセージに含まれる。

着番号情報がユーザに送信される場合、網によって着番号情報要素が、本メッセージに含まれる。 

 注 6－発信ユーザが着サブアドレスの表示を行いたい場合、ユーザから網への方向において、本情報要

素は本メッセージに含まれる。発信ユーザが着サブアドレス情報要素を「呼設定」(SETUP)メッ

セージの中に含めた場合、網からユーザの方向において、本情報要素は本メッセージに含まれる。 

 注 7－発信ユーザを識別するために、発信ユーザ、または網によって、本情報要素は本メッセージに含

まれ得る。 

 注 8－発信ユーザが発サブアドレスの表示を行いたい場合、ユーザから網への方向において、本情報要

素は本メッセージに含まれる。発信ユーザが「呼設定」(SETUP)メッセージの中に発サブアドレ

ス情報要素を含めた場合、網からユーザの方向において、本情報要素は本メッセージに含まれる。 

 注 9－ユーザがバーチャルチャネルの表示を行いたい場合、ユーザから網への方向において、本情報要

素は本メッセージに含まれる。網がバーチャルチャネルの表示を行いたい場合、網からユーザへ

の方向において、本情報要素は本メッセージに含まれる。本情報要素が含まれていない場合は、

任意のバーチャルチャネルが受け入れ可能と解釈される。本情報要素はＶＰ非対応シグナリング

手順が使用された時には、存在しない場合がある。 

 注 10－発信ユーザがこの呼に対しエンド・エンド中継遅延要求を指定したい場合、および／または、発

信ユーザから網境界までのユーザデータの送信で予期される累積中継遅延を指定したい場合に、

ユーザから網への方向において、本情報要素は本メッセージに含まれる。本情報要素が含まれる

場合、エンド・エンド中継遅延情報要素は着信ユーザに送信される。エンド・エンド中継遅延情

報が着信ユーザに送信される場合、網からユーザへの方向において、本情報要素は本メッセージ

に含まれる。（付属資料Ｋ／ＪＴ－Ｑ２９３１参照） 

 注 11－本識別子は通知手順が適用されたときに存在しうる。通知識別子情報要素はメッセージ中で繰り

返されうる。最大長および許容される繰り返し回数は網オプションである。 

 注 12－ＯＡＭ Ｆ５ エンド・エンド情報フローに関連する付加的な情報を示すために、発信ユーザに

よって、本情報要素は本メッセージに含まれる。ＯＡＭトラヒック記述子情報要素の欠落は、Ｏ

ＡＭフローがこの呼において使用されないことを意味するものではない。 

 注 13－一括発呼手順が使用される場合、広帯域送信完了情報要素を、本メッセージに含めることは、ユ

ーザにおいて必須である。網によるその解釈はオプションである。一括着呼手順が使用される場

合、広帯域送信完了情報要素を、本メッセージに含むことは、網において必須である。広帯域送

信完了情報要素が含まれない場合、必須情報要素不足のエラー手順を適用する必要はない。 

 注 14－特定中継網を選択するために発信ユーザによって本情報要素は本メッセージに含められる（付属

資料Ｄ／ＪＴ－Ｑ２９３１参照）。本情報要素は本メッセージ中に４回まで存在しうる。 
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3.1.8 「状態表示」（STATUS） 

 本メッセージは「状態問合」（STATUS ENQ）メッセージに対する応答として、または５章に示される

エラー状態を通知するために呼の生起期間中の任意の時点で、ユーザまたは網から送信される。 

（表 3-9/JT-Q2931参照） 

 

 注－このメッセージがグローバル呼番号を伴って送信される場合、‘グローバルインタフェース状態’

（表 4-11/JT-Q2931参照）は呼状態情報要素により指示される。 

 

表３－９／ＪＴ－Ｑ２９３１ 「状態表示」（STATUS）メッセージ内容 

        （ITU-T Q.2931） 

 

メッセージ種別：状態表示 

定義区間      ：ローカル 

方向          ：両方向 

情報要素 参 照 方 向 種 別 情報長 

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ １ 

呼番号 4.3 両方向 Ｍ（注１） ４ 

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ ２ 

メッセージ長 4.4 両方向 Ｍ ２ 

呼状態 4.5 両方向 Ｍ ５ 

理由表示 4.5 両方向 Ｍ 6～34 

 

 注１－このメッセージは 4.3節で定義されるグローバル呼番号を用いて送信され得る。 
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3.1.9 「状態問合」（STATUS ENQuiry） 

 本メッセージはユーザまたは網によって、レイヤ３の同位エイティティから「状態表示」(STATUS)メ

ッセージを要求する場合いつでも送信される。また、「状態問合」（STATUS ENQ）メッセージに対する

応答としての「状態表示」（STATUS）メッセージ送信は必須である。 

 （表 3-10/JT-Q2931参照） 

 

表３－１０／ＪＴ－Ｑ２９３１ 「状態問合」（STATUS ENQ）メッセージ内容 

        （ITU-T Q.2931） 

 

メッセージ種別：状態問合 

定義区間      ：ローカル 

方向          ：両方向 

情報要素 参照 方向 種別 情報長 

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ 1 

呼番号 4.3 両方向 Ｍ 4 

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ 2 

メッセージ長 4.4 両方向 Ｍ 2 

 

 

3.1.10 「通知」（NOTIFY） 

 本メッセージは呼／コネクションに付属する情報を表示するために、ユーザもしくは網から送信される。

（表 3-11/JT-Q2931参照） 

 

表３－１１／ＪＴ－Ｑ２９３１ 「通知」（NOTIFY）メッセージ内容 

          （ITU-T Q.2931） 

 

メッセージ種別：通知 

定義区間      ：アクセス 

方向          ：両方向 

情報要素 参照 方向 種別 情報長 

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ 1 

呼番号 4.3 両方向 Ｍ 4 

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ 2 

メッセージ長 4.4 両方向 Ｍ 2 

通知識別子 4.5 両方向 Ｍ（注１） 5－＊ 

 

 注１－通知識別情報要素はメッセージ中で繰り返されうる。 

    最大長および許容される繰り返し回数は網オプションである。 
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3.2 64kbit/s ベースの回線交換モードISDNサービスをサポートするために追加あるいは変更されたメッ 

セージ 

 表 3-12/JT-Q2931 に、64kbit/s ベースの回線交換モード ISDN サービスをサポートする、B-ISDN 呼また

はコネクション制御のためのメッセージを要約する。 

 

表３－１２／ＪＴ－Ｑ２９３１ インターワーキング要求条件に関連するメッセージ 

       （ITU-T Q.2931） 

 

 参  照 

 呼設定メッセージ 

  呼出し（ALERTing） 

  呼設定受付（Call PROCeeding ） 

  応答（CONNect ） 

  応答確認（CONNect ACKnowledge ） 

  経過表示（PROGress） 

  呼設定（SETUP ） 

  呼設定確認（SETUP ACKnowledge ） 

 

3.2.1 

3.2.2 

3.2.3 

3.1.4 

3.2.5 

3.2.7 

3.2.8 

 呼解放メッセージ 

  解放（RELease ） 

  解放完了（RELease COMPlete） 

 

3.2.6 

3.1.6 

 その他のメッセージ 

  通知（NOTIFY） 

  付加情報（INFOrmation ） 

  状態表示（STATUS） 

  状態問合（STATUS ENQuiry） 

 

3.1.10 

3.2.4 

3.1.8 

3.1.9 
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3.2.1 「呼出」（ALERTing） 

 本メッセージは、着信ユーザの呼出が開始されたことを示すために、着信ユーザから網に、そして網か

ら発信ユーザに転送される。（表 3-13/JT-Q2931参照） 

 

表３－１３／ＪＴ－Ｑ２９３１ 「呼出」（ALERT）メッセージ内容 

          （ITU-T Q.2931） 

 

メッセージ種別：呼出 

定義区間      ：グローバル 

方向          ：両方向 

情報要素 参  照 方  向 種  別 情報長 

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ 1 

呼番号 4.3 両方向 Ｍ 4 

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ 2 

メッセージ長 4.4 両方向 Ｍ 2 

コネクション識別子 4.5 ｕ→ｎ Ｏ（注１）  4～9 

狭帯域伝達能力 4.6 両方向 Ｏ（注２）   4～14 

狭帯域高位レイヤ整合性 4.6 両方向 Ｏ（注３） 4～7 

通知識別子 4.5 両方向 Ｏ（注４） 4～* 

経過識別子 4.6 両方向 Ｏ（注５） 4～6 

 

 注１－本メッセージが「呼設定」（SETUP）メッセージに対する応答の最初のメッセージで、ユーザが

「呼設定」(SETUP)メッセージで指示されたコネクション識別子を受け付けない場合、ユーザか

ら網の方向で必須である。 

 注２－狭帯域伝達能力情報要素は、5.11 節/JT-Q931 で定義する伝達能力選択手順を使用する場合に含ま

れる。この場合、経過内容＃５“インターワーキングが発生し、その結果テレコミュニケーショ

ンサービスが変更された”も含まれる。 

 注３－狭帯域高位レイヤ整合性情報要素は、5.12 節/JT-Q931 で定義する高位レイヤ整合性選択手順を使

用する場合に含まれる。この場合、経過内容＃５“インターワーキングが発生し、その結果テレ

コミュニケーションサービスが変更された”も含まれる。 

 注４－本識別子は通知手順が適用されたときに存在しうる。通知識別子情報要素はメッセージ中で繰り

返されうる。最大長および許容される繰り返し回数は網オプションである。 

 注５－インターワーキング事象の場合、本メッセージに含まれる。網からユーザの方向で、インバンド

情報／パターンを提供する接続の場合、本メッセージに含まれる。ユーザから網の方向で、イン

バンド情報／パターンを提供する接続で、付属資料 K/JT-Q931 がインプリメントされている場合、

あるいは 5.11.3 節および 5.12.3 節/JT-Q931 の手順に従う場合、本メッセージに含まれる。本情報

要素は本メッセージ内で２回まで存在し得る。 
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3.2.2 「呼設定受付」（CALL PROCeeding） 

 本メッセージは要求された呼設定が開始され、これ以上の呼設定情報は受け付けられないことを示すた

めに、網から発信ユーザにあるいは着信ユーザから網に送信される。（表 3-14/JT-Q2931参照） 

 

表３－１４／ＪＴ－Ｑ２９３１ 「呼設定受付」（CALL PROC）メッセージ内容 

        （ITU-T Q.2931） 

 

メッセージ種別：呼設定受付 

定義区間      ：ローカル 

方向          ：両方向 

情報要素 参照 方向 種別 情報長 

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ 1 

呼番号 4.3 両方向 Ｍ 4 

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ 2 

メッセージ長 4.4 両方向 Ｍ 2 

コネクション識別子 4.5 両方向 Ｏ（注１） 4～9 

狭帯域伝達能力 4.6 両方向 Ｏ（注２） 4～14 

狭帯域高位レイヤ整合性 4.6 両方向 Ｏ（注３） 4～7 

通知識別子 4.5 両方向 Ｏ（注４） 4～* 

経過識別子 4.6 両方向 Ｏ（注５） 4～6 

 

 注１－本メッセージが「呼設定」（SETUP）メッセージに対する最初の応答である場合、網からユーザ

方向においてコネクション識別子が必須である。本メッセージが「呼設定」（SETUP ）メッセ

ージに対する応答の最初のメッセージで、ユーザが「呼設定」（SETUP ）メッセージで指示さ

れたコネクション識別子を受け付けない場合、ユーザから網の方向で必須である。 

 注２－狭帯域伝達能力情報要素は、5.11 節/JT-Q931 で定義する伝達能力選択手順を使用する場合に含ま

れる。この場合、経過内容＃５“インターワーキングが発生し、その結果テレコミュニケーショ

ンサービスが変更された”も含まれる。 

 注３－狭帯域高位レイヤ整合性情報要素は、5.12 節/JT-Q931 で定義する高位レイヤ整合性選択手順を使

用する場合に含まれる。この場合、経過内容＃５“インターワーキングが発生し、その結果テレ

コミュニケーションサービスが変更された”も含まれる。 

 注４－本識別子は通知手順が適用されたときに存在しうる。通知識別子情報要素はメッセージ中で繰り

返されうる。最大長および許容される繰り返し回数は網オプションである。 

 注５－インターワーキング事象の場合、本メッセージに含まれる。網からユーザの方向で、インバンド

情報／パターンを提供する接続の場合、本メッセージに含まれる。ユーザから網の方向で、イン

バンド情報／パターンを提供する接続で、付属資料Ｋ/JT-Q931 がインプリメントされている場合、

あるいは 5.11.3 節および 5.12.3 節/JT-Q931 の手順に従う場合、本メッセージに含まれる。本情報

要素は本メッセージ内で２回まで存在し得る。 
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3.2.3　「応答」（CONNect）

　本メッセージは、着信ユーザが呼を受け付けたことを通知するために、着信ユーザから網に、また網か

ら発信ユーザに送信される。（表 3-15/JT-Q2931参照）

表３－１５／ＪＴ－Ｑ２９３１　「応答」（CONN）メッセージ内容

　　　　　　　　　　（ITU-T Q.2931）

メッセージ種別 ：応答

定義区間 ：グローバル

方向 ：両方向

情報要素 参照 方向 種別 情報長

プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ １

呼番号 4.3 両方向 Ｍ ４

メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ ２

メッセージ長 4.4 両方向 Ｍ ２

ＡＡＬパラメータ 4.5 両方向 Ｏ（注１） 4～21

コネクション識別子 4.5 ｕ→ｎ Ｏ（注２） 4～9

エンド・エンド中継遅延 4.5 両方向 Ｏ（注３） 4～10

狭帯域伝達能力 4.6 両方向 Ｏ（注４） 4～14

狭帯域高位レイヤ整合性 4.6 両方向 Ｏ（注５） 4～7

狭帯域低位レイヤ整合性 4.6 両方向 Ｏ（注６） 4～20

通知識別子 4.5 両方向 Ｏ（注７） 4～*

ＯＡＭトラヒック記述子 4.5 両方向 Ｏ（注８） 4～6

経過識別子 4.6 両方向 Ｏ（注９） 4～8

　注１－着信ユーザがＡＡＬパラメータ情報を発信ユーザに伝えたく、かつＡＡＬパラメータ情報要素が

「呼設定」（SETUP）メッセージ中に存在していた場合、ユーザから網の方向において本情報要

素は本メッセージに含まれる。着信ユーザが「応答」（CONN）メッセージ中に含めていた場合、

本情報は網からユーザの方向において含まれる。（付属資料 F/JT-Q2931参照）

　注２－本メッセージが「呼設定」（SETUP）メッセージに対する応答の最初のメッセージで、ユーザが

「呼設定」(SETUP)メッセージで指示されたコネクション識別子を受け付けない場合、ユーザから

網の方向で必須である。

　注３－応答するユーザが「呼設定」（SETUP）メッセージ中のエンド・エンド中継遅延情報要素を受信し

た場合、ユーザから網の方向においてエンド・エンド中継遅延情報要素は含まれる。応答するユ

ーザが「応答」（CONN）メッセージ中にエンド・エンド中継遅延情報要素を含めた場合、5.11 節

/JT-Q931で定義した伝達能力選択手順で示すように、網からユーザの方向において含まれる。

　注４－狭帯域伝達能力情報要素は、5.11 節/JT-Q931 で定義する伝達能力選択手順を使用する場合に含ま

れる。

　注５－狭帯域高位レイヤ整合性情報要素は、5.12 節/JT-Q931 で定義する高位レイヤ整合性選択手順を使

用する場合に含まれる。

　注６－応答するユーザが低位レイヤ情報を発信ユーザに返送したい場合に、ユーザから網の方向におい

て本情報要素は本メッセージに含まれる。着信ユーザが「応答」(CONN)メッセージ中に狭帯域低

位レイヤ整合性情報要素を含めた場合、網からユーザの方向において本情報要素は本メッセージ
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に含まれる。狭帯域低位レイヤ情報交渉に対して本情報要素は本メッセージにオプションとして

含まれるが、発信ユーザに対して本情報要素を転送しない網もありうる。

　　　　（付属資料M/JT-Q2931参照）

　注７－本識別子は通知手順が適用されたときに存在しうる。通知識別子情報要素はメッセージ中で繰り

返されうる。最大長および許容される繰返し回数は網オプションである。

　注８－応答するユーザが「呼設定」（SETUP）メッセージ中のＯＡＭトラヒック記述子情報要素を受信

した場合、ユーザから網の方向において本情報要素は本メッセージに含まれる。応答するユーザ

が「応答」(CONN)メッセージ中にＯＡＭトラヒック記述子情報要素を含めた場合、網からユーザ

の方向において本情報要素は本メッセージに含まれる。

　注９－インターワーキング事象あるいはインバンド情報／パターンを提供する接続の場合、本メッセー

ジに含まれる。本情報要素は本メッセージ内で２回まで存在し得る。

3.2.4　「付加情報」　(INFOrmation)

　本メッセージは付加情報を提供するために、ユーザまたは網によって送信される。呼設定（例、分割発

呼）のための付加情報、あるいは、種々の呼関連情報を送信するために使用され得る。（表３－１６／Ｊ

Ｔ－Ｑ２９３１参照）

表３―１６／ＪＴ－Ｑ２９３１　「付加情報」(INFO)　メッセージ内容

　　　　　　　　　　　　(ITU-T Q.2931)

メッセージ種別  ：  付加情報

定義区間        ：　ローカル（注１）

方向　　　　　　：　両方向

情報要素 参照 方向 種別 情報長

  プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ １

  呼番号 4.3 両方向 Ｍ ４

  メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ ２

  メッセージ長 4.4 両方向 Ｍ ２

  広帯域送信完了 4.5 両方向 Ｏ（注２） ４～５

  着番号 4.5 両方向 Ｏ（注３） ４～＊

　注１－本メッセージはローカルな意味を持つが、グローバルな意味を持つ情報を転送し得る。

　注２－ユーザが網に対して分割発呼の完了をオプションで表示する場合、または、網がユーザに対して

分割着呼の完了をオプションで表示する場合に、本メッセージに含まれる。

　注３－分割発呼手順で網へ着番号情報を転送するために、着番号情報要素がユーザによって本メッセー

ジに含まれる。分割着呼手順でユーザに着番号情報を転送するために、着番号情報要素は網によ

って本メッセージに含まれる。
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3.2.5 「経過表示」(PROGress) 

 本メッセージは、インターワーキングが生じた時の事象を呼の過程として表示するため、網から、もし

くは、ユーザから転送される。（表３－１７ ／ＪＴ－Ｑ２９３１参照） 

 

表３―17／ＪＴ－Ｑ２９３１ 「経過表示」(PROG)メッセージ内容 

              (ITU-T Q.2931) 

 

メッセージ種別   ：  経過表示 

定義区間         ： グローバル 

方向 ： 両方向 

情報要素 参照 方向 種別 情報長 

  プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ １ 

  呼番号 4.3 両方向 Ｍ ４ 

  メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ ２ 

  メッセージ長 4.4 両方向 Ｍ ２ 

  狭帯域伝達能力 4.6 両方向 Ｏ（注１） ４～14 

  狭帯域高位レイヤ整合性 4.6 両方向 Ｏ（注２） ４～７ 

  通知識別子 4.5 両方向 Ｏ（注３） ４～＊ 

  経過識別子 4.6 両方向 Ｍ（注４） ６ 

 

 注１－狭帯域伝達能力情報要素は、5.11 節／JT-Q931 に定義された伝達能力選択手順を使用する場合に

含まれる。狭帯域伝達能力情報要素は、呼／コネクションに用いられているベアラサービスを示

す。 

 注２－狭帯域高位レイヤ整合性情報要素は、高位レイヤ整合性選択のための 5.12 節／JT-Q931 のオプシ

ョン手順を使用する場合に含まれる。狭帯域高位レイヤ整合性情報要素は、呼に用いられている

高位レイヤ整合性を示す。 

 注３－本識別子は、通知手順が適用された時に存在しうる。通知識別子情報要素はメッセージ中で繰り

返されうる。最大長および許容される繰り返し回数は網オプションである。 

 注４－本情報要素は、本メッセージ内に２回まで存在しうる。 
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3.2.6 「解放」 (RELease) 

 本メッセージは、ユーザもしくは網のいずれか一方から送信され、本メッセージを送信している装置が

Ｂ－ＩＳＤＮコネクションを既に切断したことを示し、コネクション識別子（もしあれば）と呼番号を解

放するために送信される。さらに、「解放」（ＲＥＬ）メッセージを受信した装置ではコネクション識別

子を解放し、「解放完了」（ＲＥＬ ＣＯＭＰ）メッセージを送信した後、呼番号を解放しなければなら

ない。（表３－１８／ＪＴ－Ｑ２９３１参照） 

 

表３―18／ＪＴ－Ｑ２９３１ 「解放」(REL)メッセージ内容 

             (ITU-T Q.2931) 

 

メッセージ種別   ：  解放 

定義区間         ： グローバル 

方向 ： 両方向 

情報要素 参照 方向 種別 情報長 

  プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ １ 

  呼番号 4.3 両方向 Ｍ ４ 

  メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ ２ 

  メッセージ長 4.4 両方向 Ｍ ２ 

  理由表示 4.5 両方向 Ｍ（注１） ６～34 

  通知識別子 4.5 両方向 Ｏ（注２） ４～＊ 

  経過識別子 4.6 両方向 Ｏ（注３） ４～６ 

 

 注１－本情報要素は、本メッセージ内で２回まで存在しうる。 

 注２－本識別子は、通知手順が適用された時に存在しうる。通知識別子情報要素はメッセージ中で繰り

返されうる。最大長および許容される繰り返し回数は網オプションである。 

 注３－インバンド・トーンが提供される場合、網によって、本メッセージに含まれる。 

    しかしながら、ユーザは経過識別子を含み得るし、さらに、インバンド・トーンを提供し得る。

このような場合、網は本情報要素を無視し、インバンド・トーンを転送しない。本情報要素は、

本メッセージ内で２回まで存在しうる。 
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3.2.7 「呼設定」(SETUP) 

 本メッセージは、発信ユーザから網へ、もしくは網から着信ユーザに、６４ｋｂｉｔ／ｓベースの回線

交換モードＩＳＤＮサービスのＢ－ＩＳＤＮ呼を開始するために送信される。 

（表３－１９／ＪＴ－Ｑ２９３１参照） 

 

表３―19／ＪＴ－Ｑ２９３１ 「呼設定」(SETUP)メッセージ内容 

           (ITU-T Q.2931) 

 

メッセージ種別  ： 呼設定 

定義区間    ： グローバル 

方向      ： 両方向 

 

情報要素 参照 方向 種別 情報長 

  プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ １ 

  呼番号 4.3 両方向 Ｍ ４ 

  メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ ２ 

  メッセージ長 4.4 両方向 Ｍ ２ 

  ＡＡＬパラメータ 4.5 両方向 Ｏ（注１） ４～21 

  ＡＴＭトラヒック記述子 4.5 両方向 Ｍ 12～20 

  広帯域伝達能力 4.5 両方向 Ｍ ６～７ 

  着番号 4.5 両方向 Ｏ（注２） ４～＊ 

  着サブアドレス 4.5 両方向 Ｏ（注３） ４～25 

  発番号 4.5 両方向 Ｏ（注４） ４～＊ 

  発サブアドレス 4.5 両方向 Ｏ（注５） ４～25 

  コネクション識別子 4.5 両方向 Ｏ（注６） ４～９ 

  エンド・エンド中継遅延 4.5 両方向 Ｏ（注７） ４～10 

  広帯域繰り返し識別子 4.5 両方向 Ｏ（注８） ４～５ 

  狭帯域伝達能力 4.6 両方向 Ｏ（注９） ４～14 

  狭帯域高位レイヤ整合性 4.6 両方向 Ｏ（注 10） ４～７ 

  広帯域繰り返し識別子 4.5 両方向 Ｏ（注 11） ４～５ 

  狭帯域低位レイヤ整合性 4.6 両方向 Ｏ（注 12） ４～20 

  通知識別子 4.5 両方向 Ｏ（注 13） ４～＊ 

  ＯＡＭトラヒック記述子 4.5 両方向 Ｏ（注 14） ４～６ 

  経過識別子 4.6 両方向 Ｏ（注 15） ４～６ 

  ＱＯＳパラメータ 4.5 両方向 Ｍ ６ 

  広帯域送信完了 4.5 両方向 Ｏ（注 16） ４～５ 

  中継網選択 4.5 ｕ--＞ｎ Ｏ（注 17） ４～＊ 
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 注１－発信ユーザがＡＡＬ情報を着信ユーザに通知したい場合、ユーザから網への方向において、本情

報要素は本メッセージに含まれる。発信ユーザが「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージの中にＡ

ＡＬパラメータ情報要素を含めた場合、網からユーザへの方向において、本情報要素は本メッセ

ージに含まれる。（付属資料Ｆ／ＪＴ－Ｑ２９３１参照） 

 注２－着番号情報要素は、網へ着番号情報を送信するために、ユーザによって本メッセージに含まれる。

着番号情報がユーザに送信される場合、網によって着番号情報要素が、本メッセージに含まれる。 

 注３－発信ユーザが着サブアドレスの表示を行いたい場合、ユーザから網への方向において、本情報要

素は本メッセージに含まれる。発信ユーザが着サブアドレス情報要素を「呼設定」（ＳＥＴＵ

Ｐ）メッセージの中に含めた場合、網からユーザの方向において、本情報要素は本メッセージに

含まれる。 

 注４－発信ユーザを識別するために、発信ユーザ、または網によって、本情報要素は本メッセージに含

まれ得る。 

 注５－発信ユーザが発サブアドレスの表示を行いたい場合、ユーザから網への方向において、本情報要

素は本メッセージに含まれる。発信ユーザが「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージの中に発サブ

アドレス情報要素を含めた場合、網からユーザの方向において、本情報要素は本メッセージに含

まれる。 

 注６－ユーザがバーチャルチャネルの表示を行いたい場合、ユーザから網への方向において、本情報要

素は本メッセージに含まれる。網がバーチャルチャネルの表示を行いたい場合、網からユーザへ

の方向において、本情報要素は本メッセージに含まれる。本情報要素が含まれない場合は、任意

のバーチャルチャネルが受付可能と解釈される。本情報要素は非対応シグナリング手順が使用さ

れた時には、存在しない場合がある。 

 注７－発信ユーザがこの呼に対しエンド・エンド中継遅延要求を指定したい場合、および／または、発

信ユーザから網境界までのユーザデータの送信で予期される累積中継遅延を指定したい場合に、

ユーザから網への方向において、本情報要素は本メッセージに含まれる。本情報要素が含まれる

場合、エンド・エンド中継遅延情報要素は着信ユーザに送信される。エンド・エンド中継遅延情

報要素が着信ユーザに送信される場合、網からユーザへの方向において、本情報要素は本メッセ

ージに含まれる。（付属資料Ｋ／ＪＴ－Ｑ２９３１参照） 

 注８－狭帯域伝達能力交渉手順が使用される場合、広帯域繰り返し識別子情報要素は、最初の狭帯域伝

達能力情報要素の直前に含まれる。（付属資料Ｌ／ＪＴ－Ｑ２９３１参照） 

 注９－Ｎ－ＩＳＤＮサービスにおいては、本情報要素は必須である。（６章／ＪＴ－Ｑ２９３１参照）

また、狭帯域伝達能力交渉手順が使用される場合、本情報要素は繰り返され得る。（付属資料Ｌ

／ＪＴ－Ｑ２９３１参照）狭帯域伝達能力交渉が使用される場合、優先度の高いものから順に、

すなわち最優先のものが最初となるように並べられた、最大３つまでの狭帯域伝達能力情報要素

が含まれうる。複数の狭帯域伝達能力情報要素は、全ての網でサポートされるわけではない。そ

れをサポートする網においては、適切な加入時のとりきめ等を通して、３つの狭帯域伝達能力情

報要素を本メッセージに含みうる。（5.1１節／ＪＴ－Ｑ９３１参照）狭帯域伝達能力情報要素の

直前に、広帯域繰り返し識別子情報要素がない場合、狭帯域伝達能力情報要素は優先度の低いも

のから順に、本メッセージに含まれる。 

 注 10―発信ユーザが狭帯域高位レイヤ整合性情報を着信ユーザに送信したい場合、ユーザから網への方

向において、本情報要素は本メッセージに含まれる。発信ユーザが狭帯域高位レイヤ整合性情報

要素を「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージの中に含めた場合、網からユーザへの方向において、

本情報要素は本メッセージに含まれる。複数の狭帯域高位レイヤ整合性情報要素は、全ての網で

サポートされるわけではない。それをサポートする網においては、適切な加入時のとりきめ等を
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通して、２つの狭帯域高位レイヤ整合性情報要素を本メッセージに含みうる。（5.12 節／JT-

Q931 参照）狭帯域高位レイヤ整合性情報要素の直前に、広帯域繰り返し識別子情報要素がない

場合、狭帯域高位レイヤ整合性情報要素は優先度の低いものから順に、本メッセージに含まれる。 

 注 11―２つ以上の狭帯域低位レイヤ整合性情報要素が、低位レイヤ整合性交渉のために含められる場合、

広帯域繰り返し識別子は本メッセージに含まれる。 

 注 12―発信ユーザが狭帯域低位レイヤ整合性情報を着信ユーザに送信したい場合、ユーザから網への方

向において、本情報要素は本メッセージに含まれる。発信ユーザが狭帯域低位レイヤ整合性情報

要素を「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージの中に含めた場合、網からユーザの方向において、

本情報要素は本メッセージに含まれる。低位レイヤ整合性交渉手順が使用される場合、優先度の

高いものから順に、すなわち最優先のものが最初となるように並べられた、２つ、３つあるいは

４つの情報要素が、本メッセージに含まれうる。（付属資料Ｊ／ＪＴ－Ｑ２９３１参照） 

 注 13―本識別子は、通知手順が適用された時に存在しうる。通知識別子情報要素はメッセージ中で繰り

返されうる。最大長および許容される繰り返し回数は網オプションである。 

 注 14―ＯＡＭ Ｆ５エンド・エンド情報フローに関連する付加的な情報を示すために、発信ユーザによ

って、本情報要素は本メッセージに含まれる。ＯＡＭトラヒック記述子情報要素の欠落は、ＯＡ

Ｍフローがこの呼において使用されないことを意味するものではない。これは、エンド・エンド

Ｂ－ＩＳＤＮコネクションが存在することを仮定する。 

 注 15―インターワーキングの事象、もしくは、インバンド情報／パターンを提供する接続の場合に、本

情報要素は本メッセージに含まれる。本情報要素は、本メッセージ内に２回まで存在しうる。 

 注 16―一括発呼手順が使用される場合、広帯域送信完了情報要素を、本メッセージに含めることは、ユ

ーザにおいて必須である。網によるその解釈はオプションである。一括着呼手順が使用される場

合、広帯域送信完了情報要素を、本メッセージに含むことは、網において必須である。広帯域送

信完了情報要素が含まれない場合、必須情報要素不足のエラー手順を適用する必要はない。 

 注 17―特定中継網を選択するために、発信ユーザによって、本情報要素は本メッセージに含まれる。

（付属資料Ｄ／ＪＴ－Ｑ２９３１参照）本情報要素は、本メッセージ内に４回まで存在しうる。 
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3.2.8 「呼設定確認」 (SETUP ACKnowledge) 

 本メッセージは網から発信ユーザ、あるいは着信ユーザから網に送信され、呼設定が開始され引き続き

データを要求していることを示す。（表 3-20／JT-Q2931参照） 

 

表３－２０／ＪＴ－Ｑ２９３１ 「呼設定確認」(SETUP ACKnowledge)メッセージ内容 

      （ITU-T Q.2931） 

 

メッセージ種別  ：  呼設定確認 

定義区間        ： ローカル 

方向      ： 両方向 

情報要素 参照 方向 種別 情報長 

  プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ １ 

  呼番号 4.3 両方向 Ｍ ４ 

  メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ ２ 

  メッセージ長 4.4 両方向 Ｍ ２ 

  コネクション識別子 4.5 両方向 Ｏ（注１） ４～９ 

  通知識別子 4.5 両方向 Ｏ（注２） ４～＊ 

  経過識別子 4.6 両方向 Ｏ（注３） ４～６ 

 

 注１－本メッセージが「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージに対する応答の最初のメッセージである場

合、網からユーザへの方向で必須である。本メッセージが「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージ

に対する応答の最初のメッセージで、ユーザが「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージで指示され

たコネクション識別子を受け付けない場合、ユーザから網への方向で必須である。 

 注２－本識別子は、通知手順が適用された時に存在しうる。通知識別子情報要素はメッセージ中繰り返

されうる。最大長および許容される繰り返し回数は網オプションである。 

 注３－インターワーキングの事象、もしくはインバンド情報／パターンを提供する接続の場合、本情報

要素は本メッセージに含まれる。本情報要素は、本メッセージ内に２回まで存在しうる。 
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3.3 グローバル呼番号を用いるメッセージ 

 グローバル呼番号は表 3-21／JT-Q2931に示すメッセージで用いられる。 

 

表３－２１／ＪＴ－Ｑ２９３１ グローバル呼番号を用いるメッセージ 

           （ITU-T Q.2931） 

 

メッセージ 参照 

    初期設定      (RESTart) 3.3.1 

    初期設定確認  (RESTart ACKnowledge) 3.3.2 

 

 注－上記に加えてグローバル呼番号を用いるメッセージ受信に対する応答として送信される場合「状態

表示」(STATUS)メッセージはグローバル呼番号を用いる。 

 

 

3.3.1 「初期設定」 (RESTart) 

 本メッセージは、表示されたバーチャルチャネル、または表示されたバーチャルパスコネクション内の

全てのバーチャルチャネル、またはシグナリングバーチャルチャネルによって制御される全てのバーチャ

ルチャネルの初期設定（アイドル状態に戻す）を要求するために、ユーザもしくは網によって送信される。 

 

表３－２２／ＪＴ－Ｑ２９３１ 「初期設定」(RESTart)メッセージ内容 

           （ITU-T Q.2931） 

 

メッセージ種別  ：  初期設定 

定義区間        ： ローカル 

方向      ： 両方向 

情報要素 参照 方向 種別 情報長 

  プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ １ 

  呼番号 4.3 両方向 Ｍ（注１） ４ 

  メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ ２ 

  メッセージ長 4.4 両方向 Ｍ ２ 

  コネクション識別子 4.5 両方向 Ｏ（注２） ４～９ 

  初期設定表示 4.5 両方向 Ｍ ５ 

 

 注１－本メッセージは、4.3節で定義されるグローバル呼番号を用いて送信される。 

 注２－初期設定対象の特定のバーチャルチャネルを表示する必要がある場合、本情報要素は本メッセー

ジに含まれる。 
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3.3.2 初期設定確認 (RESTart ACKnowledge) 

 本メッセージは、「初期設定」（ＲＥＳＴ） メッセージの受信を確認し、要求された初期設定が完了

したことを示すために送信される。（表 3-23／JT-Q2931参照） 

 

表３－２３／ＪＴ－Ｑ２９３１ 「初期設定確認」(RESTart ACKnowledge)メッセージ内容 

      （ITU-T Q.2931） 

 

メッセージ種別  ：  初期設定確認 

定義区間        ： ローカル 

方向      ： 両方向 

情報要素 参照 方向 種別 情報長 

  プロトコル識別子 4.2 両方向 Ｍ １ 

  呼番号 4.3 両方向 Ｍ（注１） ４ 

  メッセージ種別 4.4 両方向 Ｍ ２ 

  メッセージ長 4.4 両方向 Ｍ ２ 

  コネクション識別子 4.5 両方向 Ｏ（注２） ４～９ 

  初期設定表示 4.5 両方向 Ｍ ５ 

 

 注１－本メッセージは、4.3節で定義されるグローバル呼番号を用いて送信される。 

 注２－既に初期設定されている特定のバーチャルチャネルを表示する必要がある場合、本情報要素は本

メッセージに含まれる。 

  
４．メッセージフォーマットと情報要素のコーディング 
 本節の図や文章では、メッセージ内容について規定する。 

 

4.1 概 要 

 本プロトコル内のメッセージは、次の部分から構成されている。 

   (a)  プロトコル識別子 

   (b)  呼番号 

   (c)  メッセージ種別（メッセージ整合性動作指示表示を含む） 

   (d)  メッセージ長 

   (e)  可変長情報要素（必要な場合） 

 情報要素（ａ）、（ｂ）、（ｃ）、（ｄ）は、全てのメッセージに共通であり、含まれていなければな

らない。一方、情報要素（ｅ）は各メッセージ種別に応じて規定される。 

 この構成を図４－１／ＪＴ－Ｑ２９３１に例として示す。最初の４つの情報要素（プロトコル識別子、

呼番号、メッセージ種別、メッセージ長）は、図４－１／ＪＴ－Ｑ２９３１に明記された順序で現れなけ

ればならない。 
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          図４－１／ＪＴ－Ｑ２９３１  通常メッセージ構成例 

                (ITU-T Q.2931) 

 

 

 メッセージには、ユーザやネットワークなど特定の装置が必要とし、処理し得る以上の情報を持つもの

もある。全ての装置は、メッセージに含まれている処理上必要としない余分な情報を無視できるようにし

なければならない。例えば、「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージで表示される“発番号”が端末にとっ

て重要でないものなら、端末はそれを無視してもよい。 

 他の方法で定義する場合を除いては、特定の情報要素は、与えられたメッセージ内に２回以上存在して

はならない。 

 “デフォルト”とは、定義された値が、割り当てのない場合、もしくは複数個の値から選択する場合に

使用されなければならない。 

 呼番号値のように、フィールドが１オクテット以上に拡張されたとき、オクテット番号が大きくなるに

つれてビット値は小さくなる。フィールド内、最下位のビットは、そのフィールドの１番大きな番号のオ

クテットの１番小さな番号のビットに相当する。 

 

オクテット 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

ビット 

８     ７     ６     ５     ４     ３     ２     １ 

 

プロトコル識別子 

 

                     呼番号長 

 ０      ０      ０      ０      ０      ０      １      １ 

 

 フラグ                 呼番号値 

 

呼番号値 

 

（続き） 

 

 

メッセージ種別 

 

 

 

メッセージ長 

 

 

可変長情報要素（必要な場合） 
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4.2 プロトコル識別子 

 プロトコル識別子の目的は、本標準内で定義される他のメッセージから、ユーザ・網呼／コネクション

制御メッセージを識別することである。プロトコル識別子は、また、他のＩＴＵ－Ｔ勧告／ＴＴＣ標準お

よび他の標準によりコード化されるＯＳＩネットワークレイヤプロトコルユニットのメッセージから、本

標準のメッセージを識別する。 

 プロトコル識別子は、各メッセージの１番目に配置される。プロトコル識別子は表４－１／ＪＴ－Ｑ２

９３１に示されるようにコード化される。プロトコル識別子の規定は、本プロトコルが他のレイヤ３プロ

トコルとシグナリングバーチャルチャネルを共有し得ることを含まない。但し、他のレイヤ３プロトコル

が標準ＪＴ－Ｑ２９３１メッセージにカプセル化されている場合を除く。 

 

 

 

JT-Q2931ユーザ・網呼／コネクション制御メッセージ 

０      ０      ０      ０      １      ０      ０      １ 

プロトコル識別子 

 
 

            図４－２／ＪＴ－Ｑ２９３１  プロトコル識別子 

                 (ITU-T Q.2931) 

オクテット 

１ 

ビット 

８     ７     ６     ５     ４     ３     ２     １ 
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表４－１／ＪＴ－Ｑ２９３１  プロトコル識別子 

                              (ITU-T Q.2931) 

 

 ビット 

 ８ ７  ６ ５  ４ ３ ２ １ 

 ０  ０  ０  ０    ０  ０  ０  ０ 4章/JT-Q931の規定により割当てられる。 

  メッセージプロトコル識別子には使用不可。 

 ０  ０  ０  ０    ０  １  １  １ 

 ０  ０  ０  ０    １  ０  ０  ０ JT-Q931(JT-I451)ﾕｰｻﾞ･網呼／ｺﾈｸｼｮﾝ制御ﾒｯｾｰｼﾞ 

 

 ０  ０  ０  ０    １  ０  ０  １ JT-Q2931 ﾕｰｻﾞ･網呼／ｺﾈｸｼｮﾝ制御ﾒｯｾｰｼﾞ 

 

 ０  ０  ０  １    ０  ０  ０  ０ 標準 JT-X25を含め他ネットワークレイヤあるいは、 

  レイヤ３プロトコルのために予約済（注） 

 ０  ０  １  １    １  １  １  １ 

 ０  １  ０  ０    ０  ０  ０  ０ 国内使用 

  （ＴＴＣ注）国内使用のコードポイントについては、標準 

 ０  １  ０  ０    １  １  １  １ JT-Q931参照。 

 

 ０  １  ０  １    ０  ０  ０  ０ 標準 JT-X25を含め他ネットワークレイヤあるいは、 

  レイヤ３プロトコルのために予約済（注） 

 １  １  １  １    １  １  １  ０ 

 上記以外 予約済 

 

 （注）これらの値は、ゼネラルフォーマット識別子を含む標準 JT-X25 パケットの１番目のオクテット

とプロトコル識別子とを区別するために予約されている。 

 

4.3 呼番号 

 呼番号の目的は、ローカルなユーザ・網インタフェース上で、特定な呼に関連するメッセージを識別す

ることである。呼番号は、Ｂ－ＩＳＤＮを介してエンド・エンドに使用されるものではない。 

 呼番号は、各メッセージの２番目に配置される。呼番号は図４－３／ＪＴ－Ｑ２９３１に示されるよう

にコード化する。呼番号長の値は、オクテット１のビット１～４に示されており、呼番号情報要素長は４

オクテットである。 

 呼番号情報要素は、呼番号値と呼番号フラグを含む。呼番号値“０”（全ビット＝０）がグローバル呼

番号のために予約済であり（図４－４／ＪＴ－Ｑ２９３１参照）、全ビットを“１”に設定した呼番号値

は、ダミー呼番号値のために予約済である（図４－５／ＪＴ－Ｑ２９３１参照）。 

 呼番号値は、呼に対してユーザ・網インタフェースの発側で割り当てられる。これら呼番号値は、特定

のシグナリングバーチャルチャネル内で発側に関して、唯一となっている。呼番号値は、呼の開始時に割

り付けられ、呼の存在する間は維持される。呼の終了後、その呼番号は他の呼に割り当てられることもあ

る。シグナリングバーチャルチャネルリンクの両側で発呼したそれぞれの呼に同じ値を付与した場合には、

同じシグナリングバーチャルチャネル上に２つの等しい呼番号値が用いられる場合もあり得る。 

 誤ったシナリオによる競合状態を避けるために、実現にあたっては呼番号値を解放直後に再使用するこ

とを避けるのが望ましい。 

～
 

～
 

～
 

～
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 呼番号フラグは、“０”か“１”の値を取る。呼番号フラグはシグナリングバーチャルチャネルのどち

ら側で呼番号を生起したか識別するために用いられる。発側から着側に向かうメッセージでは、必ず呼番

号フラグを“０”に設定し、着側から発側に向かうメッセージでは、常に呼番号フラグを“１”に設定す

る。 

 ゆえに、呼番号フラグは、呼に対する呼番号値の割り当て側を識別し、同一呼番号値への同時割り付け

を解決することを目的としている。呼番号フラグは、グローバル呼番号を用いる手順にも適用される

（例：初期設定手順）。 

 グローバル呼番号の値は、“０”である。グローバル呼番号を含むメッセージを受信した装置は、この

シグナリングバーチャルチャネルに属する全ての呼番号に関してこのメッセージを受け取ったものとして

取り扱わなければならない（図４－４／ＪＴ－Ｑ２９３１参照）。 

 グローバル呼番号のために、フラグは上記規定のように用いられる。これは、「初期設定」（ＲＥＳ

Ｔ）メッセージ内でフラグは０に設定され、「初期設定」（ＲＥＳＴ）メッセージ応答として、グローバ

ル呼番号値と共に「初期設定確認」（ＲＥＳＴ  ＡＣＫ）または「状態表示」（ＳＴＡＴＵＳ）メッセー

ジが送信される場合、フラグは１に設定されることを意味する。 

 ダミー呼番号のコード化では、呼番号値の全ビットが１に設定される（図４－５／ＪＴ－Ｑ２９３１参

照）。将来、ダミー呼番号値は、特定の付加サービスのために用いられることもある。ダミー呼番号のた

めに、フラグはまた、上記規定のように使用される。 

 本標準の手順は、ダミー呼番号には用いられない。本標準に適合する装置は、ダミー呼番号と共に受信

したメッセージを廃棄しなければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

呼番号フラグ（オクテット２） 

 ビット８ 

    ０ メッセージは、呼番号の生起側から送られる。 

    １ メッセージは、呼番号の生起側へ送られる。 

 

          図４－３／ＪＴ－Ｑ２９３１  呼番号情報要素 

               (ITU-T Q.2931) 

 

ビット 

   ８     ７     ６     ５     ４     ３     ２     １ 

 

  ０      ０      ０      ０      呼番号長（オクテット単位） 

  

 フラグ 

 

呼番号値 

オクテット 

１ 

２ 

３ 

４ 



 

ＪＴ－Ｑ２９３１ － 38 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      図４－４／ＪＴ－Ｑ２９３１  グローバル呼番号のコーディング 

            (ITU-T Q.2931) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      図４－５／ＪＴ－Ｑ２９３１  ダミー呼番号のコーディング 

            (ITU-T Q.2931) 

 

 

4.4 メッセージ種別およびメッセージ長 

4.4.1 メッセージ種別（メッセージ整合性動作指示表示を含む） 

 メッセージ種別の目的は、送出されるメッセージの機能を識別することである。 

 メッセージ種別は、各メッセージの３番目に配置され、図４－６／ＪＴ－Ｑ２９３１や表４－２／ＪＴ

－Ｑ２９３１に示されているようにコード化する。 

 値“００００  ００００”は、国内規定メッセージへのエスケープとして使用される（表４－２／ＪＴ

ビット 

８     ７     ６     ５     ４     ３     ２     １ 

 

                      呼番号長 

０      ０      ０      ０      ０      ０      １      １ 
  

 フラグ                    呼番号値 

 ０／１    ０      ０      ０      ０      ０      ０      ０ 

 

０      ０      ０      ０      ０      ０      ０      ０ 

 

０      ０      ０      ０      ０      ０      ０      ０ 

ビット 

８     ７     ６     ５     ４     ３     ２     １ 

 

                     呼番号長 

   ０      ０      ０      ０      ０      ０      １      １ 

  

 フラグ                      呼番号値 

 ０／１    １      １      １      １      １      １      １ 

 

   １      １      １      １      １      １      １      １ 

 

   １      １      １      １      １      １      １      １ 

オクテット 

１ 

２ 

３ 

４ 

オクテット 

１ 

２ 

３ 

４ 
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－Ｑ２９３１参照）。 

 値“１１１１  １１１１”は、他の全てのメッセージ種別値が使用済みとなった場合の拡張機構のため

に予約済みである（表４－２／ＪＴ－Ｑ２９３１参照）。 

 メッセージ整合性動作指示表示は、認識されないメッセージを受信した場合、同位エンティティ側の動

作について、メッセージの送信側が明示的に表示するために用いられる。メッセージ整合性動作指示表示

のフォーマットおよびコーディングを、図４－６／ＪＴ－Ｑ２９３１および表４－２／ＪＴ－Ｑ２９３１

に示す。メッセージ整合性動作指示表示は、定義区間「ローカル」においてのみ有効である。他の方法で

規定された場合を除き、網からユーザに送信するメッセージの動作指示表示にどちらの値を設定するかに

ついては、網側のオプションである。 

 

 

 

メッセージ種別 

拡張 

１ 

予備 

０      ０ 

フラグ 予備 

０ 

予備 

０ 

メッセージ 

  動作内容 

 

            図４－６／ＪＴ－Ｑ２９３１  メッセージ種別 

                  (ITU-T Q.2931) 

オクテット 

１ 

 

２ 

ビット 

８       ７     ６       ５     ４       ３    ２     １ 
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表４－２ａ／ＪＴ－Ｑ２９３１  メッセージ種別（メッセージ整合性動作指示表示を含む） 

        (ITU-T Q.2931) 

 

  －メッセージ種別（オクテット１） 

  ビット 

 ８ ７  ６ ５ ４ ３ ２ １ 

 ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０ 国内規定のメッセージ種別へのエスケープ（注１） 

 

 ０  ０  ０  －  －  －  －  － 呼設定用メッセージ 

             ０  ０  ０  ０  １ －呼出(ALERTing) 

             ０  ０  ０  １  ０ －呼設定受付(CALL PROCeeding)  

             ０  ０  １  １  １ －応答(CONNect)  

             ０  １  １  １  １ －応答確認(CONNect ACKnowledge)  

             ０  ０  ０  １  １ －経過表示(PROGress) 

             ０  ０  １  ０  １ －呼設定(SETUP)  

             ０  １  １  ０  １ －呼設定確認(SETUP ACKnowledge)  

 

 ０  １  ０  －  －  －  －  － 呼切断用メッセージ 

             ０  １  １  ０  １ －解放(RELease)  

             １  １  ０  １  ０ －解放完了(RELease COMPlete) 

 

             ０  ０  １  １  ０ －初期設定(RESTart)  

             ０  １  １  １  ０ －初期設定確認(RESTart ACKnowledge)  

 

 ０  １  １  －  －  －  －  － その他メッセージ 

             １  １  ０  １  １ －付加情報(INFOrmation)  

             ０  １  １  １  ０ －通知(NOTIFY) 

             １  １  １  ０  １ －状態表示(STATUS) 

             １  ０  １  ０  １ －状態問合(STATUS ENQuiry) 

 

 １  １  １  １  １  １  １  １ 他の全てのメッセージ種別の値が使用済みとなった場合の 

   拡張機構のために予約済（注２） 

 

 （注１）これが使用された場合、メッセージ種別（メッセージ整合性動作指示表示を除く）は、双方の

国内規定に基づき、メッセージ内のオクテット１０で定義され、内容は直後のオクテットに続

く。 

 （注２）この場合、メッセージ種別（メッセージ整合性動作指示表示を除く）はメッセージ内のオクテ

ット１０で定義され、内容は直後のオクテットに続く。 
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表４－２ｂ／ＪＴ－Ｑ２９３１  メッセージ種別 

                                (ITU-T Q.2931)  

 

－フラグ（オクテット２） 

  ビット 

  ５ 

  ０  メッセージ動作指示フィールドは意味を持たない（一般的なエラー処理手順が適用される） 

  １  明示的な動作指示に従う（一般的なエラー処理手順が適用されない） 

 

－メッセージ動作内容（オクテット２） 

  ビット 

  ２ １ 

  ０  ０  呼解放 

  ０  １  廃棄および無視（注） 

  １  ０  廃棄および状態報告 

  １  １  予約済 

 

（注）“無視”の意味は付属資料Ｊ参照 

 

 

4.4.2 メッセージ長 

 メッセージ長の目的は、メッセージ内容の長さを表示することである。メッセージ内容のオクテット数

を２進符号化したものであるが、プロトコル識別子、呼番号、メッセージ種別、メッセージ長に使用され

たオクテット数は除く。 

 メッセージ長の表示は２オクテット固定長である。メッセージ長のコーディングは、4.5.1節で示す整数

値の符号化則に従う。 

 メッセージ長は、各メッセージの４番目の部分である。メッセージ長は図４－７／ＪＴ－Ｑ２９３１に

示すようにコード化される。メッセージが他にオクテットを含まない場合、メッセージ長は全て０にコー

ド化される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              図４－７／ＪＴ－Ｑ２９３１  メッセージ長 

                     (ITU-T Q.2931) 

オクテット 

１ 

２ 

ビット 

８     ７     ６     ５     ４     ３     ２     １ 

 

 

メッセージ長 
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4.5 Ｂ－ＩＳＤＮ環境における可変長情報要素 

4.5.1 コーディング規定 

 可変長情報要素のコーディングは以下に述べるコーディング規定に従う。これらの規定は、メッセージ

を処理する各装置が、処理上必要である情報要素を見つけ、必要でないものを無視するように考えられた

ものである。 

 

 以下の節で規定されている情報要素のために、情報要素識別子のビットコーディングが表４－３／ＪＴ

－Ｑ２９３１と図４－８／ＪＴ－Ｑ２９３１に要約されている。 

 

 情報要素識別子の値“１１１１  １１１１”は拡張法のために予約されている。他の全ての情報要素識

別子の値が使用済みの場合（図４－９／ＪＴ－Ｑ２９３１を参照）、この拡張法でさらに６５５３６とお

りの情報要素の識別が可能になる。 

 

 メッセージ内の特定の可変長情報要素は、以下の例外を除き任意の順番で現れうる。 

 

  a) 広帯域繰り返し識別子情報要素を使用せずに情報要素が繰り返した場合、次の規定が適用される。 

   ・繰り返す情報要素は連続しなければならない。 

 

 この規定は、広帯域固定シフト情報要素、広帯域一時シフト情報要素には適用しない。 

 

  b) 広帯域繰り返し識別子情報要素を使用して情報要素が繰り返した場合、次の規定が適用される。 

   ・広帯域繰り返し識別子は、繰り返された最初の情報要素のすぐ前に先行しなければならない。 

   ・（広帯域繰り返し識別子のすぐ後に続く）繰り返された最初の情報要素は、優先度が一番高いと

解釈される。繰り返された情報要素は、優先度が降順と解釈される。 

   ・繰り返す情報要素は連続しなければならない。 

 

 広帯域一時シフト情報要素に続く情報要素は、それらの情報要素でひとつの情報要素とみなして、

上述の規定を適用する。 

 

 広帯域繰り返し識別子情報要素によって、情報要素がメッセージ内で一回しか繰り返されないこと

はエラーとはならない。すなわち、広帯域繰り返し識別子は無視される。 

 

  c)広帯域固定シフト情報要素が使用された場合、それ以下に続く全ての情報要素にのみ、適用される。

これらの情報要素の順番は広帯域固定シフトで指示された新しいコード群によって規定される。 

 

  d) 広帯域一時シフト情報要素が使用された場合、対象とする情報要素のすぐ前に先行する。 

 

 付属資料Ｌに、これらの規定に関するメッセージ構成例を記述する。 

 

 本標準の中の情報要素の記述に予備ビットが含まれる場合、これらの予備ビットは“０”に設定されて

いる。受信した際、たとえ予備ビットが“０”にセットされていなくても、この予備ビットに関して処理

はされない。 

 情報要素識別子の第２オクテットは情報要素整合性指示表示を含んでいる。情報要素整合性指示表示の
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コーディングを表４－３／ＪＴ－Ｑ２９３１に示す。 

 情報要素整合性指示表示は定義区間「ローカル」においてのみ有効である。他の方法で規定された場合

を除き、網からユーザに送信するメッセージに含まれる情報要素の動作指示表示にどちらの値を設定する

かは網側のオプションである。 

 

 情報要素の第３、第４オクテットは、その情報要素の長さを示す。情報要素の長さは、情報要素識別子

フィールド、情報要素整合性指示表示フィールドと、情報要素長のフィールドの長さを含まない。情報要

素内のオクテット数は、２進符号化される。情報要素長の表示は２オクテットの固定長である。情報要素

長のコーディングは、本節に示す整数値の符号化則に従う。 

 

 中身が空の情報要素が存在してもよい。例えば、「呼設定」(SETUP)メッセージはオクテット長０の着

番号情報要素を含んでいることもある。この場合、受信側は情報要素が“存在していない”ものとして処

理する。同様に情報要素が存在しない場合は、“空の情報要素”として処理される。 

 

“空の情報要素”は次の条件を満足する情報要素である。 

 （有効な）情報要素識別子を持ち、情報要素長が０である。 

 

次の規定を情報要素のコーディングに適用する。 

 

  a) 可変長情報要素は、オクテットまたは、オクテットのグループから成る。オクテットまたは、オク

テットグループには、参照を容易にするために番号が割り当てられる。オクテット番号における最初

の数字は１つのオクテットあるいはオクテットのグループである。 

 

  b) 各オクテットグループは、情報要素内の独立した単位である。オクテットグループの内部構造は以

下に示す方法とは別の方法で定義されることもあり得る。 

 

  c) オクテットグループは、何らかの拡張法の使用により形成される。拡張ビットとしてビット８を使

用し、オクテット（Ｎ）を次に来るオクテット（Ｎａ、Ｎｂ...）へ拡張できる方法が望ましい。 

ビット値“０”はオクテットが次のオクテットへ継続していることを示す。 

ビット値“１”はこのオクテットが最後のオクテットであることを示す。 

１つのオクテット（Ｎｂ）が存在すれば前のオクテット（ＮとＮａ）もまた存在する。 

 

 ４.5.5節などの記述では、ビット８は以下のように示されている。 

   ・“０／１拡張”  －  このオクテットグループの別のオクテットが後に続く場合 

   ・“１拡張”      －  これが拡張領域上最後のオクテットである場合 

   ・“０拡張”      －  このオクテットグループの別のオクテットが必ず後に続く場合 

 

 仕様を追加する場合、追加オクテットが、それ以前の最後のオクテットの後で定義されうる（その

場合“１拡張”という記述を“０／１拡張”に変更）ので、装置はそのような追加オクテットを受け

入れる準備をする必要がある。但し、これらのオクテットをその装置が解釈したりその内容に従い機

能したりする必要はない。 

 

  d) 上で定義された拡張法に加えて、オクテット（Ｎ）のビット８～１の表示により次のオクテット
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（Ｎ.1，Ｎ.2...）へ拡張される。 

 

  e) ｃ）とｄ）の拡張法は組み合わせて使用されうる。拡張法ｃ）は、順序の上で優先権を持たなけれ

ばならない。従って、全てのオクテットＮａ、Ｎｂ ...は必ず、オクテットＮ.1、Ｎ.2 ...の前に現

れなければならない。この規則はオクテットＮ.1、Ｎ.2 ...がオクテットＮａ、Ｎｂ... の拡張法を

用いて拡張される場合にも適用されなければならない。同様な規則は、拡張法ｄ）が繰り返される場

合にも適用されなければならない。即ちオクテットＮ.1.1、Ｎ.1.2...はオクテットＮ.2の前に現れ

なければならない。 

 

  f) オプションのオクテットはアスタリスク（＊）の印をつける。 

 

  g) 情報要素がサブフィールド識別子を使って構造化された場合、これらのサブフィールド識別子は位

置に依存しない。即ち、それらは情報要素内で特定の順序で現れる必要はない。 

 

 注１．拡張法ｃ）を繰り返し使用できない。即ち、オクテット４ｂになるべきオクテットにオクテット

４ａの拡張法を組み込むことはできない。 

 注２．プロトコル設計者は、複数の拡張法を使用する場合、結果としてのコーディングが唯一の解釈と

なることを保証するように注意すべきである。 

 注３．全ての情報要素には、コーディング標準フィールドが規定されている。コーディング標準が“国

内標準”と規定された情報要素は、構造を本標準の規定と同様に規定する。 

 

 次の規定は標準ＪＴ－Ｑ２９３１の整数値のコーディングに適用する。コーディングが特に明示されて

いない場合には、これらの規定を適用する。 

 

  a) 整数値が２オクテット以上にまたがってコーディングされる場合、より小さいオクテット番号を持

つオクテットがより上位のビットを含む。特に、一番小さいオクテット番号のオクテットがＭＳＢで、

一番大きいオクテット番号のオクテットがＬＳＢを含む。 

 

  b) １オクテット内あるいはオクテットの一部分を形成するフィールドについては、以下のことを適用

する。 

   ・より大きいビット番号のビットが、より上位のビットを含む。 

   ・特に、整数コーディングの最大ビット番号のビットがＭＳＢを示している。 

   ・そして、整数コーディングの最小ビット番号のビットがＬＳＢを示している。 

   ・ビットのコーディングは、小さいビット番号に詰めて（右詰めで）行われる。つまり、先行する

０の部分は、オクテットあるいは、フィールドの大きいビット番号の側（左側）に現れる。 

 

  c) 固定長オクテットに整数値を表現する場合、ビットのコーディングは、大きいオクテット番号に詰

めて行われる。つまり先行する０の部分は、小さいオクテット番号の側に現れる。 

 

  d) 可変長オクテットに整数値を表現する場合（例えば、ビット８を拡張ビットとして使用）、最小の

オクテット数となるようにコーディングする。つまり、先行する内容が全て“０”のオクテットは存

在しない。
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        図４－８／ＪＴ－Ｑ２９３１  一般情報要素フォーマット 

              (ITU-T Q.2931) 

 

 （注１）情報要素動作指示フィールド（オクテット２のビット１～５）は、期待されない情報要素、認

識されない情報要素識別子または、認識されない内容の情報要素のときだけ、解釈される。Ｊ

Ｔ－Ｑ２９３１の情報要素の中には、情報要素動作指示フィールドに割り当てられる値が、限

られた値の組み合わせに限定されるものもある（以下の個別の情報要素の説明を参照）。 

 （注２）付属資料Ｌに、サブフィールド識別子の使用例を記述する。 

ビット 

    ８      ７      ６      ５      ４      ３      ２      １ 

 

情  報  要  素  識  別  子 

 

   １      ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ        情報要素動作指示フィールド 

  拡 張   標 準     ﾌﾗｸﾞ   予約済  情報要素動作内容 

  

 

情  報  要  素  内  容  長 

 

 

情  報  要  素  内  容 

オクテット 

１ 

２（注１） 

３ 

４ 

５（注２） 
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表４－３ａ／ＪＴ－Ｑ２９３１  一般情報要素フォーマット－ 

                          (ITU-T Q.2931) 

 

 ビット 

 8 7 6 5 4 3 2 1   参照 

 0 1 1 1 0 0 0 0  着番号（Called party number) 4.5.11 

 0 1 1 1 0 0 0 1  着サブアドレス(Called party subaddress) 4.5.12 

 0 1 1 1 1 0 0 0  中継網選択(Transit network selection) 4.5.22 

 0 1 1 1 1 0 0 1  初期設定表示(Restart indicator)  4.5.20 

 0 1 1 1 1 1 0 0  狭帯域低位レイヤ整合性(Narrowband low layer compatibility) 4.6.4 

 0 1 1 1 1 1 0 1  狭帯域高位レイヤ整合性(Narrowband high layer compatibility) 4.6.3 

 0 1 1 0 0 0 0 0  広帯域固定シフト (Broadband-locking shift) 4.5.3 

 0 1 1 0 0 0 0 1  広帯域一時シフト (Broadband-non-locking shift) 4.5.4 

 0 1 1 0 0 0 1 0  広帯域送信完了 (Broadband-sending complete)  4.5.21 

 0 1 1 0 0 0 1 1  広帯域繰り返し識別子 (Broadband-repeat indicator) 4.5.19 

 0 1 1 0 1 1 0 0  発番号（Calling party number) 4.5.13 

 0 1 1 0 1 1 0 1  発サブアドレス(Calling party subaddress) 4.5.14 

 0 1 0 1 1 0 0 0  ＡＴＭｱﾀﾞﾌﾟﾃｰｼｮﾝﾚｲﾔ(AAL)ﾊﾟﾗﾒｰﾀ (ATM adaptation layer parameter) 4.5.5  

 0 1 0 1 1 0 0 1  ＡＴＭトラヒック記述子 (ATM traffic descriptor) 4.5.6  

 0 1 0 1 1 0 1 0  コネクション識別子 (Connection identifier) 4.5.16 

 0 1 0 1 1 0 1 1  ＯＡＭトラヒック記述子 (OAM traffic descriptor) 4.5.24 

 0 1 0 1 1 1 0 0  ｻｰﾋﾞｽ品質(QOS)ﾊﾟﾗﾒｰﾀ (Quality of service parameter) 4.5.18 

 0 1 0 1 1 1 1 0  広帯域伝達能力 (Broadband bearer capability)  4.5.7  

 0 1 0 1 1 1 1 1  広帯域低位レイヤ情報(B-LLI) (Broadband low layer information) 4.5.9  

 0 1 0 1 1 1 0 1  広帯域高位レイヤ情報(B-HLI) (Broadband high layer information) 4.5.8 

 0 1 0 0 0 0 1 0  エンド・エンド中継遅延(End-to-end transit delay) 4.5.17 

 0 0 1 0 0 1 1 1  通知識別子 (Notification indicator)  4.5.23 

 0 0 0 1 0 1 0 0  呼状態(Call state) 4.5.10 

 0 0 0 1 1 1 1 0  経過識別子(Progress indicator) 4.6.5 

 0 0 0 0 0 1 0 0  狭帯域伝達能力(Narrowband bearer capability) 4.6.2 

 0 0 0 0 1 0 0 0  理由表示(Cause)  4.5.15 
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表４－３ｂ／ＪＴ－Ｑ２９３１  一般情報要素フォーマット－整合性指示表示オクテット 

(ITU-T Q.2931) 

 

コーディング標準（オクテット２） 

 ビット 

 ７ ６ 

 ０  ０  ＩＴＵ－Ｔ勧告およびＩＴＵ－Ｔ勧告に準拠するＴＴＣ標準 

（この場合、下記のコーディングに従う） 

 ０  １  ＩＳＯ／ＩＥＣ標準（注） 

 １  ０  国内標準（注） 

 １  １  インタフェースの網（公衆または私設のいずれも）側において定義された標準（注） 

 

 （注）これら他のコーディング標準は、必要な情報要素がＩＴＵ－Ｔ勧告およびＩＴＵ－Ｔ勧告に準拠

するＴＴＣ標準のコーディングで表せない場合のみに使用されるべきである。 

 

フラグ（オクテット２） 

 ビット 

 ５ 

 ０  情報要素動作指示フィールドは意味を持たない 

    （一般的なエラー処理手順が適用される） 

 １  明示的な動作指示に従う 

    （一般的なエラー処理手順が適用されない） 

 

予約済（オクテット２） 

 ビット 

 ４  このビットは、“パスアロング要求”用に予約される。通常は、“０”（“パスアロング要求” 

    がない場合）にコーディングされる。 

 

情報要素動作内容（オクテット２） 

 ビット 

 ３ ２ １ 

 ０  ０  ０  呼解放 

 ０  ０  １  情報要素廃棄および処理継続 

 ０  １  ０  情報要素廃棄、処理継続および状態報告 

 １  ０  １  メッセージ廃棄および無視（注） 

 １  １  ０  メッセージ廃棄および状態報告 

 そ  の  他  予約済 

 

 （注）“無視”の意味については、付属資料Ｊ参照 

 

 



 

ＪＴ－Ｑ２９３１ － 48 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－９／ＪＴ－Ｑ２９３１  拡張のためのエスケープに使用する情報要素フォーマット 

             (ITU-T Q.2931) 

 

 

 （注）エスケープ法を、コード群０～７に適用する（4.5.2節参照）。拡張エスケープ法が使用される場

合、情報要素識別子は、オクテット５～６に含まれ、その情報要素の内容は、図４－９／ＪＴ－

Ｑ２９３１に示されるように以下のオクテットに続く。 

 

 

4.5.2 コード群の拡張 

 4.5.1節で述べたフォーマットを用いると、情報要素識別子の値は複数個とり得る。 

 

 情報要素識別子のそれぞれが８つのコード群に拡張できる。１つのコード群から別のコード群へのシフ

トを容易にするため、各コード群で共通の情報要素識別子を使用している。このシフト情報要素の内容は、

次にくる情報要素群または情報要素に使用されるコード群を識別する。任意の与えられた時点で使用する

コード群は、“使用中コード群”として用いられる。暗黙の内に、コード群０を初期の“使用中コード

群”とする。 

 

 ２つのコード群シフト手順が適用されている。即ち、固定シフトと一時シフトである。 

 

 コード群１～３は、将来のＩＴＵ－Ｔ／ＴＴＣ使用として予約されている。 

 コード群４は、ＩＳＯ／ＩＥＣ標準使用として予約されている。 

 コード群５は、国内利用の情報要素群として予約されている。 

ビット 

  ８      ７      ６      ５      ４      ３      ２      １ 

 

拡  張  の  た  め  の  エ  ス  ケ  ー  プ 

  １      １      １      １      １      １      １      １ 

 

  １     ｺｰﾃｨﾝｸﾞ       情報要素動作指示フィールド 

 拡 張    標 準      ﾌﾗｸﾞ   予約済  情報要素動作内容 

 

 

情  報  要  素  内  容  長 

 

 

 

情  報  要  素  識  別  子 

 

 

情  報  要  素  内  容 

オクテット 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 
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 コード群６は、公衆網もしくは私設網特有の情報要素群として予約されている。 

 コード群７は、ユーザ特有の情報要素群として予約されている。 

 

 4.5.1節で定められたコーディング規定は、任意の使用中コード群に属する情報要素に適用される。 

 

 ある使用中コード群から別のコード群へのシフト（即ち固定シフトによるもの）はもとのコード群より

数値の高いコード群へのみ可能である。 

 

 一時シフト手順を用いるとコード群４、５、６、７に属する情報要素は、使用中コード群であるコード

群０に属する情報要素と一緒に出現しうる。（4.5.4節参照） 

 

 ユーザまたはネットワーク装置は、固定シフト、一時シフトの両方のシフト情報要素を認識する能力並

びに後に続く情報要素長を決定する能力を持つべきである。ただし、これらの装置は、これらの情報要素

の内容に従い解釈したり機能したりする必要はない。これによりその装置は、その後に続く情報要素の開

始位置を決定できる。 

 

 コード群７は、将来のサービス定義、両者の合意、あるいは特定ユーザに対しローカル網を介してサポ

ートする準備がされている以外、認識されない情報要素処理手順（5.6.8.1 節参照）に従い、ローカル網の

最初の交換で処理される。 

 

 コード群６は、ローカル網（公衆か私設かどちらか）に特有の情報要素として予約されている。それ自

体では、ローカル網間の境界、国内、国際上の境界を介する意味を持たない。それゆえ、コード群６の情

報要素は、ローカル網上の境界を越えた最初の交換で認識されない情報要素の処理手順（5.6.8.1 節参照）

に従い処理される。両者の合意がある場合は、この限りではない。 

 

 コード群５は、国内利用の情報要素として予約されている。それ自体、国際上の境界を介する意味を持

たない。それゆえ、コード群５の情報要素は、国際上の境界を越えた最初の交換で認識されない情報要素

の処理手順（5.6.8.1節参照）に従い、処理される。両者の合意がある場合は、この限りではない。 

 

 コード群４は、ＩＳＯ／ＩＥＣ標準と規定される情報要素に予約されている。 

 

 コード群１～３は、将来のＩＴＵ－Ｔ／ＴＴＣ使用に予約されている。 
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4.5.3 広帯域固定シフト[Broadband-locking shift]手順 

 広帯域固定シフト手順では、新たな使用中コード群を示すために情報要素を使用する。 

指定されたコード群は、他のコード群の使用を指定する別の広帯域固定シフト情報要素が現れるまで、継

続して使用中とする。例えば、メッセージ内容解析の開始時には、コード群０が使用中であるとする。コ

ード群５の広帯域固定シフトが現れた場合には、次の情報要素からは、他のシフト情報要素が現れるまで、

コード群５で割り当てられた情報要素識別子に従って解釈される。 

 この手順は、もとのコード群よりも高い順位のコード群にシフトするためだけに使用される。 

 広帯域固定シフトは、広帯域固定シフト情報要素を含むメッセージ内でのみ有効である。すべてのメッ

セージ内容解析の開始時における使用中コード群は、コード群０である。 

 広帯域固定シフト情報要素は、情報要素フォーマットを使用し、図４－１０／ＪＴ－Ｑ２９３１及び表

４－４／ＪＴ－Ｑ２９３１に示すようにコード化する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      図４－１０／ＪＴ－Ｑ２９３１ 広帯域固定シフト情報要素 

             (ITU-T Q.2931) 

ビット 

    ８   ７   ６   ５   ４   ３   ２   １ 

 

広帯域固定シフト 

    ０      １      １      ０      ０      ０      ０      ０ 

情報要素識別子 

 

  １      ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ標準          情報要素動作指示フィールド 

 拡  張                   フラグ   予約済    情報要素動作内容 

 

 

広帯域固定シフト内容長 

 

 

  １                 予備                      新コード群識別 

 拡  張    ０      ０      ０      ０ 

オクテット 

 

１ 

 

 

２ 

 

 

３ 

 

４ 

 

５ 



 － 51 － ＪＴ－Ｑ２９３１ 

      表４－４／ＪＴ－Ｑ２９３１ 広帯域固定シフト情報要素 

            (ITU-T Q.2931) 

 

新コード群識別（オクテット５） 

 ビット 

 ３ ２ １ 

 ０ ０ ０  適用不可 

 ０ ０ １ 

        予約済 

 ０ １ １ 

 １ ０ ０  コード群４：ＩＳＯ／ＩＥＣ使用のための情報要素 

 １ ０ １  コード群５：国内使用のための情報要素 

 １ １ ０  コード群６：ローカル網（公衆網あるいは私設網）特有の情報要素 

 １ １ １  コード群７：ユーザ特有の情報要素 

 

～
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4.5.4 広帯域一時シフト[Broadband-non-locking shift]手順 

 広帯域一時シフト手順は、より低いあるいはより高い指定されたコード群に対して、一時的にシフトす

るのに用いられる。広帯域一時シフト手順では、広帯域一時シフト情報要素を使用して、次の単一の情報

要素の解釈に使用するコード群を示す。次の単一の情報要素の解釈の後、その次に続く任意の情報要素の

解釈には、一時シフトする前の使用中コード群が再び使用される。例えば、メッセージ内容解析の開始時

には、コード群０が使用中であるとする。コード群６の広帯域一時シフトが現れた場合には、次の情報要

素だけがコード群６で割り当てられた情報要素識別子に従って解釈される。この情報要素の解釈の後、そ

の次に続く情報要素の解釈には、再びコード群０が使用される。広帯域一時シフト情報要素が現在のコー

ド群を示す場合であっても、誤りとみなすべきではない。 

 広帯域固定シフト情報要素は、広帯域一時シフト情報要素の直後に続くことはない。この組み合わせを

受信した場合は、広帯域固定シフト情報要素のみが受信されたものとして解釈すべきである。 

 広帯域一時シフト情報要素は、情報要素フォーマットを使用し、図４－１１／ＪＴ－Ｑ２９３１及び表

４－５／ＪＴ－Ｑ２９３１に示すようにコード化する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      図４－１１／ＪＴ－Ｑ２９３１ 広帯域一時シフト情報要素 

              (ITU-T Q.2931) 

 

オクテット 

 

１ 

 

 

２ 

 

 

３ 

 

４ 

 

５ 

ビット 

    ８   ７   ６   ５   ４   ３   ２   １ 

 

広帯域一時シフト 

    ０      １      １      ０      ０      ０      ０      １ 

情報要素識別子 

 

  １     ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ標準            情報要素動作指示フィールド 

 拡  張                   フラグ   予約済      情報要素動作内容 

 

 

広帯域一時シフト内容長 

 

 

  １                 予備                    一時コード群識別 

 拡  張    ０      ０      ０      ０ 
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      表４－５／ＪＴ－Ｑ２９３１ 広帯域一時シフト情報要素 

            (ITU-T Q.2931) 

 

一時コード群識別（オクテット５） 

 ビット 

 ３ ２ １ 

 ０ ０ ０  コード群０（初期使用中）：ＪＴ－Ｑ２９３１情報要素 

 ０ ０ １ 

        予約済 

 ０ １ １ 

 １ ０ ０  コード群４：ＩＳＯ／ＩＥＣ使用のための情報要素 

 １ ０ １  コード群５：国内使用のための情報要素 

 １ １ ０  コード群６：ローカル網（公衆網あるいは私設網）特有の情報要素 

 １ １ １  コード群７：ユーザ特有の情報要素 

 

 

4.5.5 ＡＴＭアダプテーションレイヤ（ＡＡＬ）パラメータ[ATM Adaptation Layer parameters] 

 ＡＴＭアダプテーションレイヤ（ＡＡＬ）パラメータ情報要素の目的は、呼に対して使用されるＡＴＭ

アダプテーションレイヤ手順要素のための要求されたＡＴＭアダプテーションレイヤパラメータ値（エン

ド・エンドで意味を持つ）を示すことである。これには、ユーザによって選択可能なすべてのＡＡＬサブ

レイヤのためのパラメータを含む。 

 この情報要素の内容は、インタワーキングの場合を除いて、網に対して透過的である。 

 

 この情報要素の最大長は、２１オクテットである。 

 ＡＡＬパラメータ情報要素は、図４－１２／ＪＴ－Ｑ２９３１及び表４－６／ＪＴ－Ｑ２９３１に示す

ようにコード化する。 

～
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           図４－１２ａ／ＪＴ－Ｑ２９３１ ＡＡＬパラメータ情報要素 

                    (ITU-T Q.2931)        （オクテット１－５） 

ビット 

    ８   ７   ６   ５   ４   ３   ２   １ 

 

             ＡＡＬパラメータ 

    ０      １      ０      １      １      ０      ０      ０ 

              情報要素識別子 

 

  １     ｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ標準           情報要素動作指示フィールド 

 拡  張                   フラグ    予約済      情報要素動作内容 

 

 

ＡＡＬパラメータ内容長 

 

 

ＡＡＬタイプ 

 

ＡＡＬタイプによって異なる追加内容（下記参照） 

オクテット 

 

１ 

 

 

２ 

 

 

３ 

 

４ 

 

５ 
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（ＡＡＬタイプ１の場合の継続する内容） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      図４－１２ｂ／ＪＴ－Ｑ２９３１ ＡＡＬパラメータ情報要素 

              (ITU-T Q.2931)        （ＡＡＬタイプ１の場合の継続するオクテット） 

 

（注１）これらのオクテットは、オクテット７．１が“ｎ×６４ｋｂｉｔ／ｓ”あるいは“ｎ×８ｋｂｉｔ／

ｓ”を示す場合にのみ存在する。 

ビット 

８   ７   ６   ５   ４   ３   ２   １ 

 

サブタイプ識別子 

１      ０      ０      ０      ０      １      ０      １ 

サブタイプ 

ＣＢＲレート識別子 

１      ０      ０      ０      ０      １      １      ０ 

ＣＢＲレート 

マルチプライヤ識別子 

１      ０      ０      ０      ０      １      １      １ 

 

マルチプライヤ 

 

 

ソースクロック周波数再生法識別子 

１      ０      ０      ０      １      ０      ０      ０ 

ソースクロック周波数再生法 

誤り訂正法識別子 

１      ０      ０      ０      １      ０      ０      １ 

誤り訂正法 

構造化データ転送ブロックサイズ識別子 

１      ０      ０      ０      １      ０      １      ０ 

 

構造化データ転送ブロックサイズ 

 

部分充填セル法識別子 

１      ０      ０      ０      １      ０      １      １ 

部分充填セル法 

オクテット 

６ 

 

６．１ 

７ 

 

７．１ 

８＊ 

（注１） 

８．１＊ 

（注１） 

８．２＊ 

（注１） 

９＊ 

 

９．１＊ 

１０＊ 

 

１０．１＊ 

１１＊ 

 

１１．１＊ 

 

１１．２＊ 

１２＊ 

 

１２．１＊ 
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（ＡＡＬタイプ３／４の場合の継続する内容） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            図４－１２ｃ／ＪＴ－Ｑ２９３１ ＡＡＬパラメータ情報要素 

                    (ITU-T Q.2931)        （ＡＡＬタイプ３／４の場合の継続するオクテット） 

 

 （注）「応答」（ＣＯＮＮ）メッセージにおいて使用されるオクテット群６－８の値の表示は、付属資

料Ｆに指定されている。 

ビット 

８   ７   ６   ５   ４   ３   ２   １ 

 

順方向最大ＣＰＣＳ－ＳＤＵサイズ識別子 

１      ０      ０      ０      １      １      ０      ０ 

 

順方向最大ＣＰＣＳ－ＳＤＵサイズ 

 

逆方向最大ＣＰＣＳ－ＳＤＵサイズ識別子 

１      ０      ０      ０      ０      ０      ０      １ 

 

逆方向最大ＣＰＣＳ－ＳＤＵサイズ 

 

ＭＩＤ範囲識別子 

１      ０      ０      ０      ０      ０      １      ０ 

 

ＭＩＤ範囲（最低ＭＩＤ値） 

 

 

ＭＩＤ範囲（最高ＭＩＤ値） 

 

ＳＳＣＳタイプ識別子 

１      ０      ０      ０      ０      １      ０      ０ 

ＳＳＣＳタイプ 

オクテット 

６＊ 

 

６．１＊ 
 

６．２＊ 
 

７＊ 

 

７．１＊ 
 

７．２＊ 
 

８＊ 

 

 
８．１＊ 
 

８．２＊ 

 
８．３＊ 
 

８．４＊ 
 
９＊ 

 

９．１＊ 
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（ＡＡＬタイプ５の場合の継続する内容） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              図４－１２ｄ／ＪＴ－Ｑ２９３１ ＡＡＬパラメータ情報要素 

                      (ITU-T Q.2931)         （ＡＡＬタイプ５の場合の継続するオクテット） 

 

 （注）「応答」（ＣＯＮＮ）メッセージにおいて使用されるオクテット群６－７の値の表示は、付属資

料Ｆに指定されている。 

 

（ユーザ定義ＡＡＬの場合の継続する内容） 

 

                                ビット 

   ８   ７   ６   ５   ４   ３   ２   １ 

 

ユーザ定義ＡＡＬ情報 

ユーザ定義ＡＡＬ情報 

ユーザ定義ＡＡＬ情報 

ユーザ定義ＡＡＬ情報 

 

 

        図４－１２ｅ／ＪＴ－Ｑ２９３１ ＡＡＬパラメータ情報要素 

                 (ITU-T Q.2931)        （ユーザ定義ＡＡＬの場合の継続するオクテット） 

ビット 

８   ７   ６   ５   ４   ３   ２   １ 

 

順方向最大ＣＰＣＳ－ＳＤＵサイズ識別子 

１      ０      ０      ０      １      １      ０      ０ 

 

順方向最大ＣＰＣＳ－ＳＤＵサイズ 

 

逆方向最大ＣＰＣＳ－ＳＤＵサイズ識別子 

１      ０      ０      ０      ０      ０      ０      １ 

 

逆方向最大ＣＰＣＳ－ＳＤＵサイズ 

 

ＳＳＣＳタイプ識別子 

１      ０      ０      ０      ０      １      ０      ０ 

ＳＳＣＳタイプ 

オクテット 
 
５．１＊ 
５．２＊ 
５．３＊ 
５．４＊ 

 
オクテット 

６＊ 

 

６．１＊ 
 

６．２＊ 
 

７＊ 

 

７．１＊ 
 

７．２＊ 

 
８＊ 

 

８．１＊ 
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      表４－６ａ／ＪＴ－Ｑ２９３１ ＡＡＬパラメータ情報要素 

              (ITU-T Q.2931) 

 

ＡＡＬタイプ（オクテット５） 

 ビット 

 ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 音声用ＡＡＬ（注１、注２） 

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ＡＡＬタイプ１ 

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ＡＡＬタイプ２（注２） 

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ ＡＡＬタイプ３／４ 

 ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １ ＡＡＬタイプ５ 

 ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ユーザ定義ＡＡＬ 

 上記以外 予約済 

 

 （注１）音声用デフォルトＡＡＬは、６４ｋｂｉｔ／ｓ音声帯域信号転送（ＪＴ－Ｇ７１１／ＪＴ－Ｇ

７２２）のためにＪＴ－Ｉ３６３．１で指定されたＡＡＬである。 

 （注２）ＡＡＬタイプ２及び音声用ＡＡＬの場合は、図４－１２／ＪＴ－Ｑ２９３１に与えられている

ような継続するパラメータは指定されない。 

 

サブタイプ（ＡＡＬタイプ１の場合のオクテット６．１） 

 ビット 

 ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 無効 

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ 64kbit/s音声帯域信号転送(JT-G711/JT-G722) 

  （注：今後の検討課題である、JT-I363.1参照) 

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ 回線信号転送(JT-I363.1 2.5.1.1節参照) 

 ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ 高品質オーディオ信号転送 

  （注：今後の検討課題である、JT-I363.1参照) 

 ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １ ビデオ信号転送 

  （注：今後の検討課題である、JT-I363.1参照) 

 上記以外 予約済 
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ＣＢＲレート（ＡＡＬタイプ１の場合のオクテット７．１） 

 ビット 

 ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １      ６４ ｋｂｉｔ／ｓ 

 ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０    １５４４ ｋｂｉｔ／ｓ 

 ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １    ６３１２ ｋｂｉｔ／ｓ 

 ０ ０ ０ ０ ０ １ １ ０   ３２０６４ ｋｂｉｔ／ｓ 

 ０ ０ ０ ０ ０ １ １ １   ４４７３６ ｋｂｉｔ／ｓ 

 ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０   ９７７２８ ｋｂｉｔ／ｓ 

 ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０    ２０４８ ｋｂｉｔ／ｓ 

 ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １    ８４４８ ｋｂｉｔ／ｓ 

 ０ ０ ０ １ ０ ０ １ ０   ３４３６８ ｋｂｉｔ／ｓ 

 ０ ０ ０ １ ０ ０ １ １  １３９２６４ ｋｂｉｔ／ｓ 

 ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０    ｎ×６４ ｋｂｉｔ／ｓ 

 ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １    ｎ× ８ ｋｂｉｔ／ｓ 

 上記以外             予約済 

 

マルチプライヤ（ＡＡＬタイプ１でオクテット７．１がｎ×６４ｋｂｉｔ／ｓあるいはｎ×８ｋｂｉｔ／

ｓの場合のオクテット８．１及び８．２） 

 ｎ×６４ｋｂｉｔ／ｓの場合、２から２１６－１までの整数で表されるマルチプライヤ値 

 ｎ×８ｋｂｉｔ／ｓの場合、１から７までの整数で表されるマルチプライヤ値 
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              表４－６ｂ／ＪＴ－Ｑ２９３１  ＡＡＬパラメータ情報要素 

              （ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２９３１） 

 

ソースクロック周波数再生法（ＡＡＬ タイプ１の場合のオクテット ９．１） 

 ビット 

 ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０  提供されない（同期回線信号転送） 

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １  同期残差タイムスタンプ（ＳＲＴＳ）法（非同期回線信号転送） 

                  （ＴＴＣ標準 JT-I363.1 2.5.2.2.1節参照） 

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０  適応クロック法 

                  （ＴＴＣ標準 JT-I363.1 2.5.2.2.2節参照） 

 上記以外             予約済み 

 

誤り訂正法（ＡＡＬ タイプ１の場合のオクテット １０．１） 

 ビット 

 ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０  提供されない（誤り訂正が提供されない） 

０  ０ ０ ０ ０ ０ ０ １  ﾛｽｾﾝｼﾃｨﾌﾞ信号転送による順方向誤り訂正法（ＴＴＣ標準  

                JT-I363.1参照） 

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０  ﾃﾞｨﾚｲｾﾝｼﾃｨﾌﾞ信号転送による順方向誤り訂正法  

                  （注：今後の検討課題である。ＴＴＣ標準 JT-I363.1参照） 

 上記以外             予約済み 

 

構造化データ転送ブロックサイズ（ＡＡＬ タイプ１の場合のオクテット １１．１および１１．２） 

 １６ビット、１から６５、５３５（すなわち２１６－１）の整数値表示。このパラメータは構造化された

データ転送（ＳＤＴ）ＣＢＲサービスのブロックサイズを表す。 

 

注）ＡＡＬタイプ１構造化データ転送（ＳＤＴ）サービスをサポートしているＡＴＭコネクションが提供

されている場合、構造化データ転送（ＳＤＴ）プロトコルは、構造化データ転送（ＳＤＴ）ブロック

サイズが“１”の場合と構造化データ転送（ＳＤＴ）ブロックサイズの範囲が２～２１６―１の場合と

を識別しうる。ブロックサイズ“１”を使用する特別な場合については、検討中である。ＴＴＣ標準

JT-I363.1参照。 
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              表４－６ｃ／ＪＴ－Ｑ２９３１  ＡＡＬパラメータ情報要素 

              （ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２９３１） 

 

部分充填セル法（ＡＡＬ タイプ１の場合のオクテット １２．１） 

 ビット 

 ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ 

  ～ 

 ０ ０ １ ０ １ １ １ １ 

 

 使用されているＳＡＲ－ＰＤＵペイロードのオクテットの数の整数値表示。（１から４７までの値） 

 （注：今後の検討課題である，ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３６３．１参照） 

 

順方向最大ＣＰＣＳ－ＳＤＵサイズ（ＡＡＬ タイプ３／４および５の場合のオクテット６．１および６．

２） 

 １６ビット、０から６５、５３５（すなわち２１６－１）の整数値表示。このパラメータは、順方向に適

用される（発側のユーザから着側のユーザ、付属資料Ｊ参照） 

 

逆方向最大ＣＰＣＳ－ＳＤＵサイズ（ＡＡＬ タイプ３／４および５の場合のオクテット７．１および７．

２） 

 １６ビット、０から６５、５３５（すなわち２１６－１）の整数値表示。このパラメータは、逆方向に適

用される（着側のユーザから発側のユーザ、付属資料Ｊ参照） 

 

ＭＩＤ範囲（ＡＡＬ タイプ３／４の場合のオクテット ８．１、８．２、８．３および８．４） 

 ０から１０２３の間の値で、ＭＩＤ範囲の最低ＭＩＤ値（オクテット８．１および８．２）および最高

ＭＩＤ値（オクテット８．３および８．４）の整数値表示。 
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              表４－６ｄ／ＪＴ－Ｑ２９３１  ＡＡＬパラメータ情報要素 

              （ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２９３１） 

 

ＳＳＣＳタイプ（ＡＡＬ  タイプ３／４の場合のオクテット９．１；ＡＡＬ タイプ５の場合のオクテッ

ト８．１） 

 ビット 

 ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０  提供されない 

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １  ＳＳＣＯＰに基づくＳＳＣＳデータ（確認型動作） 

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １  ０  ＳＳＣＯＰに基づくＳＳＣＳデータ（非確認型動作） 

 ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０  フレームリレーＳＳＣＳ 

 上記以外             予約済み 

 

ユーザ定義のＡＡＬ情報（ユーザ定義ＡＡＬの場合のオクテット５．１～５．４） 

 ビット 

 ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

 ユーザ特有 

 

 （注）ＡＡＬパラメータサブフィールドが無い場合には、以下のデフォルト値を割り当てる。 

 サブタイプ ：デフォルトなし（ＡＡＬタイプ１の場合必須） 

 ＣＢＲレート ：デフォルトなし（ＡＡＬタイプ１の場合必須） 

 マルチプライヤ ：デフォルトなし（ＣＢＲレート ｎ×６４ kbit/s お 

    よびｎ×８ kbit/s の場合必須） 

 クロック周波数再生 ：デフォルト＝提供されない 

 誤り訂正 ：デフォルト＝提供されない 

 構造化データ転送 (SDT)ブロックサイズ ：デフォルト＝構造化データ転送(SDT) は使用しない 

 部分充填セル ：デフォルト＝４７オクテット 

 順方向最大ＣＰＣＳ－ＳＤＵサイズ ：デフォルト＝６５、５３５オクテット 

 逆方向最大ＣＰＣＳ－ＳＤＵサイズ ：デフォルト＝６５、５３５オクテット 

 ＭＩＤ範囲 ：デフォルト＝０－０（ＭＩＤフィールドによって多 

    重化されない） 

 ＳＳＣＳタイプ ：デフォルト＝提供されない 
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4.5.6 ＡＴＭトラヒック記述子  ［ATM traffic descriptor］ 

 ＡＴＭトラヒック記述子情報要素の目的は、トラヒック制御能力を規定するためのトラヒックパラメー

タセットを規定する。 

 

 リリース１では、ＡＴＭトラヒック記述子によってＡＴＭピークセルレート（ＴＴＣ標準ＪＴ－３７１

参照）の値が示される。ＡＴＭピークセルレート値（ＡＴＭトラヒック記述子情報要素に示される）は、

ユーザプレーン情報速度およびすべてのエンド・エンドユーザ生成のＯＡＭＦ５フロー両方の合計を示す。 

 

 ユーザがエンド・エンドＯＡＭＦ５フローメッセージを使用しようとした場合は、片方向のコネクショ

ンの反対方向のピークセルレートは、“０”で表示されてはならない。 

 

 ピークセルレートは、１秒あたりのセル数をサブフィールドに続く３オクテットに整数値表示によって

記述される。 

 

 ＡＴＭトラヒック記述子情報要素は、図４－１３／ＪＴ－Ｑ２９３１および表４－７／ＪＴ－Ｑ２９３

１に示すようにコード化される。この情報要素の最大長は２０オクテットである。 
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   図４－１３／ＪＴ－Ｑ２９３１ ＡＴＭトラヒック記述子情報要素 

    （ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２９３１） 

 

 注１）ＣＬＰ＝０のピークセルレートが存在する場合網リソース割当は、ＣＬＰ＝０＋１のピークセル

レートとＣＬＰ＝０のピークセルレートの差分が、ＣＬＰ＝１によって使用されると仮定しなけ

ればならない。 

 注２）ＣＬＰ＝０＋１のピークセルレートのみ存在する場合網リソース割当は、完全なピークセルレー

トが、ＣＬＰ＝０により使用することができると仮定しなければならない。 

ビット 

８      ７      ６      ５      ４      ３      ２      １ 
 

ＡＴＭトラヒック記述子 

０      １      ０      １      １      ０      ０      １ 

情報要素識別子 

  １    コーディング          情報要素動作指示フィールド 

 拡張        標準         フラグ   予約済    情報要素動作内容 

 

ＡＴＭトラヒック記述子内容長 

 

順方向ピークセルレート識別子（ＣＬＰ＝０） 

１      ０      ０      ０      ０      ０      １      ０ 

 

順方向ピークセルレート（ＣＬＰ＝０） 

 

逆方向ピークセルレート識別子（ＣＬＰ＝０） 

１      ０      ０      ０      ０      ０      １      １ 

 

逆方向ピークセルレート（ＣＬＰ＝０） 

 

順方向ピークセルレート識別子（ＣＬＰ＝０＋１） 

１      ０      ０      ０      ０      １      ０      ０ 

順方向ピークセルレート（ＣＬＰ＝０＋１） 
 
 

逆方向ピークセルレート識別子（ＣＬＰ＝０＋１） 
 

１      ０      ０      ０      ０      １      ０      １ 
 
 

逆方向ピークセルレート（ＣＬＰ＝０＋１） 

オクテット 

１ 

２ 

３ 

４ 

５*（注１） 

５. １* 

５. ２* 

５. ３* 

６*（注１） 

６. １* 

６. ２* 

６. ３* 

７（注２） 

７. １ 

７. ２ 

７. ３ 

８（注２） 

８. １ 

８. ２ 

８. ３ 
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            表４－７／ＪＴ－Ｑ２９３１ ＡＴＭトラヒック記述子情報要素 

      （ＩＴＵ－Ｔ Ｑ．２９３１） 

 

順方向／逆方向ピークセルレート（オクテットｉ．１～ｉ．３、ｉの値は５、６、７または８） 

 

 １秒あたりのセル数の３オクテット整数値表示のコード表示。第１オクテットのビット８はＭＳＢ、そ

して第３オクテットのビット１はＬＳＢとなる。 

 “順方向”は、発側ユーザから着側ユーザと定義する。 

 “逆方向”は、順方向の逆とする。つまり、着側ユーザから発側ユーザとする。（付属資料Ｊ参照） 

 

 

4.5.7 広帯域伝達能力  ［Broadband bearer capability］ 

TTC標準 JT-Q2961.2参照 
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4.5.8 広帯域高位レイヤ情報［B-HLI］ 

 広帯域高位レイヤ情報情報要素の目的は、アドレス指定されたエンティティ（例えば、発信ユーザによ

りアドレス指定されたリモートユーザ、インタワーキングユニット、網の高位レイヤ機能ノード）に対し

て通信可能性チェックを行える手段を提供することである。広帯域高位レイヤ情報情報要素は、発信側エ

ンティティ（例えば、発信ユーザ）とアドレス指定された着信側のエンティティ間をＢ－ＩＳＤＮ網内で

は、トランスペアレントに運ばれる。 

 広帯域高位レイヤ情報情報要素は、図４－１５／ＪＴ－Ｑ２９３１と表４－９／ＪＴ－Ｑ２９３１に示

すようにコード化する。本情報要素の最大長は、１３オクテットである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－１５／ＪＴ－Ｑ２９３１ 広帯域高位レイヤ情報情報要素 

                        (ITU-T Q.2931) 

 

オクテット 

 

１ 

 

 

２ 

 

 

３ 

 

 

４ 

 

 

５ 

 

 

６-13* 

ビット 

  ８   ７   ６   ５   ４   ３   ２   １ 

 

広帯域高位レイヤ情報 

  ０      １      ０      １      １      １      ０      １ 

情報要素識別子 

 

  １    コーディング            情報要素動作指示フィールド 

 拡  張      標  準       フラグ   予約済    情報要素動作内容 

 

 

 

広帯域高位レイヤ情報内容長 

 

 

 

  １          高位レイヤ情報種別 

 拡  張 

 

高位レイヤ情報 
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表４―９／ＪＴ－Ｑ２９３１ 広帯域高位レイヤ情報情報要素 

                        (ITU-T Q.2931) 

 

高位レイヤ情報種別（オクテット５） 

 ビット 

 ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０  ＩＳＯ／ＩＥＣ（注１） 

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １  ユーザ特有（注２） 

 ０ ０ ０ ０ ０ １ １  ベンダ特有のアプリケーション識別子（注３） 

 ０ ０ ０ ０ １ ０ ０  ＩＴＵ－Ｔ／ＴＴＣにおけるＢ－ＩＳＤＮテレサービス勧告／標準を 

                参照（注４） 

 上記以外           予約済み 

 

 （注１）このコードポイントはＩＳＯ／ＩＥＣ標準で使用するために予約済みである。 

 （注２）本高位レイヤ情報種別が用いられた場合、オクテット６－１３のコーディング法はユーザ定義

による。コードポイントの使用についてはエンドユーザ間双方の合意が必要である。 

 （注３）この高位レイヤ情報種別を使用するときは、オクテット６－１２は以下のようにコード化され

る。 

     オクテット６－８はグローバルに付与されているＯＵＩ（Organizationally Unique 

Identifier）（ＩＥＥＥ標準８０２－１９９０年版５．１節による）を含む。ＯＵＩのオクテ

ット０以下は広帯域高位レイヤ情報のオクテット６以下に設定される。ＯＵＩのＬＳＢはＢ－

ＨＬＩのビット８に設定され、ＯＵＩのＭＳＢは広帯域高位レイヤ情報のビット１に設定され

る。オクテット６のビット７は常に“０”に設定される。 

     オクテット９－１２はＯＵＩによって識別されるベンダによって付与されるアプリケーション

識別子を含む。 

     オクテット１３はこの高位レイヤ情報種別では使用されない。 

 （注４）これらの勧告／標準のためのコードポイントは、オクテット６に表示される。特定のコードポ

イントは、それに対応する勧告／標準を完成させた時に追加される。 

 

高位レイヤ情報（オクテット６－１３） 

 これらのオクテットの内容は、高位レイヤ情報種別で定義する。 

 

4.5.9 広帯域低位レイヤ情報〔B-LLI〕 

 広帯域低位レイヤ情報情報要素の目的は、アドレス指定されたエンティティ（例えば、発信ユーザによ

りアドレス指定されたリモートユーザ、インタワーキングユニット、網の高位レイヤ機能ノード）に対し

て通信可能性確認を行うための手段を提供することである。広帯域低位レイヤ情報情報要素は、発信側エ

ンティティ（例えば、発信ユーザ）とアドレス指定された着信側のエンティティ間をＢ－ＩＳＤＮ網内で

は、トランスペアレントに運ばれる。 

 広帯域低位レイヤ情報のネゴシエーション（付属資料Ｃ参照）のために、広帯域低位レイヤ情報情報要

素は、アドレス指定された着信側エンティティから発信側エンティティに対しても、トランスペアレント

に通過される。 

 広帯域低位レイヤ情報情報要素は、図４－１６／ＪＴ－Ｑ２９３１と表４－１０／ＪＴ－Ｑ２９３１に

示すようにコード化する。本情報要素の最大長は、１７オクテットである。 



 

ＪＴ－Ｑ２９３１ － 68 － 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図４－１６／ＪＴ－Ｑ２９３１ 広帯域低位レイヤ情報情報要素 

                         (ITU-T Q.2931) 

ビット 
  ８   ７   ６   ５   ４   ３   ２   １ 

 
広帯域低位レイヤ情報 

    ０      １      ０      １      １      １      １      １ 
情報要素識別子 

 
  １    コーディング            情報要素動作指示フィールド 
 拡  張      標  準      フラグ     予約済    情報要素動作内容 
 
 

広帯域低位レイヤ情報内容長 
 
 

  １      ０      １        ユーザ情報レイヤ１プロトコル 
 拡  張  レイヤ１識別 
 
 ０／１    １      ０        ユーザ情報レイヤ２プロトコル 
 拡  張  レイヤ２識別 
 
 ０／１    モード          ０      ０      ０       ＪＴ－Ｑ９３３ 
 拡  張                           予  備                使  用 
 
  １                ウィンドウサイズ（ｋ） 
 拡  張 
 
  １            ユーザ特有レイヤ２プロトコル情報 
 拡  張 
 
 ０／１    １      １        ユーザ情報レイヤ３プロトコル 
 拡  張  レイヤ３識別 
 
 ０／１    モード          ０     ０      ０      ０      ０ 
 拡  張                                  予  備 
 
 ０／１    ０      ０      ０      デフォルトパケットサイズ 
 拡  張          予  備 
 
  １                パケットウィンドウサイズ 
拡  張 

 
 
  １            ユーザ特有レイヤ３プロトコル情報 
 拡  張 

 
レイヤ３プロトコル付加情報 

 

オクテット 

１ 

２ 

３ 

４ 

５* 

６* 

６a*（注１） 

６b*（注１） 

６a*（注２） 

７* 

７a*（注３） 

７b*（注３） 

７c*（注３） 

７a*（注４） 

7.1*（注５） 

7.2*（注５） 

7.3*（注５） 

7.4*（注５） 

7.5*（注５） 

7.6*（注５） 

7.7*（注５） 

7.8*（注５） 

（継  続） 
 

（継  続） 
 

（継  続） 
 

（継  続） 
 

（継  続） 
 

（継  続） 
 

（継  続） 
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 （注１）本オクテットは、オクテット６が表４－１０／ＪＴ－Ｑ２９３１に示されている確認形ＨＤＬ

Ｃの手順を示す場合にのみ存在する。 

 （注２）本オクテットは、オクテット６がユーザ特有レイヤ２プロトコルを示す場合にのみ存在する。 

 （注３）本オクテットは、オクテット７が表４－１０／ＪＴ－Ｑ２９３１に示されている標準ＪＴ－Ｘ

２５、ＩＳＯ／ＩＥＣ ８２０８またはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２２３―ＩＳＯ／ＩＥＣ８８７８

に基づいたレイヤ３プロトコルを示す場合にのみ存在する。 

 （注４）本オクテットは、オクテット７がユーザ特有レイヤ３プロトコルを示す場合にのみ存在する。 

 （注５）これらのオクテットは、オクテット７がＩＳＯ／ＩＥＣ ＴＲ９５７７を示す場合にのみ存在

する。 
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表４―１０ａ／ＪＴ－Ｑ２９３１ 広帯域低位レイヤ情報情報要素 

                        (ITU-T Q.2931) 

 

ユーザ情報レイヤ１プロトコル（オクテット５） 

 全て予約済み 

 

ユーザ情報レイヤ２プロトコル（オクテット６） 

 ビット 

 ５ ４ ３ ２ １ 

 ０ ０ ０ ０ １  ＩＳＯ １７４５基本モード 

 ０ ０ ０ １ ０  標準ＪＴ－Ｑ９２１（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．４４１） 

 ０ ０ １ １ ０  標準ＪＴ－Ｘ２５リンクレイヤ（注１、４） 

 ０ ０ １ １ １  ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２５マルチリンク（注４） 

 ０ １ ０ ０ ０  拡張ＬＡＰＢ；半２重用（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．７１） 

 ０ １ ０ ０ １  ＨＤＬＣ ＡＲＭ（ＩＳＯ／ＩＥＣ ４３３５）（注４） 

 ０ １ ０ １ ０  ＨＤＬＣ ＮＲＭ（ＩＳＯ／ＩＥＣ ４３３５）（注４） 

 ０ １ ０ １ １  ＨＤＬＣ ＡＢＭ（ＩＳＯ／ＩＥＣ ４３３５）（注４） 

 ０ １ １ ０ ０  ＬＡＮロジカル・リンク・コントロール（ＩＳＯ  ８８０２－２） 

 ０ １ １ ０ １  標準ＪＴ－Ｘ７５シングルリンク手順（ＳＬＰ）（注４） 

 ０ １ １ １ ０  標準ＪＴ－Ｑ９２２（注４） 

 １ ０ ０ ０ ０  ユーザ特有（注２） 

 １ ０ ０ ０ １  ＩＳＯ／ＩＥＣ ７７７６ ＤＴＥ－ＤＴＥ手順（注３、４） 

 上記以外       予約済み 

 

 （注１）本標準は、ＩＳＯ／ＩＥＣ ７７７６ ＤＴＥ－ＤＣＥ手順と整合性がある。 

 （注２）このコーディングが含まれる場合、オクテット６ａはユーザ特有レイヤ２プロトコルに対する

ユーザコーディングを含む。 

 （注３）本標準は、標準ＪＴ－Ｔ９０において定義された適用規則により修正された標準ＪＴ－Ｘ７５

と整合性がある。 

 （注４）このコーディングが含まれる場合、ＴＴＣ標準コーディングされたオクテット６ａ、６ｂが含

まれうる。 

 

ＴＴＣ標準コーディングに対するオクテット６ａ 

動作モード（オクテット６ａ） 

 ビット 

 ７ ６ 

 ０ １  通常モード 

 １ ０  拡張モード 

 上記以外 予約済み 
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表４―１０ｂ／ＪＴ－Ｑ２９３１ 広帯域低位レイヤ情報情報要素 

                          (ITU-T Q.2931) 

 

ＪＴ－Ｑ９３３使用（オクテット６ａ） 

 ビット 

 ２ １ 

 ０ ０  標準ＪＴ－Ｑ９３３において定義されたコーディングが未使用の場合 

 上記以外 予約済み 

ユーザプロトコルに対するオクテット６ａ 

ユーザ特有レイヤ２プロトコル情報（オクテット６ａ） 

 オクテット６ａの使用とコーディングは、ユーザ定義に従う。 

 

ウィンドウサイズ（ｋ）（オクテット６ｂ） 

 ｋパラメータのビット１～７の２進コーディングは、１から１２７の範囲の値をとる。 

 

ユーザ情報レイヤ３プロトコル（オクテット７） 

 ビット 

 ５ ４ ３ ２ １ 

 ０ ０ １ １ ０  標準ＪＴ－Ｘ２５パケットレイヤ（注２） 

 ０ ０ １ １ １  ＩＳＯ／ＩＥＣ ８２０８（データ端末のためのＸ．２５パケットレベルプロ 

トコル）（注２） 

 ０ １ ０ ０ ０  ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２２３|ＩＳＯ／ＩＥＣ８８７８ 

（ＯＳＩ－ＣＯＮＳを提供するためのＩＳＯ／ＩＥＣ ８２０８と 標準ＪＴ－

Ｘ２５の使用） 

 ０ １ ０ ０ １  ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２３３|ＩＳＯ／ＩＥＣ ８４７３ 

            （ＯＳＩコネクションレスモードプロトコル） 

 ０ １ ０ １ ０  ＩＴＵ－Ｔ勧告 Ｔ．７０ミニマムネットワークレイヤ 

 ０ １ ０ １ １  ＩＳＯ／ＩＥＣ ＴＲ９５７７（注３） 

 １ ０ ０ ０ ０  ユーザ特有（注１） 

 上記以外       予約済み 

 

 （注１）このコーディングが含まれる場合、オクテット７ａはユーザ特有レイヤ３プロトコルに対する

ユーザコーディングを含む。 

 （注２）このコーディングが含まれる場合、ＴＴＣ標準コーディングされたオクテット７ａ、７ｂ、７

ｃが含まれうる。 

 （注３）拡張したオクテット（７．１－７．８）が含まれている場合、それらのオクテットはＩＳＯ／

ＩＥＣ ＴＲ９５７７に従うレイヤ３プロトコル識別（例えば、ＩＳＯ／ＩＥＣ ＴＲ９５７

７付属資料ＣおよびＤを参照）を示す。含まれていない場合、ＩＳＯ／ＩＥＣ ＴＲ９５７７

に定義されているように、コネクション上で運ばれるネットワークレイヤプロトコル識別（Ｎ

ＬＰＩＤ）がサポートされる。 



ＪＴ－Ｑ２９３１ － 72 － 

     表４―１０ｃ／ＪＴ－Ｑ２９３１ 広帯域低位レイヤ情報情報要素 

                  (ITU-T Q.2931) 

 

ＴＴＣ標準コーディングに対するオクテット７ａ 

動作モード（オクテット７ａ） 

 ビット 

 ７ ６ 

 ０ １  通常パケットシーケンス番号付与 

 １ ０  拡張パケットシーケンス番号付与 

 上記以外 予約済み 

 

ユーザプロトコルに対するオクテット７ａ 

ユーザ特有レイヤ３プロトコル情報（オクテット７ａ） 

 オクテット７ａの使用とコーディングは、ユーザの定義した要求に従う。 

 

デフォルトパケットサイズ（オクテット７ｂ） 

 ビット 

 ４ ３ ２ １ 

 ０ １ ０ ０  デフォルトパケットサイズ１６オクテット 

 ０ １ ０ １  デフォルトパケットサイズ３２オクテット 

 ０ １ １ ０  デフォルトパケットサイズ６４オクテット 

 ０ １ １ １  デフォルトパケットサイズ１２８オクテット 

 １ ０ ０ ０  デフォルトパケットサイズ２５６オクテット 

 １ ０ ０ １  デフォルトパケットサイズ５１２オクテット 

 １ ０ １ ０  デフォルトパケットサイズ１０２４オクテット 

 １ ０ １ １  デフォルトパケットサイズ２０４８オクテット 

 １ １ ０ ０  デフォルトパケットサイズ４０９６オクテット 

 上記以外     予約済み 

 

パケットウィンドウサイズ（オクテット７ｃ） 

 パケットウィンドウサイズのビット１～７の２進コーディングは、１から１２７の範囲の値をとる。 

 

ＩＳＯ／ＩＥＣ ＴＲ９５７７に対するレイヤ３プロトコル付加情報（オクテット７．１－７．８） 

 ＩＳＯ／ＩＥＣ ＴＲ９５７７と同様に規定する。 
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4.5.10 呼状態［Call State］ 

呼状態情報要素の目的は、呼/コネクション(2.1 節参照)やインタワークに関する呼/コネクション(2.2 節

参照)やグローバル呼番号に関する呼/コネクション(2.3節参照)の現在の状態を示す事である。 

呼状態情報要素は、図 4-17/JT-Q2931と表 4-11/JT-Q2931に示すようにコード化される。 

 ITU-T勧告及びＴＴＣ標準コーディングを使用すると本情報要素の最大長は５オクテットである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図４－１７／ＪＴ－Ｑ２９３１  呼状態情報要素 

                                (ITU-T  Q.2931) 

オクテット 

 

１ 

 

 

 

２ 

 

 

３ 

 

４ 

 

５ 

ビット 
   ８      ７      ６      ５      ４      ３      ２      １ 

呼状態 

   ０      ０      ０      １      ０      １      ０      ０ 

情報要素識別子 

 

  １    コーディング          情報要素動作指示フィールド 

 

 拡張        標準     フラグ   予約済    情報要素動作内容 

 

 

呼状態内容長 

 

 

  ０   ０    呼状態値／グローバルインタフェース状態値 

  予備 
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表４－１１／ＪＴ－Ｑ２９３１  呼状態情報要素 

                                (ITU-T  Q.2931) 

 

呼状態値（オクテット５） 

 ビット 

 ６５４３２１  ユーザ状態 ネットワーク状態 

 ００００００  Ｕ０-空き  Ｎ０-空き 

 ０００００１  Ｕ１-発呼  Ｎ１-発呼 

 ００００１０  Ｕ２-分割発呼 Ｎ２-分割発呼 

 ００００１１  Ｕ３-発呼受付 Ｎ３-発呼受付 

 ０００１００  Ｕ４-呼出通知 Ｎ４-呼出通知 

 ０００１１０  Ｕ６-着呼  Ｎ６-着呼 

 ０００１１１  Ｕ７-呼出中 Ｎ７-呼出中 

 ００１０００  Ｕ８-応答  Ｎ８-応答 

 ００１００１  Ｕ９-着呼受付 Ｎ９-着呼受付 

 ００１０１０  Ｕ１０-通信中 Ｎ１０-通信中 

 ００１０１１  Ｕ１１-解放要求 Ｎ１１-解放要求 

 ００１１００  Ｕ１２-解放通知 Ｎ１２-解放通知 

 ０１１００１  Ｕ２５-分割着呼 Ｎ２５-分割着呼 

 上記以外    予約済  予約済 

 

グローバルインタフェース状態値（オクテット５） 

 ビット 

 ６５４３２１  状態 

 ００００００  ＲＥＳＴ０-空き 

 １１１１０１  ＲＥＳＴ１-初期設定要求 

 １１１１１０  ＲＥＳＴ２-初期設定 

 上記以外    予約済 
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4.5.11 着番号［Called party number］ 

 着番号情報要素の目的は、通信相手を表示する事である。 

 着番号情報要素は、図 4-18/JT-Q2931と表 4-12/JT-Q2931に示すようにコード化される。 

 本情報要素の最大長は網に依存する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （注１）番号ディジットは、オクテット６から入力された順番と同じ順番で現れる。すなわち最初に入

力された番号ディジットが、最初のオクテット６に入れられる。 

ディジットは IA5 キャラクタでコード化される。 

 （注２）アドレス/番号計画識別にＮＳＡＰアドレスの使用を表示した場合、アドレスはITU-T勧告

X.213｜ISO/IEC8348の表現でコード化される。 

 

図４－１８／ＪＴーＱ２９３１ 着番号情報要素 

                (ITU-T  Q.2931) 

オクテット 

 

１ 

 

 

 

２ 

 

３ 

 

４ 

 

 

５ 

 

 

６ (注 1) 

 

６ (注 2) 

ビット 

    ８      ７      ６      ５      ４      ３      ２      １ 

 

着番号 

    ０      １      １      １      ０      ０      ０      ０ 

情報要素識別子 

 

  １    コーディング          情報要素動作指示フィールド 

 拡張        標準          フラグ   予約済    情報要素動作内容 

 

 

着番号内容長 

 

 

  １          番号種別             アドレス/ 番号計画識別 

  拡張 

 

  ０                  アドレス/ 番号ディシット 

(IA5キャラクタ) 

 

ＮＳＡＰアドレスオクテット 
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表４－１２ａ／ＪＴ－Ｑ２９３１  着番号情報要素 

                (ITU-T  Q.2931) 

 

番号種別（オクテット５）  （注１） 

 ビット 

 ７６５ 

 ０００  不定（注２） 

 ００１  国際番号（注１、注３、注６） 

 ０１０  国内番号（注１、注３、注６） 

 ０１１  網特有番号（注４、注６） 

 １００  市内番号（注１、注３、注６） 

 １１０  短縮番号（注５） 

 １１１  拡張用に予約済 

 上記以外 予約済 

 

 （注１）国際、国内、市内番号の定義は、ITU-T勧告I.330を参照。 

 （注２）番号種別”不定”はアドレス／番号計画識別がＮＳＡＰアドレスと表示された場合か、または

ユーザあるいは網が、番号ディジットフィールドを用いて番号種別を表示する場合に使用され

る。後者の場合、番号ディジットフィールドは網のダイヤル手順に従って構成される。例えば、

プレフィックスがあるかもしれないし、その上エスケープがあるかもしれない。 

 （注３）プレフィックスを含まない。 

 （注４）番号種別”網特有番号”は、サービスを提供する網特有の管理番号あるいは、サービス番号を

示すことに使われる。例えば、オペレータをアクセスする場合に使用される。 

 （注５）このコードの提供は、網に依存する。この情報要素で提供される番号は、網により提供される

特有の番号計画の完全な番号の短縮表現を提供する。 

 （注６）明白な表示によってまたは番号計画が不定を示されることにより、網のデフォルト番号計画が

示されることで、ＩＳＤＮ番号計画（ITU-T勧告E.164 ）が使用されるときのみ、これらのコ

ードポイントが適用される。 
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表４－１２ｂ／ＪＴ－Ｑ２９３１  着番号情報要素 

                (ITU-T  Q.2931) 

 

アドレス/番号計画識別（オクテット５）  （注５） 

 ビット 

 ４３２１ 

 ００００  不定（注１） 

 ０００１  ＩＳＤＮ/電話番号計画  （ITU-T勧告Ｅ.164） 

 ００１０  ＮＳＡＰアドレス（ISO/IEC8348）（注２、注３） 

 １００１  私設網番号計画（注２、注４） 

 １１１１  拡張用に予約済 

 上記以外  予約済 

 

 （注１）番号計画識別“不定”は、網のデフォルトの番号計画を表わす。相方の合意または他の標準／

勧告の規定がない場合、網のデフォルト番号計画は“ISDN番号計画”とすべきである。  

（ITU-T勧告E.164） 

 （注２）このコードポイントの使用は網のオプションであり、網とユーザが同じ番号計画を使用するた

めには、網オペレータとユーザ間の相方の合意／取り決めが必要である。 

 （注３）このコードポイントが使用される場合、番号種別は“不定”とコード化される。 

 （注４）このコードポイントが使用される場合、番号種別の使用方法はこの標準の範囲外である。 

 （注５）すべての網とユーザはISDN番号計画をサポートしなければならない。他の番号計画を使用する

場合は、番号計画識別子の注を参照すること。 

 

アドレス/番号ディジット（オクテット６以上、ＩＡ５コーディング） 

 このフィールドは、適当な番号計画/網のダイヤル手順で指定される形式に従って,ＩＡ５コード化され

る。 

 

ＮＳＡＰアドレスオクテット（オクテット６以上、ＮＳＡＰアドレッシング） 

 番号計画識別にＮＳＡＰアドレスの表示が使用された場合、アドレスは ISO/IEC 8348に従ってコード化

される。 
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4.5.12 着サブアドレス［Called party subaddress］ 

 着サブアドレス情報要素の目的は、通信相手のサブアドレスを示す事である。サブアドレスの定義につ

いては ITU-T勧告 I.330を参照。 

 着サブアドレス情報要素は、図 4-19/JT-Q2931と表 4-13/JT-Q2931に示すようにコード化される。 

 本情報要素の最大長は２５オクテットである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－１９／ＪＴ－Ｑ２９３１  着サブアドレス情報要素 

              (ITU-T  Q2931) 

 

 

表４－１３ａ／ＪＴ－Ｑ２９３１ 着サブアドレス情報要素 

              (ITU-T  Q.2931) 

 

サブアドレス種別（オクテット５） 

 ビット 

 ７６５ 

 ０００  ＮＳＡＰ（ITU-T勧告 X.213｜ISO/IEC 8348） 

 ００１  ユーザ特有ＡＴＭエンドシステムアドレス 

 ０１０  ユーザ特有サブアドレス 

 上記以外 予約済 

ビット 

      ８      ７      ６      ５      ４      ３      ２      １ 

 

着サブアドレス 

      ０      １      １      １      ０      ０      ０      １ 

情報要素識別子 

 

   １    コーディング          情報要素動作指示フィールド 

 

  拡張        標準     フラグ   予約済    情報要素動作内容 

 

 

着サブアドレス内容長 

 

 

   １      サブアドレス種別        偶数    ０      ０      ０ 

  拡張                              奇数            予備 

                    表示 

 

サブアドレス情報 

 

オクテット 

 

１ 

 

 

 

２ 

 

 

３ 

 

４ 

 

 

５ 

 

 

 

６ 
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表４－１３ｂ／ＪＴ－Ｑ２９３１ 着サブアドレス情報要素 

              (ITU-T  Q.2931) 

 

偶数/奇数表示（オクテット５） 

 ビット 

 ４ 

 ０  アドレス信号の数が偶数 

 １  アドレス信号の数が奇数 

 

 （注）偶数/奇数表示は、サブアドレス種別が“ユーザ特有サブアドレス”で BCD 符号化の場合に使用

される。 

 

サブアドレス情報（オクテット６以上） 

 ＮＳＡＰ(ITU-T勧告 X.213｜ISO/IEC 8348)アドレスは，ＡＦＩ(Authority and Format Identifier)を含むオク

テット６の定義に従って構成される。コード化は端末選択を目的として使用される場合(注２)を除き ITU-

T 勧告 X.213｜ISO/IEC 8348 で定義されるように、推奨２進符号化によって行われる。このサブアドレス

種別の定義については ITU-T勧告 I.334参照。 

 ユーザ特有ＡＴＭエンドシステムアドレスの場合、フィールドは最大２０オクテットのユーザ仕様に従

いコード化される。（注３） 

 ユーザ特有サブアドレスの場合、フィードの最大長は２０オクテットである、ユーザ仕様に従いコード

化される。X.25網とのインタワークの場合、ＢＣＤ符号化が適用される。 

 

 （注１）ユーザはＮＳＡＰサブアドレス種別を適用する事が推奨される。なぜならば、このサブアドレ

ス種別は、標準化された方法で１０進、２進、およびＩＡ５キャラクタの使用が許されるため

である。 

 （注２）サブアドレスが端末選択を目的として使用される時、ユーザはローカルIDIフォーマット 

(AFI(Authority and Format Identifier) フィールドをＢＣＤの50でコード化）を適用するこ

とが推奨される。この場合ＤＳＰとして、０から９までのディジットのみを用いたＩＡ５キャ

ラクタシンタックスを使用する。それぞれのキャラクタは、最上位ビットを０パリティとして、

ITU-T勧告T.50｜ISO/IEC646に従った１オクテットでコード化される。 

 （注３）ＮＳＡＰコードポイントが適切でない場合、ユーザ特有ＡＴＭエンドシステムアドレスは、２

つのＡＴＭエンドポイント間で使われる。 
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4.5.13 発番号［Calling party number］ 

 発番号情報要素の目的は、呼の発信元を表示する事である。 

 発番号情報要素は、図 4-20/JT-Q2931と表 4-14/JT-Q2931で示すようにコード化される。本情報要素の最

大長は網に依存する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （注１） 番号ディジットは、オクテット６から入力された順番と同じ順番で現れる。すなわち最初に入

力された番号ディジットが、最初のオクテット６に入れられる。ディジットはＩＡ５キャラク

タでコード化される。ビット８は０にセットされる。 

 （注２） アドレス/番号計画識別にＮＳＡＰアドレスの使用を表示した場合、アドレスはITU-T勧告

X.213｜ISO/IEC 8348 の表現でコード化される。 

 

図４－２０／ＪＴ－Ｑ２９３１ 発番号情報要素 

                 (ITU-T Q.2931) 

ビット 

    ８      ７      ６      ５      ４      ３      ２      １ 

発番号 

    ０      １      １      ０      １      １      ０      ０ 

情報要素識別子 

 

  １    コーディング          情報要素動作指示フィールド 

 拡張        標準          フラグ   予約済    情報要素動作内容 

 

 

発番号内容長 

 

 

 ０/ １        番号種別                アドレス/ 番号計画識別 

 拡張 

 

  １      表示識別子      ０      ０      ０       網検証識別子 

 拡張 

   予  備 

 

  ０                  アドレス/ 番号ディジット 

(IA5キャラクタ) 

 

ＮＳＡＰアドレスオクテット 

オクテッﾄ 

１ 

 

 

２ 

 

 

３ 

 

４ 

 

５ 

 

 

 

５a* 

 

 

 

６* (注 1) 

 

６* (注 2) 
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表４－１４ａ／ＪＴ－Ｑ２９３１  発番号情報要素 

                                (ITU-T  Q.2931) 

 

番号種別（オクテット５）  （注１） 

 ビット 

 ７６５ 

 ０００  不定（注２） 

 ００１  国際番号（注１、注３、注６） 

 ０１０  国内番号（注１、注３、注６） 

 ０１１  網特有番号（注４、注６） 

 １００  市内番号（注１、注３、注６） 

 １１０  短縮番号（注５） 

 １１１  拡張用に予約済 

 上記以外 予約済 

 

 （注１）国際、国内、市内番号の定義は、ITU-T勧告I.330を参照。 

 （注２）番号種別“不定”はアドレス／番号計画識別がＮＳＡＰアドレスと表示された場合か、または

ユーザあるいは網が、番号ディジットフィールドを用いて番号種別を表示する場合に使用され

る。後者の場合、番号ディジットフィールドは網のダイヤル手順に従って構成される。例えば、

プレフィックスがあるかもしれないし、その上エスケープがあるかもしれない。 

 （注３）プレフィックスやエスケープを含まない。 

 （注４）番号種別“網特有番号”は、サービスを提供する網特有の管理番号あるいは、サービス番号を

示すことに使われる。例えば、オペレータをアクセスする場合に使用される。 

 （注５）このコードの提供は、網に依存する。この情報要素で提供される番号は、網により提供される

特有の番号計画の完全な番号の短縮表現を提供する。 

 （注６）明白な表示によって、または番号計画が不定と示されることにより、網のデフォルト番号計画

が示されることで、ＩＳＤＮ番号（ITU-T勧告E.164）が使用されるときのみ、これらのコード

ポイントが適用される。 
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表４－１４ｂ／ＪＴ－Ｑ２９３１  発番号情報要素 

                (ITU-T  Q.2931) 

 

アドレス/番号計画識別（オクテット５）  （注５） 

 アドレス／番号計画（番号種別＝000､001､010､100の時有効） 

 ビット 

 ４３２１ 

 ００００  不定（注１） 

 ０００１  ＩＳＤＮ/電話番号計画  （ITU-T勧告 E.164） 

 ００１０  ＮＳＡＰアドレス（注２） 

 １００１  私設網番号計画 

 １１１１  拡張用に予約済 

 上記以外  予約済 

 

 （注１） 番号計画識別“不定”は、網のデフォルトの番号計画を表す。相方の合意または他の標準/ 勧

告の規定がない場合、網のデフォルト番号計画は“ISDN番号計画”とすべきである。（ITU-T

勧告E.164） 

 （注２） このコードポイントの使用は網オプションであり、網とユーザが同じ番号計画を使用するため

には、網オペレータとユーザ間の相方の合意／取り決めが必要である。 

 （注３） このコードポイントが使用される場合、番号計画は“不定”とコード化される。 

 （注４） このコードポイントが使用される場合、番号計画の使用方法はこの標準の範囲外である。 

 （注５） すべての網とユーザはＩＳＤＮ番号計画をサポートしなければならない。他の番号計画を使用

する場合は、番号計画識別子の注を参照すること。 

 

表示識別子（オクテット５a） 

 ビット 

 ７６ 

 ００  表示許可 

 ０１  表示制限 

 １０  利用できない番号 

 １１  予約済 

 

 （注）発信側ユーザ･網インタフェースにおいて、表示識別子は発信側ユーザの発番号を着信側ユーザ

に表示する意志を示すために使用される。 

これは契約によって要求されても良い。もし、オクテット 5a が省略されていて、しかも、発番

号表示制限についての契約情報を網がサポートしていない場合、値は“00－表示許可”とみなさ

れる。 
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表４－１４ｃ／ＪＴ－Ｑ２９３１  発番号情報要素 

                 (ITU-T  Q.2931) 

 

網検証識別子（オクテット５a） 

 ビット 

 ２１ 

 ００  ユーザ記入、網検証なし 

 ０１  ユーザ記入、網検証成功 

 １０  ユーザ記入、網検証失敗 

 １１  網記入 

 

 （注）オクテット 5aが省略されると、“00-ユーザ記入、網検証なし”とみなされる。 

 

アドレス/番号ディジット（オクテット６以上）ＮＳＡＰアドレスが指定されない場合使用される 

 このフィールドは、適当な番号計画/網のダイヤル手順に指定される形式に従って、IA5でコード化される。 

 

ＮＳＡＰアドレスオクテット（オクテット６以上、ＮＳＡＰアドレッシング） 

 番号計画識別にＮＳＡＰアドレスの表示が使用された場合、アドレスは ITU-T勧告 X.213｜ISO/IEC8348

に従ってコード化される。（詳細については、表 4-15/JT-Q2931のサブアドレス情報の記述を参照） 
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4.5.14  発サブアドレス 〔Calling party subaddress〕 

発サブアドレス情報要素の目的は、呼の発信側のサブアドレスを識別することである。 

発サブアドレス情報要素は、図４－２１／ＪＴ－Ｑ２９３１及び表４－１５／ＪＴ－Ｑ２９３１に示す

ようにコード化する。サブアドレスの定義に関しては、ITU-T勧告Ｉ．３３０参照。 

 本情報要素の最大長は２５オクテットである。 

 

ビット 

      ８        ７        ６        ５        ４        ３        ２        １ 

 

発サブアドレス 

  ０        １        １        ０        １        １        ０        １          １ 

情報要素識別子 

 

      １                                       情報要素動作指示フィールド 

              コーディング標準                                                          ２ 

     拡張                         フラグ      予約済         情報要素動作内容 

 

 

                                                                                        ３ 

 

                                 発サブアドレス内容長 

 

                                                                                        ４ 

 

      １                                                ０        ０        ０ 

                   サブアドレス種別                                                     ５ 

    拡張                                                          予備 

 

                                  サブアドレス情報                                 ６ 

 

 

 

図４－２１／ＪＴ－Ｑ２９３１ 発サブアドレス情報要素 

                         (ITU-T Q.2931) 

オクテット 

 
偶数／奇 
数表示 
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表４－１５／ＪＴ－Ｑ２９３１　発サブアドレス情報要素

                    　　　　 (ITU-T Q.2931)

サブアドレス種別（オクテット５）

　７　６　５

　０　０　０　　ＮＳＡＰ（Ｘ．２１３｜ＩＳＯ／ＩＥＣ８３４８）

　０　０　１　　ユーザ特有ＡＴＭエンドシステムアドレス

　０　１　０　　ユーザ特有サブアドレス

　上記以外　　　予約済

偶数／奇数表示（オクテット５）

　４

　０　　アドレス信号の数が偶数

　１　　アドレス信号の数が奇数

　（注）偶数／奇数表示は、サブアドレス種別が“ユーザ特有サブアドレス”で、コード化がＢＣＤ符号

化の場合使用される。

サブアドレス情報（オクテット６以上）

　ＮＳＡＰ（Ｘ．２１３｜ＩＳＯ／ＩＥＣ８３４８）アドレスは、ＡＦＩ（Ａｕｔｈｏｒｉｔｙ　ａｎｄ

Ｆｏｒｍａｔ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）を含むオクテット６の定義に従って構成される。コード化は端末

選択を目的として使用される場合を除いて（注２参照）、Ｘ．２１３｜ＩＳＯ／ＩＥＣ８３４８で定義さ

れるように推奨２進符号化によって行われる。このサブアドレス種別の定義については勧告Ｉ．３３４を

参照。

　ユーザ特有ＡＴＭエンドシステムアドレスの場合、フィールドの最大長は２０オクテットで、ユーザの

仕様に従いコード化される。（注３）

　ユーザ特有サブアドレスの場合、フィールドの最大長は２０オクテットで、ユーザの仕様に従いコード

化される。Ｘ．２５網とインタワーキングする場合はＢＣＤ符号化が適用される。

　（注１）ユーザはＮＳＡＰサブアドレス種別を適用することが推奨される。なぜならば、このサブアド

レス種別は、標準化された方法で１０進、２進及びＩＡ５キャラクタが使用できるからである。

　（注２）サブアドレスが端末選択を目的として使用されるとき、ユーザはローカルＩＤＩフォーマット

（ＡＦＩフィールドをＢＣＤの５０でコード化）を適用することが推奨される。この場合、Ｄ

ＳＰとして０から９までのディジットのみを用いたＩＡ５キャラクタシンタクスを使用する。

このとき、それぞれのキャラクタは、最上位ビットを０パリティとして、勧告Ｔ．５０｜ＩＳ

Ｏ／ＩＥＣ６４６に従った１オクテットでコード化される。

　（注３）ＮＳＡＰコードポイントが適切でない場合、ユーザー特有ＡＴＭエンドシステムアドレスは、

２つのＡＴＭ端末装置間で使用される。

4.5.15　理由表示（Cause)

　理由表示情報要素の内容と使用法は標準ＪＴ－Ｑ２６１０に定義される。
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4.5.16　コネクション識別子　〔Connection identifier〕

　コネクション識別子情報要素は、インタフェース上のローカルＡＴＭコネクションリソースを識別する

ために用いられる。本情報要素は「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージにオプションとして存在し、「呼

設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージに対する最初のレスポンスにオプションとして存在する。

　コネクション識別子情報要素は、図４－２２／ＪＴ－Ｑ２９３１及び表４－１６／ＪＴ－Ｑ２９３１に

示すようにコード化する。

　本情報要素の長さは９オクテットである。

ビット
      ８        ７        ６        ５        ４        ３        ２        １

コネクション識別子
  ０        １        ０        １        １        ０        １        ０          １

情報要素識別子

      １                                       情報要素動作指示フィールド
              コーディング標準                                                          ２
     拡張                         フラグ      予約済         情報要素動作内容

                                                                                        ３

                                 コネクション識別子内容長

                                                                                        ４

      １        ０        ０
                                  ＶＰ対応シグナリング         変更不可表示             ５
     拡張           予備

                                                                               ６
                                                                                        注３
                           
                    バーチャルパスコネクション識別子（ＶＰＣＩ）
                                                                                        ７
                   

                                                                                        ８
                                                                                        注１、注２
                              バーチャルチャネル識別子（ＶＣＩ）

                                                                                        ９

図４－２２／ＪＴ－Ｑ２９３１　接続識別子情報要素

                      　　　　　 (ITU-T Q.2931)

　

　（注１）“変更不可表示”フィールドが“任意のＶＣＩ”を指定する場合、ＶＣＩフィールドは無視しな

ければならない。

　（注２）リスタートクラスが“００１”（表４－２０及び３．３節参照）の場合、ＶＣＩフィールドは

無視しなければならない。

　（注３）オクテット５でＶＰ対応シグナリングが指示されている場合は、ＶＰＣＩフィールドを無視し

なければならない。

オクテット
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表４－１６／ＪＴ－Ｑ２９３１　コネクション識別子情報要素

                   　　　　(ITU-T Q.2931)

ＶＰ対応シグナリング（オクテット５）

　５　４

　０　０　　ＶＰ対応シグナリング（シグナリングＶＰＩと同一のユーザ情報ＶＰＩ）

　０　１　　オクテット６、７で明確に識別されるＶＰＣＩ

　その他　　予約済

変更不可表示（オクテット５）

　３　２　１

　０　０　０　　ＶＰＣＩ変更不可；ＶＣＩ変更不可

　０　０　１　　ＶＰＣＩ変更不可；任意のＶＣＩ

　上記以外　　　予約済

バーチャルパスコネクション識別子（オクテット６、７）

　０～６５、５３５　　バーチャルパスコネクション識別子を示すコード（注１）

バーチャルチャネル識別子（オクテット８、９）（注２）

　０～３１　　　　　　　オンデマンドユーザプレーンコネクションでは未使用。

　３２～６５、５３５　　バーチャルチャネルの識別子（注３）

　（注１）ＶＰＣＩの使用法は標準ＪＴ－Ｑ２９３１の５．１．２．２節参照。有効なＶＰＩ値の範囲は

加入契約時に決定される。

　（注２）バーチャルチャネル識別子フィールドの値は対応するＡＴＭセルヘッダのＶＣＩフィールドで

使用される値と同一である。

　（注３）範囲内のある値はユーザプレーンコネクションとして使用できない場合がある。
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4.5.17　エンド・エンド中継遅延　〔End-to-end transit delay〕

　エンド・エンド中継遅延情報要素の目的は呼毎に許容される実質の最大エンド・エンド中継遅延を示す

こと、及びバーチャルチャネルコネクションで予期される累計中継遅延を示すことである。

　中継遅延は発信ユーザと着信ユーザ間でのユーザプレーン上のデータ転送フェーズ中に転送されるユー

ザデータのエンド・エンドの片方向中継遅延である。それは、以下のものを含む

  －エンドユーザシステムでの全処理時間（例えば、処理時間、ＡＡＬハンドリング遅延、ＡＴＭセル組

立遅延、その他あらゆる処理の遅延）、及び

  －網転送遅延（例えば、伝ぱん遅延、ＡＴＭレイヤ転送遅延、その他あらゆる網内処理遅延）。

　「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージ内に発信ユーザが示した累計中継遅延値（存在する場合）は、発

信ユーザから網境界までの中継遅延を示す。

　着信ユーザに送られる「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージ内に網が示す累計中継遅延値は発側ＵＮＩ

で示された値と網内で蓄積される転送遅延の合計である。これは、網境界以降の着信ユーザまでの経路で

の転送遅延は含まれない。

　「応答」（ＣＯＮＮ）メッセージ内に両方のＵＮＩ上で送られる累計中継遅延値は、その呼に提供され

る関連するバーチャルチャネルコネクション上のユーザデータ転送で予期される合計エンド・エンド中継

遅延値である。

　最大エンド・エンド中継遅延値は発信ユーザにより、この呼のエンド・エンド中継遅延要求を示すため

に使用されうる。このフィールドは網によって「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージ内に含まれ、発信ユ

ーザがこの呼に対しエンド・エンド中継遅延要求を指定したことを示すために用いられる。

　適用可能な手順を付属資料Ｋ／ＪＴ－Ｑ２９３１に記述する。

　最大エンド・エンド中継遅延は「応答」（ＣＯＮＮ）メッセージ内には含まれない。

エンド・エンド中継遅延情報要素は、図４－２３／ＪＴ－Ｑ２９３１及び表４－１７／ＪＴ－Ｑ２９３

１に示すようにコード化する。
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 本情報要素の最大長は１０オクテットである。 

 

ビット 

      ８        ７        ６        ５        ４        ３        ２        １ 

 

エンド・エンド中継遅延 

  ０        １        ０        ０        ０        ０        １        ０          １ 

情報要素識別子 

 

      １                                       情報要素動作指示フィールド 

              コーディング標準                                                          ２ 

     拡張                         フラグ      予約済         情報要素動作内容 

 

 

                                                                                        ３ 

                              エンド・エンド中継遅延内容長 

 

                                                                                        ４ 

 

  

                                  累計中継遅延識別子 

      ０        ０        ０        ０        ０        ０        ０        １ 

 

 

 

                                  累計中継遅延値 

 

 

 

 

                          最大エンド・エンド中継遅延識別子 

      ０        ０        ０        ０        ０        ０        １        １ 

 

 

 

 

                             最大エンド・エンド中継遅延値 

 

 

 

 

図４－２３／ＪＴ－Ｑ２９３１ エンド・エンド中継遅延情報要素 

                    (ITU-T Q.2931) 

オクテット 

５ 

５．１ 

５．２ 

６＊ 

６．１＊ 

６．２＊ 
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表４－１７／ＪＴ－Ｑ２９３１ エンド・エンド中継遅延情報要素 

                     (ITU-T Q.2931) 

 

累計中継遅延値（オクテット５．１と５．２） 

 累計中継遅延値はミリ秒を単位として２進符号化される。整数値のコード化規則は４．５．１節で示す

ものを適用する。 

 累計中継遅延値は全部で１６ビットを占める。 

 

最大エンド・エンド中継遅延値（オクテット６．１と６．２） 

 最大エンド・エンド中継遅延値はミリ秒を単位として２進符号化される。整数値のコード化規則は４．

５．１節で示すものを適用する。 

 最大エンド・エンド中継遅延値は全部で１６ビットを占める。 

 しかし、“１１１１ １１１１ １１１１ １１１１”の値は最大エンド・エンド中継遅延値として解

釈されない。この値は：‘いかなるエンド・エンド中継遅延値も許容できる；として累計エンド・エンド

中継遅延値が着信ユーザへ送信されること’を示している。 
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4.5.18　サービス品質（ＱＯＳ）パラメータ　〔Quality of Service (QOS) Parameter〕

　エンド・エンド中継遅延に加え、ＱＯＳパラメータ情報要素が規定される。ＱＯＳパラメータ情報要素

の目的はあるＱＯＳクラスを示すことにある。

　サービス品質（ＱＯＳ）パラメータ情報要素はＢ－ＩＳＵＰリリース１ではサポートされない。つまり、

ある網は、ＱＯＳパラメータ情報要素を伝達することができない。これらの網は終端インタフェースで着

信ユーザに転送するためにＱＯＳパラメータ情報要素としてデフォルト値（ＱＯＳクラス指定なし）を生

成する。

　サービス品質（ＱＯＳ）パラメータ情報要素は、図４－２４／ＪＴ－Ｑ２９３１と表４－１８／ＪＴ－

Ｑ２９３１に示すようにコード化される。

　本情報要素の最大長は６オクテットである。

ビット

      ８        ７        ６        ５        ４        ３        ２        １

サービス品質（ＱＯＳ）パラメータ

  ０        １        ０        １        １        １        ０        ０          １

情報要素識別子

      １                                       情報要素動作指示フィールド

              コーディング標準                                                          ２

     拡張                         フラグ      予約済         情報要素動作内容

                                                                                        

                                ＱＯＳパラメータ内容長

                                                                                         

                                   順方向ＱＯＳクラス

                                   逆方向ＱＯＳクラス

図４－２４／ＪＴ－Ｑ２９３１　サービス品質（ＱＯＳ）パラメータ情報要素

            　　　(ITU-T  Q.2931)

オクテット

３

４

５

６
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表４－１８／ＪＴ－Ｑ２９３１ サービス品質（ＱＯＳ）パラメータ情報要素 

               (ITU-T  Q.2931) 

 

順方向ＱＯＳクラス（オクテット５） 

 ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０  ＱＯＳクラス指定なし（注１） 

 １ １ １ １ １ １ １ １  ＱＯＳパラメータを将来表示するために予約されている（注２） 

 上記以外             予約済 

 

逆方向ＱＯＳクラス（オクテット６） 

 ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０  ＱＯＳクラス指定なし（注１） 

 １ １ １ １ １ １ １ １  ＱＯＳパラメータを将来表示するために予約されている（注２） 

 上記以外             予約済 

 

 （注１）このクラスが表示されたとき、網はいかなる特定のサービス品質も保証しない。 

 （注２）個々のＱＯＳパラメータが定義されるまで、このコードは予約となる。そのとき個々のパラメ

ータはオクテット７とそれ以降に含まれる。 
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4.5.19　広帯域繰り返し識別子　〔Broadband Repeat indicator〕

　広帯域繰り返し識別子情報要素の目的は、メッセージに含まれている場合、メッセージの中で繰り返さ

れている情報要素をどのように解釈しなければならないかを示すことである。広帯域繰り返し識別子情報

要素は、メッセージ中で繰り返される情報要素の最初のものの前に位置する。広帯域繰り返し識別子情報

要素は、図４－２５／ＪＴ－Ｑ２９３１及び表４－１９／ＪＴ－Ｑ２９３１に示すようにコード化する。

本情報要素の最大長は５オクテットである。

　（注）１つのメッセージの中でただ１回しか存在しない情報要素と広帯域繰り返し識別子情報要素が組

み合わされた時もそれ自身をエラーとしてはならない。

ビット

      ８        ７        ６        ５        ４        ３        ２        １

広帯域繰り返し識別子

  ０        １        １        ０        ０        ０        １        １          １

情報要素識別子

      １                                       情報要素動作指示フィールド

              コーディング標準                                                          ２

     拡張                         フラグ      予約済         情報要素動作内容

                                                                                        ３

                                 広帯域繰り返し識別子内容長

                                                                                        ４

      １        ０        ０        ０

                                                  広帯域繰り返し識別子                  ５

     拡張                 予備

図４－２５／ＪＴ－Ｑ２９３１　広帯域繰り返し識別子情報要素

                  　　　(ITU-T Q.2931)

表４－１９／ＪＴ－Ｑ２９３１　広帯域繰り返し識別子情報要素

                  　　　　(ITU-T Q.2931)

広帯域繰り返し識別子（オクテット５）

　４　３　２　１

　０　０　０　０　　ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２７６３（Ｂ－ＩＳＵＰ）で使用するため予約済

　０　０　０　１　　ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２７６３（Ｂ－ＩＳＵＰ）で使用するため予約済

　０　０　１　０　　可能な一つを選択するため優先順に並べる（降順）

　上記以外          予約済

オクテット
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4.5.20　初期設定表示　〔Restart  indicator〕

　初期設定表示情報要素の目的は、初期設定されるファシリティのクラスを識別することである。

  初期設定表示情報要素は、図 4-26/JT-Q2931 及び表 4-20/JT-Q2931 に示すようにコード化する。本情報要

素の最大長は５オクテットである。
ビット

      ８        ７        ６        ５        ４        ３        ２        １

                                        初期設定表示
  ０        １        １        １        １        ０        ０        １          １

情報要素識別子

      １                                       情報要素動作指示フィールド
              コーディング標準                                                          ２
     拡張                         フラグ      予約済         情報要素動作内容

                                                                                        ３

                                 初期設定表示内容長

                                                                                         

      １        ０        ０        ０        ０
                                                                 クラス                 ５
    拡張                      予備

図４－２６／ＪＴ－Ｑ２９３１　初期設定表示情報要素

                      　　　　(ITU-T Q.2931)

表４－２０／ＪＴ－Ｑ２９３１　初期設定表示情報要素

                      　　　 (ITU-T Q.2931)

クラス（オクテット５）

　３　２　１

　０　０　０　　表示されたバーチャルチャネル（注１）

　０　０　１　　初期設定（ＲＥＳＴ）メッセージが送信されるシグナリングバーチャルチャネルによっ

て制御される表示されたＶＰＣ内の全バーチャルチャネル（注２）

　０　１　０　　初期設定（ＲＥＳＴ）メッセージを送信するレイヤ３エンティティによって制御される

全バーチャルチャネル（注３）

　上記以外      予約済

　（注１）コネクション識別子情報要素を含まなければならない。それが初期設定されるバーチャルチャ

ネルを示す。

　（注２）コネクション識別子情報要素を含まなければならない。それが初期設定される全バーチャルチ

ャネルを持つバーチャルパスコネクションを示す。コネクション識別子情報要素の中のバーチ

ャルチャネル識別子フィールドは無視される。

　（注３）コネクション識別子情報要素を含まない。ポイント・ポイントシグナリングチャネルによって

制御される全バーチャルチャネルは初期設定される。

オクテット

４
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4.5.21　広帯域送信完了［Broadband sending complete］

　広帯域送信完了情報要素の目的は、着番号の完了をオプションとして示すことである。５章、及び６章

参照。

　本情報要素は、一括モード手順の場合必須である。しかし、この情報要素がない場合、“必須情報要素

不足”の正規のエラー処理を適用する必要はない。

　本情報要素は、図４－２７／ＪＴ－Ｑ２９３１に示すようにコード化する。本情報要素長は５オクテッ

トである。

　　　　図４－２７／ＪＴ－Ｑ２９３１  広帯域送信完了情報要素

　　　　     　（ITU-T Q.2931)

ビット
    ８    　７　    ６　    ５　    ４　    ３　    ２　    １

広帯域送信完了
    ０      １      １      ０      ０      ０      １      ０

情報要素識別子

    １　　コーディング　　　　情報要素動作指示フィールド
　拡張　　　　標  準　　　 フラグ 　予約済　　情報要素動作内容

広帯域送信完了内容長

　　１　　　　　　　　 広帯域送信完了表示
  拡張      ０      １      ０      ０      ０      ０      １

オクテット

１

２

３

４

５
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4.5.22 中継網選択［Transit network selection］ 

 中継網選択情報要素の目的は、要求している一つの中継網を示すことである。中継網選択情報要素は、

呼が通過しなければならない中継網の順番を示すため、一つのメッセージの中に、繰り返し現れることが

ある。付属資料Ｄ／ＪＴ－Ｑ２９３１参照。 

 

 中継網選択情報要素は、図４－２８／ＪＴ－Ｑ２９３１、及び表４－２１／ＪＴ－Ｑ２９３１に示すよ

うにコード化する。本情報要素の最大長は、網に依存する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        図４－２８／ＪＴ－Ｑ２９３１  中継網選択情報要素 

                 (ITU-T Q.2931) 

 

ビット 

８   ７   ６   ５   ４   ３   ２   １ 

 

中継網選択 

０      １      １      １      １      ０      ０      ０ 

情報要素識別子 

 

  １  コーディング    情報要素動作指示フィールド 

 拡張   標  準     フラグ  予約済  情報要素動作内容 

 

 

中継網選択内容長 

 

 

  １ 

 拡張     網識別種別         網識別計画 

 

 

  ０      網識別（ＩＡ５キャラクタ） 

オクテット 

 

１ 

 

 

２ 

 

 

３ 

 

４ 

 

 

５ 

 

 

６ 
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        表４－２１／ＪＴ－Ｑ２９３１  中継網選択情報要素 

              (ITU-T  Q.2931) 

 

網識別種別（オクテット５） 

 ７ ６ ５ 

 ０  ０  ０  ユーザ定義 

 ０  １  ０  国内網識別 

 ０  １  １  国際網識別 

 上記以外   予約済 

 

 （注）網識別種別が０１０“国内網識別”とコーディングされる場合、国内網識別計画は、国内仕様に

従ってコーディングされる。 

 

 

網識別計画（オクテット５） 

 ４ ３ ２ １ 

 ０  ０  ０  ０  不定 

 ０  ０  ０  １  キャリア識別コード（注） 

 ０  ０  １  １  データ網識別コード（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．１２１） 

 上記以外     予約済 

 

（注）キャリア識別コードは、リモートユーザが収容される網を識別する適当な方式である。 

 

 

網識別（オクテット６） 

 これらのＩＡ５キャラクタは、オクテット５で示される網識別計画に従って構成される。 
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4.5.23 通知識別子［Notification indicator］ 

 通知識別子情報要素の目的は、呼に関連した情報を通知することである。通知識別子情報要素は、図４

－２９／ＪＴ－Ｑ２９３１に示すようにコード化する。 

 

 本情報要素の最大長は、メッセージの最大長に矛盾しない範囲で適用できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        図４－２９／ＪＴ－Ｑ２９３１  通知識別子情報要素 

               (ITU-T Q.2931) 

オクテット 

 

１ 

 

 

２ 

 

 

３ 

 

４ 

 

 

５ 

ビット 

  ８   ７   ６   ５   ４   ３   ２   １ 

 

通知識別子 

  ０      ０      １      ０      ０      １      １      １ 

情報要素識別子 

 

  １  コーディング          情報要素動作指示フィールド 

 拡張      標  準         フラグ   予約済    情報要素動作内容 

 

 

通知識別子内容長 

 

 

以降の内容は、他のＩＴＵ－Ｔ勧告／ＴＴＣ標準（たとえばＪＴ－Ｑ 

９３２）で定義されたものと同様である。 
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4.5.24 ＯＡＭトラヒック記述子  ［OAM traffic descriptor］ 

 ＯＡＭトラヒック記述子情報要素の目的は、呼に含まれるユーザコネクションに関する性能管理とユー

ザ生成の故障管理のためのエンド・エンドＯＡＭ Ｆ５情報フローに関する情報を提供することである。 

 

 ＯＡＭトラヒック記述子情報要素の処理を、付属資料Ｉ／ＪＴ－Ｑ２９３１に規定する。 

 

 本情報要素長は、６オクテットである。本情報要素のフォーマットを図４－３０／ＪＴ－Ｑ２９３１ま

たは表４－２２／ＪＴ－Ｑ２９３１に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        図４－３０／ＪＴ－Ｑ２９３１  ＯＡＭトラヒック記述子情報要素 

               (ITU-T Q.2931) 

 

オクテット 

 

１ 

 

 

２ 

 

 

３ 

 

４ 

 

５ 

 

 

６ 

ビット 

    ８   ７   ６   ５   ４   ３   ２   １ 

 

ＯＡＭトラヒック記述子 

    ０      １      ０      １      １      ０      １      １ 

情報要素識別子 

 

  １ コーディング          情報要素動作指示フィールド 

 拡張      標  準         フラグ   予約済    情報要素動作内容 

 

 

ＯＡＭトラヒック記述子内容長 

 

 

  １   シェーピング   ｺﾝﾌﾟﾗｲ     ０         ユーザ・網 

 拡張      表示        ｱﾝｽ 表示    予備        故障管理表示 

 

  １    順方向エンド・エンド      ０      逆方向エンド・エンド 

 拡張    ＯＡＭ  Ｆ５フロー表示    予備    ＯＡＭ Ｆ５フロー表示 



ＪＴ－Ｑ２９３１ － 100 － 

        表４－２２ａ／ＪＴ－Ｑ２９３１  ＯＡＭトラヒック記述子情報要素 

              (ITU-T Q.2931) 

 

シェーピング表示（オクテット５） 

 ビット 

 ７ ６ 

 ０  ０  網によりシェーピングが適用される場合、網によるシェーピングに対する特別な要求はない。 

 ０  １  網によりシェーピングが適用される場合、ユーザセル及びＯＡＭセルの総計に対するシェー

ピングは許されない。 

 上記以外 予約済 

 

コンプライアンス表示（オクテット５） 

 ビット 

 ５ 

 ０  エンド・エンドＯＡＭ  Ｆ５フローの使用はオプションである。 

 １  エンド・エンドＯＡＭ  Ｆ５フローの使用は必須である。 

 

ユーザ・網故障管理表示（オクテット５） 

 ビット 

 ３ ２ １ 

 ０  ０  ０  ユーザ生成の故障管理表示を使用しない。（注１） 

 ０  ０  １  ユーザ生成の故障管理表示を１セル／ｓのセルレートで使用する。（注１) 

 上記以外   予約済 

 

順方向エンド・エンドＯＡＭ Ｆ５フロー表示（オクテット６）（注１、２） 

 ビット 

 ７ ６ ５ 

 ０  ０  ０  ＡＴＭトラヒック記述子情報要素によって規定されるセルレート 

        （ＣＬＰ＝０＋１）の０％（順方向） 

 ０  ０  １  ＡＴＭトラヒック記述子情報要素によって規定されるセルレート 

        （ＣＬＰ＝０＋１）の０．１％（順方向） 

 １  ０  ０  ＡＴＭトラヒック記述子情報要素によって規定されるセルレート 

        （ＣＬＰ＝０＋１）の１％（順方向） 

 上記以外   予約済 
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        表４－２２ｂ／ＪＴ－Ｑ２９３１  ＯＡＭトラヒック記述子情報要素 

               (ITU-T Q.2931) 

 

逆方向エンド・エンドＯＡＭ Ｆ５フロー表示（オクテット６）（注１、２） 

 ビット 

 ３ ２ １ 

 ０  ０  ０  ＡＴＭトラヒック記述子情報要素によって規定されるセルレート 

        （ＣＬＰ＝０＋１）の０％（逆方向） 

 ０  ０  １  ＡＴＭトラヒック記述子情報要素によって規定されるセルレート 

        （ＣＬＰ＝０＋１）の０．１％（逆方向） 

 １  ０  ０  ＡＴＭトラヒック記述子情報要素によって規定されるセルレート 

        （ＣＬＰ＝０＋１）の１％（逆方向） 

 上記以外   予約済 

 

 

 （注１）ユーザ・網故障管理表示で示されるコードポイントにかかわらず、網内で生成される故障管理

表示（例えば警報表示）は、常にユーザへ転送される。 

 （注２）順方向と逆方向に割り当てられるセルレートは以下の合計である。 

－ユーザ・網故障管理表示に示されるセルレート。 

     －順方向エンド・エンドＯＡＭ Ｆ５フロー表示によって示される順方向セルレートのパーセ

ント。 

     －逆方向エンド・エンドＯＡＭ Ｆ５フロー表示によって示される逆方向セルレートのパーセ

ント。 
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4.6 ６４kbit/sベースの回線交換モードＩＳＤＮサービスをサポートするための情報要素 

4.6.1 コーディング規定 

 本４．６節で記述する情報要素は、図４－８／ＪＴ－Ｑ２９３１で記述されたものと同様に、一般的な

情報要素フォーマットを用いる。これらの情報要素のコーディングは、ＪＴ－Ｑ９３１／ＪＴ－Ｑ２９３

１のコーディング規定に従う。 

 

4.6.2 狭帯域伝達能力［Narrowband bearer capability］ 

 狭帯域伝達能力情報要素の目的は、網によって提供される狭帯域ＩＳＤＮ回線交換モードベアラサービ

スの要求を示すことである。本情報要素は、網によって使用される可能性のある情報のみを含む。付属資

料Ｉ／ＪＴ－Ｑ９３１参照。通信可能性確認に関連している狭帯域伝達能力情報要素の使用法は、付属資

料Ｂ／ＪＴ－Ｑ９３１で記述している。 

 狭帯域伝達能力情報要素は、広帯域ＩＳＤＮ内では透過的に転送される。 

 狭帯域伝達能力情報要素は、図４－３１／ＪＴ－Ｑ２９３１に示されているようにコード化する。 

 本情報要素がない場合には、狭帯域伝達能力のデフォルトは想定されなくても良い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        図４－３１／ＪＴ－Ｑ２９３１  狭帯域伝達能力情報要素 

                (ITU-T Q.2931) 

オクテット 

 

１ 

 
 

２ 

 

 

３ 

 

４ 

ビット 

８     ７     ６     ５     ４     ３     ２     １ 

 

狭帯域伝達能力 

０      ０      ０      ０      ０      １      ０      ０ 

情報要素識別子 
 

  １    コーディング          情報要素動作指示フィールド 

 拡張      標  準         フラグ   予約済    情報要素動作内容 

 

 

狭帯域伝達能力内容長 

 

 

      以降の内容は、図４－１１／ＪＴ－Ｑ９３１および 

表４－６／ＪＴ－Ｑ９３１に記述されたものと同様である。 
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4.6.3 狭帯域高位レイヤ整合性［Narrowband high layer compatibility］ 

 狭帯域高位レイヤ整合性情報要素の目的は、相手ユーザが通信可能性確認のための手順を提供すること

である。付属資料Ｂ／ＪＴ－Ｑ９３１参照。 

 

 狭帯域高位レイヤ整合性情報要素は、図４－３２／ＪＴ－Ｑ２９３１に示すようにコード化する。 

 

 本情報要素の最大長は７オクテットである。 

 

 （注）狭帯域高位レイヤ整合性情報要素は、広帯域ＩＳＤＮ内では、発信側のエンティティ（例えば、

発信側ユーザ）と、発信側のエンティティによりアドレス指定された着信側のエンティティ（例

えば相手側ユーザ、あるいは網の高位レイヤ機能ノード）との間をトランスペアレントに運ばれ

る。ユーザから加入契約時に明示的に要求される場合、テレサービスを実行する機能を持つ網は、

この情報を特定のテレサービスを提供するために解析しても良い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        図４－３２／ＪＴ－Ｑ２９３１  狭帯域高位レイヤ整合性情報要素 

              （ITU-T Q.2931) 

ビット 

８     ７     ６     ５     ４     ３     ２     １ 

 

狭帯域高位レイヤ整合性 

０      １      １      １      １      １      ０      １ 

情報要素識別子 

 

  １    コーディング          情報要素動作指示フィールド 

 拡張      標  準        フラグ  予約済    情報要素動作内容 

 

 

狭帯域高位レイヤ整合性内容長 

 

 

以降の内容は、図４－２３／ＪＴ－Ｑ９３１および 

表４－１５／ＪＴ－Ｑ９３１と同様である。 

オクテット 

 

１ 

 

 

２ 

 

 

３ 

 

４ 
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4.6.4 狭帯域低位レイヤ整合性［Narrowband low layer compatibility］ 

 狭帯域低位レイヤ整合性情報要素の目的は、アドレス指定されたエンティティ（例えば、発信ユーザに

よって、アドレス指定されたリモートユーザやインタワーキングユニットや網の高位レイヤ機能ノードの

ような）との通信可能性確認のための手段を提供することである。狭帯域低位レイヤ整合性情報要素は、

発信側エンティティ（例えば発信側ユーザ）と、発信側のエンティティよりアドレス指定された着信側の

エンティティとの間を広帯域ＩＳＤＮ内では、トランスペアレントに運ばれる。 

 

 狭帯域低位レイヤ整合性交渉のために（付属資料Ｊ／ＪＴ－Ｑ９３１参照）、狭帯域低位レイヤ整合性

情報要素は着信側のエンティティから発信側のエンティティへもトランスペアレントに運ばれる。 

 

 狭帯域低位レイヤ整合性情報要素は、図４－３３／ＪＴ－Ｑ２９３１に示すようにコード化する。本情

報要素の最大長は２０オクテットである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        図４－３３／ＪＴ－Ｑ２９３１  狭帯域低位レイヤ整合性情報要素 

               (ITU-T Q.2931) 

 

オクテット 

 

１ 

 

 

２ 

 

 

３ 

 

４ 

ビット 

８     ７     ６     ５     ４     ３     ２     １ 

 

狭帯域低位レイヤ整合性 

０      １      １      １      １      １      ０      ０ 

情報要素識別子 

 

  １    コーディング          情報要素動作指示フィールド 

 拡張      標  準         フラグ   予約済    情報要素動作内容 

 

 

狭帯域低位レイヤ整合性内容長 

 

 

以降の内容は、図４－２５／ＪＴ－Ｑ９３１および 

表４－１６／ＪＴ－Ｑ９３１と同様である。 
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4.6.5 経過識別子［Progress indicator］ 

 経過識別子情報要素の目的は、呼の生成中に起こったイベントを表すことである。本情報要素は、メッ

セージの中で２回まで含まれても良い。 

 

 経過識別子情報要素は、図４－３４／ＪＴ－Ｑ２９３１に示すようにコード化する。本情報要素の最大

長は６オクテットである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        図４－３４／ＪＴ－Ｑ２９３１  経過識別子情報要素 

               (ITU-T Q.2931) 

 

 

オクテット 

 

１ 

 

 

２ 

 

 

３ 

 

４ 

ビット 

８     ７     ６     ５     ４     ３     ２     １ 

 

経過識別子 

０      ０      ０      １      １      １      １      ０ 

 情報要素識別子 

 

  １    コーディング          情報要素動作指示フィールド 

 拡張      標  準         フラグ  予約済    情報要素動作内容 

 

 

経過識別子内容長 

 

 

以降の内容は、図４－２９／ＪＴ－Ｑ９３１および 

表４－２０／ＪＴ－Ｑ９３１と同様である。 
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５．Ｂ－ＩＳＤＮ 呼／コネクション制御手順 
 本章はＢ－ＩＳＤＮにおける呼／コネクション制御の一般的な手順を記述している。６章では６４ｋｂ

ｉｔ／ｓベースの回線交換モードＩＳＤＮサービスを提供するための機能およびアクセスシグナリングに

おけるＮ－ＩＳＤＮとＢ－ＩＳＤＮ間のインタワーキング機能を規定する。 

 本手順はポイント・ポイントアクセス構成にのみ適用する。ポイント・ポイントアクセス構成において

は、ＶＣＩ値５がシグナリングチャネルとして使用される。 

 標準ＪＴ－Ｑ２９３１手順は、Ｂ－ＩＳＤＮコネクションを設定するために、既に設定されたシグナリ

ングバーチャルチャネル上で使用される。同一シグナリングバーチャルチャネルによって制御される複数

のコネクションは異なる呼番号値を用いて区別される。 

 呼／コネクション設定のために、網とエンドシステムによって決定される以下の一般的な規定が満足さ

れなければならない。 

 －基本サービスのサポート 

 －ＶＣの利用可能性 

 －要求されたサービス品質を提供するための物理およびバーチャル網リソースの利用可能性 

 －要求されたサービス品質を提供するためのエンドシステムリソースの利用可能性 

 －エンド・エンドの整合性 

  注－付属資料Ｈは、５章に記述されている対称オペレーション用の呼／コネクション設定手順の拡張

を含んでいる。 

 この章で参照する呼状態は、網側の状態、ユーザ側の状態およびユーザと網に共通の状態からなる。特

に限定しない場合、以下で記述するすべての状態は、共通であると解釈する。 

 この章で規定されている手順のための詳細なＳＤＬ(Specification and Description Language)ダイヤグラム

は付属資料Ａに示されている。本文中に不明確な点がある場合に、矛盾を解決するためにＳＤＬダイヤグ

ラムが用いられる。本文とＳＤＬダイヤグラムが異なる場合は、本文を優先する。 

 

5.1 発信側インタフェースでの呼／コネクション設定 

 本手順が起動される以前に、確認型のシグナリングＡＡＬコネクションがユーザと網との間に設定され

ていなければならない。すべてのレイヤ３メッセージは、ＡＡＬ－データ－要求プリミティブを用いてシ

グナリングＡＡＬに送信されなければならない。ユーザ・網インタフェースでのアプリケーションのため

のＢ－ＩＳＤＮシグナリングＡＴＭアダプテーションレイヤ（ＳＡＡＬ）仕様に記述されているデータリ

ンクサービスが前提となっている。 

 シグナリングＡＡＬコネクションの設定は、シグナリングＡＡＬへＡＡＬ－設定－要求プリミティブを

転送することによって開始される。 

 ＡＡＬ－設定－確認またはＡＡＬ－設定－表示プリミティブをＳＡＡＬから受け取ると、アクセスシグ

ナリング手順を開始してもよい。ＡＡＬ－設定－表示プリミティブは、同位エンティティによるＳＡＡＬ

設定要求の場合に受信され、ＡＡＬ－設定－確認プリミティブは、ＳＡＡＬコネクション設定のローカル

な要求の応答として受け取られる。 

 

5.1.1 発信側の呼／コネクション要求 

（ＴＴＣ注）分割発呼はＪＴ－Ｑ２９３１では非標準であるが参考のため記述する。 

 発信加入者が、インタフェースを介して割り当てられたシグナリングバーチャルチャネル上に「呼設

定」(SETUP) メッセージを転送することによって呼設定を開始し、タイマＴ３０３を起動する。「呼設

定」(SETUP) メッセージ転送後、発信加入者は呼が「発呼」状態になったとみなす。メッセージは 4.3 節

の手順に従って選ばれた呼番号を常に含まなければならない。呼番号選択において、ダミー呼番号値は用
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いてはならない。ＡＴＭトラヒック記述子、広帯域伝達能力およびサービス品質（ＱＯＳ）パラメータ情

報要素は「呼設定」(SETUP) メッセージ中に必須である。

　さらに、呼設定に必要な呼情報（すなわちアドレス）をも一括手順の場合は全部、分割手順の場合は一

部を「呼設定」(SETUP) メッセージは含みうる。（第６章参照）

　一括発呼を用いた場合は、「呼設定」(SETUP) メッセージは呼の処理のために網によって要求されるす

べての情報を含まなければならない。特に、着信加入者アドレス情報が存在する場合は、着番号情報要素

の中に含まれる。着番号情報要素は着サブアドレス情報要素で補われ得る。広帯域送信完了情報要素は、

Ｂ－ＴＥによって含められなければならない。

　タイマＴ３０３の最初の満了の前にユーザが「呼設定」(SETUP) メッセージへの応答を受け取らない場

合は、「呼設定」(SETUP) メッセージを再転送しタイマＴ３０３を再起動する。タイマＴ３０３の最後の

満了までにユーザが「呼設定」(SETUP) メッセージへの応答を何も受け取らない場合は、ユーザは内部的

に呼を解放する。

5.1.2　発信側のコネクション識別子（ＶＰＣＩ／ＶＣＩ）割当／選択

　以下の２つの場合が存在する。

　　(i) ＶＰ対応シグナリング

　レイヤ３シグナリングエンティティがシグナリングＶＣを含むＶＰＣ中のＶＣだけを制御する。

　　(ii) ＶＰ非対応シグナリング

　レイヤ３シグナリングエンティティがシグナリングＶＣを含むＶＰＣ中のＶＣを制御するととも

に、他のＶＰＣ中のＶＣを制御しうる。

　網およびユーザはＶＰ非対応シグナリング手順をサポートしなければならず、オプションとしてＶＰ対

応シグナリング手順をサポートし得る。網がＶＰ非対応シグナリングとＶＰ対応シグナリングの両方をサ

ポートする場合は、加入者契約オプションが必要となる。

（ＴＴＣ注）網がＶＰ非対応シグナリングとＶＰ対応シグナリングの両方をサポートする場合の記述につ

いては、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２９３１には記述されていないが、誤記と思われるため本標準

で記述する。

　網がサポートしない値にコード化されたＶＰ対応シグナリングフィールド（参照　表４－１６／ＪＴ－

Ｑ２９３１）を含むコネクション識別子情報要素を網が受信した場合、呼は理由表示＃36“ＶＰＣＩ／Ｖ

ＣＩ割当失敗”を伴って拒否されなければならない。

5.1.2.1　ＶＰ対応シグナリング

　ＶＰ対応シグナリングにおいては、ユーザはシグナリングＶＣを含むＶＰＣ中のバーチャルチャネルを

要求する。シグナリングＶＣを運ぶＶＰＣは暗黙的に指示される。

　コネクション識別子情報要素において、ＶＰ対応シグナリングフィールドはコネクション識別子情報要

素の“ＶＰ対応シグナリング”としてコード化され、変更不可表示フィールドは以下のいずれかにコード

化される。

　　 a) ＶＰＣＩ変更不可、任意のＶＣＩ

　　 b) ＶＰＣＩ変更不可、ＶＣＩ変更不可

　a)の場合、網はシグナリングＶＣを含むＶＰＣの中の、任意の利用可能なＶＣを選択する。

　b)の場合、シグナリングＶＣを含むＶＰＣの中の指示されたＶＣＩが利用可能であれば、網はそのＶＣＩ

を呼に選択する。

　選択されたＶＣＩ値は「呼設定」(SETUP) メッセージに対して網から返送する最初のメッセージ（例え

ば、「呼設定受付」（CALL PROC)メッセージ）のコネクション識別子情報要素に示される。ＶＰ対応シ
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グナリングフィールドは“ＶＰ対応シグナリング”としてコード化される。変更不可表示フィールドは

“ＶＰＣＩ変更不可、ＶＣＩ変更不可”としてコード化される。

　a)の場合で、利用可能なＶＣＩがないならば、理由表示＃45“利用可ＶＰＣＩ／ＶＣＩなし” を含む

「解放完了」(REL COMP)メッセージが網によって送信される。

　b)の場合で、指示されたＶＣＩが利用可能でないならば、理由表示＃35“要求ＶＰＣＩ／ＶＣＩ利用不

可”を含む「解放完了」(REL COMP)メッセージが網によって送信される。

5.1.2.2　ＶＰ非対応シグナリング

　「呼設定」(SETUP) メッセージ中のバーチャルチャネルのユーザ要求において、ユーザは以下のうち一

つを示さなければならない。

　　 a) ＶＰＣＩ変更不可、任意のＶＣＩ

　　 b) ＶＰＣＩ変更不可、ＶＣＩ変更不可

　　 c) 指示が含まれない（すなわち、「呼設定」(SETUP) メッセージ中にコネクション識別子情報要素

が含まれない）

　a)および b)の場合、コネクション識別子情報要素においてＶＰ対応シグナリングフィールドは“オクテ

ット６、７で明確に識別されるＶＰＣＩ”としてコード化される。

　a)および b)の場合で、指示されたＶＰＣＩが利用可能ならば、網はそのＶＰＣＩを呼に選択する。a)の

場合、網はＶＰＣＩ中の任意の利用可能なＶＣＩを選択する。b)の場合、ＶＰＣＩ内の指示されたＶＣＩが

利用可能ならば、網はそのＶＣＩを呼に選択する。

　c)の場合、網は任意の利用可能なＶＰＣＩとＶＣＩを選択する。

　選択されたＶＰＣＩ／ＶＣＩ値は「呼設定」(SETUP) メッセージに対して網から返送する最初のメッセ

ージ（例えば、「呼設定受付」（CALL PROC)メッセージ）の中のコネクション識別子情報要素に示され

る。ＶＰ対応シグナリングフィールドは“オクテット６、７で明確に識別されるＶＰＣＩ”としてコード

化される。変更不可表示フィールドは“ＶＰＣＩ変更不可、ＶＣＩ変更不可”としてコード化される。

　a)および b)の場合で、指示されたＶＰＣＩが利用可能でないならば、理由表示＃35“要求ＶＰＣＩ／Ｖ

ＣＩ利用不可” を含む「解放完了」(REL COMP)メッセージが網によって送信される。

　a)の場合で、利用可能なＶＣＩがないならば、理由表示＃45“利用可ＶＰＣＩ／ＶＣＩなし” を含む

「解放完了」(REL COMP)メッセージが網によって送信される。

　b)の場合で、指示されたＶＰＣＩの中のＶＣＩが利用可能でないならば、理由表示＃35“要求ＶＰＣＩ

／ＶＣＩ利用不可” を含む「解放完了」(REL COMP)メッセージが網によって送信される。

　c)の場合で、網がどのＶＰＣＩの中のＶＣＩをも割り当てることが出来ないならば、理由表示＃45“利

用可ＶＰＣＩ／ＶＣＩなし”を含む「解放完了」(REL COMP)メッセージが網によって送信される。

　a)の場合で、最初の応答メッセージの中のＶＰＣＩ値がユーザによって指定されたＶＰＣＩ値でないな

らば、理由表示＃36“ＶＰＣＩ／ＶＣＩ割当失敗”を含む「解放」(REL）メッセージが網へ送信されなけ

ればならない。

　b)の場合で、最初の応答メッセージの中のＶＰＣＩまたはＶＣＩ値が各々ユーザによって指定されたＶ

ＰＣＩおよびＶＣＩ値でないならば、理由表示＃36“ＶＰＣＩ／ＶＣＩ割当失敗”を含む「解放」(REL）

メッセージが網へ送信されなければならない。

5.1.2.3　ＶＰＣＩの使用

　コネクション識別子情報要素は対応するユーザ情報のフローを識別するためにシグナリングメッセージ

の中で使われる。コネクション識別子情報要素はバーチャルパスコネクション識別子（ＶＰＣＩ）および

バーチャルチャネル識別子（ＶＣＩ）を含む。バーチャルパスクロスコネクトがアクセスにおいて使用さ
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れ、複数のインタフェースがシグナリングバーチャルチャネルによって制御されうるため、ＶＰＣＩがバ

ーチャルパス識別子（ＶＰＩ）の代わりに使用される。

　ユーザと網の両方はシグナリングプロトコルに使われるＶＰＣＩとユーザの情報フローに使われる実際

のＶＰＩとの間の関係を理解しなければならない。ＶＰＣＩは特定のシグナリングバーチャルチャネルに

関してのみ意味を持つ。

　シグナリングバーチャルチャネルがユーザ側で一つのインタフェースだけを制御する場合、ＶＰＩとＶ

ＰＣＩはユーザ側で同じ数値を持つ。以下の図でこのことを示す。

図５－１／ＪＴ－Ｑ２９３１　シグナリングバーチャルチャネルによる単一インタフェース制御

　　　　　(ITU-T Q.2931)

　ユーザ側でシグナリングチャネルが複数のインタフェースを制御する場合、ＶＰＣＩはインタフェース

とインタフェース上のＶＰＩの両方に対応する。

図５－２／ＪＴ－Ｑ２９３１　シグナリングバーチャルチャネルによる複数インタフェース制御

　　　　　(ITU-T Q.2931)
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5.1.2.4　ＶＣＩの範囲

　利用可能なＶＣＩ値の範囲を以下に示す。

　0 ～31　　　　オンデマンドのユーザプレーンのコネクションには使われない

　32～65535 　　バーチャルチャネル識別子（注）

　注－範囲内のある値は使用できないことがある。（例えば、ある値はパーマネントコネクションに使わ

れうる。）使用可能な値の範囲は加入契約時に決定される。

5.1.3　ＱＯＳとトラヒックパラメータの選択手順

　ユーザはサービス品質パラメータ情報要素にＱＯＳクラスを示さなければならない。

　網が要求されたＱＯＳクラスを提供できる場合、網は着信ユーザに向けて呼の処理を続けなければなら

ない。網が要求されたＱＯＳクラスを提供できない場合、網は、理由表示＃49“サービス品質（ＱＯＳ）

利用不可”を含む「解放完了」(REL COMP)メッセージを返送し、呼を拒否しなければならない。

　ユーザは要求するピークセルレートをＡＴＭトラヒック記述子情報要素に示さなければならない。

　網が要求されたピークセルレートを提供できる場合、網は着信ユーザに向けて呼の処理を続けなければ

ならない。網が要求されたピークセルレートを提供できない場合、網は、理由表示＃37“ユーザセルレー

ト利用不可”を含む「解放完了」(REL COMP)メッセージを返送し、呼を拒否しなければならない。

5.1.4　無効な呼／コネクション制御情報

　「呼設定」(SETUP) メッセージを受け取り、網がユーザから受け取った呼情報が無効である（例えば、

無効番号）と決定した場合、以下のような理由表示を用いて 5.4 節に従い呼の解放を開始しなければなら

ない。

　#1　　“欠番”

　#3　　“相手ルートなし”

　#22 　“相手端末番号変更”

　#28 　“無効番号フォーマット（不完全番号）”

5.1.5　呼／コネクション受付

　要求されたサービスに対するアクセスが認められ、利用可能であると網が決定できる場合、網は「呼設

定」(SETUP) メッセージを確認し、呼を処理していることを示すためにユーザに「呼設定受付」(CALL

PROC) メッセージを送信し、「発呼受付」状態に遷移しなければならない。ユーザが「呼設定受付」

(CALL PROC) メッセージを受信したとき、ユーザはタイマＴ３０３を停止し、タイマＴ３１０を起動し、

かつ、「発呼受付」状態に遷移しなければならない。

　要求されたサービスに対するアクセスが認められていないか、または、利用可能でないと網が決定した

場合、網は以下の理由表示のいずれか一つを用いて 5.4 節に従い呼の解放を開始しなければならない。

　#57 　“伝達能力不許可”

　#58 　“現在利用不可伝達能力”

　#63 　“その他のサービスまたはオプションの利用不可クラス”

　#65 　“未提供伝達能力指定”

　ユーザが「呼設定受付」 (CALL PROC) メッセージを受信したが、「呼出」 (ALERT) 、「応答」

(CONN)、または、「解放」(REL) メッセージをタイマＴ３１０の満了に先立って受信しない場合、ユーザ

は網に対し理由表示＃102“タイマ満了による回復" を用いて解放手順を開始しなければならない。
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5.1.6 呼／コネクション呼出通知 

 着側でユーザの呼出が開始されたことの指示を網が受信したとき、網は発側ユーザ・網インタフェース

を介して「呼出」(ALERT) メッセージを送信し、「呼出通知」状態に遷移しなければならない。ユーザ

は「呼出」(ALERT) メッセージを受信したとき、ユーザは内部的に呼出の表示を開始してもよく、Ｔ３

１０を停止し、「呼出通知」状態に遷移しなければならない。 

 

5.1.7 呼／コネクション応答通知 

 網は、呼が受入れられたことの表示を受信したとき、「応答」(CONN)メッセージを発信ユーザにユー

ザ・網インタフェースを介して送信し、「通信中」状態に遷移しなければならない。 

 このメッセージは発信ユーザに網を通してコネクションが設定されたことを通知し、呼出中を示すロー

カル表示を止める。 

 「応答」(CONN)メッセージを受信すると、発信ユーザは（もし動作していれば）タイマＴ３１０を停

止し、ユーザが生成したすべての呼出表示を停止しなければならない。まだ行われていない場合は、ユー

ザプレーンバーチャルチャネルに接続し、「応答確認」(CONN ACK)メッセージを送信し、そして、「通

信中」状態に遷移しなければならない。 

 この時点でエンド・エンドのコネクションが設定される。 

 網は、呼が「通信中」状態にあると認めたとき、「応答確認」(CONN ACK)メッセージの受信により何

も動作してはならない。 

 

5.1.8 呼／コネクション拒否 

 網または着信ユーザが呼を受け入れられないという表示を受信した場合、網は着側網あるいは着信ユー

ザによって与えられた理由表示を用いて、5.4 節の記述に従って発側ユーザ・網インタフェースで解放を

開始しなければならない。 

 

5.1.9 中継網選択 

 中継網選択情報要素が存在する場合、その呼は付属資料Ｄ／ＪＴ－Ｑ２９３１に従い処理されなければ

ならない。中継網選択をサポートしない網もある。 

 

5.2 着信側インタフェースでの呼／コネクション設定－ポイント・ポイントアクセス構成の呼の提供 

 この手順が起動される前に、確認型シグナリング用ＡＡＬコネクションがユーザと網の間に設定されて

いなければならない。全てのレイヤ３メッセージはＡＡＬ－データ－要求プリミティブを使用してシグナ

リング用ＡＡＬに送られなければならない。 

 

5.2.1 着信側の呼／コネクション要求 

 （ＴＴＣ注）分割着呼は JT-Q2931では非標準であるが、参考のために記述する。 

 網はユーザ網インタフェースでの呼の到着を、インタフェースを介した「呼設定」(SETUP)メッセージ

の送信によって示す。そのメッセージは 4.3 節で与えられる手順に従って選択された呼番号を含まなけれ

ばならない。網はタイマＴ３０３を開始し、「着呼」状態に遷移しなければならない。呼に必要なリソー

スが得られた場合のみこのメッセージが送信され、それ以外の場合は呼は発信ユーザに対して理由表示＃

４７“その他のリソース使用不可クラス”を使用して解放される。 

 一括着呼が用いられる場合は、「呼設定」(SETUP)メッセージは着信ユーザが呼を処理するのに必要な

情報を全て含まなければならない。この場合「呼設定」(SETUP) メッセージは広帯域送信完了情報要素を

含みうる。 
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　「呼設定」(SETUP)メッセージの受信によって、ユーザは「着呼」状態に遷移しなければならない。

　「呼設定」 (SETUP)メッセージが広帯域送信完了情報要素を含む場合は、その後一括着呼手順がとられ

なければならない。従って、分割着呼手順をサポートするユーザは、広帯域送信完了情報要素を認識でき

なければならない。

　タイマＴ３０３の最初の満了時（すなわち、最初に送信した「呼設定｣(SETUP)メッセージに対して網が

応答を受信しなかった場合）、網は「呼設定｣(SETUP)メッセージを再送し、タイマＴ３０３を再起動しな

ければならない。タイマＴ３０３の２度目の満了時（すなわち、２度目に送信した「呼設定｣(SETUP)メッ

セージに対しても網が応答を受信しなかった場合）、網は 5.2.5.4 節で示される手順に従わなければならな

い。

5.2.2　アドレス、整合性チェック

5.2.2.1　アドレスチェック

　アドレス情報が含まれないためアドレスチェックが行えない場合、ユーザは整合性のチェックを行なわ

なければならない。

　ユーザは「呼設定」(SETUP)メッセージで受信した着アドレス情報を評価し、B.3.1 節に示すような処理

を行なわなければならない。

5.2.2.2　整合性チェック

5.2.2.2.1　一般原則

　ユーザは「呼設定」 (SETUP)メッセージで受信した整合性情報を基に整合性チェックを行なわなければ

ならない。広帯域ＩＳＤＮでは整合性情報に関して２種類のカテゴリがある。

　広帯域カテゴリ１整合性情報はＡＴＭコネクションの属性を決めるためにユーザと網の両方に提供され

る以下の情報である。

　－広帯域伝達能力情報

　－エンド・エンド中継遅延情報

　－ＡＴＭトラヒック記述子

　－サービス品質（ＱＯＳ）パラメータ

　－ＯＡＭトラヒック記述子

　広帯域カテゴリ１整合性情報は着信ユーザで必ずチェックされる。整合性チェックに失敗した場合、そ

のユーザは通信可能性がない。

　広帯域カテゴリ２整合性情報は着信ユーザに提供される以下の情報である。

　－ＡＴＭアダプテーションレイヤパラメータ情報（ユーザプレーンＡＡＬの記述）

　－広帯域低位レイヤ情報（オプション）

　－広帯域高位レイヤ情報（オプション）

　注－この節における“着信ユーザ”という用語は、明示的にアドレスが示されたエンドポイントエンテ

ィティを示す。これはアドレスが示されたインタワーキングユニット（ＩＷＵ）の場合もある。

　広帯域カテゴリ２整合性情報は着信ユーザで必ずチェックされる。整合性チェックに失敗した場合、そ

のユーザは通信可能性がない。
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5.2.2.2.2　ポイント・ポイントアクセス構成での呼／コネクション提供

　「呼設定」 (SETUP)メッセージを受信したユーザは、「呼設定」 (SETUP)メッセージの応答を送信する

前に整合性のチェックを行なわなければならない。 5.2.3 節から 5.2.7 節までに示すすべての“ユーザ”と

は、整合性のあるユーザ装置の事を示す。ユーザが受信した「呼設定」 (SETUP)メッセージに対して行な

う整合性チェックが、付属資料 B/JT-Q2931で定義されている。

　整合性のないユーザは理由表示＃８８“端末属性不一致”を含む「解放完了」 (REL COMP)メッセージ

を返送し、「空」状態に遷移しなければならない。網はこの「解放完了」 (REL COMP)メッセージを

5.2.5.3節に従って処理しなければならない。

5.2.3　着信側のコネクション識別子（ＶＰＣＩ／ＶＣＩ）割当／選択

　以下の二つの場合が存在する。

　 1. ＶＰ対応シグナリング

　レイヤ３シグナリングエンティティがシグナリングＶＣを含むＶＰＣ内のＶＣのみを制御する。

　 2. ＶＰ非対応シグナリング

　レイヤ３シグナリングエンティティがシグナリングＶＣを含むＶＰＣ内のＶＣを制御すると共に、

他のＶＰＣ内のＶＣをも制御しうる。

　網とユーザはＶＰ非対応シグナリング手順をサポートしなければならない。ユーザと網との間で相互に

合意が得られている場合のみ、VP対応シグナリングが適用される。

　ユーザがサポートしていない値にコード化されたＶＰ対応シグナリングフィールド (表 4-16／JT-Q2931)

を含むコネクション識別子情報要素をユーザが受信した場合、呼は理由表示＃３６“ＶＰＣＩ／ＶＣＩ割

当失敗”を用いて拒否されなければならない。

5.2.3.1　ＶＰ対応シグナリング

　ＶＰ対応シグナリングにおいては、網はシグナリングＶＣを含むＶＰＣ内のバーチャルチャネルを示す。

シグナリングＶＣを含むＶＰＣは暗黙的に示される。

　コネクション識別子情報要素において、ＶＰ対応シグナリングフィールドはコネクション識別子情報要

素の“ＶＰ対応シグナリング”としてコード化され、変更不可表示フィールドは以下のいずれかにコード

化される。

　　 a) ＶＰＣＩ変更不可；任意のＶＣＩ

　　 b) ＶＰＣＩ変更不可；ＶＣＩ変更不可

　a)の場合、ユーザはシグナリングＶＣを含むＶＰＣ内の任意の利用可能なＶＣＩを選択する。選択され

たＶＣＩの値は、「呼設定」(SETUP)メッセージに対してユーザから返送する最初のメッセージ（例えば

「呼設定受付」(CALL PROC)メッセージ）のコネクション識別子情報要素に示される。その時のＶＰ対応

シグナリングフィールドは“ＶＰ対応シグナリング”としてコード化される。変更不可表示フィールドは

“ＶＰＣＩ変更不可；ＶＣＩ変更不可”としてコード化される。

　b)の場合、シグナリングＶＣを含むＶＰＣ内の指示されたＶＣＩが利用可能であれば、ユーザはそのＶ

ＣＩを呼に選択する。ユーザから返送する最初のメッセージにコネクション識別子情報要素が存在しない

ならば、「呼設定」(SETUP)メッセージ内のコネクション識別子が示されたとみなさなければならない。

　a)の場合、利用可能なＶＣＩがなければ、理由表示＃４５“利用可ＶＰＣＩ／ＶＣＩなし”を含む「解

放完了」(REL COMP)メッセージがユーザによって送信される。

　b)の場合、指示されたＶＣＩが利用可能でないならば、理由表示＃３５“要求ＶＰＣＩ／ＶＣＩ利用不

可”を含む「解放完了」(REL COMP)メッセージがユーザによって送信される。
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5.2.3.2　ＶＰ非対応シグナリング

　ＶＰ非対応シグナリングの場合、「呼設定」(SETUP)メッセージ内に網は以下のうち１つを示さなければ

ならない。

　　 a) ＶＰＣＩ変更不可；任意のＶＣＩ

　　 b) ＶＰＣＩ変更不可；ＶＣＩ変更不可

　　 c) 指示が含まれない（すなわち「呼設定」 (SETUP)メッセージ内にコネクション識別子情報要素が

含まれない）

　a)または b)の場合、指示されたＶＰＣＩが利用可能ならば、ユーザはＶＣＩを呼に選択する。 a)の場合、

ユーザはＶＰＣＩ内の任意の利用可能なＶＣＩを選択する。b)の場合、ユーザはＶＰＣＩ内の指示された

ＶＣＩが利用可能ならば、そのＶＣＩを呼に選択する。c)の場合、ユーザは任意の利用可能なＶＰＣＩと

ＶＣＩを選択する。

　a)または c)の場合、選択されたＶＰＣＩ／ＶＣＩの値は、「呼設定」 (SETUP)メッセージに対してユー

ザから返送する最初のメッセージ（例えば「呼設定受付」(CALL PROC)メッセージ）に含まれるコネクシ

ョン識別子情報要素で示される。ＶＰ対応シグナリングフィールドは“オクテット６、７で明確に識別さ

れるＶＰＣＩ”としてコード化される。変更不可表示フィールドは“ＶＰＣＩ変更不可；ＶＣＩ変更不

可”としてコード化される。

　b)の場合、ユーザから返送する最初のメッセージ内にコネクション識別子情報要素が存在しないならば、

「呼設定」(SETUP)メッセージ内のコネクション識別子が示されたとみなさなければならない。

　a)または b)の場合、指示されたＶＰＣＩが利用可能でなければ、理由表示＃３５“要求ＶＰＣＩ／ＶＣ

Ｉ利用不可”を含む「解放完了」(REL COMP)メッセージがユーザによって送信される。

　a)の場合、利用可能なＶＣＩがなければ、理由表示＃４５“利用可ＶＰＣＩ／ＶＣＩなし”を含む「解

放完了」(REL COMP)メッセージがユーザによって送信される。

　b)の場合、指示されたＶＰＣＩ内のＶＣＩが利用可能でないならば、理由表示＃３５“要求ＶＰＣＩ／

ＶＣＩ利用不可”を含む「解放完了」(REL COMP)メッセージがユーザによって送信される。

　c)の場合、ユーザがどのＶＰＣＩ内のＶＣＩをも割り当てることができないならば、理由表示＃４５

“利用可ＶＰＣＩ／ＶＣＩなし”を含む「解放完了」 (REL COMP)メッセージがユーザによって送信され

る。 a)の場合、最初の応答メッセージ内のＶＰＣＩ値が網によって指定されたＶＰＣＩ値でないならば、

理由表示＃３６“ＶＰＣＩ／ＶＣＩ割当失敗”を含む「解放」 (REL)メッセージがユーザに送信されなけ

ればならない。

　b)の場合、最初の応答メッセージ内のＶＰＣＩ値またはＶＣＩ値がおのおの網によって指定されたＶＰ

ＣＩ値、ＶＣＩ値と同一でなければ、理由表示＃３６“ＶＰＣＩ／ＶＣＩ割当失敗”を含む「解放」

(REL)メッセージがユーザに送信されなければならない。

5.2.4　QOSとトラヒックパラメータ選択手順

　網はサービス品質パラメータ情報要素内にＱＯＳクラスを示さなければならない。

　ユーザは要求されたＱＯＳクラスを提供できない場合、理由表示＃４９“サービス品質（ＱＯＳ）利用

不可”を含む「解放完了」(REL COMP)メッセージを返送し、呼を拒否しなければならない。

　エンド・エンドの中継遅延の累積値はエンド・エンド中継遅延情報要素で示される。ユーザは示された

エンド・エンドの遅延を許容できない場合、理由表示＃４９“サービス品質（ＱＯＳ）利用不可”を含む

「解放完了」(REL COMP)メッセージを返送し、呼を拒否しなければならない。

　網は ATMトラヒック記述子情報要素にピークセルレートを示さなければならない。

　ユーザが示されたセルレートを提供できない場合、理由表示＃４７“その他のリソース使用不可クラ

ス”を含む「解放完了」(REL COMP)メッセージを返送し、呼を拒否しなければならない。
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5.2.5　呼／コネクション確認

5.2.5.1　一括着呼「呼設定」(SETUP)メッセージ又は分割着呼完了に対する応答

　十分な呼設定情報を受信し、整合性の要求条件（付属資料Ｂ参照）が満足されていると判断したユーザ

は、「呼設定受付」(CALL PROC)、「呼出」(ALERT)、「応答」(CONN)メッセージのいずれかを返送し

（注参照）、それぞれ、「着呼受付」、「呼出中」、「応答」状態に遷移する。

　注－「呼出」(ALERT)、「応答」(CONN)、「解放完了」(REL COMP)メッセージのいずれも「呼設定」

(SETUP)の応答としてタイマＴ３０３の満了前に返送できないユーザは「呼設定受付」 (CALL

PROC)メッセージを送信してもよい。

　整合性のないユーザは付属資料 Bに示される理由表示値を含む「解放完了」(REL COMP)メッセージを返

送し、「空」状態に遷移しなければならない。網はこの「解放完了」 (REL COMP)メッセージを 5.2.5.3

節に従って処理する。

　「呼設定」 (SETUP)メッセージに示される整合性要求条件は満足するがビジーなユーザは、理由表示＃

１７“着ユーザビジー”を含む「解放完了」 (REL COMP)メッセージを返送しなければならない。網はこ

の「解放完了」(REL COMP)メッセージを 5.2.5.3節に従って処理する。

　ユーザが呼を拒否する場合、理由表示＃２１“通信拒否”を含む「解放完了」 (REL COMP)メッセージ

が送信されなければならず、ユーザは「空」状態に遷移する。網はこの「解放完了」(REL COMP)メッセー

ジを 5.2.5.3節に従って処理する。

5.2.5.2　「呼設定受付」(CALL PROC)メッセージと「呼出」(ALERT)メッセージの受信

　網はユーザからの「呼設定受付」(CALL PROC)を受信すると、タイマＴ３０３を停止し、タイマＴ３１

０を起動し、「着呼受付」状態に遷移しなければならない。

　網はユーザからの「呼出」(ALERT)メッセージを受信すると、タイマＴ３０３またはＴ３１０を（もし

動作していれば）停止し、（他の呼出監視タイマ機能（例えば呼制御に関するもの）が存在しない場合）

タイマＴ３０１を起動し、「呼出中」状態に遷移し、発信ユーザに「呼出」（ALERT）メッセージを送信

しなければならない。

5.2.5.3　着信側での呼設定時の着信ユーザの解放

　網は「解放完了」(REL COMP)メッセージ又は「解放」 (REL)メッセージを「応答」(CONN)メッセージ

受信前に受信すると、タイマＴ３０３、Ｔ３１０またはＴ３０１を（もし動作していれば）停止し、5.4.3

節に示すように着信ユーザに対して呼を解放し、発信ユーザに対して「解放完了」(REL COMP)、または

「解放」(REL)メッセージに含まれていた理由表示を使用して、呼を解放しなければならない。

5.2.5.4　呼設定不完了

　再送した「呼設定」 (SETUP)メッセージに対する応答をタイマＴ３０３の満了以前に網が受信しない場

合には、網は「空」状態に遷移し、発信ユーザに対して理由表示＃１８“着ユーザレスポンスなし”を使

用して解放手順を開始しなければならない。

　網が「呼設定受付」(CALL PROC)メッセージを受信した後、タイマＴ３１０が満了する前に「呼出」

(ALERT)、「応答」(CONN)、「解放」(REL)メッセージのいずれも受信しなかった場合、網は発信ユーザ

に対しては理由表示＃１８“着ユーザレスポンスなし”を使用して解放手順を開始し、着信ユーザに対し

ては理由表示＃１０２“タイマ満了による回復”を使用して解放手順を開始しなければならない。

　網が「呼出」 (ALERT)メッセージを受信した後、タイマＴ３０１（または対応する内部呼出監視タイミ
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ング機能）が満了する前に「応答」(CONN)、「解放」(REL)のいずれも受信しなかった場合、網は発信ユ

ーザに対しては理由表示＃１９“着ユーザ応答なし（呼出中）”を使用して解放手順を開始し、着信ユー

ザに対しても解放手順を開始しなければならない。 

 

5.2.6 呼／コネクション受付 

 ユーザは網に「応答」(CONN)メッセージを送信することで着呼の受付を示す。「応答」(CONN)メッセ

ージの送信時、ユーザはタイマＴ３１３を開始し、「応答」状態に遷移しなければならない。「呼出」

(ALERT)メッセージがその前に網に送られた場合は、「応答」(CONN)メッセージは必須情報要素を含むだ

けでよい。 

 呼を受け付けることができ、ユーザの呼出しが必要ない場合、「呼出」（ALERT）メッセージは送信さ

れず「応答」(CONN)メッセージが送信される。 

 

5.2.7 通信可 

 網は「応答」(CONN)メッセージを受信すると、タイマＴ３０１、Ｔ３０３またはＴ３１０を（もし動

作していれば）停止し、「応答」状態に遷移し、「応答確認」(CONN ACK)メッセージをユーザに送信し、

「応答」(CONN)メッセージを発信ユーザに送信する手順を開始し、「通信中」状態に遷移しなければな

らない。 

 「応答確認」(CONN ACK)メッセージはコネクション設定手順の完了を示す。発信ユーザが「応答」

(CONN)メッセージを受信するまで、エンド・エンドのコネクションは保証されない。着信ユーザは「応

答確認」(CONN ACK)メッセージを受信すると、タイマＴ３１３を停止し、ユーザプレーンのバーチャル

チャネルを接続し、「通信中」状態に遷移しなければならない。 

 「応答確認」(CONN ACK)メッセージ受信前にタイマＴ３１３が満了した場合、着信ユーザは理由表示

＃１０２“タイマ満了による回復”を使用し解放処理を 5.4.3節に従い開始しなければならない。 

 

5.3 着信側での呼／コネクション設定  －ポイント・マルチポイントアクセス構成での着呼 

 本標準の対象外である。 

 

5.4 呼／コネクション解放 

5.4.1 用 語 

 以下の用語はこの標準の解放手順の記述に用いられる。 

 －バーチャルチャネルの「接続」 

バーチャルチャネルがこの標準にしたがって設定された B-ISDN バーチャルコネクションの一部であ

る場合。 

 －バーチャルチャネルの「切断」 

バーチャルチャネルが B-ISDN バーチャルコネクションの一部でなくなったが、新規のバーチャルコ

ネクションにはまだ使用できない場合。 

 －バーチャルチャネルの「解放」 

バーチャルチャネルが B-ISDN バーチャルコネクションの一部でなく、新規のバーチャルコネクショ

ンとなりうる場合。同様に、解放された呼番号は再使用できる。 

 

5.4.2 例外状態 

 正常状態では、呼の解放は一般的にユーザか網が「解放」(REL)メッセージを送信した時に開始され、

それぞれ 5.4.3 節または 5.4.4 節に定義された手順に従う。このルールの唯一の例外は、「呼設定」
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(SETUP)メッセージに対してユーザまたは網が呼／コネクションを拒否する場合（例  適当なバーチャル

チャネルが利用不可）である。呼／コネクションの拒否は、「呼設定」(SETUP)メッセージに対して何も

応答していない状態で、「解放完了」(REL COMP)メッセージを返送し、呼番号を解放し、「空」状態に

遷移することで行われる。 

 

5.4.3 ユーザにより開始される解放 

 5.4.2 節と 5.6 節で定義される例外状態を別とし、ユーザは「解放」(REL)メッセージの送信、タイマＴ

３０８の開始、バーチャルチャネルの切断、「解放要求」状態への遷移によって解放処理を開始しなけれ

ばならない。 

 網は「解放」(REL)メッセージを受信すると「解放要求」状態に遷移しなければならない。このメッセ

ージは網にバーチャルチャネルの切断と、相手ユーザへの網コネクションの解放処理開始を促す。呼が使

用しているバーチャルチャネルが切断されると、網は「解放完了」(REL COMP)メッセージをユーザに送

信し、呼番号とバーチャルチャネル（即ちコネクション識別子）を解放し、「空」状態に遷移しなければ

ならない。 

 注－「解放完了」(REL COMP)メッセージはローカルな意味しか持たず、相手ユーザからの解放確認の

意味は持たない。 

 ユーザは「解放完了」(REL COMP)メッセージを受信すると、タイマＴ３０８を停止し、バーチャルチ

ャネルを解放し、呼番号を解放し、「空」状態に遷移しなければならない。 

 タイマＴ３０８が最初に満了した時に、ユーザは最初の「解放」(REL)メッセージに含まれていた理由

表示番号を含む「解放」(REL)メッセージを網に再送し、タイマＴ３０８を再起動し、「解放要求」状態

に留まらなければならない。更に、ユーザは２番目の理由表示情報要素として理由表示＃１０２“タイマ

満了による回復”を示してもよい。タイマＴ３０８の２回目の満了時までに「解放完了」(REL COMP)メ

ッセージを網から受信しない場合には、ユーザはバーチャルチャネルを保守状態とし、呼番号を解放し、

「空」状態に遷移しなければならない。装置はリスタート手順起動のようなインプリメントに依存した回

復手順を開始しなければならない。 

 ユーザが正常な呼／コネクションの解放を開始した場合には、理由表示＃１６“正常切断”が最初の解

放メッセージに使用される。 

 

5.4.4 網により開始される解放 

 5.4.2 節と5.6 節で定義される例外状態を別とし、網は「解放」(REL)メッセージの送信、タイマＴ３０８

の開始、バーチャルチャネルの切断、「解放通知」状態への遷移により、解放を開始しなければならない。 

 ユーザは「解放」(REL)メッセージを受信すると、「解放通知」状態に遷移しなければならない。呼が

使用しているバーチャルチャネルを切断した後、ユーザは「解放完了」(REL COMP)メッセージを網に送

信し、呼番号とバーチャルチャネルを解放し、「空」状態に遷移しなければならない。 

 網は「解放完了」(REL COMP)メッセージを受信すると、タイマＴ３０８を停止し、バーチャルチャネ

ルと呼番号を解放し、「空」状態に遷移しなければならない。 

 タイマＴ３０８が最初に満了した時に、網は最初の「解放」(REL)メッセージに含まれていた理由表示

番号を含む「解放」(REL)メッセージをユーザに再送し、タイマＴ３０８を起動し、「解放通知」状態に

留まらなければならない。更に、網は２番目の理由表示情報要素として理由表示＃１０２“タイマ満了に

よる回復”を示してもよい。タイマＴ３０８の２回目の満了時までに「解放完了」(REL COMP)メッセー

ジをユーザから受信しない場合には、網はバーチャルチャネルを保守状態とし、呼番号を解放し、「空」

状態に遷移しなければならない。装置はリスタート手順起動のようなインプリメントに依存する回復手順

を実行しなければならない。 
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5.4.5　解放の衝突

　解放の衝突は、両側が同じ呼番号について同時に「解放」 (REL)メッセージを送信した場合に起こりう

る。「解放要求」状態にあるユーザが「解放」 (REL)メッセージを受信した場合、ユーザはタイマＴ３０

８を停止し、呼番号とバーチャルチャネルを解放し、（「解放完了」 (REL COMP)メッセージの送受信は

行わず）「空」状態に遷移しなければならない。「解放通知」状態にある網が「解放」 (REL)メッセージ

を受信した場合、網はタイマＴ３０８を停止し、呼番号とバーチャルチャネルを解放し、（「解放完了」

(REL COMP)メッセージの送受信は行わず）「空」状態に遷移しなければならない。

5.5　初期設定手順

　ポイント・ポイント構成の場合、ユーザと網は、本節の手順を実装しなければならない。

　初期設定手順は、一つのバーチャルチャネル、一つのバーチャルパス内の全バーチャルチャネル、また

はシグナリングバーチャルチャネルが制御する全バーチャルチャネルをアイドル状態に戻すために用いら

れる。通常、この手順は、インタフェースの相手側が他の呼制御メッセージに応答しない時、または、故

障が起きた時（例えば「解放」（ＲＥＬ）メッセージへの応答がないことによるタイマＴ３０８の満了

後）、起動される。本手順はまた、自局故障、保守動作また誤操作の結果として起動されてもよい。

　（注）グローバル呼番号の呼番号フラグが初期設定手順に適用される。インタフェースの両側で初期設

定要求を同時に起動した場合、それらは個別に処理されなければならない。同一のユーザプレー

ンバーチャルチャネルが指定された場合は関連する全ての初期設定手順が完了するまでそれらを

再使用可と見なしてはならない。グローバル呼番号の呼番号フラグは、「初期設定」（ＲＥＳ

Ｔ）メッセージでは、“０”に設定され、「初期設定」（ＲＥＳＴ）メッセージへの応答として

送られる「初期設定確認」（ＲＥＳＴ　ＡＣＫ）メッセージでは、“１”に設定される。

  グローバル呼番号を含むメッセージの受信に対する応答の場合「状態表示」（ＳＴＡＴＵＳ）メッセー

ジは、グローバル呼番号を使用しなければならない。「状態表示」（ＳＴＡＴＵＳ）メッセージに含まれ

る呼番号フラグは、受信メッセージの呼番号フラグが“１”に設定されていれば“０”に、受信メッセー

ジの呼番号フラグが“０”に設定されていれば“１”にコード化されなければならない。

5.5.1  「初期設定」（ＲＥＳＴ）メッセージの送信

5.5.1.1　通常の手順

「初期設定」（ＲＥＳＴ）メッセージは網またはユーザ装置により、バーチャルチャネルをアイドル状態

に戻すために送信される。初期設定の対象が一つの“表示されたバーチャルチャネル”なのか、“「初期

設定」（ＲＥＳＴ）メッセージが送信されるシグナリングバーチャルチャネルによって制御される示され

たＶＰＣ内の全ユーザプレーンバーチャルチャネル”なのか、または“「初期設定」（ＲＥＳＴ）メッセ

ージを送信するレイヤ３エンティティによって制御される全バーチャルチャネル”なのかを示すために、

初期設定表示情報要素が「初期設定」（ＲＥＳＴ）メッセージ内に含まれていなければならない。初期設

定表示情報要素が“表示されたバーチャルチャネル”または、“「初期設定」（ＲＥＳＴ）メッセージが

送信されるシグナリングバーチャルチャネルによって制御される示されたＶＰＣ内の全てのバーチャルチ

ャネル”とコード化される場合は、どのバーチャルチャネルまたはバーチャルパスをアイドル状態に戻す

べきなのかを示すためにコネクション識別子情報要素が含まれていなければならない。初期設定表示情報

要素が“「初期設定」（ＲＥＳＴ）メッセージを送信するレイヤ３エンティティによって制御される全バ

ーチャルチャネル”とコード化される場合、コネクション識別子情報要素を含めてはならない。
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　「初期設定」（ＲＥＳＴ）メッセージを送信すると、送信側は「初期設定要求」状態に遷移し、タイマ

Ｔ３１６を起動し、「初期設定確認」（ＲＥＳＴ　ＡＣＫ）メッセージを待つ。また、「初期設定確認」

（ＲＥＳＴ　ＡＣＫ）メッセージを受信するまで、または、タイマＴ３１６が満了するまでは、再度「初

期設定」（ＲＥＳＴ）メッセージを送信してはならない。「初期設定確認」（ＲＥＳＴ　ＡＣＫ）メッセ

ージを受信するとタイマＴ３１６を停止し、バーチャルチャネルと関連リソース（例えば呼番号値）を再

使用可能とする。バーチャルチャネルと呼番号値が解放された後に「空」状態に遷移しなければならない。

　「初期設定」（ＲＥＳＴ）メッセージおよび「初期設定確認」（ＲＥＳＴ　ＡＣＫ）メッセージは、

「初期設定要求」状態が対応しているグローバル呼番号値（オールゼロ）を含まなければならない。これ

らのメッセージは、ＡＡＬ－データ－要求プリミティブを用いて転送される。

　初期設定されるユーザプレーンバーチャルチャネルに対応する呼は、理由表示＃４１“一時的失敗”を

使って相手側に対して解放されなければならない。

5.5.1.2　例外的な手順

　「初期設定確認」（ＲＥＳＴ　ＡＣＫ）メッセージをタイマＴ３１６満了前に受信しない場合、「初期

設定確認」（ＲＥＳＴ　ＡＣＫ）メッセージが返送されるまで、次の「初期設定」（ＲＥＳＴ）メッセー

ジを一つまたは複数個送信してもよい。タイマＴ３１６の起動中、初期設定されたバーチャルチャネルは、

呼設定手順を用いて新しく要求された呼をサポートするために使用されてはならない。連続する不成功の

初期設定の回数を、デフォルト値２で制限する。回数がこの制限値に達すると、「初期設定」（ＲＥＳ

Ｔ）メッセージの発信側はそれ以上初期設定を試みず、「空」状態（ＲＥＳＴ　０）に遷移しなければな

らない。適当なメンテナンスエンティティに指示が送られる。バーチャルチャネルは、保守作業が行われ

るまでサービス停止状態とみなされる。

　「初期設定」（ＲＥＳＴ）メッセージで表示されるバーチャルチャネルの集合とは異なるバーチャルチ

ャネルの集合を示す「初期設定確認」（ＲＥＳＴ　ＡＣＫ）メッセージを受信した場合、その「初期設定

確認」（ＲＥＳＴ　ＡＣＫ）メッセージを廃棄しなければならない。

5.5.2　「初期設定」（ＲＥＳＴ）メッセージの受信

5.5.2.1　通常の手順

　「初期設定」（ＲＥＳＴ）メッセージを受信すると、受信側はグローバル呼番号に対応して「初期設

定」状態に遷移し、タイマＴ３１７を起動しなければならない。その後、指定されたバーチャルチャネル

をアイドル状態に遷移させ、指定されたバーチャルチャネルに対応する全ての呼番号を解放するための適

切な内部動作を開始しなければならない。内部的な解放動作が完了すると、タイマＴ３１７を停止し、

「初期設定確認」（ＲＥＳＴ　ＡＣＫ）メッセージを起動側に送信し、「空」（ＲＥＳＴ０）状態に遷移

しなければならない。「初期設定確認」（ＲＥＳＴ　ＡＣＫ）メッセージには、対応する「初期設定」

（ＲＥＳＴ）メッセージによって受信した情報と同じ情報を含む初期設定表示情報要素を示さなければな

らない。さらに、「初期設定確認」（ＲＥＳＴ　ＡＣＫ）メッセージは、対応する「初期設定」（ＲＥＳ

Ｔ）メッセージによって受信したコネクション識別子情報要素の情報（存在する場合）と同じ情報を含む

コネクション識別子情報要素を含まなければならない。

　初期設定されるユーザプレーンバーチャルチャネルに対応する呼は、理由表示＃４１“一時的失敗”を
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使って相手に対して解放されなければならない。

　指定された全バーチャルチャネルがアイドル状態、またはアイドル状態に遷移させるための初期設定手

順が既に起動されていても、「初期設定」（ＲＥＳＴ）メッセージを受信する受信側エンティティは、送

信側に「初期設定確認」（ＲＥＳＴ　ＡＣＫ）メッセージを送信しなければならない。

　初期設定表示情報要素が“「初期設定」（ＲＥＳＴ）メッセージを送信するレイヤ３エンティティによ

って制御される全バーチャルチャネル”とコード化される場合、シグナリングバーチャルチャネルに対応

する全てのインタフェース上の全ての呼は解放されなければならない。

　管理手順により設定された半固定コネクションが、（“「初期設定」（ＲＥＳＴ）メッセージを送信す

るレイヤ３エンティティによって制御される全バーチャルチャネル”または“「初期設定」（ＲＥＳＴ）

メッセージが送信されるシグナリングバーチャルチャネルによって制御される示されたＶＰＣ内の全ユー

ザプレーンバーチャルチャネル”を指定することによって）暗黙の内に指定された場合、適切な表示（す

なわち“「初期設定」（ＲＥＳＴ）メッセージを送信するレイヤ３エンティティによって制御される全バ

ーチャルチャネル”または“「初期設定」（ＲＥＳＴ）メッセージが送信されるシグナリングバーチャル

チャネルによって制御される示されたＶＰＣ内の全ユーザプレーンバーチャルチャネル”）を含む「初期

設定確認」（ＲＥＳＴ　ＡＣＫ）メッセージが返送されなければならないことを除いて、これらのバーチ

ャルチャネル上ではいかなる保守動作も実行してはならない。

　管理手順により設定された半固定コネクションまたは予約ＶＰＣＩ／ＶＣＩ（例えばポイント・ポイン

トシグナリングバーチャルチャネル）が（「初期設定」（ＲＥＳＴ）メッセージにコネクション識別子情

報要素を含むことにより）明示的に指定される場合は、これらのチャネル上ではいかなる保守動作も実行

してはならず、理由表示＃８２「無効チャネル番号使用」を含む「状態表示」（ＳＴＡＴＵＳ）メッセー

ジがオプションとして返送され得る。この場合、オプションとして、処理できなかったバーチャルチャネ

ルまたはバーチャルパスを診断フィールド内で表示する。

　以下のエンティティが、初期設定手順の結果として解放される。

・ＪＴ－Ｑ２９３１手順によって設定されるバーチャルチャネル

・解放されたバーチャルチャネルに対応する全リソース（例えば呼番号値）

　以下のエンティティは、初期設定手順の結果としては解放されない。

・網により設定された固定コネクション

    ・管理システムが予約したバーチャルチャネル（例えばポイント・ポイントシグナリングバーチャル

チャネル）

5.5.2.2　例外的な手順

　タイマＴ３１７が内部的な解放の完了前に満了した場合、メンテナンスエンティティに通知が送られな

ければならず（すなわち、プリミティブがシステムマネージメントエンティティに送られなければならな

い）、「空」状態（ＲＥＳＴ　０）に遷移しなければならない。
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　初期設定表示情報要素が“「初期設定」（ＲＥＳＴ）メッセージを送信するレイヤ３エンティティによ

って制御される全バーチャルチャネル”としてコード化され、コネクション識別子情報要素が含まれてい

る場合は、このコネクション識別子情報要素は、５．６．８．３節に記載したように処理される。

　初期設定表示情報要素が“表示されたバーチャルチャネル”とコード化され、コネクション識別子情報

要素が含まれていない場合、５．６．７．１節の手順に従わなければならない。

　初期設定表示情報要素が“表示されたバーチャルチャネル”または“「初期設定」（ＲＥＳＴ）メッセ

ージが送信されるシグナリングバーチャルチャネルによって制御される示されたＶＰＣ内の全ユーザプレ

ーンバーチャルチャネル”とコード化され、コネクション識別子情報要素が識別不能のＶＰＣＩを含んで

いる場合、５．６．７．２節の手順に従わなければならない。

　「初期設定」（ＲＥＳＴ）メッセージを「初期設定」状態中に受信した場合、５．６．４節の手順に従

わなければならない。

5.6　エラー状態の処理

　“ＪＴ－Ｑ２９３１ユーザ・網呼／コネクション制御メッセージ”のプロトコル識別子を使用するすべ

てのメッセージは、５．６．１節から５．６．８節に示すチェックに適合しなければならない。

　詳細なエラー処理手順は、インプリメントに依存し、網毎に異なってもよい。しかし本節ではエラー状

態に対する通常の処理を容易にするための機能を示しており、各インプリメントにおいてはこの機能を実

現しなくてはならない。

　５．６．１節から５．６．８節は、優先順に記述されている。

5.6.1　プロトコル識別子エラー

　“ＪＴ－Ｑ２９３１ユーザ・網呼／コネクション制御メッセージ”以外にコード化されたプロトコル識

別子を持つメッセージを受信した場合、そのメッセージを無視しなければならない。“無視”とは、メッ

セージを受信しなかったのと同様に何もしないことを意味する。

5.6.2　欠損メッセージ

　メッセージ長が短いために完全なメッセージ長情報要素が含まれない場合、そのメッセージを無視しな

ければならない。

5.6.3　呼番号エラー

5.6.3.1　無効呼番号形式

　呼番号情報要素の第１オクテットのビット５からビット８までが００００に等しくない場合、そのメッ

セージを無視しなければならない。

　呼番号情報要素の第１オクテットのビット１からビット４までが、３オクテット（４．３節参照）以外

の値を示す場合、そのメッセージを無視しなければならない。

5.6.3.2　呼番号の手順エラー

　　(ａ) 「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージ、「解放完了」（ＲＥＬ　ＣＯＭＰ）メッセージ、「状態
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問合」（ＳＴＡＴＵＳ ＥＮＱ）メッセージ、または「状態表示」（ＳＴＡＴＵＳ）メッセージ

を除き、通信中あるいは呼設定中と関連するとは認識されない呼番号を持ついかなるメッセージ

を受信した場合にも、受信側は、理由表示＃８１“無効呼番号値使用”を含む「解放完了」（Ｒ

ＥＬ ＣＯＭＰ）メッセージの送信によって受信したメッセージの呼番号の呼の解放を開始し、

「空」状態を維持しなければならない。 

  (ｂ) 通信中あるいは呼設定中と関連するとは認識されない呼番号を持つ「解放完了」（ＲＥＬ ＣＯ

ＭＰ）メッセージを受信した場合、何の動作も行なわれてはならない。 

  (ｃ) 通信中あるいは呼設定中と関連するとは認識されない呼番号を持ち、間違って呼番号フラグが

“１”に設定された「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージを受信した場合、このメッセージを無

視しなければならない。 

  (ｄ) 通信中あるいは呼設定中と関連すると認識される呼番号を持つ「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセ

ージを受信した場合、この「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージを無視しなければならない。 

  (ｅ) 「初期設定」（ＲＥＳＴ）メッセージ、「初期設定確認」（ＲＥＳＴ ＡＣＫ）メッセージ、ま

たは、「状態表示」（ＳＴＡＴＵＳ）メッセージを除きグローバル呼番号を持ついかなるメッセ

ージを受信した場合も、そのメッセージに対して何の動作も行わず、グローバル呼番号に関連し

た現在の呼状態と理由表示＃８１“無効呼番号値使用”を含むグローバル呼番号を持つ「状態表

示」（ＳＴＡＴＵＳ）メッセージを返送しなければならない。 

  (ｆ) 通信中あるいは呼設定中と関連するとは認識されない呼番号を持つ「状態表示」（ＳＴＡＴＵ

Ｓ）メッセージを受信した場合、５．６．１２節の手順を適用しなければならない。 

  (ｇ) 通信中あるいは呼設定中と関連するとは認識されない呼番号を持つ「状態問合」（ＳＴＡＴＵＳ 

ＥＮＱ）メッセージを受信した場合、５．６．１１節の手順を適用しなければならない。 

  (ｈ) 間違って呼番号フラグが“１”に設定されたグローバル呼番号を持つ「初期設定」（ＲＥＳＴ）

メッセージを受信したり、間違って呼番号フラグが“０”に設定されたグローバル呼番号を持つ

「初期設定確認」（ＲＥＳＴ ＡＣＫ）メッセージを受信した場合、そのメッセージに対して何

も行わず、グローバル呼番号に関連した現在の呼状態と理由表示＃８１“無効呼番値中使用”を

含むグローバル呼番号を持つ「状態表示」（ＳＴＡＴＵＳ）メッセージを返送しなければならな

い。 

 

5.6.4 メッセージ種別またはメッセージ順序エラー 

 本節に記述したエラー手順は、メッセージ整合性動作指示表示内のフラグが“メッセージ動作表示フィ

ールドは意味を持たない”に設定されている場合にだけ適用される。フラグが“明示的な動作指示に従

う”に設定されている場合は、５．７節の手順が優先する。 

 「空」状態以外の状態で、「解放」（ＲＥＬ）メッセージまたは「解放完了」（ＲＥＬ ＣＯＭＰ）メ

ッセージを除く期待されないメッセージまたは認識されないメッセージを受信した場合、状態遷移を行わ

ず次の理由表示のいずれか一つを含む「状態表示」（ＳＴＡＴＵＳ）メッセージを返送しなければならな

い。 

 

  (ａ) 理由表示＃９７“メッセージ種別未定義又は未提供”または 

  (ｂ) 理由表示＃１０１“呼状態とメッセージ不一致” 

 

 しかし、この手順には２つの例外がある。第１の例外は、網またはユーザが「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）

メッセージへの応答として期待されない「解放」（ＲＥＬ）メッセージを受信した場合である。この場合、

「状態表示」（ＳＴＡＴＵＳ）メッセージまたは「状態問合」（ＳＴＡＴＵＳ ＥＮＱ）メッセージの送



－ 123 － ＪＴ－Ｑ２９３１

信は行わない。網が期待されない「解放」（ＲＥＬ）メッセージを受信した場合に、網はバーチャルチャ

ネルを解放し、網コネクションおよび相手ユーザとの呼を、ユーザから送られてきた理由表示、または含

まれていない場合は理由表示＃３１“その他の正常クラス”によって解放し、ユーザへ「解放完了」（Ｒ

ＥＬ　ＣＯＭＰ）メッセージを返送し、呼番号を解放し、全てのタイマを停止し、「空」状態へ遷移しな

ければならない。ユーザが期待されない「解放」（ＲＥＬ）メッセージを受信した場合、ユーザは、バー

チャルチャネルを解放し、網へ「解放完了」（ＲＥＬ　ＣＯＭＰ）メッセージを返送し、呼番号を解放し、

全てのタイマを停止し、「空」状態へ遷移しなければならない。

　第２の例外は、網またはユーザが期待されない「解放完了」（ＲＥＬ　ＣＯＭＰ）メッセージを受信し

た場合である。網が期待されない「解放完了」（ＲＥＬ　ＣＯＭＰ）メッセージを受信した場合に、網は、

バーチャルチャネルを切断および解放し、ネットワークコネクションおよび相手ユーザとの呼を、ユーザ

が表示した理由表示、または含まれていない場合は理由表示＃１１１“その他の手順誤りクラス”で解放

し、呼番号を解放し、全てのタイマを停止し、「空」状態に遷移しなければならない。ユーザが期待され

ない「解放完了」（ＲＥＬ　ＣＯＭＰ）メッセージを受信した場合、ユーザは、バーチャルチャネルを切

断および解放し、呼番号を解放し、全てのタイマを停止し、「空」状態に遷移しなければならない。

5.6.5　メッセージ長エラー

　メッセージ長情報要素で示されたメッセージ長と実際の受信メッセージの長さが一致していない場合、

メッセージを可能な限り正常に処理しなければならない。必要なら、５．６．６節のエラー処理手順を実

行しなければならない。

5.6.6　一般情報要素エラー

　一般情報要素エラー手順は、コード群が０以外の情報要素にも適用され得る。この場合、理由表示情報

要素は、診断情報フィールドにおいて、４．５節の固定シフト手順または一時シフト手順によりコード群

が０以外の情報要素も含み得る。

5.6.6.1　情報要素の順序

可変長情報要素は、４．５．１節に示されたケースを除き、メッセージ内で任意の順序で現れてもよい。

１つのメッセージの中に同一の情報要素が複数含まれていて、繰り返された情報要素が最初の情報要素に

連続していない場合（４．５．１節参照）、受信エンティティは、連続していない２つ目以降の情報要素

を無視しなければならない。

5.6.6.2　重複した情報要素

　情報要素の繰り返しは許されていないにもかかわらず、メッセージの中に情報要素が繰り返された場合、

最初に現れた情報要素の内容だけを処理し、以降のすべての繰り返し情報要素は無視しなければならない。

情報要素の繰り返しが許されており、情報要素の繰り返しの制限を越えている場合、最初から制限までの

情報要素の内容を処理し、以降の全ての繰り返し情報要素は無視しなければならない。

5.6.6.3　コーディング標準エラー

　ユーザまたは網が、受信側がサポートしていないコーディング標準を示すコーディング標準フィールド

を含む情報要素を受信した場合、内容がエラーである情報要素としてこの情報要素を処理しなければなら

ない。情報要素の種類によって、５．６．７．２節または５．６．８．２節の手順を実行しなければなら

ない。
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5.6.7　必須情報要素エラー

5.6.7.1　必須情報要素不足

　「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージ、「解放」（ＲＥＬ）メッセージまたは「解放完了」（ＲＥＬ

ＣＯＭＰ）メッセージ以外の１つ以上の必須情報要素が不足しているメッセージを受信した場合、このメ

ッセージによって何も動作せず状態も遷移させてはならない。その後、理由表示＃９６“必須情報要素不

足”を含む「状態表示」（ＳＴＡＴＵＳ）メッセージを返送する。

　１つ以上の必須情報要素が不足している「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージを受信した場合、理由表

示＃９６“必須情報要素不足”を含む「解放完了」（ＲＥＬ　ＣＯＭＰ）メッセージを返送しなければな

らない。

　理由表示情報要素が含まれていない「解放」（ＲＥＬ）メッセージを受信した場合は、ローカルインタ

フェースに送信される「解放完了」（ＲＥＬ　ＣＯＭＰ）メッセージが理由表示＃９６“必須情報要素不

足”を含むことを除いて、理由表示＃３１“その他の正常クラス”を含む「解放」（ＲＥＬ）メッセージ

を受信した場合と同じ動作をとらなければならない（５．４節参照）

　理由表示情報要素が含まれていない「解放完了」（ＲＥＬ　ＣＯＭＰ）メッセージを受信した場合は、

理由表示＃３１“その他の正常クラス”を含む「解放完了」（ＲＥＬ　ＣＯＭＰ）メッセージを受信した

ものと見なす。

5.6.7.2　必須情報要素内容エラー

　本節のエラー手順は、情報要素動作指示フィールドのフラグ（ビット５）が“情報要素動作指示フィー

ルドは意味を持たない”に設定されている場合にだけ適用される。このフラグが“明示的な動作指示に従

う”に設定されている場合は、５．７節の手順が優先する。

　「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージ、「解放」（ＲＥＬ）メッセージまたは「解放完了」（ＲＥＬ

ＣＯＭＰ）メッセージ以外の１つ以上の無効な内容の必須情報要素を含むメッセージを受信した場合、こ

のメッセージによって何も動作せず状態も遷移させてはならない。その後、理由表示＃１００“情報要素

の内容が無効”を含む「状態表示」（ＳＴＡＴＵＳ）メッセージを返送する。

　１つ以上の無効な内容の必須情報要素を含む「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージを受信した場合、理

由表示＃１００“情報要素の内容が無効”を含む「解放完了」（ＲＥＬ　ＣＯＭＰ）メッセージを返送し

なければならない。

　無効な内容の理由表示情報要素を含む「解放」（ＲＥＬ）メッセージを受信した場合、ローカルインタ

フェースに送信される「解放完了」（ＲＥＬ　ＣＯＭＰ）メッセージが理由表示＃１００“情報要素の内

容が無効”を含むことを除いて、理由表示＃３１“その他の正常クラス”を含む「解放」（ＲＥＬ）メッ

セージを受信した場合と同じ動作をとらなければならない（５．４節参照）。

　無効な内容の理由表示情報要素を含む「解放完了」（ＲＥＬ　ＣＯＭＰ）メッセージを受信した場合は

理由表示＃３１“その他の正常クラス”を含む「解放完了」（ＲＥＬ　ＣＯＭＰ）メッセージを受信した

ものと見なす。
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　（３章で示す）最大長を越えた長さの情報要素は、内容エラーの情報要素として扱われる。

　（注）ユーザ装置（Ｂ－ＮＴ２）のオプションとして、Ｂ－ＮＴ２が理解できない理由表示値、生成源

コード、および診断情報を受信した場合は、理由表示＃３１“その他の正常クラス”の理由表示

値を受信したものとして扱い、理由表示＃１００“情報要素の内容が無効”を含む「解放完了」

（ＲＥＬ　ＣＯＭＰ）メッセージを送信するかわりに、それらを他のエンティティ（ユーザまた

はＢ－ＮＴ２等）へ転送してもよい。本オプションの意図は、将来理由表示値、生成源コードお

よび診断情報が標準／勧告に追加された場合にユーザ装置が、整合がとれるようにすることにあ

る。

5.6.8　非必須情報要素エラー

　本節のエラー手順は、情報要素動作指示フィールドのフラグ（ビット５）が“情報要素動作指示フィー

ルドは意味を持たない”に設定されている場合にだけ適用される。このフラグが“明示的な動作指示に従

う”に設定されている場合は、５．７節の手順が優先する。

　以降の節は、必須であるとは認識されない情報要素についての動作を規定する。

5.6.8.1　認識されない情報要素

　１つ以上の認識されない情報要素を含むメッセージを受信した場合、受信側エンティティは以下の手順

を取らなければならない。

　受信メッセージ及びこれに含まれる認識され有効な内容を持つ情報要素に対しては動作を行わなければ

ならない。受信メッセージが「解放」(REL) メッセージ及び「解放完了」 (REL COMP)メッセージ以外の

場合は１つの理由表示情報要素を含んだ「状態表示」(STATUS)メッセージを返送してもよい。「状態表

示」 (STATUS)メッセージは、受信メッセージの動作後の受信側の呼状態を示す。理由表示情報要素には、

理由表示＃９９“情報要素／パラメータ未定義または未提供”を含まなければならず、診断情報フィール

ドが存在する場合は、そこには認識されなかったそれぞれの情報要素についての情報要素識別子を含めな

ければならない。その後の動作は、認識されない情報要素の送信側が決定する。

　「解放」(REL)メッセージまたは「解放完了」(REL COMP)メッセージが１つ以上の認識されない情報要

素を含んでいる場合、以下の方法でローカルユーザにエラーを報告する。

　　(a) １つ以上の認識されない情報要素を含んだ「解放」 (REL)メッセージを受信した場合、理由表示

＃９９“情報要素／パラメータ未定義または未提供”を含む「解放完了」 (REL COMP)メッセージ

を返送しなければならない。理由表示情報要素の診断情報フィールドが存在する場合、そこには認

識されなかった情報要素のそれぞれに対する情報要素識別子を含めなければならない。

　　(b) １つ以上の認識されない情報要素を含んだ「解放完了」(REL COMP)メッセージを受信した場合、

認識されない情報については何の動作も行ってはならない。

　(注) 理由表示＃９９“情報要素／パラメータ未定義または未提供”の診断情報は、「状態表示」

(STATUS)メッセージを受信した時に選択する適切な回復手順の決定を容易にする。そのため、

診断情報を含めることはオプションであるが、レイヤ３エンティティが「状態表示」 (STATUS)

メッセージを受信した同位エンティティに適切な動作を行うことを期待する場合、診断情報を伴
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った理由表示＃９９“情報要素／パラメータ未定義または未提供”を提供することを推奨する。

5.6.8.2　非必須情報要素内容エラー

　無効な内容を含む１つ以上の非必須情報要素を持つメッセージを受信した場合、メッセージ及び認識さ

れ有効な内容を持つ情報要素に対して動作を行わなければならない。

　１つの理由表示情報要素を含んだ「状態表示」(STATUS)メッセージを返送してもよい。

　「状態表示」(STATUS)メッセージは、受信メッセージの動作後の受信側の呼状態を示す。理由表示情報

要素には理由表示＃１００“情報要素の内容が無効”を含まなければならず、診断情報フィールドが存在

する場合は、そこに無効な内容を持つ情報要素のそれぞれに対する情報要素識別子を含まなければならな

い。

　（３章で示す）最大長を越える長さの情報要素は、内容エラーとして扱われる。しかし、アクセス情報

要素（付属資料Ｊ参照）に対しては、理由表示＃４３“アクセス情報破棄”が、理由表示＃１００“情報

要素の内容が無効”の代わりに用いられる。

5.6.8.3　期待されない認識された情報要素

　そのメッセージに含まれると定義されない認識可能な情報要素を持つメッセージを受信した場合、受信

側エンティティは、（以下の注を除いて）その情報要素を認識されない情報要素として扱い、5.6.8.1 節で

定義される手順に従わなければならない。

　(注) 情報要素の処理の手順がその情報要素を含むメッセージの処理手順と独立しているとき、実装に

よっては期待されない認識された情報要素の処理を選択してもよい。

　(TTC注)　この注の意味は不明確であり今後明確化する必要がある。

5.6.9　シグナリング用ＡＡＬコネクションのリセット

　ＪＴ－Ｑ２９３１エンティティ、ＡＡＬ－設定－表示プリミティブによってシグナリング用ＡＡＬのリ

セットを通知された場合は、以下の手順を適用する。

　　(a) 解放フェーズ（状態Ｎ１１、Ｎ１２、Ｕ１１およびＵ１２）にある呼に対しては、何の動作も行

ってはならない。

　　(b) 設定フェーズ（状態Ｎ１、Ｎ３、Ｎ４、Ｎ６、Ｎ７、Ｎ８、Ｎ９、Ｕ１、Ｕ３、Ｕ４、Ｕ６、Ｕ

７、Ｕ８およびＵ９）にある呼に対しては、状態を維持しなければならず、オプションとして状態

問合手順を起動しても良い。

　　(c) 「通信中」状態にある呼に対しては､状態を維持しそのエンティティは 5.6.11 節に記述される状態

問合手順を起動しなければならない。

5.6.10　シグナリング用ＡＡＬコネクションの解放

　ＡＡＬ－解放－表示プリミティブによってシグナリング用ＡＡＬコネクションの解放が、ＪＴ－Ｑ２９

３１エンティティに通知された場合は、以下の手順を適用しなければならない。

　　(a) 「通信中」状態以外のすべての呼に対しては、内部的に解放されなければならない。

　　(b) 解放されたシグナリング用ＡＡＬコネクションによって制御される「通信中」状態の呼が１つで

も存在する場合は、タイマＴ３０９を起動しなければならない。タイマＴ３０９がすでに起動され

ている場合は、再起動してはならない。
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　ＪＴ－Ｑ２９３１エンティティは、ＡＡＬ－設定－要求プリミティブによってシグナリング用ＡＡＬの

再設定を要求しなければならない。

　ＡＡＬ－設定－確認プリミティブによってシグナリング用ＡＡＬの再設定が通知された場合は、以下の

手順を適用しなければならない。

　・タイマＴ３０９を停止し、

　・各呼／コネクションごとの同位エンティティの呼状態を確かめるために、5.6.11節に従って状態問合

手順を実行する。

　シグナリング用ＡＡＬの再設定に先だってタイマＴ３０９が満了した場合、網は網コネクションを解放

し、理由表示＃２７“着側インタフェース起動不可”を用いて相手ユーザへの呼を解放し、ベアラバーチ

ャルチャネルを切断および解放し、呼番号を解放し、「空」状態に遷移しなければならない。

　シグナリング用ＡＡＬの再設定に先だってタイマＴ３０９が満了した場合、ユーザは、そのバーチャル

チャネルを切断および解放し、呼番号を解放し、「空」状態に遷移しなければならない。ユーザは、もし

あれば、接続された内部のコネクションを理由表示＃２７“着側インタフェース起動不可”を用いて解放

してもよい。

5.6.11　状態問合手順

　同位エンティティにおける呼状態の正確さの検査を行うために、呼状態を要求する「状態問合」

(STATUS ENQ)メッセージを送出しても良い。特にこの手順は、5.6.9 節および 5.6.10 節に示す手順エラ

ー状態に適用しても良い。

　通信中の呼に対し、さらにシグナリング用ＡＡＬからデータリンクレイヤのリセットまたは再設定の通

知を受信した時はいつでも、同位エンティティの呼の状態の正確さの検査のために、「状態問合」

(STATUS ENQ)メッセージを送出しなければならない。

　「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージを送信すると、「状態表示」(STATUS)メッセージの受信を予測

してタイマＴ３２２を開始しなければならない。タイマＴ３２２が起動中している場合は、「状態問合」

(STATUS ENQ)メッセージの送出およびタイマＴ３２２の再起動を行ってはならない。タイマＴ３２２が

満了する前に「解放」(REL)メッセージまたは「解放完了」(REL COMP)メッセージを受信した場合、タイ

マＴ３２２を停止し、呼の解放を続けなければならない。

　「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージを受信すると受信側は、現在の呼の状態（通信中または呼設定

中の呼の現在の呼状態、ならびに呼番号が通信中の呼または呼設定中の呼と関連しない場合は「空」状

態）を報告し、理由表示＃３０“状態問合への応答”を含む「状態表示」(STATUS)メッセージで応答しな

ければならない（ 5.6.4節参照）。

　「状態問合」(STATUS ENQ)メッセージの受信によって状態は変化しない。

　上記のような状況での「状態表示」 (STATUS)メッセージの送信は、送信側と受信側のどちらの呼の状

態にも直接影響を与えない。「状態表示」 (STATUS)メッセージを受信した受信側は、理由表示情報要素

を点検しなければならない。理由表示＃３０“状態問合への応答”を含む「状態表示」 (STATUS)メッセ

ージを受信した場合、タイマＴ３２２を停止し、その「状態表示」 (STATUS)メッセージの情報に基づい

て受信側の現在の状態に関係した適切な動作を取らなければならない。

　「状態表示」 (STATUS)メッセージを受信しないでタイマＴ３２２が満了した場合、応答を受信するま

で「状態問合」 (STATUS ENQ)メッセージを１回以上再送しても良い。「状態問合」(STATUS ENQ)メッ

セージの再送回数は実装に依存する。「状態問合」 (STATUS ENQ)メッセージの再送が最大回数に達し、
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タイマＴ３２２の最後の満了以前に「状態表示」(STATUS)メッセージを受信しない場合、呼は理由表示

＃４１“一時的失敗”を伴ってローカルインタフェースで解放されなければならない。また必要ならば網

は、理由表示＃４１“一時的失敗”を用いて網コネクションも解放しなければならない。 

 

5.6.12 「状態表示」(STATUS)メッセージの受信 

 受信側エンティティは、状態不一致を通知する「状態表示」(STATUS)メッセージを受信すると、次の

いずれかの動作を行わなければならない。 

   (a) 理由表示＃１０１“呼状態とメッセージ不一致”を含む適切な「解放」(REL) メッセージ及び

「解放完了」(REL COMP)メッセージを送信することによって呼を解放する。または、 

   (b)その他の（呼状態の）不一致から回復を試みる動作を取る。本動作は実装上のオプションである。 

 

 以下に示す規則を除き、呼状態が不一致かどうかの判定は実装上の決定に委ねられる。 

 

   (a) 「空」状態において、「空」状態以外のいずれかの呼状態を示す「状態表示」(STATUS)メッセー

ジを受信した場合、受信側エンティティは、理由表示＃１０１“呼状態とメッセージ不一致”を含

む「解放完了」(REL COMP)メッセージを送信しなければならず、状態は「空」状態に止まる。 

   (b) 「解放要求」状態または「解放通知」状態において、「空」状態以外のいずれかの呼状態を示す

「状態表示」(STATUS)メッセージを受信した場合、何の動作も行ってはならない。 

   (c) 「空」状態以外のいずれかの状態において、「空」状態を示す「状態表示」(STATUS)メッセージ

を受信した場合、受信側はすべてのリソースを解放し、「空」状態へ遷移しなければならない。 

 

 「空」状態において、「空」状態を示す「状態表示」(STATUS)メッセージを受信した側は、そのメッ

セージを破棄し「空」状態にとどまり他に何の動作も行ってはならない。 

 呼状態が一致することを示し、かつ以下の理由表示のひとつを含む「状態表示」(STATUS)メッセージ

を受信することがある。 

 ＃９６  “必須情報要素不足” 

 ＃９７  “メッセージ種別未定義または未提供” 

 ＃９９  “情報要素／パラメータ未定義または未提供” 

 ＃１００ “情報要素の内容が無効” 

 ＃１０１ “呼状態とメッセージ不一致” 

 この場合とられる動作は、実装上のオプションである。その他の手順が定義されていない場合、受信側

は受信した「状態表示」(STATUS)メッセージの理由表示を使用して、5.4 節に定義されている手順で呼を

解放しなければならない。 

 「初期設定要求」または「初期設定」状態において、グローバル呼番号を持ち状態不一致を通知する

「状態表示」(STATUS)メッセージを受信した場合、受信側ＪＴ－Ｑ２９３１エンティティはレイヤマネ

ジメントへ通知し、このメッセージによってそれ以上の動作を行ってはならない。 

 「空」状態の場合、グローバル呼番号を持った「状態表示」(STATUS)メッセージの受信によって何の

動作も行ってはならない。 

 

 （注）より高位のレイヤのアクティビティ（例えば、システムまたはレイヤマネジメント）によって行

われる動作は、（「初期設定」(REST)メッセージの再送を含めて）実装に依存する。 

 

 上記の場合を除いて、グローバル呼番号を持つ「状態表示」(STATUS)メッセージの受信時のエラー処
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理手順は実装上のオプションである。 

 

5.7 明示的な動作内容を伴うエラー手順 

 本節に示す手順は、メッセージ整合性動作指示表示または情報要素動作指示フィールドのフラグが、

“明示的な動作指示に従う”に設定された場合にだけ適用されなければならない。 

 

5.7.1 期待されない、または、認識されないメッセージ種別 

 「空」状態を除くすべての状態に於いて、期待されない、または、認識されないメッセージ種別を受信

した場合は、以下の手順が適用される。 

 「解放要求」および「解放通知」状態を除くすべての状態に於いて、メッセージ種別情報要素の動作指

示フィールドの動作内容フィールドが“呼解放”を示す場合、理由表示＃９７“メッセージ種別未定義ま

たは未提供”または理由表示＃１０１“呼状態とメッセージ不一致”を示す理由表示情報要素を含めるこ

とを除いては、その呼は 5.4.3節または 5.4.4節の手順に従い解放されなければならない。「解放要求」ま

たは「解放通知」状態にある場合、受信側は何の動作も行ってはならず、同じ状態に止まらなければなら

ない。 

 メッセージ種別情報要素の動作指示フィールドの動作内容フィールドが“廃棄および無視”を示す場合、

そのメッセージは無視されなければならない。 

 メッセージ種別情報要素の動作指示フィールドの動作内容フィールドが“廃棄および状態報告”を示す

場合、そのメッセージに対して何の動作も行ってはならず、理由表示＃９７“メッセージ種別未定義また

は未提供”または理由表示＃１０１“呼状態とメッセージ不一致”を示す理由表示情報要素を含む「状態

表示」(STATUS)メッセージを送信しなければならない。 

 メッセージ種別情報要素の動作内容フィールドに未定義（予約済）の値がセットされている場合、受信

側は、その動作内容フィールドが“廃棄および状態報告”を示している場合と同等の処理を行わなければ

ならない。 

 

5.7.2 情報要素エラー 

 １つ以上の期待されない情報要素、認識されない情報要素、または認識されない内容を含んだ情報要素

を含む「解放」(REL) メッセージまたは「解放完了」(REL COMP)メッセージ以外のメッセージを受信し

た場合、受信側のエンティティは情報要素動作内容をチェックし、次の a)、b)、c)、d)または e) に示す

適切な手順に従わなければならない。 

 １つ以上の誤った情報要素を含む「解放」(REL) メッセージを受信した場合、理由表示＃９９“情報要

素／パラメータ未定義または未提供”または理由表示＃１００“情報要素の内容が無効”を含む「解放完

了」(REL COMP)メッセージを返送しなければならない。 

 １つ以上の誤った情報要素を含む「解放完了」(REL COMP)メッセージを受信した場合、その誤った情

報要素に対して何の動作も行ってはならない。そのメッセージは、誤った情報要素の部分が受信されなか

ったかのように処理されなければならない。 

 ２つ以上の誤った情報要素を受信した場合、応答はただ一つだけ行われなければならない。その応答は

情報要素動作内容フィールドに従って、以下の優先順位で、処理されなければならない。 

 

：“呼解放”(最優先)、 

 “メッセージ廃棄および状態報告”、 

 “メッセージ廃棄および無視”、 

 “情報要素廃棄、処理継続および状態報告”、 
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 “情報要素廃棄および処理継続” 

 

   (a) 情報要素動作内容フィールド＝“呼解放” 

 情報要素動作内容フィールドが“呼解放”である場合、理由表示情報要素に理由表示＃９９“情

報要素／パラメータ未定義または未提供”または理由表示＃１００“情報要素の内容が無効”を含

めることを除いては、その呼は 5.4節に定義される手順に従い解放されなければならない。 

   (b) 情報要素動作内容フィールド＝“メッセージ廃棄および状態報告” 

 情報要素動作内容フィールドが“メッセージ廃棄および状態報告”である場合、そのメッセージ

を無視し、理由表示＃９９“情報要素／パラメータ未定義または未提供”または理由表示＃１００

“情報要素の内容が無効”を含む「状態表示」(STATUS)メッセージを返送しなければならない。 

   (c) 情報要素動作内容フィールド＝“メッセージ廃棄および無視” 

 情報要素動作内容フィールドが“メッセージ廃棄および無視”である場合、そのメッセージを無

視しなければならない。 

   (d) 情報要素動作内容フィールド＝“情報要素廃棄、処理継続および状態報告” 

 メッセージに、処理を継続するに十分な情報が含まれている場合、次の手順を適用しなければな

らない。情報要素動作内容フィールドが“状態報告廃棄、処理継続および状態報告”である場合、

その情報要素は廃棄され、メッセージの処理は継続されるとともに、受信メッセージに対する動作

後の呼状態と理由表示＃９９“情報要素／パラメータ未定義または未提供”または理由表示＃１０

０“情報要素の内容が無効”を含む「状態表示」(STATUS)メッセージを返送しなければならない。 

   (e) 情報要素動作内容フィールド＝“情報要素廃棄および処理継続” 

 情報要素動作内容フィールドが“情報要素廃棄および処理継続”である場合、その情報要素は無

視され、メッセージは、その情報要素の部分が受信されなかったかのように処理されなければなら

ない。「状態表示」(STATUS)メッセージを送信してはならない。 

   (f) 情報要素動作内容フィールド＝未定義（予約済）の値 

 情報要素動作内容フィールドが“情報要素廃棄、処理継続および状態報告”である場合と同等の

処理を行わなければならない。 

 

5.8 処理を継続するのに十分な情報が含まれていないメッセージの処理 

 プロトコルエンティティにとって、受信した情報がメッセージに従った動作を行うには不十分なとき、

メッセージ整合性動作指示表示のフラグが“メッセージ動作表示フィールドは意味を持たない”にセット

されている場合は 5.6.7.1 節の手順が適用されなければならない。メッセージ整合性動作指示表示のフラ

グが“明示的な動作指示に従う”にセットされている場合は、理由表示＃９６“必須情報要素不足”を含

んだ理由表示情報要素が返送されることを除いては、 5.7.1節の手順が適用されなければならない。 

 

5.9 通知手順 

 ベアラ関連の通知の伝達には、通知に関連する呼／コネクションのアクティブな呼番号を使用しなけれ

ばならない。この状況において呼番号は、呼設定（すなわち、「呼設定」(SETUP) メッセージ）の開始か

ら呼解放（すなわち、「解放」(REL) メッセージ）の開始までアクティブでなくてはならない。 

 通知の伝達が呼／コネクションの設定もしくは解放手順と一致している場合、通知情報は関連する呼制

御メッセージによって運ぶことができる。他のすべての場合、通知情報は「通知」(NOTIFY)メッセージに

よって伝達されなければならない。さらにユーザまたは網は、「呼設定」(SETUP) メッセージに対する最

初の応答の送受信以降、呼番号の解放の開始までの間に「通知」(NOTIFY)メッセージを送受信してもよい。 

 網が通知を受信した場合、網は、オプションとして通知の内容が有効であることを保証し、その呼の相
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手ユーザに通知を送信しなければならない。 

 「通知」(NOTIFY)メッセージの送信または受信に対して、インタフェースのいずれの側においても呼

状態を変化させてはならない。 

 

６．Ｂ－ＩＳＤＮにおける６４ｋｂｉｔ／ｓベースの回線交換モードＩＳＤＮ
サービス及びアクセスシグナリングにおけるＮ－ＩＳＤＮとＢ－ＩＳＤＮ間の
インターワーキングを提供するための手順 

 本節では、Ｂ－ＩＳＤＮにおける６４ｋｂｉｔ／ｓベースの回線交換モードＩＳＤＮサービスを提供す

るための機能及びアクセスシグナリングにおけるＮ－ＩＳＤＮとＢ－ＩＳＤＮ間のインターワーク機能を

規定する。６４ｋｂｉｔ／ｓベースの回線交換モードＩＳＤＮサービスに関しては「Ｎ－ＩＳＤＮサービ

ス」という用語も使用する。この用語にはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ２００シリーズ／ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．２０

０シリーズで記述され、ＤＳＳ１シグナリングプロトコルによって提供される回線交換モードが含まれる。

これらのサービスはＮ－ＩＳＤＮとのインタワーキングが可能である。 

 

 サービス提供及びインタワーキングの記述はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．５８０の付属資料Ａに定義された通信

シナリオＢを前提にしている。 

 

6.1 まえがき 

 本標準で定義する手順は、純粋なＢ－ＩＳＤＮ環境におけるＮ－ＩＳＤＮサービスの提供とＮ－ＩＳＤ

Ｎとのインタワーキングにおけるこれらのサービスの提供との間には差分がないという原則に基づいてい

る。 

 

 Ｂ－ＩＳＤＮとＮ－ＩＳＤＮとの間のシグナリングインタワーキングを可能にするために、Ｎ－ＩＳＤ

ＮサービスとＢ－ＩＳＤＮサービスに対してサービスに関連する情報要素を別々に定義する。 

 

 Ｎ－ＩＳＤＮサービスの提供のため、基本的にＤＳＳ１の伝達能力情報要素、高位レイヤ整合性情報要

素及び低位レイヤ整合性情報要素がＢ－ＩＳＤＮに定義される。ＤＳＳ２ではこれらの情報要素は、狭帯

域伝達能力（Ｎ－ＢＣ）、狭帯域高位レイヤ整合性（Ｎ－ＨＬＣ）及び狭帯域低位レイヤ整合性（Ｎ－Ｌ

ＬＣ）として指定される。これらをＢ－ＩＳＤＮに適用するため、ＤＳＳ１情報要素はＤＳＳ２の符号化

規則に従って変更される。即ち、オクテット２にはフラグビットを‘０’に設定した情報要素動作指示フ

ィールドを含み（６．３．２節を参照）、オクテット３及びオクテット４には内容長を示す。これらの情

報要素は４．６節に規定される。 

 注：ＤＳＳ１のサービスに関連する情報要素をほとんど変更せずにＤＳＳ２に採用することの利点は、

Ｂ－ＩＳＤＮとＮ－ＩＳＤＮ間のインタワーキング（６．３節及び６．４節を参照）を単純化する

ことである。この他にも、サービスに関連する属性をＮ－ＩＳＤＮに関連する部分とＢ－ＩＳＤＮ

に関連する部分に分割することによって、ＤＳＳ２特有の情報要素をＤＳＳ１ベースの情報要素の

発展から分離するという重要な利点もある。 

純粋なＢ－ＩＳＤＮ環境においてＮ－ＩＳＤＮサービスを提供するためにＤＳＳ１の情報要素を採

用する理由は、Ｂ－ＩＳＤＮユーザは呼の宛先がＢ－ＩＳＤＮ（ＤＳＳ２）ユーザかＮ－ＩＳＤＮ

（ＤＳＳ１）ユーザかを、あらかじめ知ることができないからである。 

 表６－１／ＪＴ－Ｑ２９３１にＢ－ＩＳＤＮにおいてＮ－ＩＳＤＮサービスを提供するために必要な情

報要素を示す。 
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表６－１／ＪＴ－Ｑ２９３１  Ｎ－ＩＳＤＮサービスを提供するためのＢ－ＩＳＤＮの情報要素 

 

 網関連のベアラ属性の記

述に使用する情報要素 

低位レイヤ属性の記述

に使用する情報要素

（Ｂ－ＩＳＤＮに対し

ては透過） 

高位レイヤ属性の記

述に使用する情報要

素 

Ｎ－ＩＳＤＮ関連の

情報要素 

（４．６節／ 

ＪＴ－Ｑ２９３１） 

狭帯域伝達能力 

（Ｎ－ＢＣ） 

狭帯域低位レイヤ整合

性 

（Ｎ－ＬＬＣ） 

狭帯域高位レイヤ整

合性 

（Ｎ－ＨＬＣ） 

Ｂ－ＩＳＤＮ関連の

情報要素 

（４．５節／ 

ＪＴ－Ｑ２９３１） 

 

－広帯域伝達能力 

  （Ｂ－ＢＣ） 

－ＡＴＭトラヒック 

  記述子 

－ＱＯＳパラメータ 

－エンド・エンド 

  中継遅延 

  （オプション） 

－ＯＡＭトラヒック 

  記述子 

  （オプション） 

ＡＴＭアダプテーショ

ンレイヤパラメータ 

（ＡＡＬパラメータ） 

 

 

 

    － 

 

 

 

 ６．２節に標準ＪＴ－Ｑ２９３１に含まれるＮ－ＩＳＤＮ関連の情報要素を記述する。６．３節及び６．

４節にＢ－ＩＳＤＮとＮ－ＩＳＤＮの間のインタワーク機能を規定する。これらの節はＤＳＳ２プロトコ

ルとＤＳＳ１プロトコルの間のインタワーキングを規定する。公衆網の中のインタワーク機能（即ちＮ－

ＩＳＵＰとＢ－ＩＳＵＰ間）は標準ＪＴ－Ｑ２９３１の適用範囲外である。 
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6.2 Ｂ－ＩＳＤＮにおけるＮ－ＩＳＤＮサービスのための情報要素 

6.2.1 概 要 

 Ｂ－ＩＳＤＮ環境においてＮ－ＩＳＤＮサービスが要求されるときは、原則としてＪＴ－Ｑ２９３１の

情報要素（例えば、‘着番号’、４．５節／ＪＴ－Ｑ２９３１参照）がＢ－ＩＳＤＮ特有のサービスのた

めに使用される方法と同じ方法で使用される。しかし、以下に記述するように、表６－１／ＪＴ－Ｑ２９

３１に示すサービスに関連する属性に対して、特定の情報要素（表６－１／ＪＴ－Ｑ２９３１の上段参

照）が付属資料Ｂ／ＪＴ－Ｑ２９３１に記述する整合性検査のため及びＮ－ＩＳＤＮサービスのために再

使用される。 

 

 以下の節（６．２．２節－６．２．４節）は「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージの中のサービスに関

連する情報要素の使用についてだけ記述する。しかし、サービス交渉の場合においては、それらの情報要

素は呼の起動側エンティティへ返送される最初の応答メッセージに含まれてもよい。 

 

6.2.2 ベアラサービスに関連する情報 

 Ｂ－ＢＣ情報要素は常に「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージに含める。この情報要素はすべてのサー

ビスに対して必須である。Ｂ－ＢＣ情報要素はＢ－ＩＳＤＮによって解釈される。Ｎ－ＩＳＤＮサービス

のため、「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージにはＮ－ＢＣ情報要素も必須である。しかし、Ｂ－ＢＣ情

報要素と異なり、Ｎ－ＢＣ情報要素は、６．７．１節に従ってトーン／アナウンスが提供されなければな

らないときだけ解釈される。 

 ユーザは「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージの受信側がＢ－ＩＳＤＮ（ＤＳＳ２）であるかＮ－ＩＳ

ＤＮ（ＤＳＳ１）であるかをあらかじめ知ることができないので、インタワーキングが行われない場合で

もＮ－ＢＣ情報要素が「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージに含まれる。 

 

 ＡＴＭトラヒック記述子情報要素は常に「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージに含まれる。 

 

 Ｎ－ＩＳＤＮサービスのために、ＡＴＭユーザセルレートの値として、ＡＴＭセルのセルペイロード

（即ち、ＡＴＭセルのオーバヘッド及びＡＡＬヘッダを除く）でＮ－ＩＳＤＮサービス（６４ｋｂｉｔ／

ｓまたはｎ×６４ｋｂｉｔ／ｓ）のビットレートを転送できるような値を選択する。 

 

 サービス品質（ＱＯＳ）パラメータ情報要素は、“ＱＯＳクラス指定なし”として常に「呼設定」（Ｓ

ＥＴＵＰ）メッセージに含まれる。 

 

 エンド・エンド中継遅延情報要素は、４．５．１７節に従ってコード化し、「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）

メッセージに含めても良い。 

 

 ＯＡＭトラヒック記述子情報要素は、４．５．２４節に従ってコード化し、「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）

メッセージに含めても良い。 

 

6.2.3 低位レイヤに関連する情報 

 特定のＮ－ＩＳＤＮサービスを記述する必要がある場合、「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージにＮ－

ＬＬＣ情報要素を含める。 

 

 Ｂ－ＬＬＩ情報要素はＢ－ＩＳＤＮ特有のサービスのためだけに使用される。 



 

ＪＴ－Ｑ２９３１ － 134 － 

 Ｎ－ＬＬＣ情報要素及びＢ－ＬＬＩ情報要素は次に示す規則に従って使用しなければならない。 

  (1) Ｎ－ＬＬＣ情報要素はＢ－ＩＳＤＮにおいて提供されるＮ－ＩＳＤＮの回線交換モードサービスの

エンド・エンドの属性を記述するために使用される。この情報要素はＢ－ＩＳＤＮ特有のサービス

のために使用してはならない。特に、この情報要素は、次の場合に使用される。 

－Ｂ－ＩＳＤＮ端末がＮ－ＩＳＤＮサービスをエミュレーションする、及び 

－（Ｎ－ＩＳＤＮ－ＴＥをＢ－ＩＳＤＮに接続する）ＴＡとＢ－ＩＳＤＮ網との間 

  (2) Ｂ－ＩＳＤＮ特有のサービスのためには、この標準の主要部分で記述するようにＢ－ＬＬＩ情報要

素を使用する。 

  (3)一つの呼ではＮ－ＬＬＣ情報要素又はＢ－ＬＬＩ情報要素のいずれかを使用し、両方を使用しない。 

  (4) Ｂ－ＩＳＤＮ特有の端末がＮ－ＩＳＤＮサービスのエミュレーションを提供しないＢ－ＩＳＤＮに

接続される場合、Ｂ－ＬＬＩ情報要素だけを使用し、Ｎ－ＬＬＣ情報要素を使用しない。 

 

 Ｎ－ＬＬＣ情報要素及びＢ－ＬＬＩ情報要素の使用を図６－１／ＪＴ－２９３１に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＊ ＬＬＣ情報は、符号化規則の違いのために必要となる変更を除いて、端末アダプタ（ＴＡ）又はイ

ンターワーク機能（ＩＷＦ）を介して透過的に転送される。 

 

図６－１／ＪＴ－Ｑ２９３１  ＪＴ－Ｑ２９３１におけるＮ－ＬＬＣ情報要素及び 

   Ｂ－ＬＬＩ情報要素の使用 

Ｂ－ＩＳＤＮ   ＴＥ

（Ｂ－ＩＳＤＮ特有の

サービス） 

Ｂ－ＩＳＤＮ   ＴＥ

（Ｂ－ＩＳＤＮ特有の

サービス） 

Ｂ－ＬＬＩ Ｂ－ＬＬＩ 

Ｂ－ＩＳＤＮ   ＴＥ

（Ｎ－ＩＳＤＮ 

 サービス） 

Ｂ－ＩＳＤＮ   ＴＥ

（Ｎ－ＩＳＤＮ 

 サービス） 

Ｂ－ＩＳＤＮ 

網 

DSS2の N-LLC DSS2の N-LLC 

DSS1の LLC DSS2の N-LLC DSS1の LLC DSS2の N-LLC 

ＩＷＦ Ｎ－ＮＴ２ Ｎ－ＴＥ ＩＷＦ Ｎ－ＮＴ２ Ｎ－ＴＥ 

DSS1の LLC 

Ｎ－ＴＥ ＴＡ＊ 

DSS1の LLC 

ＴＡ＊ Ｎ－ＴＥ 

DSS2の N-LLC 
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 Ｎ－ＬＬＣ情報要素はＢ－ＩＳＤＮを経由して透過的に転送される。 

  宛先のユーザは、Ｎ－ＢＣ情報要素とＮ－ＬＬＣ情報要素との間に矛盾を検出した場合、Ｎ－ＬＬＣ情

報要素の中の矛盾する情報を無視しなければならない。 

 

 注：Ａ－ｌａｗだけを提供するＢ－ＩＳＤＮとμ－ｌａｗだけを提供するＢ－ＩＳＤＮが存在すると予

想される。このような場合は、Ｎ－ＩＳＤＮエミュレーションサービスを提供するために、μ－ｌ

ａｗの網で変換を行う（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．７１１、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７１１参照）。符号化方

法がＮ－ＢＣ情報要素とＮ－ＬＬＣ情報要素の両方に指定された場合、二つのＢ－ＩＳＤＮ間のイ

ンタワーキングにおいてＮ－ＢＣ情報要素の中のユーザ情報レイヤ１プロトコルの変更（例えば、

Ａ－ｌａｗからμ－ｌａｗへ）が必要となるであろう。一方、Ｎ－ＬＬＣ情報要素に指定された符

号化方法はおそらく変更されずに宛先へ送られるであろう。宛先端末は整合性を確認するため、Ｎ

－ＢＣ情報要素とＮ－ＬＬＣ情報要素の両方を検証するので、使用される符号化方法に関して矛盾

した情報を受信することになる。 

 

 Ｎ－ＩＳＤＮサービスを提供するため、「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージにＡＡＬタイプ１又は音

声用ＡＡＬを指定するＡＡＬパラメータ情報要素を含める必要がある。 

 

6.2.4 高位レイヤに関連する情報 

 特定のＮ－ＩＳＤＮサービスを記述する必要がある場合、「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージにＮ－

ＨＬＣ情報要素を含める。Ｎ－ＨＬＣ情報要素はＢ－ＩＳＤＮを経由して透過的に転送される。高位レイ

ヤ属性を記述する特定のＢ－ＩＳＤＮ情報要素は不要である。 

 

6.2.5 サービスパラメータ間の矛盾する組み合わせ 

 網が広帯域サービスパラメータ（Ｂ－ＨＬＩ情報要素、Ｂ－ＬＬＩ情報要素）と狭帯域サービスパラメ

ータ（Ｎ－ＢＣ情報要素、Ｎ－ＨＬＣ情報要素、Ｎ－ＬＬＣ情報要素）とが矛盾した組み合わせの「呼設

定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージを受信した場合、網は理由表示＃７９“その他のサービス又はオプション

の未提供クラス”によって呼を解放しても良い。 

 

6.3 Ｎ－ＩＳＤＮからＢ－ＩＳＤＮ方向のインタワーキング 

6.3.1 まえがき 

 本節では、シナリオＢ／ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．５８０に基づいて、呼がＮ－ＩＳＤＮ側で生成されＢ－Ｉ

ＳＤＮへ中継される場合の端末アダプタ（ＴＡ）又はインターワーグ機能（ＩＷＦ）が実行する機能につ

いて記述する。詳細なコードポイントの対応づけは付属資料Ｅ／ＪＴ－Ｑ２９３１を参照。 

 

6.3.2 ベアラサービス関連の情報 

 ＴＡ又はＩＷＦはＤＳＳ１の伝達能力（ＢＣ）情報要素を、情報要素動作指示フィールドを含む第２オ

クテットを挿入し情報要素内容長を１オクテットから２オクテットに変更することによってＮ－ＢＣ情報

要素に対応づける。第２オクテットのフラグビットは‘０’に設定される、即ち、５．６節に定義される

通常のエラー処理手順が適用される。 

 

 ＴＡ又はＩＷＦはＮ－ＢＣ情報要素に加え、ＢＣＯＢ－Ａを示しクリッピング非許容表示フィールドが

“クリッピング非許容”の値を示すＢ－ＢＣ情報要素を生成する。 
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 ＴＡ又はＩＷＦは、ＤＳＳ１のＢＣ情報要素の情報を評価するＡＴＭトラヒック記述子情報要素及びサ

ービス品質（ＱＯＳ）パラメータ情報要素も生成する。 

 

 ＴＡ又はＩＷＦは、エンド・エンド中継遅延情報要素及びＯＡＭトラヒック記述子情報要素を生成しな

い。 

 

 詳細は付属資料Ｅ／ＪＴ－Ｑ２９３１を参照。 

 

6.3.3 低位レイヤ整合性情報 

 ＴＡ又はＩＷＦは、ＤＳＳ１のＬＬＣ情報要素（存在する場合）を、内容を変更すること無くＮ－ＬＬ

Ｃ情報要素に対応づける。６．３．２節に記述するＮ－ＢＣ情報要素に対して行う方法と同様に、単に新

しい第２オクテットが挿入され、情報要素内容長が調整される。 

 

 ＴＡ又はＩＷＦは、ＡＡＬタイプ１又は音声用ＡＡＬを示すＡＡＬパラメータ情報要素を生成する。詳

細は付属資料Ｅ／ＪＴ－Ｑ２９３１を参照。 

 

6.3.4 高位レイヤ整合性情報 

 ＴＡ又はＩＷＦは、ＤＳＳ１のＨＬＣ情報要素（存在する場合）を、内容を変更すること無くＮ－ＨＬ

Ｃ情報要素に対応づける。６．３．２節に記述するＮ－ＢＣ情報要素に対して行う方法と同様に、単に新

しい第２オクテットが挿入され、情報要素内容長が調整される。 

 

6.3.5 理由表示情報 

 ＴＡ又はＩＷＦは、ＤＳＳ１の理由表示情報要素を、情報要素動作指示フィールドを含む第２オクテッ

トを挿入し情報要素内容長を１オクテットから２オクテットに変更することによってＤＳＳ２の理由表示

情報要素に対応づける。 

 

 第２オクテットのフラグビットは‘０’に設定される。即ち、５．６節に定義される通常のエラー処理

手順が適用される。 

 

6.4 Ｂ－ＩＳＤＮからＮ－ＩＳＤＮ方向のインタワーキング 

 本節では、シナリオＢ／ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．５８０に基づいて、呼がＢ－ＩＳＤＮ側で生成されＮ－Ｉ

ＳＤＮへ中継される場合の端末アダプタ（ＴＡ）又はインターワーク機能（ＩＷＦ）が実行する機能につ

いて記述する。 

 

6.4.1 まえがき 

 Ｂ－ＴＥがＮ－ＴＥへ発呼する場合、ＩＷＦ又はＴＡはＮ－ＩＳＤＮサービスに関連する情報要素だけ

を処理する。Ｂ－ＴＥがＢ－ＩＳＤＮ特有のサービスを選択し、Ｎ－ＩＳＤＮへ中継させようとする場合、

ＩＷＦ又はＴＡは、理由表示＃６３“その他のサービス又はオプションの利用不可クラス”でその呼を拒

否しなければならない。 

 

6.4.2 ベアラサービス関連の情報 

 ＩＷＦ又はＴＡはＢ－ＢＣ情報要素、ＡＴＭトラヒック記述子情報要素、サービス品質（ＱＯＳ）パラ

メータ情報要素、エンド・エンド中継遅延情報要素及びＯＡＭトラヒック記述子情報要素を破棄する。 
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 ＩＷＦ又はＴＡはＮ－ＢＣ情報要素を、第２オクテットを削除し情報要素内容長を調整するだけで他の

内容を変更すること無く、ＤＳＳ１の伝達能力（ＢＣ）情報要素に対応づける。 

 

 「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージにＮ－ＢＣ情報要素が含まれない場合、Ｂ－ＩＳＤＮサービスが

想定され、ＩＷＦ又はＴＡは、理由表示＃６３“その他のサービス又はオプションの利用不可クラス”で

その呼を拒否しなければならない。 

 

6.4.3 低位レイヤ整合性情報 

 ＩＷＦ又はＴＡは、ＡＡＬパラメータ情報要素を廃棄する。 

 

 ＩＷＦ又はＴＡは、Ｎ－ＬＬＣ情報要素（存在する場合）を、その第２オクテットを削除し情報要素内

容長を調整するだけで他の内容を変更すること無く、ＤＳＳ１のＬＬＣ情報要素に対応づける。 

 

 ＩＷＦまたはＴＡがＢ－ＬＬＩ情報要素を検出し、指定されたサービスのためのインタワーキングを提

供できない場合、ＩＷＦ又はＴＡは、理由表示＃６３“その他のサービス又はオプションの利用不可クラ

ス”でその呼を拒否しなければならない。 

 

6.4.4 高位レイヤ整合性情報 

 ＩＷＦ又はＴＡは、Ｎ－ＨＬＣ情報要素（存在する場合）を、その第２オクテットを削除し情報要素内

容長を調整するだけで他の内容を変更すること無く、ＤＳＳ１のＨＬＣ情報要素に対応づける。 

 

 ＩＷＦまたはＴＡがＢ－ＨＬＩ情報要素を検出した場合、ＩＷＦ又はＴＡは、理由表示＃６３“その他

のサービス又はオプションの利用不可クラス”でその呼を拒否しなければならない。 

 

6.4.5 理由表示情報 

 ＤＳＳ２の理由表示情報要素をＤＳＳ１の理由表示情報要素に対応づけるために次の規則を適用しなけ

ればならない。 

  a) ＤＳＳ１プロトコルに等価の値が無い広帯域特有の理由表示情報要素は、同じクラスの“その他の

（unspecified)”に対応づける。 

  ＤＳＳ２理由表示情報要素からＤＳＳ１理由表示番号への対応付けの例 

ＤＳＳ２                   ＤＳＳ１ 

 理由表示番号       名  称          理由表示番号     名  称    

   ３５    要求ＶＰＣＩ／ＶＣＩ利用不可 

   ３６    ＶＰＣＩ／ＶＣＩ割当失敗         ４７    その他のリソース使 

   ３７    ユーザセルレート利用不可               用不可クラス 

   ４５    利用可ＶＰＣＩ／ＶＣＩ無し 

 

   ７３    トラヒックパラメータの組み合               その他のサービス又 

         わせが未提供              ７９     はオプションの未提 

   ９３    ＡＡＬパラメータ提供不可                 供クラス 

 

  b) ＴＡ又はＩＷＦはＤＳＳ２プロトコル及びＤＳＳ１プロトコルの両方で使用される理由表示番号及

び診断情報を変更しない。 
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  c) ＴＡ又はＩＷＦが診断情報フィールドが存在しても良いＤＳＳ２プロトコルの理由表示番号（例え

ば理由表示番号＃82）を受信したがＤＳＳ１プロトコルの同じ理由表示番号ではその診断情報内容

が診断情報フィールドには許されない場合、ＴＡまたはＩＷＦは診断情報フィールドを廃棄し、理

由表示番号を変更せずに使用しなければならない。 

  d) 項番 a)～c)に記述する動作のほかさらに、ＤＳＳ２の理由表示情報要素はＤＳＳ２の他の情報要素

と同じ方法で、即ち、第２オクテットを廃棄し情報要素内容長を調整することによって変更される。 

 

6.5 分割発呼及び着呼 

 TTC注：分割発呼及び分割着呼は標準ＪＴ－Ｑ２９３１では非標準であるが、参考のために記述する。 

 

6.5.1 目 的 

 Ｂ－ＩＳＤＮ端末装置（Ｂ－ＴＥ）はＢ－ＩＳＤＮにおいて一括発呼を使用しなければならない。Ｂ－

ＴＥからすると、これは暗黙的に「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージに広帯域送信完了情報要素を必ず

含めることを意味する。 

 

 分割着呼はＮ－ＩＳＤＮで許容される手順であり、したがってこの手順はＮ－ＩＳＤＮから発信される

着呼のためにＢ－ＩＳＤＮでも提供される。 

 

 Ｎ－ＩＳＤＮ用として設計された端末装置を、端末アダプタまたは顧客の網を介してＢ－ＩＳＤＮに接

続できるようにするため、ＤＳＳ２プロトコルは分割発呼も提供する。 

 

 分割発呼及び着呼に関するＤＳＳ２の手順は、６．５．２節と６．５．３節で規定される。 

 

6.5.2 分割発呼 

 分割発呼が使用される場合、「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージは次のいずれかに該当する。 

  ａ）着番号情報がない 

  ｂ）不完全な着番号情報 

  ｃ）網が完全であると決定できない着番号情報 

 

 このような「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージの受信により、網はタイマＴ３０２（このタイマの値

については７．１節で規定される）を起動し、ユーザに「呼設定確認」（ＳＥＴＵＰ ＡＣＫ）メッセー

ジを送信し、「分割発呼」状態へ遷移する。 

 

 ユーザは「呼設定確認」（ＳＥＴＵＰ ＡＣＫ）メッセージを受信すると、「分割発呼」状態へ遷移し、

オプションとしてタイマＴ３０４（このタイマの値については７．２節で規定される）を起動する。 

 

 ユーザは「呼設定確認」（ＳＥＴＵＰ ＡＣＫ）メッセージを受信後、１つ又はそれ以上の「付加情

報」（ＩＮＦＯ）メッセージにより残りの呼情報（もしあるならば）を送信する。 

 

 ユーザは着番号情報を、着番号情報要素で提供しなければならない。 

 

 対称性のためユーザがタイマＴ３０４を使用する場合、ユーザは「付加情報」（ＩＮＦＯ）メッセージ

を送信するたびにＴ３０４を再起動する。 
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 情報送信を完結するメッセージの呼情報には送信完了表示（即ち、広帯域送信完了情報要素）を含み得

る。網は送信完了表示を含まない「付加情報」（ＩＮＦＯ）メッセージを受信する毎に、タイマＴ３０２

を再起動する。 

 

6.5.3 分割着呼 

 ユーザの受信したメッセージが 

 ａ）着番号情報なし 

 ｂ）不完全着番号情報 

 ｃ）ユーザが完全であると認識できない着番号情報 

 のいずれかを含み、かつ、ユーザが、 

 － 通信相手の呼の特性と整合がとれており（付属資料Ｂ参照）、かつ 

 － 分割着呼をインプリメントしている場合、 

 ユーザはタイマＴ３０２を起動し、「呼設定確認」（ＳＥＴＵＰ ＡＣＫ）メッセージを網に送信し、

「分割着呼」状態に遷移しなければならない。 

 

 網は、「呼設定確認」（ＳＥＴＵＰ ＡＣＫ）メッセージを受信すると、タイマＴ３０３を停止し、タ

イマＴ３０４を起動して、「分割着呼」状態に遷移しなければならない。さらに網は、残りの呼情報を

（ある場合）１つあるいは、それ以上の「付加情報」（ＩＮＦＯ）メッセージで送信し、それぞれの「付

加情報」（ＩＮＦＯ）メッセージが転送される毎にＴ３０４を再起動しなければならない。 

 

 着番号情報は、着番号情報要素で提供される。 

 

 着信アドレス情報は、送信完了表示（すなわち、広帯域送信完了情報要素）を含み得る。 

 

 （注）網が着信ユーザへ送信される「付加情報」（ＩＮＦＯ）メッセージに着番号の最後の桁を含むと

判断できる場合、網はその「付加情報」（ＩＮＦＯ）メッセージに広帯域送信完了情報要素を含

めることを推奨する。 

 

 ユーザは送信完了表示を含まない「付加情報」（ＩＮＦＯ）メッセージを受信する毎に、タイマＴ３０

２を再起動しなければならない。 

 

 送信完了表示の受信、または十分な呼情報の受信の決定に続いて、ユーザはインプリメントしていれば

タイマＴ３０２を停止し、「呼設定受付」（ＣＡＬＬ ＰＲＯＣ）メッセージを網に送信しなければなら

ない。または、「呼設定受付」（ＣＡＬＬ ＰＲＯＣ）メッセージのかわりに内部イベント応じて、「呼

出」（ＡＬＥＲＴ）または「応答」（ＣＯＮＮ）メッセージを網に送信してもよい。 

 

 （注）この場合、「呼設定受付」（ＣＡＬＬ ＰＲＯＣ）メッセージは、発側交換機から発信ユーザへ

「呼設定受付」（ＣＡＬＬ ＰＲＯＣ）メッセージを送信する契機となり得る（まだ未送信の場

合）。 

 

 タイマＴ３０２の満了で、ユーザは次にいずれかを行われなければならない。 

  ａ）十分な呼情報を受信している場合、適切な「呼設定受付」（ＣＡＬＬ ＰＲＯＣ）、「呼出」（Ａ
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ＬＥＲＴ）、または「応答」（ＣＯＮＮ）メッセージを送信する。もしくは、 

 ｂ）呼情報が明確に不完全であると認識された場合には、５．４節に従い、理由表示＃２８“無効番号

フォーマット（不完全番号）”を用いて解放を開始する。 

 

 タイマＴ３０４の満了で網は、理由表示＃２８“無効番号フォーマット（不完全番号）”を発信ユーザ

に送信し、また理由表示＃１０２“タイマ満了による回復”を着信ユーザに送信して５．４節に従い呼の

解放を開始する。 

 

 「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージ受信後、または分割着呼中にユーザが受信した呼情報が無効であ

る（たとえば、無効着番号）とユーザ側で判断した場合、以下の理由表示の１つを用いて、５．４節に従

い呼の解放を開始しなければならない。 

  ＃１ 欠番 

  ＃３ 相手へルートなし 

  ＃２２ 相手加入者番号変更 

  ＃２８ 無効番号フォーマット（不完全番号） 

 

 ユーザは、完全な呼情報を受信すると、付属資料Ｂにあるように、整合性確認機能をさらに実行し得る。 

 

6.6 インターワーキングの通知 

 Ｂ－ＩＳＤＮとＮ－ＩＳＤＮのインターワーキングには、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１で規定されている

経過識別子の値がＢ－ＩＳＤＮにより提供される必要がある。 

 

 次の原理を適用しなければならない。 

 １．Ｎ－ＩＳＤＮエミュレーションサービスが要求され、Ｎ－ＩＳＤＮとインターワーキングしている

場合、非ＩＳＤＮとのインターワーキングが行われることがある。この場合、Ｎ－ＩＳＤＮと非ＩＳ

ＤＮとのインターワーキングに適用されるすべての経過識別子の値はＢ－ＩＳＤＮに中継され、Ｂ－

ＩＳＤＮを介して透過的に転送され発信ユーザに通知されなければならない。 

 ２．呼がＩＷＦまたはＴＡを介してＢ－ＩＳＤＮに発着信する場合、ＩＷＦまたはＴＡはＤＳＳ１また

はＤＳＳ２経過識別子情報要素を生成してはならない。 

 

 ＤＳＳ１経過識別子情報要素は、呼の方向に応じてオクテット２を付加または削除し、情報要素内容長

を調整して、ＤＳＳ２経過識別子情報要素に対応づけなければならない。 

 

6.6.1 発信側インタフェースにおけるインターワーキングの通知 

 経過識別子情報要素が呼制御メッセージに含まれている場合、５．１節に記述されている手順が適用さ

れる。経過識別子情報要素が、「経過表示」（ＰＲＯＧ）メッセージに含まれている場合には、呼状態を

変更せず、網は経過内容に値が＃１“呼がＩＳＤＮエンド・エンドでない。これ以降の経過情報は、イン

バンドとなる”、＃２“非ＩＳＤＮ着信アドレス”、またはオプションとして＃４“呼のＩＳＤＮへの復

帰”の場合、網タイマＴ３０２およびＴ３２２を除くすべての監視タイマを停止しなければならない。ど

ちらの場合も（経過識別子情報要素によって示される場合）、ユーザは（もしまだ接続されていない場合

には）接続を行い、その後インバンド情報検出のためバーチャルチャネルを監視しなければならない。 
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6.6.2　着信側インタフェースにおけるインターワーキングの通知

　経過識別子情報要素が呼制御メッセージに含まれている場合、５．２節に記述されている手順が適用さ

れる。経過識別子情報要素が、「経過表示」（ＰＲＯＧ）メッセージに含まれている場合には、呼状態を

変更せず、網は経過内容の値が＃１“呼がＩＳＤＮエンド・エンドでない。これ以降の経過情報は、イン

バンドとなる”、＃２“非ＩＳＤＮ着信アドレス”、またはオプションとして＃４“呼のＩＳＤＮへの復

帰”の場合、網タイマＴ３０１、Ｔ３０４、およびＴ３２２を除くすべての監視タイマを停止しなければ

ならない。

6.7　Ｎ－ＩＳＤＮサービスの提供に関する付加機能

6.7.1　トーン／アナウンス

6.7.1.1　一般原則

　トーン／アナウンスの提供に関して、次の原則を適用しなければならない。

　－トーン／アナウンスは、Ｎ－ＢＣ情報要素が、“音声”、“３．１ｋＨオーディオ”、または“トー

ン／アナウンスを伴う非制限ディジタル情報”と表示されている場合にだけ、網によって提供される。

　－トーン／アナウンスは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７１１に従って符号化される（すなわち、これらは基本

的に３．１ｋＨｚのオーディオ信号である）。

　－トーン／アナウンスは、コネクションオリエンテッドベアラーサービス、クラスＡを使用して、Ｂ－

ＩＳＤＮを介して送られる。

　－Ｂ－ＩＳＤＮ以外で生成されたトーン／アナウンスは、ＩＷＦにおいてＡＴＭセル（音声用ＡＡＬ使

用）に変換される。

　－Ｂ－ＩＳＤＮで生成されたトーン／アナウンスは、ＩＷＦにおいて６４ｋｂｉｔ／ｓストリームに変

換される。

　トーン／アナウンスをＡＴＭセルとして提供するためのトラヒックとプロトコルのパラメータは、標準

ＪＴ－Ｑ２９３１の付録資料ＥのＥ．４節で定義されるように音声または３．１ｋＨｚオーディオのサー

ビスと同じコードポイント値でなければならない。

　図６－２／ＪＴ－Ｑ２９３１は呼出音の提供で考えられるシナリオである。他のトーンの提供について

は図示されていない。
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               Ｂ－ＩＳＤＮ               ＩＷＦ             非Ｂ－ＩＳＤＮ

（注）このトーンは着交換機より提供されなければならないが、交換機の非Ｂ－ＩＳＤＮの機能エンティ

ティから提供されてもよい。

図６－２／ＪＴ－Ｑ２９３１　呼出音の提供で可能なシナリオ

                  　　　　 (ITU-TQ.2931)

6.7.1.2　呼設定時のトーン提供

　着番号情報を含まない「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージを受信すると、網はトーンオプションで要

求された場合、発信音を返送する。この場合、「呼設定確認」（ＳＥＴＵＰ　ＡＣＫ）メッセージに、経

過内容＃８“インバンド信号ないし適当なパターンが利用可能”を含み得る。

　ユーザは、経過内容＃８“インバンド信号ないし適当なパターンが利用可能”及び経過内容＃１“呼が

ＩＳＤＮエンド・エンドでない。これ以降の経過情報は、インバンドとなる”を含む「呼設定受付」（Ｃ

ＡＬＬ　ＰＲＯＣ）、「呼設定確認」（ＳＥＴＵＰ　ＡＣＫ）、「経過表示」（ＰＲＯＧ）または、「呼

出」（ＡＬＥＲＴ）メッセージを受信するまで、バーチャルチャネルに接続する必要はない。この時点ま

で、網はユーザがバーチャルチャネルに接続していないと仮定する。これ以降、装置がトーンをローカル

に生成しない場合、ユーザはバーチャルチャネルに接続されなければならない。ユーザは、「応答」（Ｃ

ＯＮＮ）メッセージを受信することにより、バーチャルチャネルに接続しなければならない。（まだ接続

されていない場合）

6.7.1.3 トーン／アナウンスが提供される場合の解放

　インバンドトーン／アナウンスが提供される場合、網によって送信される「解放」（ＲＥＬ）メッセー

ジは、経過内容＃８“インバンド信号ないし適当なパターンが利用可能”を必ず含む。網は、「解放」

（ＲＥＬ）メッセージを送信し、タイマＴ３０６を始動し、「解放通知」状態に遷移することにより、解

放を開始しなければならない。

　経過内容＃８を含む「解放」（ＲＥＬ）メッセージを受信すると、ユーザは（まだ接続していなけれ

ば）インバンドトーン／アナウンスを受信するためにバーチャルチャネルに接続して、「解放通知」状態

に遷移してもよい。一方、インバンドトーン／アナウンスに接続せずに解放を続行する場合、ユーザはバ

～～～～～～～～～～～～～ トーン
   ０

発信者 トーン
（注）

０

発信者

～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

!

!
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ーチャルチャネルを切断／解放し、呼番号を解放し、「解放完了」（ＲＥＬ ＣＯＭＰ）メッセージを送

信して「空」状態に遷移しなければならない。 

 

 ユーザが、インバンドトーン／アナウンスを利用している場合、ユーザが（網から「解放完了」（ＲＥ

Ｌ ＣＯＭＰ）メッセージを受信する前に）引き続き、ユーザのバーチャルチャネルの切断／解放と呼番

号を解放し、「解放完了」（ＲＥＬ ＣＯＭＰ）メッセージを送信し、「空」状態に遷移することにより、

解放を続行することができる。 

 

 「解放完了」（ＲＥＬ ＣＯＭＰ）メッセージを受信すると、網はタイマＴ３０６を停止し、ユーザの

バーチャルチャネルの切断／解放と呼番号を解放し、「空」状態に遷移しなければならない。 

 

 タイマＴ３０６が満了した場合、網はユーザのバーチャルチャネルの切断／解放と呼番号を解放し、

「解放」（ＲＥＬ）メッセージに含まれていた理由表示番号を含む「解放完了」（ＲＥＬ ＣＯＭＰ）メ

ッセージを送信し、「空」状態に遷移することにより、解放を続行しなければならない。さらに「解放」

（ＲＥＬ）メッセージに含まれていた理由表示に加え、「解放完了」（ＲＥＬ ＣＯＭＰ）メッセージは

理由表示＃１０２“タイマ満了による回復”を示す第２の理由表示情報要素を含み得る。この理由表示は、

満了したタイマを識別する診断情報フィールドをオプションとして含み得る。 

 

6.7.2 フォールバック手順 

 Ｂ－ＩＳＤＮは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１、５．１０節～５．１２節に規定されるような伝達能力や

高位レイヤ整合性の選択の手順を直接にサポートする特定の機能や手順を提供しない。Ｂ－ＩＳＤＮは、

このＮ－ＩＳＤＮ機能のサポートに必要なＮ－ＢＣおよびＮ－ＨＬＣ情報要素の透過的な転送を提供する。

（たとえば、「応答」（ＣＯＮＮ）メッセージにＮ－ＢＣが含まれる場合） 

 

７．タイマ・リスト 
 次頁以降に掲げるタイマの表は要約された記述である。詳細は明確な記述のある５章、６章を参照する

こと。 

 

7.1 網側のタイマ 

 ５章に記述され、表７－１／ＪＴ－Ｑ２９３１で要約されているタイマは、インタフェースの網側で管

理される。 

 ６章に記述され、表７－２／ＪＴ－Ｑ２９３１で要約されているタイマは、インタフェースの網側で管

理される。 

 

7.2 ユーザ側のタイマ 

 ５章に記述され、表７－３／ＪＴ－Ｑ２９３１で要約されているタイマは、インタフェースのユーザ側

で管理される。 

 ６章に記述され、表７－４／ＪＴ－Ｑ２９３１で要約されているタイマは、インタフェースのユーザ側

で管理される。 
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1)
　

タ
イ
マ

デ
ﾌｫ
ﾙﾄ

 値
呼
の
状
態

起
動
条
件

正
常
停
止
条
件

１
回
目
満
了
時
の
動
作

２
回
目
満
了
時
の
動
作

ｲﾝ
プ
ﾘﾒ
ﾝﾃ
ｰｼ
ｮﾝ

Ｔ
３
０
１

３
分
以
上

呼
出
中

「
呼
出
」

(A
LE

R
T)

 受
信
時
｡

「
応
答
」

(C
O

N
N

)受
信
時
。

呼
を
解
放
す
る
。

  
  

  
　

  
＿
＿
＿
＿

必
  
須

（
注
１
）

Ｔ
３
０
３

４
秒

着
  
呼

「
呼
設
定
」

(S
ET

U
P)

 送
信

時
。

「
呼
出
」

(A
LE

R
T)

,「
応
答
｣

(C
O

N
N

), 
「
解
放
完
了
」

(R
EL

C
O

M
P)

 ま
た
は
「
呼
設
定
受
付
」

(C
O

LL
 P

R
O

C
) 
受
信
時
。

「
呼
設
定
」

(S
ET

U
P)

 を
再
送
し

T3
03
を
再
起
動
す
る
。

網
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
解
放
し

「
空
」
状
態
へ
遷
移
す
る
。

必
  
須

Ｔ
３
０
８

30
秒

解
放
通
知
「
解
放
」

(R
EL

) 
送
信
時
。

「
解
放
完
了
」

(R
EL

 C
O

M
P)
ま
た

は
「
解
放
」

(R
EL

) 
受
信
時
。

「
解
放
」

(R
EL

) 
を
再
送
し

T3
08

を
再
起
動
す
る
。

ベ
ア
ラ
バ
ー
チ
ャ
ル
チ
ャ
ネ
ル
を

保
守
状
態
に
し
、
呼
番
号
を
解
放

し
「
空
」
状
態
へ
遷
移
す
る
。

  
  

  
  

  
  

  
  

  
（
注
２
）

必
  
須

Ｔ
３
０
９

10
秒

任
意
の

SA
A

L
切
断
時
で
安
定
状
態
の
呼

SA
A

L
再
接
続
時
。

網
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
解
放
し
コ
ネ

ク
シ
ョ
ン
と
呼
番
号
を
解
放
す
る
。

  
  

  
　

  
＿
＿
＿
＿

必
  
須

安
定
状
態

が
失
わ
れ
な
い
時
。

Ｔ
３
１
０

10
秒

（
注
３
）

着
呼
受
付
「
呼
設
定
受
付
｣(

C
A

LL
 P

R
O

C
)

受
信
時
。

「
呼
出
」

(A
LE

R
T)

,「
応
答
」

(C
O

N
N

)ま
た
は
「
解
放
」

(R
EL

)
受
信
時
。

5.
4
節
に
従
い
呼
を
解
放
す
る
。

  
  

 　
  

 ＿
＿
＿
＿

  
  

  
  

 
必

  
須

Ｔ
３
１
６

２
分

初
期
設
定

要
求

「
初
期
設
定
」

(R
ES

T)
送
信

時
。

「
初
期
設
定
確
認
｣ 

(R
ES

T 
A

C
K

)
受
信
時
。

「
初
期
設
定
」

(R
ES

T)
は
数
回
送

信
さ
れ
う
る
。

「
初
期
設
定
」

(R
ES

T)
は
数
回
送

信
さ
れ
う
る
。

ポ
ｲﾝ
ﾄ･
ポ
ｲﾝ
ﾄ 
ｱｸ
ｾｽ

構
成
で
は
必
須
。

Ｔ
３
１
７

（
注
４
）

初
期
設
定
「
初
期
設
定
」

(R
ES

T)
送
信
時
。

呼
番
号
の
内
部
で
解
放
。

保
守
動
作
の
通
知
。

  
  
　

  
 ＿
＿
＿
＿

ポ
ｲﾝ
ﾄ･
ポ
ｲﾝ
ﾄ 
ｱｸ
ｾｽ

構
成
で
は
必
須
。

Ｔ
３
２
２

４
秒

全
て
の

呼
状
態

「
状
態
問
合
｣ 

(S
TA

TU
S 

EN
Q

)
送
信
時
。

「
状
態
表
示
」

(S
TA

TU
S)

, 
「
解

放
｣(

R
EL

)ま
た
は
「
解
放
完
了
｣

(R
EL

 C
O

M
P)
受
信
時
。

「
状
態
問
合
」

(S
TA

TU
S 

EN
Q

)は
数
回
再
送
信
さ
れ
う
る
。

「
状
態
問
合
」

(S
TA

TU
S 

EN
Q

)は
数
回
再
送
信
さ
れ
う
る
。

必
  
須

　
　
　
　
注
１
．
網
が
内
部
的
な
呼
出
し
の
時
間
監
視
機
能
を
既
に
採
用
し
て
い
る
場
合
、
例
え
ば
呼
制
御
の
中
に
組
み
込
ん
で
い
る
場
合
、
タ
イ
マ
Ｔ
３
０
１
は
使
用
さ
れ
な
い
。

　
　
　
　
注
２
．

5.
5
節
の
初
期
設
定
手
順
を
使
用
し
て
も
良
い
。

　
　
　
　
注
３
．
こ
の
タ
イ
マ
の
デ
フ
ォ
ル
ト
値
は
、
Ｔ
Ｔ
Ｃ
標
準
Ｊ
Ｔ
－
Ｑ
９
３
１
で
規
定
さ
れ
る
同
一
タ
イ
マ
の
デ
フ
ォ
ル
ト
値
と
一
致
さ
せ
て
い
る
。
不
一
致
と
な
る
場
合
は
、
Ｔ
Ｔ
Ｃ
標
準
Ｊ
Ｔ
－
Ｑ
９

３
１
が
優
先
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
注
４
．
タ
イ
マ
Ｔ
３
１
７
の
値
は
イ
ン
プ
リ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
依
存
す
る
が
、
相
手
側
が
イ
ン
プ
リ
メ
ン
ト
す
る
タ
イ
マ
Ｔ
３
１
６
の
値
よ
り
小
さ
い
値
が
イ
ン
プ
リ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
選
択
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

  
  

 　
 －
－－

  
；
タ
イ
マ
が
再
起
動
さ
れ
な
い
事
を
示
す
。
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1)
　

タ
イ
マ

デ
ﾌｫ
ﾙﾄ

 値
呼
の
状
態

起
動
条
件

正
常
停
止
条
件

１
回
目
満
了
時
の
動
作

２
回
目
満
了
時
の
動
作

ｲﾝ
プ
ﾘﾒ
ﾝﾃ
ｰｼ
ｮﾝ

Ｔ
３
０
２

10
～

15
秒

（
注
１
）

分
割
発
呼
「
呼
設
定
確
認
｣(

SE
TU

P 
A

C
K

)

送
信
時
。

「
付
加
情
報
」

(I
N

FO
)受
信
で

再
起
動
。

送
信
完
了
情
報
の
受
信
ま
た
は
十

分
な
呼
情
報
を
受
信
し
た
と
判
断

し
た
時
。

呼
情
報
が
不
完
全
で
あ
れ
ば
呼
を

解
放
す
る
。

さ
も
な
け
れ
ば
「
呼
設
定
受
付
」

(C
A

LL
 P

R
O

C
) 
を
送
信
す
る
。

 　
　
　
　
　
＿
＿
＿
＿

6.
5
節
が
イ
ン
プ
リ

メ
ン
ト
さ
れ
て
い
る

場
合
の
み
必
須
。

Ｔ
３
０
３

４
秒

着
  
呼

「
呼
設
定
」

(S
ET

U
P)

 送
信

時
。

「
呼
出
｣ 

(A
LE

R
T)

,「
応
答
」

(C
O

N
N

), 
「
呼
設
定
受
付
｣(

C
A

LL

PR
O

C
),
「
解
放
完
了
｣

(R
EL

C
O

M
P)

ま
た
は
「
呼
設
定
確
認
｣(

SE
TU

P

A
C

K
)受
信
時
。

「
呼
設
定
」

(S
ET

U
P)

 を
再
送
信

し
T3

03
を
再
起
動
す
る
。

網
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
解
放
し

「
空
」
状
態
へ
遷
移
す
る
。

  
  

  
必

  
須

Ｔ
３
０
４

20
秒

（
注
１
）

分
割
着
呼
「
呼
設
定
確
認
｣(

SE
TU

P 
A

C
K

)

受
信
時
。

「
付
加
情
報
」

(I
N

FO
)送
信
で

再
起
動
。

「
付
加
情
報
」

(I
N

FO
)送
信
時
。

「
呼
設
定
受
付
」

(C
A

LL
 P

R
O

C
),

「
呼
出
」

(A
LE

R
T)

 ま
た
は
「
応

答
」

(C
O

N
N

)受
信
時
。

呼
を
解
放
す
る
。

 　
　
　
　
　
＿
＿
＿
＿

6.
5
節
が
イ
ン
プ
リ

メ
ン
ト
さ
れ
て
い
る

場
合
の
み
必
須
。

Ｔ
３
０
６

30
秒

（
注
２
）

解
放
通
知

経
過
内
容

#8
を
持
つ
「
解
放
」

(R
EL

) 
を
送
信
時
。

「
解
放
完
了
」

(R
EL

 C
O

M
P)
受
信

時
。

ト
ー
ン
／
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
停
止
し

「
解
放
完
了
」

(R
EL

 C
O

M
P)
を
送

信
す
る
。

　
　
　
　
　
＿
＿
＿
＿

ト
ー
ン
／
ア
ナ
ウ
ン

ス
が
提
供
さ
れ
て
い

る
場
合
は
必
須
。

６
章
参
照
。

　
　
　
注
１
．
こ
の
タ
イ
マ
の
デ
フ
ォ
ル
ト
値
は
、
Ｔ
Ｔ
Ｃ
標
準
Ｊ
Ｔ
－
Ｑ
９
３
１
で
規
定
さ
れ
る
同
一
タ
イ
マ
の
デ
フ
ォ
ル
ト
値
と
一
致
さ
せ
て
い
る
。
不
一
致
と
な
る
場
合
は
、
Ｔ
Ｔ
Ｃ
標
準
Ｊ
Ｔ
－
Ｑ
９
３

１
が
優
先
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
注
２
．
タ
イ
マ
Ｔ
３
０
６
の
値
は
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
長
さ
に
依
存
し
て
も
良
い
。

  
  

  
－－
－ 

 ；
タ
イ
マ
が
再
起
動
さ
れ
な
い
事
を
示
す
。
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1)
  

 

 
タ
イ
マ

 
デ
ﾌｫ
ﾙﾄ

 値
 
呼
の
状
態

 
起
動
条
件

 
正
常
停
止
条
件

 
１
回
目
満
了
時
の
動
作

 
２
回
目
満
了
時
の
動
作

 
ｲﾝ
プ
ﾘﾒ
ﾝﾃ
ｰｼ
ｮﾝ

 
Ｔ
３
０
１

 
３
分
以
上

 
呼
出
通
知

 
「
呼
出
」

(A
LE

R
T)

 受
信
時
｡ 

「
応
答
」

(C
O

N
N

)受
信
時
。

 
呼
を
解
放
す
る
。

 
  

  
  

  
＿
＿
＿
＿

 
付
属
資
料
Ｈ
を
イ
ン

プ
リ
メ
ン
ト
す
る
場

合
必
須
。

 
Ｔ
３
０
３

 
  

４
秒

 
  

発
  
呼

 
  

「
呼
設
定
」

(S
ET

U
P)

 送
信

 
時
。

 
「
呼
出
｣ 

(A
LE

R
T)

,「
応
答
」

 
(C

O
N

N
), 
「
呼
設
定
受
付
｣(

C
A

LL
 

PR
O

C
) 
ま
た
は
「
解
放
完
了
｣

(R
EL

 C
O

M
P)

 受
信
時
。

 

「
呼
設
定
」

(S
ET

U
P)

 を
再
送
し

 
T3

03
を
再
起
動
す
る
。

 
内
部
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
解
放
し

 
「
空
」
状
態
へ
遷
移
す
る
。

 
  

  
  
必

  
須

 
  

Ｔ
３
０
８

 
  

30
秒

 
  

解
放
要
求

 
  

「
解
放
」

(R
EL

) 
送
信
時
。

 
  

「
解
放
完
了
」

(R
EL

 C
O

M
P)
ま
た

 
は
「
解
放
」

(R
EL

) 
受
信
時
。

 
 

「
解
放
」

(R
EL

) 
を
再
送
し

T3
08

 
を
再
起
動
す
る
。

 
 

ベ
ｱﾗ
バ
ｰﾁ
ｬﾙ
ﾁｬ
ﾈﾙ
を
保
守
状
態

 
に
し
、
呼
番
号
を
解
放
し
「
空
」

 
状
態
へ
遷
移
す
る
。

  
（
注
１
）

 

  
  

  
必

  
須

 
  

Ｔ
３
０
９

 
10
秒

 
任
意
の

 
安
定
状
態

 
SA

A
L
切
断
時
で
安
定
状
態
の
呼

 
が
失
わ
れ
な
い
時
。

 
SA

A
L
再
接
続
時
。

 
内
部
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
解
放
し
コ

 
ネ
ク
シ
ョ
ン
と
呼
番
号
を
解
放
す

る
。

 

 
 
 
 
 
＿
＿
＿
＿

 
 

  
  

  
必

  
須

 

Ｔ
３
１
０

 
30

-1
20
秒

 
 

（
注
２
）

 

発
呼
受
付

 
「
呼
設
定
受
付
｣(

C
A

LL
 P

R
O

C
) 

受
信
時
。

 
「
呼
出
」

(A
LE

R
T)

,「
応
答
」

 
(C

O
N

N
)ま
た
は
「
解
放
」

(R
EL

) 
 

受
信
時
。

 

「
解
放
」

(R
EL

) 
を
送
信
す
る
。

 
 
 
 
 
 
＿
＿
＿
＿

 
  

  
  

  
 

  
  

  
必

  
須

 

Ｔ
３
１
３

 
４
秒

 
応

  
答

 
「
応
答
」
（

C
O

N
N

) 
送
信
時
。

 
「
応
答
確
認
」

(C
O

N
N

 A
C

K
)受
信

 
 時
。

 
「
解
放
」

(R
EL

) 
を
送
信
す
る
。

 
 
 
 
 
 
＿
＿
＿
＿

  
  

  
  

  
必

  
須

 

Ｔ
３
１
６

 
 

２
分

 
 

初
期
設
定

 
要
求

 
「
初
期
設
定
」

(R
ES

T)
送
信

 
時
。

 
「
初
期
設
定
確
認
｣ 

(R
ES

T 
A

C
K

) 
受
信
時
。

 
「
初
期
設
定
」

(R
ES

T)
は
数
回
送

 
信
さ
れ
う
る
。

 
「
初
期
設
定
」

(R
ES

T)
は
数
回
送

 
信
さ
れ
う
る
。

 
ポ
ｲﾝ
ﾄ･
ポ
ｲﾝ
ﾄ 
ｱｸ
ｾｽ

 
構
成
で
は
必
須
。

 
Ｔ
３
１
７

 
 

（
注
３
）

 
初
期
設
定

 
「
初
期
設
定
」

(R
ES

T)
受
信
時
。

 
呼
番
号
の
内
部
で
解
放
。

 
保
守
動
作
の
通
知
。

 
 
 
 
 
 
＿
＿
＿
＿

 
ポ
ｲﾝ
ﾄ･
ポ
ｲﾝ
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８．プリミティブ 
8.1 はじめに 

 本章では、ＪＴ－Ｑ２９３１エンティティとＳＡＡＬとの間の動作のみ記述する。ＪＴ－Ｑ２９３１と

レイヤマネージメント間および、ＪＴ－Ｑ２９３１とＪＴ－Ｑ２９３１ユーザ間での動作も存在するが、

本章では記述しない。 

 ＪＴ－Ｑ２９３１エンティティは、サービスプリミティブによってＳＡＡＬからのサービスを要求した

り、ＳＡＡＬからのサービスを受け付ける。プリミティブとは、ＪＴ－Ｑ２９３１エンティティとＳＡＡ

Ｌ間での情報と制御の論理的な交換を抽象的に表現したものである。プリミティブは、インプリメンテー

ションを制約するものではない。すなわち、装置内でのレイヤがいかに作用しあうかを示唆するものであ

り、適合試験されるものではない。 

 一般的に、次の４種類のプリミティブが使用される。（図８－１／ＪＴ－Ｑ２９３１参照） 

  a) 要 求； 

  b) 表 示； 

  c) 応 答； 

  d) 確 認； 

 

 

               レイヤ３ 

 

 

 

 

 

 

               レイヤ２ 

 

 

図８－１／ＪＴ－Ｑ２９３１ プリミティブ動作シーケンス 

            （ITU-T Q.2931)  

 

 要求プリミティブ種別は、高位レイヤが低位レイヤからのサービスを要求しているときに使われる。 

 表示プリミティブ種別は、サービスに関連した特有の動作を高位レイヤへ通知するためにサービスを提

供しているレイヤにより使われる。表示プリミティブは、同位エンティティでの要求プリミティブ種別に

関連する低位レイヤの動作の結果にもなりうる。 

 応答プリミティブ種別は、低位レイヤからの表示プリミティブ種別の受信を確認するためにレイヤによ

り使われる。 

 確認プリミティブ種別は、動作が終わったことを確認するために、要求されたサービスを提供している

レイヤにより使われる。 

 

8.2 ＪＴ－Ｑ２９３１とＳＡＡＬ間でのプリミティブの記述 

 ＪＴ－Ｑ２９３１のサービスをサポートするためにＪＴ－Ｑ２９３１とＳＡＡＬとの間で交換されるプ

リミティブを表８－１／ＪＴ－Ｑ２９３１に示す。 

確認 応答 表示 要求 

ＳＡＰ 
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表８－１／ＪＴ－Ｑ２９３１ ＪＴ－Ｑ２９３１とＳＡＡＬ間のプリミティブ 

         （ITU-T Q.2931)  

 

一 般 名  種 別  パラメータ 

 要求 表示 応答 確認  

AAL-設定 ×注 1 ×注 1 － ×注 1 JT-Q2931メッセージ 

AAL-解放 ×注 1 ×注 1 － ×注 2 JT-Q2931メッセージ 

AAL-データ ×注 3 ×注 3 － － JT-Q2931メッセージ 

AAL-ユニットデータ ×注 4 ×注 4 － － JT-Q2931メッセージ 

 

 ×はプリミティブがインプリメントされていることを示す。 

 注１ このプリミティブは、ＪＴ－Ｑ９３１メッセージをパラメータデータとして含みうる。本標準に

おいて、このパラメータは送信側エンティティが使用してはならない。しかし、本シグナリング

プロトコルの将来の拡張による本パラメータの使用を制限するものではない。受信側エンティテ

ィは、このプリミティブ内で受信したメッセージを処理する必要はない。インプリメンテーショ

ンオプションとして受信メッセージを処理すると選択した場合、受信メッセージの処理はインプ

リメンテーションに依存する。 

 注２ このプリミティブは、パラメータを持たない。 

 注３ このプリミティブは、ＪＴ－Ｑ２９３１メッセージを含むパラメータデータを持つ。 

 注４ このプリミティブは、ＪＴ－Ｑ２９３１メッセージを含むパラメータを持つ。ＪＴ－Ｑ２９３１

呼／コネクション制御メッセージを含むためのこのパラメータの使用方法は、本標準では規定さ

れていない。しかし、本シグナリングプロトコルの将来の拡張による本パラメータの使用を制限

するものではない。受信側エンティティは、このプリミティブ内で受信したメッセージを処理す

る必要はない。インプリメンテーションオプションとして受信メッセージを処理すると選択した

場合、受信メッセージの処理はインプリメンテーションに依存する。 

 

8.2.1 ＡＡＬ－設定－要求 

 ユーザ・網間の確認型シグナリングＡＡＬコネクション設定要求のため、ＪＴ－Ｑ２９３１エンティテ

ィによりＳＡＡＬへ発行される。確認型シグナリングＡＡＬコネクションは、ＡＬＬ－データ－要求が発

行される前に設定されなければならない。 

 

8.2.2 ＡＡＬ－設定－表示 

 ユーザ・網間に確認型データリンクが設定されたことを通知するため、ＳＡＡＬによりＪＴ－Ｑ２９３

１エンティティへ発行される。本プリミティブは、同位のＪＴ－Ｑ２９３１エンティティによるＡＡＬ－

設定－要求の発行、あるいは起こりうるデータ損失に伴う再設定により発行される。 

 

8.2.3 ＡＡＬ－設定－確認 

 ユーザ・網間に確認型シグナリングＡＡＬコネクションが設定されたことを通知するため、ＳＡＡＬに

よりＪＴ－Ｑ２９３１エンティティへ発行される。このシグナリングＡＡＬコネクションの設定は、あら

かじめＪＴ－Ｑ２９３１エンティティがＡＡＬ－設定－要求により要求していたものである。 

 

8.2.4 ＡＡＬ－解放－要求 

 確認型シグナリングＡＡＬコネクションを解放するために、ＪＴ－Ｑ２９３１エンティティによりＳＡ
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ＡＬへ発行される。以前に受信したＡＬＬ－設定－表示がこのシグナリングＡＡＬコネクションの識別子

を返した場合、本プリミティブのパラメータとして渡さなければならない。 

 

8.2.5 ＡＡＬ－解放－表示 

 確認型シグナリングＡＡＬコネクションが解放されたことを通知するため、ＳＡＡＬによりＪＴ－Ｑ２

９３１エンティティへ発行される。以前に受信したＡＬＬ－設定－表示がこのシグナリングＡＡＬコネク

ションの識別子を返した場合、本プリミティブのパラメータとして渡さなければならない。本プリミティ

ブは、同位のＪＴ－Ｑ２９３１エンティティによるＡＡＬ－解放－要求の発行、あるいはエラーにより発

行されうる。 

 

8.2.6 ＡＡＬ－解放－確認 

 ユーザ・網間の確認型シグナリングＡＡＬコネクションが解放されたことを通知するため、ＳＡＡＬに

よりＪＴ－Ｑ２９３１エンティティへ発行される。このシグナリングＡＡＬコネクションの解放は、あら

かじめＪＴ－Ｑ２９３１エンティティがＡＡＬ－解放－要求により要求していたものである。 

 

8.2.7 ＡＡＬ－データ－要求 

 設定された確認型データリンクによるメッセージの送信を要求するため、ＪＴ－Ｑ２９３１エンティテ

ィによりＳＡＡＬへ発行される。 

 

8.2.8 ＡＡＬ－データ－表示 

 同位ＪＴ－Ｑ２９３１エンティティがＡＡＬ－データ－要求プリミティブにより送信したメッセージを

引き渡すため、ＳＡＡＬによりＪＴ－Ｑ２９３１エンティティへ発行される。 

 

8.2.9 ＡＡＬ－ユニットデータ－要求 

 一つあるいは複数の同位ＪＴ－Ｑ２９３１エンティティへのメッセージ送信を要求するため、ＪＴ－Ｑ

２９３１エンティティによりＳＡＡＬへ発行される。メッセージは、確認されない非確認型データ転送を

用いて送信される。 

 

8.2.10 ＡＡＬ－ユニットデータ－表示 

 同位ＪＴ－Ｑ２９３１エンティティがＡＡＬ－ユニットデータ－要求プリミティブにより送信したメッ

セージを引き渡すため、ＳＡＡＬによりＪＴ－Ｑ２９３１エンティティへ発行される。 



－ 151 － ＪＴ－Ｑ２９３１

付属資料Ａ：網側及びユーザ側ＳＤＬ図
（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２９３１に対する）

　この付属資料は、本標準の５章及び６章にて定義される手順を用いるユーザ及び網側エンティティのた

めのシステム図とＳＤＬプロセス記述を提供する。

　付図Ａ－１／ＪＴ－Ｑ２９３１は、ＳＤＬ処理規定にて使用されるシンボルを示す。

Ａ．１　網側ＳＤＬ図

　網側ＳＤＬ図は以下に示す構成から成る

　　　　　　　　　　　　セクション　　　　　　　　　　　　　　　　頁　数（網側）

システム図……………………………………………………………… 　１頁

ブロック図……………………………………………………………… 　１頁

Ｃｏ－ｏｒｄ－Ｎ　ｐｒｏｃｅｓｓ………………………………… １０頁

Ｒｅｓｅｔ－Ｓｔａｒｔ－Ｎ　ｐｒｏｃｅｓｓ…………………… 　２頁

Ｒｅｓｅｔ－Ｒｅｓｐｏｎｓｅ－Ｎ　ｐｒｏｃｅｓｓ…………… 　２頁

ＪＴ－Ｑ２９３１－Ｎ　ｐｒｏｃｅｓｓ…………………………… ３１頁から成る

Ｂ－ＩＳＤＮ呼制御手順

（本標準の５章）……………………………… 頁１～１８

対称な呼の運用に関する拡張

（本標準の付属資料Ｈ）……………………… 頁１９

インターワーキングに関連する付加手順

（本標準の６章）……………………………… 頁２０～３１

（TTC 注）「対称名呼の運用に関する拡張」の参照章番号は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２９３１では、「５．

１．１０節」となっているが明らかな誤りであるのでＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２９３１では「付

属資料Ｈ」とする。



ＪＴ－Ｑ２９３１ － 152 －

　ＳＤＬ　Ｋｅｙ

付図　Ａ－１／ＪＴ－Ｑ２９３１　ＳＤＬプロシージャ表示に用いるキーシンボル

　　　　　　　　　　(ITU-T Q.2931)

－

＊

プロセス終了スタート

タスクｲﾝﾌﾟﾘﾒﾝﾄに依存し
た処理

判定クリエイト

インプリメントの
オプション

シグナル（レイヤー内
またはＳＡＰ経由）
またはＰＤＵ受信

シグナルの保存
（新状態へのﾄﾗﾝｻﾞ
ｸｼｮﾝ完了まで）

シグナル（レイヤー内
またはＳＡＰ経由）
またはＰＤＵ生成

テキストシンボル状態

コメント任意の状態

注釈同じ状態に戻る



 － 153 － ＪＴ－Ｑ２９３１ 

ＪＴ－Ｑ２９３１  SDL 

 

システム図－網側 

SigList-1: From-AP 
 
SigList-2: To-AP 
 
SigList-3: From-SAAL 
 
SigList-4: To-SAAL 
 
信号ﾘｽﾄは、Process CO-ord-N 
図にて詳細化されている。 

 SYSTEM JT-Q2931 － 網側 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 BLOCK JT-Q2931 － 網側 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ﾘｾｯﾄﾌﾟﾛｾｽは

REST０状態に
遷移するため

に、常に現れる 

[SigList-1] FromApplication 

[SigList-2] ToApplication 

JT-Q2931-N 

[SigList-3] FromSAAL 

[SigList-4] 

CDtoQN 
QNtoCD 

From-AP 
呼制御 

To-AP 

CDtoRS 
RStoCD 

From-SAAL 
 ｱﾀﾞﾌﾟﾃｰｼ 
 ｮﾝ ﾚｲﾔ To-SAAL 

CDtoRR 
RRtoCD 

JT-Q2931-N(0,N) 

Reset-Start-N(1,1) Co-ord-N(1,1) 

Reset-Response-N 
(1,1) 
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 PROCESS Co-ord-N;                             page 1 of (10) 
 
 
 
 

ＪＴ－Ｑ２９３１ ＳＤＬ － 網側 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

略語 
プロセス 
Co-ord-N  ＝全ての JT-Q2931プロセス（ASEs）のための整合機能で網側に 
       おける共通機能。 
JT-Q2931-N ＝呼／コネクション固有のシグナリング機能を行うプロセス。 
Reset-Start-N ＝網側においてリスタート手順を開始するプロセス。 
Reset-Respond-N ＝網側においてリスタートメッセージへの応答を行うプロセス。 
 
その他のエンティティ 
AP  ＝シグナリングアプリケーションプロセス。 
SAAL  ＝シグナリングＡＴＭアダプテーションレイヤプロセス。 
 
その他 
Cause  ＝理由表示情報要素内の理由表示値フィールド。 
CD  ＝整合プロセス（Co-ordination process） 
CLR  ＝呼解放（Release Call） 
CRF  ＝呼番号フラグ（Call Reference flag） 
CS  ＝呼状態情報要素内の呼状態値。 
I  ＝無視（Ignore） 
IE  ＝情報要素 
OK  ＝OKay（Proceed） 
QN  ＝JT-Q2931網側 
RAI  ＝報告と無視（Report And Ignore） 
RAP  ＝報告と処理継続（Report And Proceed） 
RR  ＝網側リセット応答（Reset-Respond-N） 
RS  ＝網側リセット開始（Reset-Srart-N） 
SC  ＝送信完了（Sending Complete） 
§×.×  ＝JT-Q2931への参照章番号。 
＃  ＝明白に認識できるもの（例（理由表示＃））を除くプリミティブ

  またはメッセージ内の全ての情報要素の表示。 

各メッセージ内に含まれる情報要素のリストと情報要素の内容は、 
３章と４章にて定義されている。 
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信号リスト 
 

Ｂ－ＩＳＤＮ呼のための信号 
SAAL間プリミティブ 
 
 From-SAAL 
 
 AAL-データ-表示（AAL-DATA-ind） 
   ﾎﾟｲﾝﾄ･ﾎﾟｲﾝﾄ ｼｸﾞﾅﾘﾝｸﾞ ﾊﾞｰﾁｬﾙ ﾁｬﾈﾙ ｺﾈｸｼｮﾝからのﾒｯｾｰｼﾞを含む 
 AAL-設定-表示(AAL-ESTABLISH-ind） 
 AAL-設定-確認(AAL-ESTABLISH-conf） 
 AAL-解放-表示(AAL-RELEASE-ind） 
 AAL-解放-確認(AAL-RELEASE-conf） 
 
 To-SAAL 
 
 AAL-ﾃﾞｰﾀ-要求(AAL-DATA-req） 

      特定のﾎﾟｲﾝﾄ･ﾎﾟｲﾝﾄ ｼｸﾞﾅﾘﾝｸﾞ ﾊﾞｰﾁｬﾙ ﾁｬﾈﾙ ｺﾈｸｼｮﾝへ送信されるﾒｯｾｰｼﾞを含む 
 AAL-設定-要求(AAL-ESTABLISH-req） 

      SAAL ﾘﾝｸの設定 
 AAL-解放-要求(AAL-RELEASE-req） 

      SAAL ﾘﾝｸのﾘｾｯﾄまたは解放 
 
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛｾｽ間ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ 
 
 From-AP 
 
 呼設定-要求(Setup-req） 
 呼設定受付-要求(Proceeding-req） 
 呼出-要求(Alerting-req） 
 呼設定-応答(Setup-resp） 
 呼設定完了-表示(Setup-complete-req） 
 ﾘｾｯﾄ-要求(Reset-req） 
 ﾘｾｯﾄ-応答(Reset-resp） 
 ﾘｾｯﾄｴﾗｰ-応答(Reset-error-resp） 
 通知-要求(Notify-req） 
 ﾘﾝｸ-設定-要求(Link Establish request） 
 ﾘﾝｸ-解放-要求(Link Release request） 
 
 To-AP 
 
 呼設定-表示(Setup-ind） 
 呼設定受付-表示(Proceeding-ind） 
 呼出-表示(Alerting-ind） 
 呼設定-確認(Setup-conf） 
 ﾘｾｯﾄ-表示(Reset-ind） 
 ﾘｾｯﾄ-確認(Reset-conf） 
 ﾘｾｯﾄｴﾗｰ-表示(Reset-error-ind） 
 状態表示-表示(Status-ind） 
 通知-表示(Notify-ind） 
 ﾘﾝｸ-設定-確認(Link Establish confirm） 
 ﾘﾝｸ-解放-確認(Link Release confirm） 
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信号リスト 
 

付加サービスに関連する追加信号 
 

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛｾｽ間ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ 
 
 From-AP 
 
 To-AP 
 
 これらのﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞは、関連する広帯域付加ｻｰﾋﾞｽ勧告（ITU-T勧告 Q.295x ｼﾘｰｽﾞ）に記述さ 
 れる。 

信号リスト 
 

インターワーキングに関連する追加信号 
 

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛｾｽ間ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ 
 
 From-AP 
 
 情報追加-要求(More-info-req） 
 付加情報-要求(Info-req） 
 経過表示-要求(Progress-req） 
 
 To-AP 
 
 情報追加-表示(More-info-ind）  
 付加情報-表示(Info-ind） 
 経過表示-表示(Progress-Ind) 
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JT-Q2931-N間ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ 
 

信号リスト 
 
 CDtoQN QNtoCD 
 呼設定-要求  呼設定-表示 
 （Setup-req） （Setup-ind） 
 呼設定受付-要求 呼設定受付-表示 
 （Proceeding-req） （Proceeding-ind） 
 呼出-要求 呼出-表示 
 （Alerting-req） （Alerting-ind） 
 呼設定-応答 呼設定-確認 
 （Setup-resp） （Setup-conf） 
 呼設定完了表示 
 （Setup-complete-ind） 
 
 解放-要求 解放-表示 
 （Release-req) （Release-ind） 
 解放-応答 解放-確認 
 （Release-resp） （Release-conf） 
  状態表示-表示 
  （Status-ind） 
 通知-要求 通知-表示 
 （Notify-req） （Notify-ind） 
 ﾘﾝｸ-設定-確認 ﾘﾝｸ-設定-要求 
 （Link Establish （Link Establish 
   confirm）   request） 
 ﾘﾝｸ-設定-表示 
 （Link Establish indication） 
 ﾘﾝｸ-解放-表示 
 （Link Release indication） 
 ﾘﾝｸ-設定-ｴﾗｰ 
 （Link Establish error） 
 
 

Reset-Start-N間ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ 
 

信号リスト 
 

 CDtoRS RStoCD 
 ﾘｾｯﾄ-要求 ﾘｾｯﾄｴﾗｰ-表示 
 （Reset-req） （Reset-error-ind） 
  ﾘｾｯﾄ-確認 
  （Reset-conf） 
 
 

Reset-Respond-N間ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ 
 

信号リスト 
 

 CDtoRR RRtoCD 
 ﾘｾｯﾄ-応答 ﾘｾｯﾄ-表示 
 （Reset-resp） （Reset-ind） 
 ﾘｾｯﾄｴﾗｰ-応答 ﾘｾｯﾄｴﾗｰ-表示 
 （Reset-error-resp） （Reset-error-ind） 
 
 

             page 3-1 of (10) 
 

 
B-ISDN呼用 JT-Q2931-N間ﾒｯｾｰｼﾞ 

 
信号リスト 

 
 CDtoQN QNtoCD 
 呼設定  呼設定 
 （SETUP） （SETUP） 
 呼設定受付 呼設定受付 
 （CALL-  (CALL- 
  PROCEEDING）  PROCEEDING) 
 呼出 呼出 
 （ALERTING） （ALERTING） 
 応答 応答 
 （CONNECT） （CONNECT） 
 応答確認 応答確認 
 （CONNECT-  （CONNECT- 
  ACKNOWLEDGE）  ACKNOWLEDGE） 
 解放 解放 
 （RELEASE) （RELEASE） 
 解放完了 解放完了 
 （RELEASE- （RELEASE- 
   COMPLETE）  COMPLETE） 
 状態表示 状態表示 
 （STATUS） （STATUS） 
 状態問合 状態問合 
 （STATUS- （STATUS- 
  ENQUIRY）  ENQUIRY） 
 通知 通知 
 （NOTIFY） （NOTIFY） 
 
 
 
 
 
 

Reset-Start-N間ﾒｯｾｰｼﾞ 
 

信号リスト 
 

 CDtoRS RStoCD 
 初期設定確認 初期設定 
 （RESTART- （RESTART） 
  ACKNOWLEDGE 状態表示 
  （STATUS） 
 
 

Reset-Respond-N間ﾒｯｾｰｼﾞ 
 

信号リスト 
 

 CDtoRR RRtoCD 
 初期設定 初期設定確認 
 （RESTART） （RESTART- 
   ACKNOWLEDGE） 
  状態表示 
  （STATUS） 
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 ｲﾝﾀｰﾜｰｷﾝｸﾞに関連する JT-Q2931-N間 
 付加ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ 

 
信号リスト 

 
 CDtoQN QNtoCD 
 
 情報追加-要求 情報追加-表示 
 （More-info-req） （More-info-ind） 
 付加情報-要求 付加情報-表示 
 （Info-req） （Info-ind） 
 経過表示-要求 経過表示-表示 
 （Progress-req） （Progress-ind） 
 
 
 
 
 付加ｻｰﾋﾞｽに関連する JT-Q2931-N間 
 付加ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ 

 
信号リスト 

 
 CDtoQN QNtoCD 
 
 これらのﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞは、関連する広帯域付加  
 ｻｰﾋﾞｽ勧告（ITU-T勧告 Q.295x）ｼﾘｰｽﾞに記 
 述される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

             page 3-2 of 10) 
 
 
 
 
 ｲﾝﾀｰﾜｰｷﾝｸﾞに関連する JT-Q2931-N間 
 付加ﾒｯｾｰｼﾞ 

 
信号リスト 

 
 CDtoQN QNtoCD 
 
 呼設定確認 呼設定確認 
 （SETUP- （SETUP- 
  ACKNOWLEDGE)  ACKNOWLEDGE) 
 付加情報 付加情報 
 （INFORMATION） （INFORMATION） 
 経過表示 経過表示 
 （PROGRESS） （PROGRESS） 
 
 
 
 付加ｻｰﾋﾞｽに関連する JT-Q2931-N間 
 付加ﾒｯｾｰｼﾞ 

 
信号リスト 

 
 CDtoQN QNtoCD 
 
 これらのﾒｯｾｰｼﾞは、関連する広帯域付加 
 ｻｰﾋﾞｽ勧告（ITU-T勧告 Q.295x）ｼﾘｰｽﾞに 
 記述される。 
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Check-Msg (#)

ﾒｯｾｰｼﾞﾁｪｯｸ(#)

Build-Msg(#)

ﾒｯｾｰｼﾞ組立(#)

ｲﾝﾌﾟﾘﾒﾝﾄに依存

した処理の宣言

JT-Q2931 と SAAL 間における
AAL設定手順(JT-Q2130参照)

CN0-AAL
Connection
Released

AALｺﾈｸｼｮﾝ解放

§5.1,§5.6.9,
§5.6.10

Setup-req
呼設定要求
/*APから*/

Reset-req
ﾘｾｯﾄ要求

/*APから*/

Link
Establish
request

ﾘﾝｸ-設定-要求

Timeout T309

T309 ﾀｲﾑｱｳﾄ

JT-Q2931-N

Link
Establish

error
ﾘﾝｸ-設定-ｴﾗｰ

Reset-req(#)
ﾘｾｯﾄ要求(#)

/*Reset
Start-Nへ*/

CN0-AAL
Connection
Released

AALｺﾈｸｼｮﾝ解放

JT-Q2931-N(全て)へ

APまたは

JT-Q2931-Nから

AAL
Establish
indication

AAL-設定-表示

CN3-AAL
Connection
Established

AALｺﾈｸｼｮﾝ設定

No

YesACTIVE T309
T309 起動中

AAL-
ESTABLISH

request
AAL-設定-要求

Link
Establish
indication
ﾘﾝｸ-設定-表示

SET  T309
T309起動

CN1-AAL
Awaiting
Establish

AAL設定待

SAALへ

Setup-req
呼設定要求

/*JT-Q2931-N */
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AAL 
ESTABLISH 

confirm 
AAL-設定-確認 

JT-Q2931-N(全て)へ 

CN1-AAL 
Awaiting 
Establish 

AAL設定待 

Timeout T309 
T309 ﾀｲﾑｱｳﾄ 

AAL 
RELEASE 
indication 

AAL-解放-表示 

Link 
Release 

indecation 
ﾘﾝｸ-解放-表示 

Link 
Establish 

error 
ﾘﾝｸ-設定-ｴﾗｰ 

CN0-AAL 
Connection 
Released 

AALｺﾈｸｼｮﾝ解放 

RESET T309 
T309停止 

ﾒｯｾｰｼﾞ(#)  

/* JT-Q2931-N, 

Reset-Start-Nまたは 

Reset-Respond-Nから*/ 

SAALから 

CN0-AAL 
Connection 
Released 

AALｺﾈｸｼｮﾝ解放 

Link 
Establish 
confirm 

ﾘﾝｸ-設定-確認 

CN3-AAL 
Connection 
Established 

AALｺﾈｸｼｮﾝ設定 

JT-Q2931-N(全て)と

APへ 

JT-Q2931-N(全て)へ 
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CN2-AAL 
Awaiting 
Release 

AAL解放待 

CN3-AAL 
Connection 
Established 

AAL ｺﾈｸｼｮﾝ設定

    Link 
   Release 
   request 
ﾘﾝｸ-解放-要求 

Link 
Establish 

indecation 
ﾘﾝｸ-設定-表示 

AAL-RELEASE 
request 

AAL-解放-要求 

CN3-AAL 
Connection 
Established 

AALｺﾈｸｼｮﾝ設定 

SAALから 

APから 

AAL-RELEASE 
indication 

AAL-解放-表示 

Link Release 
indication 

ﾘﾝｸ-解放-表示 

Link 
Establish 
confirm 

ﾘﾝｸ-設定-確認 

JT-Q2931-N(全て)へ 

  APから 

 SAALへ 

CN3-AAL 
Connection 
Established 

AALｺﾈｸｼｮﾝ設定 

CN0-AAL 
Connection 
Released 

AALｺﾈｸｼｮﾝ解放 

AAL- 
RELEASE 

confirm 
AAL-解放-確認 

Link 
Establish 
request 

ﾘﾝｸ-設定-要求 

Link 
Release 
confirm 

ﾘﾝｸ-解放-確認 

Link 
Establish 
confirm 

ﾘﾝｸ-設定-確認 

CN0-AAL 
Connection 
Released 

AALｺﾈｸｼｮﾝ解放 

CN3-AAL 
Connection 
Established 

AALｺﾈｸｼｮﾝ設定 

APへ 

AAL- 
ESTABLISH 

indication 
AAL-設定-表示 

AAL- 
ESTABLISH 

confirm 
AAL-設定-確認 
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CN3-AAL Connection 
Established 

AAL ｺﾈｸｼｮﾝ設定 

CN3-AAL Connection 
Established 

AAL ｺﾈｸｼｮﾝ設定 

Message Length 
<9 octets 

ﾒｯｾｰｼﾞ長 <9 ｵｸﾃｯﾄ 

Valid Call 
Reference format 
有効な呼番号 
ﾌｫｰﾏｯﾄ 

Call Reference= 
Dummy 

呼番号=ﾀﾞﾐｰ 

Call Reference= 
Global 

呼番号=ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ 

呼番号ﾌﾗｸﾞ
のﾁｪｯｸは含
まない 

X 

Z

Y 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ呼番号手順へ 

ﾌﾟﾛﾄｺﾙ関連手順へ 

‘ﾌﾟﾛﾄｺﾙ無し’手順へ 
No 

No 

No 

No 

‘Primitive’ 
ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ 

/*APから*/ 

 Message(#) ﾒｯｾｰｼﾞ(#) 
/*JT-Q2931-N, 
Reset-Start-N, 

Reset-Respond-Nから*/ 

AAL-DATA-req(#) 
AAL-ﾃﾞｰﾀ-要求(#) 

/*SAALへ*/ 

Build-Msg(#) 
ﾒｯｾｰｼﾞ組立(#) 

‘Primitive’ 
ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ 
/*APへ*/ 

CN3-AAL Connection 
Established 

AAL ｺﾈｸｼｮﾝ設定 

‘Primitive’ ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ 
/*JT-Q2931-N, 
Reset-Start-N, 

Reset-Respond-Nから*/ 

AAL-DATA-ind(#) 
AAL-ﾃﾞｰﾀ-表示(#) 

/*SAALから*/ 

Check-Msg(#) 
ﾒｯｾｰｼﾞﾁｪｯｸ(#) 

Q.2931 Protocol 
Discriminator 

JT-2931 ﾌﾟﾛﾄｺﾙ 
識別子 

§5.6.1 
§5.6.2 
§5.6.3 

W 

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝから 

のﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞを処

理する手順へ 

No 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Call Reference 
recognised 

認識可能な呼番号 

Yes 

§5.1,§5.2,§5.1.1,§5.2.1 

CN3-AAL Connection 
Established 

AAL ｺﾈｸｼｮﾝ設定 

No 
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STATUS(#)
状態表示(#)

 /*Reset-Respond-Nへ*/

RESTART
ACKNOWLEDGE(#)
初期設定確認(#)

/* へ*/

Build-Msg(STATUS,
Cause, CS,#)

ﾒｯｾｰｼﾞ組立(状態表示,
理由表示,呼状態,#)

RESTART(#)
初期設定(#)

/*Reset-Respond-Nへ*/

CN3-AAL Connection
Established

AAL ｺﾈｸｼｮﾝ設定

STATUS(#)
状態表示(#)

/*Reset-Start-Nへ*/

AAL-DATA-req(#)
AAL-ﾃﾞｰﾀ-要求(#)

/*SAALへ*/

STATUS(#)
状態表示(#)

RESTART-ACKNOWLEDGE(#)
初期設定確認(#)

RESTART(#)
初期設定(#)

OTHER(#)
その他(#)

X ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ呼番号手順

§5.5
§5.6.3.2.e)
§5.6.12

Message Type
ﾒｯｾｰｼﾞ種別

CRFCRFCRF

0

0 0

11

1

Cause:=81, CS:=0
理由表示:=81
呼状態:=0

CN3-AAL Connection
Established

AAL ｺﾈｸｼｮﾝ設定

CN3-AAL Connection
Established

AAL ｺﾈｸｼｮﾝ設定

CN3-AAL Connection
Established

AAL ｺﾈｸｼｮﾝ設定

CRF=呼番号ﾌﾗｸﾞ
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 Z ‘ﾌﾟﾛﾄｺﾙ無し’手順 

SETUP(#) 
呼設定(#) 

/*JT-Q2931-Nへ*/ 

CN3-AAL Connection 
Established 

AAL ｺﾈｸｼｮﾝ設定 

CN3-AAL Connection 

Established 
AAL ｺﾈｸｼｮﾝ設定 

Q.2931-N 
JT-Q2931-N 

CN3-AAL Connection 
Established 

AAL ｺﾈｸｼｮﾝ設定 

AAL-DATA-req(#) 
AAL-ﾃﾞｰﾀ-要求(#) 

/*SAALへ*/ 

STATUS(#) 
状態表示(#) 

OTHER(#) 
その他(#) 

RELEASE-COMPLETE(#) 
解放完了(#) 

SETUP(#) 
呼設定(#) 

§5.6.3.2.a)b)c)f)g) 
§5.6.11 

Message Type 
ﾒｯｾｰｼﾞ種別 

CS=0 
呼状態=0 

Cause:=81 
理由表示:=81 

Build-Msg(RELEASE- 
COMPLETE,Cause,#) 
ﾒｯｾｰｼﾞ組立（解放完了, 

理由表示,#) 

AAL-DATA-req(#) 
AAL-ﾃﾞｰﾀ-要求(#) 

/*SAALへ*/ 

CN3-AAL Connection 

Established 
AAL ｺﾈｸｼｮﾝ設定 

STATUS-ENQUIRY(#) 
状態問合(#) 

Cause:=30; CS:=0 
理由表示:=30 
呼状態:=0 

Build-Msg(STATUS, 
CS,Cause, #) 

ﾒｯｾｰｼﾞ組立（状態表示,
呼状態,理由表示, #) 

Cause:=101 
理由表示:=101 

Yes 

Yes 

Call Reference 
flag=0 

呼番号ﾌﾗｸﾞ=0 

No 

No 
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Message Type 
ﾒｯｾｰｼﾞ種別 

Message(#) 
ﾒｯｾｰｼﾞ(#) 

/*JT-Q2931-Nへ*/ 

Y 

CN3-AAL Connection 
Established 

AAL ｺﾈｸｼｮﾝ設定 

CN3-AAL Connection 
Established 

AAL ｺﾈｸｼｮﾝ設定 

SETUP(#) 
呼設定(#) 

通信中の呼番号を用
いた呼設定 (SETUP)
は無効 

ﾌﾟﾛﾄｺﾙ関連手順 
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W 
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝからのﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞを

処理する手順 

‘Primitive’ 
ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ 

/*JT-Q2931-Nへ* 
Q.2931-N 

JT-Q2931-N 

Reset-req 
ﾘｾｯﾄ-要求 

Reset-resp 
ﾘｾｯﾄ-応答 

Setup-req 
呼設定-要求 

All Other Primitive 
他の全てのﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ 

§5.5.1 
§5.1.1 

Primitve Type 
ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ種別 

CN3-AAL Connection 
Established 

AAL ｺﾈｸｼｮﾝ設定 

Reset-error-resp 
ﾘｾｯﾄｴﾗｰ-応答 

Setup-req 
呼設定-要求 

/*JT-Q2931-Nへ*/ 

Reset-req(#) 
ﾘｾｯﾄ-要求(#) 

/*Reset-Start-Nへ*/ 

Reset-resp(#) 
ﾘｾｯﾄ-応答(#) 

/*Reset-respond-Nへ*/ 

CN3-AAL Connection 
Established 

AAL ｺﾈｸｼｮﾝ設定 

CN3-AAL Connection 
Established 

AAL ｺﾈｸｼｮﾝ設定 

Reset-resp(#) 
ﾘｾｯﾄ-応答(#) 

/*Reset-respond-Nへ*/ 
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5.6,5.7,5.8

Rest-N1-Restart
Request

初期設定要求

Rest-N0-Null
空

SET(T316)
T316起動

Reason:=No Response
理由:=応答なし

ｺﾈｸｼｮﾝ識別子で示される
VP/VCはｻｰﾋﾞｽ停止状態
としなければならない.

RESTART(Restart indicator,
 Connection identifier)
初期設定(初期設定表示,

ｺﾈｸｼｮﾝ識別子)

Rest-N0-Null
空

Connect IDs:=
Connection identifier,

Timeouts:=0

Timeouts=RSN

ｺﾈｸｼｮﾝ識別子=空も可能

Timeouts:=Timeouts+1

RSN=初期設定を送信した回数.

ｲﾝﾌﾟﾘﾒﾝﾄに依存する値;ﾃﾞﾌｫﾙﾄは 2.

§5.5.1

Verify-Msg
ﾒｯｾｰｼﾞ検証

Reset-req (Restart indicator,
Connection identifier)

  ﾘｾｯﾄ-要求（初期設定
表示,ｺﾈｸｼｮﾝ識別子）

Rest-N1-Restart
Request

初期設定要求

Timeout T316
T316 ﾀｲﾑｱｳﾄ

Reset-error-ind
(Reason)

ﾘｾｯﾄｴﾗｰ-表示(理由)

No

Yes
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STATUS(Cause,CS) 
状態表示 

(理由表示,呼状態) 

Rest-N0-Null 
空 

Rest-N1-Restart 
Request 

初期設定要求 
§5.6.12,§5.5.1 

Rest-N0-Null 
空 

CS Compatible 
呼状態一致 

Rest-N0-Null
空 

Rest-N1-Restart 
Request 

初期設定要求 

Connection 

identifier= 

Connect IDs 

Rest-N1-Restart 
Request 

初期設定要求 

RESET T316 
T316停止 

Reason:=Peer- 
Incompatible State 
理由:=状態不一致 

Reset-error-ind 
(Reason) 

ﾘｾｯﾄｴﾗｰ-表示(理由) 

Implementation 
dependant procedure 
ｲﾝﾌﾟﾘﾒﾝﾄに依存 
する手順 

STATUS(Cause,CS) 
状態表示 

(理由表示,呼状態) 

Verify-Msg 
ﾒｯｾｰｼﾞ検証 

RESTART-ACKNOWLEDGE 
(Restart indicator, 

   Connection identifier) 
初期設定確認 

（初期設定表示,ｺﾈｸｼｮﾝ識別子) 

Verify-Msg 
ﾒｯｾｰｼﾞ検証 

STATUS(Cause,CS) 
状態表示 

(理由表示,呼状態) 

No 

RAP OK CLR RAI I I RAP OK CLR RAI 

STATUS(Cause,CS) 
状態表示 

(理由表示,呼状態) 

Rest-N1-Restart 
Request 

初期設定要求 

ｺﾈｸｼｮﾝ識別子=空も
可能 

STATUS 
(Cause,CS:=Rest-N1) 

状態表示 
(理由表示,初期設定 N1) 

Reset-conf(Restart indi- 
cator,Connection identifier) 
ﾘｾｯﾄ-確認(初期設定表示, 

ｺﾈｸｼｮﾝ識別子) 

Result 
結果 

Result 
結果 

Yes 

Yes 

No 

不適当なｺﾈｸｼｮﾝ識別

子を持つ初期設定確

認は無視される 
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Rest-N2-Restart 
初期設定 

§5.6,§5.7,§5.8 

Result 
結果 

ｺﾈｸｼｮﾝ識別子= 
 空も可能 

§5.5.2 

Rest-N0-Null 
空 

RESTART 
(Restart indicator, 

Connection identifier) 
初期設定 

(初期設定表示,ｺﾈｸｼｮﾝ識別子) 

Verify-Msg 
ﾒｯｾｰｼﾞ検証 

I CLR RAI OK RAP 

STATUS (Cause,CS) 
Rest-N2 

状態表示 (理由表示,呼状態) 
Rest-N2

Reset-ind (Restart 
indicator, Connection) 

identifier 
ﾘｾｯﾄ-表示 (初期設定 
表示,ｺﾈｸｼｮﾝ識別子) 

ﾀｲﾏ値はｲﾝﾌﾟﾘﾒﾝﾄ
に依存する 

SET(Now+T317) 
T317起動 

Rest-N2-Restart 
初期設定 

Reset-error-resp 
(Cause:=82) 
ﾘｾｯﾄｴﾗｰ-応答 
（理由表示:=82) 

RESTART 
(Restart indicator, 

Connection identifier) 
初期設定 

(初期設定表示,ｺﾈｸｼｮﾝ識別子) 

STATUS (Cause,CS) 
Rest-N0 

状態表示 (理由表示,呼状態) 
Rest-N0 

Cause:=101,CS:=Rest-N2 
理由表示:=101, 
呼状態:=Rest-N2 

状態表示は 
ｵﾌﾟｼｮﾝでｻﾎﾟｰﾄ 
されているか? 

STATUS (Cause,CS) 
Rest-N2 

状態表示 (理由表示,呼状態) 
Rest-N2 

Verify-Msg 
ﾒｯｾｰｼﾞ検証 

No Yes 

Rest-N0-Null 
空 

２回目の初期設定 
受信時の取り扱い 
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Verify-Msg 
ﾒｯｾｰｼﾞ検証 

STATUS (Cause,CS) 
Rest-N2 

状態表示 (理由表示,呼状態) 
Rest-N2

CS Compatible 
呼状態一致 

Rest-U0-Null 
空 

I CLR RAI OK RAP 

STATUS (Cause,CS) 
Rest-N2 

状態表示 (理由表示,呼状態) 
Rest-N2 

STATUS (Cause,CS) 
状態表示 

(理由表示,呼状態) 

ｲﾝﾌﾟﾘﾒﾝﾄに依存す
る手順 

Result 
結果 

Rest-N0-Null 
空 

Reset-resp (Restart 
 indicator,Connection identifier) 

ﾘｾｯﾄ応答 
(初期設定表示,ｺﾈｸｼｮﾝ識別子) 

RESET T317 
T317停止 

RESTART 

ACKNOWLEDGE 

(Restart indicator, 

Connection identifier) 

初期設定確認 

(初期設定表示, 

Timeout T317 

T317ﾀｲﾑｱｳﾄ 

Reason:=No-reset-conf 
理由:=初期設定応答なし 

Rest-N0-Null 
空 

Reason:=Peer- 
Incompatible State 
理由:=状態不一致 

Rest-N2-Restart 
初期設定 

（TTC注） 「状態表示」(STATUS)メッセージ受信時のメッセージ検証は、ITU-T勧告 Q.2931

には含まれていないが、誤りと思われるため本標準では追加している。 

Yes 

No 

Reset-error-ind 
(Reason) 

ﾘｾｯﾄｴﾗｰ-表示 
(理由） 

Reset-error-ind 
(Reason) 

ﾘｾｯﾄｴﾗｰ-表示 
(理由） 

Rest-N2-Restart 
初期設定 §5.6.12,§5.5.2 

ｺﾈｸｼｮﾝ識別子= 
空も可能 
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§5.6,§5.7,§5.8

N0-Null
空

Verify-Msg
ﾒｯｾｰｼﾞ検証

B-ISDN呼に対する手順

SET(Now+T303)
T303起動,
Timeout:=0

RELEASE COMPLETE
(Cause,#)
解放完了

(理由表示,#)

OKRAP CLR RAI

STATUS (Cause,CS)
N1

状態表示 (理由表示,呼状態)
N1

SETUP(#)
呼設定(#)

Result
結果

I

STATUS (Cause,CS)
N0

状態表示 (理由表示,呼状態)
N0

SETUP(#)
呼設定(#)

Verify-Msg
ﾒｯｾｰｼﾞ検証

Setup-req(#)
呼設定-要求(#)

Setup-ind(#)
呼設定-表示(#)

N0-Null
空

N1-Call
Initiated
発呼

N6-Call Present
着呼

§5.1.1,§5.2.1
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§5.1.2.1,§5.1.3, 
§5.1.4,§5.1.5, 
§5.4.2 

N1-Call Initiated 
発呼 

Release-resp 

(cause) 

解放-応答 

（理由表示) 

Proceeding- 

req(#) 

呼設定受付- 

要求(#) 

RELEASE-COMPLETE 
(cause) 
解放完了 
(理由表示) 

N3-Outgoing Call 
Proceeding 
発呼受付 

CALL-PROCEEDING 
(#) 

呼設定受付(#) 
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N3-Outgoing Call 
Proceeding 
発呼受付 

Setup-resp(#) 
呼設定-応答(#) 

ALERTING(#) 
呼出(#) 

Alerting-req(#) 
呼出-要求(#) 

CONNECT(#) 
応答(#) 

N4-Call 
Delivered 
呼出通知 

N10-Active 
通信中 

§5.1.6,§5.1.7 
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§5.1.7 
N4-Call 

Delivered 
呼出通知 

CONNECT(#) 
応答(#) 

Setup-resp(#) 
呼設定-応答(#) 

N10-Active 
通信中 
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N6-Call Present
着呼

CONNECT(#)
応答(#)

Result
結果

Verify-Msg
ﾒｯｾｰｼﾞ検証

RAP

STATUS (Cause,CS)
N6

状態表示
(理由表示,呼状態)

N6

OK CLR

Setup-conf(#)
呼設定-確認(#)

N8-Connect
Request
応答要求

RAI I

N6-Call Present
着呼

D

RESET T303
T303停止

STATUS (Cause,CS)
N8

状態表示
(理由表示,呼状態)

N8

ALERTING(#)
呼出(#)

Result
結果

Verify-Msg
ﾒｯｾｰｼﾞ検証

IRAP

STATUS (Cause,CS)
N6

状態表示
(理由表示,呼状態)

N6

OK CLR

Alerting-ind(#)
呼出-表示(#)

N7-Call
Received
呼出中

RAI

N6-Call Present
着呼

D

RESET T303
T303停止

STATUS (Cause,CS)
N7

状態表示
(理由表示,呼状態)

N7

SET(Now+T301)
T301起動

§5.2.1,§5.2.5.2,
§5.2.6,§5.2.7
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N6-Call Present
着呼

§5.2.1,§5.2.5.2,
§5.2.5.4

CALL-
PROCEEDING(#)
呼設定受付(#)

Result
結果

Verify-Msg
ﾒｯｾｰｼﾞ検証

RAP

STATUS
(Cause,CS N6)
状態表示

(理由表示,呼状態N6)

OK

No

Yes

CLR

Proceeding-ind(#)
呼設定受付-表示(#)

N9-Incoming Call
Proceeding
着呼受付

RAI I

N6-Call Present
着呼

D

RESET T303
T303停止

STATUS
(Cause,CS N9)
状態表示

(理由表示,呼状態N9)

Timeout T303
T303ﾀｲﾑｱｳﾄ

SET(Now+T310)
T310起動

Timeout=1

SETUP(#)
呼設定(#)

SET(Now+T303)
Timeout:=1
T303起動
Timeout:=1

N6-Call Present
着呼

Release-conf
(Cause:=18)
解放-確認

(理由表示:=18)

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛｾｽはﾀｲﾐﾝｸﾞをと
った後に呼番号を解放し
なければならない
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§5.2.5.4,§5.2.7N7-Call Received
呼出中

N8-Connect Request
応答

CONNECT(#)
応答(#)

Result
結果

Verify-Msg
ﾒｯｾｰｼﾞ検証

IRAP

STATUS
(Cause,CS N7)
状態表示

(理由表示,呼状態N7)

OK CLR

Setup-conf(#)
呼設定-確認(#)

RAI

N7-Call Received
呼出中

D

RESET T301
T301停止

STATUS
(Cause,CS N8)
状態表示

(理由表示,呼状態N8)

Cause:=19
理由表示:=19

Timeout T301
T301ﾀｲﾑｱｳﾄ

D
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§5.2.7 N8-Connect Request 
応答 

Setup-complete-req(#) 
 

呼設定完了-要求(#) 

CONNECT-ACKNOWLEDGE(#) 

応答確認(#) 

N10-Active 
通信中 
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§5.2.5.2,
§5.2.5.4,
§5.2.7

N9-Incoming Call
Proceeding
着呼受付

CONNECT(#)
応答(#)

Setup-conf(#)
呼設定-確認(#)

N8-Connect
Request
応答

I

Result
結果

Verify-Msg
ﾒｯｾｰｼﾞ検証

IRAP OK CLR RAI

D

RESET T310
T310停止

Result
結果

Verify-Msg
ﾒｯｾｰｼﾞ検証

RAP OK CLR RAI

D

RESET T310
T310停止

STATUS
(Cause,CS N7)
状態表示

(理由表示,呼状態N7)

ALERTING(#)
呼出(#)

Alerting-ind(#)
呼出-表示(#)

N7-Call
Received
呼出中

SET(Now+T301)
T301起動

STATUS
(Cause,CS N9)
状態表示

(理由表示,呼状態N9)

N9-Incoming Call
Proceeding
着呼受付

STATUS
(Cause,CS N8)
状態表示

(理由表示,呼状態N8)

STATUS
(Cause,CS N9)
状態表示

(理由表示,呼状態N9)

N9-Incoming Call
Proceeding
着呼受付

Timeout T310
T310ﾀｲﾑｱｳﾄ

Cause:=18
理由表示:=18

D
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§5.9
*

(except N0)
N0を除く状態

NOTIFY(#)
通知(#)

Result
結果

Verify-Msg
ﾒｯｾｰｼﾞ検証

RAP RAI OK

Notify-ind(#)
通知-表示(#)

I CLR

DSTATUS
(Cause,CS N10)

状態表示
(理由表示,呼状態N10)

CONNECT-

 ACKNOWLEDGE(#)

応答確認(#)

Result
結果

Verify-Msg
ﾒｯｾｰｼﾞ検証

RAP OK IRAICLR

DSTATUS
(Cause,CS)
状態表示

(理由表示,呼状態)

STATUS
(Cause,CS)
状態表示

(理由表示,呼状態)

Notify-req(#)
通知-要求(#)

NOTIFY(#)
通知(#)

N10-Active
通信中

§5.1.7

N10-Active
通信中
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§5.6.9b,§5.6.10N10-Active
通信中

Link Release
indication
ﾘﾝｸ解放-表示

SE

Link Establish
request

ﾘﾝｸ設定-要求

Link Establish
error

ﾘﾝｸ設定-ｴﾗｰ

N10-Active
通信中

Co-ord-Nから

Release-conf
(Cause:=27)
解放-確認

(理由表示:=27)

Link Establish
indication
ﾘﾝｸ設定-表示

Link Establish
confirm

ﾘﾝｸ設定-確認
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*
(except N0,N12)

N0,N12を除く状態 §5.4.3,§5.4.4

*
(except N0,N11,N12)
N0,N11,N12を除く

状態

RELEASE
(Cause)
解放

(理由表示)

Result
結果

Verify-Msg
ﾒｯｾｰｼﾞ検証

CauseR:=Cause
CauseR:=理由表示
/*理由表示の保存*/

§5.6.4,§5.4.3

RELEASE
(Cause)
解放

(理由表示)

SET(Now+T308)
Timeout:=0
T308起動

Timeout:=0

Release-ind
(Cause-remote)
解放-表示
(理由表示)

D

RAP RAI OK I CLR

Release-ind
(Cause)
解放-表示
(理由表示)

N11-Release
Request
解放要求

Result
結果

Verify-Msg
ﾒｯｾｰｼﾞ検証

Release-conf
(Cause)
解放-確認
(理由表示)

RELEASE-COMPLETE
(Cause)
解放完了

(理由表示)

RAP RAI OK I CLR

RESET ALL
TIMERS

全ﾀｲﾏ停止

本ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞの
受信後、ｱﾌﾟﾘ
ｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛｾｽは
ﾕｰｻﾞのﾊﾞｰﾁｬﾙ
ﾁｬﾈﾙを解放し
なければなら
ない

本ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞの
受信後、ｱﾌﾟﾘ
ｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛｾｽは
ﾕｰｻﾞのﾊﾞｰﾁｬﾙ
ﾁｬﾈﾙを解放し
なければなら
ない

RESET ALL
TIMERS

全ﾀｲﾏ停止

Release-req
(Cause)
解放-要求
(理由表示)

RESET ALL
TIMERS

全ﾀｲﾏ停止

N12-Release
Indication
解放通知
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§5.4.3,§5.6.12b
N11-Release

Request
解放要求

STATUS
(Cause,CS)
状態表示

(理由表示,呼状態)

Result
結果

Verify-Msg
ﾒｯｾｰｼﾞ検証

RAP OK ICLR RAI

STATUS
(Cause,CS)
状態表示

(理由表示,呼状態)

STATUS
(Cause,CS)
状態表示

(理由表示,呼状態)

Release-resp(#)
解放-応答(#)

CS=0
呼状態=0

N0-Null
空

N11-Release
Request
解放要求

RELEASE-
COMPLETE(#)
解放完了(#)

Yes

No
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§5.4.4,§5.4.5

Timeout=1Verify-Msg
ﾒｯｾｰｼﾞ検証

Release-conf
(Cause)
解放-確認
(理由表示)

RELEASE(#)
解放(#)

RESET T308
T308停止

本ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞの受信
後、ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛｾｽ
はﾕｰｻﾞのﾊﾞｰﾁｬﾙﾁｬﾈ
ﾙを解放しなければ
ならない

RAP RAI OK I CLR

RELEASE-COMPLETE(#)
解放完了(#)

Timeout T308
T308ﾀｲﾑｱｳﾄ

Result
結果

Cause1:=CauseR

Release reason
=failure

Release reason
=失敗

Release-conf
(Release reason)
解放-確認

(Release reason)

RELEASE
(Cause1)
解放

(Cause1)

理由表示
ｵﾌﾟｼｮﾝ

Cause option

Cause2:=102

RELEASE
(Cause1,Cause2)

解放
(Cause1,Cause2)

SET(Now+T308)
Timeout:=1
T308起動

Timeout:=1

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛｾｽはﾕ
ｰｻﾞのﾊﾞｰﾁｬﾙﾁｬﾈﾙを
保守状態にしなけ
ればならない

N12-Release
Indication
解放通知

解放の衝突

N12-Release
Indication
解放通知

Yes

No
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§5.6.12
N12-Release

Indication
解放通知

STATUS
(Cause,CS)
状態表示

(理由表示,呼状態)

Result
結果

Verify-Msg
ﾒｯｾｰｼﾞ検証

RAP OK ICLR RAI

STATUS
(Cause,CS)
状態表示

(理由表示,呼状態)

STATUS
(Cause,CS)
状態表示

(理由表示,呼状態)

N0-Null
空

N12-Release
Indication
解放通知

Release-conf
(Cause)
解放-確認
(理由表示)

Yes CS=0
呼状態=0

No
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§5.6.12

*
（except N0,N11,N12)
N0,N11,N12を除く

状態

STATUS
(Cause,CS)
状態表示

(理由表示,呼状態)

Result
結果

Verify-Msg
ﾒｯｾｰｼﾞ検証

RAP OK ICLR RAI

STATUS
(Cause,CS)
状態表示

(理由表示,呼状態)

STATUS
(Cause,CS)
状態表示

(理由表示,呼状態)

CS=0
呼状態=0

N0-Null
空

Release-conf
(Cause)
解放-確認
(理由表示)

Yes

Yes

Yes

No

No

No

Result
結果

Verify-Msg
ﾒｯｾｰｼﾞ検証

STATUS-ENQUIRY
状態問合

RAP RAI OK I CLR

CS:=‘current state’
Cause:=30

呼状態:=現状態
理由表示:=30

*
(except N0)

N0を除く状態 §5.6.11

STATUS
(Cause,CS)
状態表示

(理由表示,呼状態)

Cause=30
理由表示=30

RESET T322
T322停止

Compatible State
状態一致

Verify-State
状態検証

回復
ｵﾌﾟｼｮﾝ

Recovery option

Recovery
procedure
回復手順

Status-ind
(Cause:=101)
状態表示-表示

(理由表示:=101)
ｲﾝﾌﾟﾘﾒﾝﾄ固有

D

YesNo
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Yes

Yes

No

No

Timeout=NT

 Timeout T322
T322ﾀｲﾑｱｳﾄ

Timeout:=
Timeout+1

*
(except N0)

N0を除く状態
§5.6.4§5.6.11

JT-Q2931-N ﾌﾟﾛｾｽ
で明確に示されて
いない任意の認識
されたﾒｯｾｰｼﾞ

＊
/＊他の任意の
ﾒｯｾｰｼﾞ＊/

Result
結果

Verify-Msg
ﾒｯｾｰｼﾞ検証

inst,ind,flag=0 RAI IRAP CLR

STATUS
(Cause=97)
状態表示

(理由表示=97)

Yes

No

D

呼状態が
解放要求あるいは
解放通知か?

STATUS-

ENQUIRY(#)

状態問合(#)

SET(Now+T322)
T322起動

SE

D

Timeout:=0

ACTIVE T322
T322起動中

NT=状態問合送信回数;
ｲﾝﾌﾟﾘﾒﾝﾄ依存値≧1

任意の認識されない
ﾒｯｾｰｼﾞ

＊
/＊認識されな
いﾒｯｾｰｼﾞ＊/

Result
結果

Verify-Msg
ﾒｯｾｰｼﾞ検証

inst,ind,flag=0 RAI IRAP CLR

STATUS
(Cause=97)
状態表示

(理由表示=97)

Yes

No

D

呼状態が
解放要求あるいは
解放通知か?

通知は空状態以外の任意の
状態で出すことができる。
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Link Establish
indication
ﾘﾝｸ設定-表示

N11,N12 §5.6.9a,b

Release-conf
(Cause:=27)
解放-確認

(理由表示:=27)

*
(except N10)

N10を除く状態
§5.6.10

Link Release
indication
ﾘﾝｸ解放-表示

Link Establish
indication
ﾘﾝｸ設定-表示

N1,N3,N4
N6,N7,N8,N9

状態問合
ｵﾌﾟｼｮﾝを

ｻﾎﾟｰﾄしているか?

SE

YesNo
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   PROCESS JT-Q2931-N;                              page 19 of (31) 

Setup-resp(#) 
呼設定-応答(#) 

 
N1-Call Initiated 

発呼 

§5.1.2.1,§5.1.3, 

§5.1.4,§5.1.5, 

§5.4.2,付属資料H 

対称な呼の運用に関する拡張 

CONNECT(#) 
応答(#) 

N10-Active 

通信中 

Alerting-req(#) 
呼出-要求(#) 

ALERTING(#) 
呼出(#) 

N4-Call 
Delivered 
呼出通知 
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  PROCESS JT-Q2931-N;                              page 20 of (31) 

 
N1-Call Initiated 

発呼 
§6.5.2 

More-into-req(#) 
情報追加-要求(#) 

SETUP 
ACKNOWLEDGE(#) 
呼設定確認(#) 

N2-Overlap 
Sending 
分割発呼 

ｲﾝﾀﾜｰｷﾝｸﾞに関連する追加手順 

SET 
(Now+T302) 
T302起動 
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N2-Overlap
Sending
分割発呼

§6.5.2

Proceeding-req(#)

呼設定受付-要求(#)

CALL-
PROCEEDING(#)
呼設定受付(#)

N3-Outgoing Call
Proceeding
発呼受付

ｲﾝﾀﾜｰｷﾝｸﾞに関連する追加手順

RESET T302
T302停止

Result
結果

Verify-Msg
ﾒｯｾｰｼﾞ検証

Yes

Yes

RAP OK CLR I RAI

D
STATUS

(Cause,CS N2)
状態表示

(理由表示,呼状態 N2)

 INFORMATION(#)
付加情報(#)

N2-Overlap
Sending
分割発呼

SET
(Now+T302)
T302起動

STATUS
(Cause,CS N2)
状態表示

(理由表示,呼状態 N2)

N2-Overlap
Sending
分割発呼

Timeout T302
T302 ﾀｲﾑｱｳﾄ

No
IS

information
definitely

incomplete?
情報が不完全?

Cause:=28
Cause-remote:=102
理由表示:=28

理由表示-ﾘﾓｰﾄ:=102

No

SC IE present
送信完了情報
要素は有るか

Into-ind(#)
付加情報-表示(#)

D

SCは送信完了の意味
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N2-Overlap 
Sending 
分割発呼 

§6.5.2,§6.6 

Setup-resp(#) 
呼設定-応答(#) 

ALERTING(#) 
呼出(#) 

ｲﾝﾀﾜｰｷﾝｸﾞに関連する追加手順 

RESET T302 
T302停止 

N4-Call 
Delivered 
呼出通知 

Alerting-req(#) 
呼出-要求(#) 

RESET T302 
T302停止 

RESET T302 
T302停止 

CONNECT(#) 
応答(#) 

 
N10-Active 
通信中 

PROGRESS(#) 
経過表示(#) 

N2-Overlap 
Sending 
分割発呼 

Progress-req(#) 
経過表示-要求(#) 
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  PROCESS JT-Q2931-N;                              page 23 of (31) 

N3-Outgoing Call 
Proceeding 
発呼受付 

§6.6 

ｲﾝﾀﾜｰｷﾝｸﾞに関連する追加手順 

Progress-req(#) 
経過表示-要求(#) 

PROGRESS(#) 
経過表示(#) 

N3-Outgoing Call 
Proceeding 
発呼受付 
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  PROCESS JT-Q2931-N;                              page 24 of (31) 

N4 Call 
Delivered 
呼出通知 

§6.6 

ｲﾝﾀﾜｰｷﾝｸﾞに関連する追加手順 

Progress-req(#) 
経過表示-要求(#) 

PROGRESS(#) 
経過表示(#) 

N4 Call 
Delivered 
呼出通知 
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N6 Call Present 
着呼 §6.5.3 

ｲﾝﾀﾜｰｷﾝｸﾞに関連する追加手順 

SETUP 

ACKNOWLEDGE(#) 
呼設定確認(#) 

More-info-ind(#) 
情報追加-表示(#) 

Result 
結果 

Verify-Msg 
ﾒｯｾｰｼﾞ検証 

RAP OK I CLR RAI

F STATUS  
(Cause,CS N25) 
状態表示  

(理由表示,呼状態 N25) 

STATUS  
(Cause,CS N6) 
状態表示  

(理由表示,呼状態 N6) 

N6 Call 
Present 
着呼 

N25 Overlap 
Receiving 
分割着呼 

RESET T303 
T303停止 

SET 
(Now+T304) 
T304起動 

More-info-req(#) 
情報追加-要求(#) 
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N9 Incoming Call 
Proceeding 
着呼受付 

§6.6 

ｲﾝﾀﾜｰｷﾝｸﾞに関連する追加手順 

PROGRESS(#) 
経過表示(#) 

Progress-ind(#) 
経過表示-表示(#) 

Result 
結果 

Verify-Msg 
ﾒｯｾｰｼﾞ検証 

RAP OK I CLR RAI

F STATUS  
(Cause,CS:=N9) 
状態表示  

(理由表示,呼状態 N9) 

STATUS  
(Cause,CS:=N9) 
状態表示  

(理由表示,呼状態 N9) 

N9 Incoming Call 
Proceeding 
着呼受付 

RESET T310 
T310停止 

N9 Incoming Call 
Proceeding 
着呼受付 
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N25 Overlap
Receiving
分割着呼

§6.5.3,§6.6

ｲﾝﾀﾜｰｷﾝｸﾞに関連する追加手順

PROGRESS(#)
経過表示(#)

Progress-ind
(interworking,#)
経過表示-表示
(ｲﾝﾀﾜｰｷﾝｸﾞ,#)

Result
結果

Verify-Msg
ﾒｯｾｰｼﾞ検証

RAP OK ICLR RAI

FSTATUS
(Cause,CS:=N25)
状態表示

(理由表示,呼状態 N25)

STATUS
(Cause,CS:=N25)
状態表示

(理由表示,呼状態 N25)

N25 Overlap
Receiving
分割着呼

RESET T304
T304停止

Timeout T304
T304 ﾀｲﾑｱｳﾄ

Info-req(#)
付加情報-要求(#)

INFORMATION(#)
付加情報(#)

Cause:=102,
Cause-remote:=28
理由表示:=102
ﾘﾓｰﾄ理由表示:=28

SET
(Now+T304)
T304起動

F

N25 Overlap
Receiving
分割着呼

N25 Overlap
Receiving
分割着呼
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§6.5.3

ｲﾝﾀﾜｰｷﾝｸﾞに関連する追加手順

N25 Overlap
Receiving
分割着呼

ALERTING(#)
呼出(#)

Alerting-ind(#)
呼出-表示(#)

Result
結果

Verify-Msg
ﾒｯｾｰｼﾞ検証

RAP OK ICLR RAI

F
STATUS

(Cause,CS:=N7)
状態表示

(理由表示,呼状態
N7)

STATUS
(Cause,CS:=N25)
状態表示

(理由表示,呼状態 N25)

N25 Overlap
Receiving
分割着呼

RESET T304
T304停止

N7
Call-Received
呼出中

CALL-
PROCEEDING(#)
呼設定受付(#)

Progress-ind(#)
経過表示-表示(#)

Result
結果

Verify-Msg
ﾒｯｾｰｼﾞ検証

RAP OK ICLR RAI

FSTATUS
(Cause,CS:=N9)
状態表示

(理由表示,呼状態
N9)

STATUS
(Cause,CS:=N25)
状態表示

(理由表示,呼状態 N25)

N25 Overlap
Receiving
分割着呼

RESET T304
T304停止

N9 Incoming Call
Proceeding
着呼受付

SET
(Now+T310)
T310起動

SET
(Now+T301)
T301起動



－ 199 － ＪＴ－Ｑ２９３１

　PROCESS JT-Q2931-N;　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     page 29 of (31)

N25 Overlap
Receiving
分割着呼

§6.5.3

ｲﾝﾀﾜｰｷﾝｸﾞに関連する追加手順

CONNECT(#)
応答(#)

Setup-conf(#)
呼設定-確認(#)

Result
結果

Verify-Msg
ﾒｯｾｰｼﾞ検証

RAP OK ICLR RAI

FSTATUS
(Cause,CS:=N8)
状態表示

(理由表示,呼状態 N8)

STATUS
(Cause,CS:=N25)
状態表示

(理由表示,呼状態 N25)

N25 Overlap
Receiving
分割着呼

RESET T304
T304停止

N8 Connect Request
応答要求
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Release-req(Cause)
解放-要求
(理由表示)

*
(except N0,N1,N11,N12)

N0,N1,N11,N12
を除く状態

§6.7.1.3

ｲﾝﾀﾜｰｷﾝｸﾞに関連する追加手順

RELEASE(Progress Ind
#8“In-band info”,Cause)
解放(経過識別子#8

“ｲﾝﾊﾞﾝﾄﾞ情報”,理由表示)

F

RESET ALL
TIMERS
全ﾀｲﾏ停止

CauseR:=Cause
CauseR:=理由表示
/*理由表示保存*/

SET
(Now+T306)
T306起動

N12 Release Indication
解放通知

Release-ind
(Cause-remote)
解放-表示

(ﾘﾓｰﾄ理由表示)

§6.7.1.3

状態遷移は以下
に置き換えられ
る

ｲﾝﾊﾞﾝﾄﾞﾄｰﾝ/ｱﾅｳﾝｽﾒﾝﾄを
伴い網側から解放を開始
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N12 Release Indication
解放通知 §6.7.1.3

ｲﾝﾀﾜｰｷﾝｸﾞに関連する追加手順

Verify-Msg
ﾒｯｾｰｼﾞ検証

Release-conf(Cause)
解放-確認
(理由表示)

RELEASE
解放

RESET T306
T306停止

本ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞの受信
後、ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛｾｽ
はﾕｰｻﾞのﾊﾞｰﾁｬﾙﾁｬﾈ
ﾙを解放しなければ
ならない

RAP RAIOK ICLR

RELEASE-
COMPLETE(#)
解放完了(#)

Timeout T306
T306 ﾀｲﾑｱｳﾄ

Result
結果

Cause1:=CauseR
理由表示 1:=CauseR

RELEASE-COMPLETE

(Cause1)

解放完了(理由表示 1)

Cause2:=102
理由表示 2:=102

Release-conf(Cause)
解放-確認
(理由表示)

本ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ受信後
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛｾｽは
ﾕｰｻﾞのﾊﾞｰﾁｬﾙﾁｬﾈﾙ
を解放にしなけれ
ばならない

Cause option
理由表示の選択

§6.7.1.3
RELEASE-COMPLETE

(Cause1,Cause2)
解放完了(理由表示 1,

理由表示 2)

ｲﾝﾊﾞﾝﾄﾞﾄｰﾝ/ｱﾅｳﾝｽﾒﾝﾄを
伴った解放
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Ａ．２　ユーザ側ＳＤＬ図

　ユーザ側ＳＤＬ図は以下に示す構成から成る。

　　　　　　　　　　　　　セクション　　　　　　　　　　　　　　　　　　頁数（ユーザ側）

　　システム図　……………………………………………………………… 　１頁

　　ブロック図　……………………………………………………………… 　１頁

　　Ｃｏ－ｏｒｄ－Ｕ　ｐｒｏｃｅｓｓ　………………………………… １０頁

　　Ｒｅｓｅｔ－Ｓｔａｒｔ－Ｕ　ｐｒｏｃｅｓｓ　…………………… 　２頁

　　Ｒｅｓｅｔ－Ｒｅｓｐｏｎｓｅ－Ｕ　ｐｒｏｃｅｓｓ　…………… 　２頁

　　ＪＴ－Ｑ２９３１－Ｕ　ｐｒｏｃｅｓｓ　…………………………… ３１頁から成る

Ｂ－ＩＳＤＮ呼制御手順

（本標準の５章）　……………………………… 頁１～１７

対称な呼の運用に関する拡張

（本標準の付属資料Ｈ）　……………………… 頁１８～２０

インターワーキングに関連する付加手順

（本標準の６章）　……………………………… 頁２１～３１

　（ＴＴＣ注）「対称な呼の運用に関する拡張」の参照章番号は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２９３１では、「５．

１．１０節」となっているが明らかな誤りであるのでＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２９３１では「付

属資料Ｈ」とする。
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  SYSTEM JT-Q2931 － ユーザ側 

 
JT-Q2931 SDL 

システム図－ユーザ側 

JT-Q2931-U 

[SigList-4] ToSAAL 

[SigList-3] FromSAAL 

[SigList-2] ToApplication 

[SigList-1] FromApplication 

SigList-1: From-AP 
 
SigList-2: To-AP 
 
SigList-3: From-SAAL 
 
SigList-4: To-SAAL 
 
信号ﾘｽﾄは、Process C0-ord-U図に
て詳細化されている。 
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  BLOCK JT-Q2931 － ユーザ側 

To-SAAL 

From-SAAL 

呼制御 

ｱﾀﾞﾌﾟﾃｰｼｮﾝﾚｲﾔ 

To-AP 

From-AP 

CDtoRR 

RRtoCD 

RStoCD 
CDtoRS 

QUtoCD 

CDtoQU 

ﾘ ｾ ｯ ﾄ ﾌ ﾟ ﾛ ｾ ｽ は

REST0 状態に遷
移するために、常

に現れる 

JT-Q2931-U(0,N) 

Reset-Start-U(1,1) Co-ord-U(1,1) 

Reset-Response-U 
(1,1) 
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各メッセージ内に含まれる情報要素のリストと情報要素の内容は、３章と４章にて定義されて
いる。

略語
プロセス
Co-ord-U =全ての JT-Q2931プロセス(ASEs)のための整合機能でユーザ側における

 共通機能。
JT-Q2931-U =呼／コネクション固有のシグナリング機能を行うプロセス。
Reset-Start-U =ユーザ側においてリスタート手順を開始するプロセス。
Reset-Respond-U =ユーザ側においてリスタートメッセージへの応答を行うプロセス。

その他のｴﾝﾃｨﾃｨ
AP =シグナリングアプリケーションプロセス。
SAAL =シグナリング ATMアダプテーションレイヤプロセス。

その他
Cause =理由表示情報要素内の理由表示値フィールド。
CD =整合プロセス(Co-ordination process)
CLR =呼解放(Release Call)
CRF =呼番号フラグ(Call Reference flag)
CS =呼状態情報要素内の呼状態値。
I =無視(Ignore)
IE =情報要素
OK =Okay(Proceed)
QU =JT-Q2931ユーザ側
RAI =報告と無視(Report And Ignore)
RAP =報告と処理継続(Report And Proceed)
RR =網側リセット応答(Reset-Respond-N)
RS =網側リセット開始(Reset-Start-N)
SC =送信完了(Sending Complete)
§×.× =JT-Q2931への参照章番号。
# =明白に認識できるもの（例（理由表示＃）)を除くプリミティブまた

 はメッセージ内の全ての情報要素の表示。

JT-Q2931  SDL  －  ユーザ側
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信号リスト

SALL間ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ                B-ISDN呼のための信号

 From-SAAL

 AAL-ﾃﾞｰﾀ-表示(AAL-DATA-ind)
ﾎﾟｲﾝﾄ･ﾎﾟｲﾝﾄ ｼｸﾞﾅﾘﾝｸﾞ ﾊﾞｰﾁｬﾙ ﾁｬﾈﾙ ｺﾈｸｼｮﾝからのﾒｯｾｰｼﾞを含む

 AAL-設定-表示(AAL-ESTABLISH-ind)
 AAL-設定-確認(AAL-ESTABLISH-conf)
 AAL-解放-表示(AAL-RELEASE-ind)
 AAL-設定-確認(AAL-RELEASE-conf)

 To-SAAL

 AAL-ﾃﾞｰﾀ-要求(AAL-DATA-req)
特定のﾎﾟｲﾝﾄ･ﾎﾟｲﾝﾄ ｼｸﾞﾅﾘﾝｸﾞ ﾊﾞｰﾁｬﾙ ﾁｬﾈﾙ ｺﾈｸｼｮﾝへ送信されるﾒｯｾｰｼﾞを含む

 AAL-設定-要求(AAL-ESTABLISH-req)
SAAL ﾘﾝｸの設定

 AAL-解放-要求(AAL-RELEASE-req)
SAAL ﾘﾝｸのﾘｾｯﾄまたは解放

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛｾｽ間ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ

 From-AP

 呼設定-要求(Setup-req)
 呼設定受付-要求(Proceeding-req)
 呼出-要求(Alerting-req)
 呼設定-応答(Setup-resp)
 ﾘｾｯﾄ-要求(Reset-req)
 ﾘｾｯﾄ-応答(Reset-resp)
 ﾘｾｯﾄｴﾗｰ-応答(Reset-error-resp)
 通知-要求(Notify-req)
 ﾘﾝｸ-設定-要求(Link Establish request)
 ﾘﾝｸ-解放-要求(Link Release request)

 To-AP

 呼設定-表示(Setup-ind)
 呼設定受付-表示(Proceeding-ind)
 呼出-表示(Alerting-ind)
 呼設定-確認(Setup-conf)
 呼設定完了-表示(Setup-complete-ind)
 ﾘｾｯﾄ-表示(Reset-ind)
 ﾘｾｯﾄ-確認(Reset-conf)
 ﾘｾｯﾄｴﾗｰ-表示(Reset-error-ind)
 状態表示-表示(Status-ind)
 通知-表示(Notify-ind)
 ﾘﾝｸ-設定-確認(Link Establish confirm)
 ﾘﾝｸ-解放-確認(Link Release confirm)
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信号リスト 
 

インターワーキングに関連する追加信号 
 
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛｾｽ間ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ 
 
 From-AP 
 
 情報追加-要求(More-info-req) 
 付加情報-要求(Info-req) 
 経過表示-要求(Progress-req) 
 
 To-AP 
 
 情報追加-表示(More-info-ind) 
 付加情報-表示(Info-ind) 

信号リスト 
 

付加サービスに関連する追加信号 
 
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛｾｽ間ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ 
 
 From-AP 
 
 To-AP 
 
 これらのﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞは、関連する広帯域付加ｻｰﾋﾞｽ勧告(ITU-T勧告 Q.295x ｼﾘｰｽﾞ)に記述され 
 る。 
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JT-Q2931-U間ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ

信号リスト

CDtoQU QUtoCD
呼設定-要求 呼設定-表示
(Setup-req) (Setup-ind)
呼設定受付-要求 呼設定受付-表示
(Proceeding-req) (Proceeding-ind)
呼出-要求 呼出-表示
(Alerting-req) (Alerting-ind)
呼設定-応答 呼設定-確認
(Setup-resp) (Setup-conf)

呼設定完了-表示
(Setup-complete-ind)

解放-要求 解放-表示
(Release-req) (Release-ind)
解放-応答 解放-確認
(Release-resp) (Release-conf)

状態表示-表示
(Status-ind)

通知-要求 通知-表示
(Notify-req) (Notify-ind)
ﾘﾝｸ-設定-確認 ﾘﾝｸ-設定-要求
(Link Establish confirm) (Link Establish request)
ﾘﾝｸ-設定-表示
(Link Establish indication)
ﾘﾝｸ-解放-表示
(Link Release indication)
ﾘﾝｸ-設定-ｴﾗｰ
(Link Establish error)

Reset-Start-U間ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ

信号リスト

CDtoRS RStoCD
ﾘｾｯﾄ-要求 ﾘｾｯﾄｴﾗｰ-表示
(Reset-req) (Reset-error-ind)

ﾘｾｯﾄ-確認
(Reset-conf)

Reset-Respond-U間ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ

信号リスト

CDtoRR RRtoCD
ﾘｾｯﾄ-応答 ﾘｾｯﾄ-表示
(Reset-resp) (Reset-ind)
ﾘｾｯﾄｴﾗｰ-応答 ﾘｾｯﾄｴﾗｰ-表示
(Reset-error-resp) (Reset-error-ind)

 B-ISDN呼用 JT-Q2931-U間ﾒｯｾｰｼﾞ

信号リスト

CDtoQU QUtoCD
呼設定 呼設定
(SETUP) (SETUP)
呼設定受付 呼設定受付
(CALL-PROCEEDING) (CALL-PROCEEDING)
呼出 呼出
(ALERTING) (ALERTING)
応答 応答
(CONNECT) (CONNECT)
応答確認 応答確認
(CONNECT- (CONNECT-
 ACKNOWLEDGE)  ACKNOWLEDGE)
解放 解放
(RELEASE) (RELEASE)
解放完了 解放完了
(RELEASE- (RELEASE-
 COMPLETE)  COMPLETE)
状態表示 状態表示
(STATUS) (STATUS)
状態問合 状態問合
(STATUS-ENQUIRY) (STATUS-ENQUIRY)
通知 通知
(NOTIFY) (NOTIFY)

Reset-Start-U間ﾒｯｾｰｼﾞ

信号リスト

CDtoRS RStoCD
初期設定確認 初期設定
(RESTART- (RESTART)
 ACKNOWLEDGE) 状態表示

(STATUS)

Reset-Respond-U間ﾒｯｾｰｼﾞ

信号リスト

CDtoRR RRtoCD
初期設定 初期設定確認
(RESTART) (RESTART-

 ACKNOWLEDGE)
状態表示
(STATUS)
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　　ｲﾝﾀｰﾜｰｷﾝｸﾞに関連する JT-Q2931-U間
　　付加ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ

信号リスト

CDtoQU QUtoCD

情報追加-要求 情報追加-表示
(More-info-req) (More-info-ind)

ﾀｲﾑｱｳﾄ-表示
(Timeout-ind)

付加情報-要求 付加情報-表示
(Info-req) (Info-ind)
経過表示-要求 経過表示-表示
(Progress-req) (Progress-ind)

　　ｲﾝﾀｰﾜｰｷﾝｸﾞに関連する JT-Q2931-U間
　　付加ﾒｯｾｰｼﾞ

信号リスト

CDtoQU QUtoCD

呼設定確認 呼設定確認
(SETUP- (SETUP-
 ACKNOWLEDGE)  ACKNOWLEDGE)
付加情報 付加情報
(INFORMATION) (INFORMATION)
経過表示 経過表示
(PROGRESS) (PROGRESS)

　　付加ｻｰﾋﾞｽに関連する JT-Q2931-U間
　　付加ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ

信号リスト

CDtoQU QUtoCD

これらのﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞは、関連する広帯域付加ｻｰﾋﾞｽ
勧告(ITU-T勧告 Q.295x)ｼﾘｰｽﾞに記述される。

　　付加ｻｰﾋﾞｽに関連する JT-Q2931-U間
　　付加ﾒｯｾｰｼﾞ

信号リスト

CDtoQU QUtoCD

これらのﾒｯｾｰｼﾞは、関連する広帯域付加ｻｰﾋﾞｽ
勧告(ITU-T勧告 Q.295x)ｼﾘｰｽﾞに記述される。
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Check-Msg (#) 

ﾒｯｾｰｼﾞﾁｪｯｸ(#) 

Build-Msg(#) 

ﾒｯｾｰｼﾞ組立(#) 

ｲﾝﾌﾟﾘﾒﾝﾄに依存 
した処理の宣言 

 JT-Q2931 と SAAL 間における
AAL設定手順(JT-Q2130参照) 

CU0-AAL 
Connection 

Released 
AALｺﾈｸｼｮﾝ解放 

§5.1,§5.6.9, 
§5.6.10 

Setup-req 
呼設定要求 
/*APから*/ 

Reset-req 
ﾘｾｯﾄ要求 

/*APから*/ 

Link 
Establish 
reguest 

ﾘﾝｸ-設定-要求 

Timeout T309 

T309 ﾀｲﾑｱｳﾄ 

JT-Q2931-U 

Link 
Establish 

error 
ﾘﾝｸ-設定-ｴﾗｰ 

Reset-req(#) 
ﾘｾｯﾄ要求(#) 

/*Reset 
Start- Uへ*/ 

C U0-AAL 
Connection 

Released 
AALｺﾈｸｼｮﾝ解放 

JT-Q2931-U(全て)へ 

APまたは 
JT-Q2931-Nから 

AAL 
Establish 
indication 

AAL-設定-表示 

C U 3-AAL 
Connection 
Established 

AALｺﾈｸｼｮﾝ設定 

No 

Yes ACTIVE T309 
T309 起動中 

AAL- 
ESTABLISH 

request 
AAL-設定-要求 

SET  T309 
T309起動 

C U 1-AAL 
Awaiting 
Establish 

AAL設定待 

SAALへ 

Setup-req 
呼設定要求 

/*JT-Q2931- Uへ*/ 

Link 
Establish 
indication 
ﾘﾝｸ-設定-表示  
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JT-Q2931- U (全て)へ 

C U 1-AAL 
Awaiting 
Establish 

AAL設定待 

Timeout T309 
T309 ﾀｲﾑｱｳﾄ 

AAL 
ESTABLISH 

confirm 
AAL-設定-確認 

AAL 
RELEASE 
indication 

AAL-解放-表示 

Link 
Release 

indecation 
ﾘﾝｸ-解放-表示 

Link 
Establish 

error 
ﾘﾝｸ-設定-ｴﾗｰ 

CU0-AAL 
Connection 

Released 
AALｺﾈｸｼｮﾝ解放 

RESET  
T309 

T309停止 

ﾒｯｾｰｼﾞ(#)  
/* JT-Q2931-U’ 

Reset-Start-U または 

Reset-Respond-Uから*/ 

SAALから 

CU0-AAL 
Connection 

Released 
AALｺﾈｸｼｮﾝ解放 

Link 
Establish 
confirm 

ﾘﾝｸ-設定-確認 

CU3-AAL 
Connection 
Established 

AALｺﾈｸｼｮﾝ設定 

JT-Q2931- U (全
て)とAPへ 

JT-Q2931-U(全て)へ 
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AAL-RELEASE
indication

AAL-解放-表示

Link
Release
request

ﾘﾝｸ-解放-要求

AAL-
RELEASE

confirm
AAL-解放-確認

Link
Establish
request

ﾘﾝｸ-設定-要求

CU2-AAL
Awaiting
Release

AAL解放待

CU3-AAL
Connection
Established

AAL ｺﾈｸｼｮﾝ設定

Link
Establish

indecation
ﾘﾝｸ-設定-表示

AAL-RELEASE
request

AAL-解放-要求

CU3-AAL
Connection
Established

AALｺﾈｸｼｮﾝ設定

SAALから

APから

Link Release
indication

ﾘﾝｸ-解放-表示

Link
Establish
confirm

ﾘﾝｸ-設定-確認

  APから

 SAALへ

CU3-AAL
Connection
Established

AALｺﾈｸｼｮﾝ設定

CU0-AAL
Connection

Released
AALｺﾈｸｼｮﾝ解放

Link
Release
confirm

ﾘﾝｸ-解放-確認

Link
Establish
confirm

ﾘﾝｸ-設定-確認

CU0-AAL
Connection

Released
AALｺﾈｸｼｮﾝ解放

CU3-AAL
Connection
Established

AALｺﾈｸｼｮﾝ設定

APへ

AAL
ESTABLISH

indication
AAL-設定-表示

AAL
ESTABLISH

confirm
AAL-設定-確認

JT-Q2931-U(全て)へ
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CU3-AAL Connection
Established

AAL ｺﾈｸｼｮﾝ設定

‘Primitive’
ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ

/*APから*/

CU3-AAL Connection
Established

AAL ｺﾈｸｼｮﾝ設定

§5.1,§5.2,§5.1.1,§5.2.1

CU3-AAL Connection
Established

AAL ｺﾈｸｼｮﾝ設定
Message Length

<9 octets
ﾒｯｾｰｼﾞ長
 <9 ｵｸﾃｯﾄ

Valid Call
Reference format
有効な呼番号
ﾌｫｰﾏｯﾄ

Call Reference=
Dummy

呼番号=ﾀﾞﾐｰ

Call Reference=
Global

呼番号=ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ

呼番号ﾌﾗｸﾞ
のﾁｪｯｸは含
まない

X

Z

Y

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ呼番号手順へ

ﾌﾟﾛﾄｺﾙ関連手順へ

‘ﾌﾟﾛﾄｺﾙ無し’手順へ
No

No

No

No

 Message(#)ﾒｯｾｰｼﾞ(#)
/*JT-Q2931-U,
Reset-Start-U,

Reset-Respond-Uから*/

AAL-DATA-req(#)
AAL-ﾃﾞｰﾀ-要求(#)

/*SAALへ*/

Build-Msg(#)
ﾒｯｾｰｼﾞ組立(#)

‘Primitive’
ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ
/*APへ*/

CU3-AAL Connection
Established

AAL ｺﾈｸｼｮﾝ設定

‘Primitive’ ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ
/*JT-Q2931-U,
Reset-Start-U,

Reset-Respond-Uから*/

AAL-DATA-ind(#)
AAL-ﾃﾞｰﾀ-表示(#)

/*SAALから*/

Check-Msg(#)
ﾒｯｾｰｼﾞﾁｪｯｸ(#)

Q.2931 Protocol
Discriminator

JT-2931 ﾌﾟﾛﾄｺﾙ
識別子

§5.6.1
§5.6.2
§5.6.3

W

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝから

のﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞを処

理する手順へ

No

Yes

Yes

Yes

Yes

Yes

Call Reference
recognised

認識可能な呼番号

Yes

No
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STATUS(#)
状態表示(#)

 /*Reset-Respond-Uへ*/

RESTART
ACKNOWLEDGE(#)
初期設定確認(#)

/*Reset-Start-Uへ*/

Build-Msg(STATUS,
Cause, CS,#)

ﾒｯｾｰｼﾞ組立(状態表示,
理由表示,呼状態,#)

RESTART(#)
初期設定(#)

/*Reset-Respond-Uへ*/

CU3-AAL Connection
Established

AAL ｺﾈｸｼｮﾝ設定

STATUS(#)
状態表示(#)

/*Reset-Start-Uへ*/

AAL-DATA-req(#)
AAL-ﾃﾞｰﾀ-要求(#)

/*SAALへ*/

STATUS(#)
状態表示(#)

RESTART-ACKNOWLEDGE(#)
初期設定確認(#)

RESTART(#)
初期設定(#)

OTHER(#)
その他(#)

X ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ呼番号手順

§5.5
§5.6.3.2.e)
§5.6.12

Message Type
ﾒｯｾｰｼﾞ種別

CRFCRFCRF

0

0 0

11

1

Cause:=81, CS:=0
理由表示:=81
呼状態:=0

CU3-AAL Connection
Established

AAL ｺﾈｸｼｮﾝ設定

CU3-AAL Connection
Established

AAL ｺﾈｸｼｮﾝ設定

CU3-AAL Connection
Established

AAL ｺﾈｸｼｮﾝ設定

CRF=呼番号ﾌﾗｸﾞ
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 Z ‘ﾌﾟﾛﾄｺﾙ無し’手順 

SETUP(#) 
呼設定(#) 

/*JT-Q2931-Uへ*/ 

CU3-AAL Connection 
Established 

AAL ｺﾈｸｼｮﾝ設定 

CU3-AAL Connection 

Established 
AAL ｺﾈｸｼｮﾝ設定 

Q.2931-U 
JT-Q2931-U 

CU3-AAL Connection 
Established 

AAL ｺﾈｸｼｮﾝ設定 

AAL-DATA-req(#) 
AAL-ﾃﾞｰﾀ-要求(#) 

/*SAALへ*/ 

STATUS(#) 
状態表示(#) 
 

OTHER(#) 
その他(#) 
 

RELEASE-COMPLETE(#) 
解放完了(#) 

SETUP(#) 
呼設定(#) 

 

§5.6.3.2.a)b)c)f)g) 
§5.6.11 

Message Type 
ﾒｯｾｰｼﾞ種別 

CS=0 
呼状態=0 

Cause:=81 
理由表示:=81 

Build-Msg(RELEASE- 
COMPLETE,Cause,#) 
ﾒｯｾｰｼﾞ組立(解放完了, 

理由表示,#) 

AAL-DATA-req(#) 
AAL-ﾃﾞｰﾀ-要求(#) 

/*SAALへ*/ 

CU3-AAL Connection 
Established 

AAL ｺﾈｸｼｮﾝ設定 

STATUS-ENQUIRY(#) 
状態問合(#) 

Cause:=30; CS:=0 
理由表示:=30 
呼状態:=0 

Build-Msg(STATUS, 
CS,Cause, #) 

ﾒｯｾｰｼﾞ組立（状態表示,
呼状態,理由表示, #) 

Cause:=101 
理由表示:=101 

Yes 

Yes 

Call Reference 
flag=0 

呼番号ﾌﾗｸﾞ=0 

No 

No 
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Message Type 
ﾒｯｾｰｼﾞ種別 

Message(#) 
ﾒｯｾｰｼﾞ(#) 

/*JT-Q2931-Uへ*/ 

Y 

CU3-AAL Connection 
Established 

AAL ｺﾈｸｼｮﾝ設定 

CU3-AAL Connection 
Established 

AAL ｺﾈｸｼｮﾝ設定 

SETUP(#) 
呼設定(#) 

通信中の呼番号を用

いた呼設定 (SETUP)
は無効 

ﾌﾟﾛﾄｺﾙ関連手順 
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W 
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝからのﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞを

処理する手順 

‘Primitive’ 
ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ 

/*JT-Q2931-Uへ* 
Q.2931-U 

JT-Q2931-U 

Reset-req 
ﾘｾｯﾄ-要求 

Reset-resp 
ﾘｾｯﾄ-応答 

Setup-req 
呼設定-要求 

§5.5.1 
§5.1.1 

Primitve Type 
ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞ種別 

CU3-AAL Connection 
Established 

AAL ｺﾈｸｼｮﾝ設定 

Reset-error-resp 
ﾘｾｯﾄｴﾗｰ-応答 

Setup-req 
呼設定-要求 

/*JT-Q2931-Uへ*/ 

Reset-req(#) 
ﾘｾｯﾄ-要求(#) 

/*Reset-Start-Uへ*/ 

Reset-resp(#) 
ﾘｾｯﾄ-応答(#) 

/*Reset-respond-Uへ*/ 

CU3-AAL Connection 
Established 

AAL ｺﾈｸｼｮﾝ設定 

CU3-AAL Connection 
Established 

AAL ｺﾈｸｼｮﾝ設定 

Reset-resp(#) 
ﾘｾｯﾄ-応答(#) 

/*Reset-respond-Uへ*/ 
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Rest-U1-Restart
Request

初期設定要求

Reset-error-ind
(Reason)

ﾘｾｯﾄｴﾗｰ-表示(理由)

Rest-U0-Null
空

SET(T316)
T316起動

Reason:=No Response
理由:=応答なし

ｺﾈｸｼｮﾝ識別子で示される
VP/VCはｻｰﾋﾞｽ停止状態
としなければならない.

RESTART(Restart indicator,
 Connection identifier)
初期設定(初期設定表示,

ｺﾈｸｼｮﾝ識別子)

Rest-N0-Null
空

Reset-req (Restart indicator,
Connection identifier)

  ﾘｾｯﾄ-要求（初期設定
表示,ｺﾈｸｼｮﾝ識別子）

Connect IDs:=
Connection identifier,

Timeouts:=0

Timeouts=RSN

ｺﾈｸｼｮﾝ識別子=空も可能

Rest-U1-Restart
Request

初期設定要求

Timeouts:=Timeouts+1

RSN=初期設定を送信した回数.

ｲﾝﾌﾟﾘﾒﾝﾄに依存する値;ﾃﾞﾌｫﾙﾄは 2.

§5.5.1

Verify-Msg
ﾒｯｾｰｼﾞ検証

5.6,5.7,5.8

Timeout T316
T316 ﾀｲﾑｱｳﾄ

No

Yes
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I

No

STATUS(Cause,CS)
状態表示

(理由表示,呼状態)

Rest-U0-Null
空

Rest-U1-Restart
Request

初期設定要求
§5.6.12,§5.5.1

Rest-U0-Null
空

STATUS
(Cause,CS:=Rest-U1)

状態表示
(理由表示,初期設定 U1)

CS Compatible
呼状態一致

Rest-U0-Null
空

Rest-U1-Restart
Request

初期設定要求

Connection

identifier=

Rest-U1-Restart
Request

初期設定要求

RESET T316
T316停止

Reason:=Peer-
Incompatible State
理由:=状態不一致

Reset-error-ind
(Reason)

ﾘｾｯﾄｴﾗｰ-表示(理由)

Implementation
dependant procedure
ｲﾝﾌﾟﾘﾒﾝﾄに依存
する手順

STATUS(Cause,CS)
状態表示

(理由表示,呼状態)

Result
結果

Verify-Msg
ﾒｯｾｰｼﾞ検証

RESTART-ACKNOWLEDGE
(Restart indicator,

   Connection identifier)
初期設定確認

（初期設定表示,ｺﾈｸｼｮﾝ識別子)

Result
結果

STATUS(Cause,CS)
状態表示

(理由表示,呼状態)

RAP OK CLR RAI I RAP OK CLR RAI

STATUS(Cause,CS)
状態表示

(理由表示,呼状態)

Rest-U1-Restart
Request

初期設定要求

ｺﾈｸｼｮﾝ識別子=空も
可能

Reset-conf(Restart indi-
cator,Connection identifier)
ﾘｾｯﾄ-確認(初期設定表示,

ｺﾈｸｼｮﾝ識別子)

Verify-Msg
ﾒｯｾｰｼﾞ検証

Yes

Yes

No

不適当なｺﾈｸｼｮﾝ識別
子を持つ初期設定確
認は無視される
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．

Rest-U2-Restart
初期設定

Result
結果

ｺﾈｸｼｮﾝ識別子=
空も可能

Rest-U0-Null
空

RESTART
(Restart indicator,

Connection identifier)
初期設定

(初期設定表示,ｺﾈｸｼｮﾝ識別子)

Verify-Msg
ﾒｯｾｰｼﾞ検証

I CLR RAIOKRAP

STATUS (Cause,CS)
Rest-U2

状態表示 (理由表示,呼状態)
Rest-U2

Reset-ind (Restart
indicator, Connection

identifier)
ﾘｾｯﾄ-表示 (初期設定
表示,ｺﾈｸｼｮﾝ識別子)

ﾀｲﾏ値はｲﾝﾌﾟﾘﾒﾝﾄに
依存する

SET(Now+T317)
T317起動

Rest-U2-Restart
初期設定

Reset-error-resp
(Cause:=82)
ﾘｾｯﾄｴﾗｰ-応答
（理由表示:=82)

RESTART
(Restart indicator,

Connection identifier)
初期設定

(初期設定表示,ｺﾈｸｼｮﾝ識別子)

STATUS (Cause,CS)
Rest-U0

状態表示 (理由表示,呼状態)
Rest-U0

Cause:=101,CS:=Rest-U2
理由表示:=101,
呼状態:=Rest-U2

状態表示は
ｵﾌﾟｼｮﾝでｻﾎﾟｰﾄ
されている
か

STATUS (Cause,CS)
Rest-U2

状態表示 (理由表示,呼状態)
Rest-U2

Verify-Msg
ﾒｯｾｰｼﾞ検証

No Yes

Rest-U0-Null
空

２回目の初期設定
受信時の取り扱い

§5.6,§5.7,§5.8

§5.5.2
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Verify-Msg
ﾒｯｾｰｼﾞ検証

STATUS (Cause,CS)
Rest-U2

状態表示 (理由表示,呼状態)
Rest-U2

CS Compatible
呼状態一致

Rest-U0-Null
空

ICLR RAIOKRAP

STATUS (Cause,CS)
Rest-U2

状態表示 (理由表示,呼状態)
Rest-U2

STATUS (Cause,CS)
状態表示

 (理由表示,呼状態)

ｲﾝﾌﾟﾘﾒﾝﾄに依存
する手順

Result
結果

Rest-U0-Null
空

Reset-resp (Restart
 indicator,Connection identifier)

ﾘｾｯﾄ応答
(初期設定表示,ｺﾈｸｼｮﾝ識別子)

RESET T317
T317停止

RESTART
ACKNOWLEDGE

(Restart indicator,
Connection identifier)

初期設定確認
(初期設定表示,
ｺﾈｸｼｮﾝ識別子)

Timeout T317
T317ﾀｲﾑｱｳﾄ

Reason:=No-reset-conf
理由:=初期設定応答なし

Rest-U0-Null
空

Reason:=Peer-
Incompatible State
理由:=状態不一致

Rest-U2-Restart
初期設定

Yes

No

Reset-error-ind
(Reason)

ﾘｾｯﾄｴﾗｰ-表示
(理由）

Reset-error-ind
(Reason)

ﾘｾｯﾄｴﾗｰ-表示
(理由）

Rest-U2-Restart
初期設定 §5.6.12,§5.5.2

ｺﾈｸｼｮﾝ識別子=
空も可能
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U0-Null
空

Verify-Msg
ﾒｯｾｰｼﾞ検証

B-ISDN呼に対する手順

SET(Now+T303)
T303起動,
Timeout:=0

RELEASE COMPLETE
(Cause,#)
解放完了

(理由表示,#)

U1-Call Initiated
発呼

OKRAP CLRRAI

SETUP(#)
呼設定(#)

Result
結果

I

SETUP(#)
呼設定(#)

Verify-Msg
ﾒｯｾｰｼﾞ検証

Setup-req(#)
呼設定-要求(#)

Setup-ind(#)
呼設定-表示(#)

U0-Null
空

STATUS
(Cause,CS)

U6
状態表示

 (理由表示,呼状態)
U6

U6-Call Present
着呼

U0-Null
空

§5.6,§5.7,§5.8

§5.1.1,§5.2.1

STATUS
(Cause,CS)

U0
状態表示

 (理由表示,呼状態)
U0
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U1-Call Present
着呼

CALL-
PROCEEDING

(#)
呼設定受付(#)

Result
結果

Verify-Msg
ﾒｯｾｰｼﾞ検証

RAP OK

No

Yes

CLR

Proceeding-ind
(#)

呼設定受付-表示(#)

U3-Outgoing Call
Proceeding
発呼受付

RAI I

U1-Call Initiated
発呼

D

RESET T303
T303停止

STATUS
(Cause,CS)

U3
状態表示

(理由表示,呼状態)
U3

Timeout T303
T303ﾀｲﾑｱｳﾄ

SET(Now+T310)
T310起動

Timeout=1

SETUP(#)
呼設定(#)

SET(Now+T303)
T303起動
Timeout:=1

U1-Call Initiated
発呼

Release-conf
解散-確認

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛｾｽはﾀｲﾐﾝｸﾞをと
った後に呼番号を解放し
なければならない

STATUS
(Cause,CS)

U1
状態表示

(理由表示,呼状態)
U1

§5.1.1,§5.1.5
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U4-Call  
Delivered 
呼出通知 

D 

RESET T310 
T310停止 

D 

RESET T310 
T310停止 

Result 
結果 

Verify-Msg 
ﾒｯｾｰｼﾞ検証 

RAP OK CLR RAI I 

ALERTING(#) 
呼出(#) 

Result 
結果 

Verify-Msg 
ﾒｯｾｰｼﾞ検証 

I RAP OK CLR RAI 

CONNECT(#) 
応答(#) 

Timeout T310 
T310ﾀｲﾑｱｳﾄ 

Cause:=102 
理由表示:=102 

D 

STATUS  
(Cause,CS)  

U4 
状態表示  

(理由表示,呼状態) 
U4 

STATUS  
(Cause,CS)  

U10 
状態表示  

(理由表示,呼状態) 
U10 

STATUS  
(Cause,CS)  

U3 
状態表示  

(理由表示,呼状態) 
U3 

U3- Outgoing Call 
 Proceeding 
発呼受付 

STATUS  
(Cause,CS)  

U3 
状態表示  

(理由表示,呼状態) 
U3 

Setup-conf(#) 
呼設定-確認(#) 

Alerting-ind(#) 
呼出-表示(#) 

U3- Outgoing Call 
 Proceeding 
発呼受付 

CONNECT 
ACKNOWLEDGE 

(#) 
応答確認(#) 

U10-Active  
通信中 

U3- Outgoing Call 
 Proceeding 
発呼受付 

§5.1.6,§5.1.7 
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§5.1.7
U4-Call

 Delivered
呼出通知

CONNECT(#)
応答(#)

Result
結果

Verify-Msg
ﾒｯｾｰｼﾞ検証

IRAP OK CLR RAI

D

STATUS
(Cause,CS)

U4
状態表示

(理由表示,呼状態)
U4

U10-Active
通信中

U4-Call
 Delivered
呼出通知

CONNECT
ACKNOWLEDGE

(#)
応答確認(#)

STATUS
(Cause,CS)

U10
状態表示

(理由表示,呼状態)
U10

Setup-conf(#)
呼設定-確認(#)
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U9-Incoming Call 
Proceeding 
着呼受付 

Proceeding- 
req(#) 

呼設定受付-要求

CALL-PROCEEDING 

(#) 

呼設定受付(#) 

Release-resp 
(Cause) 
解放-応答 
（理由表示) 

RELEASE-COMPLETE 
(Cause) 
解放完了 

(理由表示) 

Setup-resp(#) 

呼設定-応答(#) 

CONNECT(#) 

応答(#) 
ALERTING(#) 
呼出(#) 

Alerting-req(#) 
呼出-要求(#) 

U7-Call Received 
呼出中 

U8-Connect 
Repuest 
応答 

SET(Now+T313) 
T313起動 

U6-Call Present 
着呼 

§5.2.2.1, 

§5.2.2.2.2,§5.2.4, 

§5.2.5.1,§5.4.2 
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Setup-resp(#) 

呼設定-応答(#) 

§5.2.6 
U7-Call Received  

呼出中 

CONNECT(#) 

応答 

SET(Now+T313) 

T313起動 

U8-Connect 
Request 
応答 
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D 

アプリケーションプロセスは 
ユーザをバーチャルチャネル 
へ接続しなければならない 

 §5.2.7 
U8-Connect 

Request 
応答 

Timeout T313 

T313タイムアウト

Cause:=102 

理由表示:=102 

CONNECT- 
ACKNOWLEDGE(#) 
応答確認(#) 

Verify-Msg 

メッセージ検証 

Result 
結果 

RAP OK CLR RAI I 

STATUS  
(Cause,CS U10) 
状態表示 

(理由表示,呼状態 U10) 

RESET T313  

T313停止 

D 

STATUS  
(Cause,CS U8) 
状態表示 

(理由表示,呼状態 U8) 

U8-Connect 
Request 
応答 

Setup-complete- 
ind(#) 

呼設定完了-表示(#) 

U10-Active 

通信中 
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§5.2.5.1,§5.2.6 
§5.2.5.2 

U9-Incoming Call 
Proceeding 
着呼受付 

Alerting-req(#)  

呼出-要求(#) 

Setup-resp(#) 

呼設定-応答(#) 

SET(Now+T313) 

T313起動 

CONNECT(#) 

応答 

U8-Connect 
Request 
応答 

ALERTING(#) 

呼出(#) 

U7-Call Received 

呼出中 
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SE 

U10-Active 

通信中 
§5.6.9c,§5.6.10 

Link Establish 
error 

リンク設定-エラー 

Release-conf 
(Cause:=27) 
解放-確認 

(理由表示:=27) 

Link Establish 
indication 

リンク設定-表示 

Link Establish 
confirm 

リンク設定-確認 

Link Release 
indication 

リンク解放-表示 

Link Establish 
request 

リンク設定-要求 

U10-Active 

通信中 
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STATUS 
(Cause,CS) 
状態表示 

(理由表示,呼状態) 

Notify-ind(#) 

通知-表示(#) 

STATUS 
(Cause,CS) 
状態表示 

(理由表示,呼状態) 

RAP OK CLR RAI 

D 

I 

§5.9 

Notify-req(#) 

通知-要求(#) 

NOTIFY(#) 

通知(#) 

NOTIFY(#) 

通知(#) 

Result 

結果 

Verify-Msg 

メッセージ検証 

* 
(except U0) 

U0を除く状態 
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SET(Now+T308)
Timeout:=0
T308起動
Timeout:=0

RELEASE-COMPLETE
(Cause)
解放完了
(理由表示)

D

RELEASE
(Cause)
解放

(理由表示)

Verify-Msg
メッセージ検証

Result
結果

RESET ALL TIMERS

全タイマ停止

Release-conf
(Cause)
解放-確認
(理由表示)

§5.6.4,§5.4.3

U12-Release
Indication
  解放表示

§5.4.3, §5.4.4

RESET ALL TIMERS
全タイマ停止

本プリミティブの受信
後、アプリケーション
プロセスはユーザのバ
ーチャルチャネルを解
放しなければならない

本プリミティブの受信
後、アプリケーション
プロセスはユーザのバ
ーチャルチャネルを解
放しなければならない

*
(except U0,U11,U12)
U0,U11,U12を除く状態

U11-Release
Request
解放要求

RELEASE
(Cause)
解放

(理由表示)

RA RAI OK I CLR

*
(except U0,U11,U12)
U0,U11,U12を除く状態

Verify-Msg
メッセージ検証

Result
結果

RESET ALL TIMERS

全タイマ停止

RAP RAI OK I CLR

Release-ind
(Cause)
解放-表示
(理由表示)

Release-ind
(Cause)
解放-表示
(理由表示)

Release-req
(Cause)
解放-要求
(理由表示)

CauseR:=Cause
CauseR:=理由表示
/*理由表示の保存*/
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SET(Now+T308) 
Timeout:=1 
T308起動 
 Timeout:=1 

  RELEASE- 
COMPLETE(#) 
解放完了(#) 

Release-conf 
(Cause) 
解放-確認 
(理由表示) 

RAP RAI OK I CLR 

Verify-Msg 
メッセージ検証 

Result 
結果 

RESET T308 
T308停止 

RELEASE(#) 
解放(#) 

Timeout T308 
  T308 
  タイムアウト 

解放の衝突 Timeout=1 
Yes 

No 

Cause1:=CauseR 

理由表示 
オプション 
Cause option 

RELEASE 
(Cause1) 
解放 

(Cause1) 

RELEASE 
(Cause1,Cause2) 

解放 
(Cause1,Cause2) 

Cause2:=102 

U11-Release 
Request 
解放要求 

Release-conf 
(Release reason) 
解放-確認 

(Release reason) 

本プリミティブの受信 
後、アプリケーション 
プロセスはユーザのバ 
ーチャルチャネルを解 
放しなければならない 

アプリケーション 
プロセスはユーザの 
バーチャルチャネル 
を保守状態にしなけ 
ればならない 

§5.4.3 

Release reason 
= failure 

Release reason 
= 失敗 

U11-Release 
Request 
解放要求 
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U11-Release 
Request 
解放要求 

RAP OK CLR RAI I 

§5.6.12 

STATUS 
(Cause,CS) 
状態表示 

(理由表示,呼状態) 

Verify-Msg 
メッセージ検証 

Result 
結果 

STATUS 
(Cause,CS) 
状態表示 

(理由表示,呼状態) 

U0-Null 
空 

CS=0 
呼状態=0 

Yes 

No 
Release-conf 
(Cause) 
解放-確認 
(理由表示) 

U11-Release 
Request 
解放要求 

STATUS 
(Cause,CS) 
状態表示 

(理由表示,呼状態) 
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U12-Release
Indication
 解放通知

RAP OK CLR RAII

§5.4.4,§5.6.12b

Release-resp(#)

 解放-応答(#)

RELEASE-
COMPLETE(#)
  解放完了(#)

STATUS
(Cause,CS)
状態表示

(理由表示,呼状態)

Verify-Msg
メッセージ検証

Result
結果

STATUS
(Cause,CS)
状態表示

(理由表示,呼状態)

U0-Null
空

CS=0
呼状態=0

Yes

No

U12-Release
Indication
 解放通知

STATUS
(Cause,CS)
状態表示

(理由表示,呼状態)
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RAP OK CLR I RAI

D

*
(except U0,U11,U12)
U0,U11,U12を除く

状態

STATUS
(Cause,CS)
状態表示

(理由表示,呼状態)

STATUS
(Cause,CS)
状態表示

(理由表示,呼状態)

U0-Null
空

CS=0
呼状態=0

Yes

No
Release-conf
(Cause)
解放-確認
(理由表示)

Cause=30
理由表示=30

No

Yes

RESET T322
T322停止

Verify State
状態検証

Compatible State
状態一致

YesNo

Status-ind
(Cause:=101)
状態表示-表示
(理由表示:=101)

回復
オプション

Recovery optionNo Yes

Recovery
procedure
回復手順

インプリメント固有

§5.6.11

RAP RAI OK I CLR

*
(except U0)
U0を除く状態

STATUS-
ENQUIRY
状態問合

Verify-Msg
メッセージ検証

Result
結果

CS:=‘current state’
 Cause:=30

呼状態:=現状態
理由表示:=30

STATUS
(Cause,CS)
状態表示

(理由表示,呼状態)

§5.6.12

Verify-Msg
メッセージ検証

Result
結果

STATUS
(Cause,CS)
状態表示

(理由表示,呼状態)
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No 

STATUS 
(Cause=97) 
状態表示 

(理由表示=97) 

inst,ind,flag=0 RAP RAI I CLR 

D 

SE 

* 
(except U0) 
U0を除く状態 

Timeout T322 

T322 タイムアウト 

Timeout:=Timeout+
1 

Timeout=NT 

NT=状態問合送信回数; 
インプリメント依存値≧1 

Timeout:=0 

ACTIVE T322 
T322起動中 

No 

Yes 

STATUS- 
ENQUIRY(#) 
状態問合(#) 

SET (Now+T322) 

T322起動 

§5.6.4,§5.6.11 

* 
/* 他の任意の 
メッセージ */ 

JT-Q2931-Uプロセス 
で明確に示されてい 
ない任意の認識され 
たメッセージ 

Verify-Msg 
メッセージ検証 

Result  
結果 

Yes 

No 

Verify-Msg  
メッセージ検証 

* 
/* 認識されない 
メッセージ */ 

任意の認識されない 
メッセージ 

呼状態が 
解放要求あるいは 
解放通知か？ 

inst,ind,flag=0 RAP RAI I CLR 

D 

Result  
結果 

STATUS 
(Cause=97) 
状態表示 

(理由表示=97) 

Yes 

No 

呼状態が 
解放要求あるいは 
解放通知か？ 

Release-conf 
(Cause=41) 
 解放-確認 
(理由表示=41) 

Yes 
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§5.6.9a,b 

Link Establish 
indication 

リンク設定-表示 

*  
(except U10) 
U10を除く状態 

Link Release 
indication 

リンク解放-表示 

Release-conf 
(Cause:=27) 
解放-確認 

(理由表示:=27) 

§5.6.10 
U1,U3,U4,U6, 
U7,U8,U9,U11, 

U12 
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Verify-Msg  
メッセージ検証 

Verify-Msg  
メッセージ検証 

Result 
結果 

U1-Call Initiated 
発呼 付属資料H 

CONNECT(#) 
応答(#) 

ALERTING(#) 
呼出(#) 

対称な呼の運用に関する拡張 

D 

RAP OK CLR RAI 

D 

I 

 STATUS  
(Cause,CS U10) 
状態表示 

(理由表示,呼状態U10) 

RESET T303 
 T303停止 

CONNECT- 
ACKNOWLEDGE 
応答確認 

U10-Active 
通信中 

U1-Call Initiated 
発呼 

STATUS 
(Cause,CS U1) 
状態表示 

(理由表示,呼状態U1) 

Alerting-ind(#) 
呼出-表示(#) 

Setup-conf(#) 
呼設定-確認

U4-Call  
Delivered 
呼出通知 

Result 
結果 

RAP OK CLR RAI I 

 STATUS  
(Cause,CS U4) 
状態表示 

(理由表示,呼状態U4) 

RESET T303 
 T303停止 

SET(Now+T301) 
T301起動 

STATUS 
(Cause,CS U1) 
状態表示 

(理由表示,呼状態U1) 

U1-Call Initiated 
発呼 
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対称な呼の運用に関する拡張 

Verify-Msg 
メッセージ検証 

Result 
結果 

U2-Overlap 
Sending 
分割発呼 

§6.5.2 
インターワキングのみ 
付属資料H 

ALERTING(#) 
呼出(#) 

RAP OK CLR RAI 

D 

I 

 STATUS  
(Cause,CS U4) 
状態表示 

(理由表示,呼状態
U4) 

RESET T304 
T304停止 

SET(Now+T301) 
T301起動 

U4-Call 
Delivered 
呼出通知 

U2-Overlap 
Sending 
分割発呼 

Alerting-ind(#) 
呼出-表示(#) 

付属資料H 

 STATUS  
(Cause,CS U2) 
状態表示 

(理由表示,呼状態
U2) 

U3-Outgoing Call 
Proceeding 
発呼受付 

U3-Outgoing Call 
Proceeding 
発呼受付 

付属資料
H 

Verify-Msg 
メッセージ検証 

Result 
結果 

ALERTING(#) 
呼出(#) 

RAP OK CLR RAI I 

 STATUS  
(Cause,CS U4) 
状態表示 

(理由表示,呼状態
U4) 

RESET T310 
T310停止 

SET(Now+T301) 
T301起動 

U4-Call 
Delivered 
呼出通知 

Alerting-ind(#) 
呼出-表示(#) 

付属資料H 

D 

 STATUS  
(Cause,CS U3) 
状態表示 

(理由表示,呼状態
U3) 
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Verify-Msg 
メッセージ検証 

Result 
結果 

RAP OK CLR RAI 

D 

I 

 STATUS  
(Cause,CS U10) 
状態表示 

(理由表示,呼状態U10) 

RESET T301 
T301停止 

Cause:=19 
理由表示:=19 

U4-Call 
Delivered 
呼出通知 

STATUS 
(Cause,CS U4) 
状態表示 

(理由表示,呼状態U4) 

U4-Call 
Delivered 
呼出通知 

付属資料H 

付属資料H 

CONNECT(#) 
応答(#) 

Timeout T301 
T301 タイムアウト 

D 

CONNECT- 
ACKNOWLEDGE(#) 
応答確認(#)  

U10-Active 
通信中 

Setup-conf(#) 
呼設定-確認(#) 

対象な呼の運用に関する拡張 
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U1 Call Initiated 

発呼 
§6.5.2 

ｲﾝﾀﾜｰｷﾝｸﾞに関連する追加手順 

SETUP 
ACKNOWLEDGE(#) 
呼設定確認(#) 

More-info-ind(#) 
情報追加-表示(#) 

Result 
結果 

Verify-Msg 
ﾒｯｾｰｼﾞ検証 

RAP OK I CLR RAI

D STATUS  
(Cause,CS U2) 
状態表示  

(理由表示,呼状態U2) 

STATUS  
(Cause,CS U1) 
状態表示  

(理由表示,呼状態U1) 

U1-Call Initiated 
発呼 

U2-Overlap 
Sending 
分割発呼 

RESET T303 
T303停止 

SET 
(Now+T304) 
T304起動 

T304 
implemented 
T304 ｲﾝﾌﾟﾘﾒﾝﾄ 

Yes No 

More-info-req(#) 
情報追加-要求(#) 
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ｲﾝﾀﾜｰｷﾝｸﾞに関連する追加手順 

§6.5.2 
U2-Overlap 
Sending 
分割発呼 

PROGRESS(#) 
経過表示(#) 

Timeout T304 
T304ﾀｲﾑｱｳﾄ 

Info-req(#) 
付加情報-要求(#) 

Verify-Msg 
ﾒｯｾｰｼﾞ検証 

Cause:=102 
理由表示:=102 

INFORMATION(#) 
付加情報(#) 

SET 
(Now+T304) 
T304起動 

T304 
implemented 
T304 ｲﾝﾌﾟﾘﾒﾝﾄ 

Yes No 
RAP OK I CLR RAI

STATUS  
(Cause,CS U2) 
状態表示  

(理由表示,呼状態U2) 

STATUS  
(Cause,CS U2) 
状態表示  

(理由表示,呼状態U2) 

Result 
結果 

Progress-ind 
(interworking. #) 
経過表示-表示 
(ｲﾝﾀﾜｰｷﾝｸﾞ #) 

U2-Overlap 
Sending 
分割発呼 

U2-Overlap 
Sending 
分割発呼 

U2-Overlap 
Sending 
分割発呼 

D 

D 



ＪＴ－Ｑ２９３１ － 244 － 

 PROCESS JT-Q2931-U;                            page 23 of(31) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

STATUS  
(Cause,CS U4) 
状態表示  

(理由表示,呼状態U4) 

§6.5.2 

ｲﾝﾀﾜｰｷﾝｸﾞに関連する追加手順 

U2-Overlap 
Sending 
分割発呼 

Alerting-ind(#) 
呼出-表示(#) 

Result 
結果 

Verify-Msg 
ﾒｯｾｰｼﾞ検証 

RAP OK I CLR RAI 

D 

STATUS  
(Cause,CS U2) 
状態表示  

(理由表示,呼状態 U2) 

RESET T304 
T304停止 

 ALERTING(#) 
 呼出(#) 

U4-Call 
Delivered 
呼出通知 

Progress-ind(#) 
経過表示-表示(#) 

Result 
結果 

Verify-Msg 
ﾒｯｾｰｼﾞ検証 

RAP OK I CLR RAI 

D 
STATUS  

(Cause,CS U3) 
状態表示  

(理由表示,呼状態U3) 

STATUS  
(Cause,CSU2) 
状態表示  

(理由表示,呼状態 U2) 

RESET T304 
T304停止 

U3-Outgoing Call 
Proceeding 
発呼受付 

U2-Overlap 
Sending 
分割発呼 

U2-Overlap 
Sending 
分割発呼 

CALL- 
PROCEEDING(#)
呼設定受付(#) 
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§6.5.2 

ｲﾝﾀﾜｰｷﾝｸﾞに関連する追加手順 

 
CONNECT(#) 
応答(#) 

U2-Overlap 
Sending 
分割発呼 

CONNECT- 
ACKNOWLEDGE(#) 
応答確認(#) 

Result 
結果 

Verify-Msg 
ﾒｯｾｰｼﾞ検証 

RAP OK I CLR RAI

D STATUS  
(Cause,CS U10) 
状態表示  

(理由表示,呼状態U10) 

STATUS  
(Cause,CS U2) 
状態表示  

(理由表示,呼状態 U2) 

U2-Overlap 
Sending 
分割発呼 

U10-Active  
通信中 

RESET T304 
T304停止 

Setup-conf(#) 
呼設定-確認(#) 
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STATUS
(Cause,CS U3)
状態表示

(理由表示,呼状態U3)

§6.6
U3は3ﾍﾟｰｼﾞにもある

ｲﾝﾀﾜｰｷﾝｸﾞに関連する追加手順

PROGRESS(#)
経過表示(#)

U3-Outgoing Call
Proceeding
発呼受付

Result
結果

Verify-Msg
ﾒｯｾｰｼﾞ検証

RAP OK ICLR RAI

D

STATUS
(Cause,CS U3)
状態表示

(理由表示,呼状態U3)

Progress-ind(#)
経過表示-表示(#)

U3-Outgoing Call
Proceeding
発呼受付

U3-Outgoing Call
Proceeding
発呼受付
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PROGRESS(#) 
 

 経過表示(#) 

Verify-Msg  
 

ﾒｯｾｰｼﾞ検証 

ＳＴＡＴＵＳ  
(Cause,CS:=U4) 
状態表示 

(理由表示,呼状態U4) 

U4-Call Delivered 
 

呼出通知 

D 

U4 Call Delivered 
 

呼出通知 

Ｒｅｓｕｌｔ 
結果 

RAP OK 

Progress-ind(#) 
 

経過表示－表示(#) 

CLR RAI 

ＳＴＡＴＵＳ  
(Cause,CS:=U4) 
状態表示 

(理由表示,呼状態U4) 

I 

インタワーキングに関連する追加手順 

U4-Call Delivered 
 

呼出通知  

§6.6 
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SETUP
ACKNOWLEDGE(#)
呼設定確認(#)

 More-info-req(#)

情報追加－要求(#)

　Call
Present

   着呼

Ｕ６
§6.5.3

SET
(NOW+T302)

Ｔ３０２起動

Overlap
Receiving

分割着呼

U25

インタワーキングに関連する追加手順
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Progress-req(#) 
経過表示－要求(#) 

Incoming Call 
Proceeding 

 
着呼受付 

Ｕ９ 
§6.6 

ＰＲＯＧＲＥＳＳ（＃） 
経過表示（＃） 

Incoming Call 
Proceeding 

 
着呼受付 

Ｕ９ 

インタワーキングに関連する追加手順 
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ＳＴＡＴＵＳ 
(Cause,CS:=U25) 
状態表示 

(理由表示,呼状態U25) 

Timeout T302  
 

Ｔ３０２タイムアウト 

Overlap  
Receiving 

 
分割着呼 

Ｕ25 
§6.5.3 

Timeout-ind  
 

タイムアウト－表示 

D 

Result 
結果 

RAP OK 

Info-ind(#) 
 

付加情報－表示(#) 

CLR RAI I 

Overlap 
Receiving 

 
分割着呼 

Ｕ25 

INFORMATION  
（＃） 

付加情報（＃） 

STATUS 
(Cause,CS:=U25) 
状態表示 

(理由表示,呼状態U25) 

SC IE present 
送信完了情報 
要素は有るか 

SET  
(NOW+T302) 

 
Ｔ３０２起動 

No 

Yes 

RESET T302  
 

Ｔ３０２停止 

Overlap  
Receiving 

 
分割着呼 

Ｕ25 

Overlap  
Receiving 

 
  分割着呼 

Ｕ25 

SCは送信完了の意味  

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛｾｽは 
動作を決定する 

Progress-req 
 

経過表示－要求 

RESET T302  
 

Ｔ３０２停止 

PROGRESS（＃） 
経過表示（＃） 

インタワーキングに関連する追加手順 

Verify-Msg 
 

ﾒｯｾｰｼﾞ検証 

Overlap 
Receiving 

 
分割着呼 

Ｕ25 
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Alerting-req(#)  
 

呼出－要求(#) 

Overlap  
Receiving 

 
分割着呼 

Ｕ25 

§6.5.3 

Proceeding-req(#) 
 

呼設定受付－要求(#) 

Setup-resp(#)  
 

呼設定－応答(#) 

RESET T302  
 

Ｔ３０２停止 

ＣＡＬＬ－  
ＰＲＯＣＥＥＤＩＮＧ 

（＃） 
呼設定受付（＃） 

Incoming Call 
 Proceeding 
 
着呼受付 

Ｕ９ 

RESET T302  
 

Ｔ３０２停止 

ＡＬＥＲＴＩＮＧ 
（＃） 
 

呼 出（＃） 

Ｕ７ 

RESET T302  
 

Ｔ３０２停止 

ＣＯＮＮＥＣＴ（＃） 
 

応 答（＃） 

SET  
(NOW+T313) 

 
Ｔ３１３起動 

Connect Request 
 

応 答 

Ｕ８ 

インタワーキングに関連する追加手順 

Call 
Received  
 

 呼出中 
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ＲＥＬＥＡＳＥ
(Progress Ind #8“In-
band info”,Cause)
解放(経過識別子#8“ｲﾝ
ﾊﾞﾝﾄﾞ情報”,理由表示)

＊
(except U0,U11,U12)

U0,U11,U12を除く状態

Verify-Msg

ﾒｯｾｰｼﾞ検証

Result

結果

OKRAP CLR RAI I

RESET ALL TIMERS

全タイマ停止

Release-ind(Progress Ind
#8“In-band info”, Cause)
解放－表示(経過識別子#8“
ｲﾝﾊﾞﾝﾄﾞ情報”,理由表示)

Release
Indication

解放通知

Ｕ12

本ﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞの受信後、ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ
ﾌﾟﾛｾｽはユーザをﾊﾞｰﾁｬﾙﾁｬﾈﾙへ接
続しなければならない
(もし既に接続されていないなら)

状態遷移は以下に
置き換えられる

インタワーキングに関連する追加手順

ｲﾝﾊﾞﾝﾄﾞﾄｰﾝ / ｱﾅｳﾝｽﾒﾝﾄ
を伴った解放
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付属資料Ｂ：整合性確認 
（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２９３１に対する） 

 

Ｂ．１ 概 説 
 本付属資料では、Ｂ－ＩＳＤＮ内の呼において、ユーザと網の整合性とアドレスが最も良い状態である

ことを確認するためにおこなわれるべき整合性確認に関して記述する。 

 64kbps ベースの回線交換モードＩＳＤＮの場合は、狭帯域伝達能力、狭帯域低位レイヤ整合性、狭帯域

高位レイヤ整合性の情報要素を用いて、TTC 標準 JT-Q2931 付属資料Ｂの通信可能性確認手順を適用しな

ければならない。 

 整合性確認は、次のような異なる三つの方法で行われる。 

  ・発信側におけるユーザから網へのインタフェースにおいて（TTC標準 JT-Q2931 B.2節参照） 

  ・着信側における網・ユーザインタフェースにおいて（TTC標準 JT-Q2931 B.3.2節参照） 

  ・ユーザ・ユーザ（TTC標準 JT-Q2931 Ｂ.3.3節参照） 

 

 （注）本付属資料における“着信ユーザ”という言葉は、明確にアドレッシングされている終端エンテ

ィティを指す。アドレッシングされたインタワーキングユニット（ＩＷＵ）も着信ユーザになり

うる。ITU-T勧告 I.500シリーズ参照。 

 

Ｂ．２ 発信側整合性確認 
 発信側では、広帯域ベアラに対応する情報要素を利用して、発信ユーザから要求されたベアラサービス

が、網によりそのユーザに提供されるベアラサービスと一致することを確認する。一致しない場合は、網

は 5.1.5節に挙げた理由表示の一つを用いて、その呼設定要求を拒否しなければならない。 

 網サービスは、ベアラサービス、テレサービスとして、各々標準ＪＴ－Ｉ２３０、Ｉ２４０に記述され

ている。 

 

Ｂ．３ 着信側整合性およびアドレス確認 
 この章では、“確認”という言葉は、ユーザが指定した情報要素の内容を検証することを意味する。 

 

Ｂ.3.1 アドレッシング情報の確認 

 着信の「呼設定」(SETUP)メッセージにアドレッシング情報（すなわちサブアドレスまたは着番号の該

当部分）が使用されている場合の処理は次の通りである。 

  ・番号またはサブアドレスがユーザに割り付けられている場合、着呼の着番号または着サブアドレス

情報の要素は、ユーザによって、ユーザの番号またはユーザのサブアドレスに割り付けられている

番号の対応部分と照合される。一致が得られない場合、同着信ユーザはその呼を拒否しなければな

らない。一致した場合には、引き続いてＢ.3. 2節及びＢ.3.3節に記述の整合性確認が行われる。 

  ・ユーザに割り付けられた番号またはサブアドレスがない場合、着番号または着サブアドレス情報要

素は無視されなければならない。Ｂ.3.2 節及びＢ.3.3 節に記述の整合性確認が引き続いて行われる。 

 

 （注）ユーザの必要に応じて、実行順序及び確認すべき情報の観点から、多様な方法による整合性確認

が可能である。例えば、最初に割り付けられた番号／サブアドレス、次に整合性、またはその逆。 

 

Ｂ.3.2 網からユーザへの整合性確認 

 網が着信側でのベアラサービスを提供する場合、ユーザは広帯域ベアラに対応する情報要素を利用して、
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網により提供されたベアラサービスが、自分がサポートできるベアラサービスと一致することを確認する。

一致しない場合、ユーザはその呼を無視するか、理由表示＃８８“端末属性の不一致”を用いて拒否しな

ければならない。ユーザは要求されたＱＯＳを提供できない場合、理由表示＃４９“ＱＯＳ利用不可”を

返送しなければならない。ユーザは表示された最大セルレートをサポートできない場合、理由表示＃４７

“その他のリソース使用不可”を返送しなければならない。 

 「呼設定」(SETUP)メッセージを受信次第、ユーザは以下の情報要素を検証しなければならない。 

  ・広帯域伝達能力 

  ・サービス品質パラメータ 

  ・ＡＴＭトラヒック記述子 

  ・ＯＡＭトラヒック記述子（存在するならば） 

 同時にユーザはエンド・エンド中継遅延情報要素を検証しても良い（存在するならば） 

 

Ｂ.3.3 ユーザ・ユーザの整合性確認 

 次に、着信側の端末装置は以下の確認を行なわなければならない。 

  ・要求されたＡＴＭアダプションレイヤのタイプと、ＡＡＬパラメータ情報要素に指定されたパラメ

ータはサポートできるかどうか。 

  ・広帯域低位レイヤ情報情報要素(B-LLI)は、それがサポートする機能と整合しているかどうか。広帯

域低位レイヤ情報情報要素を（利用可能な場合）利用して、低位レイヤ（例えば、ＯＳＩモデルに

準拠しているレイヤ２からレイヤ３）の整合性確認を行なわなくてはならない。 

  ・着信側の端末装置は、広帯域高位レイヤ情報情報要素(B-HLI）を（存在する場合）、ユーザ・ユー

ザの整合性確認手順の一部として、確認しても良い。 

 

 上記情報要素の確認において不一致が生じた場合、端末装置はその呼を無視もしくは理由表示＃８８ 

“端末属性不一致”を用いて拒否しなければならない。 

 

 広帯域低位レイヤ情報及び広帯域高位レイヤ情報情報要素の有無に関して、二つの場合がある。 

  ・整合性確認がその呼の整合性情報によって保証される場合 

端末装置がＡＡＬパラメータ、広帯域低位レイヤ情報及び広帯域高位レイヤ情報情報要素をインプ

リメントする（すなわち、内容を理解する）場合である。ＡＡＬパラメータ、広帯域低位レイヤ情

報及び広帯域高位レイヤ情報情報要素のコーディングに基づいて、要求された整合性を持つ呼を受

け入れることができる。 

  ・整合性確認がその呼の整合性情報によって保証されない場合 

端末装置がＡＡＬパラメータ、または広帯域低位レイヤ情報または広帯域高位レイヤ情報情報要素

を認識しない（すなわち、無視する）場合である。異なる整合性を持つ端末装置がその呼を受け入

れる恐れがある。 

 

 それゆえ、着呼の整合性を保証するため、端末装置にはＡＡＬパラメータ、広帯域低位レイヤ情報及び

広帯域高位レイヤ情報情報要素を確認することが勧められる。 

 

 （注）他のユーザとの合意があるまたは、他の標準（例えば、ITU-T 勧告 X.213）に従っている端末装

置は、ユーザ・ユーザ情報要素を付加的な整合性確認のために使用してもよい。このような端末

装置は、ユーザ・ユーザ情報要素をここで述べた広帯域高位レイヤ情報情報要素と同じ方法で確

認しなければならない。 
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付属資料Ｃ：広帯域低位レイヤ情報交渉 
（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２９３１に対する） 

 

 この付属資料では、ユーザによって適用される付加的な広帯域低位レイヤ情報情報要素の使用手順に関

して記述する。 

 

Ｃ．１ 概 説 
 広帯域低位レイヤ情報情報要素の目的は、アドレスされたエンティティ（例えば、発信ユーザによりア

ドレスされたリモートユーザ、インタワーキングユニット、高位レイヤ機能網ノード）による整合性確認

に使用されるべき手段を提供することである。広帯域低位レイヤ情報情報要素は、呼を生成するエンティ

ティ（例えば、発信ユーザ）とアドレスされたエンティティとの間をＢ－ＩＳＤＮによりトランスペアレ

ントに転送される。 

 

 広帯域低位レイヤ情報情報要素のユーザ情報プロトコルフィールドは、エンドポイント（ユーザ）間に

使用される低位レイヤプロトコル（すなわちＡＡＬ上のレイヤ３とレイヤ２）を示す。この情報はＢ－Ｉ

ＳＤＮによって解釈されない、よってＢ－ＩＳＤＮにより提供される伝達能力はこの情報の影響を受けな

い。アドレスされたエンティティは、以下に示す交渉によって低位レイヤ属性を変更できる。但しその低

位レイヤ属性は、Ｂ－ＩＳＤＮにより実際に提供される伝達能力がサポートしているものである。 

 

 広帯域低位レイヤ情報情報要素は 4.5.9節に従ってコード化される。 

 

Ｃ．２ 着信ユーザへの低位レイヤ整合性通知 
 発信ユーザが、通信中で用いられ、ＡＴＭアダプテーションレイヤ上の低位レイヤプロコトル（すなわ

ち広帯域低位レイヤ情報情報要素のオクテット６から７で認識される）を着信ユーザへ通知したいときは、

「呼設定」(SETUP)メッセージの中に広帯域低位レイヤ情報情報要素を含めなければならない。この情報

要素は、網により運ばれ着信ユーザへ届けられる。網がこの情報要素を運べないならば、網は 5.6.8.1 節

（認識されない情報要素）に従い動作しなければならない。 

 

Ｃ．３ ユーザ間での広帯域低位レイヤ情報交渉 
 広帯域低位レイヤ情報は、確認モードＨＤＬＣの手順要素のいくつかのパラメータの表示をサポートす

る。それらを含む場合、パラメータを交渉してもよい。この場合、その呼を受諾するユーザは「応答」

(CONN)メッセ－ジに広帯域低位レイヤ情報情報要素を含めてよい。この情報要素は網によりトランスペ

アレントに運ばれ、発信ユーザへ「応答」(CONN)メッセ－ジに含めて届られる。発信ユーザが「応答」

(CONN)メッセ－ジの中のパラメータをサポートできない場合、発信ユーザは 5.4.3 節に従い呼の解放を開

始しなければならない。 

 

 （注）この能力によって交渉されうる低位レイヤプロトコルは、レイヤ 2 モード(オクテット 6a）、ウ

ィンドウサイズ(k)(オクテット 6b)、ユーザ特有レイヤ２プロトコル情報(オクテット 6a)、レイヤ

3 モード(オクテット 7a)、デフォルトパケットサイズ(オクテット 7b)、パケットウィンドウサイ

ズ(オクテット 7c)である。 

 

 何らかの理由で、網がこの情報要素を転送できないならば、「状態表示」(STATUS)メッセ－ジの中に

理由表示＃４３“アクセス情報廃棄”を使用する点を除き、網は 5.6.8.1節（認識されない情報要素）に従
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い動作しなければならない。 

 

 発信ユーザが「応答」(CONN)メッセ－ジに含まれる広帯域低位レイヤ情報情報要素を拒否する場合、

発信ユーザは理由表示＃１００“情報要素の内容が無効”を使用して解放を開始しなければならない。 

 

Ｃ．４ 要求値の選択手順 
 発信ユーザが、広帯域低位レイヤ情報パラメータの選択肢（例えば、選択的なプロトコルの組み合わせ

あるいはプロトコルパラメータ）を示したい場合には、広帯域低位レイヤ情報情報要素が、「呼設定」

(SETUP)メッセージ中に繰り返される。最大３つまでの広帯域低位レイヤ情報情報要素が、「呼設定」

(SETUP)メッセージ中に含まれうる。メッセージ中の最初の広帯域低位レイヤ情報情報要素は、“可能な

１つを選択するための優先順に並べる（降順）”を指定する広帯域繰り返し識別子情報要素の後に置かれ

る。広帯域低位レイヤ情報情報要素の順序は、エンド・エンド間の広帯域低位レイヤ情報情報要素の優先

順位を示す。 

 網あるいは着信ユーザが、広帯域低位レイヤ情報情報要素の繰り返しをサポートしておらず、従って、

広帯域繰り返し識別子情報要素とその後に続く広帯域低位レイヤ情報情報要素が破棄される場合には、最

初の広帯域低位レイヤ情報情報要素をのみを使用して交渉を行う。加えて、網が広帯域低位レイヤ情報情

報要素を破棄した場合、網は理由表示＃４３“アクセス情報廃棄”を使用して「状態表示」(STATUS)メ

ッセ－ジを送信しなければならない。 

 着信ユーザは、「応答」(CONN)メッセ－ジ中に広帯域低位レイヤ情報情報要素を含めることによって、

「呼設定」(SETUP)メッセージで提供された選択肢の中から一つを選択したことを示す。「応答」(CONN)

メッセ－ジ中に広帯域低位レイヤ情報情報要素が含まれない場合には、「呼設定」(SETUP)メッセージの

最初の広帯域低位レイヤ情報情報要素が受諾されたことを示す。 

 発信ユーザが「応答」(CONN)メッセ－ジに含まれる広帯域低位レイヤ情報情報要素を拒否する場合、

発信ユーザは理由表示＃１００“情報要素の内容が無効”を使用して解放を開始しなければならない。 
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付属資料Ｄ：中継網選択 
（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２９３１に対する） 

 

 この付属資料では、中継網選択情報要素の処理について述べる。 

 

Ｄ．１ 中継網選択がサポートされていない場合 
 ある網は、中継網選択をサポートしていないかもしれない。この場合、中継網選択情報要素が受信され

ると、その情報要素はインプリメントされていない非必須情報要素に関する規則に従って処理される。

（5.6.8.1 節参照） 

 

Ｄ．２ 中継網選択がサポートされている場合 
 中継網選択がサポートされている場合、ユーザは「呼設定」(SETUP) メッセージの中で、選択した中継

網を示す。１つの中継網選択情報要素は、１つの網識別情報の伝達に使用される。 

 ユーザは、複数の中継網を指定してもよい。それぞれの網識別情報には別々の情報要素が使われる。そ

して、「呼設定」(SETUP) メッセージの中に設定された順序に従い指定された中継網を通るように、呼は

ルーチングされる。例えば、ユーザが「呼設定」(SETUP) メッセージの中で２つの中継網選択情報要素を

網Ａ，網Ｂの順序で設定した場合は、まず（直接又は間接的に）網Ａにルーチングされ、次に（直接又は

間接的に）網Ｂにルーチングされて、呼が接続される。 

 呼がそれぞれの選択された網に接続されると、それに対応する中継網選択情報は、適当な網間シグナリ

ングの処理ルールに従って、呼設定信号から取り除かれても良い。中継網選択情報要素は着側のユーザま

では伝達されない。 

 １つの「呼設定」(SETUP) メッセージには、最大４つの中継網選択情報要素まで含まれ得る。 

 帯域不足のため、網が呼をルーチングできない場合、網は、理由表示＃３７“ユーザ・セル・レート利

用不可”を使用して 5.4節の手順に従い、呼の解放を開始しなければならない。 

 もし、網が指定された中継網を認識できない場合、網は、理由表示＃２“指定中継網へのルートなし”

を使用して 5.4 節の手順に従い、呼の解放を開始しなければならない。診断情報フィールドは、接続でき

なかった網を指定している中継網選択情報要素の内容のコピーを含まなければならない。 

 

 網は、すべての中継網選択情報要素について、以下の検証をしてもよい。 

   (a)  ループとなるルーチングの回避。 

又は、 

   (b)  選択された網間に存在する業務関係の確認。 

又は、 

   (c)  国内標準又は地域標準に従っていることの確認。 

 中継網選択が、誤ったフォーマットで送られてきた場合、あるいは (a)、 (b)又は (c)の判定基準に合致

しない場合、網は理由表示＃９１“無効中継網選択”を使用して 5.4 節の手順に従い、呼の解放を開始し

なければならない。 

 

 ユーザが中継網選択情報要素を含めた場合、事前に予約されているデフォルト中継網選択情報は（もし

あれば）無視される。 

 



ＪＴ－Ｑ２９３１ － 258 －  

付属資料Ｅ： Ｂ－ＩＳＤＮにおける６４ｋｂｉｔ／ｓベースの回線交換モードＩＳＤＮサービスをサポ

ートするためのマッピング機能およびＮ－ＩＳＤＮとＢ－ＩＳＤＮ（ＤＳＳ１／ＤＳＳ

２）のインタワーキング 

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２９３１に対する） 

 

Ｅ．１ 概 説 
 本付属資料はＢ－ＩＳＤＮとＮ－ＩＳＤＮの間に設置されるインタワーク機能（ＩＷＦ）が行う機能を

規定している。マッピング機能については、アクセス・プロトコル間のインタワーキングについてのみ述

べている。Ｂ－ＩＳＵＰおよびＮ－ＩＳＵＰを含むインタワーキングシナリオは本付属資料の範囲外であ

る。 

 

 通信シナリオはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．５８０勧告の付属資料ＡのシナリオＢに述べられている。本付属資

料で述べられている機能とマッピングは、ＵＮＩにおいてＮ－ＩＳＤＮ端末をＢ－ＩＳＤＮ網に接続する

端末アダプタ（ＴＡ）にも適用されることに注意しなくてはならない。 

 

 Ｎ－ＩＳＤＮとＢ－ＩＳＤＮ間のインタワーク機能は、６４ｋｂｉｔ／ｓベースの回線交換モードＮ－

ＩＳＤＮサービスについてのみ提供される。パケットおよびフレームモードベアラサービスをサポートす

るインタワーク機能は本標準の範囲外である。 

 

 Ｎ－ＩＳＤＮとＢ－ＩＳＤＮのインタワーク機能に対して、以下の原則を適用しなければならない。 

 

 A) Ｂ－ＩＳＤＮからＮ－ＩＳＤＮへのインタワーキング 

  (1)  ＩＷＦのＤＳＳ２側においてＢ－ＩＳＤＮ特有のサービスの要求があった場合、その呼はＩＷＦ

によって拒否されなければならない。 

  (2)  ＩＷＦのＤＳＳ２側においてＮ－ＩＳＤＮサービスの要求があったが、Ｂ－ＢＣ情報要素中のベ

アラクラスがＢＣＯＢ－Ａではない場合、その呼はＩＷＦによって拒否されなければならない。Ａ

ＴＭトラヒック記述子および／またはＡＡＬパラメータ情報要素がＥ．４節に従った値を定義して

いない場合も同様とする。 

  (3)  ＤＳＳ２からＤＳＳ１への方向では、ＩＷＦは標準ＪＴ－Ｑ９３１に従い、Ｎ－ＩＳＤＮ側に昇

順で転送されるように情報要素を配置する。 

 

 B) Ｎ－ＩＳＤＮからＢ－ＩＳＤＮへのインタワーキング 

  (1)  ＩＷＦがＤＳＳ１側でＮ－ＩＳＤＮサービスの要求を受信した場合、ＩＷＦはＮ－ＩＳＤＮサー

ビスの６４ｋｂｉｔ／ｓ（または ｎ×６４ｋｂｉｔ／ｓ）のビット速度を伝送可能なＢ－ＩＳＤ

ＮへのＡＴＭユーザ・セルレートを選択する。 

  (2)  ＩＷＦがＤＳＳ１側でＮ－ＩＳＤＮサービスの要求を受信した場合、ＩＷＦはＢ－ＩＳＤＮ側の

省略時の値としてベアラ・クラスＡ（ＣＢＲ、ＣＯ、エンド・エンドタイミング要）およびＡＡＬ

タイプ１または音声用ＡＡＬを選択する。Ｂ－ＢＣ情報要素内のクリッピング非許容表示フィール

ドの値は“クリッピング非許容”にセットされる。 
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Ｅ．２ ＤＳＳ２からＤＳＳ１方向のマッピング機能 
 ＩＷＦによってＤＳＳ２からＤＳＳ１への方向で行われるマッピング機能の例を以下に示す。これらの

例は全てを網羅してはいない。同様のマッピング原則を他の回線交換Ｎ－ＩＳＤＮサービスにも適用する。 

 

 ＩＷＦはＮ－ＢＣ、Ｎ－ＬＬＣおよびＮ－ＨＬＣ情報要素の内容を透過にＮ－ＩＳＤＮに中継する。コ

ーディング規則の違いによって必要となる変更を除き、それ以上の処理はなされない。Ｂ－ＢＣ、ＡＴＭ

トラヒック記述子、ＱＯＳパラメータ、エンド・エンド中継遅延、ＯＡＭトラヒック記述子およびＡＡＬ

パラメータの情報要素は廃棄される。 

 

E.2.1 Ｂ－ＩＳＤＮユーザがＮ－ＩＳＤＮ3.1kHzオーディオベアラサービスを要求した場合 

 

付表Ｅ－１／ＪＴ－Ｑ２９３１ ＩＷＦによる 3.1kHzオーディオ・ベアラサービス 

                (ITU-T Q.2931)     へのマッピング（ＤＳＳ２からＤＳＳ１方向） 

 

ＤＳＳ２： 

Ｎ－ＩＳＤＮ3.1 kHzオーディオベアラサービス

のエミュレーション 

ＤＳＳ１： 

3.1 kHzオーディオベアラサービス 

 

Ｎ－ＢＣ：- 3.1 kHzオーディオ 

     - 回線交換モード 

     - ６４ｋｂｉｔ／ｓ 

     - 勧告 G.711 A-law  または 

      標準 JT-G711μ-law 

ＢＣ：- 3.1 kHzオーディオ 

   - 回線交換モード 

   - ６４ｋｂｉｔ／ｓ 

   - 勧告 G.711 A-law  または 

    標準 JT-G711μ-law 

Ｎ－ＨＬＣ：オプション ＨＬＣ：付与されれば存在する 

Ｎ－ＬＬＣ：オプション ＬＬＣ：付与されれば存在する 

Ｂ－ＢＣ：- ＢＣＯＢ－Ａ 

     - クリッピング非許容 

－ 

 

ＡＴＭトラヒック記述子： 

  ６４ｋｂｉｔ／ｓに等しい 

－ 

 

サービス品質クラス： 

  ＱＯＳクラス指定なし 

－ 

 

ＡＡＬパラメータ：E.4節参照 － 

エンド・エンド中継遅延： 

  4.5.17  節参照（オプション） 

－ 

 

ＯＡＭトラヒック記述子： 

  4.5.24  節参照（オプション） 

－ 
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E.2.2 Ｂ－ＩＳＤＮユーザがＮ－ＩＳＤＮ非制限ディジタル情報ベアラサービスを要求した場合 

 

付表Ｅ－２／ＪＴ－Ｑ２９３１ ＩＷＦによる非制限ディジタル情報ベアラサービス 

         (ITU-T Q.2931)      へのマッピング（ＤＳＳ２からＤＳＳ１方向） 

 

ＤＳＳ２： 

Ｎ－ＩＳＤＮ非制限ディジタル情報ベアラサー

ビスのエミュレーション 

ＤＳＳ１： 

非制限ディジタル情報ベアラサービス 

 

Ｎ－ＢＣ：- 非制限ディジタル情報 

     - 回線交換モード 

     - ６４ｋｂｉｔ／ｓ 

ＢＣ：- 非制限ディジタル情報 

   - 回線交換モード 

   - ６４ｋｂｉｔ／ｓ 

Ｎ－ＨＬＣ：オプション ＨＬＣ：付与されれば存在する 

Ｎ－ＬＬＣ：オプション ＬＬＣ：付与されれば存在する 

Ｂ－ＢＣ：- ＢＣＯＢ－Ａ 

     - クリッピング非許容 

－ 

 

ＡＴＭトラヒック記述子： 

  ６４ｋｂｉｔ／ｓに等しい 

－ 

 

サービス品質クラス： 

  ＱＯＳクラス指定なし 

－ 

 

ＡＡＬパラメータ：AALタイプ 1 － 

エンド・エンド中継遅延： 

  4.5.17  節参照（オプション） 

－ 

 

ＯＡＭトラヒック記述子： 

  4.5.24  節参照（オプション） 

－ 
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E.2.3 Ｂ－ＩＳＤＮユーザがＮ－ＩＳＤＮ電話テレサービスを要求した場合 

 

付表Ｅ－３／ＪＴ－Ｑ２９３１ ＩＷＦによるＮ－ＩＳＤＮ電話テレサービス 

              (ITU-T Q.2931)     へのマッピング（ＤＳＳ２からＤＳＳ１方向） 

 

ＤＳＳ２： 

Ｎ－ＩＳＤＮ電話テレサービスのエミュレーシ

ョン 

ＤＳＳ１： 

電話テレサービス 

 

Ｎ－ＢＣ：- 音声 

     - 回線交換モード 

     - ６４ｋｂｉｔ／ｓ 

     - 勧告 G.711 A-law  または 

  標準 JT-G711μ-law 

ＢＣ：- 音声 

   - 回線交換モード 

   - ６４ｋｂｉｔ／ｓ 

   - 勧告 G.711 A-law  または 

  標準 JT-G711μ-law 

Ｎ－ＨＬＣ：電話 ＨＬＣ：電話 

Ｎ－ＬＬＣ：オプション ＬＬＣ：付与されれば存在する 

Ｂ－ＢＣ：- ＢＣＯＢ－Ａ 

     - クリッピング非許容 

－ 

 

ＡＴＭトラヒック記述子： 

  ６４ｋｂｉｔ／ｓに等しい 

－ 

 

サービス品質クラス： 

  ＱＯＳクラス指定なし 

－ 

 

ＡＡＬパラメータ：E.4節参照 － 

エンド・エンド中継遅延： 

  4.5.17  節参照（オプション） 

－ 

 

ＯＡＭトラヒック記述子： 

  4.5.24  節参照（オプション） 

－ 
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E.2.4 Ｂ－ＩＳＤＮユーザがトーン／アナウンスを伴う非制限ディジタル情報伝達能力ベースの 

    Ｎ－ＩＳＤＮビデオ電話テレサービスを要求した場合 

 

付表Ｅ－４／ＪＴ－Ｑ２９３１ ＩＷＦによるビデオ電話テレサービス 

                  (ITU-T Q.2931)    へのマッピング（ＤＳＳ２からＤＳＳ１方向） 

 

ＤＳＳ２： 

Ｎ－ＩＳＤＮビデオ電話テレサービスのエミュ

レーション 

ＤＳＳ１： 

ビデオ電話テレサービス 

 

Ｎ－ＢＣ：- トーン／アナウンスを伴う非制限 

      ディジタル情報 

     - 回線交換モード 

     - ６４ｋｂｉｔ／ｓ 

     - 標準 JT-H221  および 

   JT-H242 

ＢＣ：- トーン／アナウンスを伴う非制限デ 

    ィジタル情報 

   - 回線交換モード 

   - ６４ｋｂｉｔ／ｓ 

   - 標準 JT-H221  および JT-H242 

 

Ｎ－ＨＬＣ：ビデオ電話 (標準 JT-F721) 

 

ＨＬＣ：ビデオ電話 (標準 JT-F721) 

 

Ｎ－ＬＬＣ：オプション ＬＬＣ：付与されれば存在する 

Ｂ－ＢＣ：- ＢＣＯＢ－Ａ 

     - クリッピング非許容 

－ 

 

ＡＴＭトラヒック記述子： 

  ６４ｋｂｉｔ／ｓに等しい 

－ 

 

サービス品質クラス： 

  ＱＯＳクラス指定なし 

－ 

 

ＡＡＬパラメータ： 

  Ｅ. ４節参照 

－ 

 

エンド・エンド中継遅延： 

  4.5.17  節参照（オプション） 

－ 

 

ＯＡＭトラヒック記述子： 

  4.5.24  節参照（オプション） 

－ 
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Ｅ．３ ＤＳＳ１からＤＳＳ２方向のマッピング機能 
 ＩＷＦによってＤＳＳ１からＤＳＳ２への方向で行われるマッピング機能の例を以下に示す。これらの

例は全てを網羅してはいない。同様のマッピング原則を他の回線交換ＩＳＤＮサービスにも適用する。 

 

 ＩＷＦはＢＣ、ＬＬＣおよびＨＬＣ情報要素の内容を透過にＢ－ＩＳＤＮに中継する。コーディング規

則の違いによって必要となる変更を除き、それ以上の処理はなされない。Ｂ－ＢＣ、ＡＴＭトラヒック記

述子、ＱＯＳパラメータ、ＡＡＬパラメータの情報要素は、Ｅ. ４節に定義されたデフォルト値とＤＳＳ

１情報要素で与えられた情報によりＩＷＦにおいて生成される。 

 

 ＤＳＳ２のＢ－ＢＣ情報要素内のクリッピング非許容表示フィールドは常に“クリッピング非許容”に

セットされる。 

 

E.3.1 Ｎ－ＩＳＤＮユーザが 3.1 kHzオーディオベアラサービスを要求した場合 

 

付表Ｅ－５／ＪＴ－Ｑ２９３１ ＩＷＦによる３. １kＨｚオーディオベアラサービス 

           (ITU-T Q.2931)     へのマッピング（ＤＳＳ１からＤＳＳ２方向） 

 

ＤＳＳ１： 

3.1 kHzオーディオベアラサービス 

 

ＤＳＳ２： 

Ｎ－ＩＳＤＮ3.1 kHzオーディオベアラサービ

スのエミュレーション 

ＢＣ：- 3.1 kHzオーディオ 

    - 回線交換モード 

    - ６４ｋｂｉｔ／ｓ 

    - 勧告 G.711 A-law  または 

  標準 JT-G711μ-law 

Ｎ－ＢＣ：-  3.1 kHzオーディオ 

     - 回線交換モード 

     - ６４ｋｂｉｔ／ｓ 

     - 勧告 G.711 A-law  または 

  標準 JT-G711μ-law 

ＨＬＣ：オプション Ｎ－ＨＬＣ：付与されれば存在する 

ＬＬＣ：オプション Ｎ－ＬＬＣ：付与されれば存在する 

－ Ｂ－ＢＣ：              Ｅ. ４節参照 

－ ＡＴＭトラヒック記述子：Ｅ. ４節参照 

－ サービス品質クラス：    Ｅ. ４節参照 

－ ＡＡＬパラメータ：      Ｅ. ４節参照 
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E.3.2 Ｎ－ＩＳＤＮユーザが非制限ディジタル情報ベアラサービスを要求した場合 

 

付表Ｅ－６／ＪＴ－Ｑ２９３１ ＩＷＦによる非制限ディジタル情報ベアラサービス 

          (ITU-T Q.2931)     へのマッピング（ＤＳＳ１からＤＳＳ２方向） 

 

ＤＳＳ１： 

非制限ディジタル情報ベアラサービス 

 

ＤＳＳ２： 

Ｎ－ＩＳＤＮ非制限ディジタル情報ベアラサ

ービスのエミュレーション 

ＢＣ：- 非制限ディジタル情報 

   - 回線交換モード 

   - ６４ｋｂｉｔ／ｓ 

Ｎ－ＢＣ：- 非制限ディジタル情報 

     - 回線交換モード 

     - ６４ｋｂｉｔ／ｓ 

ＨＬＣ：オプション Ｎ－ＨＬＣ：付与されれば存在する 

ＬＬＣ：オプション Ｎ－ＬＬＣ：付与されれば存在する 

－ Ｂ－ＢＣ：              Ｅ. ４節参照 

－ ＡＴＭトラヒック記述子：Ｅ. ４節参照 

－ サービス品質クラス：    Ｅ. ４節参照 

－ ＡＡＬパラメータ：      Ｅ. ４節参照 

 

 

E.3.3 Ｎ－ＩＳＤＮユーザが電話テレサービスを要求した場合 

 

付表Ｅ－７／ＪＴ－Ｑ２９３１  ＩＷＦによる電話テレサービスへの 

                 (ITU-T Q.2931)      マッピング（ＤＳＳ１からＤＳＳ２方向） 

 

ＤＳＳ１： 

電話テレサービス 

 

ＤＳＳ２： 

Ｎ－ＩＳＤＮ電話テレサービスのエミュレー

ション 

ＢＣ：- 音声 

   - 回線交換モード 

   - ６４ｋｂｉｔ／ｓ 

   - 勧告 G.711 A-law  または 

  標準 JT-G711μ-law 

Ｎ－ＢＣ：- 音声 

     - 回線交換モード 

     - ６４ｋｂｉｔ／ｓ 

     - 勧告 G.711 A-law  または 

  標準 JT-G711μ-law 

ＨＬＣ：電話 Ｎ－ＨＬＣ：電話 

ＬＬＣ：オプション Ｎ－ＬＬＣ：付与されれば存在する 

－ Ｂ－ＢＣ：              Ｅ. ４節参照 

－ ＡＴＭトラヒック記述子：Ｅ. ４節参照 

－ サービス品質クラス：    Ｅ. ４節参照 

－ ＡＡＬパラメータ：      Ｅ. ４節参照 
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E.3.4 Ｎ－ＩＳＤＮユーザがトーン／アナウンスを伴う非制限ディジタル情報伝達能力ベース 

    のビデオ電話テレサービスを要求する場合 

 

付表Ｅ－８／ＪＴ－Ｑ２９３１ ＩＷＦによるビデオ電話テレサービスへ 

                  (ITU-T Q.2931)    のマッピング（ＤＳＳ１からＤＳＳ２方向） 

 

 

ＤＳＳ１： 

ビデオ電話テレサービス 

 

ＤＳＳ２： 

Ｎ－ＩＳＤＮビデオ電話テレサービスのエミ

ュレーション 

ＢＣ：- トーン／アナウンスを伴う非制限ディ 

    ジタル情報 

   - 回線交換モード 

   - ６４ｋｂｉｔ／ｓ 

   - 標準 JT-H221  および JT-H242 

Ｎ－ＢＣ：- トーン／アナウンスを伴う非制 

      限ディジタル情報 

     - 回線交換モード 

     - ６４ｋｂｉｔ／ｓ 

     - 標準 JT-H221  および JT-H242 

ＨＬＣ：ビデオ電話( 標準 JT-F721) Ｎ－ＨＬＣ：ビデオ電話（標準 JT-F721) 

ＬＬＣ：オプション Ｎ－ＬＬＣ：付与されれば存在する 

－ Ｂ－ＢＣ：              Ｅ. ４節参照 

－ ＡＴＭトラヒック記述子：Ｅ. ４節参照 

－ サービス品質クラス：    Ｅ. ４節参照 

－ ＡＡＬパラメータ：      Ｅ. ４節参照 

 

 

Ｅ．４ Ｂ－ＩＳＤＮにおいて６４ｋｂｉｔ／ｓベースの回線交換モードＩＳＤＮサービ 
     スをサポートするための情報要素のコードポイント値 

E.4.1 概説 

 ここではＢ－ＩＳＤＮにおいて６４ｋｂｉｔ／ｓベースの回線交換モードＩＳＤＮサービスをサポート

するための情報要素のコードポイント値を述べる。コードポイントは、Ｂ－ＩＳＤＮに接続された端末装

置がＮ－ＩＳＤＮサービスを要求した場合端末装置によって使用され、適切なＢ－ＩＳＤＮコードポイン

トを生成するためにＩＷＦによって使用されなければならない。 

 

E.4.2 エミュレートされたＮ－ＩＳＤＮサービスで用いる情報要素のコードポイント 

  a) 広帯域伝達能力 

 

オクテット 

 

情報要素フィールド 

 

フィールド値 

 

５ ベアラクラス ＢＣＯＢ－Ａ 

６ クリッピング非許容表示 クリッピング非許容 

 ユーザプレーンコネクション構造 ポイント・ポイント 
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  b1) 非制限および制限ディジタル情報のＮ－ＢＣ情報転送能力のためのＡＴＭトラヒック記述子 

 

オクテット 

 

情報要素 

 

フィールド 

 

ＯＡＭセルを使

用しない場合の

フィールド値 

（注１） 

１ＯＡＭセル／

秒の場合のフィ

ールド値 

（注２） 

最大のＯＡＭをサ

ポートする場合の

フィールド値 

（注３） 

7.1 

7.2 

7.3 

 

順方向ピーク 

セルレート 

 (CLP=0+1) 

 

0000 0000 

0000 0000 

1010 1011 

(171 ｾﾙ/秒) 

0000 0000 

0000 0000 

1010 1100 

(172 ｾﾙ/秒) 

0000 0000 

0000 0000 

1010 1111 

(175 ｾﾙ/秒) 

8.1 

8.2 

8.3 

 

逆方向ピーク 

セルレート 

 (CLP=0+1) 

 

0000 0000 

0000 0000 

1010 1011 

(171 ｾﾙ/秒) 

0000 0000 

0000 0000 

1010 1100 

(172 ｾﾙ/秒) 

0000 0000 

0000 0000 

1010 1111 

(175 ｾﾙ/秒) 

 

 （注１）ＡＡＬタイプ１でセル当りのユーザ情報用ペイロードは 47 オクテット（部分充填セルは用い

ない）であり、ＯＡＭ用にセルを割り当てない場合の値である。 

 （注２）ＡＡＬタイプ１でセル当りのユーザ情報用ペイロードは 47 オクテット（部分充填セルは用い

ない）であり、ＯＡＭ用に毎秒１セルを割り当てる場合の値である。 

 （注３）ＡＡＬタイプ１でセル当りのユーザ情報用ペイロードは 47 オクテット（部分充填セルは用い

ない）であり、ＯＡＭ用にユーザセルレートの２パーセントとさらに毎秒１セルを割り当てる

場合の値である。 

 

  b2) 音声および 3.1 kHzオーディオのＮ－ＢＣ情報転送能力のためのＡＴＭトラヒック記述子 

 

 本情報転送能力のためのフィールド値は今後の検討課題である。 

（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．５８０参照） 

 

  c) ＱＯＳパラメータ 

 

オクテット 情報要素フィールド フィールド値 

５ 順方向ＱＯＳクラス ＱＯＳクラス指定なし 

６ 逆方向ＱＯＳクラス ＱＯＳクラス指定なし 
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  d1) 非制限および制限ディジタル情報のＮ－ＢＣ情報転送能力のためのＡＡＬパラメータ 

 

オクテット 情報要素フィールド フィールド値 

５ ＡＡＬタイプ 0000 0001 （ＡＡＬタイプ１） 

6.1 サブタイプ 0000 0010 （回線信号転送） 

7.1 ＣＢＲレート 0000 0001 （64kbit/s) 

9.1 ソースクロック周波数 0000 0000 （空）（注１） 

10.1 誤り訂正法 0000 0000 （空）（注１） 

11.111.2 

 

構造化データ転送ブロックサイズ 0000 0000 0000 0000 

     （ブロックサイズ１） 

12.1 部分充填セル法 0000 0000 （空）（注１） 

 

 （注１）これらのフィールドは（‘空’と等価なので）なくてもよい。 

 

  d2) 音声および 3.1 kHzオーディオのＮ－ＢＣ情報転送能力のためのＡＡＬパラメータ 

 

オクテット 情報要素フィールド フィールド値 

５ ＡＡＬタイプ 0000 0000 （音声用ＡＡＬ） 

 

 

  d3) トーン／アナウンスを伴う非制限ディジタル情報のＮ－ＢＣ情報転送能力のためのＡＡＬパラメ

ータ 

 

 本情報転送能力のためのフィールド値は今後の検討課題である。 
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付属資料Ｆ：ATMアダプテーションレイヤ（AAL）パラメータ表示および交渉 
（TTC標準 JT-Q2931に対する） 

 

 本付属資料では、端末装置における ATM アダプテーションレイヤパラメータ情報要素の使用手順を記

述する。 

 

Ｆ．１ 概 要 
 ATM アダプテーションレイヤパラメータ情報要素の目的は、ATM アダプテーションレイヤに関する情

報を端末装置間で伝えるのに使用される手段を提供することにある。ATM アダプテーションレイヤパラ

メータ情報要素は、網により ATMエンドポイント間をトランスペアレントに転送される。 

 

Ｆ．２ 「呼設定」(SETUP）メッセージにおける ATMアダプテーションレイヤパラメー 
    タ表示 
 発信側が、呼の成立中に使用される、AAL共通部パラメータやサービス依存部パラメータを着信側に示

したい場合、発信側は「呼設定」(SETUP）メッセージ中に ATM アダプテーションレイヤパラメータ情報

要素を含めなければならない。この情報要素は、網により着信側に運ばれる。 

 

 ATM アダプテーションレイヤパラメータ情報要素は、異なる AAL コネクションタイプ毎に、以下のパ

ラメータを含むことができる。 

 

  a) AALコネクションタイプ１： 

-サブタイプ 

-CBRレート 

-ソースクロック周波数再生法 

-誤り訂正 

-構造化データ転送ブロックサイズ 

-部分充填セル法識別子 

 

  b) AALコネクションタイプ３／４： 

-順方向最大 CPCS-SDUサイズ 

-逆方向最大 CPCS-SDUサイズ 

-MID範囲 

-SSCSタイプ 

 

  c) AALコネクションタイプ５： 

-順方向最大 CPCS-SDUサイズ 

-逆方向最大 CPCS-SDUサイズ 

-SSCSタイプ 

 

  d) ユーザ定義 AAL： 

-ユーザ定義 AAL情報(4オクテット) 

 

 注）順方向最大 CPCS-SDU サイズおよび逆方向最大 CPCS-SDU サイズは、ATM アダプテーションレイ
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ヤパラメータ情報要素中に、両方存在するかもしくは両方欠如しているかのどちらかでなければな

らない。片方向 ATM バーチャルコネクションでは、逆方向最大 CPCS-SDU サイズは０にセットさ

れなければならない。 

 

 着信側が、「呼設定」(SETUP）メッセージ中の ATM アダプテーションレイヤパラメータ情報要素を受

信し、それが、順方向または逆方向最大 CPCS-SDUサイズのどちらかのみを含んでいた場合、着信側は、

理由表示#100“情報要素の内容が無効”で、呼を解放しなければならない。 

 

Ｆ．３ 最大 CPCS-SDUサイズ交渉 
 着ユーザが、「呼設定」(SETUP）メッセージ中の ATM アダプテーションレイヤパラメータ情報要素を

受信し、AAL タイプが、AAL3/4 または AAL5 の場合、「応答」(CONN）メッセージ中に ATM アダプテ

ーションレイヤパラメータ情報要素を含ませなければならない。ATM アダプテーションレイヤパラメー

タ情報要素は、着信ユーザが受信可能な最大の CPCS-SDU の大きさを示す順方向最大 CPCS-SDU サイズ

および、着信ユーザが送信するであろう最大の CPCS-SDU の大きさを示す逆方向最大 CPCS-SDU サイズ

を含まなければならない。「応答」(CONN）メッセージ中に示される順方向および逆方向最大 CPCS-SDU

サイズの値は、発ユーザにより「呼設定」(SETUP）メッセージ中に示された値より大きくなってはなら

ない。ATMアダプテーションレイヤパラメータ情報要素は、発ユーザに伝達される。 

 

 注）片方向 ATM バーチャルコネクションでは、逆方向最大 CPCS-SDU サイズは０にセットされなけれ

ばならない。 

 

 着ユーザが、「応答」(CONN）メッセージ中に CPCS-SDU サイズを含ませなかった場合、発ユーザは、

「呼設定」(SETUP）メッセージ中に示した順方向および逆方向最大 CPCS-SDU サイズの値が、着ユーザ

により受け入れられたものとする。 

 

 発側が、「応答」(CONN）メッセージ中に示された順方向および逆方向最大 CPCS-SDU サイズの値を

用いることができない場合（すなわち、着信側により交渉された値が小さすぎる場合）、呼は理由表示

#93“AALパラメータ提供不可”で、呼を解放しなければならない。 

 

 発側端末が、以下の様な内容の ATM アダプテーションレイヤパラメータ情報要素を含む「応答」

(CONN）メッセージを受信した場合、発側端末は、理由表示#100“情報要素内容無効”で、呼を解放しな

ければならない。 

  a) 順方向および逆方向最大 CPCS-SDUサイズおよび／または MID範囲以外のオクテットを含む 

  b) 「呼設定」(SETUP）メッセージ中に示された値よりも大きな最大 CPCS-SDUサイズを含む 

  c) 順方向または逆方向最大 CPCS-SDUサイズが欠如している。 

 

Ｆ．４ MID範囲交渉 
 着ユーザが、「呼設定」(SETUP）メッセージ中の ATM アダプテーションレイヤパラメータ情報要素を

受信し、AAL タイプが AAL3/4 の場合、着ユーザは MID 範囲値をチェックしなければならない。着ユー

ザが表示された MID 範囲をサポートできないが、より小さい範囲ならサポートできるという場合、着ユ

ーザは「応答」(CONN）メッセージ中にサポート可能な MID範囲を含む ATMアダプテーションレイヤパ

ラメータ情報要素を含める。 

 発ユーザは、「応答」(CONN）メッセージ中の MID 範囲を受け入れるか、もしくは理由表示#93“AAL
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パラメータ提供不可”で、呼を解放する。 

 

 着ユーザが、「応答」(CONN）メッセージ中に MID 範囲を含ませなかった場合、発ユーザは、「呼設

定」(SETUP）メッセージ中に示した MID範囲の値が、着ユーザにより受け入れられたものとする。 

 発側端末が、以下の様な内容の ATM アダプテーションレイヤパラメータ情報要素を含む「応答」

(CONN）メッセージを受信した場合、発側端末は、理由表示#100“情報要素の内容が無効”で、呼を解放

しなければならない。 

  a) 順方向および逆方向最大 CPCS-SDUサイズおよび／または MID範囲以外のオクテットを含む 

  b) 「呼設定」(SETUP）メッセージ中に示された値よりも大きな MID範囲を含む 

 

Ｆ．５ ユーザプレーンの AALエンティティにおける順方向および逆方向最大 CPCS- 
    SDUサイズの使用法 
 AAL パラメータ交渉の結果得られた順方向および逆方向最大 CPCS-SDU サイズの値は、ユーザプレー

ンの AAL エンティティにおいて用いられる。発ユーザ装置の AAL エンティティは、順方向最大 CPCS-

SDU サイズパラメータで示された値よりも大きなサイズの CPCS-SDU は送信してはならない。また、逆

方向最大 CPCS-SDUサイズパラメータで示された値に基づいて、内部リソースを割り付けてもよい。同様

に、着ユーザ装置の AAL エンティティは、逆方向最大 CPCS-SDU サイズパラメータで示された値よりも

大きなサイズの CPCS-SDU は送信してはならない。また、順方向最大 CPCS-SDU サイズパラメータで示

された値に基づいて、内部リソースを割り付けてもよい。 
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付属資料Ｈ：対称な呼の運用に関する拡張 
                                       （TTC標準 JT-Q2931に対する） 

 

 ポイント・ポイントアクセス構成での対称な呼の運用のサポートのためには、以下に示す付加的なオプ

ション手順が必要である。 

 

1. 呼設定情報を受信した場合には、「呼設定受付」（CALL PROC）、「呼出」（ALERT）、あるいは、 

 「応答」（CONN）メッセージのうち適切なものを、インタフェースを介して送信する。 

 

2. 「呼設定」（SETUP）メッセージを受信した場合には、その装置は「着呼」状態へ遷移する。「呼 

 設定」（SETUP）メッセージに対する正当な応答は、「呼設定受付」（CALL PROC）、「呼出」 

 （ALERT）、「応答」（CONN）、あるいは、「解放完了」（REL COMP）メッセージである。 

 

3. 発信側インタフェースにおいて、 

 ・ユーザが「呼出」（ALERT）メッセージを受信した場合、ユーザは内部的に呼出表示を生成してもよ

く、さらに、タイマ T303 あるいはタイマ T310（起動中ならば）を停止して、「呼出通知」状態へ遷

移しなければならない。 

 ・「応答」（CONN）メッセージを受信した場合、発信ユーザは、5.1.7 節の手順に加えて、タイマ

T303あるいは T310（起動中ならば）を停止しなければならない。 

 

4. ユーザ終端点は、網側タイマ T301と、そのタイマ満了時動作に対応する網側手順とをインプリメント 

 する。 
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付属資料Ｉ：ＯＡＭトラヒック記述子の扱い 
                                      （TTC標準 JT-Q2931に対する） 

 

 保守運用(OAM)情報フローの使用法、特に、故障管理と性能監視のためのエンド・エンド F5 OAMにつ

いては、TTC標準 JT-I610に定義されている。 

 

Ｉ．１ OAMトラヒック記述子情報要素の使用方法 
 OAM トラヒック記述子情報要素は、ユーザフローとエンド・エンド F5 OAM フローの合計に対する率

としてのエンド・エンド OAM フローの仕様を提供するために、発信ユーザによって「呼設定」

（SETUP）メッセージに設定される。 

 4.5.24 節で定義される OAM トラヒック記述子情報要素は、オプションとして、発信側ユーザによって

「呼設定」（SETUP）メッセージに設定されうる。しかし、設定されないことが、OAM フローがこの呼に

おいて使用されないことを示すわけではない。（3.1.7節参照）この情報要素のサポートは、網依存である。 

 網あるいはユーザがこの情報要素をサポートしていない場合には、5.6 節に定義された手順に従って、

認識されない情報要素として扱われなければならない。 

 

Ｉ．２ 「呼設定」（SETUP）メッセージ内の OAMトラヒック記述子情報要素の扱い 
 サポートしている場合には、最低限、網はこの情報要素を転送し、着信ユーザへ届けられる「呼設定」

（SETUP）メッセージに含めなければならない。一旦、呼とコネクションが設定されて「応答」

（CONN）メッセージが発信ユーザに受信されると、発信ユーザと着信ユーザは、TTC 標準 JT-I610 に定

義されている手順に従った F5 OAM情報フローの使用について交渉する。 

 ATM トラヒックシェーピングの使用は網オプションであり、ATM トラヒックシェーピングが適用され

ない場合には、網は、OAM トラヒック記述子情報要素のシェーピング表示サブフィールドを相手ユーザ

に対して透過的に転送する。 

 ATM トラヒックシェーピングが適用される網は、シェーピング表示サブフィールドを解釈しなければ

ならない。 

 ATMトラヒックシェーピングが適用されるが、ATMユーザ情報とエンド・エンド F5 OAMフローとの

全体のシェーピングを避けたいというユーザの要求をサポートできない網は、呼を解放し、理由表示＃６

３“その他のサービス又はオプションの利用不可クラス”を返送する。 

 ユーザが分離型シェーピングを要求した場合には、網は、特定のピークエミッションインターバル（あ

るいは、ピークセルレート）に基づいて、ユーザデータ情報フローだけをシェーピングし、OAM 情報フ

ローはシェーピング機能をバイパスさせてもよい。この結果、網は、OAM セルストリームによって影響

を受けるトラヒックを収容できる。網オプションとして、網が適切なユーザパラメータ制御機能（UPC）

を用いて、トラヒックシェーピングを機能した場合、ユーザによって OAM トラヒック記述子情報要素の

シェーピング表示フィールド内で指定された要求に従い、ユーザデータと OAM F5とを同時にあるいは分

離してシェーピングしてよい。 

 ATMトラヒック記述子情報要素が OAMトラヒック記述子情報要素と関連してサポートされる場合には、

呼受付制御（CAC）、ユーザあるいは網パラメータ制御（UPC および NPC）、およびトラヒックシェー

ピングのために、TTC標準 JT-I371に従って処理されなければならない。 

 

Ｉ．３ 相手側のユーザ・網インタフェースにおける手順 
 着信ユーザが OAM トラヒック記述子情報要素および明記された OAM トラヒック記述子をサポートす

る場合、着信ユーザは対応する OAM トラヒック記述子情報要素を網へ返送する「応答」（CONN）メッ
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セージに含めなければならない。網は、エンド・エンド F5 OAMフローの可能性を確認するために、この

OAM トラヒック記述子情報要素を透過的に転送し、「応答」（CONN）メッセージに含めて発信ユーザ

へ渡す。 

 「呼設定」（SETUP）メッセージのコンプライアンス表示が“エンド・エンド OAM F5フローの使用は

必須である”に設定されており、かつ、それに対応する「応答」（CONN）メッセージに着信ユーザが

OAM トラヒック記述子情報要素を設定していない場合には、相手側の交換機は呼の解放を起動し、発信

ユーザおよび着信ユーザに対して理由表示＃６３“その他のサービス又はオプションの利用不可クラス”

を返送しなければならない。「呼設定」（SETUP）メッセージのコンプライアンス表示が“エンド・エン

ド OAM F5フローの使用はオプションである”に設定されていた場合には、呼設定完了が処理されなけれ

ばならず、また、発信ユーザは、受信した「応答」（CONN）メッセージに OAM トラヒック記述子が設

定されていないことを、エンド・エンド F5 OAMフローが不可であると解釈しなければならない。 

 

（注）非 B-ISDN とインタワーキングする場合、インタワーク機能は OAM トラヒック記述子情報要素を

廃棄して呼設定を継続してもよい。それゆえ、発信ユーザは「呼設定」（SETUP）メッセージのコ

ンプライアンス表示が“エンド・エンド OAMF5 フローの使用は必須である”に設定されていた場

合においても、受信した「応答」（CONN）メッセージに OAM トラヒック記述子情報要素が設定

されていないことをエンド・エンド OAMF5フローが使用不可であると解釈しなければならない。 
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付属資料Ｊ：定義、略語、及び参照 
（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２９３１に対する） 

 

定義 

 

項目 参照 定義 

   

アクセス 3 ユーザが接続する網の点における装置の集合。これはユーザの装置と

ユーザが接続する網内の装置、すなわち、交換装置、網装置、端末装

置を含む。 

   

アクセス情報 5.6.8.2 アクセス情報要素中に含まれる情報。これらの情報は網内を処理され

ることなく透過的に転送される。これらはエンド・エンドでのみ意味

を持つ。 

   

アクセス情報要素 4.5 以下の情報要素のための包括的な用語： 

狭帯域低位レイヤ整合性、狭帯域高位レイヤ整合性、広帯域低位レイ

ヤ情報、広帯域高位レイヤ情報、ＡＡＬパラメータ、発サブアドレ

ス、着サブアドレス。 

他の勧告／標準も追加の情報要素をアクセス情報要素として定義して

もよい。 

   

呼出 2.1.1.5 例えば、電話の呼出し音のように、当該端末において呼が応答待ちで

あることをユーザに知らしめようとする動作。 

   

応答 

（呼への） 

 

2.1.1.7 例えば、電話の呼出し音が鳴っているときにハンドセットをフックか

ら持ち上げるように、呼出中の呼を受け入れるときのユーザの応答。 

非同期転送 

モード（ＡＴＭ） 

 情報をセル化する転送モード。これは、個々のユーザからの情報を含

んだセルの繰り返しが周期的である必要がないという意味で非同期で

ある。これは、ＯＳＩレイヤ１内のプロトコルである。ＡＴＭセルは

５オクテットのヘッダに続く４８オクテットのデータから構成され

る。ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３６１参照。 

   

ＡＴＭアダプテー

ションレイヤ 

4.5.5 ＡＡＬは上位のレイヤによって要求される機能をサポートするために

ＡＴＭレイヤによって提供されるサービスを強化する。これは、ＯＳ

Ｉレイヤ２のプロトコルである。ＡＡＬは上位のレイヤの要求によっ

て異なる。ＪＴ－Ｑ２９３１はシグナリングＡＡＬと呼ばれるＡＡＬ

を使用する。 

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３６２、ＪＴ－Ｉ３６３、ＪＴ－Ｑ２１００参

照。 
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ＡＴＭセルヘッダ 4.5.16 例えば、セルのルーチング、種類分けや保守といった機能に必要なＶ

ＰＩ、ＶＣＩおよびその他の情報を含む。網のどの部分で用いられる

かによって異なったフォーマットを持つ。 

   

逆方向 4.5.5, 

4.5.6, 

4.5.18 

逆方向は着信ユーザから発信ユーザの方向として定義される。 

   

基本呼／コネクシ

ョン制御 

 基本呼および関連するコネクションを処理するために用いられる機能

の集まり（例えば、サービスフィーチャの提供、コネクションの設

定、監視、保守、及び解放）。基本呼は付加サービスを動作させない

二つのパーティの間の単純な呼である。 

   

広帯域コネクショ

ンオリエンテッド

ベアラサービス 

4.5.8 デジタル情報を転送する前にユーザ間で論理的なコネクションを設定

するベアラサービス。一般的に、情報の転送はリアルタイムに、連続

して両方向に行われる。本サービスは発信側から着信側へ情報を変化

せずに転送しようとする。例えば、中継遅延、各々の方向のビットレ

ートおよび固定または可変ビットレートといったパラメータはユーザ

によって指定できる。ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｆ８１１参照。 

   

広帯域 

ＩＳＤＮ 

 

 ２Mbit/s 以上のレートを提供可能な転送チャネルを提供するＩＳＤ

Ｎ。転送モードとしてＡＴＭを使用する。ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３１１

参照。 

   

着信ユーザ 3.1.3 呼を生成されるユーザである。B-Partyとも呼ばれる。 

   

発信ユーザ 3.1.3 呼を開始するユーザである。A-Partyとも呼ばれる。 

   

回線交換モード 4.5.x 伝送エンドポイント間で固定帯域の割り当てにより達成する情報転送

モード。エンドポイント間に設定するケーブルのようにふるまう。パ

ケットモードと比較される。 

   

クリッピング 4.5.8 転送される情報の何分の一かが失われたという障害。呼が応答され、

関連するコネクションがスイッチスルーされる前に起きる。 

   

コネクション  交換および他の機能単位がテレコミュニケーション（電気通信）にお

ける２点、あるいは複数地点間の情報転送の手段を提供するために設

定する伝送チャネルまたは回線の集まり。 

   

コネクション受付

制御 

 要求されたユーセージパラメータおよび既に設定したコネクションを

基に、コネクション要求の受け入れ可否を決定するために使用する網

ノードの制御部内の手順。 
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コネクションオリ

エンテッド 

4.5.8 情報転送以前にエンドユーザ間でコネクションを設定する情報転送モ

ード。コネクションレスと比較される。 

   

コネクションレス 4.5.8 データのブロックが個々にアドレスされ、かつそれらの宛先へ転送さ

れる情報転送モード。コネクションオリエンテッドと比較される。 

   

クロスコネスト 5.1.2 制御プレーンの機能ではなく管理プレーンの機能により直接リンクを

接続する網要素。ＶＰクロスコネストはＶＰリンクを接続し、ＶＰＩ

（ＶＣＩではない）値を書き換える。ＶＣクロスコネストはＶＣリン

クを接続し、ＶＰＣを終端させ、ＶＣＩを書き換える。ITU-T 勧告

I.311参照。 

   

データリンクコネ

クション 

5.2 データリンク層（ＯＳＩレイヤ２）により提供されるエラーのないコ

ネクション。この目的は、ユーザと網の接続であり、シグナリングＡ

ＡＬによって提供される。 

   

二重補捉 5.2.3 ユーザおよび網の両方が異なるコネクション用途に、同時に同じ仮想

チャネルを補捉しようとする状態。 

   

一括手順 5.1.1 １つのメッセージで全てのアドレスディジットを送信するシグナリン

グ方法。一括送信では、ユーザはメッセージの送信を開始するために

最後のディジットを知っていなければならない。分割手順と比較され

る。 

   

エンド・エンド 2.1.1.12 端末および網間通信、または網ノード間通信とは対照的な端末間通信

である。 

   

フィールド 4.1 情報を表わす情報要素内の隣接するビット区画。 

   

順方向 4.5.5, 

4.5.6, 

4.5.18 

発信ユーザから着信ユーザへの方向を順方向と定義する。 

   

無視 5.6.1 その情報を受信していなかったかのように扱う。 

   

情報要素 3 メッセージの構成要素が情報要素である。特に情報要素種別は１つの

メッセージ種別に複数を含み得る。情報要素は１ないしはそれ以上の

オクテットグループで構成される。 

 

サービス統合ディ

ジタル網 

（ISDN） 

 ディジタル接続を用いた異なるテレコミュニケーション（電気通信）

サービスのレンジを提供する網。 
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ポイント・マルチ

ポイント構成（Ｕ

ＮＩにおける） 

5.3 ユーザ・網インタフェースにおいて、２つ以上の端末装置が１つのネ

ットワーク終端によってサポートされている通信形態。 

   

プロトコルデータ

ユニット 

 １つのレイヤにより同位レイヤに転送されるデータユニット。即ち、

低位のレイヤの境界を越えるデータユニット。 

   

初期設定 3.3.1 対象のバーチャルチャネルを「空」状態に戻すこと。５．５節参照。 

   

半固定コネクショ

ン 

5.1.2.3 契約に基づき設定及び解放されるコネクション。ユーザ装置によって

設定、再設定、解放することはできない。 

   

サービスアクセス

ポイント 

 １つのＯＳＩレイヤが次の高位レイヤにサービスを提供する点。 

   

サービスデータユ

ニット 

4.5.8 サービスアクセスポイントを超えて１つのレイヤにより転送されるデ

ータユニット。即ち、高位のレイヤの境界を超えるデータユニット。 

   

シグナリング用Ａ

ＡＬ 

5.1 シグナリングのために用いられるＡＡＬ。ＪＴ－Ｑ２９３１から１つ

低位のレイヤ。ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２１００参照。 

   

シグナリングチャ

ネル 

5 ＪＴ－Ｑ２９３１メッセージの転送のために用いられる双方向チャネ

ル。 

   

シグナリングバー

チャルチャネル 

 ＪＴ－Ｑ２９３１メッセージの転送のために用いられるバーチャルチ

ャネル。 

   

テレサービス 4.6.3 サービス提供者及び／又はＲＰＯＡ（認められた私企業）間の協定に

よって設定されたプロトコルに従うユーザ間通信のための、端末装置

機能を含む完全な能力を提供するテレコミュニケーションサービスの

タイプ。 

   

端末装置  ユーザ・網インタフェースのユーザ側にある機能群。 

 

着信アクセス 3 着信ユーザによって用いられるアクセス。 

   

ユーザ・網インタ

フェースバーチャ

ルチャネル 

（ＶＣ） 

 網とユーザ端末装置間にある、それらが共有し通信を行う境界。 

インタフェースを超えるディジタルデータ転送のための、ＡＴＭレイ

ヤによって提供されるファシリティ。転送は双方向であり、リアルタ

イムに近く、シーケンスが守られる。データはＡＴＭセル内で送信さ

れる。セルヘッダに含まれるＶＣＩは、ＶＣのデータに対応する。Ｖ

ＣＩはインタフェースにおいて一義的に定まる。ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．
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３１１参照。 

   

バーチャルパス

（ＶＰ） 

 １つまたはそれ以上のＶＣのグループ。ＡＴＭセルヘッダに含まれる

ＶＰＩは、そのＶＰとなるＶＣのグループに対応する。ＶＰＩはイン

タフェースにおいて一義的に定まる。ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３１１参

照。 

   

バーチャルパスコ

ネクション（ＶＰ

Ｃ） 

 ＶＣＩ値が割り当てられた点と、それらの値が転送又は取り除かれた

点の間に張り渡されたＶＰリンクの連結。２つの連結したＶＰリンク

のＶＰＩ値は異なってもよい。ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３１１参照。 

   

分割 5.1.1 全ｱﾄﾞﾚｽﾃﾞｨｼﾞｯﾄが１つのﾒｯｾｰｼﾞ内で送られない場合のｼｸﾞﾅﾘﾝｸﾞの方

法。典型的には、１つ１つのﾃﾞｨｼﾞｯﾄに対して１つの ﾒｯｾｰｼﾞを用い

る。網は、全ﾃﾞｨｼﾞｯﾄを受信する前にﾙｰﾃｨﾝｸﾞを始めうる。網は、十分

なﾃﾞｨｼﾞｯﾄを受信した場合はﾙｰﾃｨﾝｸﾞを決定しうる。一括手順と比較さ

れる。 

   

ピークセルレート 4.5.6 ＡＴＭ－ＰＤＵを送信するための２つの要求の間の最小時間の逆数。

ＡＴＭ－ＰＤＵはセルの送信の結果発生する。 

   

同位エンティティ 3.1.14 異なったシステムで同じＯＳＩレイヤで通信するエンティティ。エン

ティティは下位ＯＳＩレイヤを用い通信する。ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２

００参照。 

   

固定データリンク

コネクション 

5.2 契約に基づき設定および解放されるデータリンクコネクション。ユー

ザ装置によって設定、再設定あるいは解放を行なうことはできない。 

   

インタフェース  通信を行なう２つのエンティティ間の共有する境界。 

   

インタワーク 2.2 発信ｼｸﾞﾅﾘﾝｸﾞｼｽﾃﾑから異なる着信ｼｸﾞﾅﾘﾝｸﾞｼｽﾃﾑまでの送信ｼｸﾞﾅﾙの作

用。送信ｼｸﾞﾅﾙの意味は、発信元の意味にできるだけ近いものとす

る。 

   

レイヤ２ 5.2 ＯＳＩデータリンクレイヤ。本標準においては、ＳＡＡＬを参照する。 

   

レイヤ３ 5.1 ＯＳＩ網レイヤ。本標準においては、ＪＴ－Ｑ２９３１を参照する。 

   

レイヤマネジメン

ト 

5.6.12 レイヤの（Ｎ）プロトコル（起動やエラー制御のようなアクティビテ

ィ）に応じた（Ｎ）レイヤ自身で部分的に実行され、またシステム－

マネジメントの１部として部分的に実行される（Ｎ）レイヤのマネジ

メントに関連する機能。ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２００参照。 

   

メッセージ 3 発信ｴﾝﾃｨﾃｨから１つあるいはそれ以上の着信ｴﾝﾃｨﾃｨへ送信される情報
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のﾌﾞﾛｯｸ。発信ｴﾝﾃｨﾃｨで起きたｲﾍﾞﾝﾄの結果として送信され、着信ｴﾝﾃｨ

ﾃｨの動作を要求する。さらにｲﾍﾞﾝﾄの通知に加えて、ｲﾍﾞﾝﾄに反応する

着信ｴﾝﾃｨﾃｨに対して、必須あるいは補助の付加情報を含みうる。ﾒｯｾｰ

ｼﾞは、情報要素によって構成されている。理想的には、ﾒｯｾｰｼﾞは遅延

を伴わないが、実際には、遅延を伴う。遅延は、ﾒｯｾｰｼﾞを加工する装

置の制限のみによるものであり、できるだけ短縮されている。 

   

メタ－シグナリン

グ 

5 存在していないところにｼｸﾞﾅﾘﾝｸﾞ関連を設定するために用いられるｼ

ｸﾞﾅﾘﾝｸﾞの形。本標準での目的でのｼｸﾞﾅﾘﾝｸﾞ関連とは、ｼｸﾞﾅﾘﾝｸﾞﾊﾞｰﾁｬ

ﾙﾁｬﾈﾙである。ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２１２０参照。  

   

狭帯域ＩＳＤＮ  広帯域ＩＳＤＮの先代のＩＳＤＮ。広帯域ＩＳＤＮと区別するため、

狭帯域ＩＳＤＮと呼ぶ。 

   

網コネクション 5.6.10 網内の完全なコネクションの一部。 

   

網終端（装置）  ユーザ－網インタフェースの網側の機能群。加入者線交換機と一緒に

配置する必要はない。 

   

オクテット 4 ８ビットで構成される１バイト。４章参照。 

   

オクテットグルー

プ 

発信アクセス 

4.5.1 

 

3 

情報要素の構成要素。４．５．１節参照。 

 

発信者によって用いられるアクセス。 

 

 



ＪＴ－Ｑ２９３１ － 280 －  

略語 

 

AAL(ATM Adaptation Layer) AAL(ATMアダプテーションレイヤ) 

AFI(Authority and Format Identifier) AFI 

ATM(Asynchronous Transfer Mode) ATM(非同期転送モード） 

BC(Bearer Capability) 伝達能力 

BCD(Binary Coded Decimal) BCD 

BCOB(Broadband Connection Oriented Bearer class) BCOB（広帯域コネクションオリエンテッドベアラ 

 クラス） 

B-BC(Broadband Bearer Capability) 広帯域伝達能力 

B-HLI(Broadband High Layer Information) 広帯域高位レイヤ情報 

B-ISDN(Broadband ISDN) 広帯域 ISDN 

B-LLI(Broadband Low Layer Information) 広帯域低位レイヤ情報 

CBR(Constant Bit Rate) 固定ビットレート 

CLP(Cell Loss Priority) セル損失優先順位 

CN(Customer Network) カスタマ網 

CPCS-SDU(Common Part Convergence  

     Sublayer (of AAL)-Service Data Unit) (JT-Q2130参照) 

DCE(Data Circuit teminating Equipment) DCE(データ回線終端装置) 

DSP(Domain Specific Part) DSP  

DTE(Data Terminal Equipment) データ終端装置 

ET(Exchange Termination) ET 

HLC(High Layer Compatibility) 高位レイヤ整合性 

HLI(High Layer Information) 高位レイヤ情報 

IDI(Initial Domain Identifier) IDI 

IE(Information Element) 情報要素 

IEC(International Electrotechnical Commission) IEC(国際電気標準会議) 

ISDN(Integrated Services Digital Network) ISDN(サービス総合ディジタル網） 

ISO(International Standardisation Organisation) ISO(国際標準化機構) 

IWF(Inter Working Function) インタワーク 

LLC(Low Layer Compatibility) 低位レイヤ整合性 

LLI(Low Layer Information) 低位レイヤ情報 

NPC(Network Parameter Control) NPC 

N-BC(Narrowband Bearer Capability) 狭帯域伝達能力 

N-HLC(Narrowband High Layer Compatibility) 狭帯域高位レイヤ整合性 

N-ISDN(Narrowband ISDN) 狭帯域 ISDN 

N-LLC(Narrowband Low Layer Compatibility) 狭帯域低位レイヤ整合性 

MID(Multiplexing Identifier) MID(多重識別子) 

NSAP(Network Service Access Point) NSAP(ネットワークサービスアクセスポイント） 

OAM(Operations, Administration and Maintenance) OAM 

PDU(Protocol Data Unit) PDU(プロトコルデータユニット） 

QOS(Quality of Service) QOS(サービス品質) 

SAAL(Signalling AAL) シグナリング用 AAL 
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SAP(Service Access Point) SAP(サービスアクセスポイント) 

SDT(Structured Data Transfer) 構造化データ転送 

SPC(Semi-Permanent Connection) SPC(半固定接続) 

SSCOP(Service Specific Connection  

         Oriented Protocol(of AAL)) (JT-Q2110参照) 

SSCS(Service Specific Convergence Sublayer(of AAL)) (JT-Q2130参照) 

SVC(Signalling Virtual Channel) シグナリングバーチャルチャネル 

TE(Terminal Equipment) TE(終端装置) 

UNI(Usage-Network-Interface) ユーザ・網インタフェース 

UPC(Usage Parameter Control) UPC 

VBR(Variable Bit Rate) VBR(可変ビットレート) 

VC(Virtual Channel) VC(バーチャルチャネル) 

VCC(Virtual Channel Connection) VCC(バーチャルチャネルコネクション） 

VCI(Virtual Channel Identifier) VCI(バーチャルチャネル識別子) 

VP(Virtual Path) VP(バーチャルパス) 

VPCI(Virtual Path Connection Identifier) VPCI(バーチャルパスコネクション識別子) 

VPI(Virtual Path Identifier) VPI(バーチャルパス識別子) 
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参照する勧告および標準 

 

[1] ITU-T勧告 E.164 Numbering plan for ISDN era 

[2] TTC標準 JT-F811 広帯域コネクションオリエンテッドベアラサービス 

[3] ITU-T勧告 G.711/TTC 標準 JT-G711 
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[16] TTC標準 JT-I362 広帯域 ISDN ATMアダプテーションレイヤ(AAL)機能記述 
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[31] TTC標準 JT-Q921 ＩＳＤＮユーザ・網インタフェースレイヤ２仕様 

[32] TTC標準 JT-Q922 ＩＳＤＮフレームモードベアラサービスレイヤ２仕様 
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[37] ITU-T勧告 Q.2650 B-ISDN Interworking between signalling system No.7 

 B-ISDN user part (B-ISUP) and digital subscriber signalling system 

 No.2 (DSS2) 

[38] TTC標準 JT-Q2100 広帯域ＩＳＤＮシグナリング用ＡＴＭアダプテーションレイヤ 
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[57] ITU-T勧告 Q.2764 B-ISDN user part of Signalling System No.7-Signalling procedures 

[58] TTC標準 JT-Q850(1992) ディジタル加入者線信号方式 No.1（ＤＳＳ１）および No.7信号 

 方式ＩＳＤＮユーザ部（ＩＳＵＰ）における理由表示の使用法お 

 よび生成源 



 － 285 － ＪＴ－Ｑ２９３１ 

付属資料Ｋ：エンド・エンド中継遅延情報要素の取り扱い 
（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２９３１に対する） 

 

Ｋ．１ 概 要 
 本付属資料は、エンド・エンド中継遅延情報要素の使用法を記述する。 

 

 この付属資料で記述されるエンド・エンド中継遅延情報要素とその手順のサポートは、網に対し必須で

あり、ユーザに対しオプションである。 

 

 エンド・エンド中継遅延情報要素の目的は、呼に許容される最大エンド・エンド中継遅延を示すことお

よびバーチャルチャネルコネクションで予期される累計中継遅延を示すことである。 

 

 発信ユーザは、与えられた呼のエンド・エンド中継遅延要求を指定するために、最大エンド・エンド中

継遅延値、または、許容できるいかなるエンド・エンド中継遅延を示してもよい。 

 

 発信端末装置から網境界までのユーザデータの伝送で予期される累計中継遅延は発信ユーザにより示さ

れてもよい。 

 

 （注）網内でのこの情報の取り扱いは、Ｂ－ＩＳＵＰ勧告に記述されている。これらの勧告によれば累

計中継遅延値は、その呼で予期されるエンド・エンド中継遅延を決定するため、その呼の経路に

沿って順次更新される。最大エンド・エンド中継遅延要求を満たさない場合、Ｂ－ＩＳＵＰは、

その呼を解放する。 

 

 発信ユーザが「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージ内にエンド・エンド中継遅延情報要素を含めた場合、

網は着信ユーザに送られる「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージ内にエンド・エンド中継遅延情報要素を

含めなければならない。 

 

 網から受信される累計中継遅延値を着信ユーザが更新することを推奨する。 

 

 （注）網境界および着信端末装置間の伝送路上で比較的大きな付加遅延が発生した場合、特に重要であ

る（例えば、サテライトリンク）。 

 

 最大エンド・エンド中継遅延値が指定されていて、累計中継遅延値が、指定されている最大エンド・エ

ンド中継遅延値を越えた場合、着信ユーザは適切な動作（例えば、呼拒否）を取る。 

 

 着信ユーザが、呼を受け付けた場合、着信ユーザは、その呼の最終の累計中継遅延値を指定するために、

「応答」（ＣＯＮＮ）メッセージ内にエンド・エンド中継遅延情報要素を含めてもよい。 

 

 （注）Ｂ－ＩＳＵＰの勧告によれば、網が受信した「応答」（ＣＯＮＮ）メッセージ内の累計中継遅延

値は、網から発信ユーザへ、そのまま引き渡される。 

 

 エンド・エンド中継遅延情報要素の取り扱いに関するより詳細な情報は、以下に示す。 
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Ｋ．２ 発側ＵＮＩに於ける「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージ内のエンド・エンド中継遅

延情報要素の取り扱い 
 エンド・エンド中継遅延情報要素を「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージ内に含めるのは発信ユーザの

オプションである。 

 

 発信ユーザが、「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージ内のエンド・エンド中継遅延情報要素を含める場

合、累計中継遅延サブフィールドおよび最大エンド・エンド中継遅延サブフィールドの両方とも存在しな

ければならない。いかなるエンド・エンド中継遅延が許容できるならば、ユーザは最大エンド・エンド中

継遅サブフィールドとしていかなるエンド・エンド中継遅延値も許容できる；として累計エンド・エンド

中継遅延値が着信ユーザへ送信されることを設定してもよい。 

 

 網は、最大エンド・エンド中継遅延サブフィールドのみ、または、累計中継遅延サブフィールドのみを

含むエンド・エンド中継遅延情報要素を受信した場合、エンド・エンド中継遅延情報要素を内容エラーを

含む非必須情報要素として取り扱わなければならない。 

 

Ｋ．３ 着側ＵＮＩに於ける「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージ内のエンド・エンド中継遅 
    延情報要素の取り扱い 
 発信ユーザが、「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージ内のエンド・エンド中継遅延情報要素を含めた場

合、網はエンド・エンド中継遅延情報要素を含めなければならない。累計中継遅延サブフィールド及び最

大エンド・エンド中継遅延サブフィールドの両方とも存在しなければならない。 

 

Ｋ．４ 着信ユーザによるエンド・エンド中継遅延情報要素の取り扱い 
 網から受信した累計中継遅延値は着信ユーザによって更新することが推奨される。発信ユーザによって

指定される累計中継遅延値が最大エンド・エンド中継遅延値を越えた場合、着信ユーザは理由表示＃４９

“ＱＯＳ利用不可”を用いてその呼を拒否することを推奨する。 

 

Ｋ．５ 着側ＵＮＩに於ける「応答」（ＣＯＮＮ）メッセージ内のエンド・エンド中継遅延情 
    報要素の取り扱い 
 着信ユーザに送られる「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージにエンド・エンド中継遅延情報要素が含ま

れている場合、着信ユーザは、その呼の最終の累計中継遅延値を指定するために、「応答」（ＣＯＮＮ）

メッセージ内にエンド・エンド中継遅延情報要素を含めてもよい。最大エンド・エンド中継遅延サブフィ

ールドを含めてはならない。網は、最大エンド・エンド中継遅延サブフィールドを含む「応答」（ＣＯＮ

Ｎ）メッセージ内のエンド・エンド中継遅延情報要素を受信した場合、このフィールドを廃棄しなければ

ならない。 

 網は、与えられた累計中継遅延値が正しいかどうかを検査しない。 

 

Ｋ．６ 発側ＵＮＩに於ける「応答」（ＣＯＮＮ）メッセージ内のエンド・エンド中継遅延情 
    報要素の取り扱い 
 着信ユーザが「応答」（ＣＯＮＮ）メッセージ内のエンド・エンド中継遅延情報要素を含めた場合、網

は、発信ユーザに送信する「応答」（ＣＯＮＮ）メッセージ内に、エンド・エンド中継遅延情報要素を含

めなければならない。最大エンド・エンド中継遅延サブフィールドは含めてはならない。 
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付属資料Ｌ：メッセージ構造と情報要素フォーマット例 
（ＴＴＣ標準  ＪＴ－Ｑ２９３１に対する） 

 

Ｌ．１ 概 説 
 この付属資料は、ＪＴ－Ｑ２９３１情報要素構造とＪＴ－Ｑ２９３１メッセージ構造の例を示す。 

 

Ｌ．２ サブフィールド識別子を使用する情報要素の構造 
 サブフィールド識別子を使用するＪＴ－Ｑ２９３１の情報要素の構造例を付図Ｌ－１／ＪＴ－Ｑ２９３

１に示す。 

 

                              ビット 

       ８   ７     ６    ５     ４     ３     ２     １ 

                          情報要素識別子 

 

 

 

 

 

                          情報要素内容長 

 

 

                        サブフィールド識別子 

 

 

                        サブフィールド内容 

 

 

 

 

                        サブフィールド識別子 

 

 

                    サブフィールド内容 

 

 

 

 

  付図 L-1/JT-Q2931  サブフィールド識別子を使用するＪＴ－Ｑ２９３１の情報要素の構造例 

  （ITU-T Q.2931) 

 

 注：サブフィールド識別子を使用する構造を取る情報要素がある。 

   （例、ＡＴＭトラヒック記述子） 

  １   コーディング   情報要素動作指示フィールド 

 拡張  標  準    フラグ 予約済 情報要素動作内容 

オクテット 

１ 

２ 

３ 

４ 

５（注） 

５．１ 

５．２ 

Ｘ 

Ｘ．１ 

Ｘ．２ 
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Ｌ．３  情報要素の順番 
 情報要素の順番を明確にするＪＴ－Ｑ２９３１のメッセージの構造例を付図Ｌ－２／ＪＴ－Ｑ２９３１

に示す。 

                              ビット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  付図 L-2/JT-Q2931  情報要素の順番を明確にするＪＴ－Ｑ２９３１のメッセージの構造例 

    （ITU-T Q.2931) 

 

情報要素は、広帯域繰り返し識別

子情報要素を使用して繰り返す。 

情報要素が、広帯域繰り返し識別

子情報要素を使用せずに繰り返さ

れた場合、繰り返す情報要素の優

先度は情報要素毎に規定される。 

広帯域一時シフト情報要素に続く

１つの情報要素は、広帯域一時シ

フト情報要素で規定されるコード

群により解釈される。 

次の広帯域固定シフト情報要素までの

情報要素は、広帯域固定シフト情報要

素で規定されるコード群により解釈す

る。 

広帯域固定シフト識別子まで情

報要素の順番に規則はない。 

オクテット 

１ 

２ 

５ 
６ 
７ 
８ 
９ 

    ８    ７    ６    ５    ４    ３    ２    １ 
プロトコル識別子 

    ０    ０    ０    ０    １    ０    ０    １ 
    呼番号長 
    ０    ０    ０    ０    ０    ０    １    １ 
 ﾌﾗｸﾞ 

呼番号値 

 

メッセージタイプ 

 

メッセージ長 
 
･ 
･ 
･ 
 

広帯域繰り返し識別子情報要素 
 

第１繰り返し情報要素 
（最優先） 

第２繰り返し情報要素 
（次優先） 

： 
 

第１繰り返し情報要素 
 

第２繰り返し情報要素 
 
： 

 
広帯域一時シフト情報要素 

 
シフト情報要素 

 
： 

 
広帯域固定シフト情報要素 

 
シフト情報要素 

 
： 

３ 

４ 
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付属資料 a 広帯域 ISDN（B-ISDN）ユーザ・網インタフェースレイヤ３仕様 

基本呼/コネクション制御 訂正２ 

 

本付属資料は、ITU-T Q.2931 amendment2に準拠している。TTC本文への盛込みは、ITU-T勧告の進捗に合わせ
て行う予定である。 

a.1 概要 
TTC標準 JT-Q2931への訂正 2は標準 JT-Q2931の第２版に従うインプリメントとの互換性を許容するように作成さ

れた。 

標準 JT-Q2931 からの変更は、最初の公開以来取り入れられている ATM アダプテーションレイヤに関する I シリー

ズ勧告における先行作成をサポートするために、広帯域 ISDN呼制御を規定する。 

特に、この訂正は以下の ITU-T勧告, および TTC標準のサポートを含む。 

TTC標準 JT-I363.1 広帯域 ISDN ATMアダプテーションレイヤ(AAL)タイプ 1仕様 

TTC標準 JT-I363.2 広帯域 ISDN ATMアダプテーションレイヤ(AAL)タイプ２仕様 

TTC標準 JT-I363.3 広帯域 ISDN ATMアダプテーションレイヤ(AAL)タイプ 3/4仕様 

TTC標準 JT-I363.5 広帯域 ISDN ATMアダプテーションレイヤ(AAL)タイプ 5仕様 

TTC標準 JT-I365.1 広帯域 ISDN フレームリレー用ＣＳサービス依存部(FR-SSCS) 

TTC標準 JT-I365.2 広帯域 ISDN OSIコネクション型ネットワークサービス用 AALサービス依存コーディネー

ション機能(SSCF-CONS) 

TTC標準 JT-I365.3 広帯域 ISDN OSI コネクション型トランスポートサービス用 AAL サービス依存コーディ

ネーション機能(SSCF-COTS) 

ITU-T勧告 I.366.1 Segmentation and reassembly Service Specific Convergence Sublayer for the AAL Type 2 
TTC標準 JT-I366.2 トランク接続用 AALタイプ２ CSサービス依存部（SSCS） 

TTC標準 JT-Q2110 広帯域 ISDN AALサービス依存コネクション型プロトコル(SSCOP) 

 

注）TTC 標準 JT-Q2931 への本訂正は付属資料 J/JT-Q2931 の参照リストへの明白な変更を含んでいない。TTC 標準

の今後の訂正、または改訂で参照リストに以下の追加が含まれるであろう。 

TTC標準 JT-I363.1 広帯域 ISDN ATMアダプテーションレイヤ(AAL)タイプ 1仕様 

TTC標準 JT-I363.2 広帯域 ISDN ATMアダプテーションレイヤ(AAL)タイプ 2仕様 

TTC標準 JT-I363.3 広帯域 ISDN ATMアダプテーションレイヤ(AAL)タイプ 3/4仕様 

TTC標準 JT-I363.5 広帯域 ISDN ATMアダプテーションレイヤ(AAL)タイプ 5仕様 

TTC標準 JT-I365.1 広帯域 ISDN フレームリレー用 CSサービス依存部(FR-SSCS) 

TTC標準 JT-I365.2 広帯域 ISDN OSIコネクション型ネットワークサービス用 AALサービス依存コーディネー

ション機能(SSCF-CONS) 

TTC標準 JT-I365.3 広帯域 ISDN OSIコネクション型トランスポートサービス用 AALサービス依存コーディネ

ーション機能(SSCF-COTS) 

ITU-T勧告 I.366.1 Segmentation and reassembly Service Specific Convergence Sublayer for the AAL Type 2 
TTC標準 JT-I366.2 トランク接続用 AALタイプ 2 CSサービス依存部(SSCS) 

CCITT勧告 Q.320 
(1988) 

(Signalling System R1) Signal code for register signalling. 

CCITT 勧 告 Q.322 
(1988) 

(Signalling System R1) Multifrequency signal sender. 
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CCITT勧告 Q.323 
(1988) 

(Signalling System R1) Multifrequency signal receiving equipment. 

CCITT勧告 Q.441 
(1988) 

(Signalling System R2 – Interregister signalling) Signalling code. 

IEEE 802-1990, IEEE Standards for Local and Metropolitan Area Networks: Overview and Architecture 
 

 
a.2 JT-Q2931への訂正 2 
本訂正において提供する文書は、4.5.5節(AALパラメータ)と付属資料 F (ATMアダプテーションレイヤパラメータ表

示および交渉）を置き換えるものである。 

 

4.5.5 ATMアダプテーションレイヤ(AAL)パラメータ[ATM Adaptation Layer parameters] 

 ＡＴＭアダプテーションレイヤ（ＡＡＬ）パラメータ情報要素の目的は、呼に対して使用されるＡＴＭアダプテーシ

ョンレイヤ手順要素のための要求されたＡＴＭアダプテーションレイヤパラメータ値（エンド・エンドで意味を持つ）

を示すことである。これには、ユーザによって選択可能なすべてのＡＡＬサブレイヤのためのパラメータを含む。 

 この情報要素の内容は、インタワーキングの場合を除いて、網に対して透過的である。 

 

 この情報要素の最大長は、２４オクテットである。 

 ＡＡＬパラメータ情報要素は、図４－１２／ＪＴ－Ｑ２９３１及び表４－６／ＪＴ－Ｑ２９３１に示すようにコード

化する。 

 
ビット オクテット 

8 7 6 5 4 3 2 1  
ＡＡＬパラメータ 

0 1 0 1 1 0 0 0 
1 

1 情報要素動作指示フィールド 

拡張 
コーディング標準 

フラグ 予約済 情報要素動作内容 
2 

  3 

 
ＡＡＬパラメータ内容長 

 4 

ＡＡＬタイプ 5 

ＡＡＬタイプによって異なる追加内容（下記参照）  

 

図４－１２ａ／ＪＴ－Ｑ２９３１ ＡＡＬパラメータ情報要素 

(ITU-T Q.2931) （オクテット１－５） 
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（ＡＡＬタイプ１の場合の継続する内容） 

 
ビット オクテット 

8 7 6 5 4 3 2 1  
サブタイプ識別子 

1 0 0 0 0 1 0 1 
6 

サブタイプ 6.1 

ＣＢＲレート識別子 7 

1 0 0 0 0 1 1 0  

 ＣＢＲレート  7.1 

マルチプライヤ識別子 8*(注) 

1 0 0 0 0 1 1 1  

  8.1*(注) 

 
マルチプライヤ 

 8.2*(注) 

ソースクロック周波数再生法識別子 9* 

1 0 0 0 1 0 0 0  

ソースクロック周波数再生法 9.1* 

 誤り訂正法識別子  10* 

1 0 0 0 1 0 0 1  

誤り訂正法 10.1* 

構造化データ転送ブロックサイズ識別子 11* 

1 0 0 0 1 0 1 0  

  11.1* 

 
構造化データ転送ブロックサイズ 

 11.2* 

部分充填セル法識別子 12* 

1 0 0 0 1 0 1 1  

部分充填セル法 12.1* 

 

図４－１２b／ＪＴ－Ｑ２９３１ ＡＡＬパラメータ情報要素 

(ITU-T Q.2931) （ＡＡＬタイプ１の場合の継続するオクテット） 

 

（注）これらのオクテットは、オクテット７．１が“ｎ×６４ｋｂｉｔ／ｓ”あるいは“ｎ×８ｋｂｉｔ／ｓ”を示す場合に

のみ存在する。 
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（ＡＡＬタイプ３／４の場合の継続する内容） 

 
ビット オクテット 

8 7 6 5 4 3 2 1  
順方向最大ＣＰＣＳ－ＳＤＵサイズ識別子 

1 0 0 0 1 1 0 0 
6* 

  6.1* 

 
順方向最大ＣＰＣＳ－ＳＤＵサイズ 

 6.2* 

逆方向最大ＣＰＣＳ－ＳＤＵサイズ識別子 7* 

1 0 0 0 0 0 0 1  

  7.1* 

 
逆方向最大ＣＰＣＳ－ＳＤＵサイズ 

 7.2* 

ＭＩＤ範囲識別子 8* 

1 0 0 0 0 0 1 0  

  8.1* 

 
ＭＩＤ範囲（最低ＭＩＤ値） 

 8.2* 

  8.3* 

 
ＭＩＤ範囲（最高ＭＩＤ値） 

 8.4* 

ＳＳＣＳタイプ識別子 9* 

1 0 0 0 0 1 0 0  

ＳＳＣＳタイプ 9.1* 

 

図４－１２c／ＪＴ－Ｑ２９３１ ＡＡＬパラメータ情報要素 

(ITU-T Q.2931) （ＡＡＬタイプ３／４の場合の継続するオクテット） 

 

（注）「応答」（ＣＯＮＮ）メッセージにおいて使用されるオクテット群６－８の値の表示は、付属資料Ｆに指定され

ている。 

 



 

 － 293 － ＪＴ－Ｑ２９３１ 

（ＡＡＬタイプ５の場合の継続する内容） 

 
ビット オクテット 

8 7 6 5 4 3 2 1  
順方向最大ＣＰＣＳ－ＳＤＵサイズ識別子 

1 0 0 0 1 1 0 0 
6* 

  6.1* 

 
順方向最大ＣＰＣＳ－ＳＤＵサイズ 

 6.2* 

逆方向最大ＣＰＣＳ－ＳＤＵサイズ識別子 7* 

1 0 0 0 0 0 0 1  

  7.1* 

 
逆方向最大ＣＰＣＳ－ＳＤＵサイズ 

 7.2* 

ＳＳＣＳタイプ識別子 8* 

1 0 0 0 0 1 0 0  

ＳＳＣＳタイプ 8.1* 

 

図４－１２d／ＪＴ－Ｑ２９３１ ＡＡＬパラメータ情報要素 

(ITU-T Q.2931) （ＡＡＬタイプ５の場合の継続するオクテット） 

 

（注）「応答」（ＣＯＮＮ）メッセージにおいて使用されるオクテット群６－７の値の表示は、付属資料Ｆに指定され

ている。 

 

（ユーザ定義ＡＡＬの場合の継続する内容） 

 
ビット オクテット 

8 7 6 5 4 3 2 1  
ユーザ定義ＡＡＬ情報 5.1* 
ユーザ定義ＡＡＬ情報 5.2* 
ユーザ定義ＡＡＬ情報 5.3* 
ユーザ定義ＡＡＬ情報 5.4* 

 

図４－１２e／ＪＴ－Ｑ２９３１ ＡＡＬパラメータ情報要素 

(ITU-T Q.2931) （ユーザ定義ＡＡＬの場合の継続するオクテット） 
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（ＡＡＬタイプ２の場合の継続する内容） 

 
ビット オクテット 

8 7 6 5 4 3 2 1  
最大ＣＰＳ－ＳＤＵサイズ識別子 

1 0 1 0 0 0 0 1 
6* 

最大ＣＰＳ－ＳＤＵサイズ 6.1* 

最大多重チャネル数識別子 7* 

1 0 1 0 0 0 1 0  

多重チャネルの最大数 7.1* 

ＳＳＣＳタイプ識別子 8* 

1 0 0 0 0 1 0 0  

ＳＳＣＳタイプ 8.1* 

SSCSタイプによって異なる追加内容（下記参照）  

 

図４－１２f／ＪＴ－Ｑ２９３１ ＡＡＬパラメータ情報要素 

(ITU-T Q.2931) （ＡＡＬタイプ２の場合の継続するオクテット） 

 

（I.366.1で定義されるＳＳＣＳタイプがＳＡＲの場合の継続する内容） 

 
ビット オクテット 

8 7 6 5 4 3 2 1  
ＳＳＣＳタイプＳＡＲパラメータ識別子 

1 0 1 0 0 1 0 1 
9* 

保証型 
データ 

エラー 
検出 予約 9.1* 

順方向最大ＳＳＳＡＲ－ＳＤＵサイズ識別子 10* 

1 0 1 0 1 0 0 0  

  10.1* 

  10.2* 

 

順方向最大ＳＳＳＡＲ－ＳＤＵサイズ 

 10.3* 

逆方向最大ＳＳＳＡＲ－ＳＤＵサイズ識別子 11* 

1 0 1 0 1 0 0 1  

  11.1* 

  11.2* 

 

逆方向最大ＳＳＳＡＲ－ＳＤＵサイズ 

 11.3* 

 

図４－１２g／ＪＴ－Ｑ２９３１ ＡＡＬパラメータ情報要素 

(ITU-T Q.2931) （I.366.1で定義されるＳＳＣＳタイプがＳＡＲの場合の継続す

るオクテット） 
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（JT-I366.2で定義されるトランク接続用ＳＳＣＳの場合の継続する内容） 

 
ビット オクテット 

8 7 6 5 4 3 2 1  
トランク接続用ＳＳＣＳパラメータ識別子 

1 0 1 0 0 1 1 0 
9* 

サービスカテゴリ CMD FMD 予約 9.1* 

予約 FAX CAS DTMF MF-R1 MF-R2 PCM 
符号化 

9.2* 

予約 マルチプライヤ 9.3* 

フレームモードデータユニット最大長識別子 10* 

1 0 1 0 1 0 1 0  

  10.1* 

 
フレームモードデータユニット最大長 

 10.2* 

プロファイル識別識別子 11* 

1 0 1 0 1 0 1 1  

プロファイルソー
ス 

予約 11.1* 

プリディファインド プロファイル 11.2* 

  11.3* 

  11.4* 

 

IEEE組織固有識別子(OUI) 

 11.5* 

 

図４－１２h／ＪＴ－Ｑ２９３１ ＡＡＬパラメータ情報要素 

(ITU-T Q.2931) （JT-I366.2で定義されるトランク接続用ＳＳＣＳの場合の継続

するオクテット） 
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     表４－６ａ／ＪＴ－Ｑ２９３１ ＡＡＬパラメータ情報要素 

         (ITU-T Q.2931) 

 

ＡＡＬタイプ（オクテット５） 

 ビット 

 ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 音声用ＡＡＬ（注１、注２） 

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ＡＡＬタイプ１ 

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ＡＡＬタイプ２ 

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ ＡＡＬタイプ３／４ 

 ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １ ＡＡＬタイプ５ 

 ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ユーザ定義ＡＡＬ 

 上記以外 予約済 

 

 

サブタイプ（ＡＡＬタイプ１の場合のオクテット６．１） 

 ビット 

 ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 無効 

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ 64kbit/s音声帯域信号転送(JT-G711/JT-G722) 

  （TTC標準 JT-I363.1参照) 

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ 回線信号転送(TTC標準 JT-I363.1参照) 

 ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ 高品質オーディオ信号転送 

  （TTC標準 JT-I363.1参照) 

 ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １ ビデオ信号転送 

  （TTC標準 JT-I363.1参照) 

 上記以外 予約済 
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     表４－６ｂ／ＪＴ－Ｑ２９３１ ＡＡＬパラメータ情報要素 

         (ITU-T Q.2931) 

 

ＣＢＲレート（ＡＡＬタイプ１の場合のオクテット７．１） 

 ビット 

 ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １      ６４ ｋｂｉｔ／ｓ 

 ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０    １５４４ ｋｂｉｔ／ｓ 

 ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １    ６３１２ ｋｂｉｔ／ｓ 

 ０ ０ ０ ０ ０ １ １ ０   ３２０６４ ｋｂｉｔ／ｓ 

 ０ ０ ０ ０ ０ １ １ １   ４４７３６ ｋｂｉｔ／ｓ 

 ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０   ９７７２８ ｋｂｉｔ／ｓ 

 ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０    ２０４８ ｋｂｉｔ／ｓ 

 ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １    ８４４８ ｋｂｉｔ／ｓ 

 ０ ０ ０ １ ０ ０ １ ０   ３４３６８ ｋｂｉｔ／ｓ 

 ０ ０ ０ １ ０ ０ １ １  １３９２６４ ｋｂｉｔ／ｓ 

 ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０    ｎ×６４ ｋｂｉｔ／ｓ 

 ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １    ｎ× ８ ｋｂｉｔ／ｓ 

 上記以外             予約済 

 

マルチプライヤ（ＡＡＬタイプ１でオクテット７．１がｎ×６４ｋｂｉｔ／ｓあるいはｎ×８ｋｂｉｔ／ｓの場合のオ

クテット８．１及び８．２）（ＡＡＬタイプ２でオクテット 8.1が 00010001およびオクテット 9.1、ビット 8-4が 00011

の場合のオクテット 9.3、ビット 5-1） 

 ＡＡＬタイプ１におけるｎ×６４ｋｂｉｔ／ｓの場合、２から２１６－１までの整数で表されるマルチプライヤ値 

 ＡＡＬタイプ１におけるｎ×８ｋｂｉｔ／ｓの場合、１から７までの整数で表されるマルチプライヤ値 

 ＡＡＬタイプ２におけるｎ×６４ｋｂｉｔ／ｓの場合、１から３１までの整数で表されるマルチプライヤ値 
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     表４－６ｃ／ＪＴ－Ｑ２９３１ ＡＡＬパラメータ情報要素 

         (ITU-T Q.2931) 

 

ソースクロック周波数再生法（ＡＡＬ タイプ１の場合のオクテット ９．１） 

 ビット 

 ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０  提供されない（同期回線信号転送） 

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １  同期残差タイムスタンプ（ＳＲＴＳ）法（非同期回線信号転送） 

                  （ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３６３．１） 

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０  適応クロック法 

                  （ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３６３．１） 

 上記以外             予約済み 

 

誤り訂正法（ＡＡＬ タイプ１の場合のオクテット １０．１） 

 ビット 

 ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０  提供されない（誤り訂正が提供されない） 

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １  ﾛｽｾﾝｼﾃｨﾌﾞ信号転送による順方向誤り訂正法  

（TTC標準 JT-I363参照） 

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０  ﾃﾞｨﾚｲｾﾝｼﾃｨﾌﾞ信号転送による順方向誤り訂正法  

                  （今後の検討課題である。TTC標準 JT-I363参照） 

 上記以外             予約済み 

 

構造化データ転送ブロックサイズ（ＡＡＬ タイプ１の場合のオクテット １１．１および１１．２） 

 １６ビット、１から６５、５３５（すなわち２１６－１）の整数値表示。このパラメータは構造化されたデータ転送（Ｓ

ＤＴ）ＣＢＲサービスのブロックサイズを表す。 
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     表４－６ｄ／ＪＴ－Ｑ２９３１ ＡＡＬパラメータ情報要素 

         (ITU-T Q.2931) 

 

部分充填セル法（ＡＡＬ タイプ１の場合のオクテット １２．１） 

 ビット 

 ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０  部分充填セル法が使用されない。すなわち、セルは完全に充填される。このコ

ードポイントは、部分充填セル法サブフィールドが省略された場合と等価の値

である。 

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １  使用されているＳＡＲ－ＰＤＵペイロードのオクテットの数の 

  ～     整数値表示。（１から４７までの値）（TTC標準 JT-I363.1参照） 

 ０ ０ １ ０ １ １ １ １ 

 

 

順方向最大ＣＰＣＳ－ＳＤＵサイズ（ＡＡＬ タイプ３／４および５の場合のオクテット６．１および６．２） 

 １６ビット、０から６５、５３５（すなわち２１６－１）の整数値表示。このパラメータは、順方向に適用される（発

側のユーザから着側のユーザ、付属資料Ｊ参照） 

 

逆方向最大ＣＰＣＳ－ＳＤＵサイズ（ＡＡＬ タイプ３／４および５の場合のオクテット７．１および７．２） 

 １６ビット、０から６５、５３５（すなわち２１６－１）の整数値表示。このパラメータは、逆方向に適用される（着

側のユーザから発側のユーザ、付属資料Ｊ参照） 

 

ＭＩＤ範囲（ＡＡＬ タイプ３／４の場合のオクテット ８．１、８．２、８．３および８．４） 

 ０から１０２３の間の値で、ＭＩＤ範囲の最低ＭＩＤ値（オクテット８．１および８．２）および最高ＭＩＤ値（オ

クテット８．３および８．４）の整数値表示。 
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     表４－６ｅ／ＪＴ－Ｑ２９３１ ＡＡＬパラメータ情報要素 

         (ITU-T Q.2931) 

 

ユーザ定義のＡＡＬ情報（ユーザ定義ＡＡＬの場合のオクテット５．１～５．４） 

 ビット 

 ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

 ユーザ特有 

 

最大ＣＰＳ－ＳＤＵサイズ（ＡＡＬタイプ２のオクテット６．１） 

 ８ビット、４５または６４を示す整数値表示 

 （注）いくつかのアプリケーションは、ＣＰＳ－ＳＤＵサイズ割当を４５オクテットに制限するかもしれない。 

 

多重チャネルの最大数（ＡＡＬタイプ２のオクテット７．１） 

 この値の範囲は、１から２５５である。 

 

ＳＳＣＳタイプ（ＡＡＬ  タイプ３／４の場合のオクテット９．１；ＡＡＬ タイプ２および５の場合のオクテット８．

１） 

 ビット 

 ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０  提供されない 

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １  SSCSを指定しない TTC標準 JT-Q2110（SSCOP確認型動作） 

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０  SSCSを指定しない TTC標準 JT-Q2110（SSCOP非確認型動作） 

 ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０  TTC標準 JT-I365.1（フレームリレーサービスを提供する SSCS） 

 ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０  TTC標準 JT-I365.2（CONSおよび TTC標準 JT-Q2110を提供する SSCS）（AAL

タイプ 2および 5のみ） 

 ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １  TTC標準 JT-I365.3（COTSおよび TTC標準 JT-Q2110を提供する SSCS）（AAL

タイプ 2および 5のみ） 

 ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０  ITU-TI.366.1（分割と組立を提供する SSCS） 

 ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ １  TTC標準 JT-I366.2（トランク接続用 SSCS） 

 上記以外             予約済み 

 

保証型データ（ＡＡＬタイプ２におけるオクテット８．１が 00010000の場合のオクテット９．１のビット８） 

 ビット 

 ８ 

 ０                保証型データ転送メカニズムを使用しない 

 １                保証型データ転送メカニズムを使用する（注４，５） 
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     表４－６ｆ／ＪＴ－Ｑ２９３１ ＡＡＬパラメータ情報要素 

         (ITU-T Q.2931) 

 

エラー検出（ＡＡＬタイプ２におけるオクテット８．１が 00010000の場合のオクテット９．１のビット７） 

 ビット 

   ７ 

   ０              転送エラー検出メカニズムを選択しない 

   １              転送エラー検出メカニズムを選択する 

 

順方向最大ＳＳＳＡＲ－ＳＤＵ（ＡＡＬタイプ２におけるオクテット８．１が 00010000の場合のオクテット１０．１、

１０．２および１０．３） 

 このフィールドは順方向で転送されるかもしれない SSSAR-SDUの最大長のためのバイナリコード化された値を含む。

（00000000は予約） 

 

逆方向最大ＳＳＳＡＲ－ＳＤＵ（ＡＡＬタイプ２におけるオクテット８．１が 00010000の場合のオクテット１１．１、

１１．２および１１．３） 

 このフィールドは逆方向で転送されるかもしれない SSSAR-SDUの最大長のためのバイナリコード化された値を含む。

（00000000は予約） 

 

サービスカテゴリ（ＡＡＬタイプ２におけるオクテット８．１が 00010001の場合のオクテット９．１のビット４） 

 ビット 

 ８ ７ ６ ５ 

 ０ ０ ０ ０          オーディオサービス 

 ０ ０ ０ １          マルチレートサービス 

 上記以外             予約済み 

 

ＣＭＤ（ＡＡＬタイプ２におけるオクテット８．１が 00010001の場合のオクテット９．１のビット４） 

 ビット 

         ４ 

         ０        回線モードデータ転送無効(注６) 

         １        回線モードデータ転送有効(注７) 

 

ＦＭＤ（ＡＡＬタイプ２におけるオクテット８．１が 00010001およびオクテット９．１のビット８－５が 0000または

0001の場合のオクテット９．１のビット３） 

 ビット 

           ３ 

           ０      フレームモードデータ転送無効 

           １      フレームモードデータ転送有効 
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     表４－６ｇ／ＪＴ－Ｑ２９３１ ＡＡＬパラメータ情報要素 

         (ITU-T Q.2931) 

 

ＦＡＸ（ＡＡＬタイプ２におけるオクテット８．１が 00010001およびオクテット９．１のビット８－５が 0000の場合

のオクテット９．２のビット６） 

 ビット 

     ６ 

     ０            復調ファクシミリデータ転送無効（注６） 

     １            復調ファクシミリデータ転送有効 

 

ＣＡＳ（ＡＡＬタイプ２におけるオクテット８．１が 00010001およびオクテット９．１のビット８－５が 0000の場合

のオクテット９．２のビット５） 

 ビット 

       ５ 

       ０          個別線信号ビット転送無効 

       １          個別線信号ビット転送有効 

 

ＤＴＭＦ（ＡＡＬタイプ２におけるオクテット８．１が 00010001およびオクテット９．１のビット８－５が 0000の場

合のオクテット９．２のビット４） 

 ビット 

         ４ 

         ０        ＤＴＭＦダイヤルディジット転送無効 

         １        ＤＴＭＦダイヤルディジット転送有効 

 

ＭＦ－Ｒ１（ＡＡＬタイプ２におけるオクテット８．１が 00010001およびオクテット９．１のビット８－５が 0000の

場合のオクテット９．２のビット３） 

 ビット 

           ３ 

           ０      Ｒ１ダイヤルディジット転送無効 

           １      Ｒ１ダイヤルディジット転送有効（ITU-T勧告 Q.320、Q.322、Q.323参照） 

 

ＭＦ－Ｒ２（ＡＡＬタイプ２におけるオクテット８．１が 00010001およびオクテット９．１のビット８－５が 0000の

場合のオクテット９．２のビット２） 

 ビット 

             ２ 

             ０    Ｒ２ダイヤルディジット転送無効 

             １    Ｒ２ダイヤルディジット転送有効（ITU-T勧告 Q.441参照） 
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　　　　　表４－６ｈ／ＪＴ－Ｑ２９３１　ＡＡＬパラメータ情報要素

　　　　　　　　　(ITU-T Q.2931)

ＰＣＭ符号化（ＡＡＬタイプ２におけるオクテット８．１が 00010001 およびオクテット９．１のビット８－５が 0000

の場合のオクテット９．２のビット１）

　ビット

　　　　　　　　　　　　　　　１

　　　　　　　　　　　　　　　０　　Ａ－ｌａｗ

　　　　　　　　　　　　　　　１　　μ－ｌａｗ

フレームモードデータユニット最大長（ＡＡＬタイプ２におけるオクテット８．１が 00010001 およびオクテット９．

１のビット３が 1の場合のオクテット１０．１および１０．２）

　このフィールドは、転送されるフレームモードデータユニットの最大長のためのバイナリコード化された値を含んで

いる。(00000000は予約)

プロファイルソース（ＡＡＬタイプ２におけるオクテット８．１が 00010001 の場合のオクテット１１．１のビット８

－７）

　ビット

　８　７

　０　０　　　　　　　　　　　　　　ＩＴＵ－Ｔプリディファインドプロファイルを使用（Annex P/ITU-T I.366.2 参

照）

　０　１　　　　　　　　　　　　　　他のプリディファインドプロファイルを使用

　上記以外　　　　　　　　　　　　　予約済み

プリディファインドプロファイル（ＡＡＬタイプ２におけるオクテット８．１が 00010001 およびオクテット９のビッ

ト８－５が 0000の場合のオクテット１１．２）

　このフィールドは、

ＯＵＩにより識別される機関で管理されるプロファイル（オクテット１１．１のビット８－７が 01の場合）、または、

ITU-T I.366.2 内の ITU-T で管理されるプロファイル（オクテット１１．１のビット８－７が 00 の場合）をバイナリコ

ード化したプロファイルのプロファイル識別子を含んでいる。

IEEE 組織固有識別子（OUI）（オクテット８．１が 00010001、オクテット９．１のビット８－５が 0000 およびオクテ

ット１１．１のビット８－７が 00の場合のオクテット１１．３，１１．４および１１．５）

　他のプリディファインドプロファイルが使用される場合は、オクテット１１．３，１１．４および１１．５は、グロ

ーバルに管理されている組織固有識別子（ＯＵＩ）（IEEE標準 802-1990、5.1節で定義される）を含む。

　ＯＵＩのオクテット０がＡＡＬパラメータ情報要素のオクテット１１．３に設定される。ＯＵＩのＬＳＢはＡＡＬパ

ラメータ情報要素のビット８に設定され、ＯＵＩのＭＳＢはＡＡＬパラメータ情報要素のビット１に設定される。

（注１）音声用デフォルトＡＡＬは、６４ｋｂｉｔ／ｓ音声帯域信号転送（ＪＴ－Ｇ７１１／ＪＴ－Ｇ７２２）のため

にＪＴ－Ｉ３６３で指定されたＡＡＬである。

（注２）ＡＡＬタイプ２及び音声用ＡＡＬの場合は、図４－１２／ＪＴ－Ｑ２９３１に与えられているような継続する

パラメータは指定されない。

（注３）ＡＡＬタイプ１構造化データ転送（ＳＤＴ）サービスをサポートしているＡＴＭコネクションが提供されてい
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る場合、構造化データ転送（ＳＤＴ）プロトコルは、構造化データ転送（ＳＤＴ）ブロックサイズが“１”の

場合と構造化データ転送（ＳＤＴ）ブロックサイズの範囲が２～２１６―１の場合とを識別しうる。ブロックサ

イズ“１”を使用する特別な場合については、検討中である。ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３６３．１参照。 

（注４）I.366.1は、標準 JT-Q2110で定義される保証型データ転送メカニズムのパラメータを示している。 

（注５）保証型データ転送メカニズムは、転送エラー検出メカニズムが検出した場合、選択によってのみ可能である。 

（注６）パラメータの値が無効である場合、ユーザは回線モードデータまたはファクシミリ復調動作へ変更してはなら

ない。 

（注７）オクテット９のビット８－５が 0001（マルチレートサービス）の場合、回線モードデータ転送が可能でなけれ

ばならない。 

（注８）ＡＡＬパラメータサブフィールドが無い場合には、以下のデフォルト値を割り当てる。 

サブタイプ ： デフォルトなし（ＡＡＬタイプ１の場合必須） 

ＣＢＲレート ： デフォルトなし（ＡＡＬタイプ１の場合必須） 

マルチプライヤ ： デフォルトなし（ＣＢＲレート ｎ×６４ kbit/s および

ｎ×８ kbit/s の場合必須） 

クロック周波数再生 ： デフォルト＝提供されない 

誤り訂正 ： デフォルト＝提供されない 

構造化データ転送 (SDT)ブロックサイズ ： デフォルト＝構造化データ転送(SDT) は使用しない 

部分充填セル ： デフォルト＝部分充填セル法が使用されない。すなわち、

セルは完全に充填される。 

順方向最大ＣＰＣＳ－ＳＤＵサイズ ： デフォルト＝６５、５３５オクテット 

逆方向最大ＣＰＣＳ－ＳＤＵサイズ ： デフォルト＝６５、５３５オクテット 

ＭＩＤ範囲 ： デフォルト＝０－０（ＭＩＤフィールドによって多重化さ

れない） 

ＳＳＣＳタイプ ： デフォルト＝提供されない 

最大ＣＰＳ－ＳＤＵサイズ ： デフォルト＝４５ 

最大多重化チャネル値 ： デフォルト＝２５５ 

保証型データ ： デフォルト＝メカニズムは使用しない 

エラー検出 ： デフォルト＝選択しない 

順方向最大ＳＳＳＡＲ－ＳＤＵサイズ ： デフォルト＝６５、５３５オクテット 

逆方向最大ＳＳＳＡＲ－ＳＤＵサイズ ： デフォルト＝６５、５３５オクテット 

サービスカテゴリ ： デフォルト＝オーディオサービス 

ＰＣＭ符号化 ： デフォルト＝Ａ－ｌａｗ 

プロファイルソース ： デフォルト＝ＩＴＵ－Ｔでプリディファインドプロファ

イルは１ 

ＦＡＸ、ＣＡＳ、ＤＴＭＦ、ＭＦ－Ｒ１、

ＭＦ－Ｒ２、ＣＭＤ、ＦＭＤ 

： デフォルト＝無効 

ＡＡＬタイプ２における最大フレームモー

ドデータユニット長 

： デフォルト＝６５、５３５オクテット 
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付属資料Ｆ：ATMアダプテーションレイヤ（AAL）パラメータ表示および交渉 

（TTC標準 JT-Q2931に対する） 

 

 本付属資料では、端末装置における ATMアダプテーションレイヤパラメータ情報要素の使用手順を記述する。 

 

Ｆ．１ 概 要 

 ATMアダプテーションレイヤパラメータ情報要素の目的は、ATMアダプテーションレイヤに関する情報を端末装置

間で伝えるのに使用される手段を提供することにある。ATM アダプテーションレイヤパラメータ情報要素は、網によ

り ATMエンドポイント間をトランスペアレントに転送される。 

 

Ｆ．２ 「呼設定」(SETUP）メッセージにおける ATMアダプテーションレイヤパラメータ表示 

 発信側が、呼の成立中に使用される、AAL 共通部パラメータやサービス依存部パラメータを着信側に示したい場合、

発信側は「呼設定」(SETUP）メッセージ中に ATMアダプテーションレイヤパラメータ情報要素を含めなければならな

い。この情報要素は、網により着信側に運ばれる。 

 

 ATMアダプテーションレイヤパラメータ情報要素は、異なる AALコネクションタイプ毎に、以下のパラメータを含

むことができる。 

 

  a) AALコネクションタイプ１： 

-サブタイプ 

-CBRレート 

-ソースクロック周波数再生法 

-誤り訂正 

-構造化データ転送ブロックサイズ 

-部分充填セル法識別子 

 

  b) AALコネクションタイプ２： 

-最大 CPS-SDUサイズ 

-SSCSタイプとそれに続くパラメータ 

 

  c) AALコネクションタイプ３／４： 

-順方向最大 CPCS-SDUサイズ 

-逆方向最大 CPCS-SDUサイズ 

-MID範囲 

-SSCSタイプとそれに続くパラメータ 

 

  d) AALコネクションタイプ５： 

-順方向最大 CPCS-SDUサイズ 

-逆方向最大 CPCS-SDUサイズ 

-SSCSタイプとそれに続くパラメータ 

 

 注）ＡＡＬコネクションタイプ３／４および５において、順方向最大 CPCS-SDUサイズおよび逆方向最大 CPCS-SDU

サイズは、ATM アダプテーションレイヤパラメータ情報要素中に、両方存在するかもしくは両方欠如しているかのど
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ちらかでなければならない。片方向 ATMバーチャルコネクションでは、逆方向最大 CPCS-SDUサイズは０にセットさ

れなければならない。 

 着信側が、「呼設定」(SETUP）メッセージ中の ATMアダプテーションレイヤパラメータ情報要素を受信し、それが、

順方向または逆方向最大 CPCS-SDUサイズのどちらかのみを含んでいた場合、着信側は、理由表示#100“情報要素の内

容が無効”で、呼を解放しなければならない。 

 

Ｆ．３ 最大 CPCS-SDUサイズ交渉 

 着ユーザが、「呼設定」(SETUP）メッセージ中の ATMアダプテーションレイヤパラメータ情報要素を受信し、AAL

タイプが、AAL3/4または AAL5の場合、「応答」(CONN）メッセージ中に ATMアダプテーションレイヤパラメータ情

報要素を含ませなければならない。ATM アダプテーションレイヤパラメータ情報要素は、着信ユーザが受信可能な最

大の CPCS-SDUの大きさを示す順方向最大 CPCS-SDUサイズおよび、着信ユーザが送信するであろう最大の CPCS-SDU

の大きさを示す逆方向最大 CPCS-SDU サイズを含まなければならない。「応答」(CONN）メッセージ中に示される順

方向および逆方向最大 CPCS-SDU サイズの値は、発ユーザにより「呼設定」(SETUP）メッセージ中に示された値より

大きくなってはならない。ATMアダプテーションレイヤパラメータ情報要素は、発ユーザに伝達される。 

 

 注）片方向 ATMバーチャルコネクションでは、逆方向最大 CPCS-SDUサイズは０にセットされなければならない。 

 

 着ユーザが、「応答」(CONN）メッセージ中に CPCS-SDUサイズを含ませなかった場合、発ユーザは、「呼設定」(SETUP）

メッセージ中に示した順方向および逆方向最大 CPCS-SDUサイズの値が、着ユーザにより受け入れられたものとする。 

 

 発側が、「応答」(CONN）メッセージ中に示された順方向および逆方向最大 CPCS-SDU サイズの値を用いることが

できない場合（すなわち、着信側により交渉された値が小さすぎる場合）、呼は理由表示#93“AAL パラメータ提供不

可”で、呼を解放しなければならない。 

 

 発側端末が、以下の様な内容の ATMアダプテーションレイヤパラメータ情報要素を含む「応答」(CONN）メッセー

ジを受信した場合、発側端末は、理由表示#100“情報要素内容無効”で、呼を解放しなければならない。 

  a) 順方向および逆方向最大 CPCS-SDUサイズおよび／または MID範囲以外のオクテットを含む 

  b) 「呼設定」(SETUP）メッセージ中に示された値よりも大きな最大 CPCS-SDUサイズを含む 

  c) 順方向または逆方向最大 CPCS-SDUサイズが欠如している。 

 

Ｆ．４ MID範囲交渉 

 着ユーザが、「呼設定」(SETUP）メッセージ中の ATMアダプテーションレイヤパラメータ情報要素を受信し、AAL

タイプが AAL3/4の場合、着ユーザは MID範囲値をチェックしなければならない。着ユーザが表示された MID範囲を

サポートできないが、より小さい範囲ならサポートできるという場合、着ユーザは「応答」(CONN）メッセージ中にサ

ポート可能な MID範囲を含む ATMアダプテーションレイヤパラメータ情報要素を含める。 

 発ユーザは、「応答」(CONN）メッセージ中の MID範囲を受け入れるか、もしくは理由表示#93“AALパラメータ提

供不可”で、呼を解放する。 

 

 着ユーザが、「応答」(CONN）メッセージ中に MID範囲を含ませなかった場合、発ユーザは、「呼設定」(SETUP）

メッセージ中に示した MID範囲の値が、着ユーザにより受け入れられたものとする。 

 発側端末が、以下の様な内容の ATMアダプテーションレイヤパラメータ情報要素を含む「応答」(CONN）メッセー

ジを受信した場合、発側端末は、理由表示#100“情報要素の内容が無効”で、呼を解放しなければならない。 

  a) 順方向および逆方向最大 CPCS-SDUサイズおよび／または MID範囲以外のオクテットを含む 
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  b) 「呼設定」(SETUP）メッセージ中に示された値よりも大きな MID範囲を含む 

 

Ｆ．５ ユーザプレーンの AAL 3/4,,または 5エンティティにおける順方向および逆方向最大 CPCS-SDUサイズの使用

法 

 AALパラメータ交渉の結果得られた順方向および逆方向最大 CPCS-SDUサイズの値は、ユーザプレーンの AALエン

ティティにおいて用いられる。発ユーザ装置の AALエンティティは、順方向最大 CPCS-SDUサイズパラメータで示さ

れた値よりも大きなサイズの CPCS-SDU は送信してはならない。また、逆方向最大 CPCS-SDU サイズパラメータで示

された値に基づいて、内部リソースを割り付けてもよい。同様に、着ユーザ装置の AAL エンティティは、逆方向最大

CPCS-SDUサイズパラメータで示された値よりも大きなサイズの CPCS-SDUは送信してはならない。また、順方向最大

CPCS-SDUサイズパラメータで示された値に基づいて、内部リソースを割り付けてもよい。 

 

Ｆ．６ ユーザプレーンの AAL２エンティティにおける最大 CPS-SDUサイズの使用法 

 最大 CPS-SDUサイズの値は、45オクテット(デフォルト)、または 64オクテットであり交渉されない。 

 着ユーザが、「応答」(CONN）メッセージ中に CPS-SDUサイズを含ませなかった場合、発ユーザは、「呼設定」(SETUP）

メッセージ中に示した順方向および逆方向の最大CPS-SDUサイズの値が、着ユーザにより受け入れられたものとする。 

 発側が、「応答」(CONN）メッセージ中に示された順方向および逆方向最大 CPS-SDU サイズの値を用いることがで

きない場合（すなわち、発信側により「呼設定」(SETUP)メッセージに 64オクテットが示されている場合）、呼は理由

表示#93“AALパラメータ提供不可”で解放しなければならない。 
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付属資料 b 広帯域 ISDN（B-ISDN）ユーザ・網インタフェースレイヤ３仕様 

基本呼/コネクション制御 訂正３ 

 

本付属資料は、ITU-T Q.2931 amendment3に準拠している。TTC本文への盛込みは、ITU-T勧告の進捗に合わせ
て行う予定である。 

b.1 概要 
TTC標準 JT-Q2931に対する本訂正は、TTC標準 JT-I356に関連する手順、及び品質クラス(QoS)パラメータ情報要素

の符号化における全ての情報を含む JT-Q2965.1の制定を許容するために作成された。本訂正は、JT-Q2965.1と一緒に発

行される。 

特に、本訂正は、以下の標準のサポートを含んでいる。 

TTC標準 JT-I356: 広帯域 ISDNの ATMレイヤセル転送性能 

TTC標準 JT-Q2965.1: サービス品質クラスの提供 

 

 注)  TTC標準 JT-Q2931に対する本訂正は、付属資料 J/JT-Q2931の参考文献リストの明示的な訂正を含んでいない。

将来の訂正、または標準の改版に以下の参考文献のリストが追加される予定である。 

 TTC標準 JT-I356: 広帯域 ISDNの ATMレイヤセル転送性能 

 TTC標準 JT-Q2965.1: サービス品質クラスの提供 

 

b.2 JT-Q2931への訂正 3 
・4.5.18節(サービス品質(QoS)パラメータ)において、節の内容(図 4-24/JT-Q2931と表 4-18/JT-Q2931を含む)を以下の文

に置きかえる。 

 ”TTC標準 JT-Q2965.1参照。” 

 

・5.1.3節(QoSとトラヒックパラメータの選択手順)において、全文を以下の文に置きかえる。 

 “トラヒックパラメータと QoSクラスとの組み合わせに対する扱いについては、標準 JT-Q2965.1 9.1節を参照するこ

と。 

  ユーザは要求するピークセルレートを ATMトラヒック記述子情報要素に示さなければならない。 

  網が要求されたピークセルレートを提供できる場合、網は着信ユーザに向けて呼の処理を続けなければならない。

網が要求されたピークセルレートを提供できない場合、網は、理由表示＃37“ユーザセルレート利用不可”を含む「解

放完了」(REL COMP)メッセージを返送し、呼を拒否しなければならない。” 

 

・5.2.4節(QoSとトラヒックパラメータの選択手順)において、全文を以下の文に置きかえる。 

“トラヒックパラメータと QoSクラスとの組み合わせに対する扱いについては、標準 JT-Q2965.1 9.2節を参照するこ

と。 

 エンド・エンドの中継遅延の累積値はエンド・エンド中継遅延情報要素で示される。ユーザは示されたエンド・エ

ンドの遅延を許容できない場合、理由表示#49“サービス品質(QoS)利用不可”を含む「解放完了」(REL COMP)メッセ

ージを返送し、呼を拒否しなければならない。 

 網は ATMトラヒック記述子情報要素にピークセルレートを示さなければならない。 

 ユーザが示されたセルレートを提供できない場合、理由表示#47“その他のリソース使用不可クラス”を含む「解放

完了」(REL COMP)メッセージを返送し、呼を拒否しなければならない。” 
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付属資料 c 広帯域 ISDN（B-ISDN）ユーザ・網インタフェースレイヤ３仕様 

基本呼/コネクション制御 訂正４ 

 

本付属資料は、ITU-T Q.2931 amendment4に準拠している。TTC本文への盛込みは、ITU-T勧告の進捗に合わせ
て行う予定である。 

c.1 概要 
TTC標準 JT-Q2931に対する本訂正は、DSS2の基本呼/コネクション制御メッセージと手順への追加、明確化、変更

を反映させるためのものである。変更は、TTC標準 JT-Q2931 2版の中で見出された誤り、矛盾に基づいている。本訂

正は、JT-Q2931 2版とそれに対する訂正 2、訂正 3へ対応している実装に互換性があるように設計されている。 

 

c.2  JT-Q2931への訂正 4 
本訂正にて以下に示される文章を、新しい/既存の節/付属資料について、置き換え、及び追加を行う。 
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(1) 改訂 1.3.11節/JT-Q2931 UNI ATMアドレス 

1.3.11 公衆 UNI ATMアドレスのサポート 

 リリース１シグナリング手順は、本標準において公衆 UNI上で用いられる ATMコネクションの終端点を明白に識別
するためのいくつかの ATMアドレスフォーマットを規定している。（ITU-T勧告 E.191参照） 
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(2) 改訂 1.3.12節/JT-Q2931 エンド・エンド整合性パラメータ表示 

1.3.12 エンド・エンド整合性パラメータ識別のサポート 

 コネクション毎に以下のエンド・エンド整合性パラメータを規定することができる。 

 

 1. AALタイプ（例、タイプ 1、2、3/4、5） 

 2. プロトコル多重手順（例、VC毎の LLC）と AALパラメータ 

 3. VCベースの多重化のためのカプセル化されたプロトコル 

 4. 網レイヤより上位のプロトコル 
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(3) 改訂 3.1節/JT-Q2931 B-ISDN呼/コネクション制御メッセージ 

3.1 B-ISDN呼/コネクション制御メッセージ 

 表 3-1/JT-Q2931に、B-ISDN呼/コネクション制御メッセージを要約する。 

 

表 3-1/JT-Q2931 B-ISDN呼/コネクション制御メッセージ 

                            (ITU-T Q.2931) 
 

 参 照 

呼設定メッセージ 

 呼出(ALERTing) 
 呼設定受付(CALL PROCeeding) 
 応答(CONNect) 
 応答確認(CONNect ACKnowledge) 
 コネクション使用可（CONNection AVAILable） 

 呼設定(SETUP) 

 

3.1.1 
3.1.2 
3.1.3 
3.1.4 

3.1.11 

3.1.7 

呼解放メッセージ 

 解放(RELease) 
 解放完了(RELease COMPlete) 

 

3.1.5 
3.1.6 

その他のメッセージ 

 通知(NOTIFY) 
 状態表示(STATUS) 
 状態問合(STATUS ENQuiry) 

 
3.1.10 
3.1.8 
3.1.9 
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(4) 改訂 3.1.1節/JT-Q2931 「呼出」(ALERTing)メッセージ 

3.1.1 「呼出」(ALERTing) 

 本メッセージは、着信ユーザの呼出が開始されたことを示すために、着信ユーザから網へ送信され、そして網から発

信ユーザに送信される。（表 3-2/JT-Q2931参照） 

 

 

表 3-2/JT-Q2931 「呼出」(ALERT)メッセージ内容 

                          (ITU-T Q.2931) 
 
メッセージ種別：呼出 

定義区間   ：グローバル 

方向     ：両方向 

情報要素 参照 方向 種別 情報長 

プロトコル識別子 4.2 両方向 M 1 

呼番号 4.3 両方向 M 4 

メッセージ種別 4.4 両方向 M 2 

メッセージ長 4.4 両方向 M 2 

コネクション識別子 4.5 両方向 O（注 1） 4～9 

通知識別子 4.5 両方向 O（注 2） 4～* 

広帯域報告種別 4.5 両方向 O（注 3） 5 

 

 注 1－付属資料 Hがインプリメントされている場合、本メッセージが「呼設定」(SETUP)メッセージに対する最初の
応答であるならば、網からユーザへの方向において本情報要素は必須である。本メッセージが「呼設定」

(SETUP)メッセージへの最初の応答であり、ユーザがその「呼設定」(SETUP)メッセージ中で指示されたコネ
クション識別子をそのまま受け入れる場合を除いて、ユーザから網への方向において本情報要素は必須である。 

 注 2－本識別子は通知手順が適用されたときに存在しうる。通知識別子情報要素はメッセージ中で繰り返されうる。
最大長および許容される繰り返し回数は網オプションである。 

 注 3－着信ユーザが報告手順に関わる広帯域サービスを発信ユーザに伝えたい場合、ユーザから網の方向において本
情報要素は本メッセージに含まれる。着信ユーザが「呼出」（ALERT）メッセージ中に広帯域報告種別情報
要素を含めた場合、網からユーザの方向において本情報要素は本メッセージに含まれる。 
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(5) 改訂 3.1.3節/JT-Q2931 「応答」(CONNect)メッセージ 

3.1.3 「応答」(CONNect) 

 本メッセージは、着信ユーザが呼を受け付けたことを通知するために着信ユーザから網へ、及び網から発信ユーザへ

送信される。（表 3-4/JT-Q2931参照） 

 

表 3-4/JT-Q2931 「応答」(CONN)メッセージ内容 

                       (ITU-T Q.2931) 
 
メッセージ種別：応答 

定義区間   ：グローバル 

方向     ：両方向 

情報要素 参照 方向 種別 情報長 

プロトコル識別子 4.2 両方向 M 1 

呼番号 4.3 両方向 M 4 

メッセージ種別 4.4 両方向 M 2 

メッセージ長 4.4 両方向 M 2 

ＡＡＬパラメータ 4.5 両方向 O（注 1） ４～21 

広帯域低位レイヤ情報 4.5 両方向 O（注 2） ４～17 

コネクション識別子 4.5 両方向 O（注 3） ４～9 

エンド・エンド中継遅延 4.5 両方向 O（注 4） ４～7 

通知識別子 4.5 両方向 O（注 5） ４～* 

ＯＡＭトラヒック記述子 4.5 両方向 O（注 6） ４～６ 

広帯域報告種別 4.5 両方向 O（注 7） 5 

 

 注 1－着信ユーザが、ATMアダプテーションレイヤパラメータ情報を発信ユーザに伝えたく，かつ ATMアダプテー

ションレイヤパラメータ情報要素が「呼設定」(SETUP)メッセージ中に存在していた場合、ユーザから網への

方向において本情報要素は本メッセージに含まれる。着信ユーザが、ATM アダプテーションレイヤパラメー

タ情報要素を「応答」(CONN)メッセージ中に含めていた場合、網からユーザへの方向において本情報要素は

本メッセージに含まれる。（付属資料 F/JT-Q2931参照） 

 注 2－応答するユーザが、低位レイヤ情報を発信ユーザに返送したい場合に、ユーザから網への方向において本情報

要素は本メッセージに含まれる。「応答」(CONN)メッセージ中に広帯域低位レイヤ情報情報要素をユーザが

含めた場合に、網からユーザへの方向において本情報要素は本メッセージに含まれる。広帯域低位レイヤ情報

交渉に対して本情報要素は本メッセージにオプションとして含まれるが、発信ユーザに対して本情報要素を転

送しない網もあり得る。（付属資料 C/JT-Q2931参照） 

 注 3－付属資料Ｈがインプリメントされている場合、本メッセージが「呼設定」(SETUP)メッセージに対する最初の

応答であるならば、網からユーザへの方向において本情報要素は必須である。本メッセージが「呼設定」

(SETUP)メッセージへの最初の応答であり、ユーザがその「呼設定」(SETUP)メッセージ中で指示されたコネ

クション識別子をそのまま受け入れる場合を除いて、ユーザから網への方向において本情報要素は必須である。 

 注 4－着信ユーザが、「呼設定」(SETUP)メッセージ中のエンド・エンド中継遅延情報要素を受け取った場合、ユー

ザから網への方向において本情報要素は本メッセージに含まれ得る。発信ユーザが、「呼設定」（SETUP）

メッセージ中にエンド・エンド中継遅延情報要素を含めた場合、網からユーザへの方向において本情報要素は

本メッセージに含まれなければならない。 
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 注 5－本識別子は通知手順が適用されたときに存在しうる。通知識別子情報要素はメッセージ中で繰り返されうる。

最大長および許容される繰り返し回数は網オプションである。 

 注 6－応答するユーザが、「呼設定」(SETUP)メッセージ中の OAMトラヒック記述子情報要素を受け取った場合、

ユーザから網への方向において本情報要素は本メッセージに含まれる。応答するユーザが、「応答」(CONN)

メッセージ中に OAMトラヒック記述子情報要素を含めた場合、網からユーザへの方向において本情報要素は

本メッセージに含まれる。 

 注 7－着信ユーザが報告手順に関わる広帯域サービスを発信ユーザに伝えたい場合、ユーザから網の方向において本

情報要素は本メッセージに含まれる。着信ユーザが「応答」（CONN）メッセージ中に広帯域報告種別情報要

素を含めた場合、網からユーザの方向において本情報要素は本メッセージに含まれる。本情報要素は本メッセ

ージ内で 2回まで存在し得る。 
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(6) 改訂　3.1.7節/JT-Q2931　「呼設定」(SETUP)メッセージ

3.1.7　「呼設定」(SETUP)

　本メッセージは、B-ISDN 呼/コネクション設定を開始するために、発信ユーザから網、及び網から着信ユーザへ送信

される。（表 3-8/JT-Q2931参照）

表 3-8/JT-Q2931

(ITU-T Q.2931)

「呼設定」(SETUP)メッセージ内容

メッセージ種別：呼設定

定義区間　　　：グローバル

方向　　　　　：両方向

情報要素 参照 方向 種別 情報長

プロトコル識別子 4.2 両方向 M 1

呼番号 4.3 両方向 M 4

メッセージ種別 4.4 両方向 M 2

メッセージ長 4.4 両方向 M 2

広帯域繰り返し識別子 4.5 両方向 O（注 15） 4～5

ＡＡＬパラメータ 4.5 両方向 O（注 1） 4～21

ＡＴＭトラヒック記述子 4.5 両方向 M 12～20

広帯域伝達能力 4.5 両方向 M 6～7

広帯域高位レイヤ情報 4.5 両方向 O（注 2） 4～13

広帯域繰り返し識別子 4.5 両方向 O（注 3） 4～5

広帯域低位レイヤ情報 4.5 両方向 O（注 4） 4～17

着番号 4.5 両方向 O（注 5） 4～＊

着サブアドレス 4.5 両方向 O（注 6） 4～25

発番号 4.5 両方向 O（注 7） 4～＊

発サブアドレス 4.5 両方向 O（注 8） 4～25

コネクション識別子 4.5 両方向 O（注 9） 4～9

エンド・エンド中継遅延 4.5 両方向 O（注 10） 4～11

通知識別子 4.5 両方向 O（注 11） 4～＊

ＯＡＭトラヒック記述子 4.5 両方向 O（注 12） 4～6

ＱＯＳパラメータ 4.5 両方向 M 6

広帯域送信完了 4.5 両方向 O（注 13） 4～5

中継網選択 4.5 ｕ→ｎ O（注 14） 4～＊

広帯域報告種別 4.5 両方向 O（注 16） 5

　注 1－発信ユーザが AAL 情報を着信ユーザに通知したい場合に、ユーザから網への方向において本情報要素は本メ

ッセージに含まれる。発信ユーザが「呼設定」(SETUP)メッセージ中に AAL パラメータ情報要素を含めた場

合に、網からユーザへの方向において本情報要素は本メッセージに含まれる。本情報要素は優先度の高いもの

から順に、1 つもしくは 2 つの AAL パラメータ情報要素が含まれ得る。すなわち、AAL パラメータ種別の選

択・交渉手順が使用された場合、最優先のものが最初となる。（付属資料 F/JT-Q2931参照）
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 注 2－発信ユーザが広帯域高位レイヤ情報を着信ユーザに通知したい場合に、ユーザから網への方向において本情報
要素は本メッセージに含まれる。発信ユーザが「呼設定」(SETUP)メッセージ中に広帯域高位レイヤ情報情報
要素を含めた場合に、網からユーザへの方向において本情報要素は本メッセージに含まれる。 

 注 3－2 つ以上の広帯域低位レイヤ情報情報要素が低位レイヤ情報交渉のために含められる場合に、本情報要素は本
メッセージに含められる。最初の広帯域低位レイヤ情報情報要素の直前に、広帯域繰り返し識別子情報要素は

本メッセージに含められる。 

 注 4－発信ユーザが、広帯域低位レイヤ情報を着信ユーザに通知したい場合に、ユーザから網への方向において本情
報要素は本メッセージに含まれる。発信ユーザが、「呼設定」(SETUP)メッセージ中に広帯域低位レイヤ情報
情報要素を含めた場合に、網からユーザへの方向において本情報要素は本メッセージに含まれる。広帯域低位

レイヤ情報交渉手順が使用される場合に、優先度の高いものから順に、すなわち、最優先のものが最初になる

よう並べられた２つあるいは３つの情報要素が含まれうる。（付属資料 C/JT-Q2931参照） 

 注 5－着番号情報要素は、網へ着番号情報を送信するために、ユーザによって本メッセージに含まれる。着番号情報
がユーザに送信される場合、網によって着番号情報要素が、本メッセージに含まれる。 

 注 6－発信ユーザが着サブアドレスの表示を行いたい場合、ユーザから網への方向において、本情報要素は本メッセ
ージに含まれる。発信ユーザが着サブアドレス情報要素を「呼設定」(SETUP)メッセージの中に含めた場合、
網からユーザの方向において、本情報要素は本メッセージに含まれる。 

 注 7－発信ユーザを識別するために、発信ユーザ、または網によって、本情報要素は本メッセージに含まれ得る。 

 注 8－発信ユーザが発サブアドレスの表示を行いたい場合、ユーザから網への方向において、本情報要素は本メッセ
ージに含まれる。発信ユーザが「呼設定」(SETUP)メッセージの中に発サブアドレス情報要素を含めた場合、
網からユーザの方向において、本情報要素は本メッセージに含まれる。 

 注 9－ユーザがバーチャルチャネルの表示を行いたい場合、ユーザから網への方向において、本情報要素は本メッセ
ージに含まれる。網がバーチャルチャネルの表示を行いたい場合、網からユーザへの方向において、本情報要

素は本メッセージに含まれる。本情報要素が含まれていない場合は、任意のバーチャルチャネルが受け入れ可

能と解釈される。本情報要素は VP非対応シグナリング手順が使用された時には、存在しない場合がある。 

 注 10－発信ユーザがこの呼に対しエンド・エンド中継遅延要求を指定したい場合、および/または、発信ユーザから網
境界までのユーザデータの送信で予期される累積中継遅延を指定したい場合に、ユーザから網への方向におい

て、本情報要素は本メッセージに含まれる。本情報要素が含まれる場合、エンド・エンド中継遅延情報要素は

着信ユーザに送信される。エンド・エンド中継遅延情報が着信ユーザに送信される場合、網からユーザへの方

向において、本情報要素は本メッセージに含まれる。（付属資料 K/JT-Q2931参照） 

 注 11－本識別子は通知手順が適用されたときに存在しうる。通知識別子情報要素はメッセージ中で繰り返されうる。
最大長および許容される繰り返し回数は網オプションである。 

 注 12－OAM F5 エンド・エンド情報フローに関連する付加的な情報を示すために、発信ユーザによって、本情報
要素は本メッセージに含まれる。OAMトラヒック記述子情報要素の欠落は、OAMフローがこの呼において使
用されないことを意味するものではない。 

 注 13－一括発呼手順が使用される場合、広帯域送信完了情報要素を、本メッセージに含めることは、ユーザにおいて
必須である。網によるその解釈はオプションである。一括着呼手順が使用される場合、広帯域送信完了情報要

素を、本メッセージに含むことは、網において必須である。広帯域送信完了情報要素が含まれない場合、必須

情報要素不足のエラー手順を適用する必要はない。 

 注 14－特定中継網を選択するために発信ユーザによって本情報要素は本メッセージに含められる（付属資料
D/JT-Q2931参照）。本情報要素は本メッセージ中に 4回まで存在しうる。 

注 15－AALパラメータ種別の選択・交渉のために 2つの AALパラメータ情報要素を含めた場合、本情報要素は本メッ
セージに含まれる。広帯域繰り返し識別子情報要素は、最初の AALパラメータ情報要素の直前に含まれる。 

注 16－発信ユーザが報告手順に関わる広帯域サービスを着信ユーザに伝えたい場合、ユーザから網の方向において本
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情報要素は本メッセージに含まれる。発信ユーザが「呼設定」（SETUP）メッセージ中に広帯域報告種別情報

要素を含めた場合、網からユーザの方向において本情報要素は本メッセージに含まれる。本情報要素は本メッ

セージ内で 2回まで存在し得る。
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(7) 新規 3.1.11節/JT-Q2931 「コネクション使用可」（CONN AVAIL）メッセージ 

3.1.11 「コネクション使用可」（CONNection AVAILable） 

 本メッセージはコネクションの使用可能性を確認するために、発信ユーザから網へ送信され、そして網から着信ユー

ザに送信される。（表 3-24/JT-Q2931参照） 

 

表 3-24/JT-Q2931 
(ITU-T Q.2931) 

「コネクション使用可」（CONNection AVAILable）メッセージ内容 

 

メッセージ種別：コネクション使用可 

定義区間   ：グローバル 

方向     ：両方向 

情報要素 参照 方向 種別 情報長 

プロトコル識別子 4.2 両方向 M 1 

呼番号 4.3 両方向 M 4 

メッセージ種別 4.4 両方向 M 2 

メッセージ長 4.4 両方向 M 2 

通知識別子 4.5 両方向 O（注1） 4～* 

広帯域報告種別 4.5 両方向 O（注2） 5 

 

注 1－表 3-8/JT-Q2931の注 11参照。 

注 2－発信ユーザが報告手順に関わる広帯域サービスを着信ユーザに伝えたい場合、ユーザから網の方向において本情
報要素は本メッセージに含まれる。発信ユーザが「コネクション使用可」（CONN AVAIL）メッセージ中に広
帯域報告種別情報要素を含た場合、網からユーザの方向において本情報要素は本メッセージに含まれる。 
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(8) 改訂 3.2節/JT-Q2931 狭帯域サービスのサポートに関連するメッセージ 

3.2 64kbit/s ベースの回線交換モード ISDNサービスをサポートするために追加あるいは変更されたメッセージ 

 表 3-12/JT-Q2931に、64kbit/sベースの回線交換モード ISDNサービスをサポートする、B-ISDN呼またはコネクシ
ョン制御のためのメッセージを要約する。 

 

表 3-12/JT-Q2931 インターワーキング要求条件に関連するメッセージ 

       （ITU-T Q.2931） 

 

 参  照 

 呼設定メッセージ 

  呼出し（ALERTing） 

  呼設定受付（Call PROCeeding ） 

  応答（CONNect ） 

  応答確認（CONNect ACKnowledge ） 

  コネクション使用可（CONNection AVAILable） 

  経過表示（PROGress） 

  呼設定（SETUP ） 

  呼設定確認（SETUP ACKnowledge ） 

 

3.2.1 
3.2.2 
3.2.3 
3.1.4 

3.1.11 
3.2.5 
3.2.7 
3.2.8 

 呼解放メッセージ 

  解放（RELease ） 

  解放完了（RELease COMPlete） 

 

3.2.6 
3.1.6 

 その他のメッセージ 

  通知（NOTIFY） 

  付加情報（INFOrmation ） 

  状態表示（STATUS） 

  状態問合（STATUS ENQuiry） 

 

3.1.10 
3.2.4 
3.1.8 
3.1.9 
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(9) 改訂 3.2.1節/JT-Q2931 「呼出」（ALERTing）メッセージ 

3.2.1 「呼出」（ALERTing） 

 本メッセージは、着信ユーザの呼出が開始されたことを示すために、着信ユーザから網に、そして網から発信ユーザ

に転送される。（表 3-13/JT-Q2931参照） 

 

表 3-13/JT-Q2931 「呼出」（ALERT）メッセージ内容 

                           （ITU-T Q.2931） 

 

メッセージ種別：呼出 

定義区間      ：グローバル 

方向          ：両方向 

情報要素 参  照 方  向 種  別 情報長 

プロトコル識別子 4.2 両方向 M 1 

呼番号 4.3 両方向 M 4 

メッセージ種別 4.4 両方向 M 2 

メッセージ長 4.4 両方向 M 2 

コネクション識別子 4.5 ｕ→ｎ O（注 1）  4～9 

狭帯域伝達能力 4.6 両方向 O（注 2）   4～14 

狭帯域高位レイヤ整合性 4.6 両方向 O（注 3） 4～7 

通知識別子 4.5 両方向 O（注 4） 4～* 

経過識別子 4.6 両方向 O（注 5） 4～6 

広帯域報告種別 4.5 両方向 O（注 6） 5 

 

 注１－本メッセージが「呼設定」（SETUP）メッセージに対する応答の最初のメッセージで、ユーザが「呼設定」
(SETUP)メッセージで指示されたコネクション識別子を受け付けない場合、ユーザから網の方向で必須である。 

 注２－狭帯域伝達能力情報要素は、5.11 節/JT-Q931 で定義する伝達能力選択手順を使用する場合に含まれる。この
場合、経過内容#5“インターワーキングが発生し、その結果テレコミュニケーションサービスが変更された”
も含まれる。 

 注３－狭帯域高位レイヤ整合性情報要素は、5.12 節/JT-Q931 で定義する高位レイヤ整合性選択手順を使用する場合
に含まれる。この場合、経過内容#5“インターワーキングが発生し、その結果テレコミュニケーションサービ
スが変更された”も含まれる。 

 注４－本識別子は通知手順が適用されたときに存在しうる。通知識別子情報要素はメッセージ中で繰り返されうる。

最大長および許容される繰り返し回数は網オプションである。 

 注５－インターワーキング事象の場合、本メッセージに含まれる。網からユーザの方向で、インバンド情報/パターン
を提供する接続の場合、本メッセージに含まれる。ユーザから網の方向で、インバンド情報/パターンを提供す
る接続で、付属資料K/JT-Q931がインプリメントされている場合、あるいは 5.11.3節および 5.12.3節/JT-Q931
の手順に従う場合、本メッセージに含まれる。本情報要素は本メッセージ内で 2回まで存在し得る。 

 注 6－着信ユーザが報告手順に関わる広帯域サービスを発信ユーザに伝えたい場合、ユーザから網の方向において本
情報要素は本メッセージに含まれる。着信ユーザが「呼出」（ALERT）メッセージ中に広帯域報告種別情報
要素を含めた場合、網からユーザの方向において本情報要素は本メッセージに含まれる。 

 



ＪＴ－Ｑ２９３１ － 322 －

(10) 改訂　3.2.3節/JT-Q2931　「応答」（CONNect）メッセージ

3.2.3　「応答」（CONNect）

　本メッセージは、着信ユーザが呼を受け付けたことを通知するために、着信ユーザから網に、また網から発信ユーザ

に送信される。（表 3-15/JT-Q2931参照）

表 3-15/JT-Q2931　「応答」（CONN）メッセージ内容

　　               　　　　　　　　（ITU-T Q.2931）

メッセージ種別 ：応答

定義区間 ：グローバル

方向 ：両方向

情報要素 参照 方向 種別 情報長

プロトコル識別子 4.2 両方向 M 1

呼番号 4.3 両方向 M 4

メッセージ種別 4.4 両方向 M 2

メッセージ長 4.4 両方向 M 2

AALパラメータ 4.5 両方向 O（注１） 4～21

コネクション識別子 4.5 ｕ→ｎ O（注２） 4～9

エンド・エンド中継遅延 4.5 両方向 O（注３） 4～7

狭帯域伝達能力 4.6 両方向 O（注４） 4～14

狭帯域高位レイヤ整合性 4.6 両方向 O（注５） 4～7

狭帯域低位レイヤ整合性 4.6 両方向 O（注６） 4～20

通知識別子 4.5 両方向 O（注７） 4～*

OAMトラヒック記述子 4.5 両方向 O（注８） 4～6

経過識別子 4.6 両方向 O（注９） 4～6

広帯域報告種別 4.5 両方向 O(注 10) 5

　注１－着信ユーザが AAL パラメータ情報を発信ユーザに伝えたく、かつ AAL パラメータ情報要素が「呼設定」

（SETUP）メッセージ中に存在していた場合、ユーザから網の方向において本情報要素は本メッセージに含

まれる。着信ユーザが「応答」（CONN）メッセージ中に含めていた場合、本情報は網からユーザの方向にお

いて含まれる。（付属資料 F/JT-Q2931参照）

　注２－本メッセージが「呼設定」（SETUP）メッセージに対する応答の最初のメッセージで、ユーザが「呼設定」

(SETUP)メッセージで指示されたコネクション識別子を受け付けない場合、ユーザから網の方向で必須である。

　注３－着信ユーザが「呼設定」（SETUP）メッセージ中のエンド・エンド中継遅延情報要素を受信した場合、ユーザ

から網の方向においてエンド・エンド中継遅延情報要素は含まれ得る。発信ユーザが「呼設定」（SETUP）

メッセージ中にエンド・エンド中継遅延情報要素を含めた場合、/網からユーザの方向において含まれなければ

ならない。

　注４－狭帯域伝達能力情報要素は、5.11節/JT-Q931で定義する伝達能力選択手順を使用する場合に含まれる。

　注５－狭帯域高位レイヤ整合性情報要素は、5.12 節/JT-Q931 で定義する高位レイヤ整合性選択手順を使用する場合

に含まれる。

　注６－応答するユーザが低位レイヤ情報を発信ユーザに返送したい場合に、ユーザから網の方向において本情報要素

は本メッセージに含まれる。着信ユーザが「応答」(CONN)メッセージ中に狭帯域低位レイヤ整合性情報要素
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を含めた場合、網からユーザの方向において本情報要素は本メッセージに含まれる。狭帯域低位レイヤ情報交

渉に対して本情報要素は本メッセージにオプションとして含まれるが、発信ユーザに対して本情報要素を転送

しない網もありうる。

　　　　（付属資料M/JT-Q2931参照）

　注７－本識別子は通知手順が適用されたときに存在しうる。通知識別子情報要素はメッセージ中で繰り返されうる。

最大長および許容される繰返し回数は網オプションである。

　注８－応答するユーザが「呼設定」（SETUP）メッセージ中の OAM トラヒック記述子情報要素を受信した場合、

ユーザから網の方向において本情報要素は本メッセージに含まれる。応答するユーザが「応答」(CONN)メッ

セージ中に OAM トラヒック記述子情報要素を含めた場合、網からユーザの方向において本情報要素は本メッ

セージに含まれる。

　注９－インターワーキング事象あるいはインバンド情報/パターンを提供する接続の場合、本メッセージに含まれる。

本情報要素は本メッセージ内で 2回まで存在し得る。

　注 10－着信ユーザが報告手順に関わる広帯域サービスを発信ユーザに伝えたい場合、ユーザから網の方向において

本情報要素は本メッセージに含まれる。着信ユーザが「応答」（CONN）メッセージ中に広帯域報告種別情報

要素を含めた場合、網からユーザの方向において本情報要素は本メッセージに含まれる。本情報要素は本メッ

セージ内で 2回まで存在し得る。
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(11) 改訂　3.2.7節/JT-Q2931　「呼設定」（SETUP）メッセージ

3.2.7　「呼設定」(SETUP)

　本メッセージは、発信ユーザから網へ、もしくは網から着信ユーザに、64kbit/ｓベースの回線交換モード ISDN サー

ビスの B-ISDN呼を開始するために送信される。（表 3-19/JT-Q2931参照）

表 3-19/JT-Q2931　「呼設定」(SETUP)メッセージ内容

　　　　　　　　　                　　(ITU-T Q.2931)

メッセージ種別  ：  呼設定

定義区間　　　　：　グローバル

方向　　　　　　：　両方向

情報要素 参照 方向 種別 情報長

  プロトコル識別子 4.2 両方向 M 1

  呼番号 4.3 両方向 M 4

  メッセージ種別 4.4 両方向 M 2

  メッセージ長 4.4 両方向 M 2

　広帯域繰り返し識別子 4.5 両方向 O(注 18) 4～5

  ＡＡＬパラメータ 4.5 両方向 O（注 1） 4～21

  ATMトラヒック記述子 4.5 両方向 M 12～20

  広帯域伝達能力 4.5 両方向 M 6～7

  着番号 4.5 両方向 O（注 2） 4～*

  着サブアドレス 4.5 両方向 O（注 3） 4～25

  発番号 4.5 両方向 O（注 4） ４～*

  発サブアドレス 4.5 両方向 O（注 5） 4～25

  コネクション識別子 4.5 両方向 O（注 6） 4～9

  エンド・エンド中継遅延 4.5 両方向 O（注 7） 4～11

  広帯域繰り返し識別子 4.5 両方向 O（注 8） 4～5

  狭帯域伝達能力 4.6 両方向 O（注 9） 4～14

  狭帯域高位レイヤ整合性 4.6 両方向 O（注 10） 4～7

  広帯域繰り返し識別子 4.5 両方向 O（注 11） 4～5

  狭帯域低位レイヤ整合性 4.6 両方向 O（注 12） 4～20

  通知識別子 4.5 両方向 O（注 13） 4～*

  ＯＡＭトラヒック記述子 4.5 両方向 O（注 14） 4～6

  経過識別子 4.6 両方向 O（注 15） 4～6

  ＱＯＳパラメータ 4.5 両方向 M 6

  広帯域送信完了 4.5 両方向 O（注 16） 4～5

  中継網選択 4.5 ｕ--＞ｎ O（注 17） 4～*

  広帯域報告種別 4.5 両方向 O（注 19） 5
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 注１－発信ユーザが AAL 情報を着信ユーザに通知したい場合、ユーザから網への方向において、本情報要素は本メ
ッセージに含まれる。発信ユーザが「呼設定」（SETUP）メッセージの中に AALパラメータ情報要素を含め
た場合、網からユーザへの方向において、本情報要素は本メッセージに含まれる。優先度の高いものから順に、

1つもしくは 2つの AALパラメータ情報要素が含まれ得る。すなわち、AALパラメータ種別の選択・交渉手
順が使用された場合、最優先のものが最初となる。（付属資料 F/JT-Q2931参照） 

 注２－着番号情報要素は、網へ着番号情報を送信するために、ユーザによって本メッセージに含まれる。着番号情報

がユーザに送信される場合、網によって着番号情報要素が、本メッセージに含まれる。 

 注３－発信ユーザが着サブアドレスの表示を行いたい場合、ユーザから網への方向において、本情報要素は本メッセ

ージに含まれる。発信ユーザが着サブアドレス情報要素を「呼設定」（SETUP）メッセージの中に含めた場
合、網からユーザの方向において、本情報要素は本メッセージに含まれる。 

 注４－発信ユーザを識別するために、発信ユーザ、または網によって、本情報要素は本メッセージに含まれ得る。 

 注５－発信ユーザが発サブアドレスの表示を行いたい場合、ユーザから網への方向において、本情報要素は本メッセ

ージに含まれる。発信ユーザが「呼設定」（SETUP）メッセージの中に発サブアドレス情報要素を含めた場
合、網からユーザの方向において、本情報要素は本メッセージに含まれる。 

 注６－ユーザがバーチャルチャネルの表示を行いたい場合、ユーザから網への方向において、本情報要素は本メッセ

ージに含まれる。網がバーチャルチャネルの表示を行いたい場合、網からユーザへの方向において、本情報要

素は本メッセージに含まれる。本情報要素が含まれない場合は、任意のバーチャルチャネルが受付可能と解釈

される。本情報要素は非対応シグナリング手順が使用された時には、存在しない場合がある。 

 注７－発信ユーザがこの呼に対しエンド・エンド中継遅延要求を指定したい場合、および/または、発信ユーザから網
境界までのユーザデータの送信で予期される累積中継遅延を指定したい場合に、ユーザから網への方向におい

て、本情報要素は本メッセージに含まれる。本情報要素が含まれる場合、エンド・エンド中継遅延情報要素は

着信ユーザに送信される。エンド・エンド中継遅延情報要素が着信ユーザに送信される場合、網からユーザへ

の方向において、本情報要素は本メッセージに含まれる。（付属資料 K/JT-Q2931参照） 

 注８－狭帯域伝達能力交渉手順が使用される場合、広帯域繰り返し識別子情報要素は、最初の狭帯域伝達能力情報要

素の直前に含まれる。（付属資料 L/JT-Q2931参照） 

 注９－N-ISDNサービスにおいては、本情報要素は必須である。（6章/JT-Q2931参照）また、狭帯域伝達能力交渉
手順が使用される場合、本情報要素は繰り返され得る。（付属資料 L/JT-Q2931参照）狭帯域伝達能力交渉が
使用される場合、優先度の高いものから順に、すなわち最優先のものが最初となるように並べられた、最大 3
つまでの狭帯域伝達能力情報要素が含まれうる。複数の狭帯域伝達能力情報要素は、全ての網でサポートされ

るわけではない。それをサポートする網においては、適切な加入時のとりきめ等を通して、3 つの狭帯域伝達
能力情報要素を本メッセージに含みうる。（5.11 節/JT-Q931 参照）狭帯域伝達能力情報要素の直前に、広帯
域繰り返し識別子情報要素がない場合、狭帯域伝達能力情報要素は優先度の低いものから順に、本メッセージ

に含まれる。 

 注 10―発信ユーザが狭帯域高位レイヤ整合性情報を着信ユーザに送信したい場合、ユーザから網への方向において、
本情報要素は本メッセージに含まれる。発信ユーザが狭帯域高位レイヤ整合性情報要素を「呼設定」（SETUP）
メッセージの中に含めた場合、網からユーザへの方向において、本情報要素は本メッセージに含まれる。複数

の狭帯域高位レイヤ整合性情報要素は、全ての網でサポートされるわけではない。それをサポートする網にお

いては、適切な加入時のとりきめ等を通して、2 つの狭帯域高位レイヤ整合性情報要素を本メッセージに含み
うる。（5.12 節/JT-Q931 参照）狭帯域高位レイヤ整合性情報要素の直前に、広帯域繰り返し識別子情報要素
がない場合、狭帯域高位レイヤ整合性情報要素は優先度の低いものから順に、本メッセージに含まれる。 

 注 11―２つ以上の狭帯域低位レイヤ整合性情報要素が、低位レイヤ整合性交渉のために含められる場合、広帯域繰り
返し識別子は本メッセージに含まれる。 

 注 12―発信ユーザが狭帯域低位レイヤ整合性情報を着信ユーザに送信したい場合、ユーザから網への方向において、
本情報要素は本メッセージに含まれる。発信ユーザが狭帯域低位レイヤ整合性情報要素を「呼設定」（SETUP）



ＪＴ－Ｑ２９３１ － 326 －

メッセージの中に含めた場合、網からユーザの方向において、本情報要素は本メッセージに含まれる。低位レ

イヤ整合性交渉手順が使用される場合、優先度の高いものから順に、すなわち最優先のものが最初となるよう

に並べられた、2 つ、3 つあるいは 4 つの情報要素が、本メッセージに含まれうる。（付属資料Ｊ/JT-Q2931

参照）

 注 13―本識別子は、通知手順が適用された時に存在しうる。通知識別子情報要素はメッセージ中で繰り返されうる。

最大長および許容される繰り返し回数は網オプションである。

 注 14―OAM　F5 エンド・エンド情報フローに関連する付加的な情報を示すために、発信ユーザによって、本情報要

素は本メッセージに含まれる。OAM トラヒック記述子情報要素の欠落は、OAM フローがこの呼において使用

されないことを意味するものではない。これは、エンド・エンド B-ISDN コネクションが存在することを仮定

する。

 注 15―インターワーキングの事象、もしくは、インバンド情報/パターンを提供する接続の場合に、本情報要素は本メ

ッセージに含まれる。本情報要素は、本メッセージ内に 2回まで存在しうる。

 注 16―一括発呼手順が使用される場合、広帯域送信完了情報要素を、本メッセージに含めることは、ユーザにおいて

必須である。網によるその解釈はオプションである。一括着呼手順が使用される場合、広帯域送信完了情報要

素を、本メッセージに含むことは、網において必須である。広帯域送信完了情報要素が含まれない場合、必須

情報要素不足のエラー手順を適用する必要はない。

 注 17―特定中継網を選択するために、発信ユーザによって、本情報要素は本メッセージに含まれる。（付属資料

D/JT-Q2931参照）本情報要素は、本メッセージ内に 4回まで存在しうる。

 注 18－AAL パラメータ種別の選択・交渉のために２つの AAL パラメータ情報要素を含めた場合、本情報要素は本メッ

セージに含まれる。広帯域繰り返し識別子情報要素は、最初の AALパラメータ情報要素の直前に含まれる。

 注 19－発信ユーザが報告手順に関わる広帯域サービスを着信ユーザに伝えたい場合、ユーザから網の方向において本

情報要素は本メッセージに含まれる。発信ユーザが「呼設定」（SETUP）メッセージ中に広帯域報告種別情報

要素を含めた場合、網からユーザの方向において本情報要素は本メッセージに含まれる。本情報要素は本メッ

セージ内で２回まで存在し得る。
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(12)改訂 表 4-2a/JT-Q2931 メッセージ種別 

 

表 4-2a/JT-Q2931  メッセージ種別（メッセージ整合性動作指示表示を含む） 

(ITU-T Q.2931) 
 

 －メッセージ種別（オクテット１） 

  ビット 

 ８ ７  ６ ５ ４ ３ ２ １ 

 ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０  ０ 国内規定のメッセージ種別へのエスケープ（注１） 

 

 ０  ０  ０  －  －  －  －  － 呼設定用メッセージ 

             ０  ０  ０  ０  １ －呼出(ALERTing) 
             ０  ０  ０  １  ０ －呼設定受付(CALL PROCeeding)  
             ０  ０  １  １  １ －応答(CONNect)  
             ０  １  １  １  １ －応答確認(CONNect ACKnowledge)  
             ０  ０  ０  １  １ －経過表示(PROGress) 
             ０  ０  １  ０  １ －呼設定(SETUP)  
             ０  １  １  ０  １ －呼設定確認(SETUP ACKnowledge)  
 １  ０  ０  ０  １  ０  １  １ －コネクション使用可（CONNection AVAILable） 

 ０  １  ０  －  －  －  －  － 呼切断用メッセージ 

             ０  １  １  ０  １ －解放(RELease)  
             １  １  ０  １  ０ －解放完了(RELease COMPlete) 
 
             ０  ０  １  １  ０ －初期設定(RESTart)  
             ０  １  １  １  ０ －初期設定確認(RESTart ACKnowledge)  
 

 ０  １  １  －  －  －  －  － その他メッセージ 

             １  １  ０  １  １ －付加情報(INFOrmation)  
             ０  １  １  １  ０ －通知(NOTIFY) 
             １  １  １  ０  １ －状態表示(STATUS) 
             １  ０  １  ０  １ －状態問合(STATUS ENQuiry) 
 
 １  １  １  １  １  １  １  １ 他の全てのメッセージ種別の値が使用済みとなった場合の 

   拡張機構のために予約済（注 2） 

 

 （注 1）これが使用された場合、メッセージ種別（メッセージ整合性動作指示表示を除く）は、双方の国内規定に基づ
き、メッセージ内のオクテット 10で定義され、内容は直後のオクテットに続く。 

 （注 2）この場合、メッセージ種別（メッセージ整合性動作指示表示を除く）はメッセージ内のオクテット 10で定義
され、内容は直後のオクテットに続く。 
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表 4-2b/JT-Q2931  メッセージ種別 

(ITU-T Q.2931) 
 

－フラグ（オクテット 2） 

  ビット 

  ５ 

  ０  メッセージ動作指示フィールドは意味を持たない（一般的なエラー処理手順が適用される） 

  １  明示的な動作指示に従う（一般的なエラー処理手順が適用されない） 

 

－メッセージ動作内容（オクテット 2） 

  ビット 

  ２ １ 

  ０  ０  呼解放 

  ０  １  廃棄および無視（注） 

  １  ０  廃棄および状態報告 

  １  １  予約済 

 

（注）“無視”の意味は付属資料 J参照 
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(13) 改訂 表 4-3a/JT-Q2931 情報要素フォーマット 

表 4-3a/JT-Q2931  一般情報要素フォーマット－ 

(ITU-T Q.2931) 
 

 ビット 

 8 7 6 5 4 3 2 1   参照 

 0 1 1 1 0 0 0 0  着番号（Called party number) 4.5.11 
 0 1 1 1 0 0 0 1  着サブアドレス(Called party subaddress) 4.5.12 
 0 1 1 1 1 0 0 0  中継網選択(Transit network selection) 4.5.22 
 0 1 1 1 1 0 0 1  初期設定表示(Restart indicator)  4.5.20 
 0 1 1 1 1 1 0 0  狭帯域低位レイヤ整合性(Narrowband low layer compatibility) 4.6.4 
 0 1 1 1 1 1 0 1  狭帯域高位レイヤ整合性(Narrowband high layer compatibility) 4.6.3 
 0 1 1 0 0 0 0 0  広帯域固定シフト (Broadband-locking shift) 4.5.3 
 0 1 1 0 0 0 0 1  広帯域一時シフト (Broadband-non-locking shift) 4.5.4 
 0 1 1 0 0 0 1 0  広帯域送信完了 (Broadband-sending complete)  4.5.21 
 0 1 1 0 0 0 1 1  広帯域繰り返し識別子 (Broadband-repeat indicator) 4.5.19 
 0 1 1 0 1 1 0 0  発番号（Calling party number) 4.5.13 
 0 1 1 0 1 1 0 1  発サブアドレス(Calling party subaddress) 4.5.14 
 0 1 0 1 1 0 0 0  ATM ｱﾀﾞﾌﾟﾃｰｼｮﾝﾚｲﾔ(AAL)ﾊﾟﾗﾒｰﾀ (ATM adaptation layer parameter) 4.5.5  
 0 1 0 1 1 0 0 1  ATMトラヒック記述子 (ATM traffic descriptor) 4.5.6  
 0 1 0 1 1 0 1 0  コネクション識別子 (Connection identifier) 4.5.16 
 0 1 0 1 1 0 1 1  OAMトラヒック記述子 (OAM traffic descriptor) 4.5.24 
 0 1 0 1 1 1 0 0  ｻｰﾋﾞｽ品質(QOS)ﾊﾟﾗﾒｰﾀ (Quality of service parameter) 4.5.18 
 0 1 0 1 1 1 1 0  広帯域伝達能力 (Broadband bearer capability)  4.5.7  
 0 1 0 1 1 1 1 1  広帯域低位レイヤ情報(B-LLI) (Broadband low layer information) 4.5.9  
 0 1 0 1 1 1 0 1  広帯域高位レイヤ情報(B-HLI) (Broadband high layer information) 4.5.8 
 0 1 0 0 0 0 1 0  エンド・エンド中継遅延(End-to-end transit delay) 4.5.17 
 0 0 1 0 0 1 1 1  通知識別子 (Notification indicator)  4.5.23 
 0 0 0 1 0 1 0 0  呼状態(Call state) 4.5.10 
 0 0 0 1 1 1 1 0  経過識別子(Progress indicator) 4.6.5 
 0 0 0 0 0 1 0 0  狭帯域伝達能力(Narrowband bearer capability) 4.6.2 
 0 0 0 0 1 0 0 0  理由表示(Cause)  4.5.15 

 1 0 0 0 1 0 0 1  広帯域報告種別(Broadband report type) 4.5.25 
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(14) 改訂 4.5.6節/JT-Q2931 ATMトラヒック記述子情報要素 

 (TTC注 本改訂は JT-Q2931 2版に盛込み済みである。) 
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(15)改訂 4.5.8節/JT-Q2931 広帯域高位レイヤ情報要素 

4.5.8 広帯域高位レイヤ情報［B-HLI］ 

 広帯域高位レイヤ情報情報要素の目的は、ユーザプレーンにおける高位レイヤプロトコルを識別し、かつアドレス指

定されたエンティティ（例えば、発信ユーザによりアドレス指定されたリモートユーザ、インタワーキングユニット、

網の高位レイヤ機能ノード）に対して通信可能性チェックを行える手段を提供することである。広帯域高位レイヤ情報

情報要素は、発信側エンティティ（例えば、発信ユーザ）とアドレス指定された着信側のエンティティ間を B-ISDN網
内では、トランスペアレントに運ばれる。 

 広帯域高位レイヤ情報情報要素は、図 4-15/JT-Q2931と表 4-9/JT-Q2931に示すようにコード化する。本情報要素の
最大長は、13オクテットである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-15/JT-Q2931 広帯域高位レイヤ情報情報要素 

(ITU-T Q.2931) 

オクテット 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６-13* 

ビット 

  ８   ７   ６   ５   ４   ３   ２   １ 

 

広帯域高位レイヤ情報 

  ０      １      ０      １      １      １      ０      １ 

情報要素識別子 

 

  １    コーディング            情報要素動作指示フィールド 

 拡  張      標  準       フラグ   予約済    情報要素動作内容 

 

 

 

広帯域高位レイヤ情報内容長 

 

 

 

  １          高位レイヤ情報種別 

 拡  張 

 

高位レイヤ情報 
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表 4-9/JT-Q2931 広帯域高位レイヤ情報情報要素 

(ITU-T Q.2931) 
高位レイヤ情報種別（オクテット５） 

 ビット 

 ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０  ISO/IEC（注１） 

 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １  ユーザ特有（注２） 

 ０ ０ ０ ０ ０ １ １  ベンダ特有のアプリケーション識別子（注３） 

 ０ ０ ０ ０ １ ０ ０  ITU-T/TTCにおける B-ISDNテレサービス勧告/標準を 

                参照（注４） 

 上記以外           予約済み 

 

 （注１）このコードポイントは ISO/IEC標準で使用するために予約済みである。 

 （注２）本高位レイヤ情報種別が用いられた場合、オクテット 6－13のコーディング法はユーザ定義による。コード
ポイントの使用についてはエンドユーザ間双方の合意が必要である。 

 （注３）この高位レイヤ情報種別を使用するときは、オクテット 6－12は以下のようにコード化される。 

     オクテット 6－8はグローバルに付与されている OUI（Organizationally Unique Identifier）（IEEE標準
802－1990年版 5.1節による）を含む。 

     オクテット 9－12は OUIによって識別されるベンダによって付与されるアプリケーション識別子を含む。 

     オクテット 13はこの高位レイヤ情報種別では使用されない。 

 （注４）これらの ITU-T勧告/TTC標準のためのコードポイントは、オクテット 6に表示される。特定のコードポイ
ントは、それに対応する勧告/標準を完成させた時に追加される。 

 

高位レイヤ情報（オクテット 6－13） 

 これらのオクテットの内容は、高位レイヤ情報種別で定義する。 
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(16) 改訂　4.5.9節/JT-Q2931　広帯域低位レイヤ情報要素

4.5.9　広帯域低位レイヤ情報〔B-LLI〕

　広帯域低位レイヤ情報情報要素の目的は、ユーザプレーンにおける低位レイヤプロトコルを識別し、かつアドレス指

定されたエンティティ（例えば、発信ユーザによりアドレス指定されたリモートユーザ、インタワーキングユニット、

網の高位レイヤ機能ノード）に対して通信可能性確認を行うための手段を提供することである。広帯域低位レイヤ情報

情報要素は、発信側エンティティ（例えば、発信ユーザ）とアドレス指定された着信側のエンティティ間を B-ISDN 網

内では、トランスペアレントに運ばれる。

　広帯域低位レイヤ情報のネゴシエーション（付属資料 C 参照）のために、広帯域低位レイヤ情報情報要素は、アドレ

ス指定された着信側エンティティから発信側エンティティに対しても、トランスペアレントに通過される。

　広帯域低位レイヤ情報情報要素は、図 4-16/JT-Q2931 と表 4-10/JT-Q2931 に示すようにコード化する。本情報要素

の最大長は、17オクテットである。

広帯域低位レイヤ情報要素のオクテット群 5（すなわちレイヤ 1）、6（すなわちレイヤ 2）および 7（すなわちレイ

ヤ 3）は位置に依存するが、全てが示された場合、図 4-16/JT-Q2931に示すような順序で送信される。

ビット
　　８　　　７　　　６　　　５　　　４　　　３　　　２　　　１

広帯域低位レイヤ情報
    ０      １      ０      １      １      １      １      １

情報要素識別子

　　１    コーディング            情報要素動作指示フィールド
　拡  張      標  準      フラグ     予約済    情報要素動作内容

広帯域低位レイヤ情報内容長

　　１      ０      １        ユーザ情報レイヤ 1プロトコル
　拡  張  レイヤ 1識別

　０／１    １      ０        ユーザ情報レイヤ 2プロトコル
　拡  張  レイヤ 2識別

　０／１    モード          ０      ０      ０           JT-Q933
　拡  張                           予  備                 使  用

　　１                ウィンドウサイズ（ｋ）
　拡  張

　　１            ユーザ特有レイヤ 2プロトコル情報
　拡  張

　０／１    １      １        ユーザ情報レイヤ 3プロトコル
　拡  張  レイヤ 3識別

　０／１    モード          ０     ０      ０      ０      ０
　拡  張                                  予  備

　０／１    ０      ０      ０
　拡  張          予  備            デフォルトパケットサイズ

　　１                パケットウィンドウサイズ
拡  張

　　１            ユーザ特有レイヤ 3プロトコル情報
　拡  張

オクテット

1

2

3

4

5*

6*

6a*（注 1）

6b*（注 1）

6a*（注 2）

7*

7a*（注 3）

7b*（注 3）

7c*（注 3）

7a*（注 4）
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           図 4-16/JT-Q2931　広帯域低位レイヤ情報情報要素
                         (ITU-T Q.2931)

（注 1）本オクテットは、オクテット 6 が表 4-10/JT-Q2931 に示されている確認形 HDLC の手順を示す場合にのみ存

在する。

（注 2）本オクテットは、オクテット 6がユーザ特有レイヤ 2プロトコルを示す場合にのみ存在する。

（注 3）本オクテットは、オクテット７が表 4-10/JT-Q2931に示されている標準 JT-X25、ISO/IEC　8208または ITU-T

勧告 X.223―ISO/IEC8878に基づいたレイヤ 3プロトコルを示す場合にのみ存在する。

（注 4）本オクテットは、オクテット 7がユーザ特有レイヤ 3プロトコルを示す場合にのみ存在する。

（注 5）本オクテットは、オクテット 7が ITU-T勧告 X.263|ISO/IEC　TR9577を示す場合にのみ存在する。

（注 6）本オクテットは、オクテット７が TTC標準 JT-H310を示す場合にのみ存在し得る。

（注 7）本オクテット群は、オクテット 7が ITU-T勧告 X.263|ISO/IEC TR 9577を示し、かつオクテット 7aと 7bが

IEEE SNAPを示す場合にのみ存在しなければならない。（すなわち"10000000"にコード化される）

表 4-10a/JT-Q2931　広帯域低位レイヤ情報情報要素

(ITU-T Q.2931)

ユーザ情報レイヤ 1プロトコル（オクテット 5）

　全て予約済み

7a*（注 6）

7b*（注 6）

7a*（注 5）

7b*（注 5）

8*（注 7）

8.1*

8.2*

8.3*

8.4*

8.5*

　０／１          端末能力                    端末種別
　拡  張

　　１      ０         順方向多重能力          逆方向多重能力
拡  張   予  備

　　０　　　　　　　ITU-T勧告 X.263｜ISO／IEC T9577
　　　　　　　IPI（Initial Protocol Identifier）　（ビット 8－2）

　　１　　　IPI　　  ０      ０      ０      ０      ０      ０
　拡　張　　ﾋﾞｯﾄ１　　　　　　　　予　備

　　１      ０      ０      ０      ０      ０      ０      ０
　拡　張　SNAP id   　　　　　　　予　備

IEEE　SNAP（Sub-Network Access Protocol）識別子

（継続）

（継続）

（継続）

（継続）
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ユーザ情報レイヤ 2プロトコル（オクテット 6）

　ビット

　５　４　３　２　１

　０　０　０　０　１　　ISO　1745基本モード

　０　０　０　１　０　　標準 JT-Q921（ITU-T勧告 I.411）

　０　０　１　１　０　　標準 JT-X25リンクレイヤ（注 1、4）

　０　０　１　１　１　　ITU-T勧告 X.25マルチリンク（注 4）

　０　１　０　０　０　　拡張 LAPB；半２重用（ITU-T勧告 T.71）

　０　１　０　０　１　　HDLC　ARM（ISO/IEC　4335）（注 4）

　０　１　０　１　０　　HDLC　NRM（ISO/IEC　4335）（注 4）

　０　１　０　１　１　　HDLC　ABM（ISO/IEC　4335）（注 4）

　０　１　１　０　０　　LANロジカル・リンク・コントロール（ISO  8802-2）

　０　１　１　０　１　　標準 JT-X75シングルリンク手順（SLP）（注 4）

　０　１　１　１　０　　標準 JT-Q922（注 4）

　１　０　０　０　０　　ユーザ特有（注 2）

　１　０　０　０　１　　ISO/IEC　7776　DTE-DCE手順（注 3、4）

　上記以外　　　　　　　予約済み

　（注 1）本標準は、ISO/IEC　7776　DTE-DCE手順と整合性がある。

　（注 2）このコーディングが含まれる場合、オクテット 6aはユーザ特有レイヤ 2プロトコルに対するユーザコーディ

ングを含む。

　（注 3）本標準は、標準 JT-T90において定義された適用規則により修正された標準 JT-X75と整合性がある。

　（注 4）このコーディングが含まれる場合、TTC標準コーディングされたオクテット 6a、6bが含まれる。

TTC標準コーディングに対するオクテット 6a

動作モード（オクテット 6a）

　ビット

　７　６

　０　１　　通常モード

　１　０　　拡張モード

上記以外　予約済み

表 4-10b/JT-Q2931　広帯域低位レイヤ情報情報要素

                                       (ITU-T Q.2931)

JT-Q933使用（オクテット 6a）

　ビット

　２　１

　０　０　　標準 JT-Q933において定義されたコーディングが未使用の場合

　上記以外　予約済み

ユーザプロトコルに対するオクテット 6a

ユーザ特有レイヤ 2プロトコル情報（オクテット 6a）

　オクテット 6aの使用とコーディングは、ユーザ定義に従う。
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ウィンドウサイズ（k）（オクテット 6b） 

 kパラメータのビット 1～7の 2進コーディングは、1から 127の範囲の値をとる。 

 

ユーザ情報レイヤ 3プロトコル（オクテット 7） 

 ビット 

 ５ ４ ３ ２ １ 

 ０ ０ １ １ ０  標準 JT-X25パケットレイヤ（注 2） 

 ０ ０ １ １ １  ISO/IEC 8208（データ端末のための X.25パケットレベルプロ 

トコル）（注 2） 

 ０ １ ０ ０ ０  ITU-T勧告 X.233|ISO/IEC 8878 
（OSI-CONSを提供するための ISO/IEC 8208と標準 JT-X25の使用） 

 ０ １ ０ ０ １  ITU-T勧告 X.233|ISO/IEC 8473 
            （OSIコネクションレスモードプロトコル） 

 ０ １ ０ １ ０  ITU-T勧告 T.70ミニマムネットワークレイヤ 

 ０ １ ０ １ １  ITU-T勧告 X.263|ISO/IEC TR9577（注 3） 

 ０ １ １ ０ ０  TTC標準 JT-H310 
 ０ １ １ ０ １  TTC標準 JT-H321 
 １ ０ ０ ０ ０  ユーザ特有（注 1） 

 上記以外       予約済み 

 

 （注 1）このコーディングが含まれる場合、オクテット 7a はユーザ特有レイヤ 3 プロトコルに対するユーザコーデ
ィングを含む。 

 （注 2）このコーディングが含まれる場合、TTC標準コーディングされたオクテット 7a、7b、7cが含まれうる。 

 （注 3）本コーディングは、レイヤ 3プロトコルを用いるための ITU-T勧告コーディングが存在しない場合に限り使
用されなければならない、ITU-T勧告 X.263|ISO/IEC TR9577もしくは IEEE SNAPコーディングが適
用される。拡張したオクテット（7a、7b、8.1－8.5）が含まれている場合、それらのオクテットは ITU-T勧
告X.263|ISO/IEC TR9577に従うレイヤ３プロトコル識別（例えば、ITU-T勧告X.263|ISO/IEC TR9577
付属資料 Cおよび Dを参照）を示す。含まれていない場合、ITU-T勧告 X.263|ISO/IEC TR9577に定義
されているように、コネクション上で運ばれるネットワークレイヤプロトコル識別（NLPID）がサポートさ
れる。 

 

表 4-10c/JT-Q2931 広帯域低位レイヤ情報情報要素 

(ITU-T Q.2931) 
TTC標準コーディングに対するオクテット 7a 
動作モード（オクテット 7a） 

 ビット 

 ７ ６ 

 ０ １  通常パケットシーケンス番号付与 

 １ ０  拡張パケットシーケンス番号付与 

 上記以外 予約済み 

 

ユーザプロトコルに対するオクテット 7a 
ユーザ特有レイヤ 3プロトコル情報（オクテット 7a） 
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　オクテット 7aの使用とコーディングは、ユーザの定義した要求に従う。

端末種別（オクテット 7a）

　ビット

　４　３　２　１

　０　０　０　１　　受信のみ

　０　０　１　０　　送信のみ

　０　０　１　１　　送受信

端末能力（オクテット 7a）

　ビット

　７　６　５

　０　０　０　　表示なし

　０　０　１　　AALタイプ 1のみサポート

　０　１　０　　AALタイプ 5のみサポート

　０　１　１　　AALタイプ 1と AALタイプ 5の両方をサポート

順方向多重能力（オクテット 7b）

　ビット

　６　５　４

　０　０　０　　多重なし

　０　０　１　　トランスポートストリーム（TS）

　０　１　０　　順方向誤り訂正を用いた転送ストリーム

　０　１　１　　プログラムストリーム（PS）

　１　０　０　　順方向誤り訂正を用いたプログラムストリーム

　１　０　１　　TTC標準　JT-H221

逆方向多重能力（オクテット 7b）

　ビット

　３　２　１

　０　０　０　　多重なし

　０　０　１　　トランスポートストリーム（TS）

　０　１　０　　逆方向誤り訂正を用いた転送ストリーム

　０　１　１　　プログラムストリーム（PS）

　１　０　０　　逆方向誤り訂正を用いたプログラムストリーム

　１　０　１　　TTC標準　JT-H221

　（注 1）多重能力フィールドおよび端末種別フィールドのコードポイントの許容組み合わせは制限されうる。これら

の制限は端末プロトコル仕様の範囲内で規定される。

デフォルトパケットサイズ（オクテット 7b）

　ビット

　４　３　２　１
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 ０ １ ０ ０  デフォルトパケットサイズ 16オクテット 

 ０ １ ０ １  デフォルトパケットサイズ 32オクテット 

 ０ １ １ ０  デフォルトパケットサイズ 64オクテット 

 ０ １ １ １  デフォルトパケットサイズ 128オクテット 

 １ ０ ０ ０  デフォルトパケットサイズ 256オクテット 

 １ ０ ０ １  デフォルトパケットサイズ 512オクテット 

 １ ０ １ ０  デフォルトパケットサイズ 1024オクテット 

 １ ０ １ １  デフォルトパケットサイズ 2048オクテット 

 １ １ ０ ０  デフォルトパケットサイズ 4096オクテット 

 上記以外     予約済み 

 

パケットウィンドウサイズ（オクテット 7c） 

パケットウィンドウサイズのビット 1～7の 2進コーディングは、1から 127の範囲の値をとる。 

 

ITU-T勧告 X.263|ISO/IEC TR9577 IPI（Initial Protocol Identifier） 

（オクテット 7のビット 5～1の値が"01011"の場合におけるオクテット 7aのビット 1～7およびオクテット 7bのビッ
ト 7） 

本オクテットは、ユーザプレーンへ運ばれるプロトコルの ITU-T 勧告 X.263|ISO/IEC TR9577 IPI（Initial 
Protocol Identifier）を示す。IPIのビット 1はオクテット 7bのビット 7に設定され、IPIのビット 2～8はオクテッ
ト 7aのビット 1～7へ設定される。 

 

IEEE SNAP（Sub-Network Access Protocol）Identifier OUI（Organizationally Unique Identifier） 

（オクテット 7aのビット 7～1の値が"1000000"でかつ 7bのビット 8が"0"である場合におけるオクテット 8.1～8.5) 
オクテット 7a と 7b の 8 ビットが"10000000"にコード化された場合、IEEE SNAP（ITU-T 勧告 X.263 の付属資料
D|ISO/IEC TR 9577を参照）を示し、オクテット 8.1～8.5に 40ビットの IEEE SNAP識別子が含まれる。SNAP識
別子の最初の 24ビットは OUI（Organizationally Unique Identifier）に対応し、残りの 16ビットは、ローカルで管
理される PID（Protocol Identifier）となる。 
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(17)改訂　4.5.11節/JT-Q2931　着番号情報要素

4.5.11　着番号［Called party number］

　着番号情報要素の目的は、通信相手を表示する事である。

　着番号情報要素は、図 4-18/JT-Q2931と表 4-12/JT-Q2931に示すようにコード化される。

　本情報要素の最大長は網に依存する。

　（注 1）番号ディジットは、オクテット 6 から入力された順番と同じ順番で現れる。すなわち最初に入力された番号

ディジットが、最初のオクテット 6に入れられる。

ディジットは IA5 キャラクタでコード化される。

本フォーマットはアドレス/番号計画識別が“ATM エンドシステムアドレス”に設定される場合か、または

デフォルト番号計画が“ATM エンドシステムアドレス”であり、アドレス/番号計画識別が“不定”と表示

された場合を除いて、全ての番号計画に適用される。

　（注 2）アドレス/番号計画識別に ATM エンドシステムアドレスの使用を表示した場合、アドレスは ITU-T 勧告

E.191の表現でコード化される。

図 4-18/JT-Q2931　着番号情報要素

     　　　　　　　　　　　　　　　　(ITU-T  Q.2931)

オクテット

1

2

3

4

5

6 (注 1)

6 (注 2)

ビット

    ８      ７      ６      ５      ４      ３      ２      １

着番号

    ０      １      １      １      ０      ０      ０      ０

情報要素識別子

　　１    コーディング          情報要素動作指示フィールド

　拡張        標準    　     フラグ   予約済    情報要素動作内容

着番号内容長

　　１          番号種別             アドレス/ 番号計画識別

 　拡張

　　０                  アドレス/ 番号ディシット

(IA5キャラクタ)

ATM エンドシステムアドレスオクテット
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表 4-12a/JT-Q2931  着番号情報要素 

                     (ITU-T  Q.2931) 
 

番号種別（オクテット 5）  （注１） 

 ビット 

 ７６５ 

 ０００  不定（注 2） 

 ００１  国際番号（注 1、注 3、注 6） 

 ０１０  国内番号（注 1、注 3、注 6） 

 ０１１  網特有番号（注 4、注 6） 

 １００  市内番号（注 1、注 3、注 6） 

 １１０  短縮番号（注 5） 

 １１１  拡張用に予約済 

 上記以外 予約済 

 

 （注 1）国際、国内、市内番号の定義は、ITU-T勧告 I.330を参照。 

 （注 2）番号種別”不定”はアドレス/番号計画識別が ATMエンドシステムアドレスと表示された場合か、またはユ
ーザあるいは網が、番号ディジットフィールドを用いて番号種別を表示する場合に使用される。後者の場合、

番号ディジットフィールドは網のダイヤル手順に従って構成される。例えば、プレフィックスがあるかもし

れないし、その上エスケープがあるかもしれない。 

 （注 3）プレフィックスを含まない。 

 （注 4）番号種別”網特有番号”は、サービスを提供する網特有の管理番号あるいは、サービス番号を示すことに使
われる。例えば、オペレータをアクセスする場合に使用される。 

 （注 5）このコードの提供は、網に依存する。この情報要素で提供される番号は、網により提供される特有の番号計
画の完全な番号の短縮表現を提供する。 

 （注 6）明白な表示によってまたは番号計画が不定を示されることにより、網のデフォルト番号計画が示されること
で、ISDN番号計画（ITU-T勧告 E.164）が使用されるときのみ、これらのコードポイントが適用される。 

 

表 4-12b/JT-Q2931  着番号情報要素 

(ITU-T  Q.2931) 
 

アドレス/番号計画識別（オクテット５）  （注 5） 

 ビット 

 ４３２１ 

 ００００  不定（注 1） 

 ０００１  ＩＳＤＮ/電話番号計画  （ITU-T勧告Ｅ.164）（注 7） 

 ００１０  ATMエンドシステムアドレス（注 2、注 3） 

 ００１１  データ番号計画（ITU-T勧告 X.121）（注 6） 

 １００１  私設網番号計画（注 2、注 4） 

 １１１１  拡張用に予約済 

 上記以外  予約済 

 

 （注 1）番号計画識別“不定”は、網のデフォルトの番号計画を表わす。相方の合意または他の標準/勧告の規定がな
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い場合、網のデフォルト番号計画は“ISDN番号計画”とすべきである。  （ITU-T勧告 E.164） 

 （注 2）このコードポイントは、ATM エンドシステムアドレス(E.164A または任意の他のフォーマットは、ITU-T
勧告 E.191で定義される)を表すために使用される。 

 （注 3）このコードポイントが使用される場合、番号種別は“不定”とコード化される。 

 （注 4）このコードポイントが使用される場合、番号種別の使用方法はこの標準の範囲外である。 

 （注 5）その他特有の番号計画の使用は、本標準の範囲外である。公衆広帯域 ISDNへのアクセスにおいて、特有の
番号計画の使用は ITU-T 勧告 E.191 で定義され、番号計画識別の使用法は用いられた番号計画と一致しな
ければならない。 

 （注 6）使用時は番号種別フィールドが“国際番号”とコード化されねばならない。 

 （注 7）本コードポイントは E.164Nアドレスを表わすために使用される。（E.164Nアドレスは ITU-T勧告 E.191
で定義） 

 

アドレス/番号ディジット（オクテット 6以上、IA5コーディング） 

 このフィールドは、適当な番号計画/網のダイヤル手順で指定される形式に従って,IA5コード化される。 

 

ATMエンドシステムアドレスオクテット（オクテット 6以上） 

 番号計画識別に ATMエンドシステムアドレスの表示が使用された場合、アドレスは ITU-T勧告 E.191に従ってコー
ド化される。 
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(18) 改訂 4.5.12節/JT-Q2931 着サブアドレス情報要素 

4.5.12 着サブアドレス［Called party subaddress］ 

 着サブアドレス情報要素の目的は、通信相手のサブアドレスを示す事である。サブアドレスの定義については ITU-T
勧告 I.330を参照。 

 着サブアドレス情報要素は、図 4-19/JT-Q2931と表 4-13/JT-Q2931に示すようにコード化される。 

 本情報要素の最大長は 25オクテットである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-19/JT-Q2931  着サブアドレス情報要素 

                      (ITU-T  Q2931) 
 

 

表 4-13a/JT-Q2931 着サブアドレス情報要素 

                      (ITU-T  Q.2931) 
サブアドレス種別（オクテット 5） 

 ビット 

 ７６５ 

 ０００  NSAP（ITU-T勧告 X.213|ISO/IEC8348） 

 ００１  ATMエンドシステムアドレス 

 ０１０  ユーザ特有サブアドレス 

 上記以外 予約済 

ビット 

      ８      ７      ６      ５      ４      ３      ２      １ 

 

着サブアドレス 

      ０      １      １      １      ０      ０      ０      １ 

情報要素識別子 

 

   １    コーディング          情報要素動作指示フィールド 

 

  拡張        標準     フラグ   予約済    情報要素動作内容 

 

 

着サブアドレス内容長 

 

 

  １        サブアドレス種別         偶数        ０      ０      ０ 

  拡張                               奇数              予備 

                     表示 

 

サブアドレス情報 

 

オクテット 

 

1 

 

 

 

2 

 

 

3 

 

4 

 

 

5 

 

 

 

6 
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表 4-13b/JT-Q2931　着サブアドレス情報要素

　　　　　　　　　　　        　　　(ITU-T  Q.2931)

偶数/奇数表示（オクテット 5）(注)

　ビット

　４

　０　　アドレス信号の数が偶数

　１　　アドレス信号の数が奇数

　（注）偶数/奇数表示は、サブアドレス種別が“ユーザ特有サブアドレス”で BCD符号化の場合に使用される。

サブアドレス情報（オクテット 6以上）

　NSAP（X.213|ISO/IEC8348）アドレスは、AFI（Authority and Format Identifier）を含むオクテット 6の定義に

従って構成される。コード化は端末選択を目的として使用される場合(注)を除き ITU-T 勧告 X.213|ISO/IEC8348 で定

義されるように、推奨 2進符号化によって行われる。このサブアドレス種別の定義については ITU-T勧告 I.334参照。

　ATMエンドシステムアドレスの場合、本フィールドは ITU-T勧告 E.191の 9章で定義されるようにコード化される。

コード化は ITU-T勧告 X.213|ISO/IEC8348で定義されるように、推奨２進符号化によって行われる。

　ユーザ特有サブアドレスの場合、フィードの最大長は 20 オクテットである、ユーザ仕様に従いコード化される。X.25

網とのインタワークの場合、BCD符号化が適用される。

　（注）サブアドレスが端末選択を目的として使用される時、ユーザはローカル IDI フォーマット (AFI(Authority and

Format Identifier) フィールドを BCDの 50でコード化を適用することが推奨される。この場合 DSPとして、

0 から 9 までのディジットのみを用いた IA5 キャラクタシンタックスを使用する。それぞれのキャラクタは、

最上位ビットを 0パリティとして、ITU-T勧告 T.50|ISO/IEC646に従った 1オクテットでコード化される。
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(19) 改訂 4.5.13節/JT-Q2931 発番号情報要素 

4.5.13 発番号［Calling party number］ 

 発番号情報要素の目的は、呼の発信元を表示する事である。 

 発番号情報要素は、図 4-20/JT-Q2931 と表 4-14/JT-Q2931 で示すようにコード化される。本情報要素の最大長は網
に依存する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （注１） 番号ディジットは、オクテット 6から入力された順番と同じ順番で現れる。すなわち最初に入力された番号
ディジットが、最初のオクテット 6に入れられる。ディジットは IA5キャラクタでコード化される。ビット
8は 0にセットされる。 

本フォーマットはアドレス/番号計画識別が“ATM エンドシステムアドレス”に設定される場合か、または
デフォルト番号計画が“ATM エンドシステムアドレス”であり、アドレス/番号計画識別が“不定”と表示
された場合を除いて、全ての番号計画に適用される。 

 （注２） アドレス/番号計画識別に ATM エンドシステムアドレスの使用を表示した場合、アドレスは ITU-T 勧告
E.191の表現でコード化される。 

図 4-20/JT-Q2931 発番号情報要素 

                      (ITU-T Q.2931) 
 

ビット 

    ８      ７      ６      ５      ４      ３      ２      １ 

発番号 

    ０      １      １      ０      １      １      ０      ０ 

情報要素識別子 

 

  １    コーディング          情報要素動作指示フィールド 

 拡張        標準          フラグ   予約済    情報要素動作内容 

 

 

発番号内容長 

 

 

 ０/ １        番号種別                アドレス/ 番号計画識別 

 拡張 

 

  １      表示識別子      ０      ０      ０       網検証識別子 

 拡張 

   予  備 

 

  ０                  アドレス/ 番号ディジット 

(IA5キャラクタ) 

 

ATM エンドシステムアドレスオクテット 

オクテッﾄ 

1 

 

 

2 

 

 

3 

 

4 

 

5 

 

 

 

5a* 

 

 

 

6* (注 1) 

 

6* (注 2) 
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表 4-14a/JT-Q2931  発番号情報要素 

                                     (ITU-T  Q.2931) 
 

番号種別（オクテット 5）  （注 1） 

 ビット 

 ７６５ 

 ０００  不定（注 2） 

 ００１  国際番号（注 1、注 3、注 6） 

 ０１０  国内番号（注 1、注 3、注 6） 

 ０１１  網特有番号（注 4、注 6） 

 １００  市内番号（注 1、注 3、注 6） 

 １１０  短縮番号（注 5） 

 １１１  拡張用に予約済 

 上記以外 予約済 

 

 （注 1）国際、国内、市内番号の定義は、ITU-T勧告 I.330を参照。 

 （注 2）番号種別“不定”はアドレス/番号計画識別が ATMエンドシステムアドレスと表示された場合か、またはユ
ーザあるいは網が、番号ディジットフィールドを用いて番号種別を表示する場合に使用される。後者の場合、

番号ディジットフィールドは網のダイヤル手順に従って構成される。例えば、プレフィックスがあるかもし

れないし、その上エスケープがあるかもしれない。 

 （注 3）プレフィックスやエスケープを含まない。 

 （注 4）番号種別“網特有番号”は、サービスを提供する網特有の管理番号あるいは、サービス番号を示すことに使
われる。例えば、オペレータをアクセスする場合に使用される。 

 （注 5）このコードの提供は、網に依存する。この情報要素で提供される番号は、網により提供される特有の番号計
画の完全な番号の短縮表現を提供する。 

 （注 6）明白な表示によって、または番号計画が不定と示されることにより、網のデフォルト番号計画が示されるこ
とで、ISDN番号（ITU-T勧告 E.164）が使用されるときのみ、これらのコードポイントが適用される。 

 

表 4-14b/JT-Q2931  発番号情報要素 

(ITU-T  Q.2931) 
 

アドレス/番号計画識別（オクテット 5）  （注５） 

 アドレス/番号計画（番号種別＝000､001､010､100の時有効） 

 ビット 

 ４３２１ 

 ００００  不定（注 1） 

 ０００１  ISDN/電話番号計画  （ITU-T勧告 E.164）（注 7） 

 ００１０  ATMエンドシステムアドレス（注 2）（注 3） 

 ００１１  データ番号計画（ITU-T勧告 X.121）（注 6） 

 １００１  私設網番号計画(注 2)(注 4) 
 １１１１  拡張用に予約済 

 上記以外  予約済 
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 （注 1） 番号計画識別“不定”は、網のデフォルトの番号計画を表す。相方の合意または他の標準/ 勧告の規定がな

い場合、網のデフォルト番号計画は“ISDN番号計画”とすべきである。（ITU-T勧告 E.164）

 （注 2） このコードポイントは、ATM エンドシステムアドレス(E.164A または任意の他のフォーマットは、ITU-T

勧告　E.191で定義される)を表すために使用される。

 （注 3） このコードポイントが使用される場合、番号計画は“不定”とコード化される。

 （注 4） このコードポイントが使用される場合、番号計画の使用方法はこの標準の範囲外である。

 （注 5） その他特有の番号計画の使用は、本標準の範囲外である。公衆広帯域 ISDN へのアクセスにおいて、特有の

番号計画の使用は ITU-T 勧告 E.191 で定義され、番号計画識別の使用は用いられた番号計画と一致しなけ

ればならない。

　（注 6） 使用時は番号種別フィールドが“国際番号”とコード化されねばならない。

　（注 7） 本コードポイントは E.164Nアドレスを表わすために使用される。（E.164Nアドレスは ITU-T勧告 E.191

で定義）

表示識別子（オクテット 5a）（注）

　ビット

　７６

　００　　表示許可

　０１　　表示制限

　１０　　利用できない番号

　１１　　予約済

　（注）発信側ユーザ･網インタフェースにおいて、表示識別子は発信側ユーザの発番号を着信側ユーザに表示する意

志を示すために使用される。

これは契約によって要求されても良い。もし、オクテット 5a が省略されていて、しかも、発番号表示制限に

ついての契約情報を網がサポートしていない場合、値は“00－表示許可”とみなされる。

表 4-14ｃ/JT-Q2931  発番号情報要素

 　　　　　　　　　　　　      　　　 (ITU-T  Q.2931)

網検証識別子（オクテット 5a）（注）

　ビット

　２１

　００　　ユーザ記入、網検証なし

　０１　　ユーザ記入、網検証成功

　１０　　ユーザ記入、網検証失敗

　１１　　網記入

　（注）オクテット 5aが省略されると、“00-ユーザ記入、網検証なし”とみなされる。

アドレス/番号ディジット（オクテット 6以上）NSAPアドレスが指定されない場合使用される

　このフィールドは、適当な番号計画/網のダイヤル手順に指定される形式に従って、IA5でコード化される。
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ATMエンドシステムアドレスオクテット（オクテット 6以上）

　番号計画識別に ATMエンドシステムアドレスの表示が使用された場合、アドレスは ITU-T勧告 E.191 9章に従って

コード化される。（詳細については、表 4-15/JT-Q2931のサブアドレス情報の記述を参照）
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(20) 改訂 4.5.14節/JT-Q2931 発サブアドレス情報要素 

4.5.14  発サブアドレス 〔Calling party subaddress〕 

発サブアドレス情報要素の目的は、呼の発信側のサブアドレスを識別することである。 

発サブアドレス情報要素は、図 4-21/JT-Q2931 及び表 4-15/JT-Q2931 に示すようにコード化する。サブアドレスの
定義に関しては、ITU-T勧告 I.330参照。 

 本情報要素の最大長は 25オクテットである。 

 

ビット 

      ８        ７        ６        ５        ４        ３        ２        １ 

 

                                    発サブアドレス 

  ０        １        １        ０        １        １        ０        １          1 
                                    情報要素識別子 

 

      １                                       情報要素動作指示フィールド 

              コーディング標準                                                          2 
     拡張                         フラグ      予約済         情報要素動作内容 

 

 

                                                                                        3 
 

                                 発サブアドレス内容長 

 

                                                                                        4 
 

      １                                                    ０        ０        ０ 

                   サブアドレス種別                                                     5 
    拡張                                                             予備 

 

                                  サブアドレス情報                                 6 
 
 

図 4-21/JT-Q2931 発サブアドレス情報要素 

(ITU-T Q.2931) 
 

表 4-15/JT-Q2931 発サブアドレス情報要素 

(ITU-T Q.2931) 
サブアドレス種別（オクテット 5） 

 ７ ６ ５ 

 ０ ０ ０  NSAP（X.213|ISO/IEC8348） 

 ０ ０ １  ATMエンドシステムアドレス 

 ０ １ ０  ユーザ特有サブアドレス 

 上記以外   予約済 

オクテット 

 
偶数／奇数 
表示 
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偶数/奇数表示（オクテット 5）(注)

　４

　０　　アドレス信号の数が偶数

　１　　アドレス信号の数が奇数

　（注）偶数/奇数表示は、サブアドレス種別が“ユーザ特有サブアドレス”で、コード化が BCD 符号化の場合使用さ

れる。

サブアドレス情報（オクテット 6以上）

　NSAP（X.213|ISO/IEC8348）アドレスは、AFI（Authority and Format Identifier）を含むオクテット 6の定義に

従って構成される。コード化は端末選択を目的として使用される場合を除いて（注参照）、X.213|ISO/IEC8348 で定

義されるように推奨 2進符号化によって行われる。このサブアドレス種別の定義については勧告 I.334を参照。

　ATMエンドシステムアドレスの場合、本フィールドは ITU-T勧告 E.191の 9章で定義されるようにコード化される。

コード化は ITU-T勧告 X.213|ISO/IEC8348で定義されるように、推奨 2進符号化によって行われる。

　ユーザ特有サブアドレスの場合、フィールドの最大長は 20 オクテットで、ユーザの仕様に従いコード化される。X.25

網とインタワーキングする場合は BCD符号化が適用される。

　（注）サブアドレスが端末選択を目的として使用されるとき、ユーザはローカル IDI フォーマット（AFI フィールド

を BCD の 50 でコード化）を適用することが推奨される。この場合、DSP として 0 から 9 までのディジット

のみを用いた IA5 キャラクタシンタクスを使用する。このとき、それぞれのキャラクタは、最上位ビットを 0

パリティとして、勧告 T.50|ISO/IEC646に従った１オクテットでコード化される。



 

ＪＴ－Ｑ２９３１ － 350 －  

(21) 改訂 4.5.17節/JT-Q2931 エンド・エンド中継遅延情報要素 

4.5.17 エンド・エンド中継遅延 〔End-to-end transit delay〕 

 ITU-T勧告 Q.2965.2.の 8.2.1節参照。 
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(22) 改訂 4.5.22節/JT-Q2931 中継網選択情報要素 

4.5.22 中継網選択［Transit network selection］ 

 中継網選択情報要素の目的は、要求している一つの中継網を示すことである。中継網選択情報要素は、呼が通過しな

ければならない中継網の順番を示すため、一つのメッセージの中に、繰り返し現れることがある。付属資料 D/JT-Q2931
参照。 

 

 中継網選択情報要素は、図 4-28/JT-Q2931、及び表 4-21/JT-Q2931に示すようにコード化する。本情報要素の最大長
は、網に依存する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-28/JT-Q2931  中継網選択情報要素 

(ITU-T Q.2931) 
 

表 4-21/JT-Q2931  中継網選択情報要素 

(ITU-T Q.2931) 
 

網識別種別（オクテット 5） 

 ７ ６ ５ 

 ０  ０  ０  ユーザ定義 

 ０  １  ０  国内網識別 

 ０  １  １  国際網識別 

 上記以外   予約済 

 

ビット 

８   ７   ６   ５   ４   ３   ２   １ 

 

中継網選択 

０      １      １      １      １      ０      ０      ０ 

情報要素識別子 

 

  １  コーディング    情報要素動作指示フィールド 

 拡張   標  準     フラグ  予約済  情報要素動作内容 

 

 

中継網選択内容長 

 

 

  １ 

 拡張     網識別種別         網識別計画 

 

 

  ０      網識別（IA5 キャラクタ） 

オクテット 

 

1 

 

 

2 

 

 

3 

 

4 

 

 

5 

 

 

6 



 

ＪＴ－Ｑ２９３１ － 352 －  

 （注）網識別種別が 010“国内網識別”とコーディングされる場合、網識別計画（オクテット 5）は、国内仕様に従
ってコーディングされる。 

 

 

網識別計画（オクテット 5） 

 ４ ３ ２ １ 

 ０  ０  ０  ０  不定 

 ０  ０  ０  １  キャリア識別コード（注） 

 ０  ０  １  １  データ網識別コード（ITU-T勧告 X.121） 

 上記以外     予約済 

 

（注）キャリア識別コードは、リモートユーザが収容される網を識別する適当な方式である。 

 

 

網識別（オクテット６） 

 これらの IA5キャラクタは、オクテット 5で示される網識別計画に従って構成される。 
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(23) 改訂 4.5.23節/JT-Q2931 通知識別子情報要素 

4.5.23 通知識別子［Notification indicator］ 

 通知識別子情報要素の目的は、定義区間の各種情報を呼またはコネクションのいずれかへ通知することである。通知

識別子情報要素は、ユーザまたは網のエンティティのいずれかによって生成され、ATM エンドシステム内のアプリケ

ーションで使用される。通知識別子情報要素の内容は変更や検証されることなく、経由する網エンティティおよびイン

ターワーキングユニットによって透過的に転送される。 

 通知識別子情報要素は単一の情報表示に使用され、クリティカルでない性質の情報として受信エンティティへ運ばれ

る。 

 

  通知識別子情報要素は、図 4-29／JT-Q2931に示すようにコード化する。 

 

 本情報要素の最大長は、メッセージの最大長に矛盾しない範囲で適用できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-29/JT-Q2931  通知識別子情報要素 

(ITU-T Q.2931) 
 

オクテット 

 

１ 

 

 

２ 

 

 

３ 

 

４ 

 

 

５ 

ビット 

  ８   ７   ６   ５   ４   ３   ２   １ 

 

通知識別子 

  ０      ０      １      ０      ０      １      １      １ 

情報要素識別子 

 

  １  コーディング          情報要素動作指示フィールド 

 拡張      標  準         フラグ   予約済    情報要素動作内容 

 

 

通知識別子内容長 

 

 

 以降の内容は、他の ITU-T 勧告/TTC 標準（たとえば JT-Q932）で定義 

 されたものと同様である。 
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(24) 新規　4.5.25節/JT-Q2931　広帯域報告種別情報要素

4.5.25　広帯域報告種別

広帯域報告種別情報要素の目的は、アドレス指定された ATMエンドシステム内または、ATM網と他網インフラスト

ラクチャ間のインターワーキングユニット内のコネクションへ定義区間の各種情報を伝えることである。本情報要素

の内容は変更や検証されることなく、経由する網エンティティによって透過的に転送される。

本情報要素は、1 つのコネクションシグナリングエンティティから別のコネクションシグナリングエンティティへ、

または 2 つの関連した値の利用によって、確認された表示および応答に基づき 1 つのコネクションから別のコネクショ

ンへ単一の情報表示に使用される。

　広帯域報告種別情報要素は、図 4-35/JT-Q2931と表 4-23/JT-Q2931に示されるように、コード化される。

　本情報要素の最大長は 5オクテットである。

ビット

8 7 6 5 4 3 2 1 オクテット

広帯域報告種別

1 0 0 0 1 0 0 1 1

情報要素識別子

1 コーディング 情報要素動作指示フィールド

拡張 標準 フラグ 予約済 情報要素動作内容 2

広帯域報告種別内容長 3

4

報告種別 5

図 4-35/JT-Q2931

(ITU-T Q.2931)

広帯域報告種別情報要素

表 4-23/JT-Q2931

(ITU-T Q.2931)

広帯域報告種別情報要素

報告種別（オクテット5）

ビット

8 7 6 5 4 3 2 1

0 0 0 0 0 0 0 0 予約済

0 0 0 0 0 0 0 1 変更完了確認（注1）

0 0 0 0 0 0 1 0 伝送（TX）クロックに使用される受信側の回復クロック（注
2）(TTC注)

0 0 0 0 0 0 1 1 予約済

0 0 0 0 0 1 0 0 エンド・エンドコネクション完了能力許容（注3）

0 0 0 0 0 1 0 1 エンド・エンドコネクション完了表示要求（注3）
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0 0 0 0 0 1 1 0 エンド・エンドコネクション完了（注3） 

上記以外 予約済 

 

（注 1）コネクションの特性の変更において、被起動ユーザが変更の完了確認を要求することを示す。 

（TTC標準 JT-Q2963.1に従う）TTC標準 JT-Q2963.1の能力をサポートしない場合、本コードポイントは予約
済として取り扱わねばならない。 

（注 2）付属資料M/JT-Q2931を参照。 

（注 3）付属資料 N エンド・エンドコネクション完了表示/JT-Q2931を参照。 

（TTC注） ITU-T Q.2931 Amendment4の表 4-23と Annex Mにおいて、本コードポイントの名称が異なっている。
表 4-23では、付属資料Mの翻訳表現に合わせて定義を行っている。 
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(25) 改訂 4.6節/JT-Q2931 64kbit/sベース ISDNのサポート 

4.6 64kbit/sベースの回線交換モード ISDNサービスをサポートするための情報要素 

4.6.1 コーディング規定 

 本 4.6 節で記述する情報要素は、図 4-8/JT-Q2931 で記述されたものと同様に、一般的な情報要素フォーマットを用
いる。これらの情報要素のコーディングは、JT-Q931/JT-Q2931のコーディング規定に従う。 

 

4.6.2 狭帯域伝達能力［Narrowband bearer capability］ 

 狭帯域伝達能力情報要素の目的は、網によって提供される狭帯域 ISDN回線交換モードベアラサービスの要求を示す
ことである。本情報要素は、網によって使用される可能性のある情報のみを含む。付属資料 I/JT-Q931参照。通信可能
性確認に関連している狭帯域伝達能力情報要素の使用法は、付属資料 B/JT-Q931で記述している。 

 狭帯域伝達能力情報要素は、広帯域 ISDN内では透過的に転送される。 

 狭帯域伝達能力情報要素は、図 4-31/JT-Q2931に示されているようにコード化する。 

 本情報要素がない場合には、狭帯域伝達能力のデフォルトは想定されなくても良い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）コード化規定は TTC標準 JT-Q931が適用される。 

 

図 4-31/JT-Q2931  狭帯域伝達能力情報要素 

(ITU-T Q.2931) 

オクテット 

 

1 

 
 

2 

 

 

3 

 

4 

ビット 

８     ７     ６     ５     ４     ３     ２     １ 

 

狭帯域伝達能力 

０      ０      ０      ０      ０      １      ０      ０ 

情報要素識別子 
 

  １    コーディング          情報要素動作指示フィールド 

 拡張      標  準         フラグ   予約済    情報要素動作内容 

 

 

狭帯域伝達能力内容長 

 

 

 以降の内容は、図 4-11/JT-Q931 および 

 表 4-6/JT-Q931 に記述されたものと同様である。（注） 



 

 － 357 － ＪＴ－Ｑ２９３１ 

4.6.3 狭帯域高位レイヤ整合性［Narrowband high layer compatibility］ 

 狭帯域高位レイヤ整合性情報要素の目的は、相手ユーザが通信可能性確認のための手順を提供することである。付属

資料 B/JT-Q931参照。 

 

 狭帯域高位レイヤ整合性情報要素は、図 4-32/JT-Q2931に示すようにコード化する。 

 

 本情報要素の最大長は 7オクテットである。 

 

 （注）狭帯域高位レイヤ整合性情報要素は、広帯域 ISDN内では、発信側のエンティティ（例えば、発信側ユーザ）
と、発信側のエンティティによりアドレス指定された着信側のエンティティ（例えば相手側ユーザ、あるいは

網の高位レイヤ機能ノード）との間をトランスペアレントに運ばれる。ユーザから加入契約時に明示的に要求

される場合、テレサービスを実行する機能を持つ網は、この情報を特定のテレサービスを提供するために解析

しても良い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）コード化規定は TTC標準 JT-Q931が適用される。 

 

図 4-32/JT-Q2931  狭帯域高位レイヤ整合性情報要素 

（ITU-T Q.2931) 

ビット 

８     ７     ６     ５     ４     ３     ２     １ 

 

狭帯域高位レイヤ整合性 

０      １      １      １      １      １      ０      １ 

情報要素識別子 

 

  １    コーディング          情報要素動作指示フィールド 

 拡張      標  準        フラグ  予約済    情報要素動作内容 

 

 

狭帯域高位レイヤ整合性内容長 

 

 

 以降の内容は、図 4-23/JT-Q931 および 

 表 4-15/JT-Q931 と同様である。（注） 

オクテット 

 

1 

 

 

2 

 

 

3 

 

4 
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4.6.4 狭帯域低位レイヤ整合性［Narrowband low layer compatibility］ 

 狭帯域低位レイヤ整合性情報要素の目的は、アドレス指定されたエンティティ（例えば、発信ユーザによって、アド

レス指定されたリモートユーザやインタワーキングユニットや網の高位レイヤ機能ノードのような）との通信可能性確

認のための手段を提供することである。狭帯域低位レイヤ整合性情報要素は、発信側エンティティ（例えば発信側ユー

ザ）と、発信側のエンティティよりアドレス指定された着信側のエンティティとの間を広帯域 ISDN内では、トランス
ペアレントに運ばれる。 

 

 狭帯域低位レイヤ整合性交渉のために（付属資料 J/JT-Q931参照）、狭帯域低位レイヤ整合性情報要素は着信側のエ
ンティティから発信側のエンティティへもトランスペアレントに運ばれる。 

 

 狭帯域低位レイヤ整合性情報要素は、図 4-33/JT-Q2931に示すようにコード化する。本情報要素の最大長は 20オク
テットである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）コード化規定は TTC標準 JT-Q931が適用される。 

 

図 4-33/JT-Q2931  狭帯域低位レイヤ整合性情報要素 

(ITU-T Q.2931) 
 

 

オクテット 

 

1 

 

 

2 

 

 

3 

 

4 

ビット 

８     ７     ６     ５     ４     ３     ２     １ 

 

狭帯域低位レイヤ整合性 

０      １      １      １      １      １      ０      ０ 

情報要素識別子 

 

  １    コーディング          情報要素動作指示フィールド 

 拡張      標  準         フラグ   予約済    情報要素動作内容 

 

 

狭帯域低位レイヤ整合性内容長 

 

 

 以降の内容は、図 4-25/JT-Q931 および 

 表 4-16/JT-Q931 と同様である。（注） 
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4.6.5 経過識別子［Progress indicator］ 

 経過識別子情報要素の目的は、呼の生成中に起こったイベントを表すことである。本情報要素は、メッセージの中で

2回まで含まれても良い。 

 

 経過識別子情報要素は、図 4-34/JT-Q2931に示すようにコード化する。本情報要素の最大長は 6オクテットである。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）コード化規定は TTC標準 JT-Q931が適用される。 

 

図 4-34/JT-Q2931  経過識別子情報要素 

(ITU-T Q.2931) 
 

オクテット 

 

1 

 

 

2 

 

 

3 

 

4 

ビット 

８     ７     ６     ５     ４     ３     ２     １ 

 

経過識別子 

０      ０      ０      １      １      １      １      ０ 

 情報要素識別子 

 

  １    コーディング          情報要素動作指示フィールド 

 拡張      標  準         フラグ  予約済    情報要素動作内容 

 

 

経過識別子内容長 

 

 

 以降の内容は、図 4-29/JT-Q931 および 

 表 4-20/JT-Q931 と同様である。（注） 
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(26) 改訂 5.1.3節/JT-Q2931 QoSとトラヒックパラメータの選択手順 

5.1.3 QoSとトラヒックパラメータの選択手順 

 トラヒックパラメータと QoSクラスとの組み合わせに対する扱いについては、標準 JT-Q2965.1 9.1節を参照するこ
と。エンド・エンド中継遅延の扱いは ITU-T勧告 Q.2965.2を参照すること。 

 ユーザは要求するピークセルレートを ATMトラヒック記述子情報要素に示さなければならない。 

 網が要求された ATMトラヒック記述子を提供できる場合、網は着信ユーザに向けて呼の処理を続けなければならな
い。網が要求された ATMトラヒック記述子を提供できない場合、網は、理由表示＃37“ユーザセルレート利用不可”
を含む「解放完了」(REL COMP)メッセージを返送し、呼を拒否しなければならない。 
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(27) 改訂 5.2.3節/JT-Q2931 コネクション識別子割当／選択手順 

 (TTC注 本改訂は JT-Q2931 2版に盛込み済みである。) 
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(28) 改訂 5.2.4節/JT-Q2931 QoSとトラヒックパラメータ選択手順 

5.2.4 QoSとトラヒックパラメータ選択手順 

 トラヒックパラメータとQoSクラスとの組み合わせに対する扱いについては、標準 JT-Q2965.1 9.2節を参照すること。

エンド・エンド中継遅延の扱いは ITU-T勧告 Q.2965.2を参照すること。 

 網は ATMトラヒック記述子情報要素にピークセルレートを示さなければならない。 

 ユーザが要求された ATMトラヒック記述子を提供できない場合、理由表示#47“その他のリソース使用不可クラス”

を含む「解放完了」(REL COMP)メッセージを返送し、呼を拒否しなければならない。 

 



 

 － 363 － ＪＴ－Ｑ２９３１ 

(29) 改訂 5.6.3節/JT-Q2931 呼番号エラー手順 

5.6.3 呼番号エラー 

5.6.3.1 無効呼番号形式 

 呼番号情報要素の第 1 オクテットのビット 5 からビット 8 までが“0000”に等しくない場合、そのメッセージを無
視しなければならない。 

 呼番号情報要素の第 1オクテットのビット 1からビット 4までが、3オクテット（4.3節参照）以外の値を示す場合、
そのメッセージを無視しなければならない。 

 

5.6.3.2 呼番号の手順エラー 

  (ａ) 「呼設定」（SETUP）メッセージ、「解放完了」（REL COMP）メッセージ、「状態問合」（STATUS ENQ）
メッセージ、または「状態表示」（STATUS）メッセージを除き、通信中あるいは呼設定中と関連するとは認
識されない呼番号を持ついかなるメッセージを受信した場合にも、受信側は、理由表示#81“無効呼番号値使
用”を含む「解放完了」（REL COMP）メッセージの送信によって受信したメッセージの呼番号の呼の解放
を開始し、「空」状態を維持しなければならない。 

  (ｂ) 通信中あるいは呼設定中と関連するとは認識されない呼番号を持つ「解放完了」（REL COMP）メッセージ
を受信した場合、何の動作も行なわれてはならない。 

  (ｃ) 通信中あるいは呼設定中と関連するとは認識されない呼番号を持ち、間違って呼番号フラグが“1”に設定さ
れた「呼設定」（SETUP）メッセージを受信した場合、このメッセージを無視しなければならない。 

  (ｄ) 通信中あるいは呼設定中と関連すると認識される呼番号を持つ「呼設定」（SETUP）メッセージを受信した
場合、この「呼設定」（SETUP）メッセージを無視しなければならない。 

  (ｅ) 「初期設定」（REST）メッセージ、「初期設定確認」（REST ACK）メッセージ、または、「状態表示」
（STATUS）メッセージを除きグローバル呼番号を持ついかなるメッセージを受信した場合も、そのメッセー
ジに対して何の動作も行わず、グローバル呼番号に関連した現在の呼状態と理由表示#81“無効呼番号値使用”
を含むグローバル呼番号を持つ「状態表示」（STATUS）メッセージを返送しなければならない。 

（注）表示すべき現在の状態は、受信された期待されないメッセージのグローバル呼番号値（フラグを含む）

に関連する状態である。 

  (ｆ) 通信中あるいは呼設定中と関連するとは認識されない呼番号を持つ「状態表示」（STATUS）メッセージを受
信した場合、5.6.12節の手順を適用しなければならない。 

  (ｇ) 通信中あるいは呼設定中と関連するとは認識されない呼番号を持つ「状態問合」（STATUS ENQ）メッセー
ジを受信した場合、5.6.11節の手順を適用しなければならない。 

  (ｈ) 間違って呼番号フラグが“1”に設定されたグローバル呼番号を持つ「初期設定」（REST）メッセージを受信
したり、間違って呼番号フラグが“0”に設定されたグローバル呼番号を持つ「初期設定確認」（REST ACK）
メッセージを受信した場合、そのメッセージに対して何も行わず、グローバル呼番号に関連した現在の呼状態

と理由表示#81“無効呼番値中使用”を含むグローバル呼番号を持つ「状態表示」（STATUS）メッセージを
返送しなければならない。 
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(30) 改訂 5.6.8節/JT-Q2931 情報要素エラー手順 

5.6.8 非必須情報要素エラー 

 本節のエラー手順は、情報要素動作指示フィールドのフラグ（ビット 5）が“情報要素動作指示フィールドは意味を
持たない”に設定されている場合にだけ適用される。このフラグが“明示的な動作指示に従う”に設定されている場合

は、5.7節の手順が優先する。 

 

 以降の節は、必須であるとは認識されない情報要素についての動作を規定する。 

 

5.6.8.1 認識されない情報要素 

 1つ以上の認識されない情報要素を含むメッセージを受信した場合、受信側エンティティは以下の手順を取らなけれ
ばならない。 

 

 受信メッセージ及びこれに含まれる認識され有効な内容を持つ情報要素に対しては動作を行わなければならない。認

識されない情報要素は破棄し、無視しなければならない。受信メッセージが「解放」(REL) メッセージ及び「解放完了」
(REL COMP)メッセージ以外の場合は 1つの理由表示情報要素を含んだ「状態表示」(STATUS)メッセージを返送して
もよい。「状態表示」(STATUS)メッセージは、受信メッセージの動作後の受信側の呼状態を示す。理由表示情報要素
には、理由表示#99“情報要素/パラメータ未定義または未提供”を含まなければならず、診断情報フィールドが存在す
る場合は、そこには認識されなかったそれぞれの情報要素についての情報要素識別子を含めなければならない。その後

の動作は、認識されない情報要素の送信側が決定する。 

 「解放」(REL)メッセージまたは「解放完了」(REL COMP)メッセージが 1つ以上の認識されない情報要素を含んで
いる場合、以下の方法でローカルユーザにエラーを報告する。 

 

  (a) 1つ以上の認識されない情報要素を含んだ「解放」(REL)メッセージを受信した場合、理由表示#99“情報要素
/パラメータ未定義または未提供”を含む「解放完了」(REL COMP)メッセージを返送しなければならない。理由
表示情報要素の診断情報フィールドが存在する場合、そこには認識されなかった情報要素のそれぞれに対する情

報要素識別子を含めなければならない。 

  (b) 1つ以上の認識されない情報要素を含んだ「解放完了」(REL COMP)メッセージを受信した場合、認識されな
い情報については何の動作も行ってはならない。 

 

 (注) 理由表示#99“情報要素/パラメータ未定義または未提供”の診断情報は、「状態表示」(STATUS)メッセージ
を受信した時に選択する適切な回復手順の決定を容易にする。そのため、診断情報を含めることはオプション

であるが、レイヤ 3 エンティティが「状態表示」(STATUS)メッセージを受信した同位エンティティに適切な
動作を行うことを期待する場合、診断情報を伴った理由表示#99“情報要素/パラメータ未定義または未提供”
を提供することを推奨する。 

 

5.6.8.2 非必須情報要素内容エラー 

 無効な内容を含む１つ以上の非必須情報要素を持つ「解放」（REL）メッセージ、「解放完了」（REL COMP）メ
ッセージ以外のメッセージを受信した場合、メッセージ及び認識され有効な内容を持つ情報要素に対して動作を行わな

ければならない。内容エラーの情報要素は破棄し、無視しなければならない。 

 1つの理由表示情報要素を含んだ「状態表示」(STATUS)メッセージを返送してもよい。 

 「状態表示」(STATUS)メッセージは、受信メッセージの動作後の受信側の呼状態を示す。理由表示情報要素には理
由表示#100“情報要素の内容が無効”を含まなければならず、診断情報フィールドが存在する場合は、そこに無効な内
容を持つ情報要素のそれぞれに対する情報要素識別子を含まなければならない。 
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 1つ以上の無効な非必須情報要素を持つ「解放」(REL)メッセージまたは「解放完了」(REL COMP)メッセージを受
信した場合、以下のとおり取り扱わねばならない。 

 

（a）「解放」（REL）メッセージであった場合、理由表示#100“情報要素の内容が無効”を含む「解放完了」（REL 
COMP）メッセージを返送しなければならない。理由表示情報要素の診断情報フィールドが存在する場合、そ
こに受信したの無効な情報要素のそれぞれの情報要素識別子を含めなければならない。 

（b）「解放完了」（REL COMP）メッセージであった場合、無効情報要素については何の動作も行ってはならな
い。 

 

 （3章で示す）最大長を越える長さの情報要素は、内容エラーとして扱われる。しかし、アクセス情報要素（付属資
料 J参照）に対しては、理由表示#43“アクセス情報破棄”が、理由表示#100“情報要素の内容が無効”の代わりに用
いられる。 

 

5.6.8.3 期待されない認識された情報要素 

 そのメッセージに含まれると定義されない認識可能な情報要素を持つメッセージを受信した場合、受信側エンティテ

ィは、（以下の注を除いて）その情報要素を認識されない情報要素として扱い、5.6.8.1 節で定義される手順に従わな
ければならない。 

 

 (注) 情報要素の処理の手順がその情報要素を含むメッセージの処理手順と独立しているとき、実装によっては期待
されない認識された情報要素の処理を選択してもよい。 

 (TTC注) この注の意味は不明確であり今後明確化する必要がある。 
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(31) 改訂　5.7.2節/JT-Q2931　情報要素エラー手順

5.7.2　情報要素エラー

　これらの手順はダミー呼番号値以外の呼番号値に対してのみ適用される。

　1 つ以上の期待されない情報要素、認識されない情報要素、または認識されない内容を含んだ情報要素を含む「解

放」(REL) メッセージまたは「解放完了」(REL COMP)メッセージ以外のメッセージを受信した場合、受信側のエンテ

ィティは情報要素動作内容をチェックし、次の a)、b)、c)、d)または e) に示す適切な手順に従わなければならない。

　1 つ以上の誤った情報要素を含む「解放」(REL) メッセージを受信した場合、理由表示#99“情報要素／パラメータ

未定義または未提供”または理由表示#100“情報要素の内容が無効”を含む「解放完了」(REL COMP)メッセージを

返送しなければならない。

　1 つ以上の誤った情報要素を含む「解放完了」(REL COMP)メッセージを受信した場合、その誤った情報要素に対し

て何の動作も行ってはならない。そのメッセージは、誤った情報要素の部分が受信されなかったかのように処理されな

ければならない。

　2 つ以上の誤った情報要素を受信した場合、応答はただ一つだけ行われなければならない。その応答は情報要素動作

内容フィールドに従って、以下の優先順位で、処理されなければならない。

：“呼解放”(最優先)、

　“メッセージ廃棄および状態報告”、

　“メッセージ廃棄および無視”、

　“情報要素廃棄、処理継続および状態報告”、

　“情報要素廃棄および処理継続”

　  (a) 情報要素動作内容フィールド＝“呼解放”

　情報要素動作内容フィールドが“呼解放”である場合、理由表示情報要素に理由表示#99“情報要素／パラメ

ータ未定義または未提供”または理由表示#100“情報要素の内容が無効”を含めることを除いては、その呼は

5.4節に定義される手順に従い解放されなければならない。

　  (b) 情報要素動作内容フィールド＝“メッセージ廃棄および状態報告”

　情報要素動作内容フィールドが“メッセージ廃棄および状態報告”である場合、そのメッセージを無視し、理

由表示#99“情報要素／パラメータ未定義または未提供”または理由表示#100“情報要素の内容が無効”を含む

「状態表示」(STATUS)メッセージを返送しなければならない。

　  (c) 情報要素動作内容フィールド＝“メッセージ廃棄および無視”

　情報要素動作内容フィールドが“メッセージ廃棄および無視”である場合、そのメッセージを無視しなければ

ならない。

　  (d) 情報要素動作内容フィールド＝“情報要素廃棄、処理継続および状態報告”

　メッセージに、処理を継続するに十分な情報が含まれている場合、次の手順を適用しなければならない。情報

要素動作内容フィールドが“状態報告廃棄、処理継続および状態報告”である場合、その情報要素は廃棄され、

メッセージの処理は継続されるとともに、受信メッセージに対する動作後の呼状態と理由表示#99“情報要素／

パラメータ未定義または未提供”または理由表示#100“情報要素の内容が無効”を含む「状態表示」(STATUS)

メッセージを返送しなければならない。

　  (e) 情報要素動作内容フィールド＝“情報要素廃棄および処理継続”

　情報要素動作内容フィールドが“情報要素廃棄および処理継続”である場合、その情報要素は無視され、メッ

セージは、その情報要素の部分が受信されなかったかのように処理されなければならない。「状態表示」

(STATUS)メッセージを送信してはならない。
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　  (f) 情報要素動作内容フィールド＝未定義（予約済）の値

　情報要素動作内容フィールドが“情報要素廃棄、処理継続および状態報告”である場合と同等の処理を行わな

ければならない。

　動作指示表示が“呼解放”に設定された 1 つ以上の認識されない、または無効な情報要素を含むグローバル呼番号を

持つメッセージを受信時は、「解放」(REL)メッセージを返送してはならない。（グローバル呼番号値に対する解放手

順が適用できないため）



 

ＪＴ－Ｑ２９３１ － 368 －  

(32) 新規 6.3.6節/JT-Q2931 解放メッセージの設定 

6.3.6 解放メッセージの対応づけ 

 TTC標準 JT-Q931における「切断」（DISC）メッセージは、TTC標準 JT-Q2931における「解放」（REL）メッ
セージに対応づけされる。 
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(33) 改訂 6.4.5節/JT-Q2931 理由表示情報の対応づけ 

6.4.5 理由表示情報 

 DSS2の理由表示情報要素を DSS1の理由表示情報要素に対応づけるために次の規則を適用しなければならない。 

  a) DSS1プロトコルに等価の値が無い広帯域特有の理由表示情報要素は、同じクラスの“その他の（unspecified)”
に対応づける。 

  DSS2理由表示情報要素から DSS1理由表示番号への対応付けの例 

DSS2                   DSS1 
 理由表示番号       名  称          理由表示番号     名  称    

   35     要求 VPCI/VCI利用不可 

   36     VPCI/VCI割当失敗             47     その他のリソース使 

   37     ユーザセルレート利用不可                用不可クラス 

   45     利用可 VPCI/VCI無し 

 

   73     トラヒックパラメータの組み合         79     その他のサービス又 

         わせが未提供                       はオプションの未提 

                                                  供クラス 

 

   93     AALパラメータ提供不可          95      その他の無効メッセージ 

                                     クラス 

 

  b) TA又は IWFはDSS2プロトコル及びDSS1プロトコルの両方で使用される理由表示番号及び診断情報を変更し
ない。 

  c) TA又は IWFが診断情報フィールドが存在しても良い DSS2プロトコルの理由表示番号（例えば理由表示番号＃
82）を受信したが DSS1プロトコルの同じ理由表示番号ではその診断情報内容が診断情報フィールドには許され
ない場合、TAまたは IWFは診断情報フィールドを廃棄し、理由表示番号を変更せずに使用しなければならない。 

  d) 項番 a)～c)に記述する動作のほかさらに、DSS2の理由表示情報要素は DSS2の他の情報要素と同じ方法で、即
ち、第 2オクテットを廃棄し情報要素内容長を調整することによって変更される。 
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(34) 新規 6.4.6節/JT-Q2931 解放メッセージの対応づけ 

6.4.6 解放メッセージの対応づけ 

 TTC標準 JT-Q2931における「解放」（REL）メッセージは、TTC標準 JT-Q931における「切断」（DISC）メッ
セージに対応づけされる。 
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(35) 改訂 6.6.2節/JT-Q2931 着信側インタフェースにおけるインターワーキングの通知 

 (TTC注 本改訂は JT-Q2931 2版に盛込み済みである。) 
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(36) 新規　6.8節/JT-Q2931 回復した伝送クロックを使用するための表示

6.8　回復した伝送クロックを使用するための表示

　付属資料M/TTC標準 JT-Q2931を参照。
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(37) 改訂 付属資料 C/JT-Q2931 広帯域低位レイヤ情報交渉 

(TTC注 本改訂は JT-Q2931 2版に盛込み済みである。) 
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(38) JT-Q2931付属資料 Eの改版 N-ISDNとのマッピング及びインタワーキング 

付属資料Ｅ：B-ISDNにおける 64kbit/sベースの回線交換モード ISDNサービスをサポートするためのマッピング機能お

よび N-ISDNと B-ISDN(DSS1/DSS2)のインタワーキング 

（TTC標準 JT-Q2931に対する） 

 

Ｅ．１ 概 説 

 本付属資料はＢ－ＩＳＤＮとＮ－ＩＳＤＮの間に設置されるインタワーク機能（ＩＷＦ）が行う機能を規定している。

マッピング機能については、アクセス・プロトコル間のインタワーキングについてのみ述べている。Ｂ－ＩＳＵＰおよ

びＮ－ＩＳＵＰを含むインタワーキングシナリオは本付属資料の範囲外である。 

 

 通信シナリオはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．５８０勧告の付属資料ＡのシナリオＢに述べられている。本付属資料で述べられ

ている機能とマッピングは、ＵＮＩにおいてＮ－ＩＳＤＮ端末をＢ－ＩＳＤＮ網に接続する端末アダプタ（ＴＡ）にも

適用されることに注意しなくてはならない。 

 

 Ｎ－ＩＳＤＮとＢ－ＩＳＤＮ間のインタワーク機能は、６４ｋｂｉｔ／ｓベースの回線交換モードＮ－ＩＳＤＮサー

ビスについてのみ提供される。パケットおよびフレームモードベアラサービスをサポートするインタワーク機能は本標

準の範囲外である。 

 

 Ｎ－ＩＳＤＮとＢ－ＩＳＤＮのインタワーク機能に対して、以下の原則を適用しなければならない。 

 

 A) Ｂ－ＩＳＤＮからＮ－ＩＳＤＮへのインタワーキング 

  (1)  ＩＷＦのＤＳＳ２側においてＢ－ＩＳＤＮ特有のサービスの要求があった場合、その呼はＩＷＦによって拒否
されなければならない。 

  (2)  ＩＷＦのＤＳＳ２側においてＮ－ＩＳＤＮサービスの要求があったが、Ｂ－ＢＣ情報要素中のベアラクラスが
ＢＣＯＢ－Ａではない場合、その呼はＩＷＦによって拒否されなければならない。ＡＴＭトラヒック記述子およ

び／またはＡＡＬパラメータ情報要素がＥ．４節に従った値を定義していない場合も同様とする。 

  (3)  ＤＳＳ２からＤＳＳ１への方向では、ＩＷＦは標準ＪＴ－Ｑ９３１に従い、Ｎ－ＩＳＤＮ側に昇順で転送され
るように情報要素を配置する。 

 

 B) Ｎ－ＩＳＤＮからＢ－ＩＳＤＮへのインタワーキング 

  (1)  ＩＷＦがＤＳＳ１側でＮ－ＩＳＤＮサービスの要求を受信した場合、ＩＷＦはＮ－ＩＳＤＮサービスの６４ｋ
ｂｉｔ／ｓ（または ｎ×６４ｋｂｉｔ／ｓ）のビット速度を伝送可能なＢ－ＩＳＤＮへのＡＴＭユーザ・セル

レートを選択する。 

  (2)  ＩＷＦがＤＳＳ１側でＮ－ＩＳＤＮサービスの要求を受信した場合、ＩＷＦはＢ－ＩＳＤＮ側の省略時の値と
してベアラ・クラスＡ（ＣＢＲ、ＣＯ、エンド・エンドタイミング要）およびＡＡＬタイプ１または音声用ＡＡ

Ｌを選択する。Ｂ－ＢＣ情報要素内のクリッピング非許容表示フィールドの値は“クリッピング非許容”にセッ

トされる。 
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Ｅ．２ ＤＳＳ２からＤＳＳ１方向のマッピング機能 

 ＩＷＦによってＤＳＳ２からＤＳＳ１への方向で行われるマッピング機能の例を以下に示す。これらの例は全てを網

羅してはいない。同様のマッピング原則を他の回線交換Ｎ－ＩＳＤＮサービスにも適用する。 

 

 ＩＷＦはＮ－ＢＣ、Ｎ－ＬＬＣおよびＮ－ＨＬＣ情報要素の内容を透過にＮ－ＩＳＤＮに中継する。コーディング規

則の違いによって必要となる変更を除き、それ以上の処理はなされない。Ｂ－ＢＣ、ＡＴＭトラヒック記述子、ＱＯＳ

パラメータ、エンド・エンド中継遅延、ＯＡＭトラヒック記述子およびＡＡＬパラメータの情報要素は廃棄される。 

 

E.2.1 Ｂ－ＩＳＤＮユーザがＮ－ＩＳＤＮ3.1kHzオーディオベアラサービスを要求した場合 

 

付表Ｅ－１／ＪＴ－Ｑ２９３１ ＩＷＦによる 3.1kHzオーディオ・ベアラサービス 

                (ITU-T Q.2931)     へのマッピング（ＤＳＳ２からＤＳＳ１方向） 

 

ＤＳＳ２： 

Ｎ－ＩＳＤＮ3.1 kHz オーディオベアラサービ
スのエミュレーション 

ＤＳＳ１： 

3.1 kHzオーディオベアラサービス 

 

Ｎ－ＢＣ：- 3.1 kHzオーディオ 

     - 回線交換モード 

     - ６４ｋｂｉｔ／ｓ 

     - 勧告 G.711 A-law  または 

      標準 JT-G711μ-law 

ＢＣ：- 3.1 kHzオーディオ 

   - 回線交換モード 

   - ６４ｋｂｉｔ／ｓ 

   - 勧告 G.711 A-law  または 

    標準 JT-G711μ-law 

Ｎ－ＨＬＣ：オプション ＨＬＣ：付与されれば存在する 

Ｎ－ＬＬＣ：オプション ＬＬＣ：付与されれば存在する 

Ｂ－ＢＣ：- ＢＣＯＢ－Ａ 

     - クリッピング非許容 

－ 

 

ＡＴＭトラヒック記述子： 

  ６４ｋｂｉｔ／ｓに等しい 

－ 

 

サービス品質クラス： 

  ＱＯＳクラスは明示的に要求されない 

－ 

 

ＡＡＬパラメータ：E.4節参照 － 

エンド・エンド中継遅延： 

  4.5.17  節参照（オプション） 

－ 

 

ＯＡＭトラヒック記述子： 

  4.5.24  節参照（オプション） 

－ 
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E.2.2 Ｂ－ＩＳＤＮユーザがＮ－ＩＳＤＮ非制限ディジタル情報ベアラサービスを要求した場合 

 

付表Ｅ－２／ＪＴ－Ｑ２９３１ ＩＷＦによる非制限ディジタル情報ベアラサービス 

         (ITU-T Q.2931)      へのマッピング（ＤＳＳ２からＤＳＳ１方向） 

 

ＤＳＳ２： 

Ｎ－ＩＳＤＮ非制限ディジタル情報ベアラサー

ビスのエミュレーション 

ＤＳＳ１： 

非制限ディジタル情報ベアラサービス 

 

Ｎ－ＢＣ：- 非制限ディジタル情報 

     - 回線交換モード 

     - ６４ｋｂｉｔ／ｓ 

ＢＣ：- 非制限ディジタル情報 

   - 回線交換モード 

   - ６４ｋｂｉｔ／ｓ 

Ｎ－ＨＬＣ：オプション ＨＬＣ：付与されれば存在する 

Ｎ－ＬＬＣ：オプション ＬＬＣ：付与されれば存在する 

Ｂ－ＢＣ：- ＢＣＯＢ－Ａ 

     - クリッピング非許容 

－ 

 

ＡＴＭトラヒック記述子： 

  ６４ｋｂｉｔ／ｓに等しい 

－ 

 

サービス品質クラス： 

  ＱＯＳクラスは明示的に要求されない 

－ 

 

ＡＡＬパラメータ：AALタイプ１ － 

エンド・エンド中継遅延： 

  4.5.17  節参照（オプション） 

－ 

 

ＯＡＭトラヒック記述子： 

  4.5.24  節参照（オプション） 

－ 
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E.2.3 Ｂ－ＩＳＤＮユーザがＮ－ＩＳＤＮ電話テレサービスを要求した場合 

 

付表Ｅ－３／ＪＴ－Ｑ２９３１ ＩＷＦによるＮ－ＩＳＤＮ電話テレサービス 

              (ITU-T Q.2931)     へのマッピング（ＤＳＳ２からＤＳＳ１方向） 

 

ＤＳＳ２： 

Ｎ－ＩＳＤＮ電話テレサービスのエミュレーシ

ョン 

ＤＳＳ１： 

電話テレサービス 

 

Ｎ－ＢＣ：- 音声 

     - 回線交換モード 

     - ６４ｋｂｉｔ／ｓ 

     - 勧告 G.711 A-law  または 

  標準 JT-G711μ-law 

ＢＣ：- 音声 

   - 回線交換モード 

   - ６４ｋｂｉｔ／ｓ 

   - 勧告 G.711 A-law  または 

  標準 JT-G711μ-law 

Ｎ－ＨＬＣ：電話 ＨＬＣ：電話 

Ｎ－ＬＬＣ：オプション ＬＬＣ：付与されれば存在する 

Ｂ－ＢＣ：- ＢＣＯＢ－Ａ 

     - クリッピング非許容 

－ 

 

ＡＴＭトラヒック記述子： 

  ６４ｋｂｉｔ／ｓに等しい 

－ 

 

サービス品質クラス： 

  ＱＯＳクラスは明示的に要求されない 

－ 

 

ＡＡＬパラメータ：E.4節参照 － 

エンド・エンド中継遅延： 

  4.5.17  節参照（オプション） 

－ 

 

ＯＡＭトラヒック記述子： 

  4.5.24  節参照（オプション） 

－ 
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E.2.4　Ｂ－ＩＳＤＮユーザがトーン／アナウンスを伴う非制限ディジタル情報伝達能力ベースのＮ－ＩＳＤＮビデオ電

話テレサービスを要求した場合

付表Ｅ－４／ＪＴ－Ｑ２９３１　ＩＷＦによるビデオ電話テレサービス

　　　　　　            (ITU-T Q.2931)　　　　へのマッピング（ＤＳＳ２からＤＳＳ１方向）

ＤＳＳ２：

Ｎ－ＩＳＤＮビデオ電話テレサービスのエミュ

レーション

ＤＳＳ１：

ビデオ電話テレサービス

Ｎ－ＢＣ：- トーン／アナウンスを伴う非制限

　　　　　 ディジタル情報

　　　　　- 回線交換モード

　　　　　- ６４ｋｂｉｔ／ｓ

　　　　　- 標準 JT-H221  および

　　 JT-H242

ＢＣ：- トーン／アナウンスを伴う非制限デ

　　　 ィジタル情報

　　　- 回線交換モード

　　　- ６４ｋｂｉｔ／ｓ

　　　- 標準 JT-H221  および JT-H242

Ｎ－ＨＬＣ：ビデオ電話 (標準 JT-F721) ＨＬＣ：ビデオ電話 (標準 JT-F721)

Ｎ－ＬＬＣ：オプション ＬＬＣ：付与されれば存在する

Ｂ－ＢＣ：- ＢＣＯＢ－Ａ

　　　　　- クリッピング非許容

－

ＡＴＭトラヒック記述子：

　　６４ｋｂｉｔ／ｓに等しい

－

サービス品質クラス：

　　ＱＯＳクラスは明示的に要求されない

－

ＡＡＬパラメータ：

　　Ｅ. ４節参照

－

エンド・エンド中継遅延：

　　4.5.17  節参照（オプション）

－

ＯＡＭトラヒック記述子：

　　4.5.24  節参照（オプション）

－
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Ｅ．３ ＤＳＳ１からＤＳＳ２方向のマッピング機能 

 ＩＷＦによってＤＳＳ１からＤＳＳ２への方向で行われるマッピング機能の例を以下に示す。これらの例は全てを網

羅してはいない。同様のマッピング原則を他の回線交換ＩＳＤＮサービスにも適用する。 

 

 ＩＷＦはＢＣ、ＬＬＣおよびＨＬＣ情報要素の内容を透過にＢ－ＩＳＤＮに中継する。コーディング規則の違いによ

って必要となる変更を除き、それ以上の処理はなされない。Ｂ－ＢＣ、ＡＴＭトラヒック記述子、ＱＯＳパラメータ、

ＡＡＬパラメータの情報要素は、Ｅ. ４節に定義されたデフォルト値とＤＳＳ１情報要素で与えられた情報によりＩＷ
Ｆにおいて生成される。 

 

 ＤＳＳ２のＢ－ＢＣ情報要素内のクリッピング非許容表示フィールドは常に“クリッピング非許容”にセットされる。 

 

E.3.1 Ｎ－ＩＳＤＮユーザが 3.1 kHzオーディオベアラサービスを要求した場合 

 

付表Ｅ－５／ＪＴ－Ｑ２９３１ ＩＷＦによる３. １kＨｚオーディオベアラサービス 

           (ITU-T Q.2931)     へのマッピング（ＤＳＳ１からＤＳＳ２方向） 

 

ＤＳＳ１： 

3.1 kHzオーディオベアラサービス 

 

ＤＳＳ２： 

Ｎ－ＩＳＤＮ3.1 kHz オーディオベアラサー
ビスのエミュレーション 

ＢＣ：- 3.1 kHzオーディオ 

    - 回線交換モード 

    - ６４ｋｂｉｔ／ｓ 

    - 勧告 G.711 A-law  または 

  標準 JT-G711μ-law 

Ｎ－ＢＣ：-  3.1 kHzオーディオ 

     - 回線交換モード 

     - ６４ｋｂｉｔ／ｓ 

     - 勧告 G.711 A-law  または 

  標準 JT-G711μ-law 

ＨＬＣ：オプション Ｎ－ＨＬＣ：付与されれば存在する 

ＬＬＣ：オプション Ｎ－ＬＬＣ：付与されれば存在する 

－ Ｂ－ＢＣ：              Ｅ. ４節参照 

－ ＡＴＭトラヒック記述子：Ｅ. ４節参照 

－ サービス品質クラス：    Ｅ. ４節参照 

－ ＡＡＬパラメータ：      Ｅ. ４節参照 
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E.3.2 Ｎ－ＩＳＤＮユーザが非制限ディジタル情報ベアラサービスを要求した場合 

 

付表Ｅ－６／ＪＴ－Ｑ２９３１ ＩＷＦによる非制限ディジタル情報ベアラサービス 

          (ITU-T Q.2931)     へのマッピング（ＤＳＳ１からＤＳＳ２方向） 

 

ＤＳＳ１： 

非制限ディジタル情報ベアラサービス 

 

ＤＳＳ２： 

Ｎ－ＩＳＤＮ非制限ディジタル情報ベアラサ

ービスのエミュレーション 

ＢＣ：- 非制限ディジタル情報 

   - 回線交換モード 

   - ６４ｋｂｉｔ／ｓ 

Ｎ－ＢＣ：- 非制限ディジタル情報 

     - 回線交換モード 

     - ６４ｋｂｉｔ／ｓ 

ＨＬＣ：オプション Ｎ－ＨＬＣ：付与されれば存在する 

ＬＬＣ：オプション Ｎ－ＬＬＣ：付与されれば存在する 

－ Ｂ－ＢＣ：              Ｅ. ４節参照 

－ ＡＴＭトラヒック記述子：Ｅ. ４節参照 

－ サービス品質クラス：    Ｅ. ４節参照 

－ ＡＡＬパラメータ：      Ｅ. ４節参照 

 

 

E.3.3 Ｎ－ＩＳＤＮユーザが電話テレサービスを要求した場合 

 

付表Ｅ－７／ＪＴ－Ｑ２９３１  ＩＷＦによる電話テレサービスへの 

                 (ITU-T Q.2931)      マッピング（ＤＳＳ１からＤＳＳ２方向） 

 

ＤＳＳ１： 

電話テレサービス 

 

ＤＳＳ２： 

Ｎ－ＩＳＤＮ電話テレサービスのエミュレー

ション 

ＢＣ：- 音声 

   - 回線交換モード 

   - ６４ｋｂｉｔ／ｓ 

   - 勧告 G.711 A-law  または 

  標準 JT-G711μ-law 

Ｎ－ＢＣ：- 音声 

     - 回線交換モード 

     - ６４ｋｂｉｔ／ｓ 

     - 勧告 G.711 A-law  または 

  標準 JT-G711μ-law 

ＨＬＣ：電話 Ｎ－ＨＬＣ：電話 

ＬＬＣ：オプション Ｎ－ＬＬＣ：付与されれば存在する 

－ Ｂ－ＢＣ：              Ｅ. ４節参照 

－ ＡＴＭトラヒック記述子：Ｅ. ４節参照 

－ サービス品質クラス：    Ｅ. ４節参照 

－ ＡＡＬパラメータ：      Ｅ. ４節参照 
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E.3.4　Ｎ－ＩＳＤＮユーザがトーン／アナウンスを伴う非制限ディジタル情報伝達能力ベース

　　　 のビデオ電話テレサービスを要求する場合

付表Ｅ－８／ＪＴ－Ｑ２９３１　ＩＷＦによるビデオ電話テレサービスへ

　　　　　             (ITU-T Q.2931)　　　　のマッピング（ＤＳＳ１からＤＳＳ２方向）

ＤＳＳ１：

ビデオ電話テレサービス

ＤＳＳ２：

Ｎ－ＩＳＤＮビデオ電話テレサービスのエミ

ュレーション

ＢＣ：- トーン／アナウンスを伴う非制限ディ

　　　　ジタル情報

　　　- 回線交換モード

　　　- ６４ｋｂｉｔ／ｓ

　　　- 標準 JT-H221  および JT-H242

Ｎ－ＢＣ：- トーン／アナウンスを伴う非制

　　　　　　限ディジタル情報

　　　　　- 回線交換モード

　　　　　- ６４ｋｂｉｔ／ｓ

　　　　　- 標準 JT-H221  および JT-H242

ＨＬＣ：ビデオ電話( 標準 JT-F721) Ｎ－ＨＬＣ：ビデオ電話（標準 JT-F721)

ＬＬＣ：オプション Ｎ－ＬＬＣ：付与されれば存在する

－ Ｂ－ＢＣ：              Ｅ. ４節参照

－ ＡＴＭトラヒック記述子：Ｅ. ４節参照

－ サービス品質クラス：    Ｅ. ４節参照

－ ＡＡＬパラメータ：      Ｅ. ４節参照

Ｅ．４　Ｂ－ＩＳＤＮにおいて６４ｋｂｉｔ／ｓベースの回線交換モードＩＳＤＮサービスをサポートするための情報

要素のコードポイント値

E.4.1　概説

　ここではＢ－ＩＳＤＮにおいて６４ｋｂｉｔ／ｓベースの回線交換モードＩＳＤＮサービスをサポートするための

情報要素のコードポイント値を述べる。コードポイントは、Ｂ－ＩＳＤＮに接続された端末装置がＮ－ＩＳＤＮサービ

スを要求した場合端末装置によって使用され、適切なＢ－ＩＳＤＮコードポイントを生成するためにＩＷＦによって使

用されなければならない。

E.4.2　エミュレートされたＮ－ＩＳＤＮサービスで用いる情報要素のコードポイント

　　a)　広帯域伝達能力

オクテット 情報要素フィールド フィールド値

５ ベアラクラス ＢＣＯＢ－Ａ

６ クリッピング非許容表示 クリッピング非許容

ユーザプレーンコネクション構造 ポイント・ポイント
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  b1) 非制限および制限ディジタル情報のＮ－ＢＣ情報転送能力のためのＡＴＭトラヒック記述子 

 

オクテット 

 

情報要素 

 

フィールド 

 

ＯＡＭセルを使

用しない場合の

フィールド値 

（注１） 

１ＯＡＭセル／

秒の場合のフィ

ールド値 

（注２） 

最大のＯＡＭをサ

ポートする場合の

フィールド値 

（注３） 

7.1 
7.2 
7.3 

 

順方向ピーク 

セルレート 

 (CLP=0+1) 
 

0000 0000 
0000 0000 
1010 1011 
(171 ｾﾙ/秒) 

0000 0000 
0000 0000 
1010 1100 
(172 ｾﾙ/秒) 

0000 0000 
0000 0000 
1010 1111 
(175 ｾﾙ/秒) 

8.1 
8.2 
8.3 

 

逆方向ピーク 

セルレート 

 (CLP=0+1) 
 

0000 0000 
0000 0000 
1010 1011 
(171 ｾﾙ/秒) 

0000 0000 
0000 0000 
1010 1100 
(172 ｾﾙ/秒) 

0000 0000 
0000 0000 
1010 1111 
(175 ｾﾙ/秒) 

 

 （注１）音声用ＡＡＬ（即ち、ＡＡＬタイプ１でセル当りのユーザ情報用ペイロードは 47 オクテット）であり、Ｏ
ＡＭ用にセルを割り当てない場合の値である。 

 （注２）音声用ＡＡＬ（即ち、ＡＡＬタイプ１でセル当りのユーザ情報用ペイロードは 47 オクテット）であり、Ｏ
ＡＭ用に毎秒１セルを割り当てる場合の値である。 

 （注３）音声用ＡＡＬ（即ち、ＡＡＬタイプ１でセル当りのユーザ情報用ペイロードは 47 オクテット）であり、Ｏ
ＡＭ用にユーザセルレートの２パーセントとさらに毎秒１セルを割り当てる場合の値である。 

 

  b2) 音声および 3.1 kHzオーディオのＮ－ＢＣ情報転送能力のためのＡＴＭトラヒック記述子 

 

 本情報転送能力のためのフィールド値は今後の検討課題である。 

（ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．５８０参照） 

 

  c) ＱＯＳパラメータ 

 

オクテット 情報要素フィールド フィールド値 

５ 順方向ＱＯＳクラス ＱＯＳクラスは明示的に要求されな

い 

６ 逆方向ＱＯＳクラス ＱＯＳクラスはめ維持的に要求され

ない 
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  d1) 非制限および制限ディジタル情報のＮ－ＢＣ情報転送能力のためのＡＡＬパラメータ 

 

オクテット 情報要素フィールド フィールド値 

５ ＡＡＬタイプ 0000 0001 （ＡＡＬタイプ１） 

6.1 サブタイプ 0000 0010 （回線信号転送） 

7.1 ＣＢＲレート 0000 0001 （64kbit/s) 

9.1 ソースクロック周波数 0000 0000 （空）（注１） 

10.1 誤り訂正法 0000 0000 （空）（注１） 

11.1/11.2 
 

構造化データ転送ブロックサイズ 0000 0000 0000 0001 
     （ブロックサイズ１） 

12.1 部分充填セル法 0000 0000 （空）（注１） 

 

 （注１）これらのフィールドは（‘空’と等価なので）なくてもよい。 

 

  d2) 音声および 3.1 kHzオーディオのＮ－ＢＣ情報転送能力のためのＡＡＬパラメータ 

 

オクテット 情報要素フィールド フィールド値 

５ ＡＡＬタイプ 0000 0000 （音声用ＡＡＬ） 

 

 

  d3) トーン／アナウンスを伴う非制限ディジタル情報のＮ－ＢＣ情報転送能力のためのＡＡＬパラメータ 

 

 本情報転送能力のためのフィールド値は今後の検討課題である。 
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(39) JT-Q2931付属資料 Fの改版 AALパラメータ表示および交渉

付属資料Ｆ：ATMアダプテーションレイヤ（AAL）パラメータ表示および交渉

（TTC標準 JT-Q2931に対する）

　本付属資料では、端末装置における ATMアダプテーションレイヤパラメータ情報要素の使用手順を記述する。

Ｆ．１　概　要

　ATM アダプテーションレイヤパラメータ情報要素の目的は、ATM アダプテーションレイヤに関する情報を端末装置

間で伝えるのに使用される手段を提供することにある。ATM アダプテーションレイヤパラメータ情報要素は、網によ

り ATMエンドポイント間をトランスペアレントに転送される。

Ｆ．２　「呼設定」(SETUP）メッセージにおける ATMアダプテーションレイヤパラメータ表示

　発信側が、呼の成立中に使用される、AAL 共通部パラメータやサービス依存部パラメータを着信側に示したい場合、

発信側は「呼設定」(SETUP）メッセージ中に ATM アダプテーションレイヤパラメータ情報要素を含めなければなら

ない。この情報要素は、網により着信側に運ばれる。

　ATM アダプテーションレイヤパラメータ情報要素は、異なる AAL コネクションタイプ毎に、以下のパラメータを含

むことができる。

　　a)　AALコネクションタイプ１：

-サブタイプ

-CBRレート

-ソースクロック周波数再生法

-誤り訂正

-構造化データ転送ブロックサイズ

-部分充填セル法識別子

　　b)　AALコネクションタイプ２：

-最大 CPS-SDUサイズ

-SSCSタイプとそれに続くパラメータ

　　c)　AALコネクションタイプ３／４：

-順方向最大 CPCS-SDUサイズ

-逆方向最大 CPCS-SDUサイズ

-MID範囲

-SSCSタイプとそれに続くパラメータ

　　d)　AALコネクションタイプ５：

-順方向最大 CPCS-SDUサイズ

-逆方向最大 CPCS-SDUサイズ

-SSCSタイプとそれに続くパラメータ
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  e) ユーザ AAL： 

-ユーザ定義 AAL情報(4オクテット) 
 

 注）AALコネクションタイプ３／４および５において、順方向最大 CPCS-SDUサイズおよび逆方向最大 CPCS-SDU
サイズは、ATM アダプテーションレイヤパラメータ情報要素中に、両方存在するかもしくは両方欠如している

かのどちらかでなければならない。片方向 ATM バーチャルコネクションでは、逆方向最大 CPCS-SDU サイズ
は０にセットされなければならない。 

 

 着信側が、「呼設定」(SETUP）メッセージ中の ATM アダプテーションレイヤパラメータ情報要素を受信し、それ

が、順方向または逆方向最大 CPCS-SDUサイズのどちらかのみを含んでいた場合、着信側は、理由表示#100“情報要
素の内容が無効”で、呼を解放しなければならない。 

 

Ｆ．３ 最大 CPCS-SDUサイズ交渉 

 着ユーザが、「呼設定」(SETUP）メッセージ中の ATMアダプテーションレイヤパラメータ情報要素を受信し、AAL
タイプが、AAL3/4または AAL5の場合、「応答」(CONN）メッセージ中に ATMアダプテーションレイヤパラメータ
情報要素を含ませなければならない。ATM アダプテーションレイヤパラメータ情報要素は、着信ユーザが受信可能な

最大の CPCS-SDU の大きさを示す順方向最大 CPCS-SDU サイズおよび、着信ユーザが送信するであろう最大の

CPCS-SDU の大きさを示す逆方向最大 CPCS-SDU サイズを含まなければならない。「応答」(CONN）メッセージ中
に示される順方向および逆方向最大 CPCS-SDU サイズの値は、発ユーザにより「呼設定」(SETUP）メッセージ中に
示された値より大きくなってはならない。ATM アダプテーションレイヤパラメータ情報要素は、発ユーザに伝達され

る。 

 

 注）片方向 ATMバーチャルコネクションでは、逆方向最大 CPCS-SDUサイズは０にセットされなければならない。 

 

 着ユーザが、「応答」(CONN）メッセージ中に CPCS-SDUサイズを含ませなかった場合、発ユーザは、「呼設定」
(SETUP）メッセージ中に示した順方向および逆方向最大 CPCS-SDU サイズの値が、着ユーザにより受け入れられた
ものとする。 

 

 発側が、「応答」(CONN）メッセージ中に示された順方向および逆方向最大 CPCS-SDUサイズの値を用いることが
できない場合（すなわち、着信側により交渉された値が小さすぎる場合）、呼は理由表示#93“AALパラメータ提供不
可”で、呼を解放しなければならない。 

 

 発側端末が、以下の様な内容の ATMアダプテーションレイヤパラメータ情報要素を含む「応答」(CONN）メッセー
ジを受信した場合、発側端末は、理由表示#100“情報要素内容無効”で、呼を解放しなければならない。 

  a) 順方向および逆方向最大 CPCS-SDUサイズおよび／またはMID範囲以外のオクテットを含む 

  b) 「呼設定」(SETUP）メッセージ中に示された値よりも大きな最大 CPCS-SDUサイズを含む 

  c) 順方向または逆方向最大 CPCS-SDUサイズのいずれかが欠如している。 

 

Ｆ．４ MID範囲交渉 

 着ユーザが、「呼設定」(SETUP）メッセージ中の ATMアダプテーションレイヤパラメータ情報要素を受信し、AAL
タイプが AAL3/4の場合、着ユーザはMID範囲値をチェックしなければならない。着ユーザが表示されたMID範囲を
サポートできないが、より小さい範囲ならサポートできるという場合、着ユーザは「応答」(CONN）メッセージ中に
サポート可能なMID範囲を含む ATMアダプテーションレイヤパラメータ情報要素を含める。 

 発ユーザは、「応答」(CONN）メッセージ中のMID範囲を受け入れるか、もしくは理由表示#93“AALパラメータ
提供不可”で、呼を解放する。 
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　着ユーザが、「応答」(CONN）メッセージ中に MID 範囲を含ませなかった場合、発ユーザは、「呼設定」

(SETUP）メッセージ中に示したMID範囲の値が、着ユーザにより受け入れられたものとする。

　発側端末が、以下の様な内容の ATM アダプテーションレイヤパラメータ情報要素を含む「応答」(CONN）メッセー

ジを受信した場合、発側端末は、理由表示#100“情報要素の内容が無効”で、呼を解放しなければならない。

　 a) 順方向および逆方向最大 CPCS-SDUサイズおよび／またはMID範囲以外のオクテットを含む

　 b) 「呼設定」(SETUP）メッセージ中に示された値よりも大きなMID範囲を含む

Ｆ．５　ユーザプレーンの AAL 3/4、または 5エンティティにおける順方向および逆方向最大 CPCS-SDUサイズの使用

法

　AAL パラメータ交渉の結果得られた順方向および逆方向最大 CPCS-SDU サイズの値は、ユーザプレーンの AAL エ

ンティティにおいて用いられる。発ユーザ装置の AALエンティティは、順方向最大 CPCS-SDUサイズパラメータで示

された値よりも大きなサイズの CPCS-SDUは送信してはならない。また、逆方向最大 CPCS-SDUサイズパラメータで

示された値に基づいて、内部リソースを割り付けてもよい。同様に、着ユーザ装置の AAL エンティティは、逆方向

最大 CPCS-SDU サイズパラメータで示された値よりも大きなサイズの CPCS-SDU は送信してはならない。また、順

方向最大 CPCS-SDUサイズパラメータで示された値に基づいて、内部リソースを割り付けてもよい。

Ｆ．６　ユーザプレーンの AAL２エンティティにおける最大 CPS-SDU

  最大 CPS-SDUサイズ値は 45オクテット（デフォルト）または 64オクテットであり交渉されない。

  着ユーザが、「応答」(CONN）メッセージ中に CPS-SDU サイズを含ませなかった場合、発ユーザは、「呼設定」

(SETUP）メッセージ中に示した順方向および逆方向最大 CPS-SDU サイズの値が、着ユーザにより受け入れられたも

のとする。

  発側が、「応答」 (CONN）メッセージ中に示された順方向および逆方向最大 CPS-SDU サイズの値を用いることが

できない場合（すなわち、発信側により「呼設定」(SETUP）メッセージに 64 オクテットが示されている場合)、呼は

理由表示#93“AALパラメータ提供不可”で解放されなければならない。

Ｆ．７　ＡＡＬタイプの選択と交渉手順

   ＡＡＬタイプの選択と交渉手順はオプションであるが、確実なサービスまたはアプリケーションの提供を受けるた

めには必須要件となる場合がある。

   発ユーザが代替ＡＡＬパラメータを示したい場合、ＡＡＬパラメータ情報要素は「呼設定」(SETUP）メッセージ中

繰り返される。ＡＡＬパラメータ情報要素のコーディング順序はＡＡＬタイプの優先順位を示しており、優先順位順に、

１つの「呼設定」(SETUP）メッセージ中には２つまでＡＡＬパラメータ情報要素を含むことができる。

   着ユーザは、「呼設定」(SETUP）メッセージで指示された選択肢の中から１つのＡＡＬタイプを選択し、それを

「応答」(CONN）メッセージ中のＡＡＬパラメータ情報要素に含める。「応答」(CONN）メッセージ中のＡＡＬパラ

メータ情報要素が欠如している場合、暗示的に「呼設定」(SETUP）メッセージに含まれていた最初のＡＡＬパラメー

タ情報要素が示すＡＡＬタイプが受諾されたことを示す。着ユーザは、また F.2 節から F.5 節で規定される手順で選択

されたＡＡＬタイプのパラメータ値を交渉する場合がある。

　網または着ユーザはＡＡＬパラメータ情報要素の繰り返し設定を提供しない場合、そして、そのため二番目のＡＡＬ

パラメータ情報要素を廃棄する場合（常に認められ受け入れるのは一番目でなければならない）、一番目のＡＡＬパラ

メータ情報要素が交渉に用いられる。

   発ユーザが、「応答」(CONN）メッセージのＡＡＬパラメータ情報要素の内容を拒否する場合、発ユーザは、理由

表示#100“情報要素の内容が無効”で、呼解放を開始しなければならない。
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(41) JT-Q2931付属資料 Kの改版 エンド・エンド中継遅延情報要素 

付属資料Ｋ：エンド・エンド中継遅延情報要素の取り扱い 

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２９３１に対する） 

 

 エンド・エンド中継遅延情報要素の取り扱いについては、ITU-T Q.2965.2参照。 
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(42) JT-Q2931付属資料Mの制定 回復した伝送クロックを使用するための表示

付属資料M：回復した伝送クロックを使用するための表示

（ＴＴＣ標準  ＪＴ－Ｑ２９３１に対する）

M．1　概　説

　本付属資料は回復した伝送クロックを使用するための表示がどのように提供されるかを記述する。本手順はエンド・

エンド（ユーザ・ユーザ）間を特徴とし、１ユーザから他ユーザへのメッセージ及び情報要素を転送する際に、いかな

る網からの関与を必要としない。

M．2　コーディング要求

M．2.1　メッセージ

  回復した伝送クロックを使用するための表示は「呼設定」(SETUP)メッセージ、「呼出」(ALERT)メッセージ及び「応

答」(CONN)メッセージの使用を要求する。「呼設定」(SETUP)メッセージ、「呼出」(ALERT)メッセージ及び「応答」

(CONN)メッセージは本能力をサポートするために広帯域報告種別情報要素を含むことが必要である。

M．2.2　情報要素

M．2.2.1　広帯域報告種別

  広帯域報告種別情報要素のコーディングは JT-Q2931の 4.5.25節参照。

次の報告種別は伝送(Tx)クロック表示オペレーションで使用される受信側のクロック回復機能によって用いられる。

-伝送(Tx)クロックで使用される受信側の回復クロック

この値はある１ユーザがリモートユーザへ回復した伝送クロックを使用するという意志を表示するために使用される。

「呼設定」(SETUP)メッセージ、「呼出」(ALERT)メッセージ及び「応答」(CONN)メッセージに含まれる。

報告種別（オクテット 5）は次のようにコード化されなければならない。

ビット 意味
  8 7 6 5    4 3 2 1
  0 0 0 0    0 0 1 0 伝送(TX)クロックに使用される受信側の回復クロック

M．3　呼／コネクション制御手順

M．3.1　活性化/非活性化/登録

適用されない。

M．3.2　インボケーションとオペレーション

M．3.2.1　呼を発信する Sbと Tbが一致する参照点におけるユーザの要求条件

  呼を発信する Sb と Tb が一致する参照点におけるユーザが網クロックへのアクセスを持たず、回復タイミングをサ

ポートする能力を有する場合、「呼設定」(SETUP)メッセージ中の広帯域報告種別情報要素で“伝送(TX)クロックに使

用される受信側の回復クロック”の報告種別により、回復した伝送クロックを使用する意志を信号で明示しなければな

らない。呼を発信する Sb と Tb が一致する参照点におけるユーザが、適応的にタイミング回復を行い、“伝送(TX)ク

ロックに使用される受信側の回復クロック”の報告種別を受信する場合、独立したクロック源の使用に戻さなければな

らない。

M．3.2.2　呼を受信する Sbと Tbが一致する参照点におけるユーザの要求条件

  呼を受信する Sb と Tb が一致する参照点におけるユーザが各メッセージ中の広帯域報告種別情報要素で“伝送(TX)

クロックに使用される受信側の回復クロック”の報告種別を受信する場合、タイミング回復を行ってはならない。呼を



ＪＴ－Ｑ２９３１ － 392 －

受信する SbとTbが一致する着側の参照点におけるユーザが以下の要求条件を満たす場合、タイミング回復を行い、「呼

設定」(SETUP)メッセージに対する応答として送信される「呼出」(ALERT)メッセージまたは「応答」(CONN)メッセー

ジ中の広帯域報告種別情報要素で“伝送(TX)クロックに使用される受信側の回復クロック”の報告種別により、回復し

た伝送クロックを使用する意志を信号で明示しなければならない。

•網クロックにアクセスを持たないこと

•タイミング回復をサポートする能力を有すること

•いかなるメッセージにおいても広帯域報告種別情報要素で“伝送(TX)クロックに使用される受信側の回復クロック”

の報告種別を受信しないこと

M.3.2.3　例外手順

　　例外手順はない。
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(43) JT-Q2931付属資料 Nの制定 エンド・エンド完了表示手順

付属資料 N：エンド・エンドコネクション完了表示

（ＴＴＣ標準  ＪＴ－Ｑ２９３１に対するオプション手順）

Ｎ．1　概　説

　本付属資料は、着ユーザにエンド・エンドコネクション完了表示がどのように提供されるかについて記述する。エン

ド・エンドコネクション完了表示はエンド・エンド即ちユーザ・ユーザ間で適用され、あるユーザから他のユーザへの

メッセージや情報要素を転送する際に、いかなる網からの関与を要求しない。

Ｎ．2　コーディング要求

Ｎ．2.1　メッセージ

  エンド・エンドコネクション完了表示は「呼設定」(SETUP)メッセージ、「応答」(CONN)メッセージ、及び「コネク

ション使用可」(CONNection AVAILable)メッセージの使用を要求する。「呼設定」(SETUP)メッセージ、「応答」(CONN)

メッセージ及び「コネクション使用可」(CONNection AVAILable)メッセージはエンド・エンドコネクション完了表示を

サポートするために広帯域報告種別情報要素を含むことが必要である。

Ｎ．2.2　情報要素

Ｎ．2.2.1　広帯域報告種別

　広帯域報告種別情報要素のコーディングを規定した TTC標準 JT-Q2931の 2.5.25節を参照。

  以下の報告種別はコネクション完了表示オペレーションに使用される。

–エンド・エンドコネクション完了能力許容

  この値は発ユーザが着ユーザにエンド・エンドでのコネクション完了の表示が呼完了として提供できることを表示す

るために使用される。「呼設定」(SETUP)メッセージに含まれる。

－エンド・エンドコネクション完了表示要求

  この値は着ユーザが発ユーザにエンド・エンドでのコネクション完了の表示を呼完了として要求することを表示する

ために使用される。「応答」(CONN)メッセージに含まれる。

－エンド・エンドコネクション完了

  この値は発ユーザが着ユーザにエンド・エンドコネクションが完了し、情報転送が開始可能であることを表示するた

めに使用される。「コネクション使用可」(CONNection AVAILable)メッセージに含まれる。

報告種別(オクテット 5)は次のようにコーディングされる。

ビット 意味
  8 7 6 5    4 3 2 1
  0 0 0 0    0 1 0 0 エンド・エンドコネクション完了能力許容
  0 0 0 0    0 1 0 1 エンド・エンドコネクション完了表示要求
  0 0 0 0    0 1 1 0 エンド・エンドコネクション完了

Ｎ．3　コネクション完了表示のための呼／コネクション制御手順

Ｎ．3.1 活性化/非活性化/登録

  適用されない。

N．3.2　インボケーションとオペレーション

N．3.2.1　通常オペレーション

  エンド・エンドコネクション完了表示手順は呼/コネクションを設定する 2 ユーザ間で広帯域報告種別情報要素を伝達
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することに基づいて行われる。コネクション完了表示をサポートしている時、網は当該呼に関連する他のユーザに当該

表示を転送しなければならない。

N．3.2.2　着側インタフェースでの動作

  呼設定中にエンド・エンドコネクション完了表示を要求する着ユーザは「応答」(CONN)メッセージ中に報告種別を

“エンド・エンドコネクション完了表示要求”とコーディングした広帯域報告種別情報要素を含まなければならない。

着ユーザは、エンド・エンドコネクション完了能力表示を含む、含まないに関わらず受信した「呼設定」(SETUP)メッ

セージを取り扱うことができる。(N.3.2.3 参照)。「応答」(CONN)メッセージを送信し、更に T313 タイマを開始する

と、ユーザは T333タイマーを開始し、要求状態に遷移しなければならない。

  着ユーザは、情報送信を開始する前に“エンド・エンドコネクション完了”とコーディングされた表示の「コネクシ

ョン使用可」(CONNection AVAILable)メッセージの受信を待たなければならない。この表示を受信すると着ユーザは

T333タイマーを停止しなければならない。

N．3.2.3　発側インタフェースでの動作

  発ユーザがコネクション完了表示をサポートしており、着ユーザの要求があった場合、オプションとして、「呼設定」

(SETUP)メッセージ中に報告種別を“エンド・エンドコネクション完了能力許容”とコーディングした広帯域報告種別

情報要素を含んで表示しうる。

　呼設定完了の表示を受信し、網がエンド・エンドコネクション完了表示が要求されたと判断した場合、網は「応答」

(CONN)メッセージ中に報告種別を“エンド・エンドコネクション完了表示要求”とコーディングした広帯域報告種別

情報要素を含め、T334 を開始し、発ユーザへ「応答」(CONN)メッセージを送信し、通信中状態へ遷移しなければなら

ない。

  呼設定中において、発ユーザが「応答」(CONN)メッセージ中の報告種別が“エンド・エンドコネクション完了表示

要求”とコーディングされた広帯域報告種別情報要素を受信した場合、ユーザはエンド・エンドコネクションが完了し

たことの表示を送信することが要求されたと解釈しなければならない。「応答確認」(CONN ACK)メッセージの送信に

続き、発ユーザは「コネクション使用可」(CONNection AVAILable)メッセージを送信し、報告種別が“エンド・エン

ドコネクション完了”とコーディングされた広帯域報告種別情報要素を含まなければならない。

  T334 タイマ起動中で通信中状態に、網が「コネクション使用可」(CONNection AVAILable)メッセージを受信した

場合、網は T334タイマを停止し、メッセージを呼に関する他のユーザへ転送しなければならない。

　網は T334タイマ満了時にいかなるアクションも取ってはならない。

　T334 タイマ解除状態の場合、網は通信中状態で「コネクション使用可」(CONNection AVAILable)メッセージを受

信してもいかなるアクションも取ってはならない。この場合、「コネクション使用可」(CONNection AVAILable)メッ

セージは廃棄されなければならない。

N．3.2.4　例外手順

N．3.2.4.1　着側インタフェースでの動作

T333 タイマ満了時の動作はインプリメンテーションに依存する。例えば、呼の再設定、情報転送の開始、または通常

手順に従った呼解放。

着ユーザは、T333 タイマ非起動中に報告種別が“エンド・エンドコネクション完了”とコーディングした「コネク

ション使用可」 (CONNection AVAILable)メッセージを受信した場合、「コネクション使用可」 (CONNection

AVAILable)メッセージを無視しなければならない。

N．3.2.4.2　発側インタフェースでの動作

  発側インタフェースで規定する例外手順はない。
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N．4 タイマ一覧 

  以下の網側及びユーザ側タイマがインボケーションとオペレーションの手順において、規定される。 

 

N．５ SDL図 

  JT-Q2931付属資料 Aの用語と略語がこの章の SDLに適用される。これらの SDL図は JT-Q2931付属資料 Aに規定
されるものを拡張するものであり、JT-Q2931付属資料 Aの SDL図と連携して参照される。 

 

 



   

ＪＴ－Ｑ２９３１ － 396 － 

 

表
N

-1
/Q

29
31

 

N
.4
章
で
規
定
さ
れ
る
ユ
ー
ザ
側
に
あ
る
タ
イ
マ

 

 

タ
イ
マ

 
ﾃﾞ
ﾌｫ
ﾙﾄ

 
値

 
呼
の
状
態

 
起
動
条
件

 
正
常
停
止
条
件

 
１
回
目
満
了
時
の
動
作

 
２
回
目
満
了
時
の
動
作

 
ｲﾝ
ﾌﾟ
ﾘﾒ
ﾝﾃ
ｰｼ
ｮﾝ

 

T3
33

 
10
秒

 
応
答

 
エ
ン
ド
・
エ
ン
ド
コ
ネ
ク
シ
ョ

ン
完
了
表
示
要
求
を
含
む
「
応

答
」

(C
O

N
N

) 
メ
ッ
セ
ー
ジ
送

信
時

 

エ
ン
ド
・
エ
ン
ド
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン

完
了
を
含
む
「
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
使

用
可
」

(C
O

N
N

 A
VA

IL
)メ
ッ
セ

ー
ジ
受
信
時

 

イ
ン
プ
リ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
依
存

(N
3.

2.
4.

1参
照

)  
－

 
エ
ン
ド
・
エ
ン
ド
コ
ネ
ク
シ

ョ
ン
完
了
表
示
が
要
求
さ

れ
る
場
合
に
必
須

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

表
N

-2
/Q

29
31

 

N
.4
章
で
規
定
さ
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
側
に
あ
る
タ
イ
マ

 

 

タ
イ
マ

 
ﾃﾞ
ﾌｫ
ﾙﾄ

 
値

 
呼
の
状
態

 
起
動
条
件

 
正
常
停
止
条
件

 
１
回
目
満
了
時
の
動
作

 
２
回
目
満
了
時
の
動
作

 
ｲﾝ
ﾌﾟ
ﾘﾒ
ﾝﾃ
ｰｼ
ｮﾝ

 

T3
34

 
1秒

 
通
信
中

 
エ
ン
ド
・
エ
ン
ド
コ
ネ
ク
シ
ョ

ン
完
了
表
示
要
求
を
含
む
「
応

答
」

(C
O

N
N

)メ
ッ
セ
ー
ジ
送

信
時

 

「
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
使
用
可
」

(C
O

N
N

 A
VA

IL
)メ
ッ
セ
ー
ジ

受
信
時

 

ア
ク
シ
ョ
ン
な
し

 
－

 
エ
ン
ド
・
エ
ン
ド
コ
ネ
ク
シ

ョ
ン
完
了
表
示
が
要
求
さ

れ
る
場
合
に
必
須

 

 
 

 
 

 
 

 
 



 

 － 397 － ＪＴ－Ｑ２９３１ 

PROCESS JT-Q2931-N; page 1 (of 6)

JT-Q2931 SDL – 網側

(付属資料 Nのための拡張)

信号リスト

B-ISDN呼のための信号

アプリケーションプロセス間プリミティブ

From AP

コネクション使用可-要求

(Connection-available-req)

To AP

コネクション使用可-表示

(Connection-available-ind)

JT-Q2931-N間プリミティブ

信号リスト

CDtoON

コネクション使用可-要求

(Connection-available-req)

ONtoCD

コネクション使用可-表示

(Connection-available-ind)

B-ISDN呼用 JT-Q2931-N間メッセージ

信号リスト

CDtoON

コネクション使用可

(CONNECTION-AVAILABLE)

ONtoCD

コネクション使用可

(CONNECTION AVAILABLE)
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PROCESS JT-Q2931-N;

N10-Active

Connection
available
req (#)

N 3.2.3
CONNECTION
AVAILABLE

(#)

CONNECTION
AVAILABLE

(#)

N10-Active

N 3.2.2

Verify
Msg

Result

STATUS
(Cause, CS:=N10)

STATUS
(Cause, CS:=N10)

RAP OK RAI I CLR

Connection-
available-

ind (#)

N10-Active D

T334
running

?

RESET T334

Yes

No

page 2(of 6)

Timeout T334

N10-Active
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PROCESS JT-Q2931-N; page 3(of 6)

CONNECT(#)

SET(Now+t334,

Timer T334)

ｴﾝﾄﾞｴﾝﾄﾞｺﾈｸｼｮﾝ

完了表示要求

Setup-resp(#)

5.1.6
5.1.7
N.3.2.3

N3 - Outgoing

Call Proceeding

N10-Active

Yes

No
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PROCESS JT-Q2931-N; page 4(of 6)

CONNECT(#)

SET(Now+t334,

Timer T334)

ｴﾝﾄﾞｴﾝﾄﾞｺﾈｸｼｮﾝ

完了表示要求

Setup-resp(#)

5.1.7
N.3.2.3

N4 - Call

Delivered

N10-Active

Yes

No

 



－ 401 － ＪＴ－Ｑ２９３１

PROCESS JT-Q2931-N; page 5(of 6)

CONNECT(#)

SET(Now+t334,

Timer T334)

ｴﾝﾄﾞｴﾝﾄﾞｺﾈｸｼｮﾝ

完了表示要求

Setup-resp(#)

5.1.2.1, 5.1.3,
5.1.4, 5.1.5,
5.4.2, 付属資料 H,
N.3.2.3

N1 - Call Initiated

N10-Active

Yes

No

対称な呼の運用に関する拡張
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PROCESS JT-Q2931-N; page 6(of 6)

Setup-resp(#)

6.5.2, 6.6,
N.3.2.3

N2 - Overlap

sending

CONNECT(#)

SET(Now+t334,

Timer T334)

ｴﾝﾄﾞｴﾝﾄﾞｺﾈｸｼｮﾝ

完了表示要求

N10-Active

Yes

No

インタワーキングに関連する追加手順

RESET T302
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JT-Q2931 SDL – ユーザ側

(付属資料 Nのための拡張)

信号リスト

B-ISDN呼のための信号

アプリケーションプロセス間プリミティブ

From AP

コネクション利用可-要求

(Connection-available-req)

To AP

コネクション利用可-表示

(Connection-available-ind)

JT-Q2931-U間プリミティブ

信号リスト

CDtoOU

コネクション利用可-要求

(Connection-available-req)

OUtoCD

コネクション利用可-表示

(Connection-available-ind)

B-ISDN呼用 JT-Q2931-U間メッセージ

信号リスト

CDtoOU

コネクション利用可

(CONNECTION-AVAILABLE)

OUtoCD

コネクション利用可

(CONNECTION-AVAILABLE)

PROCESS JT-Q2931-U; page 1 (of 2)
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U10-Active

Timeout T333 N.3.2.4.1
Connection-
available-

req (#)

CONNECTION-
AVAILABLE

(#)

CONNECTION-
AVAILABLE

(#)

Verify
Msg

U10-Active

Result

STATUS
(Cause, CS:=U10)

STATUS
(Cause, CS:=U10)

RAP OK RAI I CLR

RESET T333

Connection-
available-

ind

U10-Active D

PROCESS JT-Q2931-U;

N.3.2.2 N.3.2.3

RESET T333

D

T333
running

? No

Yes

Implementation
option

page 2 (of 2)
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(43) JT-Q2931付録Ⅰの改版 動作指示表示の使用法のガイドライン 

 

付録Ⅰ：動作指示表示の使用法のガイドライン 

（TTC標準 JT-Q2931に対する） 

 

 B-ISDN 基本呼／コネクション制御およびインタワーキングに関連する将来の TTC 標準 JT-Q2931 メッセージ、お
よびグローバル呼番号に関連する手順のために、動作指示表示フィールドが“明示的な動作指示に従う”にセットされ

る必要はない。勧告する動作指示表示のコーディングを付表Ⅰ-1/JT-Q2931と付表Ⅰ-2/JT-Q2931に示す。 

 リリース１付加サービスに関する TTC 標準 JT-Q2931 のメッセージと情報要素については、使用されるべき動作指
示表示の値が各仕様に定義される。 

 他の標準に定義される DSS2メッセージと情報要素については、動作指示表示フラグが、“明示的な動作指示に従う”
にセットされうる。動作指示フィールドのコーディングは、順方向／逆方向整合性の要求条件に従って決定される。 

 TTC標準 JT-Q2931には定義されていないコードポイントを含む情報要素についても、動作指示表示フラグは、“明
示的な動作指示に従う”にセットされうる。 

 

 表中において以下の略語が使用されている。 

  使用  ＝ 明示的な動作指示に従う 

  未使用 ＝ 動作指示フィールドは意味を持たない 

  Ｎ   ＝ 網 

  Ｕ   ＝ ユーザ 

 

付表Ⅰ-1/JT-Q2931 
(ITU-T Q.2931) 

 

基本呼／コネクション制御に関連する TTC標準 JT-Q2931メッセージの動作指示表示の使用方法例 

                                                   

メッセージ フラグ 生成源 動作内容 
呼出（ALERT） 未使用 N&U 意味を持たない 
呼設定受付（CALL PROC） 未使用 N&U 意味を持たない 
応答（CONN） 未使用 N&U 意味を持たない 
応答確認（CONN ACK） 未使用 N&U 意味を持たない 
コネクション使用可(CONN AVAIL) 使用 N&U メッセージ廃棄と

処理継続 
付加情報（INFO） 未使用 N&U 意味を持たない 
通知（NOTIFY） 未使用 N&U 意味を持たない 
経過表示（PROG） 未使用 N&U 意味を持たない 
呼設定（SETUP） 未使用 N&U 意味を持たない 
呼設定確認（SETUP ACK） 未使用 N&U 意味を持たない 
状態表示（STATUS） 未使用 N&U 意味を持たない 
状態問合（STATUS ENQ） 未使用 N&U 意味を持たない 
解放（REL） 未使用 N&U 意味を持たない 
解放完了（REL COMP） 未使用 N&U 意味を持たない 
初期設定（REST） 未使用 N&U 意味を持たない 
初期設定確認（REST ACK） 未使用 N&U 意味を持たない 
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付表Ⅰ-2/JT-Q2931 
(ITU-T Q.2931) 

 

基本呼／コネクション制御に関連する TTC標準 JT-Q2931情報要素の動作指示表示の使用方法例 

                                                   

情報要素 フラグ 生成源 動作内容 
広帯域固定シフト（Broadband Locking Shift） 未使用 N&U 意味を持たない 
広帯域一時シフト（Broadband Non-Locking 
Shift） 

未使用 N&U 意味を持たない 

ATMアダプテーションレイヤ(AAL)パラメータ 
（ATM Adaptation layer parameters） 

未使用 N&U 意味を持たない 

ATMトラヒック記述子（ATM traffic descriptor） 未使用 N&U 意味を持たない 
広帯域伝達能力（Broadband bearer capability） 未使用 N&U 意味を持たない 
広帯域高位レイヤ情報(B-HLI)（Broadband high 
layer information） 

未使用 N&U 意味を持たない 

広帯域低位レイヤ情報(B-LLI)（Broadband low 
layer information） 

未使用 N&U 意味を持たない 

呼状態（Call state） 未使用 N&U 意味を持たない 
着番号（Called party number） 未使用 N&U 意味を持たない 
着サブアドレス（Called party subaddress） 未使用 N&U 意味を持たない 
発番号（Calling party number） 未使用 N&U 意味を持たない 
発サブアドレス（Calling party subaddress） 未使用 N&U 意味を持たない 
理由表示（Cause） 未使用 N&U 意味を持たない 
コネクション識別子（Connection identifier） 未使用 N&U 意味を持たない 
サービス品質(QOS)パラメータ 
（Quality of service (QOS) parameters） 

未使用 N&U 意味を持たない 

広帯域繰り返し識別子（Broadband repeat 
indicator） 

未使用 N&U 意味を持たない 

初期設定表示（Restart indicator） 未使用 N&U 意味を持たない 
広帯域送信完了（Broadband sending complete） 未使用 N&U 意味を持たない 
中継網選択（Transit network selection） 未使用 N&U 意味を持たない 
通知識別子（Notification indicator） 未使用 N&U 意味を持たない 
OAMトラヒック記述子（OAM traffic descriptor） 未使用 N&U 意味を持たない 
狭帯域伝達能力（Narrowband bearer capability） 未使用 N&U 意味を持たない 
狭帯域高位レイヤ整合性（Narrowband high layer 
compatibility） 

未使用 N&U 意味を持たない 

狭帯域低位レイヤ整合性（Narrowband low layer 
compatibility） 

未使用 N&U 意味を持たない 

経過識別子（Progress indicator） 未使用 N&U 意味を持たない 
広帯域報告種別(Broadband report type) 使用 N&U 情報要素廃棄と処

理継続 
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付録Ⅰ：動作指示表示の使用法のガイドライン 
（ＴＴＣ標準 JT-Q2931に対する） 

 

 B-ISDN 基本呼／コネクション制御およびインタワーキングに関連する将来の TTC 標準 JT-Q2931 メッ

セージ、およびグローバル呼番号に関連する手順のために、動作指示表示フィールドが“明示的な動作指

示に従う”にセットされる必要はない。勧告する動作指示表示のコーディングを付表Ⅰ－１/JT-Q2931 と

付表Ⅰ－２/JT-Q2931に示す。 

 リリース１付加サービスに関する TTC 標準 JT-Q2931 のメッセージと情報要素については、使用される

べき動作指示表示の値が各仕様に定義される。 

 他の標準に定義される DSS2 メッセージと情報要素については、動作指示表示フラグが、“明示的な動

作指示に従う”にセットされうる。動作指示フィールドのコーディングは、順方向／逆方向整合性の要求

条件に従って決定される。 

 TTC 標準 JT-Q2931 には定義されていないコードポイントを含む情報要素についても、動作指示表示フ

ラグは、“明示的な動作指示に従う”にセットされうる。 

 

 表中において以下の略語が使用されている。 

  使用  ＝ 明示的な動作指示に従う 

  未使用 ＝ 動作指示フィールドは意味を持たない 

  Ｎ   ＝ 網 

  Ｕ   ＝ ユーザ 

 

付表Ⅰ-1/JT-Q2931 基本呼／コネクション制御に関連する TTC標準 JT-Q2931 

        (ITU-T Q.2931)  メッセージの動作指示表示の使用方法例 

 

メッセージ フラグ 生成源 動作内容 

呼出（ALERT） 未使用 N&U 意味を持たない 

呼設定受付（CALL PROC） 未使用 N&U 意味を持たない 

応答（CONN） 未使用 N&U 意味を持たない 

応答確認（CONN ACK） 未使用 N&U 意味を持たない 

付加情報（INFO） 未使用 N&U 意味を持たない 

通知（NOTIFY） 未使用 N&U 意味を持たない 

経過表示（PROG） 未使用 N&U 意味を持たない 

呼設定（SETUP） 未使用 N&U 意味を持たない 

呼設定確認（SETUP ACK） 未使用 N&U 意味を持たない 

状態表示（STATUS） 未使用 N&U 意味を持たない 

状態問合（STATUS ENQ） 未使用 N&U 意味を持たない 

解放（REL） 未使用 N&U 意味を持たない 

解放完了（REL COMP） 未使用 N&U 意味を持たない 

初期設定（REST） 未使用 N&U 意味を持たない 

初期設定確認（REST ACK） 未使用 N&U 意味を持たない 

 



ＪＴ－Ｑ２９３１ － 408 － 

付表Ⅰ-2/JT-Q2931 基本呼／コネクション制御に関連する TTC標準 JT-Q2931 

        (ITU-T Q.2931)  情報要素の動作指示表示の使用方法例 

 

情報要素 フラグ 生成源 動作内容 

広帯域固定シフト（Broadband Locking Shift） 未使用 N&U 意味を持たない 

広帯域一時シフト（Broadband Non-Locking Shift） 未使用 N&U 意味を持たない 

ATMアダプテーションレイヤ(AAL)パラメータ 

（ATM Adaptation layer parameters） 

未使用 N&U 意味を持たない 

ATMトラヒック記述子（ATM traffic descriptor） 未使用 N&U 意味を持たない 

広帯域伝達能力（Broadband bearer capability） 未使用 N&U 意味を持たない 

広帯域高位レイヤ情報(B-HLI)（Broadband high layer 

information） 

未使用 N&U 意味を持たない 

広帯域低位レイヤ情報(B-LLI)（Broadband low layer 

information） 

未使用 N&U 意味を持たない 

呼状態（Call state） 未使用 N&U 意味を持たない 

着番号（Called party number） 未使用 N&U 意味を持たない 

着サブアドレス（Called party subaddress） 未使用 N&U 意味を持たない 

発番号（Calling party number） 未使用 N&U 意味を持たない 

発サブアドレス（Calling party subaddress） 未使用 N&U 意味を持たない 

理由表示（Cause） 未使用 N&U 意味を持たない 

コネクション識別子（Connection identifier） 未使用 N&U 意味を持たない 

エンド・エンド中継遅延（End-to-End transit delay） 未使用 N&U 意味を持たない 

サービス品質(QOS)パラメータ 

（Quality of service (QOS) parameters） 

未使用 N&U 意味を持たない 

広帯域繰り返し識別子（Broadband repeat indicator） 未使用 N&U 意味を持たない 

初期設定表示（Restart indicatior） 未使用 N&U 意味を持たない 

広帯域送信完了（Broadband sending complete） 未使用 N&U 意味を持たない 

中継網選択（Transit network selection） 未使用 N&U 意味を持たない 

通知識別子（Notification indicator） 未使用 N&U 意味を持たない 

OAMトラヒック記述子（OAM traffic descriptor） 未使用 N&U 意味を持たない 

狭帯域伝達能力（Narrowband bearer capability） 未使用 N&U 意味を持たない 

狭帯域高位レイヤ整合性（Narrowband high layer 

compatibility） 

未使用 N&U 意味を持たない 

狭帯域低位レイヤ整合性（Narrowband low layer 

compatibility） 

未使用 N&U 意味を持たない 

経過識別子（Progress indicator） 未使用 N&U 意味を持たない 
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付録Ⅱ：B-ISDNにおいてコネクションの設定に必要な情報 
（TTC標準 JT-Q2931に対する） 

 

１．概 要 
 本付録Ⅱでは、B-ISDNにおいてコネクションの設定に必要な情報について明確化する。 

 

２．発信端末によって明示される情報 
2.1 B-ISDN特有サービスのために用いられる情報 

  (1)  広帯域伝達能力 

 ・ベアラクラス 

    ・トラヒック種別（“固定ビットレート”あるいは“可変ビットレート”）←ベアラクラスＸに関し

てのみ 

 ・タイミング要求（“要求あり”あるいは“要求なし”） ←ベアラクラスＸに関してのみ 

 ・クリッピング非許容表示 

 ・ユーザプレーンコネクション構造 

  (2)  ATMトラヒック記述子 

  (3)  QOSパラメータ 

  (4)  AALパラメータ 

  (5)  エンド・エンド中継遅延 

  (6)  広帯域低位レイヤ整合性情報 

  (7)  広帯域高位レイヤ整合性情報 

  (8)  OAMトラヒック記述子 

 

2.2 N-ISDNベアラサービスのエミュレーションと N-ISDNとのインタワーキング 

 発信端末は、一般に、呼設定の時点では着信端末の種別（ATM 端末あるいは N-ISDN 端末）を識別す

ることができない。それゆえに、ATM 端末間での N-ISDN ベアラサービスのエミュレーションおよび N-

ISDN とのインタワーキングとの両方に、同じ手順が適用されなければならない。（付図Ⅱ-1/JT-Q2931 参

照） 

 以下に、ATM端末間での N-ISDNベアラサービスのエミュレーションおよび N-ISDNとのインタワーク

に要求される主要な情報を示す。 

 

  (1)  狭帯域伝達能力 

    ・情報転送能力（音声、非制限デジタル情報、制限デジタル情報、3.1kHz オーディオ、トーン・

アナウンス付き非制限デジタル情報、ビデオ） 

    ・転送モード（回線、パケット、フレーム） 

  ・情報転送速度（bit/s） 

  ・ユーザ情報レイヤ１プロトコル（μ-law,...） 

 

  (2)  広帯域伝達能力 

  ・ベアラクラス（BCOB-A） 

  ・クリッピング非許容表示（クリッピング非許容） 

  ・ユーザプレーンコネクション構造（ポイント・ポイント） 
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  (3)  ATMトラヒック記述子 

 TTC標準 JT-I371によって定義される２種類のセルレートが以下のとおり含まれる。 

(a) CLP＝0に対するピークセルレート 

  ・順方向セルレート 

  ・逆方向セルレート 

(b) CLP＝0+1に対するピークセルレート 

  ・順方向セルレート 

  ・逆方向セルレート 

  (4)  QOSパラメータ 

  (5)  AALパラメータ 

  (6)  エンド・エンド中継遅延 

  (7)  狭帯域低位レイヤ整合性 

  (8)  狭帯域高位レイヤ整合性 

  (9)  OAMトラヒック記述子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図Ⅱ-1/JT-Q2931 B-ISDNにおける N-ISDNベアラサービスのエミュレーションに関する 

     (ITU-T Q.2931)  2種の通信形態 

B-ISDN ATM端末 ATM端末 

IWF N-ISDN端末 

N-ISDN 

一般に、発信端末は、 

相手端末の種類を知ら 

ないため、両方の通信 

形態（①および②） 

に同じ手順が適用され 

なければならない。 

① 

② 
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付録Ⅲ：セミパーマネントバーチャルチャネルコネクションの状態監視手順 
（TTC標準 JT-Q2931に対する） 

 

 この付録の手順のサポートは、ユーザおよび網提供者の両方に対してオプションである。サポートする

場合には、加入者と網提供者の間で双方の同意が必要である。 

 

 インプリメントする場合には、これらの手順は、TTC 標準 JT-I610 の手順と両立し、この付録の手順で

提供される機能は、TTC 標準 JT-I610 の機能を補足する。現在検討中の他の勧告で将来この付録が統合又

は置き換えられる予定である。 

 

 この付録の手順は、リアルタイムオペレーションの目的で使用される。以降では、セミパーマネントバ

ーチャルチャネルコネクション(SPC)の状態監視の為のプロトコル要素(メッセージ、情報要素、手順)を規

定する。 

 

 これらの手順は以下のものを含む。 

 ○ 以下の事項のリアルタイム通知 

  － SPCの初期構成 

  － SPCの活性状態 

  － SPCの追加（新規 SPCの表示） 

  － SPCの非活性状態 

  － SPCの削除（削除 SPCの表示） 

 ○ 構成された複数の SPC の活性状態、あるいは非有効性（すなわち、非活性状態にある SPC）の各

状態の問い合わせ 

 

 SPC の状態監視手順は、SPC と TTC 標準 JT-Q2130 付属資料 B（SPC 状態制御のための UNI 側 SSCF）

に規定される非確認型データ転送をサポートしているユーザ網インタフェースの両側の機器の管理エンテ

ィティによって、起動されうる。 

 

 この手順は、既に構成されている SPC の動作状態に関するユーザ装置と網との管理エンティティの間

でのリアルタイムな双方向問い合わせ／応答トランザクションで実行される。 

 

 高位シーケンス図を付図Ⅲ-4/JT-Q2931に示す。 

 

 これらの手順はリアルタイムな SPC 状態監視機能を実行するが、これらは JT-Q2931 プロトコルの一部

分であり、メッセージは JT-Q2931 メッセージのプロトコル識別子を用いる。それらは、SPC を監視する

ための高位レイヤ管理手順を構成し、OAM F5 フロー等のような他の管理手順により提供される情報を補

足する情報を提供する。それらは、ユーザ側およびサービス提供者側の管理エンティティが必要な動作を

行なえることを目的とする。 

 

 状態監視手順のために、ユーザ網インタフェースの網側の管理エンティティは常に SPC の状態を知っ

ていることが必要である。そのための手段(例えば、OAM F5 フロー)は、この付録の範囲外である。更に、

SPCの設定と解放は、この付録の範囲外である。 
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Ⅲ.1 SPC状態監視に使用されるメッセージ 
 SPC 状態監視に使用される全てのメッセージは、SPC 呼番号を用いる。これらのメッセージは、「SPC

更新状態表示」(SPC UPDATE STATUS)、「SPC更新状態表示確認」(SPC UPDATE STATUS ACK)、「SPC

状態問合」(SPC STATUS ENQUIRY)、および、「SPC状態報告」(SPC STATUS REPORT)である。これら

のメッセージは、SPC制御用バーチャルチャネル上を送信される。（VCI=31） 

 これらは、TTC 標準 JT-Q2130 付属資料Ｂ（SPC 制御のための UNI 側 SSCF の規定）の非確認型データ

転送手順を用いて UNIを介して送信される。 

 

付表Ⅲ-1/JT-Q2931   SPC状態監視に使用されるメッセージ 

           (ITU-T Q.2931) 

                                                   

メッセージ 参照 

SPC状態報告（SPC STATUS REPORT） 

SPC更新状態表示確認（SPC UPDATE STATUS ACK） 

SPC状態問合（SPC STATUS ENQUIRY） 

SPC更新状態表示（SPC UPDATE STATUS） 

Ⅲ.1.1 

Ⅲ.1.2 

Ⅲ.1.3 

Ⅲ.1.4 
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Ⅲ.1.1 「SPC状態報告」(SPC STATUS REPORT) 

 「SPC状態報告」(SPC STATUS REPORT)メッセージは、「SPC状態問合」(SPC STATUS ENQUIRY)メ

ッセージに対する応答として、一つ以上の SPC の状態を表示するために送信される。このメッセージは、

要求された存在する SPCの活性状態を通知するためにのみ使用される。 

 

付表Ⅲ-2/JT-Q2931 「SPC状態報告」(SPC STATUS REPORT)メッセージ内容 

        (ITU-T Q.2931) 

 

メッセージタイプ ： SPC状態報告 

方向       ： 両方向 

定義区間     ： ローカル 

                                                   

情報要素 JT-Q2931参照 方向 種別 情報長 

（オクテット） 

プロトコル識別子 

呼番号(注 1) 

メッセージ種別 

メッセージ長 

トランザクション番号 

SPC報告種別 

SPC状態 

4.2 

4.3 

4.4 

4.4 

Ⅲ.3.1 

Ⅲ.3.2 

Ⅲ.3.3 

両方向 

両方向 

両方向 

両方向 

両方向 

両方向 

両方向 

M 

M 

M 

M 

M 

M 

O (注 2) 

1 

4 

2 

2 

5 

5 

9-10 

 

注 1 -  SPC呼番号のみが使用される。 

注 2 -  SPC 報告種別情報要素が“SPC リスト”を示す場合、各 SPC 要求に対する一つの SPC 状態情報要

素を含む。SPC報告種別情報要素が“SPC範囲”を示す場合、最大 256までの存在する全ての SPC

の SPC 状態情報要素を含む。“SPC 範囲”の場合、SPC 状態情報要素は、コネクション識別子

(VPCI/VCI)の昇順で配置される。 
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Ⅲ.1.2 「SPC更新状態表示確認」(SPC UPDATE STATUS ACK) 

 「SPC 更新状態表示確認」(SPC UPDATE STATUS ACK)メッセージは、「SPC 更新状態表示」(SPC 

UPDATE STATUS)メッセージに対する応答として、「SPC更新状態表示」(SPC UPDATE STATUS)メッセ

ージの確認のために送信される。 

 

付表Ⅲ-3/JT-Q2931 「SPC更新状態表示確認」(SPC UPDATE STATUS ACK)メッセージ内容 

     (ITU-T Q.2931) 

 

メッセージ種別 ： SPC更新状態表示確認 

方向      ： 両方向 

定義区間    ： ローカル 

                                                   

情報要素 JT-Q2931参照 方向 種別 情報長 

（オクテット） 

プロトコル識別子 

呼番号(注 1) 

メッセージ種別 

メッセージ長 

トランザクション番号 

SPC状態 

4.2 

4.3 

4.4 

4.4 

Ⅲ.3.1 

Ⅲ.3.3 

両方向 

両方向 

両方向 

両方向 

両方向 

両方向 

M 

M 

M 

M 

M 

O (注 2) 

1 

4 

2 

2 

5 

9-10 

 

注 1 -  SPC呼番号のみが使用される。 

注 2 -  特定の SPCの状態が「SPC更新状態表示」(SPC UPDATE STATUS)メッセージの状態報告と異なる

場合のみ表示される。 
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Ⅲ.1.3 「SPC状態問合」(SPC STATUS ENQUIRY) 

 「SPC 状態問合」(SPC STATUS ENQUIRY)メッセージは、一つ以上の SPC 状態を要求するために送信

される。「SPC 状態問合」(SPC STATUS ENQUIRY)への応答である「SPC 状態報告」(SPC STATUS 

REPORT)メッセージの送信は必須である。 

 

付表Ⅲ-4/JT-Q2931 「SPC状態問合」(SPC STATUS ENQUIRY)メッセージ内容 

       (ITU-T Q.2931) 

 

メッセージ種別 ： SPC状態問合  

方向      ： 両方向 

定義区間    ： ローカル 

                                                   

情報要素 JT-Q2931参照 方向 種別 情報長 

（オクテット） 

プロトコル識別子 

呼番号(注 1) 

メッセージ種別 

メッセージ長 

トランザクション番号 

SPC報告種別 

コネクション識別子 

4.2 

4.3 

4.4 

4.4 

Ⅲ.3.1 

Ⅲ.3.2 

4.5 

両方向 

両方向 

両方向 

両方向 

両方向 

両方向 

両方向 

M 

M 

M 

M 

M 

M 

O 

1 

4 

2 

2 

5 

5 

9(注 2) 

 

注 1 -  SPC呼番号のみが使用される。 

注 2 -  SPC 報告種別情報要素が“SPC リスト”を示す場合、コネクション識別子情報要素は、一つ以上の

SPC の状態を要求するため繰り返される。SPC 報告種別情報要素が“SPC 範囲”を示す場合、コネ

クション識別子情報要素は SPC範囲の先頭を示す。 
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Ⅲ.1.4 「SPC更新状態表示」(SPC UPDATE STATUS) 

 

 「SPC更新状態表示」(SPC UPDATE STATUS)メッセージは、一つ以上の SPC状態の変化を表示するた

めに送信される。状態の変化は、SPC の追加または削除の通知や SPC の有効性(活性状態)または非有効性

(非活性状態)の通知を含む。 

 

付表Ⅲ-5/JT-Q2931 「SPC更新状態表示」(SPC UPDATE STATUS)メッセージ内容 

       (ITU-T Q.2931) 

 

メッセージ種別 ： SPC更新状態表示 

方向      ： 両方向 

定義区間    ： ローカル 

                                                   

情報要素 JT-Q2931参照 方向 種別 情報長 

（オクテット） 

プロトコル識別子 

呼番号(注 1) 

メッセージ種別 

メッセージ長 

トランザクション番号 

SPC状態 

4.2 

4.3 

4.4 

4.4 

Ⅲ.3.1 

Ⅲ.3.3 

両方向 

両方向 

両方向 

両方向 

両方向 

両方向 

M 

M 

M 

M 

M 

M 

1 

4 

2 

2 

5 

9-10(注)2 

 

注 1 -  SPC呼番号のみが使用される。 

注 2 -  「SPC状態報告」(SPC STATUS REPORT)メッセージ、各々が 9又は 10オクテット長の一つ以上の

SPC 状態情報要素を含む。「SPC 更新状態表示」(SPC UPDATE STATUS)メッセージは、状態変化

があった各々の SPCに対して一つの SPC状態情報要素を含む。 
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Ⅲ.2 一般情報要素 
Ⅲ.2.1 プロトコル識別子 

 TTC標準 JT-Q2931の 4.2節を参照。 

 

Ⅲ.2.2 呼番号 

 SPC呼番号が使用されなければならない。SPC呼番号の値は all 1である。TTC標準 JT-Q2931 の 4.3節

を参照。 

 

Ⅲ.2.3 メッセージ種別 

 TTC標準 JT-Q2931の 4.4節を参照。 

 

Ⅲ.2.4 メッセージ長 

 TTC標準 JT-Q2931の 4.4節を参照。 

 

Ⅲ.2.5 コネクション識別子 

 TTC標準 JT-Q2931の 4.5節を参照。 
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Ⅲ.3 他の情報要素 
 以下に示す他の情報要素識別子が使用される。 

 

付表Ⅲ-6/JT-Q2931 他の情報要素識別子 

                (ITU-T Q.2931) 

 

ビット 

８７６５４３２１ 

０１１００１００  トランザクション番号（Transaction Number） 

０１１００１０１  SPC状態（SPC Status） 

０１１００１１０  SPC報告種別（SPC Report Type） 
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Ⅲ.3.1 トランザクション番号（Transaction Number） 

 トランザクション番号の目的は、要求と応答とを関連付けることである。各々の新たな「SPC 状態問

合」(SPC STATUS ENQUIRY)メッセージ、あるいは「SPC更新状態表示」(SPC UPDATE STATUS)メッセ

ージは、新たなトランザクション番号を持つ。 

 

               ビット 

   ８  ７  ６  ５  ４  ３  ２  １ 

 

 

   トランザクション番号情報要素識別子 

 ０  １  １  ０  ０  １  ０  ０ 

オクテット 
 
 １ 
 

 

 

 １  コーディン  情報要素動作指示フィールド 

 拡張 グ標準   フラグ予約済 情報要素動作内容 

 
 
 ２ 
 

 

 

 

 

      トランザクション番号内容長 

 

 
 ３ 
 
 
 ４ 
 

        トランザクション番号値 
 
 ５ 

 

付図Ⅲ-1/JT-Q2931 トランザクション番号情報要素 

             (ITU-T Q.2931) 

 

 

付表Ⅲ-7/JT-Q2931 トランザクション番号情報要素 

             (ITU-T Q.2931) 

 

トランザクション番号値(オクテット 5)(注) 

 トランザクション番号は二進符号化でコーディングされる。 

 

 注：インプリメントにあたっては、トランザクションが完了した後、トランザクション番号を直ちに再

使用することは避けるべきである。 
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Ⅲ.3.2 SPC報告種別（SPC Report Type） 

 SPC報告種別情報要素の目的は、「SPC状態問合」(SPC STATUS ENQUIRY)メッセージでは要求する報

告の種別を表示すること、あるいは、「SPC 状態報告」(SPC STATUS REPORT)メッセージの内容を表示

することである。この情報要素の長さは 5オクテットである。 

 

               ビット 

    ８  ７  ６  ５  ４  ３  ２  １        

 

 

      SPC報告種別情報要素識別子 

 ０  １  １  ０  ０  １  １  ０ 

オクテット 
 
 １ 
 

 

 

 １  コーディン  情報要素動作指示フィールド 

 拡張 グ標準   フラグ予約済 情報要素動作内容 

 
 ２ 
 
 

 

 

 

 

        SPC報告種別内容長 

 

 
 ３ 
 
 
 ４ 
 

 
 

          報告種別 
 
 ５ 

 

付図Ⅲ-2/JT-Q2931 SPC報告種別情報要素 

                              (ITU-T Q.2931) 

 

 

付表Ⅲ-8/JT-Q2931 SPC報告種別情報要素 

                              (ITU-T Q.2931) 

 

報告種別（オクテット 5） 

ビット 

87654321 

00000100   SPCリスト 

00000101   SPC範囲(注) 

 

注 -  SPC 報告種別が“SPC 範囲”の場合、「SPC 状態報告」(SPC STATUS REPORT)メッセージは、最

大 256までの存在する SPCの順序リストを含む。 
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Ⅲ.3.3 SPC状態（SPC status） 

 SPC 状態情報要素の目的は、存在する SPC の状態を表示することである。この情報要素は、必要であ

れば 2 以上の SPC 状態を表示する為に一つのメッセージ中で繰り返すことができる。この情報要素の最

大長は 10オクテットである。 

 

               ビット 

    ８  ７  ６  ５  ４  ３  ２  １        

 

 

       SPC状態情報要素識別子 

 ０  １  １  ０  ０  １  ０  １ 

オクテット 
 １ 

 

 

 １  コーディン  情報要素動作指示フィールド 

 拡張 グ標準   フラグ予約済 情報要素動作内容 

 
 ２ 

 

 

 

 
SPC状態内容長 

 
 ３ 
 
 ４ 

 

 

 

 

           VPCI 

 

 
 ５ 
 
 ６ 

 

 

 

 

           VCI 

 

 
 ７ 
 
 ８ 

 

 

 拡張    予備    新規  削除 活性状 予備 

  1/0  0  0  0  (N)   (D)  態 (A)   0 

 
 ９ 注 

  拡張   予備 
               非活性理由 
  1   0  0 

 
 ９a *注 
 

 

注 - 活性状態(A)ビットが“0”に設定された場合、オクテット 9aが含まれる。 

 

付図Ⅲ-3/JT-Q2931 SPC状態情報要素 

                (ITU-T Q.2931) 
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付表Ⅲ-9/JT-Q2931 SPC 状態情報要素 

                (ITU-TQ.2931) 

 

VPCI（オクテット 5,6） 

 TTC標準 JT-Q2931の 4.5節を参照 

 

VCI（オクテット 7,8） 

 TTC標準 JT-Q2931の 4.5節を参照 

 

新規(N)（オクテット 9） 

 ビット 

  4 

  0  SPCは既に存在する 

  1  SPCは新規である 

 

削除(D)（オクテット 9） 

 ビット 

  3 

  0  SPCは存在する 

  1  SPCは削除された 

 

 注－このビットを“1”に設定する場合、新規(N)ビットと活性状態(A)ビットは意味を持たないので

“0”に設定しなければならない。新規(N)ビットまたは活性状態(A)ビットが“1”に設定される場

合、削除(D)ビットは“0”に設定する。 

 

活性状態(A)（オクテット 9） 

 ビット 

  2 

  0  SPCは非活性状態である 

  1  SPCは活性状態である 

 

 注－報告するエンティティは、SPC が使用できないことを確定した時にこのビットを“0”に設定する。 

 

非活性理由（オクテット 9a) 

 非活性理由フィールドは、SPC が非活性状態になった理由を示すために使用される。このフィールドの

コーディングを以下に示す。 

 

 ビット 

 54321 

 00000 SPCは隣接網で非活性状態である 

 00100 SPCは隣接網で削除された 

 01001 インタフェースが隣接網またはユーザに対して非活性状態である 

 01010 SPCは網内で使用できない 
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 01011 SPCは UNIで非活性である 

 01100 SPCはこの網内で削除された 

 

上記以外は予約済 

 

 新規 SPC とは、設定されたばかりで UNI を介して状態報告がまだ送信されていない SPC である。新規

SPCは、新規(N)ビットを“1”に設定することにより表示される。 

 SPC は、使用可能である場合に活性状態であり、設定されているが使用できない場合に非活性状態であ

る。活性状態(A)ビットは、活性状態 SPC では“1”に設定され、非活性状態 SPC では“0”に設定される。 

 SPC は、存在しない場合に削除される。存在しない SPC に対してⅢ.4 節に記述されている手順を実行

しようとした場合に、削除ビット(D)が設定される。 
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Ⅲ.4 UNIを介した手順 
Ⅲ.4.1 SAAL手順 

 これらのシグナリング手順の伝達を行なうために、非確認型 SAAL が使用される。これらの手順で使用

される全てのメッセージは、AAL_UNIT-DATA プリミティブを用いて発生順に同一プライオリティで送信

される。 

 

Ⅲ.4.2 初期 UNI状態 

 SAAL が初期化される際に、ユーザ装置と網は、一つ以上の「SPC 更新状態表示」(SPC UPDATE  

STATUS)メッセージで全ての存在する SPCの状態を通知しうる。 

 SAAL が解放されている間は、「SPC 更新状態表示」(SPC UPDATE STATUS)メッセージは送達されな

い。それゆえ、報告しようとしているエンティティは、新規に構成された SPC に関して新規状態をクリ

アすることができない。SAAL が復旧した際に、SAAL 復旧の結果として送信される「SPC 更新状態表

示」(SPC UPDATE STATUS)メッセージで、その SPCに対する新規(N)ビットが設定される。Ⅲ.4.5節にこ

れらの手順を記述する。 

 

Ⅲ.4.3 SPC状態の要求 

 常時、一つ以上の SPC の状態を要求してもよい。SPC 報告種別情報要素が“SPC リスト”を示す場合、

各々の要求された SPC に対応するコネクション識別子情報要素が含まれなければならない。SPC 報告種

別情報要素が“SPC 範囲”を示す場合、範囲の先頭を示すコネクション識別子情報要素が含まれなければ

ならない。「SPC 状態問合」(SPC STATUS ENQUIRY)メッセージは、それに続く「SPC 状態報告」(SPC 

STATUS REPORT)メッセージが、その「SPC状態問合」(SPC STATUS ENQUIRY)メッセージの応答である

ことを検証するためのトランザクション番号情報要素を含む。「SPC状態問合」(SPC STATUS ENQUIRY)

メッセージを送信する時には、タイマ T393 をスタートし、リトライカウンタ N394 に 1 を設定する。

「SPC状態報告」(SPC STATUS REPORT)メッセージを受信した時には、トランザクション番号を検証する。

トランザクション番号が最後に送信した「SPC状態問合」(SPC STATUS ENQUIRY)メッセージのトランザ

クション番号と一致する場合には、タイマ T393を停止し、各々の通知された SPCの状態を更新する。トラ

ンザクション番号が最後に送信した「SPC状態問合」(SPC STATUS ENQUIRY)メッセージのトランザクシ

ョン番号と一致しない場合には、その「SPC状態報告」（SPC STATUS REPORT)メッセージは廃棄される。 

 正しいトランザクション番号の「SPC 状態報告」(SPC STATUS REPORT)メッセージを受信する前にタ

イマ T393 が満了し、かつ、最大リトライ回数を越えていない場合には、同一トランザクション番号を含

む同一「SPC状態問合」(SPC STATUS ENQUIRY)メッセージを送信してもよい。そのメッセージを再送す

る場合には、タイマ T393を再起動し、リトライカウンタ N394をインクリメントする。 

 （再送信前に判定し）最大リトライ回数を越えた場合には、SAAL（そのリンク）は非活性状態である

と判断されなければならない。 

 これらの手順は、「SPC状態問合」(SPC STATUS ENQUIRY)メッセージのアウトスタンディング数が常

時 1であることを仮定している。 

 

Ⅲ.4.4 SPC状態の報告 

 「SPC 状態問合」(SPC STATUS ENQUIRY)メッセージを受信した場合には、要求された SPC の現在の

状態を報告する「SPC状態報告」(SPC STATUS REPORT) メッセージが送信される。SPC報告種別情報要

素とトランザクション番号情報要素が「SPC状態問合」(SPC STATUS ENQUIRY)メッセージに含まれる。 

 SPC 報告種別情報要素が“SPC 範囲”を示している場合、「SPC 状態報告」(SPC STATUS REPORT)メ

ッセージは最大 256までの全ての存在する SPCの順序リストを含む。 
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 要求された SPC毎に一つの SPC状態情報要素が含まれる。「SPC状態報告」(SPC STATUS REPORT)メ

ッセージは与えられた SPC に対して一つ以上の SPC 状態情報要素を含んではならない。受信エンティテ

ィは、重複した SPC状態情報要素のチェックをすることは要求されない。 

 「SPC状態問合」(SPC STATUS ENQUIRY)メッセージが（SPC報告種別情報要素が“SPCリスト”で）

SPC リストの範囲で存在していない SPC の状態を要求している場合には、受信エンティティは削除(D)ビ

ットを“1”とした該当する SPC状態情報要素を含む「SPC状態報告」(SPC STATUS REPORT)メッセージ

で応答しなければならない。 

 上記の報告手順を使用して、いかなる SPCに対しても新規状態を報告しない。 

 

Ⅲ.4.5 SPC状態変化の報告 

 一つ以上の SPC 状態が変化した場合（すなわち、活性状態、非活性状態、削除）、あるいは SPC が最

初に構成された場合、「SPC 更新状態表示」(SPC UPDATE STATUS)メッセージが送信される。また、

SAALが初期化された場合には、全ての存在する SPCの報告が必要である。 

 SPC 状態情報要素は、それらが通知するイベントが検出された順に並べなければならない。「SPC 更新

状態表示」(SPC UPDATE STATUS)メッセージ中での SPC状態情報要素のグルーピングは、「SPC更新状

態表示」(SPC UPDATE STATUS)メッセージの中で単一もしくはグループ（最大 256）の SPC 状態情報要

素を送信するためのインプリメントのオプションである。その結果、同一 SPC を指定するために、「SPC

更新状態表示」(SPC UPDATE STATUS)メッセージの中に複数の SPC状態情報要素を含めることが可能で

ある。単一もしくは複数の SPC状態情報要素が含まれた「SPC更新状態表示」(SPC UPDATE STATUS)メ

ッセージの受信のサポートは、必須である。 

 「SPC更新状態表示」(SPC UPDATE STATUS)メッセージは、状態変化のない SPCの SPC状態情報要素

を含んではならない。 

 「SPC 更新状態表示」(SPC UPDATE STATUS)メッセージは、それに続く「SPC 更新状態表示確認」

(SPC UPDATE STATUS ACK)メッセージがその「SPC更新状態表示」(SPC UPDATE STATUS)メッセージ

の応答であることを検証するためのトランザクション番号情報要素を含む。「SPC 更新状態表示」(SPC 

UPDATE STATUS)メッセージを送信する時には、タイマ T394 を起動し、リトライカウンタ N395 を 1 に

設定する。「SPC更新状態表示確認」(SPC UPDATE STATUS ACK)メッセージを受信した時には、トラン

ザクション番号を検証する。トランザクション番号が最後に送信した「SPC 更新状態表示」 (SPC 

UPDATE STATUS)メッセージのトランザクション番号と一致する場合には、タイマ T394 を停止し、各々

の通知された SPC の状態を更新しなければならない。トランザクション番号が最後に送信した「SPC 更

新状態表示」(SPC UPDATE STATUS)メッセージのトランザクション番号と一致しない場合には、その

「SPC更新状態表示」(SPC UPDATE STATUS)メッセージは廃棄される。 

 正しいトランザクション番号の「SPC更新状態表示確認」(SPC UPDATE STATUS ACK)メッセージを受

信する前にタイマ T394 が満了し、最大リトライ回数を越えていない場合には、同一トランザクション番

号を含む同一「SPC 更新状態表示」(SPC UPDATE STATUS)メッセージを再送信しなければならない。そ

のメッセージを再送する時に、タイマ T394 を再起動し、リトライカウンタ N395 をインクリメントする。 

 （送信前に判定し）最大リトライ回数を越えた場合には、SAAL（そのリンク）は非活性状態であると

判断されなければならない。 

 

Ⅲ.4.5.1 新規 SPCの報告 

 「SPC更新状態表示」(SPC UPDATE STATUS)メッセージの機能の一つは、新たに構成された SPCを受

信エンティティに通知することである。SPCは、同一 VPCI/VCIを使用する他の SPCが追加される前に、

SPC管理エンティティにより削除されなければならない。手順を以下に示す。 
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 －新規 SPC が追加される場合、報告するエンティティは SPC 状態情報要素の中の新規(N)ビットを

“1”に設定した「SPC更新状態表示」(SPC UPDATE STATUS)メッセージを送信する。 

 －SPC が新規に構成された場合、初期状態は非活性状態もしくは活性状態のどちらかである。これに関

しては、最初の状態報告の中で示される。 

 

 SPC 新規状態は、新規状態を通知する「SPC 更新状態表示」(SPC UPDATE STATUS)メッセージが確認

されるまでクリアされない。 

 

Ⅲ.4.5.2 SPCの活性状態の報告 

 「SPC更新状態表示」(SPC UPDATE STATUS)メッセージの機能の一つは、存在する SPCの状態変化を

通知することである。「SPC 更新状態表示」(SPC UPDATE STATUS)メッセージは、SPC の状態が変化し

たときはいつでも送信される。非活性状態あるいは活性状態の変化は、活性状態(A)ビットを各々“0”ま

たは“1”に設定することにより表示される。 

 SPC が活性状態になった時間と SPC の状態変化が他のエンティティにより受信される時間の間に遅延

があるため、受信エンティティは非活性状態 SPC であるにもかかわらずにセルを受信しうる。UNI にお

けるユーザ装置の動作はインプリメントに依存する。網が行なう動作もインプリメントに依存し、受信セ

ルの廃棄が行なわれうる。 

 網が存在しない SPCに関する「SPC更新状態表示」(SPC UPDATE STATUS)メッセージを受信した場合

には、二つの場合がある。削除(D)ビットが“0”の場合には、網は削除(D)ビットを“1”に設定した

「SPC 更新状態表示」(SPC UPDATE STATUS)メッセージを送信する。他の場合には、状態に関して何も

行なわない。 

 

Ⅲ.4.5.3 削除された SPCの報告 

 SPC が削除されたことを通知するために、該当する SPC に関して削除(D)ビットが“1”に設定された

「SPC 更新状態表示」(SPC UPDATE STATUS)メッセージが送信される。一方向における削除状態は、他

方向における削除状態とは独立である。 

 削除(D)ビットが“1”に設定された「SPC 更新状態表示」(SPC UPDATE STATUS)メッセージを受信し、

かつ、該当する SPC が存在する場合には、受信エンティティは非活性状態をリモートユーザへ伝えうる。

他の場合には、状態に関して何も行なわない。 

 

Ⅲ.4.6 「SPC更新状態表示」(SPC UPDATE STATUS)メッセージの確認 

 「SPC 更新状態表示」(SPC UPDATE STATUS)メッセージを受信すると、受信した「SPC 更新状態表

示」(SPC UPDATE STATUS)メッセージに示されたものと同一のトランザクション番号を含む「SPC 更新

状態表示確認」(SPC UPDATE STATUS ACK)メッセージが送信されなければならない。 

 

Ⅲ.4.7 ATM OAM F5手順 

 これらの SPC 状態手順に使用される ATM コネクション上で、OAM F5 故障および性能監視管理手順

（TTC 標準 JT-I610 参照）が使用されうる。F5 故障管理手順は、ATM コネクションの有効性の検出と確

認について規定する。 
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  ユーザ       網 

 

   SPC更新状態表示#1 

      T394 起動 

     SPC更新状態表示確認#1 

 

 起動  SPC状態問合#7 

 

   SPC状態報告#7 

 停止 

   SPC更新状態表示#1    満了 

 

   SPC更新状態表示確認#1 

         停止 

 

 

 

 付図Ⅲ-4/JT-Q2931 「SPC更新状態表示」（SPC UPDATE STATUS)メッセージと 

  (ITU-T Q.2931)  「SPC状態報告」(SPC STATUS REPORT)メッセージの独立処理 

T393 

T394 起動 
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Ⅲ.5 エラー状態 
 

Ⅲ.5.1 動作エラーのための UNI手順 

 UNI における通知エンティティは、サービスに影響を与えるような状態を検出した場合、SPC 状態を非

活性状態として通知しなければならない。 

 

Ⅲ.5.2 シグナリングプロトコルのエラー 

 レイヤ 3状態のシグナリングプロトコルのエラーは、TTC標準 JT-Q2931 5.6節と 5.7節（すなわち、プ

ロトコル識別子、メッセージ種別、メッセージ長、呼番号、必須情報要素エラー）に規定された手順に従

い制御される。 

 

Ⅲ.5.3 UNI故障 

 網は、UNIが使用不可であることを検出した場合、活性状態である SPCのユーザに通知する。 

 

Ⅲ.5.4 SPC状態変化に対する網の対応 

 網が故障したか復旧した為、あるいはユーザからの SPC の状態変化を示す「SPC 更新状態表示」(SPC 

UPDATE STATUS)メッセーシを受信した為に、網が SPC の状態が変化したと判断した場合、SPC 状態変

化がリモートユーザに伝えられうる。 

 UNI における網エレメントがリモートインタフェースから SPC 状態変化の表示を受信した場合、この

網エレメントはこのことを UNIを介してユーザへ報告する。 



 

  － 429 － ＪＴ－Ｑ２９３１ 

Ⅲ
.6
 
シ
ス
テ
ム
・
タ
イ
マ

 
付
表
Ⅲ

-6
/J

T-
Q

29
31
 
シ
ス
テ
ム
タ
イ
マ

 

 

タ
イ
マ

 
名
 
 
称

 
範
囲

（
秒
）

 

デ
フ
ォ
ル
ト

値
（
秒
）

 

起
動
条
件

 
正
常
停
止
条
件

 
満
了
時
の
動
作

 
イ
ン
プ
リ
メ

 

ン
ト

 

参
照

 

T3
93

 
「

 S
PC
状
態
問
合
」

(S
PC

 

ST
A

TU
S 

EN
Q

U
IR

Y
)タ
イ

マ
 

5-
30

 
10

 
「

SP
C
状
態
問
合
」

(S
PC

 

ST
A

TU
S 

EN
Q

U
IR

Y
)メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
信
し
た
時

 

「
SP

C
状
態
報
告
」

(S
PC

 

ST
A

TU
S 

R
EP

O
R

T)
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
受
信
し
た
時

 

同
一
「

 
SP

C
状
態
問
合
」

(S
PC

 S
TA

TU
S 

EN
Q

U
IR

Y
)メ

ッ
セ
ー
ジ
が
再
送
さ
れ
、

N
39

4

が
イ
ン
プ
リ
メ
ン
ト
さ
れ
る

 

必
須

 
Ⅲ

.4
.3
節

 

T3
94

 
「

 S
PC
更
新
状
態
表
示
」

(S
PC

 U
PD

A
TE

 S
TA

TU
S)

 

タ
イ
マ

 

5-
30

 
10

 
「

SP
C
更
新
状
態
表
示
」

(S
PC

 U
PD

A
TE

 S
TA

TU
S)

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
信
し
た
時

 

「
SP

C
更
新
状
態
表
示
確

認
」

(S
PC

 U
PD

A
TE

  

ST
A

TU
S 

A
C

K
)メ
ッ
セ

ー
ジ
を
受
信
し
た
時

 

同
一
「

 
SP

C
更
新
状
態
表

示
」

(S
PC

 
U

PD
A

TE
 

ST
A

TU
S)
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
再
送

さ
れ
、

N
39

5
が
イ
ン
プ
リ
メ

ン
ト
さ
れ
る

 

必
須

 
Ⅲ

.4
.5
節

 

  Ⅲ
.7
 
シ
ス
テ
ム
・
パ
ラ
メ
ー
タ

 
付
表
Ⅲ

-7
/J

T-
Q

29
31
 
シ
ス
テ
ム
パ
ラ
メ
ー
タ

 

 

パ
ラ
メ
ー
タ

 
名
 
 
称

 
デ
フ
ォ
ル
ト
値

 
満
了
時
の
動
作

 
イ
ン
プ
リ
メ
ン
ト

 
参
照

 

N
39

4 
「

SP
C
状
態
問
合
」

(S
PC

 S
TA

TU
S 

EN
Q

U
IR

Y
)/「

SP
C
状
態
報
告
」

(S
PC

 

ST
A

TU
S 

R
EP

O
R

T)
手
順
の
た
め
の
リ
ト
ラ
イ
・
カ
ウ
ン
タ
 

 N
39

4
の
最
大
値

 

3 
SA

A
L
は
非
活
性
状
態
と
判
断

 
必
須

 
Ⅲ

.4
.3
節

 

N
39

5 
「

SP
C
更
新
状
態
表
示
」

(S
PC

 U
PD

A
TE

 S
TA

TU
S)

/「
SP

C
更
新
状
態
表
示
確

認
」

(S
PC

 U
PD

A
TE

 S
TA

U
S 

A
C

K
)手
順
の
た
め
の
リ
ト
ラ
イ
・
カ
ウ
ン
タ

 

N
39

5
の
最
大
値

 

3 
SA

A
L
は
非
活
性
状
態
と
判
断

 
必
須

 
Ⅲ

.4
.5
節

 



 

ＪＴ－Ｑ２９３１ － 430 －  

ＴＴＣ標準用語集対応表（１／４） 
 

英  語 TTC標準用語 出現章節 
AAL-DATA-INDICATION AAL－データ－表示 8.2.8 
AAL-DATA-REQUEST AAL－データ－要求 8.2.7 
AAL-ESTABLISH-CONFIRM AAL－設定－確認 8.2.3 
AAL-ESTABLISH-INDICATION AAL－設定－表示 8.2.2 
AAL-ESTABLISH-REQUEST AAL－設定－要求 8.2.1 
AAL-RELEASE-CONFIRM AAL－解放－表示 8.2.6 
AAL-RELEASE-INDICATION AAL－解放－表示 8.2.5 
AAL-RELEASE-REQUEST AAL－解放－要求 8.2.4 
AAL-UNIT-DATA-INDICATION AAL－ユニットデータ－表示 8.2.10 
AAL-UNIT-DATA-REQUEST AAL－ユニットデータ－要求 8.2.9 
abbreviated number 短縮番号 4.5.11 
access アクセス 3 
access signalling アクセスシグナリング 6 
access significance 定義区間「アクセス」 3 
action indicator 動作内容 4.4 
Active 通信中 2 
adaptive clock method 適応クロック法 4.5.5 
ALERTING 呼出(ALERTing) 3 
any VCI 任意の VCI 4.5.16 
associated signalling VP対応シグナリング 5.1.2 
assured data link 確認型データリンク 8.2 
assured mode signalling AAL connection 確認型モードのシグナリング AALコネクション 5.1 
asymmetric 非対称 1.3 
asynchronous circuit transport 非同期回線信号転送 4.5.5 
ATM adaptation layer parameters ATMアダプテーションレイヤパラメータ 4.5.5 
ATM endpoint ATM終端点 1.3 
ATM traffic descriptor ATMトラヒック記述子 4.5.6 
backward maximum CPCS-SDU size 逆方向最大 CPCS-SDUサイズ 4.5.5 
backward peak cell rate 逆方向ピークセルレート 4.5.6 
bandwidth 帯域 1.3 
bilateral agreement 双方の同意 Ⅲ 
Broadband bearer capability 広帯域伝達能力 4.5.7 
Broadband high layer information(B-HLI) 広帯域高位レイヤ情報(B-HLI) 4.5.8 
Broadband locking shift 広帯域固定シフト 4.5.3 
Broadband low layer information(B-LLI) 広帯域低位レイヤ情報(B-LLI) 4.5.9 
Broadband non-locking shift 広帯域一時シフト 4.5.4 
broadband repeat indicator 広帯域繰り返し識別子 4.5.19 
broadband sending complete 広帯域送信完了 4.5.21 
call admission control(CAC) 呼受付制御(CAC) I 
Call Delivered 呼出通知 2 
Call Initiated 発呼 2 
Call Present 着呼 2 
CALL PROCEEDING 呼設定受付(CALL PROCeeding) 3 
Call Received 呼出中 2 
call reference 呼番号 4.3 
call reference flag 呼番号フラグ 4.3 
call state 呼状態 4.5.10 
call/connection 呼／コネクション 1 
called party number 着番号 4.5.11 
called party subaddress 着サブアドレス 4.5.12 
calling party number 発番号 4.5.13 
calling party subaddress 発サブアドレス 4.5.14 
carrier identification code キャリア識別コード 4.5.22 
cause 理由表示 4.5.15 
CBR Rate CBRレート 4.5.5 
cell payload セルペイロード 6.2.2 
circuit mode 回線交換モード 6 
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ＴＴＣ標準用語集対応表（２／４） 
 

英  語 TTC 標準用語 出現章節 
circuit transport 回線信号転送 4.5.5 
class クラス 1.3 
codeset コード群 4.5.2 
codeset identification コード群識別 4.5.3 
coding standard コーディング標準 4.4 
collision 衝突 5.4.5 
compatibility 整合性 1.3 
compatibility instruction indicator 整合性動作指示表示 4.4 
compliance indicator コンプライアンス表示 4.5.24 
CONNECT 応答(CONNect) 3 
CONNECT ACKNOWLEDGE 応答確認(CONNect ACKnowledge) 3 
Connect Request 応答 2 
connected 接続 5.4.1 
connection identifier コネクション識別子 4.5.16 
constant bit rate 固定ビットレート 4.5.7 
cumulative transit delay value 累積転送遅延の値 4.5.17 
customer network カスタマ網 3 
data network identification code データ網識別コード 4.5.22 
demand 即時 1.3 
disconnected 切断 5.4.1 
DSS1 signalling protocol DSS1シグナリングプロトコル 6 
dual デュアル 3 
dual significance 定義区間「デュアル」 3 
dummy call reference ダミー呼番号 4.3 
en-bloc receiving 一括着呼 5.2.1 
en-bloc sending 一括発呼 5.1.1 
end-to-end transit delay エンド・エンド転送遅延 4.5.17 
error correction method 誤り訂正法 4.5.5 
escape for extension 拡張のためのエスケープ 4.5.1 
establish 設定 5.1.7 
exclusive VCI 変更不可 VCI 4.5.16 
exclusive VPCI 変更不可 VPCI  4.5.16 
explicit 明示的な 5.1.2.1.2 
fault management 故障管理 I 
forward maximum CPCS-SDU size 順方向最大 CPCS-SDUサイズ 4.5.5 
forward peak cell rate 順方向ピークセルレート 4.5.6 
global グローバル 3 
global call reference グローバル呼番号 4.3 
global significance 定義区間「グローバル」 3 
high-quality audio signal transport 高品質オーディオ信号転送 4.5.5 
idle condition アイドル状態 5.5 
implementation インプリメント 5.6 
implicitly 暗黙的に 5.1.2.1.1 
Incoming Call Proceeding 着呼受付 2 
instruction field 動作指示フィールド 4.4 
international number 国際番号 4.5.11 
invalid 無効な 5.1.4 
ISDN/telephony numbering plan ISDN／電話番号計画 4.5.11 
local ローカル 3 
local significance 定義区間「ローカル」 3 
message type メッセージ識別 4.4 
MID range MID範囲 4.5.5 
multiplier  マルチプライヤ 4.5.5 
narrowband bearer capability 狭帯域伝達能力 4.6.2 
narrowband high layer compatibility 狭帯域高位レイヤ整合性 4.6.3 
narrowband low layer compatibility 狭帯域低位レイヤ整合性 4.6.4 
national number 国内番号 4.5.11 
network adaptor(NA) 網アダプタ 6.3.1 
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ＴＴＣ標準用語集対応表（３／４） 
 

英  語 TTC標準用語 出現章節 
network identification plan 網織別計画 4.5.22 
network layer protocol identification ネットワークレイヤプロトコル識別 4.5.9 
network specific number 網特有番号 4.5.11 
non-associated signalling ＶＰ非対応シグナリング 5.1.2 
not susceptible to clipping クリッピング許容 4.5.7 
notification identifier 通知識別子 4.5.23 
NOTIFY 通知(NOTIFY) 3 
Null 空 2 
number not available 利用できない番号 4.5.13 
numbering plan identification 番号計画識別 4.5.11 
OAM traffic descriptor OAMトラヒック記述子 4.5.24 
octet number オクテット番号 4.5.1 
OSI network layer protocol unit OSIネットワークレイヤプロトコルユニット 4.2 
out-of-band アウトバンド 1.3 
Outgoing Call Proceeding 発呼受付 2 
overlap 分割 5.1.1 
Overlap Receiving 分割着呼 2 
overlap receiving 分割着呼 5.2.1 
overlap receiving 分割着呼 6.5.3 
Overlap Sending 分割発呼 2 
overlap sending 分割発呼 6.5.2 
partially filled cells method 部分充填セル法 4.5.5 
path along パスアロング 4.5.1 
peak emission interval ピークエミッションインターバル I 
performance monitoring 性能監視 I 
point-to-point access configurations ポイント・ポイントアクセス構成 5 
presentation allowed 表示許可 4.5.13 
presentation restricted 表示制限 4.5.13 
private numbering plan 私設網番号計画 4.5.11 
progress indicator 経過識別子 4.6.5 
propagation delay 伝播遅延 4.5.17 
protocol discriminator プロトコル識別子 4.2 
public notwork 公衆網 3 
QOS-class backward 逆方向 QOSクラス 4.5.18 
QOS-class forward 順方向 QOSクラス 4.5.18 
quality of service(QOS)parameter サービス品質 (QOS)パラメータ 4.5.18 
RELEASE 解放(RELease) 3 
RELEASE COMPLETE 解放完了(RELease COMPlete) 3 
Release indication 解放通知 2 
Release Request 解放要求 2 
released 解放 5.4.1 
Restart  初期設定 2 
restart indicator 初期設定表示 4.5.20 
Restart Request 初期設定要求 2 
semi-permanent connection(SPC) セミパーマネント・コネクション Ⅲ 
SETUP 呼設定(SETUP) 3 
shaping indicator シェーピング表示 4.5.24 
signalling virtual channel シグナリングバーチャルチャネル 4 
signalling virtual connection  信号バーチャルコネクション 5 
source clock frequency recovery method ソースクロック周波数再生法 4.5.5 
SPC activation SPCの活性状態 Ⅲ 
SPC addition SPCの新規 Ⅲ 
SPC deactivation SPCの非活性状態 Ⅲ 
SPC deletion SPCの削除 Ⅲ 
SPC initial configuration SPCの初期構成 Ⅲ 
SPC list SPCリスト Ⅲ.3.2 
SPC range SPC範囲 Ⅲ.3.2 
SPC Report Type SPC報告種別 Ⅲ.3.2 
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ＴＴＣ標準用語集対応表（４／４）

英　　語 TTC 標準用語 出現章節
SPC Status SPC状態 Ⅲ.3.3
SPC STATUS ENQUIRY SPC状態問合 Ⅲ.1.3
SPC STATUS REPORT SPC状態報告 Ⅲ.1.1
SPC UPDATE STATUS SPC更新状態表示 Ⅲ.1.4
SPC UPDATE STATUS ACK SPC更新状態表示確認 Ⅲ.1.2
SSCS type SSCSタイプ 4.5.5
STATUS 状態表示(STATUS) 3
STATUS ENQUIRY 状態問合(STATUS ENQuiry) 3
structured data transfer block 構造化データ転送ブロック 4.5.5
subfield identifier サブフィールド識別子 4.5.1
subscriber number 市内番号 4.5.11
subscription option 加入契約オプション 5.2.3
subtype サブタイプ 4.5.5
susceptible to clipping クリッピング非許容 4.5.7
symmetric 対称 1.3
symmetric call operation 対称型呼処理 H
synchronous circuit transport 同期回線信号転送 4.5.5
synchronous residual time stamp (SRTS)
method

同期残差タイムスタンプ(SRTS)法 4.5.5

temporary codeset identification 一時コード群識別 4.5.4
terminal equipment 端末装置 3
timer expiry タイマ満了 5
traffic shaping トラヒックシェーピング I
Transaction number トランザクション番号 Ⅲ.3.1
transit network selection 中継網選択 4.5.22
type of network identification 網識別種別 4.5.22
unassured data transfer 非確認型データ転送 8.2.9
unidirectional ATM virtual connections 単方向 ATMバーチャルコネクション F
usage or network parameter control 使用量あるいは網パラメータ制御 I.2
user defined AAL information ユーザ定義 AAL情報 4.5.5
user specific ユーザ特有 4.5.8
user-network fault management indicator ユーザ・網故障管理表示 4.5.24
user-provided, not screened ユーザ記入、網検証なし 4.5.13
user-provided, verified and passed ユーザ記入、網検証成功 4.5.13
user-provided, verified and failed ユーザ記入、網検証失敗 4.5.13
variable bit rate 可変ビットレート 4.5.7
VCI VCI 1.3
video signal transport ビデオ信号転送 4.5.5
virtual channel バーチャルチャネル 4
voice-band signal transport 音声帯域信号転送 4.5.5
VP associated signalling VP対応シグナリング 4.5.16
VPCI VPCI 1.3
VPI VPI 1.3



 

 

     第３版 作成協力者（２０００年１月２５日） 

 

  第二部門委員会 

 

 委員長 岡田 忠信 日本電信電話（株） 

 副委員長 竹之内 雅生 ＫＤＤ（株） 

 副委員長 見持 博之 （株）日立製作所 

 委員 山越 豊彦 東京通信ネットワーク（株） 

 委員 貝山 明 ＮＴＴ移動通信網（株） 

 委員 森 文男 （株）エヌ・ティ・ティ・データ 

 委員 萩原 啓司 住友電気工業（株） 

 委員 柳田 達哉 ノーテル ネットワークス（株） 

 委員 稲見 任 富士通（株） 

 委員 田中 信吾 （財）電気通信端末機器審査協会 

 委員 青柳 慎一 WG2-1委員長・日本電信電話（株） 

 委員 加藤 周平 WG2-1副委員長・沖電気工業（株） 

 委員 飛田 康夫 WG2-1副委員長・三菱電機（株） 

 委員 小林 敏晴 WG2-2委員長・ＫＤＤ（株） 

 委員 保村 英幸 WG2-2副委員長・西日本電信電話(株) 

 委員 河合 淳夫 WG2-3委員長・（株）日立製作所 

 委員 杉山 秀紀 WG2-3副委員長・日本アイ・ビー・エム（株） 

 委員 富久田 孝雄 WG2-3副委員長・日本電気（株） 

 委員 三浦 章 WG2-4委員長・日本電信電話（株） 

 委員 松田 雅之 WG2-4副委員長・ＫＤＤ（株） 

 委員 竹内 宏則 WG2-4副委員長・松下通信工業（株） 

 委員 三宅 功 WG2-5委員長・日本電信電話（株） 

 委員 加藤 聰彦 WG2-5副委員長・ＫＤＤ（株） 

 委員 中牧 恭一 WG2-5副委員長・沖電気工業（株） 

 委員 前田 洋一 WG2-B-ISDN委員長・日本電信電話（株） 

 

                       （注） WG2-xx ：第二部門委員会 第 xx（xx 特別）専門委員会 

 

 



 

 

  第二部門委員会 第二専門委員会 

 

 委員長 小林 敏晴 ＫＤＤ（株） 

 副委員長 保村 英幸 西日本電信電話(株) 

 委員 岩崎 茂 ＫＤＤ（株） 

 委員 岸本 淳一 第二電電（株） 

 委員 古澤 正孝 東京通信ネットワーク（株） 

 委員 野口 崇 日本テレコム（株） 

 委員 大羽 巧 日本電信電話（株） 

 委員 小池田 寛士 大阪メディアポート（株） 

 委員 羽田野 浩 東日本電信電話(株) 

 委員 吉田 浩和 安藤電気（株） 

 委員 長島 芳信 アンリツ（株） 

 委員 一條 輝城 岩崎通信機（株） 

 委員 北畠 好章 沖電気工業（株） 

 委員 浅井 和義 神田通信工業（株） 

 委員 椿原 一志 キヤノン（株） 

 委員 中尾 孝夫 シャープ（株） 

 委員 甲斐 雄介 住友電気工業（株） 

 委員 墨 豊 （株）大興電機製作所 

 委員 猿渡 圭介 （株）田村電機製作所 

 委員 猪澤 隆広 （株）東芝 

 委員 山田 章治 東洋通信機（株） 

 委員 船橋 好一 日本アイ・ビー・エム（株） 

 特別専門委員 上田 達人 SWG1 リーダ・日本電気（株） 

 委員 雨宮 孝 SWG3 リーダ・日本電気（株） 

 委員 中島 巳範 日本ユニシス（株） 

 委員 柳田 達哉 ノーテル ネットワークス（株） 

 委員 寺田 祐二 （株）日立製作所 

 委員 山崎 貞二 （株）日立テレコムテクノロジー 

 委員 小松 潔 富士通（株） 

 委員 石塚 利之 松下通信工業（株） 

 委員 高木 健次 松下電器産業（株） 

 委員 高瀬 譲 松下電送システム（株） 

 委員 武田 博 三菱電機（株） 

 委員 大橋 正典 ヤマハ（株） 

 委員 並川 将典 （株）リコー 

 委員 今井 尚雄 （株）アルファシステムズ 

 委員 小林 詠史 （財）電気通信端末機器審査協会 

    

 事務局 中村 剛万 ＴＴＣ第２技術部 

 



 

 

 ＪＴ－Ｑ２９３１ 検討グループ （ＳＷＧ３） 
 

 リーダ 雨宮 孝 日本電気（株） 

 サブリーダ 大羽 巧 日本電信電話（株） 

 サブリーダ 北畠 好章 沖電気工業（株） 

 特別専門委員 松本 修 ＫＤＤ（株） 

 特別専門委員 曽根 太郎 第二電電（株） 

 特別専門委員 大薄 智樹 東京通信ネットワーク（株） 

 特別専門委員 山田 尚 日本電信電話（株） 

 委員 小池田 寛士 大阪メディアポート（株） 

 特別専門委員 佐尾 英博 西日本電信電話(株) 

 委員 長島 芳信 アンリツ（株） 

 特別専門委員 藤沢 信利 岩崎通信機（株） 

 委員 椿原 一志 キヤノン（株） 

 委員 中尾 孝夫 シャープ（株） 

 委員 甲斐 雄介 住友電気工業（株） 

 委員 墨 豊 （株）大興電機製作所 

 特別専門委員 大谷 克巳 （株）日立製作所 

 特別専門委員 北野 隆 富士通（株） 

 特別専門委員 田中 健太郎 三菱電機（株） 

 特別専門委員 岩崎 司 （株）リコー 

 

 


	　　



